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はじめに 
 
 オスマン帝国は、13 世紀末にアナトリアの一角に勃興し、14 世紀から 15 世紀にかけて、
アナトリア半島とバルカン半島にその領土を拡大した。オスマン帝国がバルカン半島の奥
深く進めば、ハンガリーの地へ達するのは当然のことであったが、オスマン軍がハンガリ
ー領内に歩を進めるのは 16 世紀に入ってからである。 
1520 年、オスマン帝国のスルタン位に即位したスレイマン 1 世 (在位 1520-1566) は
翌 1521 年にハンガリーへの入り口ベオグラードを陥落させた。この時のこの地の守備軍は
ハンガリー軍であった。続く 1526 年、ハンガリー平原のモハチにおいてハンガリー軍を壊
滅させる。この戦いでハンガリー王が戦死したことにより、ハンガリーは 2 人の王を擁く
ことになる。1 人はヤーノシュ・サポヤイ (在位 1516-1540) であり、他方は先王妃の兄
弟であるハプスブルク帝国カール 5世の弟フェルディナンド 1世 (在位 1526-64) である。
2 人の王の対立する中、フェルディナンドによりハンガリーを追い出されたサポヤイは義兄
弟であるポーランド王の下へ逃れ、その地からスレイマンの庇護を求めた。これに応じた
スレイマンは 1529 年にウィーン攻撃を行い、ハプスブルク家の都の占拠には至らなかった
が、サポヤイはハンガリーに戻ることができた。ハンガリーの西部諸県はフェルディナン
ドの支配下となり、サポヤイはそれを除くハンガリーの地を支配下に置いた。しかし、サ
ポヤイはハンガリーが 2 人王の存立による分裂状態にある中の 1540 年に亡くなる。その後
を継いで、その幼い息子ヤーノシュ・ジグモンド (在位 1540-1571) がハンガリー王とな
る。すると即座に、フェルディナンドがブダ攻撃を開始した。スレイマンは自ら大軍を率
いてハンガリー遠征を行い、ジグモンドに援軍を送った。ハプスブルク軍は退散し、これ
以後、ハンガリーは 3 分割されることとなる。ハンガリー西部はハプスブルク領ハンガリ
ー (ハンガリー王国)、中央部はオスマン帝国の直轄領ブダ州、そして北東部とトランシル
ヴァニアはオスマン帝国へ毎年貢納することでヤーノシュ・ジグモンドへ割譲され、トラ
ンシルヴァニア公国となる。この状態がこの後およそ 150 年間続くことになる。 
 本研究で主題として取り上げるジトヴァトロク条約は、1591 年にオスマン帝国ボスニア
州のパシャがハプスブルク帝国との和平条約を無視してハプスブルク領内に侵入するとい
う事件を契機として、1593 年にオスマン帝国がハプスブルク帝国に宣戦布告をし、ハンガ
リーを主戦場として戦われた所謂長期戦争を終結させるため、1606 年 11 月 11 日に締結さ
れた和平条約である。この戦争において、オスマン軍はその初めにこそ戦果をあげたが、
次第にハプスブルク軍に城塞を奪還されるようになり、そしてオスマン帝国の封国である
トランシルヴァニア、ワラキアそしてモルダヴィアが離反し、オスマン軍と対峙する事態
にもなる。1595 年にはオスマン帝国にとって重要なエステルゴム城塞を失う。しかし、1596
年、オスマン帝国は、スルタン・メフメト 3 世 (在位 1595-1603) の親征によりエゲルを
占領し、そこにハンガリーにおける第 3 の直轄州であるエゲル州を設置する。同年のメゼ
ーケレシュテの戦いでも勝利した。その後の 1600 年、カニジャを第 4 州とするが、1601
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年にはハンガリーの旧都であるセーケシュフェヘールヴァールを失った。オスマン軍はこ
れを翌年には奪還するが、ペシュトをハプスブルク軍に占領され、その対岸のブダを包囲
される。オスマン側が軍事的に危機的状況に陥っている時、元トランシルヴァニア君公顧
問官であるボチカイ・イシュトヴァーンが対ハプスブルク反乱を起こした。ハンガリー貴
族もこれに呼応した。オスマン帝国はこの反乱を支援し、1605 年にハプスブルク側に奪わ
れていたエステルゴム城塞の奪還に成功する。これを契機とし、両帝国は和平を目指すこ
とになり、1606 年 11 月 11 日にジトヴァトロク和平条約が締結されるのである。 
このジトヴァトロク条約に関して、1980 年にグスタフ・バイエルレは、ジトヴァトロク
条約の条約文書はそれまで当然一つであると信じられていたことに異を唱えた。彼は同時
代史料を研究した結果、それは 1 つではなく、内容の異なる 2 つの条約文書が存在するこ
とを発表した [Bayerle 1980 : 5-53]。つまり、ジトヴァトロク条約はハプスブルク版条約
文書とオスマン版条約文書を有すると発表したのである。近年、オスマン史研究者はこの
論を認めているように思われる。更に、現トルコのオスマン史家であるハリル・イナルジ
クは、この条約によりオスマン帝国の衰退の兆候が明らかになったと論じている [İnalcık 
1970 : 341-342]。ジトヴァトロク条約がその後、幾度も更新されていることからも、この
条約はオスマン帝国のハンガリー経営を安定させるための礎であったと指摘できるのでは
ないか。オスマン帝国のハンガリー経営は極めて困難であった。オスマン帝国のハンガリ
ー支配は、境界線内での面支配ではなく、点による支配であった。オスマン帝国の支配が
及んでいるのは城塞とその周囲に限られており、城塞という点と点における支配であった。 
 この困難なハンガリー経営を担ったパシャの 1 人が、カディザーデ・アリ・パシャであ
る。彼は、オスマン帝国の代表者としてジトヴァトロク条約締結会議に参加し、条約文書
に署名したブダ州行政長官である。彼がその職に就いた 1602 年には、長期戦争は膠着状態
に陥っており、両帝国共に和平を模索していた。彼はブダに着任すると直ぐ、ハプスブル
ク帝国関係者やハンガリー貴族へ書簡を書き送り、戦争を終わらせるため努力する。その
後、一時的にブダを去るが、ジトヴァトロク条約締結会議に参加し、条約文書に署名して
いる。そして条約締結後もこの条約批准とその実行、かつ条約更新の場面において大きな
役割を果たしている。しかし、オスマン帝国の歴史の記述において、彼はほとんど関心を
示されていなかった。僅かに、17 世紀の年代記作者であるイブラヒム・ペチェヴィがその
著において彼の名を僅かに言及しているに過ぎない。 
 しかし、20 世紀に入りハンガリーにおいて彼は蘇っている。オスマン帝国がハンガリー
を撤退してから 200 年が過ぎる頃、それまで見向きもされなかったオスマン帝国支配期の
史料が収集された。公文書保管人であり歴史家であったタカーチ・シャーンドルによりカ
ディザーデ・アリ・パシャは蘇ったのである。彼はその著の中で、「16 世紀末に起こったオ
スマン・トルコとの戦いは、10 年の間に我々の国土をすっかり荒廃させた。ハンガリー国
はいまだかってありえなかったような過酷な遠征を体験したのである。オスマン・トルコ
とタタール軍が我が国を破壊し、そしてハプスブルク軍が略奪した。・・・この希望のない
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状態と苦悩に満ちた状態は、ハンガリーに深い影を落としていた。オスマン・トルコもハ
ンガリーも共に平和を待ち望んでいた。しかし、如何にして、如何なる方法でそれは可能
なのであろうか。そのために実際に働き、それに対処し得る賢明な調停者は誰なのか。最
終的な崩壊の間際でその運命を止めることができる人物は誰なのか」と問い、続けて「こ
の厳しい時期に、運命の女神はこの問いの全てに答えられる唯一の人物をブダの行政長官
とした。人々はこのパシャをカディザーデ・アリと呼んだ」と記している [Takáts 1928 : 
505-506]。タカーチの記述はアリ・パシャを過大評価しているように見えはするが、これ
はアリ・パシャがオスマン帝国の一地方長官としてオスマン帝国政庁の対外政策とその職
務を遂行するにあたり、彼が人道的な方法を取りそして真に平和を希求していたこと、そ
してブダ州行政長官として立派にその職務を果たしたことを、高く評価している記述であ
る。 
 現代において外交は平時において機能し、戦争に突入した時その機能を停止すると云わ
れているが、戦時においてもそれは機能しないわけではないと論じられている [吉村 
1964 : 250]。アリ・パシャは正に戦時において外交をし、それに成功したと言い得る。更
に、外交交渉を通して、利害関係を調整し、紛争を解決するために必要な前提条件は妥協
をするということであり、それに成功するために、実益を収めることを忘れないこと、外
交交渉が柔軟性に富んだものでなければならないこと、そして最大の行動の自由が保持さ
れ、本国政府の指示を十分に得ていることである [吉村 1964 : 268]。この妥協外交もア
リ・パシャは実践したと言える。確かに、1606 年のジトヴァトロク条約交渉会談やその後
において、アリ・パシャはハンガリー経営安定の為に妥協外交を行った。 
 本研究では、オスマン帝国のハンガリー支配に重要な位置を占めるジトヴァトロク条約
とアリ・パシャの事績を主題に据えて、ジトヴァトロク条約とその更新条約であるウィー
ン条約の締結までの歴史的経緯を明らかにする。この時期はアリ・パシャがブダ州行政長
官であった期間と重なっており、アリ・パシャの事績を辿ることにより、ジトヴァトロク
条約締結前後の歴史背景を考察することが出来ると考える。ハンガリー人歴史家は、｢ジト
ヴァトロクは、長年、オスマン史家の研究の対象となっている。しかし、当時の史料の中
に、ジトヴァトロク条約締結以前に和平条約締結を試みる動きについて言及しているもの
が数多く見出されるのにも関わらず、現時点まで和平予備交渉に関する体系的論文が見出
されない [Ivanics 1993 : 297-311] と論じている。このような点からも、本研究の意義は
あると考える。 
以下においてハンガリーにおけるオスマン帝国によるハンガリー経営とそれを可能にす
る和平条約ジトヴァトロク条約締結とその維持、そしてそれを遂行するブダ州行政長官ア
リ・パシャの働きを明らかにする。 
 本研究の構成について簡単に述べると、以下の通りである。 
 Ⅰ ： 「オスマン帝国辺境のブダのパシャ―カディザーデ・アリ」 
アリ・パシャが 1602 年、ブダ州行政長官にスルタン・メフメト 3 世に任命されてから
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1616 年に死去するまでの彼の事績を扱う。即ち、オスマン帝国とハプスブルク帝国との間
でハンガリーを戦場として戦われた長期戦争が膠着状態に陥っていた時、アリ・パシャが
ジトヴァトロク条約締結のために如何に働き、その後の条約の維持と更新のために如何に
働いたかを、アリ・パシャの関係者へ宛てた書簡類を通して考察する。彼がオスマン政庁
から遠く離れたブダ州においてオスマン帝国の有能な外交官であったことを見る。 
 Ⅱ ： 「1568 年エディルネ条約に至る和平交渉合意文書翻訳―ハンガリーをめぐるオ
スマン帝国とハプスブルク帝国」 
1568 年にハプスブルク帝国の全権使節が、オスマン帝国のスルタン・スレイマン 1 世の
最後のハンガリー遠征として知られるハプスブルク帝国との1566年の戦いを終結させるた
めにエディルネにおけるオスマン帝国側との和平交渉会議に参加した。この時締結された
エディルネ条約の条約文書を参照するすることが出来ないため、ハプスブルク使節が作成
したエディルネ条約へ至るハンガリー語の条約交渉合意文書の全訳を試みる。スレイマン 1
世が 1526 年にモハチの戦いに勝利し、そして 1541 年にオスマン帝国がハンガリー中央部
に直轄州であるブダ州を設置すると、オスマン帝国とハプスブルク帝国はハンガリーを巡
って利害が対立し複雑な関係となる。両帝国はエディルネ条約によって両国間の問題を解
決しようとした。この条約がジトヴァトロク条約へ繋がっていく。 
 Ⅲ ： 「ジトヴァトロク条約とハンガリー貴族―オスマン帝国とハプスブルク帝国の
1606 年の和平条約」 
ジトヴァトロク条約文書にはオスマン版文書とハプスブルク版文書が存在していること
をⅠとⅡで触れたが、この二つの条約文書存在の背景にハンガリー貴族の存在が見て取れ
る。膠着状態に陥っていた長期戦争が和平へと動き出す契機となったのは、トランシルヴ
ァニア君公の元顧問官ボチカイ・イシュトヴァーンによる対ハプスブルク反乱である。ハ
ンガリー貴族も呼応し、この反乱は成功する。オスマン帝国はこの反乱を支援し、長期戦
争中に占領されていたオスマン帝国の防衛上重要なエステルゴム城塞を 1605 年、奪還する
ことが出来た。これによりオスマン帝国とハプスブルク帝国の間で和平への動きが活発に
なる。ジトヴァトロク条約締結とハンガリー貴族の関連を明らかにする。 
 Ⅳ ： 「オスマン帝国の捕虜ハンガリー貴族ワタイ・フェレンツの覚書と彼の解放に
関する 2 通の手紙」 
ワタイ・フェレンツは長期戦争中の 1602 年、オスマン軍によるセーケシュフェヘールヴ
ァール城塞攻撃の際に捕虜とされた。彼がその城塞副軍司令官として任務遂行中のことで
あった。1603 年、イスタンブルの悪名高い塔イェディクレに幽閉され、1606 年に解放され
た。彼はその捕虜生活を覚え書きとして残している。その覚書と、ハンガリー貴族である
バッチャーニィ・フェレンツが彼の解放をブダ州行政長官アリ・パシャへ依頼し、その依
頼にアリ・パシャが応えていることを示す 2 通の手紙を翻訳する。これらはアリ・パシャ
の働きの具体例であり、オスマン帝国史における奴隷に関する一研究分野である戦時奴隷
と身代金奴隷の具体例を示す史料でもある。 
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Ⅴ ： 「オスマン帝国とハプスブルク帝国間の 1615 年ウィーン条約締結の背景」 
ジトヴァトロク条約は 1615 年に更新される。即ち、ウィーン条約である。この条約の成
立過程を明らかにする。更にアリ・パシャがこの条約締へ如何なる働きをしたかを彼の書
簡を引用して明らかにしていく。この条約は、オスマン帝国が使節団をウィーンへ派遣し、
その地でハプスブルク代表者と条約交渉会議を行い、締結されたものである。オスマン帝
国が、その条約交渉使節団を中立地帯ではなく、ハプスブルク帝国の都であるウィーンへ
派遣したことは前例のないことであった。これはオスマン帝国のハプスブルク帝国に対す
る地位がそれ以前よりも相対的に低下したことを表している。この条約成立過程を辿る中
で、当時の両帝国の関係とアリ・パシャがこの条約で果たした役割を明らかにする。 
Ⅵ ： 「ブダのアリ・パシャのハンガリー語の書簡類 1604 年―1616 年」翻訳 
Gustav Bayerle、The Hungarian Letters of Ali Pasha of Buda 1604-1616 に収めら
れているアリ・パシャに関する書簡類を全訳する。ここには主にアリ・パシャがハプスブ
ルク関係者やハンガリー貴族へ宛てたハンガリー語の書簡類が 209 通収録されている。こ
れらの書簡は、その当時のオスマン帝国のハンガリー経営を理解する一助となる史料であ
る。オスマン帝国とハプスブルク帝国が和平交渉を試みようとする姿とその和平維持に働
く様を具体的に物語る史料であり、当時のハンガリーをめぐる両帝国の複雑な関係を考察
する上でも極めて有用な史料である。 
Ⅶ ： ｢史料｣ 
関係する以下の史料を翻訳して収める。1606 年のジトヴァトロク条約のハプスブルク版
文書とオスマン版文書、ジトヴァトロク条約確認のための 1608 年 6 月のエールシェクウー
イヴァール協定、1608 年 10 月のジトヴァトロク条約に関してハプスブルク帝国へのオス
マン帝国スルタンの勅令、ジトヴァトロク条約の更新条約である 1615 年のウィーン条約、
そして 1616 年のウィーン条約修正文書である。Ⅱで扱うエディルネ条約に至る和平合意文
書とともにこれらの文書はオスマン帝国のハンガリー経営の具体的姿を知る上で重要な史
料である。 
 
オスマン帝国によるハンガリー支配の時期に関するトルコ語の史料は多くない。17 世紀
後半に始まるハプスブルク軍の攻撃により、それらの文書の大半は焼失したと言われてい
る。しかし、ハンガリーの古文書館やハプスブルク帝国に関する史料の中に、オスマン帝
国によるハンガリー支配期のハンガリー語の史料が多く見られる。それらの史料を駆使し
ての、ジトヴァトロク条約とアリ・パシャに関する論文と著作は多くはないが、既述した
グスタフ・バイエルレの、ジトヴァトロク条約には内容の異なる二つの条約文書の存在を
論じている The Compromise at Zsitvatorok  [Bayerle 1980] 、と既述の The Hungarian 
Letters of Ali Pash of Buda 1604-1616  [Bayerle 1991 ] がある。更に、ジトヴァトロク
条約締結前後に関する論文は、カール・ネーリングによるハプスブルク帝国皇帝ルドルフ 2
世 (在位 1576-1612) とその弟マチアス皇太子の対立がジトヴァトロク条約締結へ及ぼ
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した影響に焦点を置いて論じた A Zsitvatoroki Szerződés Története  [Nehring 1986] が
ある。アリ・パシャに関しては、タカーチ・シャーンドル の Kadizáde Ali Vezír Basa – A 
Legnépszerűbb Budai Basa [Takács 1928] があり、この中でアリ・パシャはオスマン
帝国支配下のハンガリーにおいて最も人道的なパシャであったと、高く評価されている。 
 
さて、本研究では触れられていないオスマン帝国がハンガリーへと歩を進める過程を述
べることが必要と思われる。14 世紀から 16 世紀までのオスマン帝国とハンガリーの関係を
概観すると次のようである。1361 年、オスマン帝国のスルタン・ムラト 1 世 （在位
1360-1389）は、コンスタンチノープルとドナウ河間の重要な地であるエディルネを征服し、
その地をバルカン半島奥深く進むための拠点とした。1364 年、オスマン軍はマリツィアに
おいてボスニアとハンガリー軍と対峙し、これを撃退した。しかし 1375 年、トランシルヴ
ァニアへの侵攻には失敗している。更に、オスマン軍は 1389 年のコソヴォにおいてセルビ
ア、ワラキア、ボスニアそしてハンガリー連合軍に 1396 年のニコポリスで十字軍に圧勝し
た。しかし、オスマン軍のバルカン侵攻は、1402 年にアンカラの戦いでチムール軍に敗退
したことにより一時的に中断されるが、オスマン帝国のバルカン領土は温存される。その
後、オスマン帝国によるバルカン遠征は再開され、ムラト 2 世（在位 1421-1444）は 1442
年、トランシルヴァニア遠征を行うが、トランシルヴァニのヴォイヴォドであるフニャデ
ィ・ヤーノシュの軍の前に敗退する。 
これを契機にバルカン諸国はオスマン帝国からの解放に望みを抱き、それをハンガリー
国に期待する状況が生み出される。ハンガリー王ウラースロー1 世（在位 1440-1444）はフ
ニャディの軍事力を頼み、ブルガリアのソフィア攻略に成功し、ムラト 2 世と和平を結ぶ
が、1444 年、ヴァルナにおいてオスマン軍に敗れ戦死する。フニャディはハンガリー国の
摂政となり、コソヴォでオスマン軍と対峙し、敗退する。 
一方、1451 年、スルタン位に即位したメフメト 2 世（在位－1481）は、1453 年にコン
スタンチノープルを征服した後、1456 年ベオグラード征服を目指すが、フニャディは辛う
じてこれを防衛した。更に、ローマ教皇のハンガリー軍による対オスマン十字軍遠征要請
に応えて、フニャディの子息でハンガリー王に選出されたマチアス王（在位 1458-1490）
は、ボスニア遠征を行うが、その北部のみの占拠に成功したに過ぎなかった。マチアス王
は西欧キリスト教諸国の支援なくして対オスマン戦は不可能であるとし、その後の遠征を
行うことはなく、1483 年に和平条約をオスマン帝国と結んでいる。この条約はその後、数
度更新された。これらの条約の有効期間は 2 年間か 3 年間であった。 
ハンガリーは、オスマン帝国においてメフメト 2 世の死後に起こったスルタン位争いに
興味を示し、1488 年 6 月、メフメト 2 世の子ジェムの下へ使者を送り、オスマン軍と戦う
意思のあることを伝え、ハンガリーは「バヤズット 2 世（在位 1481-1512）の有力家臣多
数と通じていて、彼らはジェムがハンガリー領内に入れば、ジェム側について反乱をおこ
すことを約束している [新谷 2003 : 152-158]」と語り、オスマン帝国内の問題に関与しよ
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うとした。しかし、マチアス王の死後、ハンガリーの勢力は衰退し、対オスマン戦を敢え
て行おうとせず、1503 年にオスマン帝国とハンガリーは有効期間 7 年の和平更新条約を結
び、そして 1513 年には有効期間 3 年の和平条約を結んだと言われている。更に、1519 年
に有効期間 3 年の和平条約を結ぶ。そしてスルタン・スレイマン 1 世が 1521 年、ベオグラ
ードを陥落させ、ハンガリー遠征を開始するのである。 
なお、本研究のⅠからⅤは、2003 年から 2012 年の間に随時発表した論文であるため各
章に重複する部分があること、またそれぞれ初出時の内容に一部修正が加えられているこ
とをあらかじめお断りする。地名は、原則として現地の呼称を採用したが、日本において
一般に使用されている呼称があればそれを優先した。それ以外は現地の呼称を採用した。
ハンガリー人の姓名は姓が先である。暦は太陽暦で表した。 
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Ⅰ オスマン帝国辺境のブダのパシャ――カディザーデ・アリ 
 
 
はじめに 
 
1606 年 11 月 11 日にオスマン帝国とハプスブルク帝国との間にジトヴァトロク条約が締
結された。ジトヴァトロクとはドナウ河沿いにあるエステルゴムとコマロムとの中間にあ
るドナウ河支流であるジトヴァ川の河口（トロク）ことである。この条約はオスマン史に
おいて重要な地位を占めている条約と言える。ハリル・イナルジクは、この条約によって
オスマン帝国の衰退の兆候が明白になったと論じ [İnalcık 1970 : 341-342]、他のオスマン史
家もこれと同じような意味合いでジトヴァトロク条約を論じている [尾高  1986 : 
141(24)-138(27)]。グスタフ・バイエルレはジトヴァトロク条約には内容の異なる二つの条
約文書が存在することを明らかにした。つまりジトヴァトロクにおいてオスマン帝国とハ
プスブルク帝国はそれぞれ別な条約文書にそれぞれの代表者が署名し印璽を押したことを
明らかにした。更に、オスマン史家がそれまで参照していたジトヴァトロク条約文書はハ
プスブルク版であることにも言及している [Bayerle 1980 : 5 -53]。 
この小論で扱うアリ・パシャはジトヴァトロク条約文書のオスマン版に署名し印璽を押
した人物の一人である。アリ・パシャはその時オスマン帝国ブダ州のベイレルベイ [行政
長官] であった。他の署名者はアリ・パシャの父親でブダのカーディ [裁判官] であっ
たハビル・エフェンディである。この父の名はオスマン帝国の人物を多く収録している 
Sicill-i ‘Osmanī
1 に見られるがアリ・パシャの名を見つけることは出来ない。また同時代の
年代記作者であるイブラヒム・ペチェヴィーが Tārih の中で「今は亡き賞賛に足る宰相メフ
メト・パシャがムラト・パシャを自らの代わりにハンガリーに司令官として任命し、ムラ
ト・パシャが和平を締結したこと」と小題を冠しジトヴァトロク条約締結について記して
いる [Peçevī Ibrahim 1980:324]。この中にもアリ・パシャに関する記述はほんの僅かである。
1928 年にハンガリーにおいてオスマン支配下のハンガリー史の研究家タカーチ・シャーン
ドルが『カディザーデ・アリ・パシャ――最も人望のあるブダのパシャ』と題する論文を
著している。タカーチ・シャーンドルはジトヴァトロク条約締結にアリ・パシャは大いに
貢献し条約締結後も条約遂行のためにその死まで働いたと記して、アリ・パシャを賞賛し
ている。論文の最後に、「歴史書に親しむ読者は、ブダのパシャたちは破壊、虐殺そして強
奪の他は何もしなかったと想像するが、アリ・パシャの例はパシャの中にも人道的なパシ
ャが存在していたことを物語っている」と記している [Takáts 1928 : 501-528]。一方、グス
タフ・バイエルレは、The Hungarian Letters of Ali Pasha of Buda 1604-1616 にアリ・パシャの
ハプスブルク宮廷の人々やハンガリー貴族へ宛てたアリ・パシャの書簡を収録している2。
                                                   
1 Şüreyyā  Meḥmed,  Sicill-i’Oșmānī, 4 Vols., 1890-1897, İstanbul. 
2 Bayerle : 1991. 書簡 209 通を第６章に翻訳し、番号を書簡 No.1 ように表示する。 
10 
 
その前文の中で、タカーチ・シャーンドルのアリ・パシャへの賞賛は過大評価ではあるが
論拠はあるとしている [Bayerle 1991 : ⅶ]。 
アリ・パシャに対して、オスマン史における関心の度合いとタカーチ・シャーンドルとの
それとの間には大きな隔たりがあるように思われる。小論で、オスマン帝国の最辺境の地
ブダ州においてアリ・パシャがオスマン帝国の代理者としてジトヴァトロク条約締結にど
のように働いたか、更に条約締結後において条約遂行のためそしてハンガリー行政の安定
のためにいかなる働きをしたかを、アリ・パシャのハンガリー語の書簡を引用しつつ考察
する。 
 
1 歴史的背景 
 
1520 年にスルタンに即位したスレイマン１世（在位 1520—1566）は 1521 年ベオグラー
ドを陥落させ3、1526 年にはモハチにおいてハンガリー軍を壊滅させた。更に、1529 年には
失敗したとはいえヨーロッパ奥深く侵攻し、ウィーン攻囲を行った。1541 年にもハンガリ
ー大遠征を行い、この時ブダ州を設置してオスマン帝国直轄領とした [Fodor 1991 : 306]。
これ以後約 150 年間、ハンガリーは三分割されることとなる。北西部はハプスブルク領ハ
ンガリー（ハンガリー王国）、ドナウ河を挟む中央部はオスマ帝国領のブダ州、そしてドナ
ウ河とティサ河との間にある東部ハンガリーを含むトランシルヴァニアはオスマン帝国の
封国としてのトランシルヴァニア公国となる。この後も国境付近におけるハプスブルクと
の戦いは続き、1566 年にスレイマンは最後のハンガリー遠征を行い、その途上シゲトヴァ
ールで没した。 
オスマン帝国は 1568年、ハプスブルクとエディルネ平和条約を締結した [Bayerle 1972a : 
3-4]。しかし、1591 年に起こったボスニアの州知事が条約を無視しハプスブルク領内に侵入
するという事件を契機として、1593 年 7 月 3 日、オスマン帝国はハプスブルクに宣戦布告
をする [Woodhead 1983 : 22]。いわゆる長期戦争4がハンガリーを戦場として開始される。
長期化するにつれて膠着状態に陥っていき [Nehring 1986 : 38]、辺境の城塞の取ったり、取
られたりという小規模な戦いとなっていった。時の経過の中で、オスマン帝国、ハプスブ
ルク帝国、ハプスブルク領ハンガリーそしてトランシルヴァニア公国の状況に変化が起こ
っていた。これらの変化は戦いの早期終結を促した。 
オスマン帝国は再びペルシャとの戦いを開始し5、更にアナトリアにおいては、ジェラー
リーの反乱が勃発していた。財政的な問題も戦争継続を困難にした。当初から、ハンガリ
ー経営は、トルコにとって採算の取れるものではなかったと言われている。ブダにエジプ
                                                   
3 詳細は、Szakály 1994. 
4  ハンガリーにおいて、この戦争の開始年を 1591 年として、15 年戦争と呼ぶ。 
5  イランのサファービー朝のシャー・アッバース（在位 1587-1629）が 1603 年から 1604
年にかけて、アゼルバイジャンとコーカサスをトルコから奪還し、東部アナトリアに侵入
してきた [Shaw 1976 : 188]。 
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トからの収入の３分の１が送られていた [Ágoston 2000 : 197-198]。 長引く戦いのため兵
士達への支払いが遅滞していたために、兵士の士気が低下し、辺境において略奪行為が日
常化していた。 
ハプスブルク帝国内においても帝国内に反宗教改革が起こっていて、トルコと同様に財
政的に困窮していた [Ágoston 2000 : 210-211]。そのため、賃金が支払われず、兵士達はハ
ンガリーにおいて略奪行為をしていた。 
ハプスブルク領ハンガリーにおいては、反ハプスブルクの動きが起こっていた。ハンガ
リーに反宗教改革政策を押しつけたためである。ハンガリー領主にたいし、罪科を無理に
仕立て上げ、領地を取り上げ、それをドイツ人に与えるという出来事が一層反ハプスブル
クに拍車をかけた [Újváry 1984 : 103-105]。 
最後に、トランシルヴァニア公国はこの戦いの当初、ハプスブルク側に就いて参戦し、
ハンガリー問題に発言権を得ようとした。即ち、ハンガリー統一を期待し、かつオスマン
帝国からの解放を望んだ。そのため、ハプスブルクにトランシルヴァニアを譲渡してしま
った。しかし、トランシルヴァニアの貴族達はトルコの報復を恐れ、スルタンとの和を望
んでいた。ハプスブルクは傭兵軍司令官バスタに恐怖政治を許した [Makkai 1982 : 
275-296]。 
このように、戦いの手詰まり状態の中で、関係各国それぞれが戦争終結を望んでいた。
戦争終結のための和平交渉の試みは、1599 年にクリミア・タタールのギラーイ・カーン6の
仲介によってなされたが、失敗に終わっていた [Ivanics 1993 : 297-311]。和平への模索が待
たれる中、ブダのベイレルベイ7としてカディザーデ・アリ・パシャが任命される。 
 
2 ブダのカディザーデ・アリ 
 
アリは 1602 年にスルタン・メフメト３世によりブダのベイレルベイに任命された。1616
年までの間に 3 度ブダのベイレルベイ職に就き、長期間ブダのその職にあった。アリの名
前が最初に見られるのは、16 世紀末にニコポリスのベイ8としてである [Bayerle 1991 : ix]。 
アリはカディザーデ・アリと知られているように裁判官の息子である。父ハビル・エフ
ェンディ9はブダの主席裁判官であった。アリは父の良き資質を受け継ぎそれを大きく完成
させ、賢明に広い世界を見ていたと、タカーチ・シャーンドルは記している [Takáts 1928 : 
506-508]。アリのベイレルベイ職への就任にはこの父の推挙があったのだろうとグスタフ・
                                                   
6  クリミアのカン、ガージー・ギラーイ 2 世（在位 1588-1617）は 1596 年に、一時期退位
する。 
7 最後には、軍管区から地方行政区へと変化していったベイレルベイリクを管轄する者 
[鈴木 1993 : 8-9]。 
8  軍事行政区（サンジャク）の長。 
9  ブルサに生まれ、テメシュヴァール、ブダそしてベオグラードにおいて主席裁判官を務
める。 
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バイエルレは記している [Bayerle 1991 : ix]。先に述べたイブラヒム・ペチェヴィはジトヴ
ァトロク条約に言及する中でアリについて僅かに次のように言及している。ペチェヴィー
はブダで育ち、かつアリの前任者ララ・メフメドの甥であったので、ハンガリー遠征の全
てに参加していたといわれ、当時の状況に精通していたと思われる。 
今は亡きムラド・パシャはハンガリーの司令長官に任命された。ムラド・パシャは、
…自らに服する栄光の勝利の兵士と共にブダに到着した。彼の娘婿であるブダのベイ
レルベイ・カディザーデ・アリ・パシャ、ブダのカーディ・ムスタファ・エフェンデ
…ハンガリー及びオーストリアの貴人や高官が、コマロムとエステルゴムとの間に位
置するゼイティン・ボアズに於いて一堂に会した。和平の問題について互いに論議を
交わし、ボチュカイ王の同意を取り付け、それに従って和平を結ぶこと事を決議した 
[Peçevī 1980 : 324-325]
10。 
アリの名前は、イスタンブル、ウィーンそしてブダベストの古文書館にある史料の中に
数多く見ることが出来る。ブダからオスマン帝国政府に送られた報告書、徴税台帳そして
オーストリアのハプスブルク家やハンガリー貴族と交信した外交文書の中にその名が見え
る。残念な事には、ブダのオスマン政庁に保管されていた文書は、17 世紀後半に始まるハ
プスブルク軍の攻撃によってその大半が焼失してしまったが、ハンガリーの地方の町の文
書館や交信した貴族の家族文書館およびその他の古文書館で見られる [Bayerle 1972b : 
5-22]。そのような史料からもアリが何処で生まれたのかといった初期の経歴については分
かっていない。 
 
3 カディザーデ・アリ・パシャの手紙による平和への試み 
 
ウィーンから 140 マイルも離れていないブダに駐在していたパシャたちは、ハンガリー
におけるオスマン帝国行政の安定のためには、武器によるよりも外交手段を取ることが多
かった [Bayerle 1972a : 1]。ハプスブルクとの戦いが開始される前 1590 年 1 月 8 日にその
時のブダのパシャ・フェルハドがハプスブルクのアーネスト大公に宛ててオスマン帝国へ
の「年の贈り物」を早く送るよう督促の手紙を書いている [Bayerle 1972a : 20-21]。アリ・
パシャもハプスブルクやハンガリー貴族とハンガリー語による書簡を取り交わしている
[Takáts 1928 : 510-511]。 
アリが平和交渉を行うに当たってムラド・パシャの適切な指示があったと考えられる。
ムラド・パシャは先に述べた 1599 年の和平交渉会談に代表者のひとりとして参加しており、
1603 年ルーメリのベイレルベイに任命されブダの軍事面をも担当していた11。アリはウィー
ン宮廷にも和平交渉の用意があることが分かると、交渉の相手にアルタンという貴族を受
                                                   
10  本訳文は楠昌一朗氏に依頼して訳していただいた。この場を借りてお礼申し上げる。 
11  Fehim Dajraktarevič, Murad Pasha, Kuyudju, in Encyclopedia of Islam, New Edition, Vol.7, 
pp.600-601. 
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け入れた12。1604 年 1 月 21 日のアリ・パシャたちからアルタンへの書簡に, 
私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャとハビル・エフェンディは、偉大なト
ルコ皇帝のブダ州の軍司令官、行政長官と首席裁判官であります。 
私たちは、初めに、感謝の意を表し誠実な友情を示します。私たちは以下のことを全
ての人々にお知らせいたします。去る 1 月 10 日に私たちは、ブダにおいて私たちの友
であるアドルフ・アルタン閣下や多くのハンガリー人の名士と時を共にいたしました。
その時、私たちは、1 月 10 日からの最初の日曜日より数えて 22 日間互いに大変静穏な
日々を過ごすことを相互間で同意いたしました。すなわち、私たちは、戦闘を止め、
銃を撃たずそして城塞を攻撃しない約束をいたしました。私たちはこの約束を堅く護
り、私たちが真正直な人間であることをお誓いいたします。 
謹んで、印璽で固く封印した私たちのこの書を誓いの証として提示いたします [Bayerle 
1991 : 2-3,書簡 No.3]。 
この書簡から 22 日間の休戦が約束されたことが分かる。この書簡と一緒にアリ親子は、
それぞれ別々な書簡をアルタンに書いている。 
父の首席裁判官ハビル・エフェンディの書簡 
私は次のことを閣下にお知らせしたいと存じます。それは、私がこの書簡と共に
閣下に 4 個のカップをお送りすることです。それらは大きなものではありません
が骨董品であります。どうぞ私の贈り物を喜んでお受け取り下さい。この書簡を
出すことが、これより早くに分かっていたらもっと多くのカップを用意出来たの
ですが。もし閣下がさらに多くのカップや別のカップをお望みであれば、閣下は
その旨をどうぞ書き送り下さい。私は喜んでそれらのものを閣下にお送りいたし
ます [Bayerle 1991 : 1,書簡 No.1]。 
アリ・パシャからの書簡 
この書簡と一緒にカップを５個又閣下にお送りすることをお知らせいたします。
閣下のために急に思いついてのことです。更に時計３個もお送りしましたが、そ
れは少し調子が悪いのですが、私達の所にいた時計職人が亡くなりここには直す
者がおりません。申し訳ありませんがその時計の修理をお頼みしたいと思います。
修理に掛かった費用は、この次お送りいたします [Bayerle 1991 : 1-2,書簡 No.2]。 
この３通の書簡から、アリ親子がアルタンと儀礼以上の関係であることが理解できる。
更に、ハプスブルクの皇太子マチアス13にも、同年 1 月 26 日に、 
恐らく全知全能の神は、多大な困難を被っている人々に対し、その望みは何であるか、
悩みは何であるかとお尋ねになることでしょう。その上、更に、今日まで如何なる努
                                                   
12  ウィーンの貴族アドルフ・アルタン。Takáts 1928 : 511. 
13  1593 年、兄ルドルフによりオーストリアの総督に任命される。ルドルフの奇人ぶりやそ
の政治的な無能さ故に、兄弟や従兄弟達が彼に反対して結束し、マチアスは、1606 年自ら
はプスブルグク家の家長であると宣言した [シュタットミューラー 1989 : 44-45]。 
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力をしてきたのかと問う事でしょう。私達は今までの苦しみを無駄にしてはなりませ
ん。私達はお互いの前にある恥辱に身をさらしたままではなりません [Takáts 1928 : 
507-508]。 
と戦争の終結を訴えている。 
この後も、アリ・パシャ、ムラド・パシャそしてハビル・エフェンディは、和平交渉の
ために再度ブダに来るようにとアルタンに呼びかけるが、マチアスが、これを許さず、ア
リにウィーンへ来るようにと伝えてきた。それに対してのアルタンへの返事は同年 3 月 9
日の日付で、 
親愛な私の父の息子の閣下よ、私は善意の者でありそして閣下の父の息子であります
が、私がそちらに赴くことが可能であると考えないでください。私は閣下のその考え
には従うことはできません。私は、以前にも私たちがそちらに赴く事は禁じられてい
るので行くことは出来なかったことを、閣下に書き知らせました [Bayerle 1991 : 8-9,
書簡 No.8]。 
オスマン政庁が、和平交渉のためとはいえパシャがウィーンへ行くことを許さなかったの
であろう。 
しかし、アリは、この後も平和交渉の道を諦めず、交渉相手にウィーンの貴族アドルフ・
アルタンを選び和平交渉の道を模索する。ハプスブルク側の通訳であるツェザレ・ガロ宛
に同年 7 月 15 日に送った手紙に、 
…現在もなお貴殿にこちらへ来る許可が出ていないのであれば、バーリント書記とゲ
オルギー書記をこちらに派遣して下さい。…彼らはハンガリー語を良く理解しており
ますので、そちらの者とこちらの者が一堂に会し人間として向き合い、話し合い、神
の助け全ての事柄が上手く行くようにしましょう  [Bayerle 1991 : 16-17,書簡 No.16]。 
と平和会談の実現に努力した。 
アリ・パシャは和平が実現することにより、辺境に頻発する軍隊による略奪行為等々の
悪行が無くなり、又それらの行為を罰することが出来ると考えた。又、交易を盛んにする
ためにも和平は必要であると考えた。戦時交易は容易ではなかった [Takáts 1928 : 512-513]。
アリはアルタンへの書簡の中で、 
交易品を所有する者は安心してこちらへ来るように、閣下がそれらの者たちへお知ら
せくださるようお願いいたします。何一つ交易するのに障害はありません [Bayerle 
1991:1-2,書簡 No.2] 
と表明し、ブダに交易のためにやってくる者を保護した。しかし、アリの和平に対する働
きがハンガリー国内外に知られるようになった 1604 年 8 月頃にブダを離れる。シリストレ
に突然配転されたのであった。アリの不在により平和への動きは、一時中断することとな
る14。 
 
                                                   
14 Takáts 1928 :513 ; Bayerle 1991 : ix． 
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4ジトヴァトロク平和条約締結への動き 
 
アリがブダを離れていた 1604 年の秋、トランシルヴァニアのボチカイ・イシュトヴァー
ンがハプスブルクの圧制に対して立ち上がった。いわゆるボチカイの反乱が勃発した15。こ
のような状況の中、アフメト１世は、1605 年 9 月、再びカディザーデ・アリ・パシャをブ
ダの長官に任命する。アリは着任するとすぐ、以前のように困難な事態を打開する努力を
する。オスマン帝国は、ボチカイの反乱の当初からボチカイとの協力関係を表明し16、資金
と武器を与えていた [Shaw 1976 : 187]。アリはボチカイを支援すべく、同年 9 月 5 日にハ
プスブルク領ハンガリーの貴族であるバッチャーニィ・フェレンツに宛てて、 
昨年、我が皇帝陛下が、我を１万人の兵と共にトランシルヴァニアのフェイエデレム 
[君公・王] の所へ派遣なされた事はご存じだと思います。私達は一生懸命ドイツ人と
戦いました。現在、私はその地から戻り、３万人の人々と偉大な皇帝陛下の意に添っ
て働いております。閣下は何もしないという過ちを犯すべきではありません [Takáts 
1928 : 516-517] 
と書き送った。同様の書簡を他のハンガリー貴族にも書き送り、ボチカイへの支援を呼び
かけた。オスマン帝国は、ボチカイの反乱の成功によって同年 10 月、ハプスブルクに奪還
されていたエステルゴムを取り戻した17。11 月 11 日にはボチカイはラーコシュ平原におい
て、大宰相ララ・メフメトからハンガリーの王冠を授けられた。ボチカイは、トランシル
ヴァニアからハプスブルクの軍隊を撤退させ、オスマン帝国の覇権を認めた。これより先
の 7 月、トランシルヴァニア国会はボチカイを君公として認めていた [Szakály 
1990:176-177]。 
こうした状況の中で、マチアス皇太子はオスマン帝国との和平交渉を始めるようにとツ
ェザレ・ガロをブダに派遣した。アリとハビルは彼と予備交渉を開始し、最初に辺境の城
塞の再建、スルタンとハプスブルグ皇帝の地位を同格にすることと使節の交換そしてタタ
ールを和平条約に含めること等に関しては、同意出来た。ハプスブルク皇帝からスルタン
への「聖なる贈り物」と、エステルゴム、カニジャそしてエゲルの返還に関しては18同意で
                                                   
15 ボチカイは、1557 年に生まれ、1581 年にトランシルヴァニアの行政官に任命され、1592
年にヴァーラドの城主となる。彼はトランシルヴァニアの君公バートリ・ジギスムント
（1581-1588, 1600-1602）の政治に幻滅し隠棲していた。親トルコ派のベトレン・ガーボル
（後に君公 1613-1629）が、反ハプスブルグ反乱を組織しようと彼を説いた [Ujváry 1984 : 
110-112]。ボチカイは親トルコ・グループのみならず、あらゆるグループ、カトリックやプ
ロテスタントにも受け入れられる唯一の人物であった [Shaw 1976 : 187]。 
16 アリ・パシャの前任者で後に大宰相となるララ・メフメトが書簡でボチカイに書き送る 
[Ujváry 1984 :112]。 
17 1543 年、スレイマン１世により占領され、1595 年 9 月、ハプスブルクに奪取されていた 
[Hegyi 2000 :164-193]。 
18 カニジャは 1596 年、エゲルは 1600 年オスマン・トルコの領となる。ハプスブルクにと
っても防衛上重要な城塞。 
16 
 
きなかった。ボチカイ・イシュトヴァーンの代表者の出席の下で、エステルゴムとコマロ
ムのどこか中立地帯で交渉を続けることにはアリ側は同意した。アリはこの会談でハプス
ブルクのトランシルヴァニアへの覇権主張をきっぱりと拒絶した [Nehring 1986 : 5-6]。 
この会談の直後アリは、トランシルヴァニアのハプスブルクとの戦争状態を終結させる
ことがオスマン帝国とハプスブルクの和平条約締結には不可欠であることを、ボチカイに
1605 年 12 月 24 日の手紙で、 
私たちの偉大な皇帝は、ボチカイ・イシュトヴァーン王陛下、ハンガリー貴族および
ハンガリー国をその翼の下に置き、大きな庇護をお与えになります。和平を望む者と
のみ、私たちは和平を結びます。陛下側は、私たちがすでに例の者達即ちハプスブル
ク側と和平を結ぶつもりになっているのであろうと言っていますが、イシュトヴァー
ン王陛下の印璽のある書面と信頼できる使節がこちらに届かない間は、私たちはその
ように考えていません。 … 私はハプスブルク側がボチカイ王陛下と和平を成し、
ボチカイ王陛下の親書を携えて信頼のおける使節がこちらに赴くことには、賛意を表
しました [Bayerle 1991 : 33-34,書簡 No.30]。 
と書き、ハプスブルクとの和平を結ぶべきであると要請している。この手紙で 5 千人から
なるタタール軍を派遣することを表明し、既に 2 千人からなるイェニチェリ19がボチカイ支
援の途上にあることをも知らせている。 
1606 年１月、アリ・パシャとハビル・エフェンディはガロやアルタンに書簡で、スルタ
ンは和平交渉を進めることは承認したが、たとえ一つの城塞でさえも返還することは拒否
すると知らせた。アリは自らの副官であるアフメト・キハヤをジュールのアルタンの所へ
派遣して、これまでの習慣に従って、和平交渉のために使節をイスタンブルへ派遣する事
を要請した。しかし、アルタンはアリがオスマン帝国に有利な交渉をしようとしているこ
とを察してこれを拒否し、あくまでもエステルゴムとコマロム間の中立地帯での交渉に固
執し、早く交渉を行うべきだと主張した。しかし、アリはボチカイとハプスブルク皇帝ル
ドルフ２世との和平条約締結がまず行われるべきだとして、これを拒否した [Nehring 
1986 : 6-7]。 
1606 年 6 月、ウィーンにおいてルドルフ２世とボチカイ・イシュトヴァーンとの間で和
平条約締結交渉が上手く運んでいない間、アリ・パシャはなおハプスブルクとの和平交渉
に入らないでいた。この間にハプスブルクが疑念を抱いていたアリ・パシャとハビル・エ
フェンディの和平交渉の全権については、スルタンから与えられたということが軍司令官
ムラド・パシャによって明らかにされた [Nehring 1986 : 7 -8]。ムラド・パシャはこの年の
5 月に軍司令官に任命されていた。更に、同年 7 月 14 日から数えること 32 日間の休戦も同
意を見ていた20。9 月 23 日、ルドルフ２世とボチカイ・イシュトヴァーンとの間でウィーン
                                                   
19 当初はスルタンの親衛隊。15 世紀の半ばまでには軍事遠征において重要な役割を担うよ
うになる [Bayerle 1997 : 157]。 
20 Bayerle 1991 : 47-48,書簡 No.40. ハンガリー貴族イレシュハージィ・イシュトヴァーンは、
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和平条約が締結された21。アリ・パシャはアルタンと 8 月の末にエステルゴムの近くにある
小島で会談することに同意した。この会談は 9 月 4 日に行われた。この会談に、アリ・パ
シャはボチカイの代表団ツォボル・ミハーイとニャーリィ・パールを伴っていた。これは、
ムラド・パシャが、和平交渉の仲介人としてボチカイ・イシュトヴァーンを選んだことに
よる。この事はマチアスも同意していた。この和平予備会談は、ハプスブルク側が「聖な
る贈り物」の支払いの終結を主張したために失敗した。アリはこの会談でトランシルヴァ
ニアに対する主権をオスマン帝国が保持することを主張した。更に、意図的にボチカイの
代表者に、もし和平条約が締結されないのであれば、トルコはコマロムを包囲攻撃するで
あろうし、トルコ側には 2 万 4 千人もの騎馬兵と 5 千人のタタール兵もいる、という情報
を与えた。そのためにボチカイの代表者はアルタンにトルコとの条約締結を急ぐべきだと
訴えた。しかし、このアリ・パシャの警告が実を結ぶには、ボチカイの代表者の困難を極
めた交渉仲介人としての働きを待たねばならなかった。最終的に、ドナウ河に面したジト
ヴァトロクにおいて平和条約会議を開催することに双方が同意した [Nehring 1986 : 8-9]。 
 
5 ジトヴァトロクにおける和平条約交渉 
 
この会談の交渉過程については、ボチカイの代表団の一人ヤーノシュ・リマイが交渉日
誌を書いている。その日誌によると、第１回の会談は、10 月 29 日、日曜日、ハプスブルク
の幕舎で行われた。アリ・パシャは前の会談で同意をみた事柄について討議することを提
案した。アリは和平条約にスペイン王国も含まれるべきであると主張したが、ハプスブル
ク側はそれを決めるのは主権者であるスペイン王であるという理由で拒絶した。 
次に、重要な議題に移った。オスマン側が、ハプスブルク皇帝はスルタンに対し 20 万フ
ォリントを支払った後でも、3 年後には年毎のスルタンへの「贈り物」は続行すべきである
として、このことに固執した時、モラルトとアルタンは断固としてこれを拒否し、強い口
調で、己の側に不利な約束をスルタンに対してするよりも、むしろその 20 万フォリントを
己の兵士に分け与える方が良い。神聖ローマ皇帝はこのような慣例を終結させるために 14
年もの間戦ってきた、と述べた。更に続けて、一方的に「贈り物」を要求する事は不当で
ある。しかし互恵的であるならば皇帝は「贈り物」をする用意がある、と回答した。この
問題に関して話し合いは不調であった。 
次の数日間は、カニジャとその他の城塞の返還について討議が行われた。まず初めに、
ハンガリー貴族のトゥルゾーとバッチャーニィがカニジャ城塞の返還を要求してきた。ア
リ・パシャは、この問題での交渉には応じられないと答え、再度この問題がもち上がると
                                                                                                                                                     
当時ボチカイに仕えていて、ウィーンにいた。ハプスブルグとの和平条約がまだ締結を見
ていないので、マチアスがトルコとの休戦を願っている旨をアリ・パシャに書簡で伝えて
いる（1606 年 6 月 16 日）[Szilázyi 1878 : 848]。 
21 この条約で、トランシルヴァニア公国の独立が承認される [パムレーニ 1980 : 188]。 
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激怒して、ハンガリー人が交渉継続を望むのであれば二度とカニジャ城塞のことは口にす
べきではない。カニジャ城塞の領地を返還するよりも自分は後 10 年戦う方がよい、もう一
度この問題が持ち上がるのであれば、即刻ブダに帰還すると回答した。一方、アリ・パシ
ャは、戦争中に奪還されたフィレク、セーチェニィ、ノーグラード、パーラーンク、ヴァ
ーツ、ヴィシェグラードなどの城塞の返還を要求した。他方、ハプスブルク側は、ブダ、
エステルゴム、エゲル、カニジャなどの城塞の返還を要求した。アリ・パシャの城塞返還
の要求は、ハンガリー人には不当なものとみなされた。アリにたいしてハプスブルク側が
カニジャの城塞の返還がなされないのであれば条約締結は不可能であると言明した時、ア
リは、自分だけでなく軍司令官であるムラド・パシャにさえ領土返還の権限は無いと言い
切った。この時、ハプスブルクの代表者は、カニジャの返還はアリ・パシャの失脚につな
がり、戦争開始以前に領有していた城塞全ての返還要求は彼の任務なのであろうと理解し
た22。 
しかし、長い討議の末、1606 年 11 月 11 日にジトヴァトロク和平条約は締結を見ること
となる。この時、ハプスブルク側とオスマン側が、内容の異なっているそれぞれ別々の条
約文書に署名し捺印印璽を捺していたことが後に判明するが23、この時点でこの事実を知っ
ていたのは、恐らくボチカイの代表者で交渉の仲介の働きをしていた人物であったのでは
ないだろうか。この交渉に参加した関係各国の利害の対立を調整するためにそのようにし
たのであろう。しかし、アリ・パシャはこの事実を知らなかったと思われる。何故なら、
アリは条約締結を祝って関係者を招待して祝宴を挙げている [Bayerle 1980 : 23]。 
オスマン版条約文書とハプスブルク版条約文書において以下のものが同じ内容である。
条約の有効期間は 20 年であること（第 12 条）24。互いを王でなく皇帝と呼ぶこと（第 2 条）。
和平が至るところ特にハンガリーで守られること（第 4 条）。侵略を止めること（第 5 条）。
城塞を占領しないこと、ウィーン条約でボチカイに与えられたものは、ずっと彼のもので
あること（第 6 条）。捕虜を釈放すること（第 7 条）。城塞の修復は許されるが拡張は許さ
れないこと（第 9 条）。しかし、神聖ローマ皇帝が 20 万フォリントをイスタンブルに届け
ること（第 11 条）に関しては両条約文書に明記されているが、ハプスブルク版条約文書に
は約束に従って数回ではなく一度に限りとある。それに対してオスマン版条約文書には 20
万フォリントを全額届けることとあるのみである25。 
 
6 ジトヴァトロク条約締結後の動き 
 
ジトヴァトロク条約の締結は、ハンガリーにおいてオスマン帝国とハプスブルク帝国を
                                                   
22 Bayerle 1980 : 11-17; 尾高晋己 1986 : 135(30)-131(34). 
23 Bayerle 1980 : 5-9 ; Nehring 1986 : 11-15. 
24 1568 年のエデェルネ条約第一条に平和の期間は８年間とある。 
25 Bayerle 1980 : 18-23 ; Salamon 1884 : 257-261 ; 尾高晋己 1986 : 130(35)-125(40).Ⅶ史料Ａ
とＢ参照。 
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比較的長い平和な関係へと導いた。条約締結が叶った背景には、カディザーデ・アリ・パ
シャの和平遂行への働きがあった。関係各国、特にハンガリーはこの締結を歓迎していた。
ハンガリー貴族のトゥルゾー・ジュルジィは、アリ・パシャを「平和の柱」と呼び、ハプ
スブルク帝国議会は、「平和を追求した者」と、アリ・パシャを褒め称えた [Takáts 1928 : 506]。
更に、マチアス皇太子は、1606 年 12 月 16 日にアリ・パシャへ宛てて、 
…閣下の手紙を気持ち良く受け取りました。閣下の優れた知性と開明的なお考えが、
和平の保持を可能にしたこの条約とその条項によってよく分かります。私達みんなで
作る挙げた和平をこの条約に従って維持して行きたいと願っておりますことをご理解
下さい [Takáts 1928 : 518]。 
と手紙を書いて、アリ対しての賛辞と平和を維持する意志のあることを表明している。一
方、アフメト１世もアリ・パシャにヴェジール [宰相] の地位を与えた。条約が締結され
ることによって軍司令官ムラド・パシャはハンガリーに駐留する兵の多くを引き連れてア
ナトリアにすぐに向かうことが出来たのである26。ヴェジールとなったアリ・パシャがこれ
以後ハプスブルクと対峙するオスマン帝国の西の辺境においてその主権を代表することと
なる。 
条約遂行のためには、なお多くの仕事がアリ・パシャにあった。その一つが、ハプスブ
ルクの使節が聖なる「贈り物」20 万フォリントを携えて批准文書をオスマン政庁に届ける
ことである27。アリは、ムラド・パシャが多くの兵をハンガリーから撤退させたのだから、
早く使節をオスマン政庁に派遣するようにと、マチアス皇太子やルドルフ２世の顧問官へ
手紙を書き送った。 
しかし、ハプスブルクには、20 万フォリントを用意する事が出来ずにいたし、ルドルフ
2 世とマチアス皇太子間の反目も使節をオスマン政庁に派遣することを阻害する要因とな
っていた。ルドルフ 2 世は、マチアスがジトヴァトロク条約で余りにも譲歩しすぎている
と考えていた [Nehring 1986 : 16]。更に、条約締結後の 12 月 29 日のボチカイ・イシュトヴ
ァーンの死もその要因の一つとなっていた。ハプスブルクの宮廷では、ジトヴァトロク条
約は保留にし、ボチカイと結んだウィーン条約も白紙に戻すべきだという意見が出されて
いた。マチアスは、オスマン帝国との戦いを望んでいなかった。マチアスは一日も早く使
節が「贈り物」を持ってオスマン政庁に行くこと、すなわちオスマン帝国と締結したジト
ヴァトロク条約を明確にすることを望んでいた。マチアスを支持する貴族達は、ボチカイ
と結んだウィーン条約とジトヴァトロク条約の全条項を遵守する事を確認した。マチアス
は再度オスマン側との会議を要求した28。 
アリ・パシャはジトヴァトロク条約の内容以上の要求がハプスブルク側からなされない
                                                   
26 1608 年の夏、ムラトはアナトリアの反乱を鎮圧する [Shaw 1976 : 188]。 
27 ジトヴァトロク条約第 10 条と第 11 条に明記されている。 
28 1608 年 2 月のポジョニの国会において、マチアスがハンガリー王と承認される。ルドル
フ 2 世のウィーン条約およびジトヴァトロク条約を破棄するという望みが阻止される
[Nehring 1886 : 21]。 
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ことを確認して、アフメと・キハヤを含む代表者をエールシェクウーイヴァールへ派遣し
た。1608 年 3 月 28 日にエールシェクウーイヴァール協定でウィーン条約及びジトヴァトロ
ク条約を確認する。この協定の第 1 条に、マチアス皇太子にハンガリーにおける裁量権が
あることが記されてある。更に、コマロムからこの協定成立後、遅くとも 40 日以内にオス
マン政庁へ、アフメト１世への「贈り物」を持たせて批准文書を届ける使節を派遣するこ
と、贈り物は 15 万フォリントに相当する現金と品物とからなり、残りの 5 万フォリントは
使節が帰路ブダに到着するまでに支払うことが決められた29。 
この後もマチアスとルドルフとの間に和解が見られず、使節の派遣の実現は不可能であ
った。そこで、マチアスは 6 月になると、ハンガリーの副王となっていたイレシュハージ
ィにエールシェクウーイヴァール協定を遂行するためにブダのアリ・パシャと協議するこ
とを命じた。コマロムでアリ・パシャとイレシュハージィが協議し、先の協定を遂行する
ことを確認した。そして、1608 年 6 月 19 日、ブダにおいてアリ・パシャとハビル・エフェ
ンディがこれを確認するための書を発した。その確認書の中に、 
ローマ皇帝の首席使節随行員が批准文書を携えて私たちの者と一緒に輝ける政庁へ到
着するまでの間、村々の現在の帰属状態はそのままの状態にしておき、誰もそれに対
して抗ってはならず、そして現在訴訟中の村々はその状態のままにしておくようにす
る。一方、政庁において取り決めをして締結する。 …このようにして、私たちの主
君であり偉大な常勝皇帝の尊厳ある勅令がローマ皇帝陛下の使節へ渡され、ジトヴァ
トロクにおける取り決めが行なわれる [Salamon 1884 : 263-264 ; Bayerle 1991 : 134-135,
書簡 No.109]。 
とある。 
この間にマチアスとルドルフの和解がなり、ハプスブルクの使節がイスタンブルに出発
した。使節はマチアスが任命したヘルベルステイン男爵がその任を勤めた30。イスタンブル
において批准文書の交換は行われることなく、スルタンのフェルマーン [勅令] が発せら
れた31。それは、1608 年 10 月 11 日から 20 日までの間の事である。しかし、このフェルマ
ーンは、ジトヴァトロク条約のオスマン版文書に書かれてるいよりもオスマン帝国に有利
な内容であったため、ハプスブルクはこれを 1610 年にイスタンブルへ送り返した [Bayerle 
1980 : 24-27]。 
一方、占領下のハンガリーにおいても条約遂行のためアリ・パシャには多くのせねばな
らないことがあった。アリは関係各者に手紙を書き、友好関係を維持し、戦争を回避し、
そして社会秩序の回復に勤めた。捕虜の釈放について、バッチャーニィ・フェレンツに宛
てて 1607 年 10 月 8 日に、 
                                                   
29 [ Salamon 1884 : 262-263]、Ⅶ史料Ｃ参照。 
30 ルドルフ 2 世は、使節としてトゥフェルという人物を任命していた [Nehring 1886 : 
23-25]。 
31 Ⅶ史料Ｄ参照。 
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私は、この私の印のある書簡で閣下にお目にかからなければなりません。閣下はカニ
ジャの 32 に人のトルコ人について良くお分かりのことと思います。私は以前にも彼ら
を解放して下さるよう書簡に書き閣下へ送りました。現在の和平条約の平和時に彼ら
が捕虜としてそして身代金の為に捕らえられているということは、不当なことであろ
うと思います。しかし、閣下は今も彼らを解放していません。…閣下の良い返事をお
待ちしております [Bayerle 1991 : 104,書簡 No.86]。 
と書いている。1608 年 9 月 1 日には、マチアス 2 世（この年ハンガリー王となる）に宛て
て、 
…私たちは、スレイマンに対する要求金額が 6 千金と理解しておりますが、それは 1
人を解放するには法外な額と思います。その要求は妥当ではありません。…1 人の捕虜
に対し 1 人の捕虜を解放することが普通ですが、陛下はその 1 人を解放していません。
これらの捕虜を送り還し、交換すべきです  [Bayerle 1991 : 136-137,書簡 No.112]。 
と捕虜の釈放を訴えている。更に、ハプスブルク帝国からやってくる商人をオスマン側は
手厚く受け入れている事を述べて、ハプスブルクとの国境の村々に行ったスィパーヒの状
況についてマチアスに報告している。1609 年 11 月 21 日ので、 
そしてそちらからこちらへ来る中小貴族の人々を私たちは丁重に受け入れ、彼らに通
行書を与え、極めて平穏に送りだします。彼らは自分の所有となったものを持ち帰り
ます。しかしながら、私たちのスィパーヒは自分の村へ出掛けて行き殺され、そこか
ら戻りません [Bayerle 1991 : 182-184,書簡 No.143]。 
と書いている。 
アリ・パシャは、条約の遂行に努力したばかりではなく、長い戦いで苦痛を受けたハン
ガリー人にたいしてもその苦痛を取り去る努力をもした。1609 年までに 3 年毎に 2 回農民
に税の免除を行った [Takáts 1928 : 519]。 
このようなアリ・パシャの働きがハンガリー内外に知れ渡った 1609 年 11 月に、アリは、
ブダを離れる事となる。それをアリはバッチャーニィ・フェレンツへの書簡で次のように
伝えている。 
  善良にして私の良き友である閣下へ私は次の事柄をお知らせしなければなりません。
つまり、私の偉大な皇帝陛下がこの私を輝ける政庁へと召喚なさいました。私はこの
ことは、大宰相閣下すなわち私の父閣下32によりなされたことであると考えております。 
  …私たちは本当に長い時間、聖なる事柄に実も心も捧げて働き、書簡の遣り取りをし
てきました。それ故、私はこの書簡において閣下へ次のようお願いをいたします。も
しこの私があるいは私の書簡の中で閣下を傷つけもしくは困らせていたのであれば、
どうぞ私をお許しくださ。現在、常に偉大な二皇帝間には明らかに友情と親愛があり、
                                                   
32 ムラド・パシャ (1520-1611)。ジトヴァトロク条約締結直後大宰相に任命され、1607
年、アナトリア反乱鎮圧へ向かう[Groot 1993 : 600-601]。 
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そしてそれが一層強まっています。そのために私が聖なる和平を一層強固なものとす
るべく努力したことを、神が御存じだからです [Bayerle 1991 : 185,書簡 No.144]。 
この書簡に対して、バッチャーニィは、 
…閣下は誰に対しても良き隣人としてかつ友としてお付き合い下さいました。私達に
善意をお示し下さいました [Takáts 1928 : 521]。 
と返事を書いている。アリ・パシャはこの年の 12 月にブダを離れる。その後、アリ・パシ
ャはルーメリ、バグダッドそしてディヤルバクルなどでその任を果たしていたが、アリは
ブダへの帰還を望んでいた。彼の副官アフメト・キハヤはマチアス 2 世宛てての書簡のな
かで、1612 年のチズレからのの中でアリ・パシャのブダへの思いを次のように伝えている。 
私の主人であるアリ・パシャ閣下は、陛下にとって大変善良かつ愛しい叔父とも云え
るお方だと思われます。それ故、陛下に伏してお願いいたします。陛下側から輝ける
オスマン政庁に人を遣って書面を送り、アリ・パシャ閣下をブダの地へ戻して下さる
よう、スルタン陛下に願い下さい。アリ・パシャ閣下の支配の下にあるところは平穏
になります  [Bayerle 1991 :1 86-187,書簡 No.146]。 
ハンガリーにおいてもアリ・パシャを三度目のブダの行政長官へという動きもあり、ス
ルタンはアリをブダのパシャに任命した。アリはその事を直ぐバッチャーニィ・フェレン
ツへ書簡で伝えている。1614 年 11 月 17 日、イスタンブルにおいて、 
…私たちの偉大な皇帝が御前へ私をお召しになり、私に慈悲深い行為をお示して下さ
り、私を以前のブダの公職すなわち行政長官に任命して下さいました。神が、私をブ
ダの地へと運んでくださるのであれば、神の助けで、私は以前のように二人の皇帝間
にある聖なる和平条約を遵守する者となりましょう。そして、両帝国が同じ意向を持
ち、和平条約を犯そうと邁進する者を罰するように私は努力いたします。そのために
も閣下に次のことをお願いいたします。辺境の如何なる場所に駐留するカピターニィ
たちに、決して武力を用いず、悪行は行わず聖なる和平条約が侵されるようなことが
例えありましても,事をおこさないようにと、罰則規定を適用して、厳守するよう命じ
て下さいますようにお願いいたします。 [Bayerle 1991 : 189,書簡 No.149]。 
こうしてアリは三度ブダに着任したが、アリ不在の 3 年の間にハンガリーでは、国境周
辺では小競り合いが絶えず、又社会不安が広がっていた。そのため、アリのブダへの帰還
は各方面からより一層歓迎された。ハプスブルク宮廷はアリの帰還にたいして、 
…ともかく運は開かれた。彼の到着で多くの事が巧く運び、貧しい人々が二人の皇帝
のために祈りを捧げる機会を持つことが出来るであろう [Takáts 1928 : 522]。 
と歓迎している。 
 
7 ジトヴァトロク条約の遂行と補強 
アリは、彼の不在の間のハンガリーの事情を良く理解していたと思われる。このことは、
先に引用したバッチャーニィへの書簡からも分かる。その間、辺境の兵士達への支払いが
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滞っていた。そのため多くの騒乱が起こっていた。アリは、ブダに到着する以前に、辺境
の政庁を調査し、支払いを行うように又規律を守るように命令を出していた。アリは、ブ
ダに着任すると規律を乱し社会不安を起こしていたベイたちを追放するといった厳しい処
置をとった。彼のこのような態度は、占領下のハンガリーにおいてトルコの兵士達の間に
反乱が起こりアリ・パシャは命を落としたと風聞が出るほど厳しいものであった。またこ
のような風聞が出るほど彼の税徴収は厳しいものであり、これによって兵への支払いを行
い辺境の安定を図ろうとした。更に、罪を犯したトルコ人に対しても厳しい態度で臨んだ。
れに関して 1616 年 1 月 13 日にハプスブルク関係者へ次のように報告している。 
・・・多くの兵を、支払いをせずこの国から追放しました [Takáts 1928 : 526]。 
占領地の社会秩序を回復することと同時に、ジトヴァトロク条約が真に遂行されている
かをアリ・パシャは懸念していた。関係者にも同じ思いが存在していたので、これに関し
てウィーンにおいて、1615 年 7 月に会議が開催された。アリ・パシャは、この会議には参
加せず、代理の者が出席した。この会議でウィーン条約が締結された33。この条約の前文に、 
…マチアス皇帝は、偉大なトルコ皇帝との間で、1606 年に 20 年間の有効期間を有する
和平条約を締結した。しかしながら、ここ数年間に於いて、この条約に違反して不穏
かつ和平を乱す行為をする人々がいた。…この条約は、二皇帝の間で結ばれた和平条
約を更に強化し、延長する事を確認するための条約である。 
とある。締結したその日から 20 年間は和平を遵守する事とした。第２条において、 
…1606 年 11 月 11 日の和平条約の条項全てはこれを遵守すること。…如何なることも
細部にいたるまで断固として遵守すること。 
と明記されている。ジトヴァトロクの交渉時に問題となった城塞の所有に関しては、第 3
条に於いて、 
オスマン皇帝は、エゲル、カニジャ、セーケシュフェヘールヴァール、ソルノク…更
に辺境の地を所有する。 
と、明記している。この条約は更に捕虜、交易、税とその徴収などに関しての条項を含む
12 条項からなっている。そして第 6 条に、 
  これまで両皇帝は様々な一方側に有利な嘘、情報そして噂によりしばしば惑わされ、
それにより両皇帝の関係は悪化した。それ故、この後、両皇帝は互いに情報知らせ合
い、その関係を近づけるよう努めること。 
とある。ジトヴァトロク条約を確認し強固にするものであった。しかし、この 1615 年のウ
ィーン条約の遂行もままならなかった事が、この条約を修正する協定（1616 年 5 月 1 日締
結）から理解出来る34。即ち、 
同意に達していない村々に関する紛争、ジトヴァトロクにおいて固く決議した条項に
反して建てられた城塞及び両者が被った被害についてこれにより解決されること。困
                                                   
33 [Salamon 1884 : 265-271]、Ⅶ史料Ｅ参照。 
34 [Salamon 1884 : 272-273]、Ⅶ史料Ｆ参照。 
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難なことが多く起こり、ウィーン条約を施行することができなかったので、両皇帝が
批准した全条項を施行するまでの期間を 4 か月と定める。 
   決定された事柄が望ましく施行されるために、両皇帝の意思により全ての定められた
事柄を実施するに要する期間は 12 か月とする。 
  その期間内において全ては現在ある状態を保つこと。 
  ・・・このようにすることで確実に締結された和平条約に定められた 20 年の間、立ち
あがり戦いをしてはならないこと。和平条約の条項はその細部に至るまで遵守するこ
と。 
  以上の任務を果たす為、ローマ皇帝陛下側からはアドルフ・アルタン伯爵閣下が他の
者と共に陛下の意思により任命され、偉大なオスマン皇帝側からは宰相アリ・パシャ
閣下が任命された。 
 このように、アリ・パシャは三分割されたハンガリーのブダ州に於いてオスマン帝国と
ハプスブルク帝国との間に結ばれた和平条約の遂行や社会秩序の回復に努めた。このよう
な働きに対して、ハプスブルクの宮廷から、ウィーン条約締結後の 1615 年にアリ・パシャ 
に対して 
…閣下の皇帝陛下が聖なる和平条約を締結し、それを強化することに閣下は賢明なる
意志と大いなる努力で大変貢献なされました。しかも、閣下はそれを己の名誉のため
になさったのではない。しかしそのことは、聖なる神には喜びを、現世においては閣
下に類い希なる名声をお与えになりました [Takáts 1928 : 522]。 
と賞賛の言葉を表している。 
しかし不幸は突然訪れた。1616 年 12 月 18 日に父ハビル・エフェンディのマチアス皇帝
に宛てた手紙の中にある。 
…次のことも陛下にお知らせしたく思います。アリ・パシャは天に召されました。こ
こベオグラード城塞において亡くなりました。神がアリ・パシャへ慈悲をお与えくだ
さいますように。アリ・パシャは私たちへ遺言を残しました。それは、私が彼に代わ
り丁重に感謝をこめて、彼自身の言葉を文書に認めて陛下へ伝えることです。それは、
「現世においては誰もが生き永られず、神のみが永遠であります」ということです 
[Bayerle 1991 : 262-263,書簡 No.209]。 
アリ・パシャは、死の直前の１４日に、マチアス皇帝に、 
…私たちはこのことを解決するために陛下にこの友情をこめて記したこの書簡で新た
に語らなければなりません。つまり、この前、両者側で取り交わした尊い批准文書遵
守のため、今この時、軍隊は解散させなければなりません。そして聖なる和平条約を
自らの利益のために破壊しようとする者を鎮めておくべきです。 
  このようなことのために貧しい者たちを足で踏みつけるようなことはあってはならな
いことです。しかしながら、両皇帝間で静穏に暮らしている貧しい者たちに今また災
いが降りかかりそうです [Bayerle 1991 : 260-262,書簡 No.208]。 
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と、極めて人道的な調子で最後まで平和維持を訴えている。 
 
おわりに 
オスマン帝国とハプスブルク帝国との間でハンガリーを戦場として戦われたいわゆる長
期戦争が膠着状態に陥っていた 1602 年にブダ州のベイレルベイとして赴任してきたカデ
ィザーデ・アリ・パシャに焦点を置き、ジトヴァトロク条約締結とその締結後の両帝国の
関係を見てきた。その中で、アリ・パシャがトルコ政庁から遠く離れたブダ州においてオ
スマン帝国の外交官としてかつ行政官としていかなる働きをしたかが明らかになった。ア
リ・パシャはオスマン帝国のブダ州において長い間戦争に踏みにじられてきたハンガリー
の人々にも心を砕きつつその任を果たした人物であった。 
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Ⅱ 1568 年エディルネ条約に至る和平交渉合意文書翻訳 
―ハンガリーをめぐるオスマン帝国とハプスブルク帝国― 
 
 
オスマン帝国のスレイマン 1 世 (在位 1520-1566) が 1526 年にモハチの戦いでハンガ
リー軍を壊滅させたことによりオスマン帝国はハンガリーに深く関ることとなり、その結
果ハンガリー問題でハプスブルク帝国と直接対峙することになる。両帝国は 1699 年のカル
ロヴィッツ条約でオスマン帝国がハンガリーから完全に撤退するまで十数回の条約を結ん
でいる [Kołodziejczyk 2000 : 83]。それらの条約の中で 1606 年のジトヴァトロク条約35は
オスマン史において重要な地位を占めていると言える。ハリル・イナルジクは、この条約
によってオスマン帝国の衰退の兆候が明白になったと論じている [İnalcık 1970 : 342」36。
またその衰退の始まりを示していたのは 1568 年のエディルネ37条約であるとも言われてい
る [パムレー二 1980:167]。 
エディルネ条約は 1566年のスレイマン 1世の最後のハンガリー遠征として知られるオス
マン帝国とハプスブルク帝国との戦争を終結させた条約である。この条約締結後オスマン
帝国のハンガリー戦略に変化が現れてきた。以前のような領域の蹂躙・占領は停止されて、
より狭い地域・村々の領有に努力が払われた [護 1970 : 359-60]。この条約は 1574 年・1583
年・1590 年と 3 度更新され、その後およそ 30 年間オスマン帝国とハプスブルク帝国は直
接戦火を交えなかった。条約の内容は先にハプスブルク帝国と締結した諸条約38を踏襲して
いる [Bayerle l972 : 3-4]。またその条項を検討することは両帝国のハンガリーをめぐる関
係を検証する一助となると思われる。 
オスマン帝国は、ヨーロッパのキリスト教諸国と友好関係を締結する際に、友好を基礎
づけるための諸規定を含む『アフドナーメ』39と呼よばれる条約文書を、相手側に賦与した 
[堀井 1994 : 34]。残念なことにはエディルネ条約の『アフドナーメ』を参照することがで
きなかったが、1568 年の和平交渉会議に参加したハプスブルク帝国の代表者であるアンタ
ル・ヴェランチィチの作成したオスマン帝国との和平交渉合意文書の訳出を試みる。この
                                                   
35 1593 年から 1606 年のオスマン帝国とハブスブルク帝国とのハンガリーをめぐる戦いの
平和条約。 
36 他のオスマン史家もこれと似た意味合いでジトヴァトロク条約を論じている [尾高
1986 : 141(24)‐138(27)]。またジトヴァトロク条約の交渉会議においてオスマン帝国とハ
ブスブルク帝国はそれぞれが内容の異なった条項を含む条約文借を作成した〔Bayerle 
1980 : 5-53〕。 
37 旧名アドリアノーブル。オスマン帝国が 1453 年にイスタンブルに遷都するまでの首都。
その後もスルタン一族の滞在地あるいは祝祭の開催地として第 2 の首都としての牲格をも
ちつづけた [江川 2002 : 215-216]。 
38 1547 年・1562 年・1565 年。 
39 平和を保持することを誓うあるいは約束をすることをしたためたスルタンの書
[Kołodziejczyk 2000 : 3 ]。 
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合意文書に沿ったアフドナーメが発布されエディルネ条約が成立したと考えられるからで
ある。 
テキストは、ラテン語原文の Verancsics Antal, Össes Munkái. V.K.. L.Szalay and G. 
Wenzel ed., Magyar Történelmi Emlékek Ⅱ, Pest, 1860, pp.216-233 のハンガリー語に訳
されたテキスト Anta1 Verancsics,Drinapoly, 1568. Február17:BékekötésⅡ. Miksa 
német császár.és Ⅱ.Szelim török Szultán között,in István Sinkovics ed.、Magyar 
Történeti Szöveggyűjtemény, 1968, pp.140-152, trans.Kenéz Gy.による。 
簡閲するところ全条項を訳した論考が見あたらないので本研究において全訳を試みるこ
ととしたい。翻訳の前にこの条約締結前後の歴史的背景を記す。 
 
1. 条約締結に至る歴史的背景とその後の状況 
 
モハチの戦いでハンガリー王ヤゲロ家のラヨシュ 2世 (在位 1516-26) が戦死したこと
によりハンガリーには二人の国王が擁立されることになる。ハンガリーの大貴族でありト
ランシルヴァニアのヴァイダ [侯] であるサポヤイ・ヤーノシュ (在位 1626-40) と神
聖ローマ皇帝カール 5 世 (在位 1519-56) の弟ハプスブルク家のフェルディナント (在
位 1526-64) である40。1527 年サポヤイはフェルディナントによりハンガリーから追放さ
れポーランドに亡命した。そこでスレイマンに助けを求めた [パムレーニ 1980 : 159-59]。 
翌年スレイマンはサポヤイがハンガリーの王であることを正式に認めた41。スレイマンは
1529 年ハプスブルク帝国の権威下でのハンガリー王国の統一は認めがたく対ハプスブルク
帝国のハンガリー遠征を行った [Dimitrov 1996 : 10]。オスマン軍はハンガリーの首都ブ
ダを陥落させ、成功しなかったもののウィーン攻囲を行った。この遠征によりサポヤイは
スレイマンの庇護下でハンガリーのほとんどをその支配下に置いた。フェルディナントに
はハンガリーの西部しか残されなかった [パムレー二 1980 : 159]。 
1532 年にスルタンはハプスブルク領ハンガリーへの遠征を行ったが、東方に問題が起こり
42イスタンブルに帰還しなければならなかった。1533 年にスレイマンはフェルディナント
がハンガリー王であると認めることに同意した。これはハンガリーを分割する第一歩であ
った [Dimitrov 1996 : 10]。 
ハンガリーにおいてはオスマン帝国とハプスブルク帝国問の衝突だけではなく、二人の王
                                                   
40 1505 年のラーコシュメゼーの決議においてヤゲロ家が死に絶えた後は外国人の王を選
ばないことと定められたが、翌年にはハプスブルク家とヤゲロ家の相互王位継承協定が結
ばれた [Szakály 1990b : 331]。この二つが同時に発効したために二人の王の選出となった。
フェルディナントはヤゲロ家のアンナと婚姻を結んでいた。 
41 スレイマンはサポヤイとイスタンブル条約で貢納を要求せずにサボヤイに軍事援助を約
した [Szakály I990a : 84]。 
42 イランのシャー・タフマースプ (在位 1527-76) が束部アナトリアで反乱を扇動した 
[三橋 1972 : 356]。 
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の衝突でモハチの戦いの後は内乱状態であった。このような状態はオスマン帝国を利する
ばかりであると考えフェルディナントとサポヤイはハンガリー統一の交渉を始めた 
[Szakály 1990a : 84-85]。1538 年 2 月に二人の王は、互いに支配している領土についてそ
の権利を認め合い、オスマン帝国の脅威に対して相互協力することを約し、更に、サポヤ
イの死後はその領土をフェルディナントに譲渡するという内容の同意文書に署名した43 
[Dimitrov I996 : 11]。1540 年にサポヤイが亡くなるとその遺児ヤーノシュ・ジグモンド (在
位 1540-71)44がハンガリーの王であると宣言した。これに対しフェルディナントはその年の
秋にブダ奪還を目的にハンガリーへと侵入した。スレイマンは故サポヤイの遺児を助け彼
に全ハンガリーを戻すためとしてハンガリー遠征を行い、ブダを手中に収めて 1541 年 8 月
29 日にハンガリー中央部にオスマン帝国の直轄領ブダ州を設置した [Fodor 1991 : 306]。
ヤーノシュにはティサ河以東地域とトラシルヴァニアのみが与えられ45、スルタンヘ毎年貢
納をすることになる。この結果ハンガリーは三分割されることなり、以後およそ 150 年間
継続する [パムレー二 1980 : 162]。ハンガリーの北西部はハプスブルク領ハンガリーであ
る。 
この後もオスマン帝国とハプスブルク帝国との間の戦いは継続した。1543 年にスレイマ
ンはまたもハンガリー遠征を行いセーケシュフェヘールヴァールやエステルゴムを占領し
た [Szakály 1990a : 85-86]。この遠征は翌年も続き、占領した砦はベオグラードからブダ
を通り中央ヨーロッパの軍事ルート沿いに点在した [Dimitrov 1996 : 12]。 
1545 年、フェルディナントは使節をオスマン政庁46に派遣し 12 箇月間とも 18 箇月間と
も言われる休戦を結んだ。しかしハンガリーにおける領土問題は棚上げとなり更なる交渉
が必要であった。1546 年スルタンはハプスブルク帝国との条約締結の意志のあることを示
した。1547 年エディルネにおいて平和条約が締結された (第 1 エディルネ条約〉。この条
約は有効期間が 5 年間で、フェルディナントはその支配下にあるハンガリー王国のために
毎年 3 万ダカット47をオスマン帝国に貢納するとともに相互に国境を侵犯しないことなど
の内容が含まれていた。特に領土の現状維持が重要な条項であり、スレイマンとフェルデ
ィナント間の不平等な関係が確認された。またこの条約は二帝国間において初めての書面
                                                   
43 この時サポヤイは独身であり、1539 年にボーランドの王ヤゲウオ家のジギスムンドの娘
と婚姻する [Szakály 1990a : 84-85]。 
44 父王の死の直前に誕生した。 
45 スレイマンはこの時、「数年にわたってハンガリーとその首都ブダを征服してきたが、そ
こはイスラムの帝国から大変遠い故にそこを支配するのは困難である。サポヤイ・ヤーノ
シュは貢納の義務を果たしていた故に、ハンガリー王国を彼に委ねた。余はその息子ジグ
モンドにその地を贈る」と発布している。その地とはトランシルヴァニアのことであろう
[Panaite 2000 : 170]。 
46 Porte [Porta], オスマン帝国政府の非公式の名。16-17 世紀にハンガリーに関する事柄
を担当した [Várdy  l997 : 562-63]。 
47 オーストリア金貨。1684 年当時においてオスマンの銀貨 100 アクチェは 1 ダカット
[Sugar 1977 : 37]。 
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にしたためられた条約であった [Severi 2001 : 229-45]。これでハンガリーの三分割が完
成され、ティサ河以東の地はオスマン帝国の封国として残された [Dimitrov 1996 : 13]。 
だが、オスマン帝国とハプスブルク帝国の平和は 4 年しか続かなかった。トランシルヴ
ァニアの摂政のマルティヌッジはハプスブルク帝国だけがハンガリーを再統一するに足る
十分な力があると信じ [Sugar 1990 : 224-25]、フェルディナントにトランシルヴァニアを
譲ることを提案した。その条件の第一はオスマン帝国の介入を許さないだけの強力な軍隊
をフェルディナントが派遣することであった。その軍がトランシルヴァニアに姿を見せた
のは 1551 年の春であったが、小規模であったので、マルティヌッジは更なる援軍が来るま
での時間稼ぎにオスマン帝国側と交渉を始めた。これをマルティヌッジの裏切りとみなし
てハプスブルク帝国側は彼を暗殺した [パムレー二 1980 : 162-63]。 この暗殺はオスマ
ン軍が 1552 年にハンガリーへ遠征を行う口実となった。この遠征でオスマン軍はテメシュ
ヴァールとトランシルヴァニアの大部分を占領した。ヤーノシュ・ジグモンドはオスマン
帝国の保護下に置かれた48。 
ハプスブルク帝国はトランシルヴァニアヘの主権の拡大を目指し [Sugar 1990 : 129]、
1561 年にフェルディナントはヤーノシュ・ジグモンドの権力の弱体であることにつけ込み
トランシルヴァニアを攻撃した。ジグモンドはオスマン帝国の助けでフェルディナントと
1563 年に休戦し、翌年にフェルディナントが亡くなるとトランシルヴァニアはハプスブル
ク帝国領ハンガリーを攻撃したが敗北する。1565 年にはトランシルヴァニアとハプスブル
ク帝国はサトマール条約を結んだ。この中でジグモンドはハンガリー王の称号を放棄し、
トランシルヴァニア49の君公の称号を得ること更にその領地はハンガリーの一部であるこ
とを新王マクシミリアン 1 世 (ハンガリー王在位 1564-76)50に誓った。スレイマンはこれ
に対してトランシルヴァニア公国へ軍を派遣し、トランシルヴァニア公国にオスマン帝国
の封国であることを認めさせ年に 1 万ダカットの貢納を提供することを要求した。結局ジ
グモンドはこれを受諾した [Sugar I977 : 151-53]。一方、この間ハプスブルク帝国はオス
マン帝国に対して和平条約の締結を提案した。スレイマンは帝国内に問題51を抱えていたの
でこれを受け入れた。1562 年の条約は 8 年間の有効期間を持ち、フェルディナントは 3 万
ダカットの貢納を約した [Shaw 1976 : 106]。1565 年にもオスマン帝国はハプスブルク帝
国と条約を締結した52。 
1566 年にスレイマンは最後のハンガリー遠征を行った。ハプスプルク帝国の貢納が遅れ
                                                   
48 [Szakály1990a : 86 ; Kołodziejczyk 2000 : 83]。この時フェルディナントの使節はイスタ
ンブルにおいて新しい休戦条約を結ぶことが出来なかったと、記している [Szakály 
1990a : 86]。 
49 以後トランシルヴァニア公国。 
50 ハブスブルク皇帝マクシミリアン 2 世。 
51 スレイマンの後継者問題 [Imber 2002 : 59-60]。 
52 これはマクシミリアン 2 世が自分の名で新しい条約を結ぶように要請したもので、オス
マン政庁は軍事・政治的な利益をはかれるとしてこれを受けいれた [Panaite 2000 : 248]。 
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ていたこととハプスブルク帝国のトランシルヴァニア公国に対する主権の拡大の野望によ
るものである。スレイマンはこの時トランシルヴァニア公国のジグモンドを自らの幕舎に
呼び寄せ忠誠を誓わせた [Vaughan 1954 : 134]。スレイマンは遠征途上のシゲトヴァール
で同年 9 月 8 日没した。この遠征の結果、ハンガリーにおけるオスマン帝国の領土は更に
東西へと拡大した [Szakály 1990a : 87】。しかしその後継者セリム 2 世 (在位 1566-74) 
は父の征服政策を受け継がなかった [パムレー二 1980 : 167]。 
1567 年の夏、ハプスブルク帝国の使節がイスタンブルで和平交渉を始めた。交渉会議に
参加したボスニア出身のオスマン帝国の大宰相ソコルル・メフメド・パシャとダルマチア
出身のハプスブルク帝国の司教アンタル・ヴェランチィチは通訳の助けを借りることなく
セルビア語で交渉した [Bayerle 1972a : 3]。半年以上にわたる交渉の末、スルタン・セリ
ム 2 世のエディルネヘの移動に伴ってそこで 1568 年 2 月 17 日に和平交渉が合意するに至
った。この合意内容に沿ったアフドナーメがスルタンにより同月 21 日に発布された。第 2
エディルネ条約53である。 
合意文書は 25 条からなり和平期間を 8 年間54とし (第 1 条)、領土の略奪や占領を禁止
している (第 12 条)。捕虜の解放 (第 13 条)、奴隷売買の禁止 (第 15 条)、決闘の禁止  
(第 16 条〉、城塞建設の自由 (第 17 条)、国境における紛争解決のため両者の代理委員の任
命 (18 条)、駐イスタンブル・ハプスブルク使節の自由の享受 (第 19 条)、国境線確定は
両者の代理委員に委ねること (第 23・24 条〉、そしてハプスブルク帝国の皇帝は聖なる贈
り物として毎年 3 万ダカットをスルタンに贈ること (第 25 条) などが含まれていた。ト
ランシルヴァニア公国に関しては、君公はハプスプルク帝国に危害を加えない (第 4 条)
という内容以外にも第 5・6・7 条において言及されている。この条約は 1574 年、1583 年、
1590 年と 3 度にわたり更新された [Bayerle 1972a : 3-4] ので、それ以後 1593 年に「長
期戦争」55が開始されるまでオスマン軍はハンガリーを舞台として戦わなかった。しかし、
オスマン帝国とハプスブルク帝国のこの和平条約は決して真の平和を意味している訳では
なかった。実際には襲撃や略奪や小規模の戦いそして捕虜の捕獲は和平条約違反とはみな
されていなかった。また小さな砦や城塞の奪い合いは二帝国の勢力均衡を崩しはしなかっ
た [Szakály 1990a : 87]。 
一方、トランシルヴァニア公国のヤーノシュ・ジグモンドはハプスブルク帝国と 1570 年
にスパイエル協定を結び、この協定によってハンガリー王の称号を放棄してトランシルヴ
ァニア君公兼ハンガリー分離地区の宗主の称号を得た。しかしこれはオスマン帝国のトラ
ンシルヴァニア統御により全く意味を持たなかった [パムレー二 1980 : 167]。 
オスマン帝国とハプスブルク帝国は 1590 年にこの和平条約を更新したにもかかわらず、
                                                   
53 これを通常エディルネ条約という。 
54 ハブスブルク帝国は条約の有効期を 10 年間と希望したがそれは叶えられなかった
[Sinkovics l968 : 140]。 
55 この戦争の開始を 1591 年であるとして 15 年戦争とも呼ばれる。 
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1591 年にオスマン帝国のボスニアの州知事が条約を無視しハプスブルク領内に侵入したこ
とを契機として、オスマン帝国はハプスプルク帝国に 1593 年 7 月 3 日に宣戦布告をする
[Woodhead 1983 : 22]。いわゆる「長期戦争」がハンガリーを戦場として開始された。1594
年 9 月オスマン軍はウィーンに通ずるジュールを占領し北西ハンガリーでの地歩を固めた
[Finke1 1988 : 12-13]。 
ハプスブルク側は戦争が開始されると即座に対オスマン同盟を組織しようと外交努力を
重ね、1595 年にトランシルヴァニアの君公バートリ・ジグモンド56がこの同盟に加わり、
モルダヴィアやワラキアもオスマン帝国からの解放を求めこれに参加した。この結果オス
マン帝国は二つの戦線での戦いを余儀なくされた [Szakály 1990a : 96-97]。 
1596 年にオスマン軍はエゲルを占領し、同年にスルタン・メフメト 3 世自ら率いた軍が
メゼーケレシュテにおいてハプスブルク帝国とトランシルヴァニア公国連合軍を打ち破っ
た [Shaw i976 : 185]、しかし 1598 年にジュールはハプスブルク側に奪還されて二度とオ
スマン帝国の手には戻らなかった [Finke1 1988 : 16]。 
1600 年にオスマン軍がカニジャを占領するが、戦いは次第に辺境の城塞をめぐる争奪戦
の様相を呈した。バートリ・ジグモンドはこの戦いを終結させようとしてハプスブルク皇
帝ルドルフ 2 世 (在位 1572-1612) にトランシルヴァニア公国を譲渡したが、トランシル
ヴァニア公国内にはオスマン帝国の報復を恐れる勢力と問で内乱状態になった。その中で
ハプスブルク帝国の傭兵司令官バスタ・ジュルジィ (統治期間 1602-04) はトランシルヴァ
ニアに恐怖政治を行った [パムレー二 1980 : 185-86]。このような状況の中でバートリ・ジ
グモンドの元顧問官ボチカイ・イシュトヴァーンが 1604 年に対ハプスプルク帝国の反乱に
立ち上がり、ハプスブルク軍を打ち破りトランシルヴァニアから追い出した。トランシル
ヴァニアの貴族はボチカイを君公に選出しスルタン・アフメト 1 世 (在位 1603-17) はハン
ガリーの王冠を授けた [パムレー二 1980 : 187]。オスマン軍はこの反乱を利用して 1605
年 10 月にエステルゴム57を取り戻すことが出来た [Hegyi 2000 : 116]。 
この戦争は長期化して膠着状態に陥っていったが、その中で和平交渉の試みが始められ
る [Nehring l986 : 38]。戦いの初期の頃より和平交渉への動きは何度も存在していた
[lvanics l993 : 297]。1606 年にオスマン帝国とハプスプルク帝国はボチカイの代表者を仲
介人としてドナウ河支流のジトヴァのトロク [河口] において和平交渉会議を持つこと
に同意した。しかしオスマン帝国はこの会議を開催する前にハプスブルク帝国とボチカイ
の和平条約が締結されることが先決であるとして 1606年 8月ウィーン和平条約が締結され
るのを待った [Nehring I986 : 7-9l。この条約でボチカイはトランシルヴァニア公国の君
公と認められた。 
                                                   
56 在位 1588-98、1600-02。バートリ・アンドラーシュに君公の座を譲り一時ボーランドヘ
行っていた [Sugar 1990 : 130-31]。 
57 1595 年にハプスブルク側に奪還されていた。 
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長い討議の末に 1606 年 11 月 11 日にジトヴァトロク条約は締結した58。ハプスブルク帝
国のルドルフ 2 世 (在位 1576-1608) は同年 12 月 9 日これを批准した [Kołodziejczyk 
2000 : 51]。しかしハプスブルク帝国の使節がイスタンブルヘこの批准文書を届けたのは
1608 年になってからである。そこで批准文書の交換は行われず、スルタン・アフメト 1 世
(在位 1603-17) のアフドナーメが発せられた59。しかしこのアフドナーメは 1606 年のジト
ヴァトロク条約文書のハプスブルク・ヴァージョンにある内容よりもオスマン側に有利な
内容であったためにハプスブルク側はこれをイスタンブルに送り返した。オスマン帝国と
ハプスプルク帝国双方が満足する条約文書が発せられたのは 1612 年になってからである
[Bayerle 1980 : 24-28]。この条約はその後 5 回更新されている60。その内容は、互いを王で
なく皇帝と呼ぶこと61(第 2 条)、平和が守られること (第 4 条)、侵略を止めること(第 5 条)、
ウィーン条約でボチカイに与えられたものはずっと彼のものであること (第 6 条)、条約の
有効期間は 20 年問であること (第 12 条)、神聖ローマ皇帝が 20 万フォリントをイスタン
ブルに届けること (第 11 条) が含まれている。 
ジトヴァトロク条約はエディルネ条約よりも更に現状維持的性格を有していた。このこと
はエディルネ条約に含まれていたトランシルヴァニア公国に関する条文がジトヴァトロク
条約にはほんの僅かし含まれていないことからも理解できる62。 
 
2. 合意文書の試訳 
 
アドリアノープル 1568 年 2 月 17 日のハプスプルク皇帝マクシミリアン 2 世とオスマ
ン帝国スルタン・セリム 2 世との和平合意文書 
 
第 1 条  
我々の慈悲深きオーストリア皇太子であるフェルディナント陛下とカール陛下63がオス
マン帝国のスルタン・セリム皇帝と同意し締結して印璽を押した和平条約を相互に公正か
つ正確に確固として着実に敬意を払い更に 8 年の間遵守すること、即ち我々の間でつまり
                                                   
58 この会議において仲介言語としてハンガリー語が採用された [Bayerle 1980 : 5-11]。Ⅶ
史料ＡとＢ参照。 
59 Ⅶ史料Ｄ参照。アフド・ナーメではなくフェルマーンとなっている。 
60 1615 年、1618 年、1625 年、1627 年、1642 年に条約更新。 
61 オスマン側がハブスブルク皇帝を皇帝と呼ぶのはこれが最初ではない、すでに 1590 年代
にブダの行政長官がその書簡の中で皇帝という呼称を使用している [Kołodziejczyk : 
2000 : 49]。 
62 ジトヴァトロク条約文書ハブスブルク・ヴァージョン第 4 条に「和平は両皇帝に属する
全ての地で遵守されること。特にハンガリーと旧ハンガリー王国に属していた地と国、領
地と諸州そして陸海全てのところで遵守されること」とトランシルヴァニアを暗に記して
いる。 
63 ハブスブルク皇帝カール 5 世 (在位 1519-56)。 
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両者それぞれの国 （オルサーグ）、領土 （タルトマーニィ）、公国 （フェイェデレム
シェーグ）、地所 （ウラダロム）、町 （ヴァーロシュ）、土地 （フェルド）、市場町 （メ
ゼーヴァーロシュ）、陸海領域更に臣民かつ軍隊の間でこれを遵守すること、更に以下に記
す条項に従って正確かつ厳粛に暇疵なく護り保持することを我々は決定した。本和平条約
の公布期日と我々の交換文書を相互に確認してそれを両者の一方へ譲渡し、受諾された後、
我々は厳粛に確固としてかつ厳罰をもって我々の司令官全員と個々にまた役人ならびに軍
隊の多くの軍司令官と兵隊や臣民更に国境付近の人々に対して本和平条約を厳粛にまた確
固として遵守することを即座に命じること。 
本条約に従ってパシャ、ベイレルベイ、サンジャクベイ、軍司令官、役人その他のカピ
ターニィ、軍司令長官、兵隊、従者、臣民に対してそれらの者がいかなる階級や階層に属
していてもいかなる名称で呼ばれているとしても従っているその者の主人がトルコ人の支
配者であっても武器や暴力で敵意を持って攻撃してはならないこと。 
付け加えるに、ヤーノシュ・ジグモンド君公陛下のトランシルヴァニアと君公がその他
の地に所有する領地さらにモルドオヴァおよびワラキアのヴァイダ領のどれひとつに対し
ても災いを仕掛けてはならず、むしろそれらとの平和と友隣関係を保つこと。これに反す
る行為を行った者は厳罰でもって対処されるべきこと。本和平条約遵守についてはすでに
公布されている決定に従うこと。 
 
第 2 条 
我々は互いに以下のことを決定した。ハンガリー国、ドナウ河とティサ川の両岸さらに
ダルマチアとスロヴォニアにあり、上述した我々の兄弟陛下と臣民がともにその所有権を
有する我々の王国と領土そして所領地の全ては、我々が占有し我々の主権下にあり、安全
かつ平和裡に自由かつ公正に、将来においても本条約の効力下にあり、陸海水域のあらゆ
るところにあるその属領、都、町、市場町、城塞、城ならびにその他全ての地所を保持し、
それらに属する収益と諸税と 10分の 1税ならびに賦役と他の全てのもの即ちその他の収穫
物に類する物と全ての動産と不動産とまた我々の領内にいる人々と我々の臣民は、オスマ
ン帝国のスルタンやパシャやベイレルベイとサンジャク・ベイ、ヴァイダ、司令官、カピ
ターニィと兵隊と役人そしてオスマン帝国のあらゆる臣民によるいかなる種類の敵意かつ
攻撃そして被害からも護られるべきこと。 
 
第 3 条 
同様に、オスマン帝国のパシャおよびベイレルベイならびに他の全ての者と既述の司令
官及び臣民の地位や身分や階級がいかなるものであっても、それらの者の地位は正当なも
のであること、しかしながらその者たちの中にあって命令する者は自由裁量権を有せず、
我々の領内にある人々や我々の慈悲深き兄弟陛下と我々に属する臣民をその所領地から生
ずる生産物や収益等を略取するという方法で妨害したり、危険に晒したりすることは許さ
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れないこと、更にいかなる法であっても制定し自らのために我々の臣民に課し、あるいは
新しく施行することでまた新たな負担を課すということは許されないことであり認められ
ないこと。しかしながら、それらの者が我々の臣民の農地や村そして所領地に対し何らか
の計画を持つことは僅かながら許されること。実際にオスマン帝国のスルタンは上述の高
位のパシャやベイレルベイや上層で支配する者全てを管理し、その者たちには我々の臣民
に対し、過酷な方法であるいは武力や策略および口実をもって、さらに殺すことや扇動す
ること、もしくは義務を免除することや捕虜にすると怯えさせかつ脅迫することで苦しめ、
かつ権力を掌握しそして支配下に置こうとするいかなる手段も存在しないのだということ
を確実に前もって確実に命じること。 
 
第 4 条 
ヤーノシュ・ジグモンド君公陛下によって引き起こされた戦争の混乱とそれが原因とな
り起きた不穏な状態が極めて長期の有効期間 8 年問の和平条約の全条項の下で引き起こさ
れたが故に、本和平条約をより強固にかつより堅固にすべく更に同様に君公によるいかな
る動きや野心が本条約の期間内に混乱の原因となさぬために我々は以下の如く決定した。
トランシルヴァニアにおいては即ち君公の所領は、本条約締結の初期においてその合法な
境界線内に限定され、君公の顧問官や軍務に携わる人々全ては君公に対してそれに従うよ
うにと進言すること。加えるに、君公は 8 年間有効の本和平条約の下で、敵意を持って我々
や我々の地を武力で攻撃するというような今までの方法は取らないこと、現スルタンの父
君を過去において我々への敵対へと駆り立てたように、我々とオスマン皇帝スルタン・セ
リム陛下との間で何らかの謀を企むという野心は持たないことそしてトランシルヴァニア
の境界外においてもヤーノシュ・ジグモンド陛下自身も軍隊もまた軍司令官も我々の領地
や我々の臣民の所領地に危害を加えてはならず、かつ敵意を持って攻撃してはならないこ
と。 
 
第 5 条 
同様に、以下の如く決定した。君公が和平条約を遵守せずに我々の臣民及び我々を攻撃
しかつ我々の臣民に過酷な負担と不法な行為をなす態度を改めず、更に我々と我々の臣民
を悩ませ続け、我々の農地を奪いかつ我々の所領地に押し入り我々の城塞と城塞館 （ヴ
ァールカステーイ） や臣民を包囲し、あるいは我々の領地と臣民のいずれかに被害をあ
たえる何らかの新しい策略を始めて、動産や不動産、税、特別軍事税 （デカ）、10 分の 1
税そして我々と我々の臣民に属するその他のいかなる収益に介入して自らのために奪い取
るような場合は、このようなこととこれに類する全てが同時に起こるとしても我々は本和
平条約で、各項目を君公に禁じているので君公はそのようなことは出来ないのであるが、
我々は君公が本条約に違反行為をするものと断定し、この種の被害及び不法なことから
我々自身と我々の臣民がともに護られるため、また君公の敵対行為を避けるための行動を
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我々は取ることが出来ること。 
 
第 6 条 
同様に、以下の如く決定した。全ての砦、城塞、市場町、村そしてハンガリー国内にあ
るその他の所領地と地域は、実質上また元来トランシルヴァニアの境界の外側つまりティ
サ河の両側にあり、我々もしくは君公が所有しているものである故、我ら両者とも即ち我々
と君公は本条約とその条項に従って将来においても争うことなくこれら全てを我々と君公
が所有しその支配下に置くこと。 
同様に、君公が本条約の条項と同意条項の全てを受諾し自身に関係のある事項を承認し
かつ本条約を将来においても遵守することを信頼に足るよう明白に表明している間は、
我々に忠誠を誓い、すでに国へ戻っており我々に従っているか、もしくは将来において戻
ろうとする高位の者、貴族ならびに多くの臣民やあらゆる階級の人々全ては、現在獲得し
て所有している地所、所領地、城塞と権利を平和のうちに保持し所有し続けること。 
 
第 7 条 
同様に、以下の如く決定した。トランシルヴァニアの境界線からティサ河まで拡がるハ
ンガリー国の中に、我々が君公からもしくは君公が我々から得ようと欲する村や城塞や城
塞館や町や市場町さらにこれらに匹敵する地所や権利がある場合、君公は我々と交換する
ことあるいは別の何らかの取り決めをすることが出来ること。その場合に両者それぞれは
前述の取り決めもしくは交換が公正に行われるために一方が他方に譲渡する全てを同等に
し、どちら側も与えたものより少なく受け取らないこと。 
他の理由ではなくこれ故に以下の如く決定した。我々と君公との間に起こり得る不和の
原因を取り除き解決すること。我々側の人々が君公の地にある我々の所領地に自由に行く
ことが出来ること。同様に、君公側の人々が我々の地にある君侯が受け取ることになる所
領地に君公の地により近い我々の地所から行くことが出来ること。同様に、我々がこれら
の所領地を両者それぞれのために公正な交換により大いに信頼に足る取り決めで調整する
場合は互いに煩わされることなくそれ自身の境界内に区分された所に住むことが出来るこ
と。そして同様に、我々はこのような状態の下で君公との平和と友好を固く護ること。 
 
第 8 条 
更に、本条約は現在我々に忠誠を誓い、奉仕をして我々の支配下にあるが先の戦いの中
で恐れや他のなんらかの理由から両者の間を揺れ動き疑いを抱きさまざまな方法で我々や
君公その人までを傷つけた我々の臣民および既述の君公に属するあらゆる地位や階級そし
て階層の臣民その両方を含むべきこと。更に本条約は彼らへ何らかの口実を設けて報復し
ないこと。どちらか側からか起こるとしても彼らへの怒りの行動を止めるべきことそして
彼らが刑罰の執行を免れるという内容を含むこと。 
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第 9 条 
過ぎし年月の中で一方では君公の、他方では国境線にいるベイの策略の中にあって、故
スレイマン皇帝はさまざまな動きをたびたび我々の裏切り行為であると非難してきた。こ
のようなことは哀れなハンガリーの臣民にとって平穏という見地から極めて危険なことで
あって、われわれにとってもスレイマン皇帝にとっても憤慨の原因であったが故に以下の
如く我々は決定する。将来において君公及び上述のベイあるいは他の誰であっても現皇帝
即ちスルタン・セリム陛下の下においてさえもこのような悪行を続けていている場合、皇
帝もパシャもこの決定を即座に信頼せず、それに起因する戦いの状態を何一つ解決しない
のであれば、その間我々は何も知らされずかつこの種の誤って繰り返される非難の咎にい
かに答えるべきかそのすべを知らない。故に互いに最終的にその紛争を調査して、正義の
原則にのっとって公正な決定がなされなければならないこと。 
 
第 10 条 
長い間、戦争により破壊され踏み踏み躙られた広大な国土においては、両者側の国境線
に沿ったさまざまな所で恒常的に起きていたこと全てを我々は無視しているが、これは極
めて問題である。このようなことが人々の平和と平穏を常にかき乱していた。更に、泥棒
や追いはぎや俳徊者や流浪者を必要な時即座に拘束することが出来ずにいた。このような
者を厳しく取り締まり、罰を科すために以下のごとく決定した。両者それぞれの権威ある
者はいささかの抵抗もうけること無くこの類の悪漢と極悪人に対して、その者がたとえ
我々の域内で捉えられたトルコ人であってもトルコの域内で捕らえられた我々側の者であ
ってもそれ相当の罰を課すことが出来ること。 
それらの者を捕らえることには失敗したが、隠れている場所を知ることが出来た場合、
一方の側から即座に、隠れている者のカピターニィや司令官に知らせること。そしてこの
カピターニィと司令官は遅滞なくそれらの者を逮捕してその犯した内容に応じて罰するこ
と。トルコ人がトルコ人を、我々がキリスト教徒を罰すること。 
我々の側のカピターニィや司令官がこれに関してその任務を忠実に果たさず、我々がこ
の規則違反を知ることとなった場合は、我々は彼らに厳しい処置をとること。オスマン皇
帝側にこれと同じことが起きた場合にはオスマン皇帝も自らの側で対処すべきこと。 
 
第 11 条 
更に、泥棒や悪漢の類の者が大きな集団とならず悪事を働くのに十分な力を持たせない
ようにするにあたって、多くの人々が一方ではカピターニィが、他方では両者側の個々人
が彼らに懸念を抱いていずしかも略奪品を好み平穏と平和を無視するような輩がカピター
ニィや両者側の個々人を支援しないというまさに危機的な状況となっている故に以下の如
く決定した。和平条約締結直後より両者それぞれは、我々の側にいるウッコーク（逃亡者）、
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ハイドゥー64、俳徊者や放浪者と皇帝セリムとその属する者の側にいるレヴェンタ（怠惰者）、
マルタロツ（略奪者）、ハラミア（泥棒）、更に他のこの種の人々を保持し助け扶養すべき
ではないこと。つまり両帝国の兵籍に名を連ねていず軍規に従わず略奪や盗みで生計をた
てこのような行為で無差別に多くの人々に対して暴力行為をする人々のことである。 
このような決定にもかかわらず暴力行為をする者に好意を示す者全ては、すでに我々が
示しているように彼らを支援し保護していると考える故、彼らは自ら悪を行う者であると
して罰せられるべきこと。我々はこの決定を遵守する覚悟であるが、オスマン皇帝がこれ
を承認し考慮してくださるかどうかを懸念している。 
 
第 12 条 
本和平条約の下でオスマン皇帝のカピターニィ、司令官もしくはその他の既述の臣民や
人々そして権威ある者のいずれか及び君公自身が、町、市場町,城塞館、城塞、砦あるいは
我々の領土、所領もしくは地域のいかなるところであってもそれらの場所にたいして口実
を見つけて暴力と武器を用いて攻撃略奪しさらに策略をめぐらし自分の支配下に置こうと
するような場合、同様に我々のカピターニィ、司令官あるいはその他の臣民の誰であって
もオスマン皇帝や既述の君公と彼らに属する人々から町や城塞や城塞館を更に最終的にそ
の他の場所のいずれかでも上述の仕方で占領した場合、悪意のある人々の大胆不敵な行動
が更に強まる前に防衛することが出来るようにするために、我々は以下の如く決定した。           
このような占領の全て直ちに少しの躊躇もなく両者間で互いに同様に無償で返還すべき
こと。この種の暴力行為を行った者には、打ち首の刑が課せられるべきこと。これらの紛
争は我々の臣民が一番に被害を被った。なぜなら常にあらゆる惨禍が我々の臣民に打撃を
与えている故に我々は以下の如く決定した。我々の領土内にあり直轄している地所や所領
地のみならず当初我々の臣民が所有していた所領地、城塞、城塞館、市場町やその他のこ
れに類するもの全ては、現在我々に忠誠を誓っているか抵抗しているかは別として上述の
暴力から完全に護られるべきこと。同様にこの決議に含まれている許可や特権は我々が享
受し行使しているのと同じであること。 
 
第 13 条 
我々は以下の如く決定した。いかなる階層、階級や地位にある者であっても我々もしく
はオスマン皇帝の軍司令官、兵士、官吏や臣民が、和平条約締結後どちら側にであっても
捕らえられ捕虜とされた場合、すみやかに身代金の交渉もなくかつ身代金を支払わずに捕
虜となった者が一人であろうと複数であろうとも直ちに解放され、その属するところに戻
されるべきこと。彼らを捕らえ市場に出すこと、贈り物にすること、売ることもしくは殺
すことはいかなる方法であろうとも、どのような状況下であろうとも、どのような理由で
                                                   
64 ハンガリーにおいて 1545 年の法律の中で「武装した牛追い」と規定されていたが、次第
に「兵士(戦闘者)」と解されるようになる [戸谷 1991 : 61-64]。 
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あれ許されざるべきこと。 
 
第 14 条 
牢に入れられ手足に錠を掛けられ拘束されていた捕虜が、自由を求めて破錠し牢を破っ
て拘束から無傷で自らの属する所に戻るということがしばしば起きている。それ故に以下
の如く我々は決定した。これらの者を一方が他方に返還を強制してはならないこと。神の
ご加護により自由の身となったこれらの捕虜は何の憂いもなく少しの公的執行の心配もな
くその属する地で取り戻した自由を享受し過ごすべきこと。つまりキリスト教徒はキリス
ト教徒の中でトルコ人はトルコ人の中で生活すること。 
 
第 15 条 
同様に、我々は臣民、仕官、司令官、兵士そしてその他の同様な人々の逃亡について決
定した。つまり一般法や軍事規定の下で生活している人々あるいは傭兵の逃亡についての
ことである。これらの者は忠義、名誉そして臣民としての立場を忘れ国境を超え他方の側
に逃亡する者たちである。我々の側の者がトルコ、トランシルヴァニア、モルダヴィアそ
してワラキア領土内に、相手側の者が我々の領土内に逃亡することである。故に我々は以
下の如く決定した。このような不忠や変節を防ぐために両者は将来においてこれらの者を
受け入れないこと。両者はこれらの者を実際に拒否し退けるだけでなく相手側の要求に応
えて逃亡してきた者をその支配下に返還することを厳格に履行すること。このように相手
側のために、いとわず奉仕すること。我々はこのような方法と取り決めで両者それぞれの
宗教の教義を遂行するだけでなく、他方の側の法の下で拘束されているこの種の軽率かつ
不忠な罪を犯した人々を、当然のこととして容易に取り戻すことができ、そしてこのよう
な逃亡を防ぐことができること。 
更に、スルタン陛下の様々な領土、特にアナトリア地方からハンガリーにおいて捕虜を
購入するために多人数でやって来るトルコ人のために、全境界線沿いにある我々の領地は
もとより陛下の領地も大きな被害を被っている。同様に、ある所ではベイや兵士が別の所
ではそれ以外の境界線で働く者がそれぞれの境界線において平和時にも休戦時においても
あらゆる年代の特に未成年者を大勢捕らえ秘密裡にある種の買人に売り渡していることは、
我々にとってもスルタン陛下にとっても大きな損害と災いの原因となっている、故に以下
の如く決定した。将来においてこのような買人にたいしてハンガリーへの国境の道は閉ざ
されるべきこと、そして彼らにハンガリーにおいて人身売買をすることを禁止すること。
上述の人身売買の答で捕らえられた者は、調べにあたって自分が捕獲した者の名を明らか
にすること、捕獲行為を行った者も買人もその罪に相当する罰が課せられること、それら
の者が所有している金銭は没収されること、そして捕われの身となっていた者は返還され
自由の身に戻されるべきこと。 
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第 16 条 
個人の戦いという形式を取る一対一の決闘は、しばしば敵意と憎悪を、更には想像以上
の重大な事件を引き起こし、多くの場所において兵士個人間に騒乱や不穏な動きを誘発し、
またこれらのことは締結された条約の存続も危険に晒している。このようなことは過ぎ去
りし年月の問に経験してきたことである。故に我々は以下の如く決定した。本和平条項の
下において社会秩序と平穏のために我々は上述の一対一の決闘や挑発をそれが重大なこと
であり生死にかかわるものであっても、辺境においてしばしば見られる槍の試合であって
も、我々両者はそれを許さず禁止すること。どちらか一方の側のものが他方の側の者に決
闘を挑む場合、その者の属する司令官はその者を厳しく罰すること。問題を後に残さぬた
めに司令官は、2 人、3 人、4 人もしくはそれ以上の人数で軍の規律に従って戦いを挑んだ
後に戦おうとする者たちを理解し受け入れる者であるべきである。このようにしてこの種
の決闘の全てはあらゆる者に対して禁止事項となること。 
 
第 17 条 
将来において両者間であらゆる紛争や騒乱そして対立の原因をなくしそれを解決するた
めに、これらの紛争は城塞の新築やその補修のために引き起こされるか、また過去におい
てはしばしば当時の我々の父陛下フェルディナントと故皇帝スレイマン陛下との間に締結
された和平に関する諸条約に違反しかつこれらの諸条約を遵守しないがために引き起こさ
れたが故に以下の如く我々は決定した。両者それぞれはその意思・利益・必要にしたがっ
ていかなる建物をも建築・補修・補強そして城塞化することが可能でありその権利を有す
ること。但し、その建物が直接にかつ事実上いかなる問題もないことが見極められ建設す
る側の土地、領地かつ地所に建てられる場合に限られること。他方の側の土地、領地かつ
地所に建物を建設・補修・補強することは、本条項の下で以後微塵も許されるものではな
く、いかなる理由をもってしても許されないこと。 
 
第 18 条 
更に、既述の如くこのように広大であり破壊され多くの地域に分割された国においては、
両者間に不一致もしくは不公平を多少とも生じさせないようにすることは困難であり、こ
れにより両者に被害や問題が生じている。些細な不一致からより大きな動きや混乱を誘発
させないために、このようなことに対して何らかの適当な方法で効果のある予防策を考慮
することが極めて必要であるが故に以下の如く我々は決定した。本条約締結後両者それぞ
れは同人数の代理人を任命すること、これらの者は敬意を払われ名誉と賢明さがありかつ
和平と正義を尊重しさらに辺境の地を熟知している者であること。一旦紛争事が起こった
ならば彼らに直ちに報告されねばならないこと。彼らはいささかの遅滞なく適所に集まり、
両者の軍隊を排除して彼らの地位に相応しい従者とそれ相当の担当者を伴って参席し、事
を認知・判断しそして上述の方法でその時の間題を共同で一つ一つを良識でもって解決す
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ること。最終的に両者それぞれは躊躇や言訳することなく本条約に対し確実に敬意を払い
遵守するようにそれぞれの人々や臣民に強く説くこと。これを躊躇する者や敢えて大胆不
敵な方法でこの取り決めに違反するものは厳罰に処せられるべきこと。 
事の重大さ故に代理人が交渉・調整して解決することが出来ない不一致や紛争が一旦起
きた場合に、これに関して以下の如く我々は決定した。代理人はこの種のそしてこれに類
似した不一致を、我々がその時点で権威があると見なし、かつ間題を処理するに当たって
有能であると敬意を抱き信頼しているオスマン皇帝のブダのパシャと我々の首席カピター
ニィに報告すること。彼らは二人で問題を調査し解決すること。 
最終的に彼らにもこの紛争が解決できない場合は、最終段階として我々とトルコ皇帝の
所へ提出され、そして我々は何らかの手段と方法を探すこととなる。このように紛争を解
決することが可能となる時はいかなる事件についても武器の使用を防ぐことができる。 
 
第 19 条 
更に、我々は以下の如く決定した。本条約締結後において我々がトルコ皇帝の政庁に派
遣する人々即ち使節・代理大使・全権大使あるいはそれ以外の名称で呼ばれる者を任命す
ること。これらの者はその自由・特権そして不可侵は誰がなんと言おうとも享受すること
ができ、陛下の同盟国で政庁に同様の代表者を駐在させている他のキリスト教国の使節が
享受していると同様であること。 
 
第 20 条 
同様に我々は以下の如く決定した。我々の代表者はドラゴマン（通使）やトルマチィ（通
訳）をその望む人物や人数を必要な時にそれに適する人数を雇い有することが出来ること。
チャヴス65をその通訳の上司に任命しないこと。使節やその家族の保護のためならびに我が
皇帝の高官に相応しい通訳を得ようとする場合は、使節が気に入り使節の意志に従う者を
雇い得ることができること。通訳に対し裁判権はなんら及ばないが、通訳は使節の意志に
従うべきこと。 
 
第 21 条 
更に、我々は以下の如く決定した。我々の使節は望む時と望む経路で自由にかつなんら
の支障なくその書簡を運ぶ使者や急使を派遣することができること。同様に我々が我々の
事情で何らかの必要がある場合に我々の使節として派遣される使者や配達人に対しても自
由と安全が保障されること。相手側は彼らを妨害してはならなく、実際には使者が道中を
危険なく進むことができるようにむしろ便宜をはかり彼らを援助し守るべきこと。このよ
うな相手側の保護と援助の下で我々の側の人々は我々が出す情報を受け取ることができ、
                                                   
65 スルタンの宮殿の衛士、常にスルタンに仕え、外交使節や地方への伝令使の役割も果た
す [Bayerle 1997 : 29]。 
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こうすることによって我々の使節は大宰相やその配下にある宰相たちおよびオスマン皇帝
と我々との間に起こる相互間の問題を適切かつ適時に交渉することが可能となる。 
 
第 22 条 
更に両者間の国境において、どちらか一方が和平もしくは休戦を破った時にオスマン政
庁に駐在していた我らの使節を捕らえ不法行為を行使し拘束するということが、我らの栄
えある父帝の時代のみならず現在の我々の時代にも起きていることを考えると、このよう
なことは神の法と人道に背いているばかりでなく我々への大いなる侮蔑である。不法行為
と無礼行為は君公の使節にこそ与えられるにふさわしい行為であろう。それらは彼らの君
主の不名誉な行為に対する報いである。不法行為などはあるべきではなく、決して誉めら
れるべきものではない。なぜならそのような行為はなんら人を魅了せず賞賛されるような
ことでもなく、ただ報復行為に過ぎないからである。 
故に我々は以下の如く決定した。この後、我々の使節は平和時においても戦時において
も公的施設ではなく、彼らがより欲するコンスタンチノープルかガラタにある家屋に住む
ことができること。更に、和平時においても、一時的休戦時においても、和平もしくは休
戦が破られた時においても、何らかの理由で彼らに不法行為を決してなさないこと。彼ら
を決して公共の施設に拘束しないこと。幾分かの我々に示す厚意と敬意、幾分かの神の法
と道徳を考慮して、使節は自由でありある種の侮辱的行為から救済されるものであると両
者の法を定めること。 
戦いが起こってしまった場合、困難な状況に置かれている使節および我々の人々を拘束
したりせず、我々が彼らのことを悲しみと苦痛をもって考え、そして我々が侮辱されてい
るとみなすようになるよりもむしろ彼らは母国の主君の下に帰されること。同様に、使節
は戦いの当事者ではなく戦いの首謀者でもないが故に、主君の罪を自ら負う必要はない。 
平和時そして戦時においてあるいはそれ以外の時に陛下の御幸のオスマン政庁から我々
の使節もしくは人々を召還するにあたってしばらくの間その後任の者を任命していない場
合、これに関して我々は以下の如く決定した。トルコ政庁は支障なく不平も言わず拘束せ
ずにかつ遅滞なくそれらの者を自由にし、困難なことは何もなく平和のうちにその者の領
土まで彼らに同道しそして無傷で彼らをそのカピターニィに引き渡すこと。 
 
第 23 条 
両者間にまたがるヨバーッジィ [農民] を区分することおよび兵士の越境を防ぐため
の境界設定は両者間の最大の争点であった。国境地域におけるこの件についてはそれぞれ
が任命した代理人が担当して即ちブダのパシャと我々がこの特別な任務のために任命した
首席カピターニィが率先して確実にかつ両者それぞれに公平に交渉することができ、その
間に我々のより高位の使節が我々とオスマン皇帝間の和平条約を本同意書にある規定と条
項に従って完全に遂行し公表するということを両者は理解している故に我々は以下の如く
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決定した。本条約の第 2 条はハンガリー国即ち両者にまたがる境界地域に適応されそして
その地で上述の方法と形式に沿ってこの件に関する解釈を改めるべきこと。またオスマン
皇帝の土地台帳を使ってこの件を議論し最終的にはすでに我々が先の条項で記したように
両者どちら側にも納得のいく方法で承認し決定すべきこと。 
 
第 24 条 
両者にまたがるヨッバージィの区分と境界に印をつけることを明記している条項つまり
上記の二つの事項が両者の意に沿うように調整されず、そして今に至るまで両者側が共に
もしくは個々にこの条項や社会状況かつ平穏に関して顧みず何もしていないということに
ついて、我々もオスマン皇帝自らも納得するように調整するために現在我々の間にある締
結し補足し同意しかつ双方で署名した和平条約を確実なものとし強化するために我々は以
下の如く決定した。当分の間両者のヨッバージィに関する全ての事項は以前からあって現
在もある状態を保持すること。両者の一方が早まって自らの側にその所有権を移すべきで
はないこと。相手側の苦痛や不利益になる過度の賦役を要求すべきではないこと。両者側
は名誉ある態度で平和のうちにかつ友情ある姿勢で代理人の決定を待つべきこと。 
 
第 25 条 
本和平条約の期間は 8 年間と定め本条約締結時より発効することとする。両者間で和平
が確実に敬意をもって保持され侵されない状態である間、我々はこの上もなく壮麗なるオ
スマン皇帝つまり我々の同盟者であるセリム陛下に年毎に 3 万ダカットを聖なる贈り物と
して以前に毎年の年末にしていたように我々の特使を通じて届けることとする。上述の陛
下は毅然とかつ厳格に友としてそして好意をもって自らの境界線の軍隊が我々の領土に対
して決して攻撃を仕掛けない御方であること。それに対する返礼として我々も我々の境界
内で和平を保持し特別な友である隣人として生活をすることとする。どちらか一方の人々
が自らの所で起きた不幸な出来事を自分たちの様々な武器で報復するということで、勢い
込んで仕返しをしようと努めてはならないこととする。しかしこの不幸な出来事を調査す
る場合、その初期の段階で既述の代理委員にその旨が提出されることとする。事件の内容
によってはその後ですでに定められたようにブダのパシャと我々の首席カピターニィの所
へその件は報告され、すでに記したように問題は解決を見ることとする。このようにして
我々の間において最終的に和平は確実なものとなり、危険なく和平の道は定められた目的
地へと通ずることになろう。 
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Ⅲ ジトヴァトロク条約とハンガリー貴族 
――オスマン帝国とハプスブルク帝国の 1606 年の和平条約―― 
 
 
はじめに 
 
 1606 年 11 月 11 日にオスマン帝国とハプスブルク帝国は、ハンガリーを主戦場とした長
期戦争終結のためジトヴァトロク和平条約を締結した。この条約はオスマン史において重
要な位置を占めていると言えるであろう。多くのオスマン史家がこの条約によりオスマン
帝国の衰退が明らかになったという意味合いでこの条約を言及している66。この条約には条
約文書が二つ存在する。Gustav Bayerle は両帝国が内容の異なる条約文書に署名し印璽を
押した二つの条約文書を提示している。そして二つの条約文書誕生の背景に両帝国の和平
交渉の仲介役を務めたハンガリー貴族イレシュハージィ・イシュトヴァーンの存在がある
ことを示唆している67。一方、Karl Nehring はハプスブルク帝国の通訳ツェザレ・ガロだ
けが条約文書作成時に各々内容異なる条約文書の存在を知っていたと断言している68。 
1606 年 6 月のハプスブルク帝国とボチカイおよびハンガリー貴族間のウィーン和平条約
において、ハンガリー貴族はまず旧来の貴族特権をハプスブルク帝国から回復した。これ
に続き、ジトヴァトロク条約では、それまでの両帝国の条約には含まれていなかったハン
ガリー貴族の免税特権が明記されている69。 
 長期間続いた戦争の間に関係各国に起こった状況の変化がこの条約成立に大きな影響を
与えた。小論ではオスマン帝国とハプスブルク帝国間の和平交渉の過程を考察し合わせて
両帝国の狭間に置かれていたハンガリー貴族が如何に旧来の貴族特権を回復したか、その
ことがジトヴァトロク条約和平交渉にどのような影響を与えたかを論じる。また、ジトヴ
ァトロク条約とウィーン条約との関連を考察する中で、ジトヴァトロク条約の二つの条約
文書存在の背景を明らかにしたい。 
ハンガリー語史料の多くを、 István, Sinkovics 編纂による  Magyar Történeti 
Szöveggyűjtmény Ⅰ(ハンガリー史料集Ⅰ) や Gustav, Bayerle が、ブダのアリ・パシ
ャのハンガリー語の手紙を収集編纂した The Hungarian Letters of Ali Pahsa of Buda 
1604-1616 に依拠した。 
 
１．長期戦争の経過 
                                                   
66 オスマン史家のジトヴァトロク条約への言及を引用している〔尾高 1986 : 
141(24)-139(26)〕。  
67 二つの条約文書全文の英訳を掲載している〔Bayerle 1980 : 5-53〕。 
68 ジトヴァトロク条約締結の背景には「ハプスブルク家の兄弟争い」があったことにも言
及している〔Nehring 1986 : 3-39〕。 
69 Ⅶ史料 A の第 15 条参照。 
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 ハンガリーを主な戦場としたこの戦いは 1593年 7月 3日にオスマン帝国がハプスブルク
帝国に宣戦布告することにより始まったが、それ以前の 1591 年に起こったオスマン帝国の
ボスニア州知事による国境侵犯により始まっていた。それ故、この戦争は長期戦争、13 年
戦争または 15 年戦争とも呼ばれる。オスマン帝国がハンガリー遠征を開始したのはオスマ
ン帝国のスルタン・スレイマン１世（在位 1520-1566）がスルタン位即位直後であった。
スレイマンは 1521 年にベオグラードを陥落させ、ヨーロッパ・キリスト教圏の防衛壁とみ
なされていたハンガリー軍を 1526 年にモハチにおいて壊滅させた。1541 年にはハンガリ
ー大遠征を行い、ドナウ河を挟むハンガリー中央部をオスマン帝国の直轄領ブダ州を設置
した。これ以後ハンガリーはおよそ 150 年間にわたって三分割されることとなる。北西部
はハプスブルク領ハンガリー（ハンガリー王国）となりハンガリー北東部を含むトランシ
ルヴァニアはオスマン帝国の封国であるトランシルヴァニア公国となった。1566 年スレイ
マンは最後のハンガリー遠征の途上シゲトヴァールにおいて没した。1568 年にエディルネ
条約70が締結され、国境沿いの略奪や紛争はあるものの両帝国は戦火を交えることは 1591
年までなかった。 
 オスマン帝国は 1594 年、ジュール城塞を陥落させ緒戦で勝利したが、オスマン側は次第
に多くの城塞をハプスブルク側に奪還されていく。このような状況を見たトランシルヴァ
ニアの君公バートリ・ジグモンドの顧問官ボチカイ・イシュトヴァーンはハプスブルク側
と同盟を結びハンガリー問題に発言権を得ようとした。さらにオスマン帝国の封国ワラキ
アとモルダヴィアもオスマン帝国から離反した。オスマン側はハンガリーとワラキアの二
つの戦場で戦わねばならなかった。このような状況下でオスマン帝国は重要な城塞エステ
ルゴムを失った。1596 年にはスルタン・メフメト 3 世（1595-1603）による親征がエゲル
をハンガリーにおける第 3 の州とし、オスマン軍はメゼーケレシュテの戦いでハプスブル
ク・トランシルヴァニア合同軍に勝利する。1600 年にはオスマン軍はハプスブルク側にと
って重要なカニジャを占領して第 4 州とする〔Shaw 1976 : 184-186〕。オスマン軍による
カニジャの占領の背後には、ハプスブルク軍が対トランシルヴァニア問題で手が一杯だっ
たことがある〔Újváry 1984 : 75-76〕。 
 トランシルヴァニアは、1599 年、ハプスブルク家支配による混乱を解決し、再建を願っ
てオスマン帝国と同盟を結ぶが、混乱の最中ワラキアのヴァイダ・ミカエルがトランシル
ヴァニアを掌握する。ハプスブルク家はトランシルヴァニアの返還を求め、ハプスブルク
軍傭兵隊長バスタ・ジュルジィの軍を派遣する。1600 年にミカエル軍はバスタ軍に敗北す
る。しかし、ハプスブルク家はトランシルヴァニアにその主権を確立することはできなか
った。しかもトランシルヴァニアはオスマン帝国に支援を求めるという迷走を繰り返した。
1602 年になるとトランシルヴァニア迷走の張本人である君公バートリ・ジグモンド４度目
のハプスブルク家へのトランシルヴァニア譲渡を行ってしまう。1603 年に傭兵隊長バスタ
                                                   
70 オスマン帝国とハプスブルク帝国はこの条約を 1590 年に更新している。 
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がトランシルヴァニア議会においてその統治を宣言する。バスタは大土地所有者から土地
を没収し反ハプスブルク貴族を処刑するとともに、酷税を課しそして宗教の自由の停止を
行い、トランシルヴァニアに恐怖政治を敷き、その結果、トランシルヴァニアの自治は停
止した〔Újváry 1984 : 80-82〕。 
 オスマン軍はカニジャの占領後、1601 年にセーケシュフェヘールヴァールを失ったが、
翌年それを奪還する。ハプスブルク軍はペシュトを占領し対岸のブダ包囲を行った。オス
マン側は危機的状況に陥った。1603 年オスマン帝国の軍司令官ララ・メフメトは国境線を
防衛せよとの命令を大宰相から受ける。このとき、オスマン帝国はハンガリー戦場以外に
も困難に直面していた。サファヴィー朝が攻撃を再開し、それに呼応する形でオスマン領
内ではジェラーリーの反乱が起こり、しかも帝国財政は経済的困難に直面していた。さら
にスルタンに即位したアフメト１世（在位 1603-1617）は幼年であった。翌年、大宰相に
任命されたララ・メフメトは前年の西方の国境線防衛戦略を継続するためハンガリー遠征
を行った。エステルゴムを奪還すべく包囲を行うが失敗し、ハプスブルク側と平和交渉に
入った。オスマン側はエステルゴムとカニジャの交換を主張し、ハプスブルク側はエステ
ルゴムとエゲルの交換を主張した。この交渉は成立しなかった71。オスマン帝国が対ハプス
ブルク戦略上重要なエステルゴムを1605年に奪還することができたのはボチカイの反乱が
勃発したことによる。 
 
２．ボチカイの反乱とハンガリー貴族の反乱 
 
 ハプスブルク皇帝ルドルフ２世（在位 1576-1612）は父王マクシミリアン２世在位中に
ハンガリー王位に就き、ルドルフ１世（在位 1572-1608）となった。ルドルフは反宗教改
革を推し進めた〔ツェルナー  2000 : 257-260〕。ハンガリーにおいては 16 世紀末までに貴
族の多くがプロテスタントに改宗していた。ハプスブルク帝国は絶対王政確立の手段とし
て反宗教政策を利用し、カトッリクへの改宗を強制した。それに応じない貴族に対して、
大逆罪の疑いをかけて罰しその土地や財産を没収した。こうした状況下で 1604 年１月にハ
プスブルク軍がカッシャのプロテスタントの教会を占拠するという事件がおきた。これは
1596 年にエゲルがオスマン側に占領されて行き場のなくなったカトリックのための司教座
にするためであった〔Újváry 1984 : 95-96〕。これに引き続き、多くのプロテスタントの教
会がハプスブルク軍に占拠された。ハンガリー貴族は 1604 年の春に宗教の自由を王に求め
る決議をした。これに対するハプスブルク宮廷の答えは、カトリックを保護し、議会にお
いて宗教問題を議題に挙げることを禁止するものであった72。 
 トランシルヴァニアにおけるバスタとの戦いに敗れ、オスマン帝国領内に亡命していた
                                                   
71 オスマン政庁のイスラム教権威者シャイフル・イスラームの反対にあったため〔Tóth 
1981 : 37-38〕。 
72 この条項は 1604 年の第 22 条として知られる〔Sinkovics 1968 : 266-268〕。 
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親オスマン派のベトレン・ガーボルは、トランシルヴァニアの君公バートリ・ジグモンド
の叔父でその顧問官であったボチカイ・イシュトヴァーンに反ハプスブルクを説き、一方、
オスマン側からもボチカイに反ハプスブルクの行動を要請した〔Sugar 1977 : 158-159〕。
カッシャに駐留していたハプスブルク軍がボチカイの所領を占領しようとした時、彼はハ
イドゥー軍73とともに反ハプスブルクの行動をとった。オスマン側はボチカイによるトラン
シルヴァニア君公位奪還を助けるために軍を派遣し、1604 年９月には長期戦争中に失った
ペシュト城塞を容易に奪還した。ボチカイ軍は同年末までにトランシルヴァニアおよび上
ハンガリーからハプスブルク軍を追放した。ハプスブルク支配下にあるハンガリー貴族も
ボチカイに援軍を送るようになった。1605 年２月 21 日にトランシルヴァニア議会はボチ
カイを君公に選出した。ボチカイはハンガリーの宗教の自由を保障するためにハンガリー
へと軍を進めた〔Szakály 1990 : 98〕。 
 ボチカイは 1605 年４月にセレンチに議会を召集した。この議会にトランシルヴァニアや
ハンガリー北東部のハンガリーの貴族が召集され、西ハンガリー地区からも大土地所有者
が参加した。参加者の多くはボチカイとハプスブルク家との和平を促したが、結局、共通
の敵に対してハイドゥーとともに戦うことを決議した。セレンチ議会はボチカイをハンガ
リー国の君公に選出した。また議会はヨーロッパ諸国へ向けての声明を採択した。その中
でなぜオスマン帝国と共同でハプスブルク家と戦うのかを明らかにしている。声明文は、
「ハンガリーは 200 年以上にも渡ってトルコ人と戦っており、その間に勝利したことも敗
北したこともある。トルコ人による侵略と圧制を自ら引き受け、ハンガリーはかつて豊か
で繁栄していた国を犠牲にして、近隣の国々と領土を防衛してきた」と主張した。さらに、
「ハンガリーは過去にそうであったように、これからもなおキリスト教圏の防衛壁であり
続ける」ことを言明し、続けて「キリスト教諸国がハプスブルク家に与えた資金は、キリ
スト教圏を防衛するためには使われず、ハンガリー人を従属させるため、彼らからその官
職・権利・特権を奪うため、教会を閉鎖し没収するため、さらにはイエズス会と外国人の
不寛容な行為を支持するために使われた」と説き、最後に「ハンガリー国はみずからの法
と慣習により規定されている自己防衛の権利を行使し、トルコと共同してハプスブルク家
と戦う」のであり、ハプスブルク家によるハンガリーへの圧制が、この戦いの理由である
と主張した〔Sinkovics 1968 : 285-300〕。 
 ボチカイはスルタン・アフメト１世に支援を請い、それによりオスマン軍とボチカイ軍
はハンガリーの奥深くまで進み、多くの城塞を占領した。オスマン帝国は長期戦争中に失
った城砦の多くを奪還した。そして 1605 年 8 月末にエステルゴム包囲を開始した。オスマ
ン帝国にとって、エステルゴムを奪還することは戦略上最優先事項であった。この城塞を
勝ち取るならば、長期戦争以前の領土をほぼ回復することになる。 
オスマン軍とボチカイ軍の共同作戦は初期においてうまく作用していた。しかしオスマ
ン軍のエステルゴム包囲はこの同盟関係に亀裂を生み出した。ボチカイ軍の軍司令官ホモ
                                                   
73 逃亡農民や家畜飼育者から転身した匪賊・義賊集団である〔稲野 1995 : 43-74〕。 
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ナイ・バーリント74は日記〔Homonnai 1968 : 300-315〕にエステルゴム包囲について次の
ような記録を残している。 
9 月 2 日 ： エステルゴム占領は私の助言から出たものではない。 
９月６日 ： ディワーン（会議）が開催され、そこには宰相ララ・メフメトの所か
らやってきた多くの司令官が出席していた。そして宰相はその出席者
の一人を通じてエステルゴム占領はスルタンの意思であり自分の意思
ではないと弁解していた。 
９月８日 ： 今日、私は宰相に宛て次のような厳しい非難の手紙を書いた。つまり
我らの慈悲深き君公もハンガリー人も現在のような方法で閣下がエス
テルゴムを占領するようにお願いしたのにはそれ相当の理由があるか
らです。しかし閣下は包囲を続けています。私の記憶によれば我々の
取り決めによって閣下側はグラツやウィーン方面へ略奪・破壊のため
に進軍するはずになっていたはずですと。 
10 月３日 ： 今日、ドイツ人 (ハプスブルク側) が宰相メフメトに本当にエステ
ルゴムを明け渡した。 
 オスマン側はエステルゴムやノーグラードさらに小さな城塞の多くを手中にした。この
戦いの中でオスマン側はハプスブルク支配下の貴族に対しボチカイへの支援を呼びかけて
いる。ブダの行政長官アリ・パシャは 1605 年９月にハンガリー貴族に宛てて、次のような
書簡を書き送った。 
昨年我が皇帝陛下が私を１万人の兵とともにトランシルヴァニアの君公の下へ派遣な
されたことはご存知だと思います。私は一生懸命ドイツ人と戦いました。今、私はそ
の地から戻り、3 万人の人々と偉大な皇帝陛下の意に沿って働いております。閣下は何
もしないという過失を犯すべきではありません75。 
一方、オスマン軍によるノーグラード包囲に関してホモナイ・バーリントは日記に宰相
メフメトへの非難の言葉を書いている。すなわち「私は誰にもノーグラードを渡すつもり
はない、宰相は私たちの意思に反してエステルゴムを占領したのだから」と。さらに宰相
にウーイヴァールを占領しないように頼んでもいる。 
10 月 15 日、最終的にウーイヴァールのカピターニィ (城塞主) は戦わずして城塞の鍵
をイレシュハージィ・イシュトヴァーンへ渡した。イレシュハージィはハプスブルク宮廷
から大逆罪で死刑と財産没収の刑が言い渡されてポーランドに亡命していた。ボチカイの
反乱が起こるとハプスブルク皇帝ルドルフの弟でオーストリア統治を担っていた皇太子マ
チアスは、反乱を抑えるためにイレシュハージィに帰国を促したが、彼はそれには従わず
                                                   
74 プロテスタントであったホモナイ・バーリントは、ハプスブルク家により処刑と財産没
収を宣告されたが、ポーランドに亡命し、恩赦を乞い、1603 年に許されて、ボチカイ軍に
参加した〔Sinkovics 1968 : 295〕。 
75 バッチャーニィ・フェレンツに宛てて、同様の手紙を他のハンガリー貴族にも書いてい
る 〔Takáts 1925 : 516-517〕。 
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ボチカイの要請を受け入れた。そしてボチカイにより行政長官に任命されていた。10 月 16
日、ホモナイは宰相にウーイヴァール占領を諦めるよう求めている、なぜならすでにそこ
は自分たちに譲渡されたと知らせている。このような状況の中で、イレシュハージィはオ
スマン軍の動きに不満を持ち、ハプスブルク家との和平交渉に自らを捧げることを表明し
た76。 
 
３．平和への動き 
 
 長期戦争の間、両帝国間で何度も和平の試みがなされている。戦争開始時期からほとん
ど周期的に、和平交渉が行われていた。すなわち、1595 年、1597 年、1598 年、1599 年、
1601 年、1603-1604 年〔Ivanics 1993 : 297-311〕。 
今回、オスマン帝国は、戦略上重要なエステルゴムを取り戻し、長期戦争開始後失った
領土をほぼ回復した。オスマン帝国にとって、和平交渉に入る準備は整えられたといえよ
う。ハプスブルク側もボチカイ軍がその境界線寸前まで進軍している状況で、マチアス皇
太子はオスマン側との和平交渉を始めることを決めた。一方、ホモナイ・バーリントの日
記によれば、1605 年９月５日にマチアス皇太子から和平のための使節がホモナイのところ
に到着している〔Homonnai 1968 : 301〕。 
 大宰相ララ・メフメトは、1605 年７月、スルタンの贈り物を手渡すためにボチカイ・イ
シュトヴァーンを呼び寄せていたが、ボチカイはそれに応えてはいなかった。しかし、オ
スマン帝国とハプスブルク家が直接交渉を始めるという情報を得ては、ボチカイはオスマ
ン側の要請を遅らせることができなかった。 
ボチカイは大宰相のもとへ出発する前に、オスマン側との和平およびハプスブルク家と 
の戦いを継続するか否かという問題を討議するために、開催日の期日指定をせずにハンガ
リー議会を召集した〔Sinkovics 1968 : 318〕。ボチカイは出発する前にホモナイ・バーリ
ントに宛てて、「両帝国間の平和が永久的でありかつ平穏であることが必要である。この
ために大宰相との会談に出向く。・・・私が出かけていかなければ両帝国間の和平交渉は
行われないだろう」と手紙を出している〔Bocskai 1968 315-318〕。 
 大宰相ララ・メフメトとボチカイ・イシュトヴァーンはペシュト近郊のラーコツ平原で
1605 年 11 月 11 日に会談した。この会談の様子をボチカイに同行したカッシャの主席裁判
官ボカチウシュ・ヤーノシュが詳しく記している〔Bokatius 1968 : 318-334〕。 
それによるとオスマン側はボチカイ一行を大宴会や贈り物で歓待した。会談の場で大宰
相は「なぜもっと早くやって来なかったのか」と問いただした。それに対してボチカイは、
                                                   
76 ホモナイの日記にイレシュハージィの決意が書かれている「9 月 11 日 ： 今日、イレ
シュハージィ殿の手紙が届いた。その手紙に、トルコ人が我々に大きな不信を抱いている
こと、多くの村々がトルコ人によって破壊されさらに多くの貧しい農民の子供たちや貴族
の婦人たちが連れさらわれたということを知り、それゆえ自分はドイツ人との和平交渉に
自らを捧げるということが記してあった」〔Homonnai  1968 : 303—304〕。 
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次のように答えた。 
「君公としてトランシルヴァニアの忠誠（オスマン帝国に対する）を取り戻すことが
必要であった。・・・オスマン帝国の偉大な皇帝が宰相閣下にいかなる命令を下したのかを
知るためにここに私は参りました」。 
ボチカイはこの時オスマン帝国とハプスブルク家が和平交渉に入るという情報を得てい
たのでオスマン側からの招聘を無視することは出来なかった。大宰相はボチカイに不変の
保護と友情を示し約束した。さらに大宰相は、次のように語った。 
「オスマン家は相手側が一旦約束し締結したことを破ってしまったとしても、相手側
が忠実に忠誠を示し義務を遂行するのであれば、決して罰したりはしない。これとは
反対にドイツ人やその王 (ハプスブルク家) は約束をしてもその約束を守らず、偽り
の誓いをしてそれを無視し騙すということを習慣のようにしている。・・・宝の山を約
束してくれたからといってドイツ人を信じてはいけない。このように悲惨な状況の中
で馬鹿にされたままではいけない」。 
大宰相はスルタン・アフメト１世のアフド・ナーメ（勅令）とともに王冠・旗・剣をボ
チカイに与えた。ボカチウスは、ボチカイ君公は王冠77を受け取ったが自分のものとするた
めではないと書いている。 
 このときボチカイに与えられたスルタン・アフメド１世のアフド・ナーメ78には、次のよ
うに書かれている。 
「・・・朕が語ることは約する。真の約束を述べているこの書にしたがって貴下は忠
誠と信頼を保持し、それに沿って常に行動すべきこと。・・・メフメト・パシャは貴下
を朕に推挙し、貴下が朕に対して十分な忠誠を最後まで示すことを明らかにした。・・・
貴下はその善行と行動で余に忠誠を誓うことを明らかにした。・・・トランシルヴァニ
ア君公位とハンガリー王位を貴下とその子息に与え保護する。・・・敵のすべての城塞
を奪還し、敵の帝国のすべてを破壊し崩壊するために力を尽くし今後も励むべし。・・・
ドイツ人との和平を開始する意思がありドイツ人も貴下側と会談する意思があるので
あれば我らが何ら不快を示す意思はない。・・・ウィーン王側から我らとの和平を構築
することを願っている」。 
オスマン側はハプスブルク家とボチカイの和平を望み自らもハプスブルク家との和平を
達成する意思を表明した。 
 ボチカイは大宰相との会談後、コルポナにおいてハンガリー議会を開催する。この議会
は 11 月 24 日に始まりハンガリーの貴族とトランシルヴァニアの代表者が参加してハプス
ブルク家との戦争を如何にするべきかをを討議した。この議会において、次の事が決定さ
れた。ハンガリー王国に副王を置くこと、役人にハンガリー人がなること、オスマン帝国
                                                   
77 ハンガリーの聖王冠・聖イシュトヴァーンの王冠のこと。この王冠を頭上に抱くことに
より初めてハンガリー王と認められる〔Várdy 1997 : 339〕。 
78この文書はララ・メフメトに 1605 年 10 月 28 日に届けられた〔Mikó 1856 : 321-328〕。 
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と和平を結ぶこと、トランシルヴァニアの独立とボチカイの所領の確認等の条件をハプス
ブルク家が認めるのであればハプスブルク家との和平交渉に入ることを決定した。そして
その議会において、ハプスブルク家と交渉するための代表者にイレシュハージィ・イシュ
トヴァーンが選出された。イレシュハージィの考えはハプスブルク家との和平を推進し、
いかなる犠牲を払ってもトランシルヴァニアをハプスブルク家の手中に留めておき、ハプ
スブルク家との和平の暁に解放軍をオスマン軍に向かわせることであった。この考えは、
ボチカイと異なっていた。ボチカイは、ハプスブルク家とオスマン帝国の和平を望みトラ
ンシルヴァニアの独立を望んでいたのであった。しかし、ボチカイはイレシュハージィの
みが古くからの関係でマチアス皇太子に議会の要求を確実に認めさせることのできる唯一
の人物であることを知っていた。またイレシュハージィはハンガリー貴族の中に影響力を
強めていた 〔Újváry 1984 : 147-151〕。これ以前に、ララ・メフメトはイレシュハージィに
不信を抱き、和平の事柄を彼には委ねる意志のないことを示していた79。 
 コルポナ議会の決議の直後、オスマン帝国との和平交渉をルドルフ２世から任されたマ
チアス皇太子は、オスマン帝国ブダ州の行政長官アリ・パシャのもとへ通訳ツェザレ・ガ
ロを和平交渉のために使節として派遣した。この会談において、辺境の城塞の再建、オス
マン帝国のスルタンとハプスブルク皇帝の地位を等位にすること、使節を交換すること等
にはすぐに合意を見たが、ハプスブルク家のスルタンへの貢納やハプスブルク側へのエス
テルゴムおよびエゲルの返還にはアリ・パシャは同意しなかった。そしてエステルゴムと
コマロムの中間地点のいずれかで交渉を続けることに同意した〔Nehring 1986 : 4-7〕。会
談で、アリ・パシャは、ハプスブルク家がハンガリーにおいて信教の自由やその法をハン
ガリー人に認めていれば、スルタンはトランシルヴァニアとともにハンガリーを無条件に
ハプスブルク家に譲渡していたかもしれなかったことを語り、そしてハンガリー人がオス
マン帝国に危害を加えない限り彼らに対してなんら煩わすことはしないと明言した。一方、
ツェザレ・ガロは、首尾一貫しない気まぐれな君公と行動をともにしたハンガリー人を条
約から外すことを主張し、ハンガリー人は占領した城塞をオスマン側に返還する気は全く
ないと主要した。そして、スルタンとハプスブルク皇帝が友好関係を築くことが出来るた
めに、相互間の永久和平条約が実現できるようにとアリ・パシャに頼んだ。最後にアリ・
パシャは、「ハプスブル側に和平を行う意思があるのであればボチカイ王のもとへ赴くべき
であり、ボチカイ王にその意思があれば我々もハプスブルク家との平和交渉を徐に行うこ
とにする」と述べた〔Majláth 1882 : 565-570〕。すなわち、オスマン側はハプスブルク家
とボチカイの和平が実現した後にハプスブルク側との平和交渉を始めるということを示唆
したのでである。 
 
４．ウィーン和平条約 
 
                                                   
79 1605 年 9 月 20 日のホモナイ・バーリントの日記にある〔Homonnai 1968 : 306〕。 
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 コルポナの決議をもってイレシュハージィ・イシュトヴァーンは 1605 年 12 月ウィーン
に赴き、マチアス皇太子と交渉を開始した。翌年 2 月 9 日に、ハンガリーのプロテスタン
トの信仰の自由を認めること、マチアスをハンガリー王国の副王に任命すること、ボチカ
イの所領は返還すること、トランシルヴァニアはハンガリー王国に帰属すること、オスマ
ン帝国およびハンガリー王の敵とは和平を結ばないことが決定された〔Sinkovics 1968 : 
348-349〕。マチアスとルドルフ 2 世はこれを批准し、ボチカイがこの協定を更なる交渉を
せずに承認することを望んだ。この決定はコルポナの決定とは大きくかけ離れていた。マ
チアスは、この交渉でイレシュハージィが余りにもハプスブルク側に妥協するのでトラン
シルヴァニアに対する同情心が起きたほどである〔Nehring 1986 : 9〕。 
 ボチカイはこの協定を承認せず、1606 年４月にカッシャに議会を召集した。そして議会
において長い討議の末に新たな見解を決議した。すなわちハンガリーとトランシルヴァニ
アをルドルフ 2 世の治世以前の状態に戻すとことである。これをイレシュハージィはウィ
ーンに持って行った。2 月に協定を拒否したため、ボチカイとハプスブルク家は戦争継続化
という状況に陥る危険があったが、両者の資金や武器の不足のためそれは現実的ではなか
った。同年 6 月 23 日にウィーン条約が締結された。条約の内容は、1604 年にハンガリー
議会で決議された信仰問題は議会において討議しないという第 22 条を削除すること、すで
に決定されているオスマン帝国との和平をすぐに成し遂げること、ハンガリーにおける信
仰の自由を認めること、外国人の手に渡った財産を返還させること、ハンガリーの役人に
ハンガリー人を任命し、ハンガリー人の副王を置くこと、ボチカイの所領はボチカイの死
までそのままであること、そしてハイドゥーに対しての土地の分与と免税特権を与えるこ
となどである〔Sinkovics 1968 : 344-360〕。トランシルヴァニア公国の独立は認められた。
しかしルドルフ 2 世は、マチアスが余りにも反乱ハンガリー貴族に譲歩したという理由で
この条約を批准することを当初は拒否したが、マチアスとの長い討議の後に同年 8 月 1 日
にこの条約を批准した〔Nehring 1986 : 8〕。 
 オスマン帝国は、ウィーンで開催されているハプスブルク家と反乱ハンガリー貴族との
和平交渉が成立した後に、ハプスブルク帝国との和平交渉を行うとして交渉の成り行きを
見守っていた。ブダのアリ・パシャはスルタンが和平交渉に入ることを認めたことをハプ
スブルク側に知らせ〔Bayerle 1991 : 33-35、書簡 No.30〕、ボチカイ側とハプスブルク家と
の交渉の結果を待った。アリ・パシャはその間もマチアス皇太子やハプスブルク家やハン
ガリーの貴族そしてボチカイ君公やイレシュハージィと手紙の遣り取りをした。その中で
ウィーンでの進展状況を尋ね、2 月の協定が失敗した後、ハプスブルク側の代表者へ宛ての
書簡の中で、和平の事柄を放置しておくのであればハンガリー人に再び災いが降りかかる
ことになるので、事の真相を知らせてくれるように80、書いている。オスマン側はウィーン
における交渉が長引いているのを危惧していた。このような中で 6 月 16 日にイレシュハー
                                                   
80 1606年4月23日、アドルフ・アルタンとヨアンネス・モラルトへ 〔Bayerle 1991 : 42-43, 
書簡 No.37〕。 
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ジィはアリ・パシャに、「マチアス皇太子のお考えはすべての人々との和平を達成すること
にあります。そのためにも閣下が辺境へ行かず 8 月中旬まで戦わないでください」〔Szilázyi 
1878 : 848〕と休戦を提案した。オスマン側は 7 月 14 日から 32 日間の休戦に同意した81。 
大宰相ララ・メフメトはハンガリーの状況が定まらないのを懸念していた。ララ・メフ
メトはイスタンブルからの急な召喚命令により1606年１月にイスタンブルに帰還していた
82。オスマン帝国は 1605 年にペルシャとの戦いに敗れた。オスマン帝国は西と東での戦い
を強いられていた。このような状況の中でララ・メフメトはスルタン・アフメト１世への
テルヒス (上申書) においてオスマン支配下のハンガリーの状況が危機に陥っているこ
とを理由にボチカイへの支援と遠征を上申している〔Dávid 1983 : 461-467〕。 
ボチカイはハプスブルク側と和平交渉に入りました。ボチカイとハンガリー貴族
の間に亀裂が起きました。ハンガリー人がハプスブルク側に同調するならば、ボ
チカイにはわずかの兵士か残りません。敵がこれを好機と捉えて、我が領土を攻
撃する危険があります。ハンガリーにおける長年の苦労を無にしたくないのであ
れば再度の遠征が必要です（1606 年 3 月-4 月）。 
使節によればボチカイはウィーンからイッレーシュハージィの帰りをカッシャで
いらいらしながら待っているということです。かの地は完全に混乱しています。そ
の前に軍を出発させる必要があります。遅れればドイツ人はボチカイに対してのみ
ならず良く防衛された我が帝国にさえも危害を加えること必定です（同年 4 月）。 
 ララ・メフメトは、自分が懸念していたようにイレシュハージィがハプスブルク家支配
下のハンガリー王国継続のため働いていることを知っていた。しかし、ボチカイへの援軍
は派遣されなかった。 
 
５．ジトヴァトロク条約締結 
 
 ウィーン条約の批准後もハプスブルク側からオスマン帝国との和平交渉の動きがない中、
アリ・パシャはイレシュハージィやハプスブルク側にウィーンにおける状況がどのように
なっているのかを知らせてくれるようにと何度も書簡を書いている。アリ・パシャの提案
で、ハプスブルク側との会談がエステルゴムで行われることになったが、8 月末にエステル
ゴムで待っていたが、ハプスブルク側の者は現れなかった83。この後 1606 年 9 月 4 日にな
ってハプスブルク側との会談が開催された。この会談で両者間の和平交渉会議が 10 月末に
開催されることが決まる。 
                                                   
81 7 月 16 日のアリからイレシュハージィへの書簡の中に、ボチカイ王とハンガリー貴族と
の願いが叶ったという知らせを受け取り、それに従って 32 日間の休戦に同意するという内
容を書いている。〔Bayerle 1991 : 46-47,書簡 No.39〕。 
82 大宰相を解任され東部の軍司令官に任命された直後死す〔Kramers 1993 : 640-641〕。  
83 この時ハプスブルク側の代表者アドルフ・アルタンはウィーンでイレシュハージィなど
と会談していた〔Nehring 1986 : 8-9〕。 
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 エステルゴムとコマロムの中間地点であるドナウ河の支流であるジトヴァ川の河口（ト
ロク）で会議は行われた。この平和交渉会議はボチカイ君公の仲介で行われた。8 月にスル
タン・アフメト１世がこの役割をボチカイ君公に振り当ててこれをマチアスも了解した84。
参加者はアドルフ・アルタンを団長としツェザレ・ガロを通訳とするハプスブルク側の代
表者とオスマン側からはアリ・パシャとハビル・エフェンディ85そしてイレシュハージィを
団長とするボチカイ君公の代理人たちであり、さらにハンガリー貴族と諸県の代表者であ
った。会議の模様をトランシルヴァニア側の随行員の一人であったリマイ・ヤーノシュの
交渉日誌から知ることができるその日誌によれば会議の概略は以下のようである 
[Bayerle 1980 11-17]。 
10 月 24 日：アリ・パシャは５日前、ドイツ人は３日前に到着。これまで両者側に会談
することを説くも叶わない。トルコ側はパシャの安全が保障されるのであれば、ドイツ
側の陣に行くことを同意する。 
10 月 29 日：パシャがドイツ陣を訪問する。先の交渉で合意を見たことを確認する。ド
イツ皇帝からの贈り物に関して、トルコ側は 20 万フォリントを要求し、これについて
３年間は討議せずその後両者において討議することを主張した。ドイツ側はこれを拒否
し両者間の互恵の贈り物を主張した。パシャが戦前の贈り物に言及した時、ドイツ側は
それを廃止するために 14 年間も戦ってきたのだと発言した。会談は決裂した。相互に
流血の戦いになると非難しあった。両者に会談の席に着くように手紙を書く。ドイツ側
が非妥協的な態度をとる理由は、ドイツ人がトルコ国内の諸問題を聞き及んでおり、さ
らに法王の支援が約束されたからであろう。 
10 月 30 日：両者の使節と会談する。トルコ側はトルコ皇帝も互恵的に贈り物をするこ
とに同意する。ドイツ側は贈り物についてはこれを限りとし、条約期間については７年
間より長期を主張する。 
10 月 31 日：ハンガリー貴族がカニジャの返還を要求する。アリは交渉事項にあらずと
拒否する。 
11 月１日：ハンガリー人は、再度カニジャの返還を要求する。アリはカニジャの一握
りの土を返還するぐらいなら後 10 年間戦うほうが益しであると応える。 
11 月２日：アリが、ヴァーツ、セーチェニィ、ノーグラードなどは過去においてスル
タンに帰属していたのだからという理由で返還を要求する。一方ドイツ人はブダ、エス
テルゴム、エゲル、カニジャは全て皇帝に属していたのだからと返還を主張する。 
11 月４日：アリにトルコ側の城塞返還要求は不適当であることを伝える。アリはトラ
ンシルヴァニア奪還に際してトルコ人がいかにボチカイを支援したかをくどくどと述
べる。両者が領土返還要求を取り下げなければ交渉は膠着状態に陥るであろう。 
                                                   
84 この時スルタンはハプスブルク家の情報を知らせるようにとも依頼した〔Nehring  
1986 : 8〕。 
85 ブダの主席裁判官でアリ・パシャの実父。 
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11 月９日：ドイツ側はカニジャの返還がなされなければ更なる交渉を拒否する。カニ
ジャにはアリの首がかかっているのであろう。 
11 月 10 日：ドイツ側とトルコ側双方に妥協を促す。この会談の後で流血と破壊が続く
ようなことになったら、誰が責任を取るというのか。どうにか会談を続け普遍的合意に
達する。和平の期間は 20 年間であり、ドイツ皇帝は贈り物として 20 万フォリントを届
けるとし、カニジャはトルコ側に属することに同意した。今日、全てのことが完了する。
文書に署名がなされるであろう。今日は金曜日である。ペシュトの草原でボチカイに王
冠が授けられた丁度一年である。ジトヴァトロクにて記す。 
 かくして、ジトヴァトロク条約が締結された。しかし、内容の異なる二つの条約文書に、
双方がそれぞれ署名し印璽を押した。リマイ・ヤーノシュの交渉日誌は 11 月 10 日で終わ
っている。オスマン側とハプスブルク側それぞれの条約文書に記されている締結日は 11 月
11 日である。この間に何が起こったのかは知られていない。しかし、結果として、内容の
異なる条約文書が存在することになった。両者は妥協し和平条約を結んだが、その条約文
書の内容はそれぞれ異なっていた。和平交渉仲介をしたハンガリー貴族イレシュハージィ
の何らかの働きがあったのではないだろうか。理由としては、長期戦争の戦場はハンガリ
ーであったこと、ウィーン条約によりハプスブルク家から旧来の貴族特権を回復していた
ことによりハンガリー貴族もこの戦争の早い終結を強く望んでいたことがあげられる。 
二つのジトヴァトロク条約文書に共通の内容は、互いを王でなく皇帝と呼ぶこと（6 条）、
和平を護ること（4 条）、ウィーン条約でボチカイに与えられたものはずっと彼のものであ
ること（6 条）、ハプスブルク皇帝は 20 万フォリントをイスタンブルに届けること（11 条）、
条約有効期間は 20 年間であること（12 条）等である。二つの条約文書の相違で後に特に問
題となったのは第 11 条である。ハプスブルク版条約文書には「スルタンに 20 万フォリン
トに値するものを数回ではなく一度限り届けること」とあるのに対し、オスマン版には「20
万フォリント全額届けること」とある。 
注目すべきは、オスマン版にはなくハプスブルク版にある条項内容である。それは占領
地に関する第 15 条である。それには、「トルコ人は税の徴収のために訪れないこと。但し、
トルコ人の城塞の近くはこの限りではないこと。村の長老が代わって徴収すること。長老
が徴収のために行くことが出来ない場合は、トルコ人は司令官もしくは土地所有者にその
旨を書面で通知し、徴収してもらうこと」とある〔Bayerle 1980 : 17-28〕。リマイの日誌に
はこれについて話し合ったという記述はない。条約締結の翌年 1 月 1 日、アリ・パシャは、
次のような書簡をバッチャーニィ・フェレンツへ書いている [Bayerle 1991 : 78-79,書簡
No.61]。 
 貴殿は、占領地の問題が解決するまで私に占領地へ人を派遣しないように、書いてい
ましたが、私は何時までこのようにしているのでしょう。そしてその時が来たら如何
なる方法で派遣することができるのでしょう。私側の者は常にここに待機して、そし
て貴殿がこちらの人間が出掛けて行くことができる日時を書き知らせてくれることを、
55 
 
私たちはただ待っていますと、私は貴殿に書きます。その知らせが届いたなら直ぐに
私は私側の人間を派遣します。 
これは、ハプスブルク版のこの条項をオスマン側は知らなかったことを示していると思
われる。 
 
６．終わりに 
 
 長期戦争のなかでオスマン帝国はエゲルとカニジャをその領土に付け加え、長期戦争以
前の領土をほぼ回復した。ジトヴァトロク条約の根底にあるものは、両帝国間の現状維持
であった。ハンガリー貴族はウィーン条約とこの条約により貴族の特権と地位を回復した。
ハンガリーの地で両帝国はこれ以後約 50 年間戦争を行わなかった。この条約を両帝国が批
准したのは、締結から 6 年後の 1612 年になってからである。この条約は５回更新され86、
最終的に当初のハプスブルク版条約文書の内容に沿ったものになっていく。 
 ジトヴァトロク会議に参加したハプスブルク側の代表者ヨアンネス・モラルトの 1606 年
11 月 11 日のイレシュハージィ宛の書簡に、「我々は貴殿が条項に関して書き示したことを
理解しました。貴殿が言い表そうとしたことは紙に書きしたためることは困難な性質であ
るように思われますので、そのことに関しては我々だけで話し合うほうが適当と思われま
す〔Bayerle 1980 : 9-10〕とあり、アリ・パシャは同年 12 月 14 日のツェザレル・ガロ宛
の手紙に、「この条約はいまだ完全ではありません、それ故、貴殿側がイレシュハージィ殿
と取り決めたことを、すぐ私たちにお知らせくださるよう貴殿にお願いします。そして貴
殿側が神の助けによりこの事柄を 1 日も早く解決し、実施するために全力を尽くすようお
願いいたします〔Bayerle 1991 : 77-78,書簡 No.60〕」と、書いてある。このことが二つの
条約文書の存在の背後を推察する手がかりとなるのではないであろうか。イレシュハージ
ィはオスマン帝国の国内事情を熟知しており、極めて賢明な人物であった。彼は 1612 年に
ハンガリー議会によりハンガリーの副王に選出された。非カトリックの副王は彼が初めて
であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
86 1615 年、1618 年、1625 年、1627 年、1642 年。 
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Ⅳ オスマン帝国の捕虜ハンガリー貴族ワタイ・フェレンツの覚え書きと彼の解放に関す
る 2 通の手紙 
 
 
初めに 
 
 ワタイ・フェレンツ87は主戦場をハンガリーとしたオスマン帝国とハプスブルク帝国の長
期戦争88期の1602年のオスマン帝国によるセーケシュフェヘールヴァール89城塞攻撃の際、
その城塞の副司令官として任務遂行中に捕虜とされ、1603 年にイスタンブルの悪名高い塔
イェディクレ (7 つの塔) に幽閉され、1606 年に解放された。彼は幽閉中の 1605 年自ら
の体験を覚え書きに著した。彼への身代金が高すぎたため彼の家族は彼を救いだすことが
出来ず、彼はイェディクレへ送られたが、ブダに連行された後 1606 年、ベオグラードで解
放されたという [Tardy 1997 : 415]。新婚間もなく一人残された彼の妻ヴァーギィ・ジュ
ジャンナが彼の元上司ナーダスディ・フェレンツの未亡人バートリ・エルジェベートへ夫
の解放を助けてくれるように願いでる。それに応えて 1605 年 3 月 9 日にエリジェベートは
ハンガリー貴族バッチャーニィ・フェレンツに宛ててワタイ・フェレンツ解放への尽力を
依頼する手紙を書いている。また、1606 年 3 月 7 日にオスマン帝国ブダ州の行政長官アリ・
パシャ90の首席補佐官アフメド・ケトフダがバッチャーニィ・フェレンツに宛ててワタイ・
フェレンツとハプスブルク側に捕らわれているトルコ人の捕虜交換を提案する手紙を書い
ている。 
 オスマン帝国スルタン・スレイマン 1 世 (在位 1520-1566) は、1541 年にハンガリー
大遠征を行いハンガリー中央部にオスマン帝国の直轄州ブダ州を設置した。これ以後約 150
年間、ハンガリーは三分割されることになる。ハンガリー北西部はハプスブルク領ハンガ
リー (ハンガリー王国) となりハンガリー東部を含むトランシルヴァニアはオスマン帝
国の封国トランシルヴァニア公国となる。スレイマン 1 世は最後のハンガリー遠征途上没
した。1568 年の和平条約エディルネ条約第 13 条に「和平条約締結後、身代金の交渉もな
                                                   
87 ハンガリー人の名前は姓・名の順である。1568 年 9 月 24 日にハンガリー中流貴族の家
に生まれ、1584 年には早くもオスマン軍と戦い、長期戦争中に幾度も武勇の名をあげてい
る。1601 年のハプスブルク軍のセーケシュフェヘールヴァール城塞奪還戦に参戦した。詩
歌も著している [Tardy 1977 : 415]。 
88 オスマン帝国はハプスブルク帝国と 1568 年にエディルネ和平条約を締結したが、1591
年にボスニアの州知事がハプスブルク領内へ侵入するという事件を契機として、ハプスブ
ルクに対し 1593 年 7 月 3 日に宣戦布告した。1606 年 11 月 11 日にジトヴァトロク和平条
約が締結された。15 年戦争とも云う [Finkel 1988 : 7-20]。 
89 ブダの南西に位置する城塞で攻撃が困難な城塞。1543 年にオスマン帝国により占領され、
1601 年にハプスブルク側に奪還された [Várdy 1997：656-57]。 
90 カディザーデ・アリ・パシャ。ブダの首席裁判官の息子。1602 年から 1616 年までに 3
度ブダの行政長官となる。ジトヴァトロク和平条約締結に尽力した。 
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く捕虜となっている者、身代金を支払うことが出来ずに捕虜となっている者すべてを解放
し、その属する所に還すこと。いかなる理由であっても捕虜を更に拘束したり市場に出し
たり殺したりすることは許されないこと」と定めている。和平条約締結後もオスマン帝国
のハンガリー辺境の地は紛争や小競り合いが絶えなかった。身代金目当ての捕虜の捕獲が
辺境のハンガリーにおいて頻発した。戦時・平和時であれ捕虜となった者が奴隷市場に行
くか身代金を支払う捕虜になるかは捕虜自身の出自や官位次第であった。この身代金は現
金および高価な品物で賄われ、長期戦争の混乱期には両者側にとって利益の上がるビジネ
スになっていた [Pálffy 2007 : 36-45]。 
 ハンガリーのオスマン史家フォドル・パールは、オスマン帝国の奴隷に関する研究分野
にまだ注目されねばならに分野があり、それは戦時捕虜であり身代金奴隷に関する分野で
あると言及している [Fodor 2007 :ⅹⅷ]。上記のワタイ・フェレンツの覚え書きと 2 通の
手紙をそれぞれハンガリー語から翻訳し紹介することは僅かながらもそれに寄与すること
になると考える。 
  
１ ワタイ・フェレンツの覚書91  
 
テキストは、Wathay Ferenc Önéletírásából , in Tardy Lajos ed., 1977 : Rabok, Követek, 
Kalmárok, az Oszmán Birodalomról, Budapest, pp.416-430、による92。 
 
 1602 年 7 月 11 日に私は可哀相にも我妻を一人残して別れを告げねばならなかった。しか
しその時はまだ聖ヤコブの日 (7 月 25 日) までには愛しい妻の元へ戻ることが出来るとい
う望みがあった。あれから 31 ヶ月も過ぎてしまった。きっと妻は私の帰りをずっと待って
いることだろう。私たちの結婚生活はわずか 5 ヶ月にしかすぎず、しかもその間のほとん
どを私の任務や移動のために離れ離れで、実際に共に暮らしたのはたった 65 日にしか過ぎ
ないのだ。 
 慈悲深い神は愛し合う二人にこのように早い別れと悲しみをお与えになった。主よ、主
よ、主は本当にこの地上から不幸を無くそうとなされておいでなのですか。この私を少し
も哀れみくださらないのですか。どうぞこの私をこのような不幸の身からお救いください。
我が主なる神には、私が主に帰依し永久に神の僕であることがお分かりのはずです。どう
ぞ私に慈悲をお示しくだされて、我が愛しの妻に再び合わせくださいますように。アーメ
ン。 
 私がセーケシュフェヘールヴァール93に赴いたのは、司令官の命令によってだ、それは私
                                                   
91 覚え書きの末尾に、ワタイ・フェレンツの雑記と題し、「スルタンに奉仕し俸給を得る者
の名称とその人数」と「コンスタンチノープルからベオグラードまでの行程と宿泊地名」
がある [Tardy 1977 : 424-427]が、省略する。 
92 テキストの Tardy Lajos による注は【原注】とする。 
93 ハンガリー西部のトランスダニュウブの中央部に位置する。1543 年にオスマン帝国に占
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が勇んで敵と戦かおうという戦闘心に水を差した。城塞建設のために働く貧しい人々を指
揮するためにそこへ派遣された。なぜなら司令官はセーケシュフェヘールヴァール城塞の
補強を急いでいたからです。そこへ私は 100 頭の馬と 100 人のドイツ人の歩兵と 50 人のハ
イドゥー94を引き連れて赴いた。レシェンツェとケストヘイ95では難渋し、道中では多くの
貧しく困窮している人々の嘆きを聞きつつ 150 人を引率していった。御した馬車の具合は
良かった。私が 150 人の者とセーケシュフェヘールヴァールに到着するやいなやハサン・
パシャ96がセーケシュフェヘールヴァール奪還にやって来るという知らせがとどいた。こん
な事態に手を拱いてハサンを待っている訳にはいかなかった。この突然の知らせで誰もが
ここから去ることが出来なくなってしまった。今取り急ぎこれを書いている。パシャはす
でにこの近くまで来ている。今日は 8 月 10 日。司令官に至急お願いします。兵隊たちに援
軍を馬と家畜と一緒に派遣してください。 
 その日の次の日、今日は聖女カラーラの日 (8 月 12 日) です。ハサン・パシャがついに
やって来て城塞を占領しようとしている。城塞内には 1000 人の自由ハイドゥーが駐留して
いた。彼らはコロニッツ97とロズブルム98によってこれ以前に強制的にここに連れられてき
たのであろう。これに関して詳しく知りたいのであれば前に書いた『フェヘールヴァール
の歌』を読めば良く分かる。城塞攻撃が開始されてから 7 日目になると、ハイドゥーの中
に逃亡するものが多く出てきた。彼らのある者は川の中州に繁茂している鬱蒼とした茂み
に隠れ、またある者は教会の敷地内に逃げ込んだ。城塞に残っているハイドゥーはわずか 9
人になってしまった。その 9 人の中にハイドゥーの隊長がいた。それは若いヴァイダ99であ
って私たちと残留していた。初めて彼がハイドゥーの隊長であることを知ったその夜に彼
                                                                                                                                                     
領される [Várdy 1997 : 656-657]。 
94 オスマン帝国による荒廃と領主の圧迫から逃れてきた流浪の農民集団であり、雇われて
軍事奉仕や食べるために略奪を行っていた [パムレーニ : 1980 : 187]。 
95 バラトン湖北西近くに位置する。 
96 【原注】イェミチ・ハサン・パシャ。アルバニア出身。サライ (宮殿) で訓練され、1595-96
年にイェニチェリ・アガ（オスマン帝国の常備歩兵とその軍団の司令官）で、1601 年 7 月
10 日に大宰相となる。1601-02 年のハンガリー遠征を指揮する。1603 年にアナトリアのシ
パーヒーの反乱鎮圧のためコンスタンチノープルへ帰還し、鎮圧成功後政敵の謀いでその
任を解かれ、1603 年 10 月 4 日に処刑された。 
97 【原注】南スラブ出身のコロニッツ家の者の多くはこの当時のハンガリー国において軍
事的に重要な役割を担っていた。1601 年のセーケシュフェヘールヴァール奪還を指揮した
のはコロニッツ・フェルディナンドであり、このとき城塞内の指揮をしていたのはコロニ
ッツ・ジグクリフトである。 
98 【原注】ロズブルム・ヘルマン。1590 年代にオスマン帝国への憎悪を露わにするハプス
ブルク皇帝軍の軍司令官の一人であった。 
99 ヴォイヴォド。軍事司令官の意。スラブ起源。トランシルヴァニア、モルダヴィアそし
てワラキアにおいてルーマニア人が一般的に使用した語 [László 1992 : 3]。【原注】フェ
ルドヴァーリ・ヴィンツ。ヴォイヴォドたちは当初 100 人単位でハイドゥーを指揮してい
た。200 人以上のハイドゥーが駐留する城塞において、ヴォイヴォドの長であり総軍司令官
であった。 
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は一人中州へと逃亡した。後の者は城塞内に閉じ込められてしまった。このことはトルコ
が城塞包囲攻撃を開始後 28 日目に起こった。ドイツ人はこのトルコの激しい包囲攻撃の最
中に戦闘要員が尽きてしまったことを認めざるをえなかった。ここに城塞を持ちこたえる
ことは決して出来ないことが明らかになった。ついにドイツ人は城塞を開城した。私は本
当のことを書いています。ドイツ人はこの時ハンガリー人にも他の誰にも何も相談せずに
城塞を明け渡したのです。城塞内にはなお私を含めてハンガリー人やハイドゥーの兵士合
わせて 138 人がなお残っていたにもかかわらず、私たちに一言も云わずに事を行ったので
す100。 
 「聖ヤーノシュの首切りの日」の 8 月 29 日の朝が来た。この朝、捕虜となった者がぞろ
ぞろとあちらこちらから集まってきた。そして、イェニチェリの軍が、開城合意がなった
ことによりおもむろに城塞内に入ってきた。この時は、私たちが城塞から逃れ出ることが
出来るとは思ってもみなかった。イェニチェリは城塞に入るとすぐに慰安婦を追い駆けま
わし始めたので、私は馬に乗り城門のほうへと向かおうとした丁度その時、ドイツ人が恐
怖の大声を上げた。イェニチェリの行動がその理由であった。イェニチェリが私の後方に
いるドイツ人を殺し始めていたのだ。それで我勝ちにと一斉に皆は城門目指して走り出し
た。城門は込み合い身動きの取れない状態となった。私も馬上で身動きが取れなかった。
私はその場で馬の足を高く何度も何度も蹴り上げたが、馬上にいることが出来なくなり馬
から降りて歩き出した。私は美味しいワインいりの錫製の瓶を小袋に入れ馬の後ろにぶら
下げておいた。私はとっさに思いついて、大声を上げその瓶を高く掲げてからそれをイェ
ニチェリ目掛けて投げ上げた。しかしその瓶では一人のパシャも私を助けてくれる役には
立たなかった。私はたちまち数百本の剣で取り囲まれてしまった。イェニチェリたちは剣
で私を突付き始めた。私もすぐに自分も剣を持っていることに気づき剣で防戦した。神が
私の死をお望みでなかったお陰で、私はやっとのことでイェニチェリたちの手から逃れる
ことができた。 
 私は 3 箇所も傷を負うことになってしまった。この時は両腕の肘の付け根に傷を負い、
以前にも左肩に傷を負っていた。私は人気のない人家の壁をよじ登った。この家は商家の
ようであった。この家の屋根に座り込み着ていたものを脱ぎ剣も脇に置いた。そして心か
ら偉大な神に祈りを捧げた。もう私には命を永らえる望みが僅かも残っていなかった。 
 イェニチェリの一団がついに私を探し出してしまった。彼らは恐ろしいことに簡単に人
を切り殺すのだ。私は二人のイェニチェリに取り押さえられてしまった。ついに私が死ぬ
時がやってきたのだと覚悟を決めた。しかしイェニチェリたちは私の着ているものを全て
剥ぎ取り僅かに持っていた 12 フォリントを取り上げると、急ごしらえの汚いテントへと私
を連行した。そこでと床屋が私の肩の傷を縫ってくれた。12 針も縫った。 
 翌日、パシャはこの陣内に捕らえおいた捕虜すべてを調べ始めた。私はイェニチェエリ・
アガのテントに連れて行かれた。そのテントには既に私たちの総司令官やドイツ人の司令
                                                   
100 ハンガリー貴族のハプスブルク帝国への不信が見て取れる。 
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官の多くがいた。その場でトルコ人は総司令官と私を選び出してデフテルダールつまり財
務官のところへ連れて行った。そのデフテルダル・パシャは私たちをブダ101経由でヴァー
ツ102へと移送すると私たちが期待を持つようなことを語った。 
 そして私たちはある夜そこから連れ出され馬車に載せられてブダを目指して出立した。9
月 1 日にブダに到着した。到着したその夕方に城塞内にある有様の良さそうな一軒の仕立
屋が宿舎としてあてがわれた。そこはまるで古代の王たちの堅牢ような古い蔵のようであ
った。そこには僅かしか滞在せず 12 日目にはその店から連れ出された。そこにはその時私
たちの仲間が 20 人いたが、全ての者がその足に鉄の足かせが嵌められていた。私はまだ傷
が癒えていないのに一番大きな足枷が嵌められてしまった。この時、私たち皆は足枷を嵌
められたまま別の場所の壊れかけた塔へ閉じ込められてしまった。しかしそこにも長くい
ず、ある夜遅く塔から連れ出された。この時は私を含めて 24 人であった。私たちは船に乗
せられドナウ河を下り一路ベオグラード103ヘと運ばれていたのだ。このことに気がついた
のはベオグラードヘ着いたときであった。そこはヴァーツではなかったことにやっと気が
ついた。パシャが嘘をついていたのだ。私も他のドイツ人もお人よしであった。 
 「聖ミハイルの日 (9 月 29 日) 」に私たちは城塞の地下牢に入れられた。食べ物や飲み
物は十分に与えられた。10 月 14 日に陣営からパシャ104がやって来た。パシャは総司令官と
私を含めて 10 人を選び出しコンスタンチノープルへと連れて行くことにした。それで私た
ちは運河沿いにあるキャラバンサライ105の牢へ入れられた。その牢にはパシャの捕虜が多
く収容されていた。 
 その牢に入れられていた時に逃げることが出来るかもしれないと微かな望みを持ったこ
とがある。どのようなことかと言えば、両方に足枷が嵌められていたのだが、私はどうに
かして片方の足枷を切り離した。しかも、もう片方の足枷が緩々の状態で簡単に足を引き
抜くことが出来そうだった。しかし、信仰心のないアンソニィという名のドイツ人の裏切
り者が牢番のワリアン・バッシュにそれを告げ口した。しかしその牢番は切り離した足枷
を見ても私を鞭で打ったりはしなかった。神の御心が、牢番の犬のような心に私への哀れ
みの気持ちを抱かせたからであろう。しかも牢番は別の足枷を嵌めることはせずそのまま
                                                   
101 現在のブダペストのドナウ川の左岸に位置した。1541 年にオスマン帝国直轄州・ブダ
州の州都となる。1872 年にブダ、ペストとオーブダが合併しブダペストとなる [Várdy 
1997 : 172-173]。 
102 ブダの北東に位置する。1545 年オスマン帝国に占領される。1595 年にハンガリー軍に
奪還され、1620 年再度オスマン帝国の支配下に入る [Hegyi 2000 : 163-172]。 
103 1427 年からハンガリー支配下に入る。1440 年と 1456 年にオスマン軍により攻撃され
るも撃退する。「キリスト教圏の外壁」と呼ばれた。1521 年にオスマン帝国に占領される。
ブダ州設置後も軍事的に重要な位置を占めた [Djurjew  1960: 1163-65]。 
104 イェミチ・ハサン・パシャ。 
105 【原注】キャラバンサライはほぼ正方形の形をしている。周囲が庭で囲まれていて、各々
にバルコニーがある小部屋が幾つもある。洗濯をすることに最大の関心をもって建てられ
ている。そのため川の傍でない場合は泉の近くに建てられている。 
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にしていてくれた。私は牢番に詫びとして金貨 4 枚を差し出した。 
 時がどんどんと過ぎていくなかで私は家に一人残してきた可哀想な妻を思い出して辛く
なった。自由の身であった時を思い、耐え切れなくなった時は神に祈った。このような環
境で私は一人のハンガリーの若者と親しくなった。その若者はトルコ人によりイスラム教
に改宗させられていた。彼は私にゆったりとしたトルコの上着つまりイェニチェリの上着
と高帽子そしてだぶだぶのズボンと靴底の平たいブーツを持ってきてくれた。この時私は
またこのトルコの服を着て逃げ出すことが出来るかもしれないと考えた。牢番たちは牢を
仕切っている格子の前で見張っているが、しばしば私たち入れられているところ前で催す
酒飲み会にやって来る。私はそのときが逃げる機会だと考えた。 
 私はまた逃げ出すために鉄の足枷を肉きりナイフでどうにかこうに切り離して、自分の
幸運を試そうと準備してその時が来るのを待っていた。その好機は上天気の日にやって来
た。その朝、何らかの用事のある捕虜は全て牢から連れ出されていた。牢番たちはそんな
日はいつも明るい日差しの中で虱取りをするのが常だった。その日も虱取りをしていた。
しかもワインで顔を赤くしていた。これを見た私はすぐさまトルコ服に急ぎ着替えて足枷
を外した。哀れな私の捕虜仲間が私の周りを覆い隠してくれた。1603 年 5 月 4 日のことで
あった。私は牢を脱け出した。牢の格子もどうにか通り抜けることが出来たのだ。いつも
だとそこには牢番やそれにお追従する捕虜がいるのだが、その時は幸運にも誰もいなかっ
た。 
 いと慈悲深き神は堅固に建てられているキャラバンサライの門へとお導き下った。門の
両側には多くの店があり、店先にはいつもトルコ人の店主が座っていることが分かってい
たので、私は門のほうには向かわず、サヴァ河の水を運ぶ人が通る門のほうへと向かって
行った。この時も我が主なる神が私をお導きくださった。それを説明すると、私は、本当
はドナウ河沿いに下って行ってその周辺にある城塞にしばらくの間隠れていようと思って
いたのだが、神がもっと下流のほうへと私をお導きくださったのだ。ベオグラードからさ
らに離れた葡萄の木ぐらいしか生育しない高さの山に登った。すると、遠くの山の谷間か
らセルビア人が歌を唄いながらやってくるのが見えた。その日はセルビア人の暦で旧暦の
復活祭の月曜日だった。私はすぐに身を隠すことが出来た。またも神が私をお救いくださ
れた。 
 私はその日の午後に高い山に登った。そこはベオグラードからおよそ 1 マイルぐらい離
れた所であったろう。ハンガリーの地形を知るためとドナウ河のどのあたりだったら渡る
ことが出来るかを知ろうとしたのだ。夕闇が迫り暗くなる頃には私の持っていた布製の鞄
は葡萄の蔓で一杯になっていた。私は大草原を目指そうと思っていたので、そこでの喉の
渇きを癒すためには葡萄の蔓がきっと役に立つだろうと考えた。パンの塊 3 個も持ってい
た。小さな手斧も持っていたのでそれで木を切りオールをつくった。そして夜が更けてか
ら船を捜しにドナウ河へ下っていった。ベオグラードへ通じる村の近くのドナウ河岸で運
良く一艘の船を見つけ出すことができた。難渋してやっと船を繋いでいる鎖を切り離すこ
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とが出来た。その時近くにセルビア人が寝ていたのだが、運良く気づかれずに船をドナウ
河へと漕ぎ出すことが出来た。神のご加護に支えられて、私はそこが昼間に考えていたま
さにその場所だとすぐに気がついた。そこはテメシュ河とドナウ河の合流点であった。 
 私はその夜のうちにトルコ人の城塞近くにあるパンチョヴァ村106に着いた。そこから大
草原の中にあるルゴシュとカラーンシェベシュ107方面へと進んでいった。3 日間大草原の中
を彷徨歩いた。喉が渇いて死にそうであった。葡萄の蔓は少しも役に立たなかった。大き
な木で出来た広い柵に囲まれた建物のところに辿り着いた。人の気配はしなかった。大き
な修道院の形をした教会だった。昔はこの教会にはおそらく二つの塔が建っていたとおも
われるが、今は朽ち果てて一つが残っているだけだった。教会はなだらかな丘の上に建っ
ていた。その夜はそこで夜を過ごした。教会の墓地に生えているサンザシの茂みに身を横
たえた。夜中に冷たい雨と強風が吹き寒さで凍え死にそうであった。私はイェニチェリの
上着をドナウ河の向こう岸に置き忘れてしまっていた。防寒にならないような上着しか着
ていなかったのだ。 
 翌日、目を覚ますと上々の天気だった。草原には何も見えず城塞などは影も形もなく、
人が通るような道も見当たらなかった。私は日の沈む方角へ歩き出した。信仰心がなく悪
漢の捕虜仲間が、ベオグラードからルゴシュとカラーンシェベシュ間には森など何一つ無
いと言っていたことを思い出したが、彼は嘘をついていたのだと思った。私は森の中奥深
く入って行けば、何処かの砦に辿り着けるだろうと考えた。私は人の歩いた跡を探しなが
ら歩き続けた。疲労困憊の極みに達した 5 日目の夜、私はとある場所に辿り着いた。そこ
には塔がひとつ立っていた。翌日、畑で働いているような人声が聞こえてきた。ゆっくり
とその声のほうへ歩いて行った。その話している声を聞いて、てっきりハンガリー人が話
しているのだと思い違いをしてしまった。その声の主は家畜に声をかけていたことが後に
なって分かった。 
 私はその人々のほうへ近づいて行った。この時、私はそこがカラーンシェベシュに違い
ないと考えていた。しかし、チャーク108という砦であった。トランシルヴァニアの名家チ
ャーク家はここ出身である。そこにいたのはチャーク家のヴォイヴォド109に仕えているセ
ルビア人であった。しかもその働いているセルビア人の傍らにはスバシ110がいた。私はそ
れにすぐに気がついたが後の祭りで、草原へと引き返す前にスバシは私を見つけてしまっ
た。スバシはセルビア人に私を捕まえるように命じた。私は捕らえられてしまった。 
 私は砦へと連行され、ヴァイダに引き渡された。そのデルヴィーシュ111のヴァイダは 6
                                                   
106 1552 年にオスマン領となる。 
107 1552 年にオスマン領となるが、この時はトランシルヴァニア公国に属する [Hegyi 
2000 :164]。 
108【原注】チャクヴァール。テメシュ地方の村。城塞の塔が現存する。 
109【原注】オスマン帝国の行政単位サンジャクにおいても特別な働きをした。 
110【原注】サンジャク・ベイの副官により任命され、サンジャク内の秩序に責任を持つ。 
111 広義にはスーフィー教団の成員一般。狭義には住所不定の乞食僧 [濱田 2002 : 659]。  
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日目に私をテメシュヴァール112へと連行した。その時、ヴァイダは私に、テメシュヴァー
ルにいる捕虜の中から私が私の身元を引き受けてくれる捕虜を探し出すことが出来そして
私が私の身代金を支払うことが出来るのであれば113、私をリッパ114へと釈放すると語った。
しかし、これは嘘であることが分かった。私はテメシュヴァールに到着するとあるホージ
ャ115に引き渡された。なぜならこの時テメシュヴァールのパシャが不在であったためであ
る。パシャはセーケイ人のモーゼシュ116と一緒にトランシルヴァニアに滞在しているので、
許可なくなく釈放する訳にはいかないというのである。そのホージャはフェルハドという
名であった。そのホージャが私に鉄の足かせを嵌めて牛小屋へ閉じ込めた。手枷も嵌めら
れた。牛小屋の中で手枷足枷をつけたまま私は横になっていた。このような状態のまま過
ごし 10 日目にやっとのことで手枷から片方の手を抜くことが出来た。その夜半に私は手斧
をベルトに差し込んで牛小屋の戸を静かに開けた。すると、戸の前にユスフという名のグ
ヌルル117が寝ているのではないか。ユスフはホージャの部下でその夜は月明かりのする明
るい夜であったので、注意深く見張りをするためにとの前に陣取っていたのだ。ユスフは、
ベランダの自分の近くにある寝椅子にホージャが寝ていたので、彼を起こさないように気
遣いながらゆっくりと起き上がった。そして私の後ろから声を掛けた。「哀れなアンドラー
シュよ！（私はここでアンドラーシュと名乗っていた118）無駄骨だったな。自由の身にな
るのはまだ早い。自分の寝場所に戻って寝ることだな」。私は仕方なくこの言葉に従った。
少し前に開けた戸をくぐり牛小屋に戻った。ユスフはこの夜一睡もせず私を見張っていた。 
 翌日、ホージャは狡猾な男ではあったが、私のしたことを寛大にも許してくれた。しか
し、見張りは厳しくなった。1 ヶ月も過ぎる頃、私はまた逃亡の機会を窺うようになった。
片方の手は手枷から抜くことが出来ることが分かっていたので、南京錠で寝台に固定され
ていた足と首をそこから外しそこに鎖を巻きつけてそれを隠しておいた。兎も角準備はし
ておいた。今度は牛小屋の壁に穴を開けそこから逃げ出そうとしたその時、マルコチ・ア
ガが蝋燭を掲げて牛小屋に入ってきてしまった。ホージャにより与えられた権限によりマ
ルコチは玉蜀黍の茎で作った鞭でワタイ・フェレンツではなくナジィ・アンドラーシュを
                                                   
112 オスマン帝国とハプスブルク帝国との境界近くにあり、戦略上重要な地位を占めていた。
1552 年にオスマン帝国直轄州テメシュヴァール州が設置される [Dávid 2000 : 417]。 
113 捕虜が自分の身代金調達のため一時的にその属する地に戻ることが両帝国間で認めら
れた慣習であった。身代金調達に出かけた捕虜が戻ることを他の捕虜が保証人となって責
任を負う [Sugar 1971 : 82-91]。捕虜解放保証人の最初の史的文書は、1492 年のハンガリ
ー南防衛線上にある 3 つの城塞に捕らわれていた 21 人のトルコ人に関するものである
[Nógrád 2007 : 27-34]。 
114 1552 年からテメシュヴァール州のサンジャクとなり、1595 年から 1616 年の間トラン
シルヴァニア公国領となる [Hegyi 2000 : 164-165]。 
115 オスマン帝国においては先生を意味する敬称 [濱田 2002 : 890-891]。 
116 【原注】セーケイ人の貴族でトランシルヴァニア公国の軍司令官。ハプスブルク帝国軍
をトランシルヴァニアから追い出すために出かけた。 
117 【原注】志願兵。イェニチェリに所属する。平時には城塞近くで生活する。 
118 副司令官ではなく一兵卒と名乗ったのであろう。身代金が高くならないために。 
64 
 
何度も何度も打ち据えた。私の体の至るところからどろどろと止めどもなく血が流れ出た。
私は気を失ってしまった。私は尻といわず頭も目や指さえも体中打たれてしまい、こんな
体で生きているのは、私がかすかに手に握っている生きることを願う支え棒のお陰なのか
もしれなかった。マルコチは私の意識が戻るとまた私を激しく打ち据えた。長い時間がそ
のようなことで過ぎていった。私は苦痛のために死んだりはしなかった。そして夜がふけ
っていった。 
 このような状態の時、ベオグラード出身の一人のトルコ人が私に次のことを教えてくれ
た。彼の話によると、私はパシャの捕虜であるのでホージャは私を故郷に戻さないであろ
うということであった。これは本当のことであった。ホージャは私をテメシュヴァールの
牢へと送り込んでしまった。その牢にただ一人バーンヘジェシュ・ヤーノシュとう名の兵
士がいた。彼と意気投合し、彼と一緒に牢のベランダに接する壁にほじり穴を開けた。こ
の牢から誰一人の捕虜も逃亡に成功しなかったといわれている。逃亡は大仕事であった。7
月 10 日の夜、私たち二人は牢から逃げ出すため壁の穴を潜り抜けた。するとベランダに 2
人が体を寄せ合い寝ているのが二組いるのではないか。そこで私たちは反対側の窓から逃
げることにした。毛布を切り裂きそれを繋ぎ合わせ５ウール119ほどの長さの紐を石の城壁
に垂らしそれに掴り静かに伝い下りた。今度は城壁の外側に廻らせてある防壁をよじ登ら
ねばならなかった。私が防壁の上にたどり着いた丁度その時、見廻りのトルコ人がランプ
をかざしてやって来たのだ。私は万事休すの状態だった。前にも進めず後ろのも戻ること
が出来なかった。私は牢に戻ろうとした。すぐ傍にトルコ人が来ている。私の心は涙であ
ふれ出しそうだった。私は防壁の上に立っているのだ。とっさに私は防壁の上から飛び降
りた。飛び降りた所は首まで丈のある草むらの中であった。そこから足を引きずって逃げ
出した。まだ片方の足に鉄の鎖がついたままの足を引きずらざるを得なかった。私は一直
線に堀を目掛けて逃げた。堀の遠くのほうからセルビア人が私を探し廻って大声を上げて
いるのが聞こえた。私は後ろも振り返らずにただただ逃げた。堀を離れて今度は果樹園か
ら果樹園へと逃げ廻った。よろめいたり躓いては立ち上がったりしながら私はとうとう草
原に辿り着くことが出来た。そこはテメシュ川が湾曲している地点であったので、周囲は
川で囲まれていた。私はそこで追いかけてきたセルビア人に捕まえられてしまった。また
私は万事休すの状態になってしまった。そこで片方の足に鎖が付いていることも省みず、
私は神のご加護のみを頼んで川に飛び込んだ。どうにか泳ぎきることが出来、私は生きな
がらえることが出来た。 
 私は逃げおおせることが出来たが、神は我が友であるヤーノシュが捕らえられることを
お許しになった。私と離れていた時に捕まった。私の逃亡は苦しいものであった。逃亡 3
日目に私はフェムラク120の草原にいた。私はリッパに行きたかった。リッパは雨が多く霧
深い地方に位置しているため、山々の形さえ見渡せないような土地なのだ。私は広々とし
                                                   
119 ハンガリーの長さの単位。１ウールは 183 センチメートル。 
120 【原注】テメシュ地方の村。リッパの近くに位置する。 
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た草原を貫く１本の道から程よく離れたところに身を横たえた。私は疲労困憊していたの
で泥のように眠りこけていた。丁度その時その道をマンクツィ・アガという名のトルコ人
が連れを従えてフェムラクへと歩を進めていた。私はそのことに少しも気が付かなかった。
太陽が丁度真上に昇った正午頃のことであった。本当に間が悪いことが起きた。その時、
私の足を一匹の虫が刺したのだ。私はとっさに草むらに立ち上がってしまった。まさにそ
の時、トルコ人の一行が道をこちらへと近づいていた。私は見つかってしまった。トルコ
人はすぐに私のところへ駆けつけ私を捉えた。私はフェムラクへと連行された。 
 しかし私が実際に連れて行かれた所はすでに知っている場所であった。私はテメシュヴ
ァールへ連れ戻されたのだ。さらにそこからベオグラードへと連れ戻された。そしてまた
あの気の滅入る牢へ入れられてしまった。それは 8 月 4 日のことであった。その牢では神
があのとても残酷で悪賢い老犬のような牢番に慈悲心を起こさせてくださったので私は鞭
で打たれずに済んだのです。しかし、私は片方の足に２本の鉄の鎖を掛けられてしまった。
こんなことは初めてであった。こんな鎖が掛けられてはもう私はどうすることも出来なく
なってしまった。後になってさらに重い鎖を掛けられ、苦しい日々を過ごした。その鎖の
重さはハンガリーの重さで言えば、勇に 30 ポンドも超えるかと思われる代物でそれ以下で
もそれ以上でもなかった。 
 このように苦しい日々の中私は気のついたことがある。神に選ばれし者、神から試練を
与えられた者、それは間違いなくこの私だということである。我が聖霊にして主なる神よ、
我を見捨て給うことなかれ、わが身は悪魔の数多の毒矢に射られて苦しみの中で喘いでい
るのですから。 
 そのような日々の中、ある日、チャヴシュ121がハサン・パシャの手紙を携えてコンスタ
ンチノープルからベオグラードに到着した。その手紙に書かれていたことにより、ベオグ
ラードに捕らえられているハサン・パシャの捕虜全てすなわち高官のものを含め全ては、
1603 年の「聖ミハイルの日」に馬車に乗せられた。6 人が 1 台の馬車に乗せられた。全部
で 60 台の馬車であった。馬車の中で 6 人は全て鎖で数珠繋ぎに繋がれた。手枷も掛けられ
苦痛は想像を絶するものであった。このようにして私たちは苦しい馬車の旅をコンスタン
チノープルへと始めた。私は馬車の中で涙を堪えて後ろを振り返り振り返り、我が祖国と
愛しい可哀想な妻に別れを告げた。ベオグラードを出発して 15 日目にソフィアについた。
私は足が痛くて耐えられなくなり哀願哀訴し、その上 3 タラールと金貨 2 枚を差し出すこ
とで足に掛けられていた鎖を外してもらった。馬車はさらに先へ先へと進み 30 日目にコン
スタンチノープルに到着した。 
 私たちが旅の途上にある時、スルタン122はハサン・パシャを処刑していた。そのため私
たちは直接スルタンの宮廷へ連れて行かれた。そこでは私は捕虜の長のように扱われ、20
人が 1 列となる列の１番前に並ばされた。私の列の捕虜はほとんどがベオグラードから連
                                                   
121 儀式係りや使者など多様な職務を担う軍人階級 [Bayerle 1997 : 29]。 
122 メフメト 3 世 (在位 1594-1603)。 
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れてこられた者であった。10 月最後の日に私は高位の者が幽閉されるあの忌まわしいイェ
ディクレ123に送られた。この塔で私は、仕立屋、床屋、ドイツ人の志願兵そしてハイドゥ
ーと一緒になった。 
 その時から私はずっと今もってこの塔に幽閉されている。私は数えることが出来ないほ
どの悲しみと苦悩の中で、気晴らしのためと記録するためにこれを書いている。神の思し
召しがあり、キリスト教世界でこの覚え書きを発表することが出来ることがあるならば、
これを読む人々はこの書から次のようなことを知ることになるであろう。我が主なる神が
1600 年から私に苦痛と試練をお与えになったということを。愛し合う二人にその愛を確か
めあう暇も与えずに離れ離れにしたということ、私が 2 度捕虜の身にされたことそして 4
度自由の身になったのにも拘らず想像も出来ないほどの不運に見舞われてしまい、ついに
他の人々とここに囚われの身になっているということを。全てをこのように語ることは神
の意に沿うことであろう。 
 私は聖なる神の御心のお陰で耐えることが出来ています。慈悲深き我が主なる神よ、ど
うか我が願いを叶えさせ給え。わが身を自由にさせ給え。我が愛する妻に見えさせ給え。 
 私ことワタイ・フェレンツが自ら 1605 年 2 月にイェディクレにてこれを記す。 
 
２  バートリ・エルジェベート124のバッチャーニィ・フェレンツ125への手紙 (1605 年 3
月 9 日) 
 
テキストは、Magyar Országos Levéltár, Batthyány Család Körmendi Levéltára, in Várkonyi 
Gábor, 1999, Újiabb Források Báthory Erzsébet Életéhez, p.1314, hhp://epa.aszk/hu/ik、による。 
 
 意気消沈しているワタイ・フェレンツ夫人は哀れな夫を捕虜の身分から解放するという
望みを持って捕虜を一人買い取るということまでしました。しかし不幸な夫人の願いはい
まだに叶えられていません。私は貴方様に心からお願いいたします。ワタイ・フェレンツ
とその捕虜の交換に何卒お力添えいただけますようにお願いいたします。神は貴方様がそ
のような仕事に尽力するように望んでおられます。貴方様がその仕事をやり遂げることに
より哀れなワタイ・フェレンツは自由の身になることが出来るのです。貴方さまの健やか
                                                   
123 【原注】コンスタンチノープル城壁の南西の角にある。当初は 5 つ後に 7 つの保塁があ
った。ビザンチン時代に建設され財宝庫として使用された。この時期は牢獄とされていた。 
124 トランシルヴァニアの君公バートリ・ガブリエル (在位 1608-1613) の叔母。ハンガ
リーの「ヴァンパイア伯爵夫人」として知られている。夫ナーダスディ・フェレンツは、
1601 年のセーケシュフェヘールヴァール奪還戦時の軍司令官でありワタイの上官。1603
年に病死 [Várdy 1997 : 137]。 
125 ブダ州の行政長官アリ・パシャと親しく手紙をやり取りしたハンガリー貴族。1609 年
11 月、アリはブダを離任することを知らせる彼への手紙の中で、「神がお許し下されるので
あれば、私たちの間にある友情に相応しく私の結婚式に閣下を招待するのが当然のことで
す」と書いている [Bayerle 1991 :185,書簡 No.144] 。  
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なることを神に祈っております。哀れな捕囚の身になっている者を自由の身にしてあげる
ことは神の意に沿うことであることをどうぞお考えくださいますように。 
 
３  アフメト・ケトフダのバッチャーニィ・フェレンツへの手紙（1606 年 3 月 7 日） 
テキストは、Gustav, Bayerle ed., 1991, The Hungarian Letters of Ali Pasha of Buda  
1604—1616, Budapest, pp.38-39 [書簡 No.34]、による。 
 
 私は、偉大なトルコ皇帝の尊敬されるブダ州長官アリ・パシャ閣下のキハヤ（首席行政
官）であります。 
 威厳のある勇士であり私どもの隣人である閣下へ私どもとの関係ある事柄全ての面にお
いて私どもは隣人としての節度と友情を捧げます。今日は件の事柄において閣下にこの印
璽を押した公式の文書で御目もじせねばなりません。私はベオグラードで哀れなワタイ・
フェレンツに会いました。その時、ワタイはコンスタンチノープルへ再び連れ戻されよう
としていた時期でした。彼は私に会うと、どうか悪いようにはしないでくれるように涙な
がらに哀願し始めました。私は彼を本当に哀れに思いました。それで私は彼を私どもの哀
れなゼルサルディ・アリ・ベイと交換することにしました。しかし、ワタイはまだ私ども
に留め置かれており、アリ・ベイも目下ジュール126に捕らわれています。私はワタイの釈
放とアリ・ベイの釈放が同時に行われるものと理解しております。 
 神は、私が己の利のためにのみ働くことはなかったし今もそのようなことをしていない
ことをご存知です。さらに哀れな捕虜たちに慈悲を持って接してきたことを。閣下にお願
いいたします、ワタイ・フェレンツのために閣下の親書をお書きくださいますように。私
が彼を連れていく道中にワタイや私たちの者たちがハンガリー人の兵やまた他の者たちか
ら襲われることが決してないように文書をお書きください。ワタイを釈放するのでアリ・
ベイも同じように釈放してください。私は閣下が神を信じておられるお方だと考えており
ます。バーチフィア127の友にどうぞ慈悲をお示しください。 
 閣下はその親書を閣下の部下のものに託してこちらへお送りください。その者は高位の
者にしてください。またそちらからこちらへ派遣される者の中に私たちのアリ・ベイが含
まれていることを願っております。私たちはこちらに遣って来る者たちはいかなる場所で
も私たちの兵により危害が加えられることは決してないことを真に保証いたします。この
ようなやり方で一人の捕虜に対して一人の捕虜が釈放されることになります。 
 取り急ぎ閣下に贈り物もお送りいたします。お気に入りますでしょうか。 
 閣下に神のご加護を。 
                                                   
126 ブダペストとウィーンの中間に位置する。オスマン帝国直轄州ブダ州設置後、オスマン
帝国とハプスブルク帝国間の国境線上にあるキリスト教圏の重要な城塞の一つ。長期戦争
中の 1594 年から 1598 年の間オスマン帝国の支配下に入る [Várdy 1997 : 323]。 
127 ハンガリー語でバーチはおじさん、フィアは息子でおじさんの息子の意、親しい関係で
ある意。 
68 
 
終わりに 
 ワタイ・フェレンツは、バッチャーニィ・フェレンツが所有していた捕虜と交換され解
放されたと推測される。彼の身代金については知られていない。彼の解放は当時の捕虜解
放の慣習とはいささか異なっていたのであろう。それは、当時のブダ州の行政長官アリ・
パシャもしくはアフメト・ケトフダとハンガリー貴族バッチャーニィ・フェレンツの関係
が作用していたと思われる。さらに、当時の戦況も作用したのであろう。トランシルヴァ
ニアにおいて 1605 年に、ボチカイの反乱128によりオスマン軍が重要な城塞エステルゴムを
奪還し和平への動き129が高まっていたことにもよるであろう。ワタイは 1605 年にイェディ
クレからバッチャーニィ・フェレンツへ手紙を出している。捕虜交換を依頼する手紙であ
ったのであろう。1606 年 11 月 11 日にオスマン帝国とハプスブルク帝国は長期戦争終結の
和平条約を締結した。恐らく、それ以前にワタイ・フェレンツは解放されていたのであろ
う。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
128 トランシルヴァニア君公バートリ・ジグモンド叔父でその顧問官であったボチカイ・イ
シュトヴァーンが反ハプスブルクの反乱を 1604 年にオスマン帝国の支援のもとで起こす。
ハプスブルク支配下のハンガリー貴族も援軍を送るようになった。アリ・パシャはボチカ
イの反乱時にハンガリー貴族達に宛てボチカイを支援するよう手紙を書いている。1605 年
9 月 5 日のバッチャーニィ・フェレンツ宛ての手紙に、「昨年、我が皇帝陛下が、私を１万
人の兵士と共にトランシルヴァニアの君公のところへ派遣されたことはご存じだと思いま
す。私たちは一生懸命ドイツ人と戦いました。今、私はその地から戻り、3 万人の人々と偉
大な我が皇帝陛下の意に添って働いております。閣下は、何もしないという過ちを犯して
はなりません」と書いている [Takáts 1928 : 516-517]。 
129 1606 年 11 月 11 日、ドナウ河に面したジトヴァのトロク（河口）においてオスマン帝
国とハプスブルク帝国の和平条約が締結された。和平会議はボチカイ・イシュトヴァーン
の代理人を仲介人として開催された。アリ・パシャはオスマン帝国の代表者として、また
バッチャーニィ・フェレンツはハプスブルク帝国の代表団を構成するハンガリー諸県の代
表者の一人として参加した [Bayerle 1980 : 5-18]。 
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Ⅴ オスマン帝国とハプスブルク帝国間の 1615 年ウィーン条約締結の背景 
  
 
はじめに 
 
 1615 年 7 月 1 日にオスマン帝国とハプスブルク帝国は、ハプスブルク帝国の都ウィーン
においてジトヴァトロク条約130を更新する条約であるウィーン条約を締結した。 
両帝国は 1606 年にジトヴァトロク条約を締結するまでに、最初に締結した 1547 年の条
約を含め 10 を数える条約を締結している [Kołodziejczyk 2000 : 83]。それら条約の締結
地は、オスマン帝国の都イスタンブルかエディルネ131であったところが、ジトヴァトロク
条約は両帝国の中立地ジトヴァ川のトロク（河口）で締結されている。また、ウィーン条
約の場合はハプスブルク帝国の都ウィーンで交渉会議が行われ、締結された。オスマン帝
国が、条約交渉使節団をハプスブルク帝国の都へ派遣したことは前例のないことである。 
さて、ジトヴァトロク条約は、1593 年から 1606 年までハンガリーを主戦場とし、オス
マン・ハプスブルク両帝国間で戦われたいわゆる長期戦争を終結させるための和平条約で
ある。オスマン帝国が、ハプスブルク帝国と直接対峙するのは、スレイマン 1 世(在位
1520-1566)のスルタン即位直後始めたハンガリー遠征以後のことであった。1526 年の遠征
で、オスマン帝国軍は、ヨーロッパ・キリスト教圏の防衛壁とみなされていたハンガリー
軍を、モハチにおいて壊滅させた。1541 年にはハンガリー大遠征を行い、ドナウ河を挟む
ハンガリー中央部にハンガリーにおけるオスマン帝国最初の直轄領ブダ州を設置した。ハ
ンガリーは、これ以後およそ 150 年間にわたって 3 分割されることとなる。北西部はハプ
スブルク領ハンガリー（ハンガリー王国）となり、北東部を含むトランシルヴァニアはオ
スマン帝国の封国であるトランシルヴァニア公国となった。 
ハンガリーの分割以後、ハンガリーとトランシルヴァニアはハンガリー統一を望みなが
らも、オスマン帝国とハプスブルク帝国の間でその態度を変えていた。つまり、常にどち
ら側に与することが利となるかを思案し、そのどちらかを選択していた。後述する対ハプ
スブルク反乱であるボチカイ反乱時、1605 年 4 月にカッシャにおけるハンガリー王国の議
会132での、ヨーロッパ諸国向けの声明で、オスマン帝国のヨーロッパ侵入以来 200 年以上
もの対トルコ戦をしてきたが、このたびハンガリーとトランシルヴァニアがオスマン軍と
共にハプスブルク軍と戦うのは、ひとえにハプスブルク家の圧政故であると強調している 
[Sinkovics 1968 : 285-288]。ボチカイの反乱が、オスマン軍に有利に働き 1606 年ジトヴァ
トロクで和平会議が開催された。その会議にはハンガリー貴族も参加した。そしてトラン
                                                   
130 [Bayerle 1980]、[Nehring 1986]、[尾高 1986]参照。 
131 旧名アドリアノープル。オスマン帝国が 1453 年にイスタンブルに遷都するまでの首都。
その後もスルタン一族の滞在地あるいは祝祭の開催地として第 2 の首都としての性格を持
ち続けた [江川 2002 : 215-216]。 
132 この議会で後に言及するボチカイ・イシュトヴァーンをハンガリー王に選出した。 
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シルヴァニアの代表者がこの会議の仲介を果たした。しかし、ウィーン条約交渉会議には
それぞれの代表者の参加はなかった。 
1615 年のウィーン条約に関しては、幾つかの言及がある。Dorothy M. Vaughan は、光
輝あるトルコの使節が、ジトヴァトロク条約の幾つかの条項修正に署名するため 1615 年に
ウィーンに派遣されたこと、その修正の一つに、それまでオスマン帝国内でイエズス会に
禁止されていた礼拝と新しい教会建設を認めたことがあると指摘し、それで翌年にはハプ
スブルク帝国の使節団が、コンスタンチノープルの地で 1543 年以来長い年間見られなかっ
たキリスト教の十字架の旗を翻して入場してきたと続けている [Vaughan 1954 : 189]。
Halil İnalcık は、ジトヴァトロク条約は、ハプスブルク支配下の領土からやってくる商人
たちに基本的なカピチュレイションを与えたこと、ウィーン条約においてアフメト 1 世 
(在位 1603-1617)は、それを全面的に許可したと論じている [İnalcık 1994 : 304]。 
 また、Gecsényi Lajos133は、1450 年代以来ハンガリー人が両帝国間の交易の仲介をして
いた点に注目し、両帝国の交易に関する条項である第９条と第 10 条134がウィーン条約交渉
の最終段階で突然加えられたのであるとしている [Gecsényi 2008 : 55-56]。これら条項の
施行は、ハンガリー人の仲介交易にとって不利となることは明らかであった。更に、この
条約の第 7 条において、両帝国内全域でのイエズス会を含むカトリック教徒の安全保証が
明記されていた。丁度、ハプスブルク帝国による反宗教改革が、ハンガリーにおいても激
しくなっていた時期で、ハンガリーのプロテスタントを刺激するものであった。実際、ハ
ンガリーのプロテスタント領主は、1613 年にトランシルヴァニアの君公となったカルヴィ
ン派のベトレン・ガーボル (在位 1613-1629) を支持し、ハンガリー独立のための対ハプ
スブルク戦を行おうとしていた [Hanák 1991 : 54] のである。 
条約を締結するに当たって、1615 年ウィーン条約は、それ以前のオスマン帝国とハプス
ブルク帝国間の外交慣例上特異な条約と云える。条約交渉地を決定することから、両帝国
とも、自帝国に有利に交渉地を選ぼうとした。1606 年の条約締結地には、中立地帯に位置
するジトヴァトロクが選ばれていた。オスマン帝国は、1615 年、ジトヴァトロク条約の更
新の使節団をハプスブルク帝国の都まで派遣した。その目的は、ジトヴァトロク条約締結
後に生じた諸問題を解決し、条約を更新することにあった。しかし、結果としては、Gecsényi
の論じた通りのハプスブルク帝国に有利に働くカピチュレイションおよびイエズス会活動
の承認が条約に含まれることになったのである。更に、ジトヴァトロク条約交渉会談に出
席していたハンガリーとトランシルヴァニアの代表者は、ウィーン会議に招待されていな
い。それは如何なる事情があったのであろうか。こうした点を明らかにするためにも、1615
年のウィーン条約締結の交渉過程とその歴史的背景を扱ってみることにしたい。 
                                                   
133 ハンガリー人の名前は姓・名の順である。 
134 第 9 条は、両帝国の交易に従事する者がイスタンブルからウィーンまで自由に通行でき
ること、そして第 10 条は、ハプスブルク帝国へのカピチュレイションを明記している
[Salamon 1867 : 269-270 ]。 
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交渉過程において、1614 年に 3 度目のブダ州の行政長官となったアリ・パシャ135は重要
な働きをしている。彼がハプスブルク関係者に送った書簡や手紙も大いに利用したい136。 
アリ・パシャは、トルコ語でカディザーデ（裁判官の子息）と呼称されているようにブ
ダの首席裁判官ハビル・エフェンディの息子で、1602 年にスルタンによりブダ州の行政長
官に任命されている。一時ブダを離れたが、1604 年にブダの行政長官に戻った。1605 年ま
でに、オスマン帝国もハプスブルク帝国も、長期化した戦いで国力が消耗しており、和平
への途を模索していた。アリ・パシャは、ハプスブルク帝国やハンガリー貴族と書簡交換
することで、和平実現ために努力した。そして 1606 年 11 月のジトヴァトロク和平交渉会
議時には、オスマン側の首席代表者として和平条約を締結したのである。アリ・パシャの
和平への貢献を、ハンガリー貴族は、彼を「和平の柱」と称し、ハプスブルク帝国議会は、
「和平を追求した者」と称えた[Takáts 1928 : 506]のである。アリ・パシャは条約遂行に努
めていたが、1609 年末にブダを離れイスタンブルへ帰任した。そして 1615 年のウィーン
条約締結の全権をスルタン・アフメト 1 世より委ねられ、三度目となるブダの行政長官に
着任した。 
 
１ ジトヴァトロク条約締結とその後の動き 
 
 ジトヴァトロク条約締結は、オスマン帝国とハプスブルク帝国を、比較的長期の平和状
態へと導いた137。しかし、この条約には内容の異なる二つの条約文書（オスマン帝国版と
ハプスブルク帝国版）が存在する138。条約発効には両国皇帝の批准が必要であるが、ハプ
スブルク帝国皇帝ルドルフ 2 世 (在位 1576-1612) の批准文書を携えた使節が、イスタン
ブルへ派遣されたのは 1608 年の夏のことであった。これに対してスルタン・アフメト 1 世
は、ジトヴァトロク条約文書オスマン版の内容よりもさらに自帝国に有利な内容を含むア
フドナーメ139を使節に託した。しかし、これをハプスブルク側は 1610 年、オスマン側に送
り返した [Nehring 1986 : 29-31]。この条約が、両帝国により批准されるのは 1612 年に
なってからのことであった [Bayerle 1980 : 28]。 
                                                   
135 アリ・パシャについては [Takáts 1928], [Bayerle 1991 ] 参照。 
136 1604 年 1 月 21 日のブダ州の首席裁判官であったハビル・エフェンディとアリ・パシャ
それぞれがエステルゴム城塞のカピターニィ・アドルフ・アルタンに宛てた手紙に始まり
1616 年 12 月 18 日付けで、ハビル・エフェンディのハプスブルク皇帝マチアス 2 世 (在
位 1612-1619) 宛てのアリ・パシャが亡くなったことを知らせる書簡で終わる 209 通の書
簡や手紙が収録されている。全てハンガリー語で認められている [Bayerle 1991 ]。Ⅵ「ブ
ダのアリ・パシャのハンガリー語の書簡類」参照。 
137 ジトヴァトロク条約の更新条約はウィーン条約の後に、1618 年のコマロム条約、1625
年のジャルマトゥ条約、1627 年のスェーニィ条約と 1642 年のイスタンブル条約がある
[Salamon 1867 : 275-288]。 
138 [Bayerle 1980]、[Nehring 1986]、[尾高 1986]、Ⅶ史料ＡとＢ参照。 
139 オスマン帝国と非イスラム諸国との同意文書、休戦の協定および友好関係に関してのス
ルタンの勅令 [Bayerle : 1997 : 4]。 
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 長期戦争が長引く中、ジトヴァトロク条約締結の契機となる動きがあった。トランシル
ヴァニア君公の顧問官であったボチカイ・イシュトヴァーンが、オスマン軍の支援のもと
1604 年に対ハスプスブルク反乱を起こしたのである。この反乱にハンガリー貴族も参加し
た [Sugar 1977 : 158-159]。これを好機に、1605 年 10 月、オスマン側は、長期戦争中ハ
ンガリー側に奪還され、オスマン帝国にとって戦略上重要な城塞エステルゴムの再奪還に
成功した。両帝国は和平への模索を始めた。オスマン側は、ハプスブルク帝国とボチカイ
およびハンガリーの反乱貴族が和平を結んだ後に交渉に入ることを主張する。ボチカイは、
1605 年 2 月にトランシルヴァニアの君公に選出されていた。ハプスブルク帝国とボチカイ
君公 (在位 1605-1606) およびハンガリー貴族は、1606 年 6 月にウィーン和約を締結し
た。オスマン側は、ハプスブルク側との和平交渉の仲介役としてボチカイを指名した。こ
れが受け入れられ、1606 年 11 月 11 日、トランシルヴァニア代表の仲介のもと、オスマン
帝国とハプスブルク帝国代表者そしてハンガリー貴族やハンガリー諸県の代表者が、和平
条約会談に参加し、ジトヴァトロク条約が締結された [ Nehring 1986 : 9-11]。 
 さて、ジトヴァトロク条約条文には、トランシルヴァニアについて直接言及する条項は
ないが、平和維持に関する第 4 条において、「過ぎ去った時代からハンガリー国に属してい
る地域に」おいて遵守されると記され、トランシルヴァニアが含まれることを暗に示唆し
ている。更に、第 6 条において、ウィーン和約でボチカイ君公に与えられたものは、以後
彼のものであると明記している [Nehring 1986 : 35-36]。すなわち、ハンガリー北部 7 県
は、ボチカイに属するということなのである。 
 ボチカイ君公は 1606 年 12 月、没した。ウィーン和約においては、ボチカイの反乱の成
功に重要な役割を果たしたハイドゥー140に、既述の北部 7 県での定住地を認めていたが、
ハプスブルク帝国側は、ボチカイに与えたものはボチカイにのみ与えたとしてそれらの返
還を要求した。ハイドゥーはこれに反対して、1607 年に対ハプスブルク反乱を起こした 
[パムレーニィ 1980 : 191-192]。ボチカイの死後、君公となったラーコツ・ジグモンド (在
位 1607-1608) は、反乱を収拾するため 1608 年に退位し、代わってバートリ・ガーボル 
(在位 1608-1613) が君公となった。このハイドゥーの反乱は、ジトヴァトロク条約遂行の
ためハプスブルク帝国の使節がスルタンへの「聖なる贈り物」と批准文書を携えてオスマ
ン政庁へ派遣される妨げとなる。 
加えて、ハプスブルク皇帝ルドルフ 2 世と弟のマチアス皇太子の兄弟争いが、オスマン
帝国への使節派遣を困難にした141。ルドルフ 2 世は、ジトヴァトロク条約において自帝国
側は譲歩しすぎであるからそれを保留とし、そして 1606 年にボチカイと結んだウィーン和
約を白紙にすべきだと主張していた。一方、マチアス皇太子は、オスマン側との反目を望
                                                   
140 オスマン帝国による荒廃と領主の圧迫から逃れてきた流浪の農民集団であり、雇われて
軍事奉仕をし、かつ略奪行為を行っていた [パムレーニ 1980 : 187]。 
141 1608 年 11 月にハンガリー議会は、ハプスブルク皇帝でありハンガリー王であるルドル
フのハンガリー王位をマチアスに与えた [ツェルナー 2000 : 264]。 
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んでいなかった。1608 年初頭、マチアス皇太子を支持するオーストリアとハンガリーの代
表者による会議が開催された。ウィーン和約の締結がこの会議で承認され、その中でジト
ヴァトロク条約を保持し護ることが確認された。この直後、マチアス皇太子は、オスマン
側との会談開催を要請するために、ブダのアリ・パシャへ使節を派遣した。 
ブダ州のアリ・パシャは、ジトヴァトロク条約に含まれている内容以上の要求がなされ
ていないことを確認した後、副官のアフメト・キハヤを代表とする使節団を派遣した。1608
年 3 月 28 日にエールシェークウィーイヴァール協定が成立した [Nehring 1986 : 20-22]。
この協定はハイドゥーに関して、その時まで事を起こしたハイドゥーに許しを与えて決し
て罰しないこと、及びボチカイ君公がカッシャの議会で彼らに与えた土地は彼らのもので
あることを明記している [Bayerle 1991 : 121-122,書簡 No.98]。これでハイドゥーの問題
は解決した。この協定文には、マチアス皇太子がハンガリーに関しての裁量権を有してい
ること、そしてこの協定成立後、遅くとも 40 日以内に、ハプスブルク側は、批准文書をオ
スマン政庁へ届けるため、アフメト 1 世への贈り物を携えた使節を、オスマン領に隣接す
るハプスブルク領ハンガリーの城塞コマロムから派遣すると明記された [Salamon 1867 : 
262-264]142。 
 
２ トランシルヴァニア問題 
 
  オスマン帝国とハプスブルク帝国との関係には、トランシルヴァニアの存在が問題と
なりまた影を差す。トランシルヴァニア君公バートリ・ガーボルは、既述のように 1608 年
にハイドゥー問題を解決し、上首尾に治世を始め、トランシルヴァニアは、オスマン帝国
と戦う義務を負わないという内容を含む条約を、ハプスブルク帝国と締結もした。しかし、
バートリ・ガーボルは政治感覚に乏しく、ハンガリーにおけるハプスブルク帝国による反
宗教改革の動きが激しくなっていることを理解していなかった。ハンガリーのカトリック
教徒やトランシルヴァニアのカトリック貴族によるバートリ・ガーボルの暗殺未遂事件が
起きると、彼はカトリック貴族の財産を没収し、1610 年に最後のイエズス会員をトランシ
ルヴァニアから追放した143。これはハンガリー人やポーランド人を怒らせた。更に、彼は
モルダヴィアへハイドゥー軍を派遣した。これはオスマン帝国が、封国モルダヴィアから
ハイドゥーを排除するためにオスマン軍をモルダヴィアへ派遣する要因になった [Sugar 
1977 : 159-160]。1611 年にはバートリ・ガーボルは、トランシルヴァニア、ワラキアそし
てモルダヴィア３公国の力を回復しようとワラキアへ出兵した。これはオスマン帝国とポ
ーランドの反感を買うことになった [Szakály 1990b : 210]。 
 1606 年のジトヴァトロク締結直後の同年 12 月に没したトランシルヴァニア君公ボチカ
イ・イシュトヴァーンは、「ハプスブルク・ハンガリー王が貴族の特権を脅かす時には、つ
                                                   
142 Ⅶ史料Ｃ参照。 
143 1606 年のウィーン和約でイエズス会を規制している [Daniel 1981 : 48]。  
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ねにトランシルヴァニア君公はハンガリー問題に介入せよ」、そしてそのことがトランシル
ヴァニアの使命であるとの遺言を残していた144。1612 年にハプスブルク皇帝となったマチ
アス 2 世 (在位 1612-1619) の宰相で枢機卿クレスルは、帝国の中央権力を絶対的な位置
に置こうとした。しかし、ハプスブルク側は、ハンガリー貴族がトランシルヴァニアの支
援を望んでいる限り、ウィーン和約を本当に信頼することが出来なかったのであえる [パム
レーニ 1980 : 191-192]。 
ハンガリーでは、カトリック教聖職者もウィーン和約でボチカイに与えた所領の返還を
求め、1609 年のハンガリー議会でボチカイの所領の無効を決議した。ハンガリー王国の副
王は、その位に選出される前にハプスブルク帝国やカトリック教会の妨げとなるようなこ
とをしないことや、他のハプスブルク諸国への干渉は行わないことを約束せざるを得なか
った。そして、ハンガリー貴族は、ハプスブルク帝国のウィーン宮廷において、何らの影
響力を発揮出来なかったのである。 
マチアス 2 世は、トランシルヴァニアのバートリ・ガーボル君公をハプスブルク側に向
けさせようと務めたが功を奏さず、1612 年にトランシルヴァニアへ出兵したが敗北した。
この後、マチアス 2 世は、バートリ・ガーボルの失脚を意図した計画にオスマン帝国を引
き込もうとした。このような状況のなか、トランシルヴァニアに反乱が勃発すると、オス
マン帝国は反バートリ・ガーボルの意向を示して、ハプスブルク帝国に接近した。ジトヴ
ァトロク条約は、このような状況の中で両帝国により 1612 年に批准されたのである。 
1613 年 4 月、マチアス 2 世とバートリ・ガーボルは、対オスマン戦の相互援助条約を締
結した。それに対してオスマン帝国は、8 万のオスマン軍をトランシルヴァニア君公へ差し
向けた。その遠征軍に、バートリ・ガーボル君公に敵対しオスマン帝国に亡命していたベ
トレン・ガーボル145がいた。バートリ・ガーボル君公は、同年 10 月 27 日にハイドゥーに
より暗殺された。この暗殺の直前にトランシルヴァニア議会は、ベトレン・ガーボルを君
公 (在位 1613-1629)として選んでいたのである [Sinkovics 1968 : 419-420]。ハプスブル
ク帝国はベトレン・ガーボルの君公選出を受け入れ難く、1614 年初め、ベトレン・ガーボ
ル君公の使節がリンツのマチアス 2 世の下へ到着した時、マチアス 2 世は、先にバートリ・
ガーボル君公と結んだ同じ内容の条約をベトレン・ガーボル君公とは結ぼうとはしなかっ
た。この時、ベトレン・ガーボルの使節は、オスマン帝国が、トランシルヴァニアを占領
するための軍を派遣出来ると「トルコの脅威」が差し迫っていることを強調した 
[Sinkovics 1968 : 420]にもかかわらずである。 
 一方、オスマン帝国は、1613 年 8 月にすでにベトレン・ガーボルに、リッパとイエヌー
                                                   
144 1608 年 8 月 8 日、トランシルヴァニアとハンガリー貴族はウィーン和約を護るためと
相互軍事援助のため協定を結んだ [Újváry 1984 : 164]。 
145 長期戦争中にトランシルヴァニアに起った親ハプスブルク派と親オスマン派の内乱で
敗れた親オスマン派の貴族で、ボチカイに対ハプスブルク反乱を説いた [Sugar 1977 : 
158-159]。 
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146を返還するのであればベトレンを君公として認める用意があることを示した [Szakály 
1990 : 211-212]。ベトレン・ガーボルは、オスマン帝国との関係を良好にしようと努め、
1614 年 7 月 14 日にオスマン帝国とトランシルヴァニアは新たに条約を締結した。その条
項にトランシルヴァニアは、オスマン帝国とハプスブルク帝国間で中立を保ち、モルダヴ
ィアやワラキアに干渉しないという内容が含まれている [Shaw 1976 :189]。 
 
３ オスマン帝国の使節派遣 
 
 ジトヴァトロク条約締結後も、オスマン帝国領ハンガリーの辺境では騒乱が頻発してい
た。ハンガリー兵による略奪が多発し、さらに、オスマン帝国の辺境の兵が身代金目当て
にハンガリー人に捕縛され、捕虜とされたり殺されたりする事件が続発した。オスマン帝
国は、ハプスブルク帝国に対しジトヴァトロク条約遵守を繰り返し要望し、罪を犯したハ
ンガリー人の処罰を求めた。 
当時、トランシルヴァニアに駐留していたオスマン軍司令官ディアーク・メフメトは、
ハンガリー貴族の反マチアス 2 世の反乱計画を支援した。その理由は、ハプスブルク帝国
にハンガリー貴族の反乱の情報を提供することでハプスブルク帝国との和平条約の更新が
なり、それが成功すればオスマン帝国は、ポーランドとペルシャへの出兵策がとれると考
えたからである。デイアーク・メフメトはイスタンブルへ戻り、大宰相ナスフ・パシャに
これを提案した。彼らは、ハンガリー人の反乱を支持し、これを利用してハプスブルク皇
帝の勢力弱化を計ったのである。1614 年 6 月 20 日、オスマン帝国の企て通り、ハプスブ
ルク皇帝の使節スタルゼル・ミハーイが密にイスタンブルに入った。オスマン側は彼に、「大
宰相はたくさんの贈り物をウィーンに送るよう望んでいる。当然信頼のおける人物がその
任に当たる」旨伝えた。更に、「この贈り物によって 20 年間ではなく 100 年間もの和平条
約を締結し、確固としたものにすることが出来、ハンガリーやトランシルヴァニアそして
ドイツの地で和平が侵害されることは無くなるだろう」と続けた。スタルゼルは、その時、
イスタンブルに滞在中の知友であるガスパール・グラチアニ147を、オスマン帝国のマチア
ス帝への隠密使節として任命するよう大宰相に働きかけた [Angyal 1925 : 377-378]ので
ある。 
 オスマン政庁は、1614 年にガスパール・グラチアニを派遣する前、スルタンの使節とし
て、デルヴィス・チャウスとブダのデフテルダール・キハヤ（財務副官）であるアリ・ベ
                                                   
146 リッパとイエヌーは、1552 年からテメシュヴァール州のサンジャクとなり長期戦争中
の 1595 年にトランシルヴァニア領となる。 
147 家族はダルマチアの Gracscz 出身のキリスト教徒で、その地名からイタリア名グラチア
ニと称した。商人としてヴェネチアに向かい、その後、イギリス外交団に仕えてイギリス
へ行き、ナポリにも滞在した後、イスタンブルに至った。捕虜となったキリスト教徒の解
放に努め、またキリスト教徒の捕虜となっていたトルコ人の解放のためにも働いた。この
ようなことがオスマン帝国の高官に知られるようになった [Angyal 1925 : 377-378]。 
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イをウィーンへ派遣していた。その理由は、早くからマチアス 2 世に対オスマン戦の意志
のあることを知ったベトレン・ガーボルが、1614 年の春、オスマン政庁宛てに忠告を記し
た書簡を送っていたからであ  [Újváry 1984 : 188]。 
オスマン帝国使節のウィーンに到着は、マチアス 2 世がリンツ議会を開催しようとして
いた丁度その時であった。マチアス 2 世は、このリンツ議会においてトランシルヴァニア
問題を契機に、オスマン軍が派遣される恐れがあると「オスマンの脅威」を強調し、その
ための軍事費を調達してトランシルヴァニアへの派兵を実現しようとしていた。そこへオ
スマン帝国の使節団が、マチアス 2 世へ宛ててアフメト 1 世の親書を携えて到着した。オ
スマン帝国による使節団の派遣は、オスマン側に戦争の意志がなく和平を望んでいること
を意味する。しかし、使節団がハプスブルク皇帝への贈り物を携えていないという理由148で、
皇帝への謁見が許可されなかった。このハプスブルク帝国によるオスマン使節団の受け入
れ拒否は、オスマン政庁とハプスブルク宮廷との関係を難しくし、リンツ議会で、マチア
ス 2 世が望むオスマン戦が拒否され、戦争反対の議決がなされたのである。 
1614 年 8 月 20 日、突然、ガスパール・グラチアニがコマロムに到着した。グラチアニ
は、在イスタンブルのハプスブルク帝国の使節スタルゼルの助言で皇帝への贈り物を携え
ていた。ハプスブルク宮廷はこの非公式の使節を受け入れた。ウィーンへ赴いたグラチア
ニはハプスブルク帝国の要人と会談を持ち、オスマン帝国が両帝国の長期和平更新条約締
結を望んでいることを伝えた。また、グラチアニは、オスマン帝国スルタンは、ハプスブ
ルク皇帝のハンガリーおよびトランシルヴァニアに対する行為を認めるであろうとも述べ
た。ハプスブルク宮廷内で、特に宰相クレスルは、グラチアニのこのハプスブルク側にと
って有利な外交話を信じた。ハプスブルク宮廷は、すでにハンガリー辺境の問題解決より
もトランシルヴァニアのベトレン・ガーボルを君公位から追放することが重要であったか
らである。それで、ハプスブルク帝国側は、オスマン帝国が望み通り和平交渉をハンガリ
ー辺境で開催することをグラチアニに約した。グラチアニはウィーンで目覚ましい活躍を
し、その地に捕らわれていたトルコ人を解放させ、ウィーンの要人たちの信頼を得たので
ある。 
ウィーンでの成果を得たグラチアニはイスタンブルへ帰還後、ハプスブルク側との約束
通りオスマン側が和平交渉を進めているまさにその時、スルタン・アフメト 1 世は大宰相
ナスフ・パシャを処刑した。その後任の大宰相メフメト・パシャもハプスブルク帝国との
和平条約更新を望んでいたが、それは、対ペルシャ戦を準備していたためである [Angyel 
1925 : 377-379]。 
 
４ 条約更新におけるカディザーデ・アリ・パシャの働き 
                                                   
148 ジトヴァトロク条約第 10 条にオスマン帝国とハプスブルク帝国が使節を派遣する時、
それぞれの皇帝に相応しい贈り物を携えていくことと明記されている [Bayerle 1980 : 
18-23]。 
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 新しく大宰相となったメフメト・パシャは、カディザーデ・アリ・パシャを 3 度目とな
るブダ州の行政長官職に任命し、継続中のハプスブルク帝国とのジトヴァトロク更新条約
締結のため全権を与えた。アリ･パシャは 1609 年末、ブダからイスタンブルへ帰任し後、
チグリス河上流ディヤルバクルの南東部にあるチズレで戦闘任務に就いていた。 
アリ・パシャは、その地から 1612 年、マチアス 2 世宛ての書簡を自分の副官アフメト・
キハヤに書かせた。その中で、「私の主人であるアリ・パシャ閣下は、陛下にとって大変善
良かつ愛しい叔父とも云えるお方だと思われます。それ故、陛下に伏してお願いいたしま
す。陛下側から輝けるオスマン政庁に人を遣って書面を送り、アリ・パシャ閣下をブダへ
戻して下さるよう、スルタン陛下に願い下さいますように」と嘆願し、更に、「トランシル
ヴァニア君公149がオスマン政庁に、ある事柄に関して使節を送った」ことに触れ、「アリ・
パシャ閣下はその使節の言葉を信用なされないように」とオスマン政庁に知らせた150こと
も報告した [Bayerle 1991 : 186-187,書簡 No.146]。ブダへの帰還を強く望んでいたアリ・
パシャは、同じように同年アンドレア・ネグロニ151にも依頼している。ブダへの帰還の実
現をマチアス皇帝に願い出て欲しいとの先の依頼の確認と、再度の尽力を求めたものであ
る。ネグロニ宛ての手紙の文末には、アリ・パシャの副官アフメト・キハヤは、アリ・パ
シャが、重ねて依頼するためにマチアス 2 世とアンドレア・ネグロニに駿馬を贈ったこと
を、記している [Bayerle 1991 : 187-188,書簡 No.147]。 
アリ・パシャは、ナスフ・パシャの処刑4日後には、イスタンブルに到着していた [Angyal 
1925 : 380]。アリ・パシャはガスパール・グラチアニが、ウィーンで和平交渉継続の同意
を取り付けてきたことを知って、グラチアニの働きに満足し、彼をハプスブルク帝国との
交渉のための使節団の代表使節に任命した。更に、副官のアフメト・キハヤをグラチアニ
と同等位の使節に任命した152。また、アリ・パシャは、交渉をハンガリー辺境ではなくウ
ィーンで行うことを決め [Angyel 1925 : 380]、ウィーンへの使節団を組織した。1614 年
11 月 17 日、イスタンブルからアリ・パシャが出したヨアンネス・モラルト153宛ての書簡
の中でブダへの帰任を知らせている。 
私こと宰相アリ・パシャは、神の許しを得て偉大なる我らの皇帝の辺境にある城塞
の軍司令官でありかつ行政長官であります。（略） 
次のことを書き記したいと思います。つまり、偉大なる我らの皇帝が私をお召しに
                                                   
149 バートリ・ガーボル。 
150 アリ･パシャはチズレにいてもトランシルヴァニアの情報を得ていたことを示している。 
151 ハプスブルク帝国の通訳。 
152 グラチアニはこの時、ハプスブルク使節スタルゼルに、この任務を上首尾で成し遂げる
ことが出来ればモルドヴァかワラキアのヴァイダ（君公）の位が約束されていると語った
[Angyel 1925 :380]。実際、彼はスルタンにより 1619 年から 1620 年の間、モルドヴァの
ヴァイダに任命された。 
153 コマロム城塞の城主。ウィーンの戦争委員会の委員長。 
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なり、私に慈悲深い厚意をお示して下さり、私を以前のブダの公職すなわち行政長官
に任命して下さいました。神が、私をブダの地へと運んで下さるのであれば、神の助
けで私は二人の皇帝間にある聖なる和平条約を遵守する者となりましょう。そして、
両帝国が同じ意向を持ち、和平条約を侵そうと邁進する者を罰するように私は努力い
たします。 
そのためにも閣下に次のことをお願いいたします。辺境のいかなる場所に駐留する
カピターニィたちに、決して武力を用いず、悪行は行わず聖なる和平条約が侵される
ようなことがたとえありましても、事を起こさないようにと。罰則規定を適用して、
厳守するよう命じ下されますようにお願いいたします [Bayerle 1991 : 188-189,書簡
No.148]。 
アリ・パシャは同日付けで、ハンガリー貴族バッチャーニィ・フェレンツに同じような内
容の書簡を出した。アリ・パシャが不在中の 3 年間に、ハンガリー辺境で条約違反が多発
していた。略奪や小競り合いが絶えず、社会不安が広がっていた。兵士の規律も乱れてい
たのである。 
アリ・パシャと使節団一行は、前述の書簡の直後の 11 月末、イスタンブルを後にした。
アリ・パシャは、ベオグラードで解決しなければならない多くの問題があり、ブダへの旅
を続けられなかった。ハプスブルク側は、使節のウィーン到着が遅れていることに不安を
抱き、その理由をアリ・パシャに問うた。アリ・パシャは、ハンガリー城塞からオスマン
城塞のへの絶え間のない攻撃がその理由だと回答した。 
1615 年 1 月に和平条約更新に不都合な事件が起きた。7000 人から 8000 人のハンガリ
ー貴族とその配下のハイドゥーが、凍結したバラトン湖を渡り、オスマン側が建てたボロ
ンドヴァール城塞を襲撃した。オスマン側は城塞を明け渡し逃走した。ハイドゥーは逃走
中の一団を殺戮し、城塞にあった大砲を持ち去り、略奪もした。オスマン政庁は、ハンガ
リーの地で和平条約締結して以来、8 年間絶えてこのような条約違反は絶対に起きなかった
と表明した。ハプスブルク側は窮地に陥り、オスマン側に謝罪した [Angyel 1925: 380-381]。 
1615 年 1 月 23 日にブダでアリ・パシャの代理をしていたフセイン・アガは、ヨアンネ 
ス・モラルトに、ボロンドヴァールの事件を起こした者を罰するよう書簡で依頼し、アリ・
パシャは、2 月には出発することを伝えた [Bayerle 1991 : 189-190 書簡 No.150]。 
 しかし、アリ・パシャは動こうとはしなかった。1615 年 1 月末にマチアス 2 世の宰相ク
レスルは和平交渉が遅れているため、ハンガリー副王トゥルゾー・ジュルジィを呼び、そ
の意見を求めた。トゥルゾーは、ジトヴァトロク更新条約締結のために任命されたオスマ
ン使節団が、和平交渉を停止するようにという新たな指示を得ているかどうかを調べる必
要がある旨提案した。また、トランシルヴァニア問題に関与すべきではないと主張した。
クレスルはトゥルゾーの考えを退けた。クレスルは、トランシルヴァニアの君公ベトレン・
ガーボルを追放しホモナイ・ジュルジィを君公にしようとしていた [Angyel 1925 : 381]。
しかし、オスマン帝国は、ホモナイ・ジュルジィを支持せず、オスマン帝国にリッパを譲
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渡することを保証したベトレン・ガーボルが君公であると、みなしたためである。 
 ハプスブルク帝国は、オスマン帝国の使節団到着が遅れていることから、トランシルヴ
ァニアのべトレン・ガーボルとの条約締結を優先させることとした。アリ・パシャよりも
ベトレン・ガーボルのほうが信用できる。なぜなら、ベトレン・ガーボルはすくなくとも
キリスト教徒であるからと、ハプスブルク帝国側は考えた。もし、ベトレン・ガーボルが
オスマン帝国にリッパを譲渡することにでもなれば、マチアス 2 世は、和平交渉会談時に
恥をかくことになるとハプスブルク側は考えたのであろう [Angyel 1925 : 381]。ハプスブ
ルク帝国は、1615 年 5 月 5 日、ナジソバトにおいてベトレン・ガーボルと条約を締結した。
条約内容は、バートリ・ガーボルと締結したものとほぼ同じで、トランシルヴァニアは、
オスマン帝国に貢納はするがそれを支援せず、オスマン帝国以外の敵に対してはハプスブ
ルク帝国を支援するという内容である [Sinkovics 1968 : 425-426]。トランシルヴァニア
はリッパをオスマン帝国に返還しないという内容も含まれていた154。 
 
５ オスマン使節団ウィーンへ 
 
 ハプスブルク帝国は、ベオグラード在住のアリ・パシャの下に、ジトヴァトロク条約締
結時の通訳ツェザレ・ガロを派遣し、使節をウィーンへ派遣する意図はあるのかと迫った。
ツェザロ・ガロが、ウィーンを旅立った 1 週間後の 1615 年 4 月 25 日、オスマン帝国の使
節団がウィーンへ向かったとの知らせがウィーンに届いた [Angyel 1925 : 382]。使節団は
同年 5 月 12 日にウィーンに到着した。 
1615 年 5 月 6 日にアフメト・キハヤはウィーンへの途上セーケシュフェヘールヴァール
において、その城塞に属する村々の長に書簡を送り、税を納めるように命じた [Bayerle 
1991 : 192,書簡 No.152]。 更に、アフメト・キハヤは、ジトヴァトロク条約後も解決され
ていない村々の帰属問題を解決するため、問題となっている村々の長老をウィーンに同道
した155。総勢 156 名の使節団は、1615 年 5 月 12 日にウィーンに到着した。その後、ウィ
                                                   
154 リッパは 1616 年にオスマン帝国に返還された。 
155 そもそもこれについてはジトヴァトロク条約のハプスブルク版条約第 15 項とオスマン
版条約第 17 条にそれぞれ明記されている。つまり 1605 年にオスマン軍により再奪還され
たエステルゴム城塞の周囲の村々が、オスマン側かハンガリー側のどちらに帰属するかと
いう問題が未解決のまま残されていた [Nehring 1986 : 36]。ハプスブルク版には、「キリ
スト教徒がトルコからエステルゴムを奪取した時、トルコに税を納めていた村は今後とも
そうすること。但し、それ以外の村は税をトルコに納めないこと [Bayerle 1980 : 19-20]」
とあり、一方、オスマン版には「エステルゴムがローマ皇帝の支配下にあった時、エステ
ルゴムに税を支払っていた村はエステルゴムに税を支払い続けること、そして両者に税を
支払っていた村は将来においても支払い続けること [Bayerle 1980 : 22]」とある。ジトヴ
ァトロク条約締結の仕事が認められ宰相位を授けられていたブダのアリ・パシャが、1609
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ーン和平更新条約会談が開催され、1615年7月1日にウィーン条約は締結されたのである。
この条約前文に、 
今は亡き至高のルドルフ皇帝と現ローマ皇帝にしてハンガリーとチェコの王であるマ
チアス皇帝は、過ぎ去りし時に長きに渡りトルコ皇帝ムラト３世 (在位 1574-1595)
およびメフメト 3 世 (在位 1595-1603)との耐え難き戦いをした。その後、両帝国の貧
しく傷ついた人々のために、マチアス皇帝は、偉大な現トルコ皇帝アフメト 1 世と 1606
年に有効期間が 20 年の和平条約を締結した。しかしながら、ここ数年間にこの条約に
違反する行為をする人々が現れた。偉大な両皇帝は、ジトヴァトロクで締結した和平
条約を断固として護り、更にこの条約の有効期間を長期化することに努めた。それ故、
上記の者たち156は、長い戦いで苦しみを受けた人々のため、和平条約に含まれている
諸国の平和と安定のため、そして和平条約を維持するために任命された代表者であり
そのための権限を付与された者たちである [Salamon 1867 : 265-266、Ⅶ史料 E]。 
とある。第 3 条でエステルゴムに関して問題となっていた 158 の村のうち 60 の村がオスマ
ン帝国に税を支払うことが決められた。この条項に対し、ハンガリー貴族は不満を表明し
た。また第 5 条において、ジトヴァトロク条約に違反して建てられた城塞157は破棄すると
明記された。この内容もハンガリーに不満を抱かせた。ハンガリー北部 7 県にある城塞は、
ハイドゥーが防衛のためジトヴァトロク条約締結後建てたものだからである。 
 ウィーン条約締結後の 1615 年 7 月 4 日、アリ・パシャは、ジモニィ158からマチアス 2
世へ書簡を出した。その追伸の中で、「私は、この命のある限り聖なる和平条約を誠実に護
り続けることを、陛下は何の疑もなく信じてくださいますように。私はジトヴァトロクで
決議したことに従い、決して和平を侵すようなことはいたしません  [Bayerle 
1991 :193-194,書簡 No.154]」と書き知らせた。更に、7 月 9 日にはセレムシェーグからヨ
アンネス・モラルトに、「私は聖なる和平条約を護る以外のことはいたしません。何故なら
我らの偉大な皇帝がそうすることを私に強くお命じなさったからです」と書き、「すべての
ことが順調に進んでいるのであれば、我らの使節であるアフメト・キハヤをそちらに留め
置かず、良い知らせと一緒にこちらに送り還してください [Bayerle 1991 : 194-195,書簡
No.155]」と頼んだ。更に、アリ・パシャは、彼に同年 8 月 14 日に彼の和平更新条約締結
への尽力に感謝する書簡も出した [Bayerle 1991 195-196,書簡 No.156]。 
                                                                                                                                                     
年 11 月 21 日のマチアス皇太子へのエステルゴム周辺の村の税の支払いに関して苦情を述
べる書簡に、「つまり、エステルゴム城塞がローマ皇帝陛下の手中に墜ちた時まで、私たち
に税を支払っていた村は再びそのようにするということです [Bayerle 1991 : 182-183,書
簡 No.]」とオスマン版にある内容を主張している。Ⅶ史料ＡとＢ参照。 
156 オスマン帝国のアフメト・キハヤとガスパール・グラチアニ、ハプスブルク帝国の宰相
クレスル、ヨアンネス・モラルトと他に数名の名がウィーン条約前文にある。  
157 ジトヴァトロク条約第 9 条に城塞の修復は認められるが新築は認められないとある。 
158 ベオグラード近くの平原。 
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そしてアリ・パシャは同月 14 日に宰相クレスルにも書簡を出し、クレスルの書簡を受け
取ったが返事が遅くなったことを詫び、その理由はアリ・パシャの所にドイツ語を解する
者がいないためであると書き、続けて、 
   慈悲深き尊敬する友であり、親愛な私の父の息子である閣下は次のようにもお書き
になっています。つまり、我らの偉大な皇帝が聖なる和平を達成するための全権を、
閣下の友であるこの私にお与えになったのであろうと。閣下のお書きになっている通
りです。我らの皇帝陛下は私に全権を授与下さいました。ローマ皇帝陛下が閣下に授
与されたのと同じです。聖なる神の恩寵が実現するようにと、閣下と共に私たちは努
力してまいりました。私はこの後も全てが、日々上首尾に遂行されることを神に祈り
ます 。 
   更に、閣下は、ローマ皇帝陛下が、この事柄に私たち以外の誰をも参加させなかっ
たということもお書きになっておられます。神がローマ皇帝陛下に長き命をお与えに
なりますように。私はこの命がある限り聖なる平和をも守り、われらの皇帝陛下と閣
下の皇帝陛下との間にある友情と好意が日ごとに強まり相互に敬意をもち続けること
ができるように努力いたします。 
   閣下は、そちらに滞在している私側の使節たちが、与えられた任務をすばらしく誠
実に果たしているということもお書きです。私は、閣下が彼らに適切な指示を与えて、
全ての事柄がうまくいくように取り計らってくださることを願っております。なぜな
ら、偉大な両皇帝の間にある事柄に関して、使節たちが十分に働けないようであれば、
物事はうまくいかないからです。 
   さらに閣下は、こちら側の所属と認められた村々のことに関してハンガリー貴族が
反対を表明していることもお書きです。 
   閣下が今まで書面で私にお命じなされてきたことを、この後も遂行することが私た
ちの任であり、私の思うところであります。閣下が書面で命じられたことを、私は神
の助けを得て全てあるべきところへと導きます。そして偉大な両皇帝の勅書と批准は、
ジトヴァトロクにおける決定に従って、大いなる敬意をもって保持されることになり
ます。われらの皇帝に対して、見せ掛けの善意を示す者たちがいます。その輩のする
ことは全て分かっております。その輩の顔色は、この世でもあの世でも黒くなってい
ます。私たちはその輩の誰にも耳を傾けるというようなことはありません。閣下側も
そのようにして頂かなければなりません。 
   以前、閣下側の使節が輝ける政庁へと参りました。しかし、そのことを閣下は私に
手紙で知らせてくださいませんでした。私はこれまでいかなることも全て閣下にお知
らせしてきました。しかし、私は、閣下がその時多くのことを抱え込んでおられて頭
がいっぱいだったと存じております。私たちは閣下側との一回の決定に満足しており、
全ての事柄に心の底から誠意を持って対処いたします。 
   私の友である閣下は、私たちが次のことで同じ考えであるということを御承知です。
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ハンガリー貴族の主張を私たちが聞き入れていたのであれば、偉大な両皇帝間の聖な
る和平は実現しなかっただろうということを。（中略） 
   村々や城塞また何らかの被害を被った人々に関しての問題解決のために、両者側か
ら適切な人物を任命してことに当たらせましょう。その者たちは辺境に自分の領地を
所有していない者といたしましょう。私が任命した友であるベイやパシャは、辺境に
所領を有していません。私は閣下が適切な日に選出された者たちを派遣されることを
待っております。その時に私もこちらの者たちを派遣します。その後で、閣下からの
連絡を待ってブダで会談いたしましょう。 
   両者で決定した和平ら条約のそちらの批准書がこちらに到着するとすぐ、輝ける政
庁からすぐさま批准書が送り出されます。（中略） 
  聖なる和平が、神の御意志により上首尾にことが運びました。本当に神のお陰です。
二皇帝がいつまでも繁栄いたしますように。[Bayerle 1991 : 196-198,書簡 No.157]。 
と、ウィーンにおけるジトヴァトロク更新条約の締結を歓迎し、ハンガリー貴族を条約交 
渉会議に参加させなかったことに同意の意を表している。ハプスブルク側もこの条約締結 
を喜びアリ・パシャへ感謝の意を表した159。しかし、その中で、ホモナイ・ジュルジィに
ついて触れていない。この時、オスマン帝国はトランシルヴァニア問題に関与する意向が
なかったのである160。 
 
終わりに 
 1615 年に締結されたウィーン条約は、さらにこの条約の瑕疵を修正するための協定が
1616 年 5 月 1 日に成る [Ⅶ史料 F]。ウィーン条約の遂行には両国皇帝の批准文書の交換
が必要である。ハプスブルク帝国の使節が批准文書をオスマン政庁に届けたのは、当然の
ことながら、1616 年 5 月 1 日以後のことになる。その時、ハプスブルク帝国の使節団は、
前述のVaughanの指摘したように十字架の旗を翻してイスタンブルに入場したのであった。 
 1606 年のジトヴァトロク条約は両帝国の妥協の成果であったが、ウィーン条約は、オス
マン帝国がハプスブルク帝国との戦争を回避するために必要であった。両帝国が、一時的
にトランシルヴァニアに関してそれぞれその主権の主張を回避し、トランシルヴァニアお
よびハンガリーの代表者を、ウィーン条約交渉会議に参加させなかったのはそのためであ
ろう。オスマン帝国は、ハンガリー辺境を安定させるため、ハプスブルク帝国との条約締
                                                   
159 1615 年 11 月 22 日にアリ・パシャ宛てハプスブルク側からの書簡に、「閣下は賢明な意
志と大いなる努力でもって、和平条約実現に貢献なさいました。それを名誉のためにされ
たのではない。そのことは聖なる神には喜ばしきことをそして閣下には現世における名声
を与えた [Takáts 1928 : 522]」とある。 
160 アリ・パシャは 1616 年 5 月 17 日にホモナイ・ジュルジィ宛てに、トランシルヴァニ
アにおいてオスマン軍の支援で蜂起することは正しいことではないことを書いている。そ
して「たくさんの血が流されその血がかわいそうな人々の足元を濡らすことは罪です。そ
のようなことを私たちはすでに経験で学んでおります」[Bayerle 1991 : 238-239,書簡
No.189]と、書き送っている。 
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結を求め、使節団をウィーンへと派遣して、ハプスブルク帝国にカピチュレイションを与
えたのみならず、イエズス会の活動を承認したのであろう。オスマン帝国は、対ヨーロッ
パ関係を安定させることを強く望んでもいたからである。すでに、ペルシャ国境周辺に不
穏な動きが起きており、1617 年にペルシャ戦が再開されにいたったからである。 
ブダ州行政長官の副官アフメト・キハヤがウィーン条約締結に果たした功によりカニジ
ャ州の行政長官にスルタンにより任命されたという［Bayerle 1991 : 252,書簡 No.201]、オ
スマン帝国のキャリア・パターン [鈴木 993 : 118-120] から見て異例の大昇進はオスマ
ン帝国が条約を締結しなければならなかった切迫した事情を反映したものに違いない。 
一方、ハプスブルク帝国もオスマン帝国と条約締結をせざるを得ない状況にあった。ハ
プスブルク帝国は、1618 年からヨーロッパを巻き込んだ三十年戦争を戦うことになる。 
Halil İnalcık は、ジトヴァトロク条約によってオスマン帝国の衰退の兆候が明白になっ
たと述べている [İnalcık 1970 : 342]。以上述べてきたような動きから、ウィーン条約はオ
スマン帝国の衰退をより明白にするものであったと言えよう。 
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Ⅵ 「ブダのアリ・パシャのハンガリー語の書簡類 1604 年―1616 年」翻訳 
 
 
1593 年、オスマン帝国がハプスブルク帝国に対し宣戦布告をし、開始された所謂長期戦争
はハンガリーを主戦場にして戦われ、1606 年 11 月 11 日、ジトヴァトロク和平条約が締結
されるまで続いた。この条約について、ハンガリーのオスマン史家イヴァニチ・マーリア
は、ジトヴァトロク条約は長年オスマン史家の研究対象になっていると指摘している。更
に、この戦争中、両帝国間に和平の動きは幾度もあった。それはあたかも周期的に行われ
たかのように、頻繁に和平交渉が持たれている。それは、1595 年、1597 年、1598 年、1599
年、1601 年、そして 1603 年から 1604 年と和平交渉が行われている。それらの交渉がジト
ヴァトロク条約へと帰結したと、論じている [Ivanics 1993 : 297-298]。 
今回、翻訳を試みる、グスタフ・バイエルレが The Hungarian Letters of Ali Pasha of 
Buda1604-1616  に収録したハンガリー語の書簡類 209 通 [Bayerle 1991 ] は、ジトヴァ
トロク条約締結過程と条約遂行経過を知る上で重要な史料である。ⅠからⅤで既に述べ、
重複するが改めてこの書について触れる。これらの多くはアリ・パシャのハンガリー語に
よる書簡であるが、その他にアリ・パシャの父でありブダ州の首席裁判官であるハビル・
エフェンディやアリ・パシャの副官などのものも含まれている。バイエルレはこの書の前
文で、「アリ・パシャがハンガリー語で書いた書簡は、この書に収録されているよりも多く
が存在していたに違いない。しかし、地方の役人宛てのアリ・パシャの手紙は消失し、そ
の他は地方の古文書館に分類されることなく所蔵されているのであろう」と、記している。
現在、アリ・パシャがハプスブルク関係者やハンガリー貴族などの高い位にある人々へ宛
てた書簡は、ウィーンにある Haus,‐Hofund Staatsarchiv  (HHStA)、またブダペストに
ある Magyar Ország Levéltár （ハンガリー国立古文書館）及び Hadtörténeti Intézet  (軍
事歴史研究所) などに所蔵されている。書簡 No. 1 は 1604 年 1 月 21 日付けであり、これ
はハビル・エフェンディが、ハプスブルク貴族であるアドルフ・アブ・アルタンへ宛てた
ものであり、これは HHStA に所蔵されている。一方、最後の書簡 No. 209 もハビル・エフ
ェンディが 1616 年 12 月 18 日付けで、ハプスブルク皇帝マチアスへ宛てたものであり、こ
れはブダペストの軍事歴史研究所に所蔵されている。 
アリ・パシャはブダ州行政長官の職に 1602 年に就いた。これは当時ブダ州の首席裁判官
であったアリの父親ハビル・エフェンディの進言によるものと思われている。その職に就
くとすぐ、父親であるハビル・エフェンディと共にハプススブルグ側との和平交渉を模索
する [No.1, No.2, No.3]。彼の和平への働きがハンガリーにおいて知られるようになり、
人々がブダの方角を期待を込めて見るようになった 1604 年 8 月にアリ・パシャはその職を
解かれ、シリストレへ転任させられた。このことをハンガリー人のタカーチ・シャーンド
ルは、和平への望みがアリ・パシャと共にブダから去ってしまったと述べている [Takáts 
1928 : 513]。1604 年、トランシルヴァニアにおいてボチカイ・イシュトヴァーンが対ハプ
85 
 
ススブルク反乱を起こすと、オスマン帝国はこれを支援した。ハンガリー貴族もこの反乱
に呼応する。このことがオスマン側に有利に働き、オスマン軍は長期戦争中にハプスブル
ク側に奪われたエステルゴム城塞を奪回することができ、1605 年 10 月に再びブダの職へ
戻ったアリ・パシャはハプスブルク側との和平交渉のために働くことになる。そして 1606
年 11 月 11 日、ジトヴァトロク条約が締結され、長期戦争は終ったのである。しかし、こ
のジトヴァトロク条約が両帝国により批准されたのは1612年になってからであると云われ
ている。この和平条約がその後、幾度も更新されていることからも、ジトヴァトロク条約
は、オスマン帝国のハンガリー支配の中間期における両帝国間の平和の礎ともいえる条約
である。 
アリ・パシャは 1609 年に再びその職を解かれ、アナトリアへと配置されるが、ブダの職
へ戻りたいという思いが断ち難く、1612 年に彼の副官アフメト・キハヤに、ハプスブルク
皇帝マチアス 2 世とハプスブルク帝国通訳であるアンドレア・ネグロニへ宛てて、アリ・
パシャをブダの職へ戻してくれるようにオスマン政庁へ頼んでくれることを依頼する内容
の書簡を書かせている [No.146, No.147]。これらの書簡による依頼の成果であるかは定か
ではないが、アリ・パシャは 1614 年末に 3 度目となるブダの行政長官に任命され、ジトヴ
ァトロク条約を更新する条約締結のため働き、1615 年にその更新条約であるウィーン条約
の締結を実現するのである。そして、1616 年 12 月にベオグラードで客死するその最後の
時においても、ハプスブルク帝国との和平の維持を願う書簡を、ハプスブルク皇帝マチア
ス 2 世へ宛てて書き送っている [No. 208]。 
アリ・パシャはジトヴァトロク条約締結の後すぐに宰相の位を授けられている。1607 年
2 月 10 日付けのハンガリー貴族イレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て書簡の末尾に「宰
相アリ・パシャ」と署名している [No. 64]。これ以前のアリ・パシャの書簡には、「アリ・
パシャ」とのみ署名している。これはジトヴァトロク条約締結への働きに対する褒賞と思
われる。この条約成立の後ではオスマン帝国辺境のハンガリーにおいて軍司令官が存在す
る必要性がなくなったという事情により、アリ・パシャはブダ州のみならずテメシュヴァ
ール州、エゲル州、そしてカニジャ州においてオスマン帝国の主権を代表し、軍事・外交
上において責任を持つことになった。そしてアリ・パシャはオスマン帝国辺境のハンガリ
ー経営を円滑に行うため、ハプスブルク関係者、ハンガリー貴族そしてトランシルヴァニ
ア関係者へ多くの手紙や書簡を書いた。これらの書簡類は当時の重要な外交手段の一つで
あった。彼が交信した相手側からの返書の多くは、17 世紀後半に始まるハプスブルク軍の
ブダ攻撃により大半は焼失した。しかし、アリ・パシャとハビル・エフェンディなどオス
マン関係者は、彼らの書く書簡の前の部分に、相手側が書いて来た内容を改めて書き写し、
相手方の内容を確認している。このことにより、現在参照することができない相手方の書
簡の内容を知ることができる。 
既述したアリ・パシャの最後のマチアス 2 世宛ての書簡に、「私は陛下にお願いいたしま
す。一日も早く軍が戦うのを止めるよう努めさせてください。何故なら、もし私たちが攻
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撃されるようなことになったのなら、私たちはおとなしくしていることは出来ません。新
たに悪いことが起こる原因を作らせないでください。私たちはこの書簡への陛下からの 1
日も早い良いお返事をお待ちしております。ハンガリー語で全文をお書きください。神が
陛下へ健やかで幸に満ちた末永い日々をお授けになりますように」とある。この書簡から、
オスマン帝国支配下のハンガリー状況がいまだ安定していないこと、アリ・パシャは再び
戦争が起こらないことを願っているが、ハプスブルク側からの攻撃があれば、それに対し
てしかるべき対処をすること、そしてハンガリー語による返書を希望していることが読み
取れる。ハンガリーにおいてジトヴァトロク条約締結の後もハプスブルク側とオスマン側
双方からの略奪や小競り合い、身代金目的の誘拐などが頻発していた。それに加えて、ハ
ンガリーの村々へ税を課すため、それらの村々がどちら側へ帰属するかを決めなければな
らなかったが、村々の帰属を確定することは、双方の利害が対立するため、困難な仕事で
あった。そのためオスマン側が徴税する場合に多くの問題が起こっていた。アリ・パシャ
たちはこれらの問題を解決するため関係者へ宛てて手紙や書簡を出している。更に、占領
地のハンガリー人がブダの政庁へ宛てた様々な不平や不満に対し回答を発している [No. 
95]。これらは、オスマン帝国のハンガリー経営を知る上で有益な史料と思われる。 
209 通の手紙・書簡の中の 17６通は、アリ・パシャが差出人であり、そのうちの数通は
軍司令官ムラド・パシャとハビル・エフェンディの連名である。これらの書簡はハンガリ
ー様式に則り、ハンガリー語で書かれている。相手に対して親しい間柄を示すため「私の
父の息子」、「私たちの父の息子」、また「私の叔父さん」と相手に呼び掛けている。 
これらの手紙や書簡の宛先人は、1608 年にハンガリー王となり 1612 年にはハプスブル
ク皇帝となるマチアス 2 世であり、ウィーン宮廷の戦争委員であるアドルフ・アブ・アル
タンそしてヨアンネス・ア・モラルトである。またハンガリー貴族でありジトヴァトロク
条約締結後ハンガリー副王となるイレシュハージィ・イシュトヴァーン及びトゥルゾー・
ジュルジィ、またアリ・パシャが自分の結婚式へ招待したいと書き送ったハンガリー貴族
のバッチャーニィ・フェレンツ [No. 144] である。そして対ハプスブルク反乱を起こし、
後にトランシルヴァニア君公となるボチカイ・イシュトヴァーンである。アリ・パシャは
ボチカイへ宛て丁重な書き方で外交書簡を書いている。これらの書簡類はオスマン帝国に
よるハンガリー経営のあり様を具体的に知る上で役立つ史料である。 
なお、注釈については、必要最小限に留める。訳文中に見られる「（略）」としたのは、
グスタフ・バイエルレの書に見られる「etc.」を意味する。 
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1 1604 年 1 月 21 日（1604 年 1 月 11 日）161ブダ 
  ハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・アルタン162宛て 
 
 私ことハビル・エフェンディは偉大なトルコ皇帝のブダ州の首席裁判官163であります。
（略） 
 勇士であり誉れ高き私の尊敬する友である閣下。私は閣下に感謝の意を表すと同時に誠
実な友情を捧げます。私は更に、閣下の健やかなることと平穏であらせられることそして
幸運であらせられることを神にお祈りいたします。私は次のことを閣下にお知らせしたい
と存じます。それは、私がこの書簡と共に閣下に 4 個のカップをお送りすることです。そ
れらは大きなものではありませんが骨董品であります。どうぞ私の贈り物を喜んでお受け
取り下さい。この書簡を出すことが、これより早くに分かっていたらもっと多くのカップ
を用意出来たのですが。もし閣下がさらに多くのカップや別のカップをお望みであれば、
閣下はその旨をどうぞ書き送り下さい。私は喜んでそれらのものを閣下にお送りいたしま
す。更に、私の友である通史のネグロニ・アンドラーシュに私の感謝の意をお伝え下さい
るように親愛な私の友である閣下にお願いいたします。 
 最後に、親愛なる私の友である閣下に次のこともお願いいたします。それは私の捕虜ク
ルッシュット・メルテルと交換に、私の民ペシュティ・アライベイの妻とその子供たちを
一緒にこちらへ送り還してくださいるか、、閣下の捕虜を還して下さいますようにお願いい
たします。閣下が誰をこちらへ還してくれるのかを、お知らせくださいるようにお願いい
たします。閣下の良いお返事をお待ちしております。 
 神の御加護を。 
 
1604 年 1 月 11 日、ブダにて記す。 
 
2 1604 年 1 月 21 日 (1604 年 1 月 11 日)、ブダ 
アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
私ことアリ・パシャは聖なる神の許しを得て偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官164で
                                                   
161 暦は太陽暦で、括弧内の暦は太陰暦を表示する。手紙と書簡内において太陰暦で記され
ている。当時、中央ヨーロッパにおいて太陽暦が普及していたが、アリ・パシャの書簡類
を書いたハンガリー人バラージュ・ディアークが太陰暦を使用した［Bayerle 1991 : xi-xii]。 
162 ハプスブルク帝国ハンガリーのコマロム城塞のカピターニィ。 
163 原文に fő Kadiaya とある。カーディは裁判官である。 
164 原文に fő helytarthoja とある。ベイレルベイの意。オスマン朝の軍司令官・軍組織と
してその配下に規模の小さい軍管区を束ねるサンジャク・ベイを従える。・・・14－15 世紀、
ルーメリとアナトリアとに担当地域が分割されて、州を監督する軍管区長官として地方行
政の最高位を担う官職となる [三沢 2002 : 869]。 
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あります。（略） 
勇士として誉れ高き尊敬する私の友でありカピターニィ (城塞主) である閣下。そして
私の父の息子である閣下。私はまず閣下に感謝の意を表し、誠実な友情を捧げます。そし
て私は神が閣下に健やかなることと御多幸をお与えくださいますように祈ります。 
私は以下のことを閣下にお知らせしたいと思います。この書簡と一緒に 5 個のカップを
お送りいたします。どうぞ閣下は私の贈り物を喜んでお受け取り下さい。また、3 個の時計
を送りますが、それらの時計の調子が悪いので、それらの時計を修理に出して下さいます
ように閣下にお願いいたします。これまでこちらいた時計職人が亡くなりこの種の仕事が
出来る者がここにいないのです。修理に掛った費用はこちらからお送りいたします。 
 更に、以下のことも書き知らせたいと思います。現在、ペシュト165側からも兵士たちが
私たちの所へ物を買うために安心してやって来ています。私たちはそれらの者たちを歓迎
しており、誰も悪態をついたりしておりません。そういうことですので、ヨッバージィ（農
民）やその他の者で何らかの交易品を所有する者は安心してこちらに来るように、閣下が
それらの者たちにお知らせ下さるようにお願いいたします。何一つ交易するのに障害はあ
りません166。そうすることは、両者にとって一層有益な結果となりましょう。閣下からの
良い返事をお待ちしております。 
神が閣下に末永い健康をお与えになりますよう、閣下の幸運が未来永劫続きますよう神
にお祈りいたします。 
 
1604 年 1 月 11 日、ブダにて記す。 
 
追伸 以前に私は閣下に 10 個のカップと一緒に私が使用していたカップ１個を合わせて
11 個のカップをお贈りいたしました。閣下は私の使用したカップを誰にも渡さずにご自分
でお使いください。親愛な私の父の息子167である閣下自身が私の健康のためにもそれでお
飲みください。同時に、私は、交易する者たちを通行させて下さるように閣下に書き送り
ました。交易する者を通行させることは閣下側にとっても有益なことです。両者間の交易
がなされていることは、私側と閣下側にある様々な事柄がうまく進んでいるのだろうとそ
れを見る人々に思わせることになりましょう。私たちは、こちらにいる者がエステルゴム
やその他の地にトルコ産の家畜を運搬することを許可します。  
 
3 1604 年 1 月 21 日 (1604 年 1 月 11 日)、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャ及びハビル・エフェンディの休戦証書168 
                                                   
165 ブダペストのドナウ河右岸部。 
166 1602 年 10 月、ハプスブルク軍はペシュト包囲に成功し、この時期、ペシュトはハプス
ブルク支配下にある。 
167 親しい関係を表す。 
168 1603 年から始まった長期戦争は手詰まり状態を呈し、両帝国は和平を模索し始めてい
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私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャとハビル・エフェンディは、偉大なトル
コ皇帝のブダ州の軍司令官169、行政長官と首席裁判官であります。（略） 
（三者の印璽で封印されている） 
 
 私たちは、初めに、感謝の意を表し誠実な友情を示します。私たちは以下のことを全て
の人々にお知らせいたします。去る 1 月 10 日に私たちは、ブダにおいて私たちの友である
アドルフ・アルタン閣下や多くのハンガリー人の名士と時を共にいたしました。その時、
私たちは、1 月 10 日の最初の日曜日より数えて 22 日間互いに大変静穏な日々を過ごすこと
を相互間で同意いたしました。すなわち、私たちは、戦闘を止め、銃を撃たずそして城塞
を攻撃しない約束をいたしました。私たちはこの約束を堅く護り、私たちが真正直な人間
であることをお誓いいたします。 
謹んで、印璽で固く封印した私たちのこの書を誓いの証として提示いたします。 
 
1604 年 1 月 11 日、ブダにて記す。 
 
４ 1604 年 3 月 5 日（1604 年 2 月 23 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャ及びハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・ア
ルタン宛て 
 
私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャとハビル・エフェンディは、偉大なトル
コ皇帝のブダ州の軍司令官、行政長官と首席裁判官であります。（略） 
（三者の印璽で封印されている） 
 
 尊敬する勇士であり私たちの友であり、私たちの良き息子であると同時に私たちの父の
息子である閣下。初めに、私たちは閣下に感謝の意を表し、誠実な友情を示します。勇士
たちの長としての閣下に神が多くの良きことをお授けになりますようにお祈りいたします。
（略） 
これより前に私たちが、オスマンという名の私たちの配下の者に託した書簡で閣下にお
目もじした訳を閣下には当然お分かりのことと思いますが、それは連れ去られた我が方の
者に関してのことでした。センドルーやヴェスペレーム170の人々がいずこからこちらにや
って来て、我が方の本当に多くの者を、休戦協定中であるにもかかわらず、何時であるか
                                                                                                                                                     
た。 
169セルダール。 
170 センドルーはハンガリー北東、ヴェスペレームはバラトン湖に西側に位置している。多
くの地域でオスマン支配下の者がハプスブルク支配下側の者に連れ去られている事を示唆
していると推量しえる。 
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は、はっきりしませんが連れ去って行きました。閣下はその件について、全員を解放した
こと、そしてそれは信認と受領に従って行った旨を私たちにお知らせくださいました171。 
しかし、今日に至るまで解放されたという者を一人として見ておりません。まだ、全員
は、今この時もそちらにいるに違いありません。 
 このようなことは本当に正しいことではありません。そしてまた、ヴェスペレームの人々
がこちらに出かけて来て、捕虜の解放についを話し合いで決めようと騙して私たちの領内
フォク172の住民 25 人を連れ去ったということが起こりました。その 25 人は今そちらに捕
らえられているということです。さらに、他の場所からも強制的にヴェスペレームへ連れ
去られた者がいます。 
 このような行為が休戦協定下でなされても良いものでしょうか？私たちの間で休戦協定
が成立してから早 2 か月も過ぎています。私たちは神の加護により、このようなことをし
ておりません、一生懸命休戦協定を遵守しております。（略） 
 私たちは私たちの良き友であり息子でありそして私たちの父の息子である閣下に、それ
らの 25 名の者全員及びその他の多くの者をあらゆる場所から平和のうちに自由にし、解放
して下さることを、切にお願いいたします。そうすることは私たちとの約束に適うことで
す。何故なら、彼らを自由にしない限り、私たちが互に決定した事柄に、それは反するこ
となので、私たちの決定は何ら意味を持たないことになります。しかも、むしろ実際にこ
のようなことは私たちの間に何も良い結果をもたらさないことになります。私たちは閣下
からの良い返事をお待ちしております。神の御加護を。 
 
1604 年 2 月 23 日、ブダにて記す。 
 
追伸 私たちの所に届いたこれに関する内容が書いてある手紙を同封いたします。閣下は
その手紙を読んでご理解ください。私たちの書簡を１人のトルコ人 (公人ではなく一般人) 
に託します。このようなことは前にも度々ありました。そのような手紙は全てそちらに届
いていると思います。私たちはこれを閣下に届けようかどうかを案じましたが、その者に
                                                   
171 オスマン帝国とハプスブルク帝国間の 1568 年エディルネ和平条約第 13 条に「和平条約
締結後、身代金の交渉もなく捕虜となっている者、身代金を支払うことが出来ずに捕虜と
なっている者すべてを解放し、その属する所に還すこと。如何なる理由であっても捕虜を
更に拘束したり市場に出したり殺したりすることは許されないこと」とある。しかし、和
平条約締結後も身代金目当ての捕虜の捕獲がオスマン領とハプスブルク支配下のハンガリ
ー王国の境界線においてすなわちハンガリー辺境において頻発した。捕虜の解放に関して、
オスマン帝国とハンガリーにおいて旧習あり、それが慣習となっていた [Pálffy 2007 : 
35-45]。その慣習は捕虜が自分の身代金を調達するために一時的にその属する所に戻ること
が認められ、身代金調達に出た捕虜が戻ることを他の捕虜が保証人となり責任を負うなど
である [Nógrád 2007 : 27-34]。信認と受領は慣習法に従って解放した事を意味し、捕虜は
身代金を支払ったことを意味していると思われる。 
172 シオーフォク、バラトン湖南岸に位置する。 
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託して送ります。閣下も即座にその者に返事を託してください。 
 
5 1604 年 3 月 6 日（1604 年 2 月 24 日）、ブダ 
アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
私ことアリ・パシャは神の許しにより偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官であります。
(略) 
 
勇士であり隣人かつ私の友である尊敬するカピターニィ閣下。初めに感謝の意を述べ、
誠実な友情を閣下にささげます。(略) 
 私が書簡を認める理由は他でもありません、次のことをお知らせするためです。つまり
私たちの間にフリジィ（条約）173のことがなされるという情報が入ったので、私たちはそ
れを信じて、つい最近私はその件で私たちの配下の者をソルノク174へ派遣いたしました。
そうしているうちにまず初めに私たちの友でありすぐ隣のペシュトのカピターニィから、
オメル・ヴァイダが捕らえられ連れ去られたことを知らせる彼自身が書いた手紙が届きま
した。丁度その同じ日にブヤーク175の女たちがここに辿り着いて、騎馬兵がブヤークの住
民の 4 分の１を連れ去ったと、語りました。そして連れ去られた者たちに 1000 金の値が付
けられ、貧しいブヤークの者たちは全てのお金を奪い取られたということです。以上のこ
とは公正かつ人道的に解決されねばなりません。私の良き友であり私の父の息子である閣
下は以上のことを鑑みて隣人たちに温かいお心をお示し下さり、連れ去られた者たちを探
し出し、解放して下さるようお願いいたします。それを実行なさることは閣下が公明正大
な御方である証となりましょう。私たちは必ず felső fejedelem176へそれらのことについて
の苦情の手紙を書き知らせます。何故ならこのようなことは連れ去られた者たちにとって
極めて不当であるからです。 
今現在、全ての状況を把握して被害がどの程度なのかを書くことはできませんが、今後
もこのことについて書き知らせる所存です。即座の閣下からの良い御返事をお待ちしてお
ります。 
 
1604 年 2 月 24 日、ブダにて記す。 
 
6 1604 年 3 月 7 日（1604 年 2 月 25 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャ及びハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・ア
                                                   
173 frigy は条約、協約、同盟を意味する。この場合和平条約交渉の意であろう。 
174 ドナウ川左岸に位置し、1553 年、ブダ州に帰属する [Hegyi 2000 : 178]。 
175 ハンガリー北東に位置する。 
176 上ハンガリーと思われる。 
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ルタン宛て 
 
私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャとハビル・エフェンディは、偉大なトル
コ皇帝のブダ州の軍司令官、行政長官と首席裁判官であります。（略） 
（宰相ムラド・パシャとハビル・エフェンディの印璽で封印されている） 
 
 尊敬する勇士であり私たちの良き隣人かつ友でそして私たちの息子であると同時に私た
ちの父の息子である閣下。初めに閣下への感謝の意を表し、私たちが関与する全ての事柄
において閣下へ私たちの友情を捧げます。閣下は私たちに書簡を再度送って来ました。そ
の書簡の中で私たちがこの条約の事柄に一生懸命なのであれば、私たち側の者全てがその
島に赴くべきであると書き、そして閣下は私たちがそうすることを願っていると、書いて
います。そのようにすることは容易なことです。閣下がセント・マルギット・アッソニィ
島177の先端に赴き、そして私たち自身がそこへ行くか、もしくは私たちが任命した者を派
遣すると云う事だからです。しかし、私たちの良き息子、私たちの父の息子そして私たち
の良き友である閣下、私たちは如何なる方法で閣下たちと共に行くことが出来ますか？更
に如何なる方法で私たちは任命した者を閣下側へと派遣することが出来るのでしょうか？ 
 前もって、私たちが、フォク178やその他の地から連れ去られた私たちの側の者たちにつ
いて、閣下側に書簡を届けるか私たちの者を派遣していたのであれば、閣下側は真の信義
と寛大な心でそれらの者全てを持ち去った全ての家畜と一緒に閣下側が約束していた通り
に解放していたでしょう。そのことに関して、ブダのヨッバージィ (農民) からの手紙を
閣下に送りました。しかし、いまだに閣下からの返事がこちらに届いていません。(略) 
 更に、話があります。まったく違う話です。私たちの通役であるオメル・ヴァイダ、私
たちの配下のエミル・アガの妻とその従者及びジュムル・レジェブ・アガの叔母とその子
供たち、更にこれら以外にも数人の者たちについての件です。ペシュトのカピターニィの
傍らに 2 人の厳格人物がいました。彼ら２人は 30 人の騎馬兵を引き連れてクルシュ179から
こちら側にやって来ました。そしてその後に続くものも多くいました。彼らは、条約が締
結されることになっていると声高に語りました。そのため人々は応戦もせず逃げ出しもし
ませんでした。その結果、多くの者が捕らえられました。捕らえられた者たちは、現在ペ
シュトのカピターニィの所に居ないのだとしても、ソルノクからは出ていないでしょう。
こちらの家畜は全て奪い取られ、更に 1000 金の値が彼らの身代金の値に付けられました。
2 人の従者と一緒に 2 人の婦人が 40 日目に 1000 金を調達するために戻されました。また
子供たちも戻されブダに共に到着しました。 
しかし、この婦人たちに悪性罵声のからかいや汚らわしい行為がなされていたというこ
                                                   
177 ドナウ河にある島。 
178 シオーフォク。ドナウ右岸に位置し、ブダ州に帰属する [Hegyi  2000 : 183]。 
179 ナジクルシュ。ペシュト近郊。 
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とです。私たちの間で条約の話が持ち上がっているこの時、このような事が行われること
は、極めて不当であります。以前の交戦中であってもこのような事は起こりませんでした。
私たちは決してこのような事を行いません。哀れな婦人たちは、この冬の季節に、衣服を
奪い取られ、頭からかぶり物をはぎ取られ、頭を晒し裸足で歩いてこちらに辿り着いたの
です。そちらの者はこのような仕打ちで婦人たちを解放したのです。どうぞ、閣下はこの
事を良く承知おき下さい。捕らえられている者たちの中に、ヴァイダ180のオメル、スィパ
ーヒ181のフセイン、一人の従者、エユプ・ベイの息子、オメル、バイ、レデッシェップそ
してベキルがいて、武器と金を携えていました。それらの者たちは、婦人たちが 1000 金を
調達して戻ってくる事を保証する者たちです。私たちの友よ、これが現在起きていること
です。このような事が実際起こっていることは、私たちにとって本当に悲しむべきことで
あり恥ずべき事でありますので、私たちは誰にも話したり書き知らせたりすることができ
ません。しかし、私たちにとっては、私たちが神の御加護を得てこれまでも条約に関して
信義に反する事柄をするという間違いを犯していないことが救いです。私たちが間違った
行為をするかもしれないと、神の前でも誰の前でも何者も私たちは恐れることはありませ
ん。何故なら、私たちは決してそのようなことはしないからです。しかし、常に閣下側の
高位にある者たちは私たちが信義や約束を軽んじていると非難していました。 
私たちへの神の御加護は今まで間違ってはおらず不足もしておりません。私たちから間
違ったことをしておりません。以前の条約の失敗や二皇帝間の対立は上述ようなことが原
因でした。それで私たちはこのことから次のように学ぶべきです。つまり、閣下および閣
下方の信仰の中心である枢機卿そして大臣たち更に閣下の皇帝陛下の印璽のある勅書が存
在し、一方、私たちの手に確固としたし信義の下に約束をした文書が存在すべきであるこ
とを、私たちが認めることです。友の国の信仰を知り、友の性格が如何なるものかを知る
ことができます。このような些細なことのために信頼を裏切るのであれば、いかにして共
に生きていくことが出来るのでしょうか？私たちの門戸に数人も貧しい者たちがやって来
て、悲しげな目をして叫び訴えています。 
私たちは、閣下の要求に従い家畜等の被害を明確にしました。私たちは大変危険な状態
に陥っています。私たち双方から解放された貧しい者たちが、誰のせいで自分たちの故郷
であるのにこれからどのくらい長い間暮らすことが出来ないのですかと、私たちに訴え問
いています。 
閣下は、私たちを閣下の父そして父の息子として遇して下さっています。私たちも閣下
をそのような御方であると考えております。幾度もの会談において、信用できる約束そし
て印璽を押した書簡で閣下はその誠実さを示しました。それ故、私たちの信頼関係は強ま
                                                   
180 ヴォイヴォド、ヴォイヴォダとも呼ばれる。11 世紀から 16 世紀、ハンガリー王国内の
トランシルヴァニアの統治者の呼称であったが、その後、軍、裁判そして行政全ての権力
を担う王の代理人の意となる [Várdy 1997 : 723]。 
181 騎士。封土を与えられる代わりに軍役に服する。 
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りました。今この時こそ、その信頼関係を閣下に大切にして頂きたいと思います。 
以前にも連れ去られた者たちがいて、その後も連れ去られた者たちがいます。そして、
今再び、馬や家畜そして金もろとも連れ去られた者たちがいます。私たちが以前に書き送
ったリスト通りに全ての者を家畜と一緒にこちら側へ送り戻すことは閣下のなさねばなら
ないことです。もし、それらの者たちが送り還されないままの状態であるならば、私たち
は、閣下が行為をした者に私たちの者を連れさることを許したのだと、私たちは思い続け
ると、閣下に申しあげます。 
私たちが確信していることは、閣下がこの件を理解し、解決するような人道的な人物で
あるということです。閣下だけではなく全てのキリスト教徒が、人道的な人物でありそれ
に相応しい人々であると私たちは考えております。全ての者をあるべきところに戻してく
ださい。その後で、私たちは大切な事柄である条約の締結について直接話し合い討議する
ために適切な場所でお会いいたしましょう。そこで事を成就いたしましょう。閣下からの
良いお返事をお待ちしております。神の御加護を。 
 
1604 年 2 月 25 日、ブダにて記す。 
 
7 1604 年 3 月 8 日（1604 年 2 月 26 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャそしてハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・
アルタン宛て 
 
私たちことムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディは、偉大なトル 
コ皇帝のルーメリ182の行政長官にして軍司令官、ブダの行政長官および首席裁判官であり
ます。 
（署名した者たちの印璽で封印してある） 
 
 初めに、私たちは誉れ高き勇士であり私たちの息子でありかつ私たちの父の息子そして
私たちの友である閣下に感謝の意を表します。そして私たちが関与する名誉ある事柄にお
ける繋がりの中で誠実な友情を閣下に捧げます。更に、私たちは閣下および私たちの友で
ある多くの方々に良好な健康と平穏な日々そして幸運が与えられますように神にお祈りい
たします。(略) 
 さて、閣下がゲルゲイ・デアークやその他の者たちに託して私たちに宛てた書簡が今日
の 26 日に届きました。私たちはそれを受け取り、内容を理解いたしました。閣下はその書
簡の中で、以前に私たちが閣下に出した書簡が閣下ひとりだけに出されていたのであれば、
                                                   
182 広義には、オスマン朝においてビザンツ帝国が支配していたバルカン半島領土を呼称す
る際に用いた用語。また、狭義には、14 世紀にベイエルベイ職を二分してバルカン半島に
設けた軍管区である。ルーメリ州を指す [三沢 2002 : 1059]。 
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閣下は御自分ひとりで返事を書いたであろうと、お書きになっています。私たちは、委員
の方々に書き送った内容と同じものを閣下に送りいたしました。（略）しかし、アリ・パシ
ャは内容が異なる別の書簡も閣下にお送りしています。私たちはその書簡への返事を待っ
ております。 
 親愛な私たちの息子であり私たちの父の息子である閣下、閣下はそこで賢明な 1 人の人
物が来るのを待っていたのですね、何故なら閣下は書簡の中に全てを書くことが非常に大
切なこととは思わず、全てを御自分の口から直接語るおつもりだったのですね。それで、
私たちは閣下が期待する人物をそちらに派遣することにします。私たちの間にある事柄は
他のこととは違い、偉大な二皇帝間の極秘事項です。そうであるので、閣下が事柄の全て
を関係者全員に知らせるのではなく、閣下がこれぞと思う人物に知らせるのであれば、こ
とは順調に運ぶと思います。私たちにとって大切な日であるバイラム183が過ぎてしまいま
した。閣下は今月を見過ごし来月の吉日にセント・マルギット・アッソニィ島に船で行く
ことを望んでおられます。委員の方全員が、この事柄全てに関して閣下を信頼していると
同じように、私たちも全ての事柄について唯一アリ・パシャを信頼しています。その島へ
行くのに、閣下が 1 艘の船で行くのであれば、私たちも 1 艘の船で行き、閣下が 2 艘の船
で行くのなら私たちも 2 艘の船で行きます。そして、その島でその日の夜までに私たちは
互いに事を全て上手く進め、決議しましょう。私たちは閣下側との決議に同意します。畏
れ多い全知全能の神は、哀れにも踏みにじられた多くの人々の神への願いや訴えを、お聴
きになられたとしても、私たちがこれまでしてきた努力や献身が間違ってはなく、私たち
はお互いに恥に身を晒してはいなかったことを、恐らくご存じです。私たちは、(来月の)15
日までに条約が成れば、私たちの間にある戦いは止み、武器は鳴りを潜め、互いに傷つけ
合うことは無くなると、分かるべきです。このことは以前閣下が私たちに書いてきたこと
です。 
 今月は、私たちが閣下側に封印した書簡を送っただけという状態で時が過ぎ去ってしま
います。本当のことを知るために、新たに事を起こしましょう。来月の初めに事を始めま
しょう。それまでは時が過ぎるにまかせ、今の状況のままでいましょう。閣下は私たちに
書簡をお書き下さい。私たちは閣下の決定に喜んで従います。何故ならそれが私たちの望
みでもあるからです。閣下の封印した私たちへの書簡へ私たちはすぐに返事を書きます。
神の御加護を。 
 
1604 年 2 月 26 日、ブダにて記す。 
 
8 1604 年 3 月 9 日 (1604 年 2 月 27 日)、ブダ 
                                                   
183 イスラム教の祭りを意味するトルコ語。アラビア語でイード。バイラムには、断食つ
きの終わった翌日、つまりイスラム暦の第 10 月 1 日を断食明けとして祝う祭りと、巡礼行
事の中日、つまり第 12 月 10 日を祝う犠牲祭と２つある [黒田 1983 : 99-100]。  
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アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
私ことアリ・パシャは、神の許しにより偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官であり責
任者であります。(略) 
 
最初に閣下への感謝の意を表します。私の関与する公の良き事柄において、親愛な私の
父の息子である閣下に、私は隣人としてかつ同じ父の息子として閣下に友情を捧げます。
私は閣下が健やかなこと、平穏であることそして幸運であることを神にお祈りいたします。 
閣下は私宛に書簡を書きお送り下さいました。私はその書簡から、閣下は私がそちらに
出かけていかないことに不満を抱いて書簡を書いたことが分かりました。(略) 親愛な私の
父の息子の閣下よ、私は善意の者でありそして閣下の父の息子でありますが、私がそちら
に赴くことが可能であると考えないでください。私は閣下のその考えには従うことはでき
ません。私は、以前にも私たちがそちらに赴く事は禁じられているので行くことは出来な
かったことを、閣下に書き知らせました。私たちが私たちの両目を大切にすると同じよう
に閣下を尊重しています。閣下も同じように私たちを尊重して下さるよう私たちは閣下に
お願いいたします。私たちにとって可能なことであれば、私たちは不平を云わず、本当に
喜んで閣下の所に赴き、閣下との大きな友情の中で時を過ごし、そして同意出来る事柄に
ついて十分に討議したいということは本当のことです。私の友であり私の父の息子である
親愛な公正である閣下よ、私たちは私たちの位の高い者たちと直接討議した後、閣下に書
簡を書き送りました。閣下側も事が上首尾になるように努めてください。もし、全知全能
の神がお許しくださるのであれば、私たちの祝日が過ぎた後、セント・マルギット・アッ
ソニィ島で直接会談いたしましょう。聖なる神の加護により、互いに良きことを決議いた
しましょう。聖なる神は、私たちが踏みにじられた貧しい多くの人々と国に幸運をもたら
すため、事を首尾よく進めることができ、そして偉大な二皇帝を相互に和解させるために
働くことをお許しになります。神の御加護を。主なる神の慈悲を。 
 
1604 年 2 月 27 日、ブダにて記す。 
 
追伸 私は全てをゲルゲイ・デアークに伝えてあります、親愛な私の父の息子である閣下
は彼に全てを問い尋ね、理解してください。 
 
9 1604 年 3 月 9 日（1604 年 2 月 27 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・
アルタン宛て 
 
 私ことムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディは、偉大なトルコ皇
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帝のルーメリ州の行政長官で軍司令官、ブダ州の行政長官および裁判官であります。 
（署名した者たちの印璽で封印されている） 
 
 私たちの友であり私たちの父の息子の尊敬する隣人の勇士であるカピターニィ閣下、初
めに私たちは閣下へ感謝の意を表し、そして誠実な友情を閣下に捧げます。また、閣下に
幸運がもたらされますように神に祈ります。閣下は、私たちが相互に取り決めたことがあ
るのを良くご存じと思います。しかし、私たちはそのことを今でも放置したままでいます。
セーケシュフェヘールヴァールの人々がセント・マールトン184から１人の若者を連れ去っ
て来ましたが、私たちはその若者を返還しました。さらに、私たちの意に反する行動をす
る者たちが、ジュール185の門を攻撃したことを私たちは知りました。私たちはそれらの者
を罰し、給金を支払いませんでした。 
 ヴェスペレームの人々が、私側の人間であるフォクの 5 人の人々を連れ去りました。そ
の者たちは、ベシルという名字の 2 人、ハビルとムスタファそして 3 人のマルタロッツィ186
で、彼らは今も閣下側にいます。また、エンデレディド187の牢番が 2000 オッカ188の蜂蜜を
ここブダに運んできました、それをパロタ189の人々が奪い取って行きました。その上更に、
センデルー190の人々がエゲルの人々を連れ去りました。それで、エゲルの人々は現在、セ
ンデルーに捕らわれています。これについて、エゲルのシナン・パシャが、センデルーの
カピターニィであるロッタル・ヤーノシュに 22 日までに自ら命令を出すようにと書簡を送
りました。しかしながら、ロッタル・ヤーノシュは、王陛下191か命じるのであればそれに
従い即座にそれらの者たちを解放すると、云ったということです。(略) 
 更に、オナド192の人々も、最近、待ち伏せをして、エゲルから遠く離れたソルノクの森
の中でバターや蜂蜜などの食料品を奪い取りました。 
 カラマン193のパシャであるムスタファ・パシャ閣下がセーケシュフェヘールヴァールへ
派遣されてきました。 
 更に、あまり人家のない所にあるシンドゥリオク194も燃やされました。 
 また、2 人の若者についてですが、彼らが道に迷っていたところを、ヴェスペレームもし
                                                   
184 スロヴァキアのブラチスラヴァの北東に位置する。1594 年、オスマン軍が占領。 
185 ブダとウィーンの中間に位置する。1598 年、ハプスルク軍はジュールをオスマン側か
ら奪還する [Finkel 1988 :15-16]。 
186 不詳。 
187 不詳。 
188 １オッカは 1.2828ｋｇ。 
189 ヴァールパロタ。セーケシュフェヘールヴァールの西約 15 キロメートルに位置する。 
190 ハンガリー北東部に位置する。 
191 ハンガリー王すなわちルドルフ 1 世（在位 1576-1608）、ハプスブルク皇帝としてはル
ドルフ 2 世（在位 1576-1612）。 
192 不詳。 
193 アナトリアに位置する。 
194 不詳。 
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くはパロタの人々により彼らが乗っていた立派な馬もろとも連れ去られてしまいました。
閣下にお願いいたします。彼らを馬とその装備と一緒に解放してください。その若者の 1
人の名はシャバンで、他の名はペルヴィズです。重ねてお願いいたします。蜂蜜、バター
そして連れ去られた人々全てを閣下側の全ての所からこちらにお返し下さい。どうぞ、閣
下は人々を捕らえそして食料品を奪うという行為で私たちを困らせないで下さい。以上の
ことを解決したくこの書簡をオスマンという名の者に託しエステルゴムへ送ります。閣下
は、5 人の者と蜂蜜をオスマンの手にお渡しください。良き返事をお待ちしております。 
 
1604 年 2 月 27 日、ブダにて記す。 
 
10 1604 年 4 月 16 日（1604 年 4 月 6 日）、ブダ 
アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
  
 私ことアリ・パシャは神の許しにより偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官でありかつ
責任者であります。(略) 
 
 いと誉れ高い尊敬するに値する勇士のドルフ・アルタン・カピターニィ閣下、私は、初
めに善意の御方であり私の父の息子である私の信頼する閣下に感謝の意を表し、そして私
は閣下に誠実な友情と私の父の息子という関係を捧げます。更に、私は閣下が末永く健や
かであるよう、閣下の願うことが叶えられるように神に祈ります。今日の 4 月 6 日の良き
朝、ハンガリー語、ディアークル195そしてトルコ語の閣下側の手紙が届き、私たちはそれ
を受け取り、理解いたしました。私たちはそれらの手紙に対し、3 通にまとめて真摯な言葉
で全てトルコ語により書き送りました。私たちは、私たちの正義に対しての誠実さについ
て書きました。つまり、私たちの正義は何も特別なことではなく、今ある重要なことを成
就するに当たり、私たちは両者間にある障害を取り除き、偉大な二皇帝が互いに友情を更
に進め友愛の関係を築くことが出来るようすることに一生懸命であるということです。（略） 
 親愛な私の父の息子である閣下、私たちは、今私たちの間にある障害の全てについて私
たちの者もしくは閣下側の者を通して閣下にお知らせしてきました。私は、自ら物事を独
断で行う事を望みません。そのようなことをすれば、現世においては恥に身を晒し、来世
においては大きな罰を受けることになりましょう。不正や騙すようなことも私たちは行い
ません。私は以前にも閣下にお知らせいたしましたように、今また私の同輩閣下と一緒に
手紙に書きました。私たち双方に関することです。私たちが閣下に書きましたように、閣
下にもエステルゴムに居ていただきたいということです。私たち両者のどちらが先にエス
テルゴムへ行くかということは問題ではありません。両者間に紛争がけたたましく起こら
ないうちに会談することが大事です。私たちの者がエステルゴムに到着すると同時に閣下
                                                   
195 Diákul。ディアークはハンガリー語で書生の意。ラテン語で書かれたという意。 
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側の者もそこへ到着して下さい。準備が整い、会談に参加する閣下側の者全ての状態が平
穏になった暁に、私たちも喜んで出席することができます。もし両者側それぞれから紛争
を起こすのであれば、恐らく事を元通りにすることは不可能となりましょう。閣下はこの
ようなこと全てを既に十分御承知のはずですし、神があるべき姿に解決して下さることも
お分かりです。戦いが起こり、甚大な被害が人々にもたらされたのなら、そのことのため
に、私たちは人々に顔向けが出来ません。神が、私たちが全ての事を解決するための言葉
をお与え下さいますように。私たちが上手く事を解決できるように、神よ、お助けくださ
い。アーメン。私は私の父の息子である閣下からのなるべく早いよりよい御返事をお待ち
しております。神が閣下に末永い健康をお与えになりますように。 
 
1604 年 4 月 6 日、ブダにて記す。 
 
11 1604 年 4 月 16 日（1604 年 4 月 6 日）、ブダ 
アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私ことアリ・パシャは慈悲深き神の恩寵により偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官で
あり責任者であります。(略) 
 
 勇士でありかつ私の尊敬する友ツェザレ・ガロ殿、まず初めに私は貴殿に感謝の意を表
し、誠実な友情を貴殿に捧げます。さらに、私は貴殿の健やかなることと貴殿に幸運がも
たらされるように神に祈ります。(略) 
 貴殿の手紙が、私の友であり私の父の息子であるアルタン・カピターニィの書簡と一緒
にここに届きました。私たちは書いてあること全てを理解いたしました。その手紙に、再
度、２か月以内に私たちの間で条約を成立しようと書かれてありました。貴殿は全てを承
知しているはずです。私たちはこの４か月の間、そのことについて直接会い会談をし、全
ての障害を解決しました。私たちは双方で人を派遣し、準備が整い次第、条約を締結しよ
うと決定していました。(略) 
 しかし、今この時もそのことは何一つ上手く進んでいません。何の結果も得られていま
せん。この後２か月の間、条約が締結されない理由が私には分かりません。私たちは、私
たちの父の息子であるアルタン閣下に全てのことについて詳細に書き知らせました。私た
ちは、アルタン閣下からの1日も早い返事すなわち彼の意志表示を待ち望んでおります。(略) 
 そちら側の軍隊が至る所へ出掛けて来て、多くの被害をこちらに与えています。不安定
な辺境の地にいる私たちは其の事についてどのように表現することが出来るのでしょう
か？私たちは今話をするすべがありません。私たちは、貴殿側が悪行をなさない限り、私
は 1 人の婦人と子供たちのために 2 人の捕虜をネグロニに返しました。私たちは、自分た
ちが取り決めた事を実行しました。しかし、今に至るも夫人と 2 人の子供は返されていま
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せん。カーディアは、婦人と子供たちが返されない理由を問うています。神はそれを成す
ために貴殿をお選びになりました。どうぞ貴殿は其の問題が解決するように御尽力下さい。
夫人と子供たちが出来るだけ早く返還されるようにお願いします。貴殿の末永い健康を神
に祈ります。 
 
1604 年 4 月 6 日、ブダにて記す。 
 
12 1604 年 4 月 18 日（1604 年 4 月 8 日）、ブダ 
アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
私ことアリ・パシャは主なる神の恩寵により偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官であ
ります。(略) 
 
 私たちは貴殿に感謝の意を表し、公の全ての良き事柄において友情を捧げます。神が貴
殿に健康と幸運をお与えになりますように。私たちは、私たちの隣人であり友である貴殿
からの手紙を受け取りその内容を理解いたしました。これまでも私たちは、関係者全てに
宛てたトルコ語による手紙の中で条約について十分書いてきました。貴殿がその手紙を丁
寧に読んでいるのであれば、十分理解できる事と思い、私たちは改めて手紙を出しません
でした。私たちは私たちの友であるアルタン・カピターニィ閣下と共に全ての障害を取り
除きました。そして、私たちは、18 日の間、両者の者たちは事を成す準備をし、私たちは
その経過を見守りそして戦いは止むという取り決めを相互の会談の上決定しました。 
 その取り決めが有効でなく、4 か月が経過した今、私たちの条約についての取り決めがい
まだに結論に達していないというのであれば、この後、2 か月間でどのようなことが最終的
な結論へと導くことが出来るのでしょうか？(略) 
 この手紙の前に手紙を出した後、私たちの側のカポルナク196の 5 人の人々がそちらに連
れ去られたままです。また、ハラス197近くでも私たち側の 5 人もしくは 6 人が連れ去られ
ました。さらに、そちらの軍がコパン方面へと出向き、家畜の荷車２台と馬上の３人を連
れ去りました。その軍はナーダスディ198軍であり、シャルヴァール199とベスペレイムの人々
のしたことです。コパニィ200の人々の何人かも、シャールヒーダ201で４人の者が連れ去ら
                                                   
196 バラトン湖西方に位置する。 
197 不詳。 
198 ハンガリー貴族ナーダスディ・フェレンツ（1555-1604）。長期戦争においてハプスブル
ク軍の指揮官として活躍する。大のトルコ嫌いで、ハンガリーの「ブラック・ベイ」と呼
ばれていた [Várdy 1997 : 507-508]。 
199 不詳。 
200 バラトン湖東方に位置する。 
201 バラトン湖西方に位置する。 
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れました。これらの出来事の後でも軍が出掛けて来て、コパニィのヨッバージィ (農民)
数人を連れ去りました。このような状況でコパニィの人々はハイドゥー202の２人をコパニ
ィへ連れていったということです。(略) 
 このような状況が和平に役立つというのでしょうか？上述の農民をも和平のために連れ
去ったと云うのでしょうか？私たちがトルコ語で認めた手紙を貴殿は十分に読んで、障害
は何であるかを理解して下さい。私たちは、私たちの手紙の中で必要なことは全て書き応
えて、貴殿側に返信しました。私たちは、アルタン・カピターニィ閣下が至急それへの返
事を書いて下さることを、待っております。神の御加護を。 
 
1604 年 4 月 8 日、ブダにて記す。 
 
13 1604 年 6 月 15 日203、ブダ 
  アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 私ことアリ・パシャは主なる神の恩寵により偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官であ
り責任者であります。(略) 
 
 素晴らしい高潔さを備え尊敬すべき勇士であり、思慮深き御仁であるアドルフ・アブ・
アルタン閣下、私の信頼する友であり私の父の息子である御方。(略) 
 初めに、私は閣下に感謝の意を表し、公の良き事柄における閣下との関係において、私
は常に閣下に従い、そして閣下に真の友情を捧げます。私は、神が閣下に多くの良きこと
と幸運をお与えになりますよう祈ります。(略) 
 6 月 14 日に閣下から私宛の書簡が届きました。私たちは、閣下がドイツ語でお書きにな
った書簡を良く理解いたしました。それで、私は、親愛な私たちの父の息子である閣下が
健やかであることを知りました。この後も、神が閣下を健やかであることをお与えになり
ますように。(略) 
 親愛な私の父の息子である閣下、私は閣下の書簡から望まれる聖なる事柄を閣下がどの
ようにしようとしているのかを知ることが出来ました。それは、閣下がエステルゴムに赴
き、多くの人々と再び会談をし、その事柄を解決なさろうとしているということです。(略) 
 親愛な私の父の息子の閣下、閣下には、昨年もこの事柄が遅れて開始され、両者側から
起こった紛争が原因で決議されることなく、和平には至らなかったことを、承知のことと
思います。それで、今年は、私たちは閣下側の人々と相談をし、より良い時機を見計らい、
なるべく早い時期にと考えて、冬のうちから事を始めました。全ての者が参加し、この事
                                                   
202 オスマン帝国による荒廃と領主の圧迫から逃れてきた農民の集団であり、雇われて軍事
奉仕をしたり、食べるために略奪を行っていた [パムレーニ 1980 : 187]。 
203書簡の日付も太陽暦で記されている。 
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柄を解決して、偉大な二皇帝の間に真の友情が存在し、直接対面が可能ならしめるかのよ
うにすることが必要です。そうすることにより、二皇帝の狭間にある貧しい者たちが平穏
に暮らすことが出来るのです。そして、私たちの名誉が保たれるのです。(略) 
 親愛な私の友であり私の父の息子である閣下、閣下側がこの事柄から離れてしまってか
ら既に 2 か月近くになります。 
 閣下側からの明白かつ確実な返事がないために、私たちは、私たちの偉大な皇帝の真実
かつ正確な返事をそちら側にお伝えすることが出来ないでいます。今現在、両者側の軍隊
あるいは人々が事を起こし、何処かの場所から軍が出立するようなことにでもなれば、こ
の事柄がどこかへ行ってしまい、一体どのようなことになるかを私は理解することすらで
きません。(略) 
 私の親愛な父の息子である閣下、私はこの書簡を本当に真摯な気持ちで閣下へ書いてい
ます。私たち双方がこの事柄を成し遂げようと考えているのであれば、今はまだ両者の軍
隊が辺境の自陣地を出ず、出立していないのですから、私たちはそれぞれの軍隊がそのま
ま自陣地に留まるように努力すべきです。私は自分がした約束や文書の中でなんらかの間
違いや手違いをすることを欲しません。私は閣下側が何を考えているのか少しも分かりま
せん。私は、ベオグラード204城塞から私側の人々が出掛けて行き、(奪われた人間や物を)
取り戻すということを考えもしないし頭の片隅にもありません。私たちは両者間にあった
条約を私側の人々と共にしっかりと護って来ました。しかし、閣下側の人々は、エステル
ゴム、ヴィシェグラード205そしてペシュトや他の多くの場所でそれを護りませんでした。
私たちは私側の多くの城塞近くで被った被害状況を詳細に書くことはできません。しかし、
私たちが直接お会いして話すことが出来るのであれば、それらを明確に説明することが出
来ます。条約の下で捕らえられ、身代金を要求された捕虜は哀れな貧しい者たちです。彼
らは本当に絶えまなく、鎖に繋がれた体で私たちの門へとやって来て、泣きながら哀願し、
訴えています206。(略) 
 このようなことは不当であり、正しいことではありません。それ故、私たちは、閣下が
すぐさま恙無くエステルゴムへ赴くことをお待ちしております。神の御加護を。 
 
1604 年 6 月 15 日、ブダにて記す。 
 
14 1604 年 7 月 12 日（1604 年 7 月 2 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛
て 
                                                   
204 「 キリスト教圏の外壁」と言われていたが、1521 年スルタン・スレイマン１世（在位
1520-1566）の最初の遠征で占領される。オスマン軍の駐屯地となり、重要な兵站地となる
[Djurdjev 1960 : 1163-1165]。 
205 エステルゴム東方約 20 キロメートルに位置する。 
206 身代金を調達のために戻ってくる。 
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 私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャそしてハビル・エフェンディは偉大なト
ルコ皇帝の僕であり、宰相、そしてブダ州の行政長官と首席裁判官であります。(略) 
（署名者の印璽で封印されている） 
 
 私たちの友であり隣人である尊敬する勇士であるツェザレ・ガロ殿。私たちは初めに貴
殿に感謝の意を表し、公の全ての良き事柄において貴殿に友情を捧げます。さらに、私た
ちは貴殿の健康と現在進行している事柄が成功することを神に祈っております。(略) 
 私たちの息子でありかつ私の父の息子であるアルタン・カピターニィ閣下の書簡が、ゲ
ルゲィ・ディアークによって貴殿の手紙と一緒に届きました。私たちはそれらを十分に理
解いたしました。閣下の書簡に現在の重要な聖なる事柄に必要とされることが書かれてい
ました。閣下は何も秘密にせず全てを明らかにしていました。そして閣下は、私たちが私
たち側の人格者で賢明な人物を閣下の所に派遣することを、私たちに望んでおりました。
そして、具体的に名を挙げて、閣下はティマール・デフテルダール207のムスタファ・エフ
ェンディを派遣することを望んでいました。それで、私たちは彼を閣下の所に派遣いたし
ました。閣下側に私たちが語るべき言葉は、彼が話します。それ故、閣下側の人々は、神
の祝福により、全ての障害を取り除き、私たちの息子の 1 人と彼をみなして、彼を信頼し
て互に闊達に話し合いをしてください。話し合いの後、閣下側はムスタファ・エフェンデ
ィをそちらに留めおかないで下さい。私たちは互いに成さねばならないことを行うため神
の助けを得て、そして更にそれを解決するため更に神の助けをお借りしましょう。 
 尊敬する友としての貴殿にお願いしたいことがあります。貴殿がこの事柄にいささか消
耗してしまったという理由でこの事柄から手を引くようなことをなさらないで、私たちと
向き合うために、私たちの所に来て下さい。私たちは貴殿を心の底から信頼していたいと
思います。そして、お互いに十分話し合いをして、神の恩寵によって、全てを解決いたし
ましょう。神の御加護を。 
 
1604 年 7 月 2 日、ブダにて記す。 
 
15 1604 年 7 月 14 日（1604 年 7 月 4 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛
て 
 
 私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディは、偉大な
トルコ皇帝の宰相であり、ブダ州の行政長官であり首席裁判官であります。(略) 
(署名者の印璽で封印されている) 
                                                   
207 軍事封土を得ている財務官 [Bayerle 1991 : 266-267]。 
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 私たちの隣人であり友である勇士の御方。私たちは初めに貴殿に感謝の意を表し、次に
誠実な友情を捧げます。私たちは貴殿側からの手紙を受け取りました、そしてそれを理解
いたしました。 
 その手紙に、貴殿が三つの方策を私たちに示すことを望んでいると、書かれていました。
その一つを貴殿はムスタファ・エフェンディに示すが、後の二つを話すためにはこちらに
はまだ時期が熟していないとも書かれていました。(略) 
 しかし、三つの方策が何であるかについては、貴殿側がムスタファ・エフェンディに示
した事を、彼は既に私たちにその三つの方策全てを書いてきましたので、私たちは知って
おります。(略) 
 私たちは、貴殿側は、後の二つの方策を遂行するために私たちが私たち側の者をそちら
に派遣することを望んでいることは理解しました。しかし、何故私たちが人を派遣する必
要があるのですか？貴殿側が既に一つの方策を書き示しているのでそれは明らかであるし、
更に、私たちは既に三つの方策を知っているこのような時に事を起こすのは、こちらにと
っても大切なことであると云わなければなりませんが、貴殿側は既にそのようなことを以
前にも書いていました。しかし、主なる神が、貴殿側の者を私たち近くの地へ連れて来て
下さる事がより良い方法です。貴殿側の者たちは私たちの信仰と人間性そして公正さを信
じて、貴殿ともども一緒に安心してこちらに来て下さい、何も悪い事を考えることはあり
ません。何故なら、私たちの信仰と人間性を私たちは自信を持って誇ることが出来るから
です。私たちは、お互いに人間として会談し、結果を出しましょう。私たちが結果を出せ
るか出せないかということは、会談後の話です。会談後、私たちは貴殿側の者たちに一切
何もしないので、平和のうちに戻ることが出来ます。私たちは、この事つまりそちらのど
こかに行くか、もしくはこちらに来る者について私たちの友であり私たちの父の息子であ
るアルタン・カピターニィ閣下にトルコ語で書いた書簡で既に知らせました。私たちの者
も貴殿側が望む所へどこへでも行きます、そちらであろうとこちらであろうとどこへでも
ですと。貴殿側の者たちは神の祝福を信じこちらに来て下さい。貴殿側の者たちは貧しく
哀れな者たちの悲惨な状況をしっかりと見て、最善の結果を出すためにこちらに来て下さ
い。そしてこちらで私たちは人間として事を解決するため、特別に必要な人間として話合
いましょう。そうした後であるならば、私たちは貴殿側が要求する場所へ私たちの者を派
遣する用意があります。まず初めに、貴殿側がこちらにやってくることが重要です。私た
ちは貴殿側に最大の敬意を払います。両者の者が一堂に会し、神の御加護により最善の結
果を出しましょう。貴殿側の語る言葉を私たちが納得し、そして私たちの語る言葉を貴殿
側が納得した時、結論が出ます。全てが上首尾となりましょう。たとえ貴殿側の者がこち
らに来ないのだとしても、私たちはその者たちが安全にこちら側へと通行できるように、
通行証を送ります。私たちが自分の言葉を軽んじるようなことをすれば、神はそれを見て
います。そうであるので、私たちが嘘をつくとはお考えにならないでください。私たちが
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嘘をつけば、私たちは信頼される人間になれないからです。私たちはそのような人間には
なりたくありません。さらに、神は、私たちの国が悲惨な状態にあることを現世において
も、全知全能の主の御前である来世においてもお許しにはなりません。神は、私たちが両
者の狭間にある哀れな人々の悲惨な状況を改善する事柄を解決しようとこれまでもこれか
らも努力していることをご存じです。 
 何者かがこの事柄をぶち壊そうとしているのであれば、それについてこの世でもあの世
でも説明しなければなりません。私たちは、神の御前でも現世に生きる人々の前でも信頼
される者たちです。私たちからは一切悪いことはいたしません。しかし、何者かが私たち
を仲違させるかもしれません。神の御加護を。 
 
1604 年 7 月 4 日、ブダにて記す。 
 
16 1604 年 7 月 15 日（1604 年 7 月 5 日）、ブダ 
アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私ことアリ・パシャは主なる神の恩寵により偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官であ
り責任者であります。(略) 
 
 私たちの友であり勇士のツェザレ・ガロ殿。私たちは初めに貴殿に感謝の意を表し、次
に誠実な友情を捧げます。私たちは貴殿が私たちに宛てた手紙を受け取りそこに書かれて
いる全てを理解いたしました。(略) 
 手紙に、貴殿が私たちの所へ来る許しが得られず、命令が出ない間は行動を起こすこと
が出来ないと、書いてありました。現在もなお貴殿が許しを得られていないのであれば、
バーリント・デアークとゲルゲイ・デアークはともに賢明で私たちが信頼するに値する人
物ですので、貴殿は彼らを私たちの所へ派遣して下さい。2 人一緒かそれともどちらかひと
りを派遣してください。私たちの所にも賢明かつ知識のある者たちがいます。彼らはハン
ガリー語が堪能です。彼らが一緒になって、つまりそちらの者とこちらの者が一堂に会し、
人間として向き合い話し合い、神の助けで全ての事柄が上手く行くようにしましょう。相
互に直接合い話し合った後、私たちは彼らを少しの遅滞なく安全に送り帰します。貴殿が
来てくれることが一番です。神の御加護を。 
 
1604 年 7 月 5 日、ブダにて記す。 
 
追伸 今日まで私たちは、貴殿側が望む所どこへでも私たちの者を派遣しましたし、今後
もどこへでも派遣いたします。貴殿は、私たちの事柄から身を引くようなことはなさらず、
まだこちらに来る許しがないのであれば、先の 2人のいずれかをこちらに派遣して下さい。
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そして、貴殿は、私たちが良く理解できるようになお残されている二つの方策について彼
らに説明してください。私たちが彼らの話を聞き、しっかりと理解したら、彼らに私たち
の返事を託します。恐らく神の恩寵を得て、私たちがこのように一生懸命取り組んでいる
ことが何であったのかというように後になって思わぬほど、全てが上手く行くことでしょ
う。このようにお互いに手紙を通してしてきた労力が無駄にならないことを願っています。
(略) 
 
17 1604 年 7 月 16 日（1604 年 7 月 6 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャおよびアリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私たちこと宰相ムラド・パシャとアリ・パシャは、神の許しにより偉大なトルコ皇帝の
宰相とブダ州の行政長官であります。(略) 
（宰相ムラド・パシャとアリ・パシャの印璽により封印されている） 
 
 私の隣人で勇士の尊敬する友であるツェザレ・ガロ殿。私は貴殿に感謝の意を表し、そ
の後に誠実な友情を捧げます。神が貴殿にあらゆる良きことをお授けなさいますように。
(略) 
 私たちは貴殿が私たちに宛てた手紙を受け取り、確かに理解いたしました。(略) 
 私は、メフメト・チェレビと同じカプジ・パシャ208であるメフメト・アガを私の配下の
中から選びそちらに派遣いたしました。彼は賢明でセルビア語やクロアチア語に堪能です。
いずれにしても彼は私の配下の者で親しみやすい人物です。貴殿は彼と十分に話し合うこ
とが出来ると思います。まず、貴殿は彼に二つの方策について説明して下さい。貴殿は、
直接私に説明するかのように全ての事柄を彼に話をしてください。彼がしっかりと理解し
てこちらに戻り、私たちがその二つの方策が実現可能であり適切であると考えれば、その
時その旨を貴殿に知らせます。そしてその時再び、メフメト・アガをそちらに派遣するこ
とにします。私たちの父の息子であるアルタン・カピターニィ閣下が到着すると同時に私
たちが到着する事をお望みであるならば、それは可能なことです。神が我らと共にあらん
ことを。 
 
1604 年 7 月 6 日、ブダにて記す。 
 
追伸 親愛な私の友である貴殿にお願いいたします。どうぞ、私の配下のメフメト・アガ
に何も隠さず、私たちが理解できるように本当の事をお話し下さい。そうすれば、私たち
は即座にそれについて返事を出すことが出来ます。親愛な私の友よ、主なる神は、私の友
であり父の息子であるアルタン・カピターニィ閣下と私がこれから一度ならず何度も親し
                                                   
208 カプジは門衛。カプジ・パシャは門衛の長 [Bayerle 1997 : 93]。 
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く対面することを、ご存じです。私たちがお互いに何一つ問題を解決できないようなこと
にでもなれば、これ以上に大きな問題が起こることは必定です。そのようなことになれば、
それは全てそちらとこちら間の私たちの行い故の事でありましょう。 
 
18 1604 年 7 月 17 日（1604 年 7 月 7 日）、ブダ 
アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私ことアリ・パシャは主なる神の恩寵により偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長間であ
り責任者です。(略) 
 
私の隣人で勇士の尊敬する友であるツェザレ・ガロ殿。私は貴殿に感謝の意を表し、そ
の後に誠実な友情を捧げます。神が貴殿にあらゆる良きことをお授けなさいますように。
今日のこの時、私たちは馬上にあります。そのため貴殿の手紙にすぐに返事を書くことが
できません。しかし、午後には貴殿に返事を出せると思います。神の御加護を。 
 
1604 年 7 月 7 日、ブダにて記す。 
 
19 1604 年 7 月 17 日（1604 年 7 月 7 日）、ブダ 
宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛
て 
 
 貴殿が、私たちの配下のメフメト・アガに託した私たち宛ての手紙そして貴殿が彼に語
った言葉全てを、私たちは理解しました。 
（署名者の印璽により封印されている） 
 
 私たちの良き友である貴殿が語っていることの中で、貴殿は私たちが出掛けていくには、
時期が遅すぎると第一番に語っています。しかし、私たちは委員の方々と一緒に出掛けて
行きます。私たちの良き友である御方よ、私たちはこれと同じ言葉を私たちの父の息子で
あるアルタン閣下にも何度も書き送りました。共に出掛けて行くことが何かの役に立つこ
とになるでしょう。（出掛けて行かないのは）人が何らかの事柄を成し遂げられないまま、
事が成就する前にその困難さ故に互いに逃げ出すようなものです。5日もしくは6日あれば、
私たちの者が貴殿側の所へ往復出来ますのに、いまだ一つの事柄も解決されていません。
話すことはこれまでのように同じ事柄です。このような話しが今日もなされるということ
は、時があまりに過ぎ去ってしまったということを意味しています。 
 貴殿は現在、城塞および所領を所有している貴族の全てはそれを所有すること、両者共
に使節を派遣すること、そして、貴殿側の使節が私たちの偉大な皇帝へペシュト譲渡を約
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し、私たち側の使節が貴殿側の皇帝に城塞一つの譲渡を約すべきことを、語っておられま
す。(略) しかし、私たちはこのような言葉の羅列を何度聞いたことでしょう。それに、私
たちには城塞を譲渡することや物事を決断し、約束することそして人を派遣することを独
断ですることができません。以前、私たちが書き送ったように、貴殿側がペシュト、ハト
ヴァン209そしてヴァーツ210を私側に譲渡した後に、使節をこちらに派遣するのであれば、
私たちもそちらに 2 人の人物を派遣する用意があります。そして、貴殿側の使節と共に私
たち 3 人の中のひとりも私たちの偉大な皇帝の御座所へと同行します。その地で貴殿側の
使節はその他の城塞および障害となっていることについて私たちと検討し話し合いましょ
う。このようにして私たちは、神の助けを借りて、多くの所で両者間の障害となっている
事柄を解決する方策がとれるように努力いたしましょう。 
 私たちが貴殿側の使節に同道してベオグラードにいる私たちの軍司令官閣下の所へ到着
すると、貴殿側の使節は私たちの友情にふさわしい歓迎の仕方で迎えられます。それは、
私たちの使節が貴殿側の皇帝陛下の御座所に赴いた時になされる儀式です。敢えて言えば、
私たちは、私たちが以前そちらに派遣した 2 人の使節がまだこちらに戻っていない状況に
おいても、使節を再度派遣する用意があるということです。(略) 
 もし、貴殿側が以上の事を反故にすることを望まないのであれば、全ての段取りを成す
べきです。今そのためにこのように使節が行き来しているのですから。 
 私たちは貴殿側に度々、使節を派遣するようにと書き送りました。貴殿側の使節はブダ
に来るべきです。それが実現した暁には、私たちは貴殿側の使節を丁重に私たちの偉大な
皇帝の御座所へとお送りいたします。そして、そこで貴殿側の使節が願い出た城塞が与え
られるか否かは、その使節たちすべての腕に掛っています。貴殿側が再び、オスマン政庁
へ派遣する能力のある者の腕次第です。 
 今、このような状況の時に私たちが、私たちの者をそちらに派遣する必要はありません。 
 貴殿側は、条約 を成立させるために更に 20 日間が必要であると語っていましたが、既
にその 20 日間も過ぎ去ってしまいました。貴殿側もハンガリーの名士たちと話し合いをし
てください。私たちもベオグラードにいる軍司令閣下にその旨を説明しますので、こちら
へ伝えたいことを考えて下さい。そのようにした後で、一緒に集まり会談をいたしましょ
う。物事が解決される良い方向へと運ぶ気さえあれば、共に出掛けて行くことなど容易な
ことです。 
 現在、私たちは、以上のような理由で共に合い会談することが出来ず、状況は膠着した
まま互いに距離をおいています。私たちは全ての人に言を尽くしていますが、私たちが一
生懸命努力していることが無になろうとしています。（略） 
 貴殿側はこのわたしたちの手紙のどの個所であったら同意出来るかを、私たちにお知ら
せください。知らせを受けたら、私たちはその旨を伝えるため、私たちの軍司令官閣下に
                                                   
209 ブダペスト東方約 40 キロメートルに位置する。 
210 ブダペスト北方約 30 キロメートルに位置する。 
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人を送ります。 
 私たちの良き友よ、神は、私たち所為でこの聖なる和平条約が成立しないようなことに
なることを神は望んでいません。私たちも望んでいません。それ故、私たちは、貴殿側が
容易に和平条約を成し遂げることが出来るよう働きました。今もそのように働いています。
しかし、貴殿側は成すことが可能なことも何もしないまま、2 年間が過ぎても、使い古した
言葉を語っています。 
 主なる神は、このように重要かつ不可欠な聖なる事柄の成立を欲さない者を鞭打つこと
でしょう。何卒、私たちの所からそちらに赴いて行った者にお会い下さい。至急のお返事
をお待ちしております。神の御加護を。 
 
1604 年 7 月 7 日、ブダにて記す。 
  
20 1604 年 7 月 30 日（1604 年 7 月 20 日）、ブダ 
アリ・パシャかアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 私ことアリ・パシャは、神の許しを得て偉大なトルコ皇帝のブダ州の行政長官でありま
す。 
 
 私たちの尊敬する勇士であるアルタン・カピターニィ閣下、閣下は私たちの友であり親
しい私たちの息子であります。私たちは閣下に感謝の意を表しそして誠実な友情を捧げま
す。私は、閣下がオメル・ヴァイダに託した私宛の書簡を受け取り、それを理解いたしま
した。親愛な私たちの息子である閣下よ、私たちは、閣下が私たち側のそちらに捕らわれ
ている人間に配慮を示してくださり、彼らをこちらに還してくださったことを、大いに喜
び閣下に感謝の意を表します。還された中にある人物を見出すことができませんでしたが、
それは運命が悪さをした故でしょう。私たちは彼らが解放され返還されたことを喜んでお
りますが、閣下がそのような行動をおとりになることは、閣下の当然なさるべき事であっ
たと、私は考えております。何故なら、以前、閣下は私たちにそうすることを確かに約束
しました。私たちは、閣下がそのように語る言葉や確約を少しも疑っておりませんでした。
何故なら、私たちは、閣下が誠実な人間であることを良く存じていたからです。(略) 
 私は、私たちが閣下に宛てた書簡の内容に閣下が不快感を抱いたことを知りました。そ
の中で私たちは閣下を厳しく非難するような内容を書いた覚えはありませんが、閣下を不
愉快にしてしまったのであれば、どうぞ私たちをお許し下さい。そのように閣下を不愉快
にさせてしまったという事は私たちの気持を落ち込ませます。私たちは、閣下が不愉快に
感じたことを軽んじることも、見過ごすこともしません。たとえ閣下が不愉快に感じた事
柄に憤慨して、私たちに対し如何なることを書いてきたとしても、私たちはそのことにつ
いて万に一つも怒りを露わにするようなことはありません。約束いたします。私たちがほ
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んの些細なことに不愉快な感情を抱くことがあるとしても、私たち各々は、今現在の事柄
が上手くいくように働きます。それ故、私たちは、極めて重要な聖なる事柄について、私
たちの軍司令官閣下に書き知らせました。私たちはこの聖なる事柄を真剣に考えておりま
す。全知全能の神が、私たちが互いに歩み寄り全ての事を解決することが出来るようにし
て下さることを、私たちは願っております。私たちが聖なる事柄の成立にこのように一生
懸命になるのは、私たち両者の間にいる哀れな人々すなわち臣民のためです。近日中に私
たちの軍司令官閣下から私たちへ良い知らせが届くはずですので、その時はすぐにその旨
を閣下に書き知らせます。 
 最後に、私は親愛な私の父の息子である閣下に次の事をお知らせいたします。そちらの
交易に従事する者が家畜を率いて私たちの領内に来る事を願い、通行書を要望している件
について了解いたしました。(略) 何も恐れることはありません。大船に乗ったつもりで、
家畜とともにこちらに来て下さい。私たちを心の底から信じて下さい。その者と家畜は安
全です。そして、その者はこちらに来る時と同じように何の障害も無く、金をもって道中
安全に元来た所に戻ることが出来ます。 
 神が、閣下に末永い健康をお授けになりますように。更に、神が私たちが健康のうちに
合い見えることをお許しになりますように。 
 
1604 年 7 月 20 日、ブダにて記す。 
 
21 1604 年 8 月 4 日（1604 年 7 月 25 日）、ブダ 
  宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャ及びハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・
アルタン宛て 
 
私たち宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャそしてハビル・エフェンディは、偉大なトルコ
皇帝のブダ州に駐在する軍司令官、行政長官そして首席裁判官であります。(略) 
（アリ・パシャとハビル・エフェンディの署名により封印されている） 
 
 誠に敬意と尊敬に値する勇士であり思慮深い御方であるアルタン・カピターニィ閣下、
閣下は私たちの良き息子、良き友そして私たちの父の息子であります。初めに、私たちは
閣下に感謝の意を表し、そして誠実な友情を捧げます。私たちは、神が閣下に末永い健康
と幸運をお与えになりますように、祈ります。私たちは以下に記すことで閣下にこの書簡
でお目もじせねばなりません。つまり、先日、私たちは、私たちの友であるツェザル・ガ
ロ殿と対面いたしました。その時のことを私たちは、私たちの軍司令官閣下に知らせまし
た。しかし、不幸なことに、全知全能の神の御意志により、人皆等しく与えられる死が、
私たちの軍司令官閣下にも与えられました。これは本当のことです。 
 閣下方と現在行っている聖なる事柄を最初に着手したのは、閣下方の友である宰相メフ
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メット・パシャであります。そして今、再び彼が後任の軍司令官になりましたので、彼は
この事柄を理解しております。親愛な私たちの友である閣下よ、閣下側も私たち側もこの
聖なる事柄に多くの労を払いました。全知全能の神の加護により、私たちの労が無駄にな
ることなく、聖なる事柄が成立するようにいたしましょう。 
 私たちと閣下側がこれまで直接会談した時の事全てを、私たちは、今は亡き軍司令官閣
下に全て知らせていました。しかし、新たにその後任に就いた者は、今現在、全ての事を
知るに及んではいません。そういう理由ですので、軍隊が出発しない間に、私たちは閣下
側と事を調整して結論を出す必要があります。物事を良く理解していない者は、それを理
解することが難しい、ということを閣下はお分かりです。しかし、メフメット・パシャ閣
下も私たち同様に極めて重要な事柄の実現を切望しています。 
 以上のような理由ですので、私たちの親愛な友である閣下方も、メフメット・パシャ閣
下に友情に満ちた書簡を書き送ってください。また私たちが閣下側と話し合った内容をそ
ちら側の全ての人に知らせてください。私たち両者側の軍隊が直接対峙することを避ける
ために、私たちも機会あるごとにあらゆる人に書き知らせるつもりです。私たちは互いに
重要な聖なる事柄に取り組み、今、漂っている暗雲を晴らすよう努めましょう。 
 閣下は、時は矢のように去っていくことをお分かりです。どうぞ、閣下は宰相メフメッ
ト・パシャ閣下並びに私たちに書簡を書き送り下さい。親愛な私たちの友である閣下には、
私たちが私たちの軍司令官閣下に聖なる事柄に関しての書簡を持たせて人を常に送ってい
た事をお分かりのはずです。私たちは互いに軍隊を対峙させてはなりません。しかし、目
下、閣下側の軍隊がエステルゴム城塞に駐留し、しかも海軍までも加わりそして今でも時
折私たちへ向かい砲撃しています。私たちの軍司令官閣下はこの事実を知りながら、私た
ちに敵対する者たちの行動を阻止するようにと私たちに命じてはいません。これは本当の
ことです。閣下側の軍隊がエステルゴム城塞に駐留し、そこに海軍までも加わっていると
いう状況にある今でもです。私たちは、そのような状況を見過ごすことは出来ないと、軍
司令閣下に返事を書くことが出来ます。このような理由ですので、私たちは閣下からの良
い返事をお待ちしております。神の御加護がありますように。 
 
1604 年 7 月 25 日、ブダにて記す。 
 
22 1604 年 8 月 4 日（1604 年 7 月 25 日）、ブダ 
  ハビル・エフェンディからアンドレア・ネグロニ 
 
 私ことハビル・フェンディは、偉大なトルコ皇帝のブダ州の首席裁判官であります。（略） 
 
 尊敬する勇士である私の友であるネグロニ・アンドレア殿。私は貴殿に感謝の意と誠意
を表します。そして、神に貴殿の健康とご多幸を祈ります。 
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 さて、この手紙で貴殿にお目もじせねばならない理由は、以下の事です。先般、私は貴
殿宛てに 2 通ないし 3 通の手紙を送りました。その内容は、私の捕虜、そして開始されて
いる極めて重要な聖なる事柄についてでした。しかし、今この時にも、私の友である貴殿
から私の手紙に対する返事がありません。これは一体如何なることなのでしょうか？それ
故、私は、捕虜や和平の事柄の今の状況を至急お知らせくださるように、私の信頼し尊敬
する友の貴殿にお願いせねばなりません。(略) 
 私は、私の親しい友である貴殿に、私たちの軍司令官閣下がこちらへの道中病に倒れ亡
くなったという事は、事実であると書き知らせねばなりません。軍司令官アリ・パシャ閣
下は道中病に倒れました。しかし、その後任に宰相メフメット・パシャ閣下が就任し、現
在全てのことを采配しております。メフメット・パシャ閣下は私たちと同じように心から
和平を望んでおり、しかも以前もこの事柄に少なからず関わり、その成立に努めた経緯が
あります。メフメット・パシャ閣下が、現在行われている重要な聖なる事柄つまり和平に
関して貴殿側に書簡を書きました。それは友情にあふれた書簡ですので、貴殿側はその書
簡をお読みください。全知全能の神が、今は亡き御方がまだ健やかに存命している間に、
私たちが哀れな悲惨な目にあっている人々のために良い解決へと事を進めるようにしてく
れていたら良かったと思います。しかし、主なる神は私たちの切なる願いをお聞き入れ下
さり、全ての者に慈悲をお示し下さいます。その証に、以前にも、私たちがトルコ語で貴
殿側に書きましたように、セーケシュフェヘールヴァールでこちらの捕虜となり連行され
ていたドイツ人高官であるカピタターニィたちは、目下ブダへ戻る途中にあります211。 
 宰相メフメット・パシャ閣下が私に次のように書き送って来ました。つまり、私が私の
友であるアルタン・カピターニィ閣下に宛てて、アルタン閣下がこの聖なる事柄に誠心誠
意努力していることに感謝の意を表し、そして主なる神の祝福がアルタン閣下に与えられ
るはずだという内容の書簡を書くようにと書いてありました。勿論、私たち 3 人も私たち
の息子であるアルタン閣下に書簡を出しました。貴殿からもアルタン閣下によろしくお伝
えください。ムラド・パシャとアリ・パシャから貴殿へよろしくとのことです。神が貴殿
へ末永い健康をお授けになりますように。 
 
1604 年 7 月 25 日、ブダにて記す。 
 
23 1604 年 8 月 12 日（1604 年 8 月 2 日）、ブダ 
  宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・
アルタン宛て 
 
 私たちこと、宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャそしてハビル・エフェンディは、偉大
なトルコ皇帝のブダ州の軍司令官、行政長官そして首席裁判官であります。(略) 
                                                   
211 この中にハンガリー貴族ワタイ・フェレンツも含まれていたと思われる。 
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（アリ・パシャとハビル・エフェンディの署名により封印されている） 
 
 敬意と尊敬を十分に受けるに値する勇士である思慮深き閣下そして私たちの親愛な友で
あり息子で、私たちの良き父の息子である閣下。まず、初めに私たちは閣下に感謝の意を
表し、私たち間にある事柄の中で誠実な友情を捧げます。更に、神が閣下に末永い健康と
ご多幸をお与えになりますようお祈りします。私たちは閣下の私たち宛ての書簡を受け取
り、それを理解いたしました。私たちの良き息子であり私たちの父の良き息子である閣下
よ、その書簡の中で、閣下方は事を成すのが遅く、危険な状況へと近づきつつあるのは, ひ
とえに私たちの怠惰のせいであると私たちを非難し、その罪を私たちのせいであるとして
います。(略) 
親しい私たちの友である閣下よ。主なる神は、現在行っている重要な聖なる事柄におい
て、私たちが怠けていなことを御存じです。どうしてこのように時が過ぎ去ってしまった
のか、何故平穏のうちに事がならなかったのか、その理由は閣下側にあります。何故なら、
閣下は私たちが幾度も会い、直接会談する毎に、私たちは意見を交換してきたことを、良
く知っているはずですので。その会談の相手は、閣下であったり、私たちの友である委員
の何人かであったり、その他の私たちの友でありました。更に、私たちは、聖なる事柄が
成立するために互いに努めている間は、双方ともに軍は行動を起こさないようにという事
を初め多くのことを記した書簡を私たちの者に持たせ閣下側へ送り、さらにそれについて
話し合いました。そして、私たちは閣下と、閣下が 18 日に使節と共にそちらから会談場所
へ出向いて来て、事が終わり次第、使節たちと共に帰途につくこと、そして私たちもその
地へ使節を派遣することを決めました。この事に関して数通の閣下からの書簡が私たちの
手元にあります。閣下が 18日にそこへ来ると云う事は実現しないのでしょう。この 3日間、
閣下から何の知らせも届いていません。事はどのようになっているのでしょうか。私たち
は、私たちの偉大な皇帝に現在の状況をどのように知らせたらいいのか分かりません。軍
隊が、現況を考慮して出立してしまいました。私たちが以前に取り決めたようにしていた
なら、今は私たちの使節が行き来し、軍隊も出立せず平穏にしていたでしょう。閣下は、
私たちの態度を非難するのであれば、閣下の本当の考えをお知らせください。私たちは、
ツェザル・ガロ殿との会談で、20 日間の休戦に同意を見ました。そしてそれについて方策
を取るために、名士方との話し合いのために私たちは使節をそちらに派遣しました。閣下
は、宰相メフメット・パシャの軍司令官就任を喜んでいると書いています。それならば、
人間にとって友に望むことは、互いの善意でありましょう。 
閣下は、私たちが聖なる事柄を行う全権を偉大な皇帝から委任されない限り、私たちは
それを行使することが出来ないであろうと書いています。更に、閣下は、以前には私たち
が全権は私たちにあると書いていたのにも関わらず、今はその全権は軍司令官閣下にある
と書いて、私たちが責任を回避しているのであろうと、閣下の良き友である私たちに書い
ています。この事について私たちは、私たちの親愛な友である閣下に次のように云うこと
114 
 
が出来ます。聖なる事柄についての全権は、宰相メフメット・パシャ閣下と私たちに与え
られていて、それは以前と同じです。聖なる事柄は小さな事ではありません。私たちは互
いにこの事柄を解決するために親しく近づき、この事について閣下側の名士方と話し合い
ました。もし、私たちに全権が与えられていなかったのであれば、私たちはそちらに人を
派遣したりしませんでした。実際には、私たちはこの事柄を遂行するために人を派遣しま
した。 
 閣下は既に 20 日間も過ぎ去ってしまったと、私たちを非難しています。しかし、閣下は
3 か月が過ぎ去ったとしても、そのことに気がついたりはしないでしょう。聖なる事柄に臨
むにあたって、当事者双方が信頼し合うために必要なことは、互いに冷静であることです。 
 以前、私たちの軍司令官ヤンツァル・アガ閣下とタタール・ハンの息子がベオグラード
へ赴いた時、私たちの偉大な皇帝はこのことを一つも欠けることなく詳細に私たちの友で
ある閣下に伝えるようにと私たちに命じました。私たちはそのようにしました。しかし、
閣下は私たちをそのことでも非難しています。閣下は、閣下側の軍隊がエステルゴムへ出
立し、そこへ駐留する理由を説明しています。私たちの軍司令官ヤンツァル・アガ閣下と
一緒に (略) 私たちの皇帝の命により何らかの人々がベオグラードに赴いたことは、本当
のことです。しかし、タタール軍は一緒ではありませんでした。私たちの良き友である閣
下よ、私たちが閣下側に知らせた事柄は、閣下側を些かも惑わそうとするものではない事
をもどうぞご理解下さい。そして、神の御加護により私たちが物事を全て上手く運ぶであ
ろうと信じている人々がそちらにいます。その人々を私たちは決して裏切ることはありま
せん。まだ私たちには強い友情がありますので、私がこれまで双方に関して語たり書き示
したことが現実となり、その原因が目の前に明らかになるまでは、辺境へ軍隊を進めさせ
ていません。ベオグラードに駐留している軍隊が閣下の地へ辿りつくには 20 日間要するこ
とを、閣下は当然知っています。しかし、エステルゴムの軍隊が私たちの地へ来るには 1
日も要しません。このような状況下で、私たちの軍隊がそちらの辺境へ近づいて行こうと
したでしょうか？閣下側もそのようなことをしましたか？親愛な私たちの友である閣下よ、
私たちは、云われているような悪行や聖なる事柄を壊してしまうようなことには一切関与
しておりません。何故なら、私たちは、この聖なる事柄を私たち自らが壊してしまうよう
なことを望んではいないし、今両者側の哀れな悲惨な状況にある人々や臣民の憎悪が自分
たちに向けられることも望んでいません。私たちのした約束が嘘であるとは考えないでく
ださい。私たちは哀れな悲惨な者たちが神に祈りを捧げられるようにしています。そして
そのようになっていると理解しています。それらの者たちは私たちを良く思っているはず
です。私たちは以前閣下側とした約束に従い、如何なる悪行もしないように、そしてその
ようなことを耳にしないように努めてきました。閣下は、私たちはこの聖なる事柄をあと
10 日間見守るべきであると、書いています。閣下はそのように書く以外術がなかったので
しょう。(略) 
 親愛な友である閣下よ、神の御手に事がある間に、私たちは聖なる事柄を解決するべき
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です。これを成就するためにしなければならないことが沢山あります。そのため、ことを
成す強い意志が必要です。これを成すには 10 日間では充分ではありません。それでは望ま
しくない結果となり、ことが壊れてしまいます。私たちと閣下側双方にとって望ましいこ
とは、私たちが忌憚なく、心を開き、欺かずに話し合い、全知全能の神がこの事柄を解決
するように私たちを導いてくれるよう私たちが努力することです。そのために、私たちの
息子であり、私たちの父の息子である閣下よ、私たちは互いに非難し合うことを止め、聖
なる事柄の実現へ努めましょう。閣下が本当に聖なる事柄を私たちと一緒に実現しようと
望んでいるのであれば、事はなります。 
 以前の話し合いでの取り決めに従い、閣下は閣下側の使節を出来るだけ早くブダへ派遣
して下さい。この事は、閣下がエステルゴムで私たちの使節が到着する準備をしておくと、
書いてきましたが、それと同じことです。私達の使節もそちらへ、すなわち閣下の居所へ
行く用意があります。閣下側の使節がブダを経由してベオグラードへ行き、そしてその使
節がベオグラードから閣下に事の次第を知らせるには 25 日を要します。それですので、そ
の間、休戦は続けるべきです。そして、その間、両者の軍隊はことを起こさず平穏にして
いるべきです。 
 今，記したように話し合いをした後で私たち双方の使節が両者間を行き来し、ことを出
来るだけ早く解決出来るように、私たちは努めましょう。閣下側の使節の 1 人がベオグラ
ードから帰途につき、その途中ブダに到着した時に私たちの所の高官がその使節と共にそ
ちらに行き、閣下側の皇帝陛下に拝謁を願い出ることにします。また、閣下側の多くの使
節が私たちの偉大な皇帝陛下の御所へ赴き、そのそこで話し合われた内容が明らかになり
ます。その後にそれぞれの皇帝の親書を携えた使節たちが行き交うことになります。 
 私たちは、主なる神の御加護により、この聖なる事柄が成就されることを切に願ってお
ります。そのために私たちはこのような書簡を閣下に書きました。聖なる事柄によって現
世や来世での私たちの素晴らしい国が救われるのです。閣下からの良いお返事をお待ちし
ております。 
 
1604 年 8 月 2 日、ブダにて記す。 
 
24 1604 年 8 月 19 日（1604 年 8 月 9 日）、ブダ 
  宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャおよびハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・
アルタン宛て 
 
 私たちこと宰相ムラド・パシャ、アリ・パシャとハビル・エフェンディは、偉大なトル
コ皇帝のブダ州の行政長官と首席裁判官であります。(略) 
 
 勇士であり、私たちの信頼し尊敬する友であり、私たちの息子でありそして私たちの父
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の息子である閣下よ。私たちは閣下に感謝の意を表し、誠実な友情を捧げます。そして私
たちは神が閣下に末永い健康とご多幸をお授け下さるように祈ります。 
 私たちは、閣下の配下の者によりもたらされた閣下の書簡を受け取り、それを理解いた
しました。閣下が、その書簡の中で、最初に書いていることは、25 日間の休戦を、ツェザ
ル・ガロ殿が提案していると、書いています。そのことについては、私たちも閣下への書
簡に書いたことです。25 日あれば、私たちの軍司令官閣下が任命する使節をそちらに派遣
し、私たちが取るべき方策を討議することが出来ます。閣下側は現在の状況をもたらした
原因は私たちにあると非難しています。しかし、まだ 4 日ないし 5 日間は何も起こらず全
ての者は平穏に家に居ることが出来ます。閣下は、聖なる和平に対して何もせずこのよう
に遅くなってしまった理由に敢えて触れていません。しかし、実際は、閣下はその理由を
良く知っているはずです。私たちは私たちの良き友である閣下方をないがしろにしようと
は些かも考えていませんでした。 
 閣下は、私たちがエゲルに対して取った処置についても書いています。親愛な私たちの
友である閣下は、私たちの友であるツェザル・ガロ殿がこちらに来て休戦を結んだことを
良く知っているはずです。私たちはこれについて書簡を持たせて閣下の所に人を派遣しま
した。それに休戦はブダ州内のセーケシュフェヘールヴァールにおいてであると書きまし
た。エゲルを休戦の地に入っているということは、エステルゴム内のヴァーツとヴィシェ
グラードの間にも休戦が適用されるということでしょうか？それとも休戦は辺境全て適用
されているのですか？閣下側のハイドゥーは不穏な行動をしています。そのため私たちも
それに対応して行動を起こさざるをえません。これまでにも長期間の休戦時に、辺境にお
いて休戦を破ったのはハイドゥーでした。私たちは何度もこの事実を閣下側に書き知らせ
ましたが、閣下側は私たちに何の返事も寄こしませんでした。そのため私たちは、辺境に
いる私たちの者に如何なる命令も出すことができませんでした。(略) 
 私たちはこれまでに三通りの取るべき道すなわち方策を閣下側に示してきましたが、閣
下側にその一つさえ理解していただけませんでした。理解して下っていたのであれば、聖
なる事柄は成就していたでしょうし、あるいはその可能性があるのであれば、その旨を閣
下側は私たちに既に知らせているでしょう。しかし私たちは今現在、如何なる知らせも受
け取っていません。 
 良き私たちの友である閣下よ、閣下は書簡の中で私たちの三通りの道を取り上げていま
した。しかし、これまでに私たちはさまざまの会談で十通りの道へと導く十の提案をして
きました。それらの提案は重要な聖なる事柄を成立させるためでありました。提案通りに
運んでいたのであれば、とおの昔に聖なる和平は成立していたことでしょう。しかし、そ
の一つさえ日の目を見ることはありませんでした。もし仮に正義の道の一つでも私たちが
取り上げていたのであれば、主なる神の加護により、私たちは聖なる事柄を成立させるこ
とが出来たでしょう。 
閣下は、両者間を行き来する者たちについての情報を欲していると書いています。私た
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ちの良き友であり、私たちの良き息子であり、そして私たちの父の息子である閣下よ、閣
下方が、聖なる事柄の障害となっていることを調整することを欲さないのであれば、全て
の事柄は閣下方の使節の説明に掛っています。彼らは私たちの偉大な皇帝とことを成すべ
きです。私たちはこの事を以前も書きましたが、今もそのように確信しています。私たち
側は準備が整っています。閣下側の者たちがブダへ来ると同時に、私たちの者がエステル
ゴムに到着します。そして閣下側の者たちが、私たちの軍司令官閣下の所に赴き、そこで
全ての事柄を話し合います。その後、閣下側の一人が私たちの高官を同伴して閣下側の皇
帝陛下の御所へ赴きます。一方、閣下側のその他の使節は私たちの偉大な皇帝の御所へと
向かいます。このようにして、神の加護により、重要な聖なる事柄が成立することになり
ます。そうなることを神に祈ります。アーメン。 
閣下からのこの手紙への至急の返事をお待ちしております。神の御加護を。 
 
1604 年 8 月 9 日、ブダにて記す。 
 
25 1605 年、エステルゴム 
  ハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私の友である勇士の御方。初めに、私は貴殿に感謝の意を表し、私の忠実な友情を捧げ
ます。神が貴殿にあらゆる良きことをお与え下さるように、お祈りいたします。(略) 
 
 貴殿が最近、私宛てに送った手紙を私は受け取りました。その手紙から貴殿がこの手紙
の前にも 2 通の手紙を私宛に送った事を初めて知りました。それで私はそれらの手紙のど
れにも今まで返事を書くことができませんでした。しかし、私は貴殿がするべきことを知
りながらも、今もただじっと待っているだけなのであれば、貴殿はウィーンへ赴くべきで
あると、私は今この時はっきりと貴殿に返事を書くことが出来ます。（略）更に、以下のよ
うに、私は書き続けます。私たちが私たちの宰相パシャ閣下と話し合い、宰相閣下のお心
にその意思があるということが察することが出来るのであれば、私たちは信頼のおける人
物をそちらに派遣します。目と目を見合わせて会談することは、手紙のやり取りをするこ
とよりも、有益であるからです、と。(略) 
 勇士である私の友よ、貴殿が 2 通の手紙を私宛てに送った時、私はここエステルゴムに
いず、たった今ここに到着したということを、神は御承知だということを、私は書くこと
が出来ます。更に、貴殿の 2 通の手紙も受け取り、それらを確かに理解したということも
お知らせします。(略) 
 私は宰相閣下と話し合いをし、貴殿の望む所を閣下に伝えました。閣下は、次のように
語りました。私が書く手紙とは別に、宰相閣下は、副官であるアブディ・キハヤに貴殿宛
ての率直な内容の手紙を書かせる、と。そして話し合いや手紙を読み終えた後、軍司令官
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である宰相閣下は、次のように語っています。戦争中であっても、私たちは互いにそれぞ
れの地に人を派遣することは必要であり、それ故、直接言葉を交わして話し合いをし、こ
れまでのように様々なことを解決し、互いに情報を書き知らせ合うべきであります。何故
なら目下は有効な手段は何も存在せず、ただ言葉と書簡だけで私たちの関係は保たれてい
るのであるからと。 
 私の良き友よ、私の髭は白くなっています、私はもう若くはありません。貴殿が貢献し
ている仕事で、貴殿はこの私の顔を宰相閣下や他の多くの人の前で黒くするようなことは
しないでください。私たちの閣下は次のように語っています。つまり、貴殿側が私たちと
良きこと全てを成し遂げようと欲しているのであれば、まず初めに貴殿側がエステルゴム
を私たちに譲渡することであり、その譲渡の後であれば、私たちは良きこと全てを貴殿側
と成す用意があると。この私たちの要求を貴殿側が快く受け入れてくれるのであれば、と
いうことです。なぜかと言えば、エステルゴムを貴殿側が返還し譲渡することが、神の御
心に沿うことだからです。しかし、もし神が私たちに今のままの状態でいるようにお命じ
なさるのであれば、私たちは事が現実になるまで片時も心穏やかでいられません。貴殿側
が私たちの考えに同意し、立派な言葉でその考え示そうとするのであれば、私たち宛ての
印璽を押した秘密書簡の中に、貴殿側や私たち側の多くがたとえ納得しなくても、私たち
の幾人かが納得できるものであることを、どうぞお書き下さい。私は、両国の平穏のため
にこの私たちが、良きことを全て成し遂げることが出来ると、考えることを、神に許しを
請います。しかし、宰相閣下は、私のようには語ることはできません。私は、既に宰相閣
下の考えを貴殿に文書で示しました。どうぞ、御配慮下さい。 
 貴殿がウィーンからカラリス読書用 眼鏡までも私に届けてくれることも分かりました。
私の良き友よ、貴殿は大変親切な御方です。また、貴殿が私の捕虜たちについてあるがま
まの正確な情報を知らせてくれたことも、大変うれしく思いました。ネグロニは、何故こ
んなにも長い間、私に手紙を書き送らないのでしょう。(略) 
 貴殿は、私の友アルタン・カピターニィ閣下が目下、コマロムに赴いていると書いてい
ますが、私は彼が到着したか否かを知りません。貴殿は、アルタン閣下に友としての私の
感謝と奉仕の意をお伝えてください。私は、全知全能の神である聖なる主に、私たち双方、
すなわち私たちや貴殿側にとって最も良きことかつ有益なことをお与えくださいますよう
に、朝に晩に祈っております。この良きことに反対し破壊しようとする者がおります。ど
うぞ、主なる神よ、重要な聖なる事柄が成就するために、その輩を罰して下さい。 
 貴殿側が全て首尾よく運ぶことを望み、事が成ることを欲するのであるならば、宰相閣
下の適切で利にかなった提案を無視しないでください。後になって、人間にとって災いと
なってしまった事を後悔することになります。 
 神の御加護を。 
1605 年、エステルゴムの陣で、夜明け、蝋燭の灯の下で、火曜日に記す。 
偉大な皇帝のブダ州首席裁判官にして閣下の善意の友。 
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26 1605 年 10 月 7 日 (1605 年 9 月 27 日)、エステルゴム 
  ハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私は初めに貴殿に感謝の意を表し、その後、勇士であり尊敬する私の友である貴殿に私
の真の友情の全てを捧げます。(略) 
 私は、赤い果物と共に届いた貴殿の手紙を受け取り、そのすべてを理解しました。また、
宰相閣下とアブデイ・キハヤへ宛てたそれぞれの手紙も受け取り、それらを彼らに届けま
した。宰相閣下には真っ赤な果物も届けました。私はそれらの手紙の封を切ってはいませ
ん。宰相閣下は、勿論、大変喜んでお受け取りになりました。 
 貴殿側は、こちらに留めおいているドイツ人の代わりとして、そちらにオスマン・アガ
を捕らえ置くという大変不適切極まりない行為をしてしまいました。私たちは、留め置い
ているドイツ人の自由を奪うために彼らをこちらに拘留しているのではありません。私た
ちの目的が、彼らの自由を奪うことであったなら、私たちはもっと多くのドイツ人をこち
らに留め置いたでしょう。私たちが彼らを留め置いたのは、かれらがまるで塵灰にまみれ
たかのような有様だったので、数日間こちらに留め置いているのです。私たちは彼らを解
放します。貴殿側はオスマン・アガを良い知らせを持たせてこちらに還して下さい。貴殿
側は、宰相閣下と話し合いをし、国中を平穏にするための取り決めをすることが肝要です。
この私も宰相閣下と話し合いをしました。その時、私はこの後もこの哀れな悲惨な状態の
人々のために真剣に働く用意がありますと、語りました。それに対して宰相閣下は、貴殿
側が書簡を携えた人物をボチカイの所に派遣したのだろうと、理解している旨を語りまし
た。また、アリ・パシャも宰相閣下の所へ書簡を携えた人を送り、それに私たちは数日間
待つことにし、その間は何も決めずにいることとしようと、書きました。事柄はこのよう
な状況になっているので、たとえ如何なる人物がやってくるとしても数日間は待つことに
します。宰相閣下は貴殿側が望むのであれば、貴殿側と良き事柄を成し遂げる用意がある
こと、そして貴殿側がオスマン・アガを解放すれば、直ちにドイツ人を自由にすると、語
っています。更に、宰相閣下は、昔は私たちの間でこのように書簡の交換をこのように度々
することはなく、一通の書簡で全て事足りたと、語っておりました。宰相閣下は、頻繁な
書簡交換に驚いておられました。しかし、貴殿側に何かを少しでもする意志があるのであ
れば、オスマン・アガについて少しでも宰相閣下にお知らせください。私もオスマン・ア
ガの状況を知るために人をそちらに派遣しましたので、その者にオスマン・アガに関する
事を正確に知らせて下さい。神の慈悲を得て、この件を解決いたしましょう。以前、私た
ちがしていたように、このように多くの言葉や書簡が行き交うようなことはなしにしまし
ょう。何の役にも立たないのですから。(略) 
 「私たちの皇帝の門戸は常に開かれているので、そこに誰がやって来ても正確に物事を
見ることが出来る」、というのが宰相閣下の簡潔な言葉であり、語る所です。私の良き友よ、
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それ故、貴殿側は、この私が最善の事をするべきであるとこ語ることを、どうぞご理解下
さい。更に、私は貴殿側に私の捕虜の件について、彼らがそちらにいるのかどうかを調べ
てくださるようお願いします。何故なら、時が速く過ぎ去ってしまいますし、実際に過ぎ
ています。 
貴殿からの良い返事をお待ちしております。 
 
1605 年 9 月 27 日、土曜日にエステルゴムにて記す。 
私ことハビル・エフェンディは偉大な皇帝のブダの首席裁判官である。(略) 貴殿の良き友
です。 
 
27 1605 年 10 月 13 日（1605 年 10 月 3 日）、エステルゴム 
  ハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 初めに感謝の意を表します。私は、私が関与するあらゆる公の事柄において貴殿に友情
を捧げます。勇士であり、私の友である貴殿へ、神があらゆる良きことを貴殿の生命のあ
る間お与えになりますように、お祈りいたします。(略) 
 私は、貴殿の手紙を勇士バスタ212閣下の大切な書簡と一緒に受け取り、理解いたしまし
た。そして私たちもそれへの返事を書き、私たちの宰相閣下はバスタ閣下に書簡を書き、
それらの書には封印をしました。これらのことは本当のことです。宰相閣下は、２人のア
ガと共に私を派遣しようとしております。そして私たちの到着した翌日の朝、ボチカイ君
公の使節一行がそこへ到着するという段取りで、事を進めることを、宰相閣下は望んでお
ります。更に、宰相閣下は以下のようにも語っております。私たちは２日ないし３日は待
つことはなんでもないことであり、待った後においても物事を冷静に対処できます、それ
ですので貴殿側もその事については何も考えずにいてください。しかし、私たちが待つの
は３日間です。貴殿が送ってきた果物を、軍司令閣下に送る儀式に則り、私が宰相閣下に
差し上げました。閣下はそれを喜んで受け取りました。勿論、私も貴殿からの果物を喜ん
でおります。神が、貴殿の善良な心を受け入れてくだされ、長き健康をお授けになります
ように。 
 
1605 年 10 月 3 日、エステルゴムにて記す。(略)  
私ことハビル・エフェンディは偉大な皇帝のブダの首席裁判官です。 
 
28 1605 年、エステルゴム 
  アブディ・ケトフダからツェザレ・ガロ宛て 
 
                                                   
212 ジュルジィ・バスタ (1544-1607)。ハプスブルク軍将軍。 
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 私は初めに貴殿に感謝の意を表し、私の古き良き友としてこの手紙を書きます。神が、
貴殿のこの世における生命をあらゆる良きことで満たして下さいますように。 
  
 まず、私は私の友である貴殿に書かなければならないことがあります。それは、オスマ
ン・アガを貴殿側は今なお拘束していることについてです。私たちは、何がどうなってい
るのか一切知ることができません。如何なる理由でそうなっているのか、その理由を私た
ちは本当に知りたいのです。私たちが、貴殿側に仕えている者、4 人もしくは 5 人をこちら
に留め置いていることを理由として、オスマン・アガを拘束しているのだとすれば、それ
は間違った行為であり、なすべきことではありません。私たちが貴殿側の者たちを拘束す
ることを意図しているのであれば、もっと高位の者を留め置いていました。私たちには悪
意は全くありませんでした。それは本当です。私たちの所には、オスマン・アガのように
移動している者は、数千人おります。貴殿側は、彼が何か悪い意図を持っている者と勘違
いしたのでしょう。しかし、彼は、私たちが信頼する者です。貴殿側が、彼を貴殿側に仕
えている者の代わりに、解放すると云うのであれば、私たちは、それでも構いませんが、
貴殿側は、私たちがいつの時代にも仕える者をきちんと処遇することが決まりであると、
初めから言っていたことは嘘いつわりではないことを、どうぞお分かり下さい。そのよう
な訳ですので、オスマン・アガをこちらに送り還して下さい。信認書も送り下さい。私た
ちも貴殿側の地に人々を送還します。貴殿は、和平についても書いています。私たちは、
哀れな者たちに嘆くことや溜息を吐くようなことをさせてはいけません。神は、私たちの
目の中に同情はするが何一つ解決しようとしない心を見とっています。ボチカイ王は・・・
ですが、3 日前からここに滞在しています。ポガニィ・ベネデクが一緒です。マチアス皇太
子殿下がボチカイを派遣しました。神が、貴殿に末永い健やかな日々をお授けになります
ように。 
 
今日、日曜日にエステルゴムの陣にて記す。1605 年。 
 
 更に、貴殿側は船団を攻撃しようとしました。私たちは用心して船を出さないことにし
ようとしましたが、一層の用心をして船を出したということを貴殿は分かっていることと
思います。私たちは、貴殿側がそうする理由についての説明がきっとあると考えました。 
 
貴殿の善良な友、アブディ・キハヤ 
 
29 1605 年、エステルゴム 
  アブディ・ケトフダからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私の良き隣人かつ友である御方に、最初に感謝の意を表し、私自身の誠意を捧げます。
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貴殿の全生涯に渡って、神が貴殿に良きことをお与えになりますように。 
 初めに、私は隣人かつ友である貴殿に、私宛ての貴殿からの手紙が届いたことを書き知
らせることが出来ます。私たちの友であるバスタ・ジュルジィの親書も届き、それは今、
ハビル・エフェンディの手元にあります。私は宰相閣下のところで、和平の事柄を推し進
めるためにハビル・エフェンディを派遣するように大いに努力をいたしました。宰相閣下
は、彼の配下の者数人とハビル・エフェンディを派遣することに渋々承知しました。私は
その事について重要な書簡も書きました。このようにしている内に、ボチカイ・イシュト
ヴァーン陛下の主だった使節が到着し、ボチカイ閣下自身も 3 日か 4 日間にここに滞在す
ることになりましょう。マチアス皇太子はポガニィを解任しました、それで別の首席使節
を派遣しました。故に、最終的に私たちは喜ばしい希望に満ちた時を迎えることになりま
す。 
1 人の農夫が、私が依頼していた銃を私に届けてくれました。私は良き隣人で友である貴
殿が送ってくれた銃を喜んで受け取りました。私は、更に貴殿にお願いがあります。骨董
的価値のある素晴らしい時計を送っていただきたいのです。貴殿が最も価値があり素晴ら
しくて美しいと思うものを送って下さい。貴殿も私に何なりと頼んでください。私たちの
国にある貴殿が望むものを何でも喜んでお送りいたします。神が貴殿に祝福をお与えにな
りますように。 
 
この手紙は、今日、火曜日にエステルゴムの陣にて記す。1605 年。 
貴殿の善良な隣人、アブディ・キハヤ。 
 
30 1605 年 12 月 24 日 
  アリ・パシャからボチカイ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私は、私の関与する全ての公の事柄の中で、私の良き友そして私の父の息子としての陛
下に友情を捧げます。そして、私は、陛下が健やかであることそして幸運が授けられるよ
うに神に祈りを捧げます。(略) 
 まず、私は陛下がアフメト・ベイに託した私宛の書簡を受け取り、それを読み、確かに
理解したことを、陛下にお知らせしたいと思います。更に、陛下は常勝の偉大な皇帝およ
び軍司令閣下並びに陛下の息子の私に、私たちの間にある事柄がなされることを、信頼の
おける人物を介して知らせるということもお書きでした。それ故、私たちはそちらからの
知らせを待ち望んでいます。 
 私は、親愛な陛下に対する敬意を示す書簡をアフメト・ベイに託して陛下の下に彼を派
遣しました。それは、陛下が健やかで良好な状況を尋ねるためであり、同時に私たちの友
である多くの閣下や陛下の勇士たちの健やかなことを尋ねるためでした。(略)・・・冬の寒
さを顧みず、親愛な私の父の息子である陛下に今現在の状況を知らせるために、アフメト・
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ベイを派遣しました。 
 アフメト・ベイは陛下の所を出立し、ここ私の所に到着した翌日にエステルゴムから書
簡が届きました。その中に、ドイツ王の使節が 2 艘の船でエステルゴムに遣って来て、そ
こからブダの宰相閣下の所へ来て、直接面談をすることを望んでいることそして誰が同伴
しているかが書かれていました。その書簡は、私たちの者が私たちに宛てエステルゴムか
ら出したものです。 
 それで、私たちも船を準備し、船を出立させました。そうこうしている時、陸路で書簡
が届き、私たちがそれらに返事を書いている最中に、ツェザレ・ガロが突然、数人のカピ
ターニィを伴ってここに現れました。それで、私たちは、私たちの常勝の偉大な皇帝が受
け入れるのにふさわしい方法で、以前から慣例に従って、使節達を迎え入れ、滞在させ、
丁重に遇し、そして対面しました。彼らは、ドイツ王の高官で委員であるエルネスト、モ
ラルド・ヤーノシュそしてアドルフ・アルタン閣下の書簡を携えていました。その書簡に、
「私たちの皇帝陛下は、偉大な常勝のトルコ皇帝、ボチカイ・イシュトヴァーン王陛下並
びに全てのハンガリー貴族と和平を結ぶための全権を私たちにお与えになった」、と書いて
ありました。更に、その書簡に、「それで私たちは、ボチカイ王陛下および全てのハンガリ
ー貴族とあらゆることを話し合い、問題を解決するために派遣された」と、ありました。
また、「イレシハージィを、私たちが保護を与え、私たちの皇帝陛下の御座所へと送りだし
た」と、あり、続けて、「私たちの使節であるツェザレ・ガロをアリ・パシャ閣下の下へ派
遣する目的は、ツェザレが私たちの言葉を伝え、閣下方との事柄を解決するためであり、
ツェザレは本当に私たちの代弁者の役をはたすことでしょう」と、ありました。以前の書
簡に見られたような調子では全くありませんでした。ただ、現在、始められつつある作業
について書かれてありました。(略) 
 陛下の善良な友である私は陛下にそれらのことへの対応について書きました。アフメ
ト・ベイがそれを届けますが、全てを書簡に書き記すことはできませんでした。何故なら、
すべきことが多くあるからです。陛下は、アフメト・ベイから直接お聞きになって下さい。
彼が陛下に全てを話します。私たちの偉大な皇帝は、ボチカイ・イシュトヴァーン王陛下、
ハンガリー貴族およびハンガリー国をその翼の下に置き、大きな庇護をお与えになります。
和平を望む者とのみ、私たちは和平を結びます。陛下側は、私たちがすでに例の者達即ち
ハプスブルク側と和平を結ぶつもりになっているのであろうと、言っていますが、イシュ
トヴァーン王陛下の印璽のある書面と信頼できる使節がこちらに届かない間は、私たちは
そのように考えていません。それで私はツェザロとカピターニィたちにこのことを含め次
のように言いました。ハブスブルク側のひとびとが和平の事柄をボチカイ陛下側と成すた
めに会談をし、和平を達成する前に、私たちは和平の事柄のためハプスブルク側の人々は
席を同じくませんし、その予定もないと、伝えました。(略) ツェザレ達は、私たちがエス
テルゴムに赴く時、私たち側の者の１人か２人がコマロムに赴き、ハプスブルク側が軍司
令閣下の所に使節を派遣することを主張しました。しかし、私はこれらには賛同しません
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でした。私はハプスブルク側がボチカイ王陛下と和平を成し、ボチカイ王陛下の親書を携
えて信頼のおける使節がこちらに赴くことには、賛意を表しました。 
 私の親愛なる友である陛下、他の事柄に関してはアフメト・ベイからお聞きください。
アフメト・ベイが語ることで、私が陛下の善意の友であり最良の人物であることがお分か
りになると思います。陛下のお考えを私にお知らせください。ペシュトにおいて開催され
る会談は、明らかに陛下の采配の下で開催されることになります。何故なら、陛下こそが
それをするための最適任者であるからです。私たちもその会談に出席します。陛下は、私
たちの軍司令官閣下にタタール軍2135000 人を派遣すように依頼していました。その軍が、
陛下の善意の友である私方の地に到着しました。軍司令官閣下は陛下宛ての書簡も送って
よこしました。私たちは、書簡とともに軍を陛下の下へ派遣します。到着しましたらその
旨私にお知らせください。更に、軍司令官閣下はイェニチェリ2000人も派遣してきました。
彼らは目下、旅の途上にあります。間もなくここに到着します。アフメト・ベイをそちら
に留め置かず、出来るだけ早くこちらに送り還して下さるように、私は陛下にお願いいた
します。 
 
31 1606 年 1 月 7 日 (1605 年 12 月 28 日)、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからエルネスト・ア・モラルト、ヨアンネス・
ア・モラルトとアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 初めに、感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。そして、神に閣下方の御多幸をお祈
りいたします。(略) 
 私たちは私たちの友であり勇士である閣下方の書簡を受け取り、それを確かに理解しま
した。神は以前にも閣下方からの書簡に対し返事を出したことを御存じです。私たちはそ
れをオルバンという名の民に託し、閣下方の下へ届けました。 
 私たちはその書簡の中で私たちがエステルゴムやブダの兵士にだけではなく、セーケシ
ュフェヘールヴァールやパロタ214そしてチョカクー215の兵士にも、来る 1 月 15 日まで平穏
にしているようにと、命じたことを書き知らせました。もし、タタール人が駐留していな
いのであれば、私たちは、コッパン216やその周辺にある多くの城塞の兵士に対しても同じ
ように命じたはずでした。しかし、それらの地に僅かですがタタール人の兵士が駐留して
います。それで私たちは、彼らが原因で私たちの事柄に何らかの不都合が起きることを懸
念して、彼らには命じませんでした。こちらの都合でそのようにしましたが、その旨を私
たちはそちらに封をした書簡に認め送りました。しかも、それを届ける者達に 3 タレール217
                                                   
213 クリミア・タタール。タタール人もしくはタタール軍。 
214 セーケシュフェヘールヴァールの西方約 20 キロメートルに位置する。 
215 セーケシュフェヘールヴァール近郊に位置する。 
216 バラトン湖南方約 40 キロメートルに位置する。 
217 ハプスブルク銀貨。 
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を困難な仕事の代価として支払いました。 
 しかし、私はその書簡がそちらにまだ届いていず、当然、それを託した者たちも閣下方
の所に現れていないことを、知りました。こんなにも時間が経過し、今日は土曜日ですの
で、書簡を送ってから 1 週間になります。それでも閣下方からの何の返事もないことに、
私たちは本当に驚いていました。その原因は何であろうかと、考えていました。しかし、
私たちは、今やっとその理由が分かりました。しかし、私たちは何故タタール軍がこちら
から平穏に出掛けて行き、何故弱い者たちを捕らえたのかが、理解できません。 
 12 月 18 日から時が過ぎてしまい以前と同じようなことになりましたが、今日以後の 1
月 15 日までに前と同じ内容の書簡を送ります。私たちも閣下方に別の信認書をお願いいた
します。それには、ブダ、エステルゴム、セーケシュフェヘールヴァール、パロタそして
チョカクーも記されていることを、私たちは望んでおります。そうでないのであれば、私
たちはその書を破棄することにします。何故なら、現在もヴェスペレームの人々は、私た
ちの側へと道中をやってくる人々を見張っていて、そして多くの羊、雄牛、荷車や人々を
連れ去ったことを、私は知りました。その人々はブダへ家畜を率いて来る途中でした。待
ち伏せにあった者幾人がブダ周辺の砦に逃げ込みました。私たちは彼らをここに連れてこ
させ、彼らに事の成り行きを尋ねました。その内容を持たせて 2 人をそちらに派遣します。
そのような訳ですので、私たちは、閣下方が決して上記のような事件を起こさないことを
書面で命じて下さるように、閣下方にお願いいたします。私たちの約束ではそうするはず
だからです。閣下方は、私たちの間にある友情がこの後も決して壊れるような危険を侵し
てはなりません。私たちは、これらのことに対する閣下方からのよりよい返事をお待ちし
ております。神が、閣下方の生命のある限り健やかに過ごさせ給うことを。 
 
1605 年 12 月 28 日、ブダ。 
閣下方の良き友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャとブダ州首席裁判官ハビル・
エフェンディ。 
 
32 1606 年 1 月 14 日 (1606 年 1 月 4 日)、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからエルネスト・ア・モラルト、ヨアンネス・
ア・モラルトとアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 思慮深き勇士である御方々、私たちの敬愛する善意の友の方々、私たちは初めに閣下方
に感謝の意を表し、そして忠実な友情を捧げます。私たちは、神が閣下方に御多幸をお与
えになりますよう祈りを捧げます。 
 私たちの暦で月の第 3 日に、エステルゴムの勇士の手を通して、閣下方からの尊い書簡
と辺境の城塞にある者たちからの封をした書簡の全てが届けられました。私たちはそれら
を大変な喜びを持って受け取りました。そして私たちは全てを確かに理解いたしました。
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私たちは、ハンガリー貴族のイレシュハージィが多くの者たちと一緒にウィーンに滞在し
ていることを、理解しました。閣下方は、聖なる事柄にとって良きことが開始されている
ことを、私たちに知らせて下さいました。私たちは心の底からそれを嬉しくお思いました。
私たちは、閣下方がコマロム218からウィーンへ赴いたことを、羨ましく思いました。私た
ちがそうすることは困難だったからです。遠く離れて、会話をし、そして書簡交換をする
ことで、事を解決することは困難だからです。(略) そういうことですので、親愛な私たち
の友である閣下方よ、今後、この聖なる事柄を成す事を引き延ばすことがないよう、主な
る神の御加護で聖なる事柄が成立するため尽力して下さい。書簡交換で時を無駄にしない
ようにして下さい。沈黙が大変な災いの原因となることをお分かりですか？これまでも、
事柄を解決するために沈黙の時や良好な時が多くありました。何はともあれ、私たちはこ
の聖なる事柄が成立するために、神の御加護により、それを実現する用意があります。閣
下方も、あらゆる方面からの邪魔や困難を遠ざけるように努力して下さい。 
 年月がこのようにも過ぎ去って、全知全能の神は、両者間にいる貧しい人々を哀れと思
し召して、神が、この条約ための事柄の成立を私たちが見ることが出来るようにしてくだ
さいます。イレシュハージィと決定したことを、出来るだけ早く私たちに知らせて下さる
よう閣下方にお願いいたします。(略) 
 最後に、私たちは、以下のことをも閣下方に伝えしなければなりません。他でもありま
せん、以前にも私たちは、私たちの良き友である閣下方に書き知らせたので、閣下方は十
分お分かりのことと思いますが、それはヴェスペレームとパーパ219の人々が起こした事件
についてです。その出来事はブダの交易をする人々がそちらから自分の所に戻る時に起き
ました。また、肉屋もそちらから羊や家畜をこちらへ運んでくるところでした。ヴェスペ
レームやパーパの人々は、道中を行くこれらの者たちを襲い、彼らやその家畜の多くを持
ち去りました。このような行為が起きてはならないことでした。それで、12 月 26 日に閣下
方からの重要な書簡が届いた時、私たちはあらゆる方面の城塞の兵士たちに、その日から
如何なる場所においても平穏にしているように命じましたし、それを 1 月 15 日まで確実に
維持します。それ故、閣下方は、そちらの方面に出掛けている私たちの者たちに決して危
害を加えないようにそちらの者たちに書き示して下さい。もし私たちの者もそちら側のも
のを何か奪い去っていたのだとすれば、私たちはそちらにそれを還す所存です。神の御加
護を。 
 
1606 年 1 月 4 日、ブダにて記す。 
閣下方の良き友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャとハビル・エフェンディ。 
  
追伸：これ以前にも、連れ去られた件に関しての返事を待っていましたが、全く返事が届
                                                   
218 エステルゴム西方約 50 キロメートルに位置する。 
219 セーケシュフェヘールヴァール西方約 80 キロメートルに位置する。 
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きません、私たちは返事を待っています。 
 
33 1606 年、セーケシュフェヘールヴァール 
  ベキル・ベイからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 私ことベキル・ベイは偉大な常勝のトルコ皇帝の僕にしてセーケシュフェヘールヴァー
ルの行政長官であります。 
 勇士であり私たちの知人で尊敬する御方である私たちの友閣下、私たちは、私たちの関
与する公的な良好な事柄の全てにおいて、閣下に献身を捧げた後で、神が閣下に 1 日も長
い健やかな日々をお授けになりますよう祈ります。 
 私たちは閣下の尊い書簡を受け取り、閣下がこちらに送ってきた書簡をブダのアリ・パ
シャ閣下に私たちが転送する旨、閣下が書簡に書いた事を確かに了承しました。私たちは
すぐにその書簡をブダに送ります。兎も角、その日のうちに返事をと認めて閣下の書簡を
信頼のおける者に託して送ります。アリ・パシャ閣下の返事が届き次第即座に閣下にお知
らせます。私たちは閣下の書簡から、神が閣下を私たちの近くにあるジュール220へとお連
れになることを知り、閣下がジュールに無事到着したとの知らせを大きな喜びで聞くこと
を望んでいました。 
 閣下が、私たちがしなければならない多くの事柄つまり条約のために、ブダのアリ・パ
シャ閣下と共に忙しく働いていることを、私たちは知っております。どうぞ私たちを気に
掛けずに励んでください。神は、私が閣下の善良な友であることをお分かりです。大切な
書簡に関してですが、私たちはそれを閣下に届ける仕事を農夫ではなく、騎馬兵に委ねた
いと思います。閣下がこれに全く異存がないのであれば。 
 これ以後、閣下が私たちに大切な書簡を１人か２人の騎馬兵に託して送って来て、それ
に対する返書を持ちかえるような場合、閣下側の騎馬兵は私たちの領内を安心して通過出
来ます。閣下に神の祝福が授けられますように。 
 
1606 年、セーケシュフェヘールヴァールにて。 
 
34 1606 年 3 月 7 日（1606 年 2 月 25 日）、ブダ 
  アフメト・ケトフダからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
  私ことアフメト・キハヤは、偉大なトルコ皇帝の尊敬されるブダ州長官アリ・パシャ
                                                   
220 コマロム西方約40キロメートルに位置する。ブダペストとウィーンの中間に位置する。
オスマン帝国直轄州ブダ州設置後、オスマン帝国とハプスブルク帝国間の国境線上にある
キリスト教圏の重要な城塞の一つ。長期戦争中の 1594 年から 1598 年の間オスマン帝国の
支配下に入る [Várdy 1997 : 323]。 
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閣下の首席行政官であります。 
 威厳のある勇士であり私どもの隣人である閣下へ私どもとの関係ある事柄全ての面にお
いて私どもは隣人としての敬意と友情を捧げます。今日は件の事柄において閣下にこの印
璽を押した公式の文書で御目もじせねばなりません。私はベオグラードで哀れなワタイ・
フェレンツに会いました。その時、ワタイはコンスタンチノープルへ再び連れ戻されよう
としていた時期でした。彼は私に会うと、どうか悪いようにはしないでくれるように涙な
がらに哀願し始めました。私は彼を本当に哀れに思いました。それで私は彼を私どもの哀
れなゼルサルディ・アリ・ベイと交換することにしました。しかし、ワタイはまだ私ども
に留め置かれており、アリ・ベイも目下ジュールに捕らわれています。私はワタイの釈放
とアリ・ベイの釈放が同時に行われるものと理解しております。 
 神は、私が己の利のためにのみ働くことはなかったし今もそのようなことをしていない
ことをご存知です。さらに哀れな捕虜たちに慈悲を持って接してきたことを。閣下にお願
いいたします、ワタイ・フェレンツのために閣下の印璽を押した文書をお書きくださいま
すように。私が彼を連れていく道中にワタイや私たちの者たちがハンガリー人の兵やまた
他の者たちから襲われることが決してないために文書をお書きください。ワタイを釈放す
るのでアリ・ベイも同じように釈放してください。私は閣下が神を信じておられるお方だ
と考えております。バーチフィア221の友にどうぞ慈悲をお示しください。 
 閣下はその信認書を閣下の部下のものに託してこちらへお送りください。その者は高位
の者にしてください。またそちらからこちらへ派遣される者の中に私たちのアリ・ベイが
含まれていることを願っております。私たちはこちらに遣って来る者たちはいかなる場所
でも私たちの兵により危害が加えられることは決してないことを真に保証いたします。こ
のようなやり方で一人の捕虜に対して一人の捕虜が釈放されることになります。 
 取り急ぎ閣下に贈り物もお送りいたします。お気に入りますでしょうか。 
 閣下に神のご加護を。 
 
1606 年 2 月 25 日。 
ファキル・アフメト、ケトフダイ・ミルミラン、ブダにて (トルコ語で記されている)。 
 
35 1606 年 4 月 15 日（1606 年 3 月 26 日）、ブダ 
  アリ・パシャからマチアス 2 世222宛て 
 
 思慮深き殿下、私のいまだ合い見えぬ友である殿下、私は私が関与する公の全ての良き
事柄において殿下に感謝を表した後、私の友情を捧げます。更に、殿下が健やかであるこ
と、殿下の今努めていることがすべて叶いそして更に発展することを、私は神に祈ります。 
                                                   
221 ハンガリー語の呼称。バーチはおじさん、フィアは息子でおじさんの息子の意。 
222 ハプスブルク皇太子。1608 年 7 月にハンガリー王となる。 
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 私がこの書簡により殿下にお目もじしなければならない理由、つまり殿下にお知らせし
たい事は、次のことです。そちらに捕らわれている私たちの者たちは、パシャやベイとい
った高位の者です。以前は彼らに食べ物が与えられていましたが、現在では彼らからすな
わち彼らの手から食べるものが取り上げられてしまい、彼らに十分なパンが与えられてい
ないということを私は知りました。このことをお知らせしたいのです。(略) 
 その上、次のことも私たちは知りました。それは、数か所に捕らえられている哀れな者
たちは、多くのアヤン223の所に捕らわれていることです。(略) 故に、私たちは殿下に、彼
らに善意と慈悲をお示し下され、彼らに食べ物を与えそして私たちが納得する環境を彼ら
に与えてくれますように、お願いいたします。何故なら、彼らは殿下も御存じのように高
位の者たちです、主なる神がこのようなことをお許しになっていることを考慮しても、お
願いいたします。(略) 
 殿下は、私たちの捕虜となった殿下側の高位の者たちに私たちが十分な食べ物を与え、
その他の事においても充分に遇していることを、ご存じです。私たちの知るところでは、
彼らは日に 3 度、3 度十分にパンが与えられています。殿下が、私たちの手の下にある領内
に捕らわれている捕虜を、私たちが敬意を持って遇していると同じように、殿下が捕虜を
遇することが、殿下の高貴で敬意のある地位に相応しいことであると思われます。どうぞ、
殿下は私たちの者をそれと同じように遇するように捕らえている者に命じてください、私
の親愛な友である殿下にこのことをお願いいたします。 
 私たちは、極めて聖にして大切な事柄成立のために身を捧げていますが、それに比して、
私の親愛な友である殿下が哀れな捕らわれの身の者に対して無慈悲であることは、重要な
事柄に無関心であることよりも適切ではないことを、神は必ずお示しなさいます。殿下は、
殿下として相応しいことを成すべきです。神が殿下に永久の健康をお授けになりますよう
に。 
 
1606 年 3 月 26 日、ブダにて。 
殿下の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。(略) 
 
追申 そちらにいるトルコ人で労働を課されている高位の捕虜の 1 人をこちらに送って下
さるように、私は殿下に重ねてお願いいたします。何故なら、それらの高位の者たちは着
るものもなく、足に履くものもないということを、私が知ったからです。私たちは、その
者に託して衣類や履物そして必要なものを彼らに届けます。このような哀れな高官が裸足
で遠くまで歩くようなことはさせないでください。(略) 
最後に、私は殿下に次のことも書き知らせたいと思います。私の親しい友である殿下が
それを知ることは当然であると思います。私たちが聖にして重要かつ大切な事柄を成し遂
                                                   
223 Aljan。アーヤーンの意と思われる。一般に、イスラム社会において民衆と権力者との
間を仲介する在地の名士を意味する [江川 2002 : 70]。 
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げようと努力し、両者で尽力してまいりました。それから早、既に数年が過ぎ去ろうとし
ています。このようなことを殿下は当然お分かりのことと思います。そして幾度となく委
員の方々と直接会い話し合いを持ち、交渉してまいりました。しかし、今に至るまで何一
つ成果を出していません。 
私の親しい友である殿下には、紛争がいたるところで起こり始めていることを、ご存じ
です。私たちはそちらの正確な全ての情報が本当に欲しています。 
それ故、私は私の敬愛する友としての殿下に、そちらで起こっていることの詳しい情報
と殿下のより良い返事を私たちに下さるように、お願いいたします。そうであれば、私た
ちもそちらに適切な返事を書くことが出来ます。そちらにもこちらからの返事が必要な訳
があります。それによってそちらの人々も如何に自ら身を処するべきかを知ることが出来
るからです。私たちも同様です。 
以上、アリ・パシャ。 
 
36 1606 年 4 月 7 日 (1606 年 3 月 28 日)、ブダ 
  アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私ことアリ・パシャは、神の許しにより偉大な皇帝のブダ州行政長官であります。(略) 
 
 思慮深き尊敬する殿下。神が殿下のお望みなさることを全てうまくとり計り、殿下に幸
多い日々をお与えくださるように。 
 初めに、殿下に仕えている勇敢な兵士であるジュルジィに託した殿下の書簡を、わたく
しが受け取ったことをお知らせいたします。私はそれを嬉しく受け取り、確かに理解いた
しました。殿下はそちらにいる私たちの捕虜となっている者たちについてお書きになって
います。そして私は、殿下がその誉ある地位に相応しい行為を彼らにしたことを知りまし
た。(略) そして私たちは、聖なる事柄を成すためのローマ皇帝陛下の全権が今殿下の手に
あることを、良く理解しました。 
 これより前に、私たちの友である委員の方々と、私たちがズル・カーダ224と呼ぶ 3 月の 
15 日までに共に集い、そして聖なる事柄を成し遂げるための話し合いをすること決めたこ
とを、殿下は御存じと思います。しかし、それらの名士の方々はその日まで到着せず。今
日に至り、ことを成すのが遅れたままです。この前、私たちはブダにおいて私たちの友で
あるツェザレ・ガロと私たちの慣例に従って会談しました。そこで取り決めたこと、それ
は今でも有効であると、殿下はお書きです。私たちも実際、その時の取り決めを護ってい
ます。殿下はこのような聖なる事柄について私たちよりも熟知しているはずです、何故な
ら、殿下は私たちよりも多くこのような事柄を経験していると思うからです。この後、実
際に私たちは共に時を同じく過ごして、私たちの友であるツェザレ・ガロと話し合いをし
                                                   
224 アラビア語でズル・カーダ。イスラム暦で第 11 月にあたる。 
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ました。殿下はその話し合いに従って、殿下の使節を私たちの偉大な皇帝陛下へ派遣して
ください。殿下の友である私も使節と高位の者を派遣します。彼らはブダにおいて取り決
められたこと以外のことは一切しませんが、取り決めに従って事柄を全て解決へと導きま
す。 
 殿下もこのようにすることが適切で妥当であるとお考えになることを、私は神に祈りま
す。神は必ず、殿下の御代に聖なる事柄が成就することをお許し下さいます。神が、殿下
に健やかなることをお授け下さいますように。 
 
 1606 年 3 月 28 日、ブダにて記す。 
                                  
37 1606 年 4 月 23 日 (1606 年 4 月 13 日)、ブダ 
  アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタンとヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下方、私たちの尊敬する友である御方がた。最初に閣下方に私た
ちは感謝の意を表し、そして私たちが関与するあらゆる公的な良き事柄において友情を捧
げます。(略) 
 閣下方の書簡がこちらに届きました、そしてそれと一緒にツェザレ・ガロの手紙も届き
ました。私たちはそれらの書簡に記されていたこと全てを理解しました。 
 私たちが共に集って、私たちが私たちの領内のブダで取り決めたことを確実な方法で誓
約し、書面に認めることでそれを強固なものにすべきであることを、閣下方は再度お望み
です。そしてそのようにすることで、私たちは神の御加護で全ての事柄を成し遂げること
を閣下方は望んでおられます。(略) 更に、その後で、旧習に従って、私たちの位の些か低
い使節がそちらに赴き、その後で閣下方の高位の使節もまた取り決めにあるすべての贈り
物を携えて、私たちの偉大な皇帝の御座所へ赴くことになると、閣下方は書いています。(略) 
 更に、閣下方は、ボチカイ王陛下側からの出席者はウーイヴァールの御方でありセーチ
ェニィのカピターニィであるイレシュハージィが、件の日の件の場所に私たちと同席する
ことを書いておられます。(略) 
 私たちの友である閣下方、閣下方は次のことを恐らく知っていないのでしょう。つまり、
ボチカイ王陛下御自身で任命した者たちに王陛下は、彼らは会談に参加はするが、如何な
ることにも関与せず、ただ私たちの会談に耳を傾け、それを理解するようにと、命じたと
いうことを。(略) 
 この事柄がこのような状態のままであるのであれば、閣下方はハンガリーの人々との和
平締結には至らず、再び大きな困難が持ち上ることになり、その原因ともなるでしょう。(略) 
 私たちが発した承認書を閣下方は良く理解していると私は思います。閣下方は、私たち
にとって一番困難となることは、ハンガリーの人々が、まず第一番目に私たちと一緒に私
たちが求める和平を構築することであることを、以前からお分かりになっていました。 
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 閣下方は以前の書簡に次のように幾度も書いていました。つまり、ボチカイ王陛下の態
度が私たちと同じでない場合であっても、ボチカイ・イシュトヴァーン王陛下のみならず
ハンガリーの人々全てを閣下方と私たちの和平に組入れるべきであると。そうするために、
私たちは閣下方に次のことをお願いいたします。つまり、全てのことを私たちに正確に知
らせること、何故なら一堂に会した時、大きな障害が持ち上がり事柄が成就しないような
ことが起こらないようにするためにです。今までのように、両者双方で恥に身を晒さない
ようにしましょう。閣下方は、ボチカイ・イシュトヴァーン王陛下とハンガリーの人々と
の和平が如何なるものであるかを、私たちに詳細に書き知らせてください。ボチカイ・イ
シュトヴァーン王陛下の御意志が如何なるかもお知らせください。ボチカイ・イシュトヴ
ァーン王陛下がその使節や書簡により閣下方に知らせていることは、信じるに値すること
であるはずです。そして閣下側からの使節がその会談に参加して、彼らの意に沿った事柄
が全ての参加者に受け入れられ、ハンガリー人の意に適う承認書が採択され、印璽を押し
た公の文書が発せられ、両者双方で和平を受け入れる、そのような状況を閣下方が望む所
なのでしょうか？神の御加護により事柄が成り、確実に遂行されると云うことを、閣下方
は必ず私たちにお知らせください。私たちはそのことを確かに知ることによって、私たち
の会談の開催する日時と場所を決めることが出来ます。神の御加護を。 
 
1606 年 4 月 13 日、ブダにて。 
閣下方の善良な友である偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。(略) 
 
追申、親愛な私たちの友の方々、憂慮しないでください。私たちは、私たちが一堂に会す
る前にどのような些細なことも閣下方に書き知らせます。そして大まかであっても閣下方
からの返事を望みます。つまり、事柄が先に進まない原因となる障害について閣下方から
の本当の返事が欲しいのです。その上、このように幾度も書簡を交換し、話し合いをした
後で、しかもこの世界中に閣下方と私たちの以前からの友情と親子のような関係が知り渡
っている中で、私たちが共に集まっても事柄を解決できないのであれば、それは不名誉な
ことであり恥であります。(略) 
 故に、私は閣下方に次のことをお願いいたします。つまり、私たちは閣下方にこの書簡
に既に書きましたが、閣下方は私たちに閣下方の本当の考えの概要をすぐにお知らせくだ
さい。返事を書くのに時間をかけないでください。私たちが事柄を分かるようにしてくだ
さい。 
 
38 1606 年 6 月 30 日（1606 年 6 月 20 日）、ブダ 
  アリ・パシャからマチアス 2 世宛て  
 
皇太子殿下、私の未知の尊敬する友、私は殿下に感謝の意を表し、私の関与するすべての
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公の良き事柄において友情を捧げます。(略) 聖なる主である神に、殿下が健康で幸運であ
るようにお祈りいたします。(略) 
 私は以下のことで殿下にお目もじしなければなりません。つまり、2，3 年前から神の御
意思に従って、私たち双方は、哀れな者たちのために私たちの間にある聖なる事柄成立へ
と尽力しており、殿下の友であるこの私は一度たりともこの重要な事柄を諦めなかったこ
とを、神は良く御存じであり、しかも私は誠心誠意この事柄に努めました。しかも今この
時、事柄の成立が近づいています。様々な要因が事柄を前進させましたが、再び初めの段
階へ戻りつつある、ということです。(略) 
 私は殿下に幾つかの事柄をお知らせしなければなりません。次のようなことです。以前
私たちの間での休戦中にヴェスペレームとパーパの人々が、休戦中というので安心してブ
ダに戻る途中だったブダ居住のトルコ人の交易人 8 人を、捕らえて連れ去りました。これ
以外にも、ブダの畜産業者が 70 頭の羊と 100 頭の家畜を引き連れてブダに戻る途中にも、
彼らによって捕らえら、連れ去られました。この事について、私たちは聖なる和平成立に
共に取り組んできた私たちの友である方々、すなわち殿下側に私たちの信頼する人物を派
遣したり書簡を送ったりして、幾度も問題解決を訴えてきました。 
 正義と信義を重んじる殿下はことを知ると、即座にその被害状況を調査するようにと強
く命じたことを、私たちの友である閣下方が私たちに知らせてきました。そして彼らは、
近い内に捕らえられた者や連れ去られた家畜は全て戻されるだろうと、知らせてきました。
それで私たちの副官がジュールに受け取りのために赴きました。快く返還することを御命
じ下さった殿下は、そちらで多くの話合いを持たれたことでしょう。このような約束の後
で、捕らえた者や物を返還しないなどということは決して起こらないと思います。家畜や
物を略奪する行為がこの世界に災いをもたらし、そして金を与えかつ支払うことが出来る
者が交易をすることが出来ます。そして金を支払うことが出来ない者が今もそちらで略奪
をしているのです。 
 そのようなことの後でエステルゴムにおいて、私たちの友である殿下の閣下方との和平
の話し合いをしている時、コマロムの住人ホルヴァート・タマーシュがセーケシュフェヘ
ールヴァールに出掛けて 4 頭の馬を奪い去りました。私たちが、私たちの友である閣下方
と話し合いをしている正にその最中のことです。その馬の持ち主は私たちと共にコマロム
へ行くはずでした。私たちがそのように命じていました。しかし、彼らに馬が返還される
ことはないでしょう。それで彼らが出掛けることは困難になりました。 
 私たちはエステルゴムにおいて、私たちの友である殿下の委員方と、全ての事柄は如何
にあるべきか検討し、そして和平を成すために働いています。彼らは和平を完全に築き上
げるために 6 週間が必要である主張し、私たちに 6 週間でそれを成すことが望まれました。
しかし殿下の友であるこの私は、タタール軍がいなくても 4 週間でことを成すと主張しま
した。しかしその後、再び殿下の高位の閣下方が、休戦の期間は 5 週間が妥当であると、
語りました。私はそれに同意し、自分の主張を取り下げました。今この時は 5 週間の休戦
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中であります。それにもかかわらず、現在の状況に次のようなことが起こっています。バ
ッチャーニィの手の者がシャーシュ橋で捕虜から 1000 フォリントに相当する家畜を奪い去
りました。更に、そちらの兵士が同じシャーシュ橋に遣って来て、私たちの側の幾人かを
切り殺し、幾人かを連れ去りました。 
 以上の他にも、ヴェスペレームとティハニィ225の軍が、本当に天気の良い明るい日にコ
ッパニィ・サンジャク (県) へ出掛けました。ヴェスペレームの監督官のジョーリ・イシ
ュトヴァーンとジャログ・ヤーノシュ、そしてティハニィの監督官のクント・ペーテルと
トーイアク・アンドラーシュが、プスタ・クートで、草藪で昼寝をしていた 4 人の男と捕
虜の女 2 人をヴェスペレームとティハニィへ連れ去りました。私は、殿下が正義と公正を
重んじる御方であることを存じております。私たちの間で約束をし、承認して実施してい
る休戦がこのようなことでいいのでしょうか？この事件がこのままであるのであれば、私
たちの間にある事柄が成る時は来るのでしょうか？ 
 たった今現在でも、殿下の辺境のカピターニィたちは私たちに次のように書き送って来
ます。つまり、タタール人とトルコ人が彼らの国を荒らしまわり略奪している。それ故、
彼らはそれと同じことをしていると。タタール人は些か従順には程遠い性格であり、その
君主に従っていない民であることは、殿下の知るとこであります。この冬、タタール軍は
その故郷に滞在していたので、対タタール軍防衛は容易だったはずです。長い休戦の間、
彼らはどこへ向けても出立していませんでした。今夏の季節となり、誰もが自らの意思に
従って、今いる場所から出立し始めました。私たちがタタール人を休戦の約束に組入れる
ことが出来ませんでした。それにはいくつかの理由があるのです。殿下は殿下の友である
この私が語る言葉を信じてください。タタール人は必ず何らかの悪事を行うでしょう。し
かし彼らが私の意に反する悪事を犯したら、決して彼らは其のままで済むはずはありませ
ん。またこの辺境にいるトルコ人は決して彼らと行動を共にしません。実際、トルコ人が
タタール人と行動を共にして出掛けたという事実を、私が知ったならば、私はその者がサ
ンジャク・ベイであったとしても、彼を厳しく罰します。(略) 
私たちの領内のフェヘールヴァール、コッパーニィそしてモハチ226のヨッバージィ（農
民）に対して如何なることがなされたかを、殿下は良くお分かりのはずです。ヨッバージ
ィとは別に、道中を行くトルコ人に対して何事かがなされているということです。唯一、
主なる神のみが全てをよりよい方向へと導きます。しかし両者側の貧しく踏みにじられて
哀れな目から涙を流し哀願、懇願して神に願いを叶えるよう祈った者たちがいます。一時、
この聖なる事柄の成就が見られることになり、そちらから即座に哀れな者たちを送り還さ
れることになるだろうと思っておりましたが、その誰ひとりとして私たちの領内で私たち
の目で見た者はおりません、しかも何の知らせも届いておりません。(略)  
                                                   
225 バラトン湖内の半島に位置する。 
226 ハンガリー南に位置する。1526 年、モハチ平原においてオスマン軍がハンガリー軍を
打ち破る。 
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 更に、殿下の辺境城塞を防衛している兵が、新たにセーケシュフェヘールヴァールに出
かけて来て争いを起こしています。同様に私たちの側の者がセーケシュフェヘールヴァー
ルからヴェスペレームに出かけて行き、そこで数頭の馬を連れ去ってきた。私はこれを聞
き知ると、すぐそのベイたちを様々な方法で罰しました。そして、私は、彼らから連れ帰
ってきた馬を没収しましたので、正当な持ち主に返還します。 
 私が思いますに上ハンガリーに出かけて行った 2 人のトルコ人は、タタール人と一緒に
出かけて行ったのでしょう。しかし神の助けで私たちは彼らを首尾良く拘束することがで
きました。それで私たちはセーケシュフェヘールヴァールにおいて必ず彼らを罰します。
既に殿下にはお分かりのことと思います。殿下は辺境城塞の兵士に殿下の言葉に耳を傾け
るようさせるべきでしょう。 
 私は、馬を奪い去りそして私たちの者たちを連れ去った者たちにそれらを返還させ、こ
のような悪行をした者たちを厳しく罰して下さるよう、殿下にお願いいたします。そうす
ることは、私たちの間に決してこのような火種がこの後、起こらないようにするためです。
(略) 
 更に、次のことも殿下にお願いいたします。つまり、和平の事柄について殿下の本当の
意志がどのようなものかを、私たちが理解できるようにお知らせください。和平は、殿下
が真に望んでいるのであれば、すぐに成ります。では何故殿下方はこのように長い間、こ
の事に関わっているのでしょうか？ 仮に殿下方に和平の意志がないのであれば、何故私
たちも同じようにこの事に関わり、時を無駄に過ごしているのでしょうか？無駄と知りな
がら、何故私たちはこの事に身を捧げているのでしょうか？ 
 全知全能の神は、殿下の友であるこの私がその心の命じるまま真正直に全身全霊をこの
聖なる事柄に捧げており、これまでも一生懸命そのために働き、私たちの偉大な皇帝陛下
のために献身し、するべきことをした場合においても大した過ちは犯さず、着実にことを
成してきたことを、知っております。何故なら、私はこの聖なる事柄が如何なる理由にお
いても途中で頓挫することをこの目で見ることを潔しとしないからです。 
 以上書き記しました事のために、私は慈悲深き殿下にお願いいたします。殿下の友であ
る私に出来るだけ早いこの書簡に対しての返事をお書き下さいますように。その書は殿下
の印璽を押して下さい。またこれまでの事柄についてもお返事をお書き下さい。神が殿下
に永き健康をお授けになりますように。 
 
1606 年 6 月 20 日、ブダにて。 
殿下の善良な友、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ (略)。 
 
39 1606 年 7 月 16 日 (1606 年 7 月 6 日)、ブダ 
  アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
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 思慮深き勇士である閣下、私の信頼する友である御方。初めに、私は閣下に感謝の意を
表し、誠実な友情を捧げます、そして神が閣下に健康と幸運をお授けになりますよう祈り
ます。(略) 
 私はこの書簡で閣下に以下のことをお知らせしたいと思います。閣下は私に 2 通の書簡
を送って下さいました。その 1 通はウィーンで閣下がお書きになり、それを私の友である
ツェザレ・ガロが私に届けてくれました。もう 1 通は閣下がナジソムバト227から出し、そ
れをウーイヴァール228の私たちの友であるオルナイ・タマーシュが届けてくれました。閣
下は、ドイツ人が私たちの父の息子であるボチカイ・イシュトヴァーン王陛下とハンガリ
ー貴族が要望することに同意した旨を、それらの書簡に記していました。それで、それに
従って、私たち側もその事柄が終結するまでの 32 日間の休戦をハプスブルク側と結びまし
た。そして、今、その 32 日間の休戦を私たちは護っています。 
 親愛な私の友あるツェザレ・ガロがネグロニ・アンドラーシュそして私たちの友である
オルナイ・タマーシュとタットシュ・ヤーノシュと一緒に来ました。それは、閣下がハプ
スブルク側と同意した場合、私たちが全ての事柄について上記の 4 人の前で十分に話し合
い、それを書き記すためでありました。それらの事柄については、上記の友のうちオルナ
イの説明で (略) 理解することができるでしょう。何故なら話し合ったこと全ては明々
白々なことばかりで、それ以外のことは何も話し合っていなかったからです。私たちは、
取り扱われている事柄を詳細にこの私たちが真に今向き合っている書簡に記し、それをボ
チカイ・イシュトヴァーン王陛下へ送りますので、閣下はその書簡からも十分に理解でき
るはずです。神が閣下に健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1606 年 7 月 6 日、ブダにて。 
閣下の善良な友、偉大なトルコ皇帝ブダ州行政長官アリ・パシャ (略)。 
 
40 1606 年 7 月 16 日 (1606 年 7 月 6 日)、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディの休戦証書 
 
 私ことアリ・パシャは、神の許しを受け、偉大な皇帝のブダ州の行政長官であります。((略)
そしてハビル・エフェンディはブダ州首席裁判官であります。 
 
 初めに、私たちは感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。私たちは、この書を手に取
り、読みそして理解するすべての人に知らしめます。私たちの尊敬する友イレシュハージ
ィ・イシュトヴァーン閣下が私たちに送ってきた書簡から、ドイツ高官はハンガリー貴族
および名士との和平協定が上首尾に締結され、その実施にはなお日数が要することを、私
                                                   
227 ハンガリー北西部に位置する。 
228 エールシェクウーイヴァール。ハンガリー北西部に位置する。 
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たちは理解いたしました。 
 それ故、私たちも真に誠実・信頼・人間性に値する態度をとります。過ぎ去りし金曜日、
この日はユリウス歴に従うと 7 月 4 日、新暦に従うと 14 日、そして情報によるとこの月の
8 日、これは月のほぼ 4 分の 1 が過ぎた日に当たります。私たちはこの日から休戦を実施し
遵守しております。タタールを除く私たちの臣民全てが休戦を遵守していることを明言し
ます。私たちは平和時あるいは休戦中は戦いも占領もしません。その上、私たちは辺境の
城塞から出掛けて戦わず、そして私たちの領民に対してするようにドイツ領民にも何ら危
害を加えたりしません。私たちは、印璽で封印したこの書において以上のことを正真正銘
固く誓います。神の御加護を。 
 
1606 年 7 月 6 日、ブダにて。 
主なる神を讃えよ。 
 
41 1606 年 7 月 19 日（1606 年 7 月 9 日）、ブダ 
  アリ・パシャからボチカイ・イシュトヴァーン宛て 
 
 君公陛下、私の尊敬し信頼する友であり親愛な私の父の息子である陛下に、主なる神が
健やかな日々と幸運をお授けになりますように、私は祈ります。 
 私は、以前お届けした私たちの書簡の中で、ドイツ王側からの使節がジュールに到着し、
そこからブダに来るための許可書を申し出ていて、それに対してその使節に如何なる返答
をすべきかを決めるために、私たちは陛下からの情報を必要としていたので、それを知ら
せて下さるようお願いごとを、書きました。しかし、陛下からの書簡は届かず、ドイツの
使節はすでに今月の 8 日の夕刻にブダに到着しました。使節たちは、私たちの友イレシュ
ハージィ殿の関係者であるオルマイ・タマーシュとタトシュ・ヤーノシュで、彼らは一緒
に遣って来ました。そして彼らはイレシュハージィ殿の 2 通の書簡、マチアス皇太子の書
簡、更に和平の事柄を担う委員の方々からの書簡も持参していました。それらの書簡は私
たちに届けられました。私たちの友イレシュハージィ殿は 2 通の書簡の中で次のように書
いていました。和平の事柄はウィーンで成就し、マチアス皇太子の御前で和平締結の儀式
が執り行われたこと、ボチカイ・イシュトヴァーン王陛下とハンガリー貴族双方の意志に
沿って成され、和平が達成されたこと、そして私たちがセント・ヤコブの日まで休戦を実
施すること、そして現在はまだその休戦中であることが書かれていました。更に、私たち
が決定したことをドイツ側からイシュトヴァーン王陛下に知らせること、が書かれていま
した。そしてこのドイツ使節がそちらに出立し、そして私たち側からも使節を派遣しまた。
また、マチアス皇太子は私たちの偉大な皇帝とも和平を達成するため適切に対処していて、
私たちの使節と一緒に取り決めを行っていて、何らかの取り決めがなされたことが聞かれ
ることになるであろうとも、書かれていました。そこで私たちはイレシュハージィ殿の 2
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人の使節に、和平が成立したのであれば皇太子殿下自ら認めた印璽のある確認書を依頼し
ました。何故なら私たちはイレシュハージィ殿の確認書さえ持たない信頼のある人物すな
わち貴殿方を迎え入れているのですからと、彼らに説明しました。しかし、現在までのと
ころ少しの疑念や不都合は何も起きていません。更に、私たちは彼らに次のように説明し
ました。私たちは、なおボチカイ・イシュトヴァーン王陛下の署名と印璽のある確認書を
要求しますが、首席顧問官（イレシュハージィ）の書簡にはそれについて何の言及もない
ので、私たちは確認書なしでは彼らと共にひとつの事柄も成すことができないと。しかし、
私たちが至る所で起きている悪事を解決できるのであれば、それが解決した後、ボチカイ・
イシュトヴァーン王陛下と情報交換をし、三者は一堂に会すことができます。そして今、
私たちは個々に離れていますが、神の御助力により、ハンガリーの人々およびボチカイ王
陛下と共に一つの目的に向い、イレシュハージィ殿と和平を成し遂げます。私たちは彼に
以上のような内容の返事を書きました。 
 この後、私たちはイレシュハージィ殿の所から来た勇士と共に 2 回ないし 3 回、現在起
っている悪事ついて話し合い、その幾つかを解決しました。私たちは両者双方がその悪事
を解決する用意ができているものとして取り扱いました。和平の事柄には同意すべきこと
や対処すべきことが沢山あります。陛下の書簡や信頼できる顧問官（イレシュハージィ）
が存在しないという状況で、私たちはそれらのことに一切触れず、言及しませんでした。
しかも、もし私たちが和平の事柄にとって適切なことを全ての人に指し示し数え上げるな
らば、双方に大きな溝ができるということを、私は良く心得ております。イレシュハージ
ィ殿の所から来た者は、ドイツ側は私たちの偉大な皇帝と高位者に 1 度限りとして 20 万タ
レールと高価な品物を贈り、一方、私たちが年ごとの贈り物をドイツに望まないと主張し
ていると、語りました。私たちはそれに対して、年が新たになる毎に私たちの偉大なる皇
帝への贈り物を携えた使節が派遣されない限りは、この和平は難しいであろう。それ故、
友情を深めるように努めねばならない。そして一年中紛争の絶えない今のような状況で贈
り物が私たちの皇帝に届かないのであれば、和平実現はありえないと、私たちは彼らに語
りました。また、彼らは以前と同じようにハンガリー人の全ては今も不満を抱いていると
語りましたが、ハンガリー人は私たちの国の人々と同じように私たちの偉大な皇帝に仕え
ています。私たちもまた次のように語りました。物事がドイツ側の主張するようになるの
であれば、以前は私たちの偉大な皇帝の所有であり、現在はボチカイ王陛下の城塞となっ
ている幾つかの城塞を、ボチカイ王陛下がドイツ側に譲渡するのであれば、私たちはそれ
をドイツ側に要求し、またボチカイ王陛下がそれらの城塞をそのまま手元に残すというの
であれば、私たちはボチカイ王陛下の意に従うと、語りました。(略) それらのことに対し
ての彼らの言葉は次のようでした。私たちはそれらに応えることができる権限を有してい
ないので、ウィーンに戻り直接マチアス皇太子と会い、話し合いをし、すぐにあなた方の
所に返事を携えて戻って来ると、語りました。イレシュハージィはウィーンでドイツ高官
とセント・ヤコブの日までの休戦を取り決めました。そのため彼らは私たちに休戦の確認
139 
 
書を要求しました。マチアス殿下がセント・ヤコブの日まで本当に休戦を護るのであれば
私たちは護ることができ、そして陛下が護らないのであれば私たち護ることはできないと
の条件で、私たちは確認書を発しました。(略) 
私たちは次のように彼らに明確にしました。私たちは彼らと幾つかの事柄を取り上げて
話し合いましたが、その時、彼らは決定する権利が自分たちにないことを私たちに明らか
にしませんでした。それ故、彼らはアリ・パシャと物事を取り決めたというべきではあり
ません。何故なら私たちはセント・ヤコブの日までの休戦以外に何ひとつ貴殿たちと決定
したことはなかったと、私たちは彼らに語りました。幾つかの事柄について私たちの意志
は固まっていました。しかし、話し合いをしてもすぐに回答が出ることはありませんでし
た。何らかの事柄を成す用意があり、そのひとつを成すことを決定していたのであれば、
私たちはボチカイ・イシュトヴァーン王陛下と同じようにもうひとつのハンガリー国のす
べての人々とも事を決定していました。それで再び和平を夢物語にせず、3 者が一堂に会し、
神の助けにより和平を結び、和平実現へと働きます。和平のために私たちがそうしなけれ
ばなりません。彼らはハンガリー人と和平を結んだことを、私たちが全く信じていないと
私たちに語っていました。しかし、ボチカイ・イシュトヴァーン王ご自身が署名し印璽を
押した書を携えた人物にまだ会っていないし、その者と共にいることもなかったと、私た
ちは語り、彼らとの会談を締めくくりました。 (略）条約に関しては、和平の事柄を担う
人物、ハプスブルク皇帝陛下が信認した人物とその印璽を押した証書そして私たちの偉大
な皇帝への贈り物を携えた使節が整い次第、その使節はエステルゴムから出立して後、神
が命じ、それを託した命令に従って、三者は和平を成し遂げるために条約を締結するので
す。このようにして私たちの友であるイレシュハージィ殿の者たちはみな一緒に出立しま
した。陛下にはこの地にいる陛下の勇士たちが全てを知らせていると思いますが、私も以
上のように話し合ったことを陛下にお知らせしました。しかし、私は陛下の意志が如何な
るものかを、そしてイレシュハージィ殿がウィーンで取り決めたことが何であるかを知り
ませんので、この陛下の友である私に全てを書き知らせてください。 
 私がこの書き認めた書簡を陛下に出そうとしている丁度その時、私宛の陛下の書簡を携
えた陛下の配下の者が到着し、私の配下の者へそれを届けてきました。私はそれを全て良
く理解いたしました。私たちは、ドイツ人が私たちに宛てた文書や書簡を私たちは信じる
であろうと、陛下がお書きになったことを、了解しました。しかし神が、私たちがそれら
の文書や書簡に信を与えることを、お許しになるとしても、この後数百回それらの文書や
書簡と使節が実際に遣って来た場合、私たちは陛下との約束がありますので、陛下の印璽
を押した文書を携えた顧問官が私の所に居ない状況で、私はそれらのとってつけた行為を
信じません。神に誓って、ドイツ人が私たちと多くの重要な約束をするとしても、彼らは
決して私たちを騙すことはできません。それですので、陛下は私たちの父の息子の関係を
別としても、陛下のご自身の心に沿って、この陛下の友ある私を信じてください。私たち
の偉大な皇帝陛下が私に命じましたことは、和平の事柄であり、そして全権を私にお与え
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になりました。そして私たちの偉大な皇帝はハンガリー国の全ての人々および陛下を信頼
し、勅令を陛下にお与えになり、それに沿う事柄すなわち陛下との真実の私の父の息子の
関係に相応しい事柄は、私たちが信義を保持しそれを護り、私たちの名誉を堅持すること
です。決して陛下を無視するようなことは、何もせず、一言も語りません。たとえこの世
が終わりに近づいているとしても、陛下の所に戻ることを私たちは少しも厭いません。た
だ私は次のことだけはお願いします。ウィーンに滞在しているイレシュハージィ殿がドイ
ツ人と取り決めた事を早急に私にお知らせください。イレシュハージィの書簡によると和
平がドイツ人全ての意に適っていたのだということですが、陛下に和平への意志があるの
であれば、信頼おける人物並びに陛下御自身で認めた印璽を押した文書を私の所にお送り
ください。ドイツ人が出掛けて来て、私たちは一緒に事に当たり、陛下の御意志がなんで
あるかを知ることになります。事前に事を担当する者が来ることが必要です。そういうこ
とですので陛下はこの陛下の友である私に情報をお与え下さい。私たちは陛下の意に従っ
て話し合いをします。 
 更に、私は陛下に次の事をお知らせします。上に述べたような穏やかな会談において私
の父の息子の関係が戦いを起こすことはないし、私たちも軍隊が個々に引き起こした戦闘
に引き込まれることはありません。むしろ以前よりも更に事をなすためにも神の助けがあ
ることを望んでいます。ただ陛下の御意志が、対立、戦闘もしくは和平であったとしても、
私は陛下の真情とご自身で認め印璽を押した文書を携えた人物を待ちます。 
 大宰相であり軍司令官であるムラド・パシャ閣下が、私がこの書簡を書いた 9 日の日に、
全軍と輜重を率いてベルグラードに到着し、彼の配下の者と書簡がここに届きました。そ
の中に陛下宛ての敬意を表す形態の書簡がありましたので、この書簡と一緒にお送りしま
す。ムラド閣下は和平の事柄について些かに触れ私に尋ね、城塞の譲渡およびハンガリー
国内の略奪についても尋ねていて、それらを私は説明しました。今年、それらの事には神
の助けが必要です。ボチカイ王陛下もそのことを御理解下さい。陛下側で如何にすること
が最善であるかをお知りであるなら、すぐさまそれを私たちにお知らせください。それに
従って、私たちはなすべきことの準備をしなければなりません。同様なことをベルグラー
ドからも伝えてきました。陛下の友であるこの私は、いまだにムラド閣下にはそれについ
て何ひとつ書いておりません、何故なら陛下の書簡と返書を読む時を待っているからです。
陛下は何が最善かを見極めて私たちの友であるムラド・パシャ軍司令閣下に書き知らせて
ください。私もそれに沿うようにムラド閣下に書きます。私は、陛下は書面で私にした約
束を忘れずに、私の願い望むことを私たちの偉大な皇帝の輝ける政庁へ数度書き認めて送
って下さったことも、承知しております。更に、陛下にお願いがあります。この陛下の友
である私も陛下の使節と一緒に輝ける政庁へ赴き、私たちの望むところを直接偉大な皇帝
にお願いするつもりです。それですのでボチカイ王陛下は陛下の使節たちに、神の加護の
下に事柄が成就するよう奮励努力すべしと、お命じ下さい。ほんのわずかの努力で事柄が
成就することが、神の御意志であることを望みます。私は陛下の善意の父の息子であり、
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信義と誠実を重んじております故、良き事柄から自らを引き離すようなことはいたしませ
ん。陛下のためにも決してそのようなことはいたしません。神が陛下に健やかな日々をお
授けになりますように。 
 
1606 年 7 月 9 日、ブダにて。 
陛下の良き友であり私の父の息子である偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。 
 
42 1606 年 7 月 29 日 (1606 年 7 月 19 日)、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからマチアス 2 世 
 
 尊敬する皇太子殿下、私たちは心から誠実な友情を殿下に捧げます。神が殿下に多くの
幸をお授けになりますように。(略) 
 私たちは以下の事柄のためにこの書簡で殿下にお目もじしなければなりません。殿下に
は当然お分かりのことでありますが、先ごろ、和平の事柄を話し合うために殿下は数人の
高官をこちらに派遣してきました。そして私たちは彼らと 32 日間の休戦を取り決めました。
私たちは今現在それを誠実に履行しています。しかし、殿下の帝国内に居住するチョルナ
ク・バラージュはその悪漢仲間の大勢とことを起こしました。彼らは総勢 12 名でした。12
名全ての名前は知りませんが、以下の者たちです。チョモロムのツァパタ・フェレンツ配
下のカニサイ・イシュトク、ベッラ・イシュトク、ジョルフィ・タマーシュ、コヴァーチ・
ベネデク、そしてサマリア出身のボルベリ・ペーテルでした。彼らは 1 人の裁判官に属す
るセント・ミクローシュの農民からその所有の雄牛 16 頭を奪い去りました。私は、殿下は
今この時も彼らがそちらにいることを聞き及んでいることを確信しております。そして雄
牛はポジョニィで屠殺されました。更に、この 1 週間内にも、彼らはブルク・バシ229のオ
スマンという 1 人の高位の兵士をヴルシュヴァリ草原の草むらで殺害し、駿馬を 1 頭、雄
牛を 10 頭そしてその従者 2 人を連れ去りました。 
 私たちはジュール、コマロムそしてヴェスペレームからも、すなわち 3 か所から兵たち
が入って来ていたのであろうことを承知していますが、殿下がそのことを御存じだったか
否かを私は知ることができません。しかし、このようなことは事実です。(略) 私たちは神
の助けを得て、事が日ごとに良くなり、紛争の火種が消え、そして戦いが治まることを切
に願っております。更に、このように間違った行為が、私たちの条約や協定が実施される
暁にはなくなることを心から願っております。 
 故に、私たちは、上に記した者たちを探し出して、私たちに引き渡して下さるよう、そ
して悪事を行う者を罰して下さるように殿下にお願いいたします。また別の悪事をお聞き
及びの時もそのようにしてください。私は殿下からの彼らに関する返事を待っております。
同じく、和平に関する事柄の返事も待っております。それが今どのような進展を見せてい
                                                   
229 オスマン軍の 20 人ないし 200 人からなる軍団の司令官 [Bayerle 1997 : 23-24]。 
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るのかを正確に書き知らせて下さい。神が殿下に御多幸をお授けになりますように。 
 
1606 年 7 月 19 日、ブダにて。 
アリ・パシャ、偉大な皇帝のブダ州行政長官、(略) およびハビル・エフェンディ、首席裁
判官。 
 
43 1606 年 7 月 30 日（1606 年 7 月 20 日）、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからエルネスト・ア・モラルト、ヨアンネス・
ア・モラルトとアドルフ・アブ・アルタン宛て  
 
 私たちの友である思慮深き勇士の閣下方、私たちは閣下方に感謝の意を表し、友情を捧
げます。神に閣下方の健康と御多幸をお祈りいたします。（略） 
 私たちはこの書簡で以下のことでお目もじしなければなりません。それは閣下方には当
然御承知のことでありますが、私たちは、そちらからここに派遣されてきた私たちの友で
あるツェザレ・ガロとネグロニ・アンドラーシュと 32 日間の休戦を取り決めました。私た
ちは今現在に至るまでそれを確実に護っております。 
 しかし、閣下方の配下の者たち、すなわちチョルナク・バラージュ、恐らくコマロムの
フェレンツ・ヴァイダ配下のカニサイ・イシュトク、ベッラ・イシュトク、ジョルジフィ・
タマーシュ、そしてサマリア出身のコヴァーチ・ベネデク、更に数人を含めて総勢で 12 名
の者が、ひとりの裁判官に属するセント・ミクロシシュの農民から 16 頭の雄牛を奪い取り
ました。閣下方は当然このことを聞き及んでいるに違いありません。 
 更に、この他にもこの 1 週間内にも、ブダの高位の兵でオスマン・ギォミラという名の
ブルク・バシがヴルシュヴァリ草原の草むらで殺されました。そして 1 頭の駿馬と 10 頭の
雄牛、更に 2 人の従者が連れ去られました。以上のようなことが起こりました。私たちは
次のように理解しております。つまり、ジュール、コマロムそしてベスペレムから兵が遣
って来たのであろうと。しかし、私たちはこの事実を閣下方が知っているのかどうかは知
りません。（略）私たちは神の助けを得て、全てが良い方向へ向かうことを切に願っており
ます。そして、災いの種がなくなり、大きな戦いが鎮静化することを願っております。上
に述べた他にもそれに類似したことがなされています。それは私たちの間でなされた休戦
や協定に相応しくありません。そのため私たちは、私たちの信頼し尊敬する良き友として
の閣下方に、悪事をした者たちを探し出し、彼らに渡したたちが受けた被害を償わせ、そ
して彼らを罰して下さることを、お願いいたします。他の者はそのことから学ぶことにな
ります。 
 更に、私たちは尊敬する閣下方に次のことも書き知らせたいと存じます。つまり、私た
ちはここに派遣されているツェザレ・ガロおよびネグロニ・アンドラーシュと話し合いを
し、現在もその話し合いを続けており、そしてそれは忌憚のない率直な話し合いであると
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いうことをお知らせします。 
 私たちはタタール人を銃で脅し、彼らを必ずや切り倒すために出立しようとしていまし
た。それで彼らは散り散りになってこの地から逃げ出し、現在そちらへと向かっています。 
 それ故、閣下方や御方々は、32 日間と定められた休戦も、何もしないでいる内に 10 日や
15 日が過ぎ去ってしまうことを御理解下さい。 
 そして閣下方や御方々はこれを御理解下さり、休戦および和平の事柄について、どのよ
うな状況になっているか、そしてその進展の具合の正確な情報を書簡で、私たちにお知ら
せ下さい。そうして頂ければ、私たちはその知らせから何をすべきかを知ることができま
す。何故なら、私たちは休戦や和平の事柄に関する話し合いや会談を止める意思はありま
せん。閣下方からのできるだけ早いお返事をお待ちしております。神に閣下方の御多幸を
お祈りします。 
 
1606 年 7 月 20 日、ブダにて。 
閣下方の良き友であるアリ・パシャ、偉大な皇帝のブダ州の行政長官。（略）およびハビル・
エフェンディ、首席裁判官。 
 
追申 私は私の親愛な友である閣下方に以下のこともお知らせしたいと思います。つまり、
私たちがここで私たちの友であるツェザレ・ガロとネグロニ・アンドラーシュと話し合い
をした時、私たちの息子であるボチカイ王陛下に書簡を出し、人を派遣すると、私たちは
彼らに語りました。それで、私たちは書簡も出し、人も派遣しました。そして王陛下から
返書が届き、その中に閣下方がこちらに遣って来る時、王陛下は自らの高官をここに派遣
すという内容が書いてありました。 
 
追申 この書簡を書きあげ、閣下方へ出そうとしていた丁度その時、ジュールの兵士の一
団が閣下方の書簡を確認書と一緒にここに私たちに届けてくれました。私たちは、閣下方
の発した確認書にあることを第一と考えて、神の助けにより休戦の事柄に従事します。私
たちの間で障害となっている事柄のひとつである城塞に関して、閣下方は次のように書い
ていました。つまり、誰もが現在手中にある城塞を保持することと。閣下方は、今まで全
く語られていない城塞について書いていましたが、閣下方やボチカイ王陛下の手中にある
城塞については一切触れていませんでした。それらの城塞への言及があったなら、私たち
はそれに従って何らかの返事を出すことができたことでしょう。（略） 
 更に、閣下方は年ごとの贈り物230について、その引き渡しはブダで行うと、語っていま
した。しかし、この事はそのようにすべきではありません。閣下方の使節がブダに赴いて、
私たちがこれについて語った時、私たちにはこの件を対処する全権がなかったということ
が本当のことです。それでこの件は進展しないままとなっています。この件が解決するた
                                                   
230 ハプスブルク皇帝からオスマン帝国スルタンへの貢納。 
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めには、私たちの友である閣下方がこちらに到着し、私たちと共にあることが大切です。 
 親愛な私たちの友である閣下方、この事柄が神の助けを得て解決へ向かうのは近々です。
大切なことやすべきことの多くは、全て準備が整いました。閣下方はこのような些細な事
柄に対して明確な事を書いていません。しかし、私たち側からは何も実際に話をしていま
せん。それでも閣下方は、話し合いは終了したと、書いています。私たちは取り決めたこ
とを書き、そして私たちはその通りにしています。また、私たちは語りあって決めたこと
をなかったことにするようなことは決してせず、それを守っています。 
 私たちの友である閣下方に相応しいことは、聖なる事柄を決議するための事柄を破壊す
る要因とならないことです。両者側の者は、聖なる和平の事柄を破壊したり、享受したり
して遊ぶべきではありません。 
 閣下方はタタールの件についても書いていました。私たちが彼らを配下に置くことは容
易であると、書いていましたが、私たちはそのように考えていません。私たちは、私たち
の友である閣下方がそのような無益な考えに捕らわれていたという話を、聞くとは思って
もいませんでした。神は誰にでも恩寵をお示しになりませんが、閣下方にはお示し下さい
ます。何故なら、全知全能の神は現世においても来世においても、略奪を恣にし、貧しい
人々を困らせ、そして聖なる事柄を破壊しようとしている人々を心身において懲らしめ、
罰するからです。（略） 
 神は、タタールの民が本当に多くの地に出かけて行き、様々なことをしていることを、
ご存じです。 
 以上のことから、私たちの良き友よ、閣下方は休戦の期限が近づいていることを御理解
下さい。両者共に準備は整いました。私たちは閣下方が私たちに明確かつ確実な返事をお
書き下さるようお願いいたします。以前の閣下側の者と話し合って決めた通りに、和平に
とって不可欠な使節と贈り物については、その他の必要なものと一緒に取り決めをした場
所へ送って下さい。閣下方が遣って来るのかこないのかを正確に私たちにお知らせくださ
い。それを知ることにより、私たちは自ら何を成すべきか知ることができます。私たちは、
これについての閣下方からの至急の返事を待っています。 
 
 
44 1606 年 8 月 14 日（1606 年 8 月 4 日）、ブダ 
   アリ・パシャとハビル・エフェンディからヨアンネス・ア・モラルト、アドルフ・
アブ・アルタンとミクローシュ・イシュトヴァーンフィ宛て 
 
 思慮深き勇士である御方々、私たちの信頼し尊敬する友である閣下方、私たちは閣下方
に感謝の意を表するとともに、忠実な友情を捧げ、そして神に閣下方の健康と御多幸を祈
ります。（略） 
 先週、コマロンの兵士たちが私たちの所に閣下方の書簡を届けてくれました。私たちは
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その書簡から、私たちの父の息子であるアルタン・カピターニィ閣下にこの聖なる事柄を
なす全権が与えられてコマロムへ赴くことを、理解しました。閣下方は目下ウィーンにい
て、一方、私たちはブダにいます。このような書簡という手段で、この事柄を成し遂げる
ことは大変困難なことです。しかし、互いに近づくのであれば、神の御意思で事柄を成就
することは容易です。そうすることで、この事柄はうまく行くでしょう。 
 閣下方の書簡に、多くの障害となっていることを取り除く用意があると私たちが書いて
いたと、お書きです。確実に事柄が達成可能にするために必要なことは、それらの障害を
取り除くことです。（略） 
 私たちは、常にこの聖なる事柄を成すに当り、障害を取り除くことを第一と考え、閣下
方と私たちの間にある公のことに働いてきました。そして、この後も神の助けを得て、両
者双方で全ての障害を取り除き、哀れで悲惨な目にあっている者たちに恩寵が与えられる
ために、この聖なる大事な事柄が成就することを、主なる神はお許しになります。 
 閣下方は次のようにも書いています。つまり、この聖なる事柄が行われ、武器を使わず
平穏にしている間、閣下方はハンガリー貴族との休戦を継続し、私たちとのそれも継続す
ると。この聖なる事柄達成に従事している限り、両者双方が静穏にして戦いをないことが、
必要であり大切なことです。閣下方は、閣下方が発した確認書通りにしてください、それ
とも確認書を無にするのですか？戦場に赴く兵士がその重要な文書に従わないなら、彼ら
は日々戦場に出かけ、国中で悪事を働きます。 
 この前、私たちは、私たちが出した書簡に私たちが被った被害状況を閣下方に書き知ら
せました。それに記した争いにヴェスペレムのカピターニィであるトビアス・グローフ配
下の 2 人が加わっていて、そしてその２人は今も私たちの手中にあることも、書きました。
しかし、これら全てのことへの閣下方の返事を私たちは今もまだ受け取っていません。こ
の被害の他にも、エステルゴム周辺の私たち側の数人が連れ去られるということがありま
した。 
 更に、この他にも、パクシュ231とフルドヴァール232間の道中で襲われ、１人が切り殺さ
れ、２人が傷を負わされました。このような私たちが受けた被害についてひとつも償いは
なされず、悪漢は何ひとつも罰されていません。このようなことが、信頼と約束から成る
休戦と云えるのでしょうか？それですので、私たちの兵士は如何に身を処し、如何に判断
したら良いのでしょうか？閣下側には本当に多くの悪事を成す者がいます。それでも何は
ともあれ、タタール人の悪漢の如き悪者をに組入れてはなりません。聖なる事柄が破壊さ
れる原因となるようなことは避けねばなりません。閣下側はそれらの者を閣下側の辺境か
らできるだけ遠くへと追い払う努力を日々なさるべきです。現在、良いことは何もありま
せん。しかし、悪漢が居座っているのであれば、この聖なる事柄は成就することなく、壊
れるだけです。 
                                                   
231 セーケシュフェヘールヴァール南東約 80 キロメートル、ドナウ河岸に位置する。 
232 不詳。 
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 私はヴェスペレームのカピターニィへ手紙を書き、私たちの手中にある者の存在を知ら
せました。そして私たちが彼らから受けた多くの被害について知らせました。しかし、カ
ピターニィはそれに対して何もせず、被害を与えた悪漢を私たちが罰するべきと、書いて
きました。このような内容の返事がありえるのでしょうか？ 
 私たちの友である尊敬する御方々、私たちは、閣下方がその属する配下の者たちと共に
休戦を全く遵守しえていないことが、良く分かりました。何故なら、彼らは休戦を護って
いないからです。閣下方が休戦を護らないのであれば、私たちはいかにして自らを律する
ことができますか？ 
 休戦期限はとうに既に過ぎ、私たちの軍司令官閣下もその軍隊とともに進軍中です。もし
私たちが早めに休戦延長を決定していれば、聖なる事柄は開始されていて、どんなにか良
い結果が出ていたことでしょう。閣下側が私たちと一緒になって同じ考えの下に、聖なる
事柄を成し遂げる意志があるのであれば、約束に従って、閣下側の使節が贈り物を携えて、
こちらに遣って来ることです。（略）閣下側にその意思がないのであれば、それを正直に私
たちに知らせてください。そうすることにより私たちは和平について書き、相互に書簡を
交換することができます。そうでなければ、誰もが何をどうしていいのか分かりません。
主なる神は、私たちが私たちに属する者誰に対しても閣下側に如何なる危害も加えること
を許していず、勿論、過去にもそうであったことを、御存じです 
 閣下側は、私たちが受けた被害に対し補償することが最良なことです。そうすることに
より、私たちの間にある友情がこの後も続き休戦も同様に継続することができます。もし
閣下側が補償しないのであれば、私たちは、私たちの信頼する人々宛てへ出す返書のよう
に書くことは、今後決してしません。閣下方に以上のことをお知らせしたく認めました。
閣下方に神の御加護を。 
 
1606 年 8 月 4 日、ブダにて記す。 
閣下方の良き友であるブダ州行政長官アリ・パシャ及びブダ州首席裁判官ハビル・エフェ
ンディ。 
 
45 1606 年 8 月 17 日（1606 年 8 月 7 日）、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからヨアンネス・ア・モラルト、アドルフ・ア
ブ・アルタンとミクローシュ・イシュトヴァーンフィ宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下方であり、私たちの尊敬する良き友方々。私たちは閣下方にま
ず初めに感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。神に閣下方に御多幸をお授けくださる
よう祈ります。 
 エステルゴムにいる私たちの兵士が閣下方の書簡を私たちに届けてきました。私たちは、
閣下方がお書きになっていることを理解いたしました。しかし、閣下方は与えた被害に対
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する補償について書き示していず、ことを犯した者を閣下方が罰するともお書きになって
いません。 
 しかし、閣下方は私たちの父の息子であるアルタン閣下がコマロンへ出向いていき、こ
れ以後如何なる悪行もあってはならないと、強く禁じたことを、お書きです。（略）強い信
頼で取り決めた約束を私たちは相互に取り交わしました。それは閣下方の信仰に相応しい
のですか？そして閣下方の確認書に値するものなのですか？ 
 閣下方は次のこともお書きです。つまり、私たちの休戦に含まれていないタタール兵が
犯したことの所為で兵士たちがカピターニィの意に反して、私たちの側に被害を与えたの
であろうと。 
 私が思いますに、主なる神は人間に恩寵を示し知恵をお与えになりました。それ故、高
位にある者が被害状況を調査するための情報やその方法がたとえなくても、調査すること
ができます。私たちが受けた被害は、実際には私たちが書き知らせた被害の 2 倍になりま
す。私たちが書き知らせなかった被害もあります。再度、閣下側のエステルゴムの兵が、
休戦中にあるにも関わらず、私たちの森に出かけて来て、9 人を同時に連れ去りました。 
 これらの他にも、4 人が同時にブダから連れ去られました。彼らについての情報がなく、
彼らを買い戻す交渉233がこれからあるかどうか判然としないまま、彼らを買い戻す交渉す
る術もないのが今の状況であるというのが、本当のことです。しかしながら、連れ去られ
た者たちは明らかに閣下側の城塞に連行されました。更に、切り殺された者たちの家畜や
馬はコマロムの日曜市で確かに売られていました。また、奪取された雄牛はポジョニィ234の
肉屋の店先に陳列されていました。このようなことから、私たちも、閣下方もいまだに彼
らが買い戻しされずにいるということを、如何に話したらよいのでしょうか？しかも、私
たちがこの前に出した書簡の中に、彼らを連れ去ったのであろう者たちの名前を書きまし
た。（略） 
 私たちの良き友である閣下方、どうぞ私たちに和平を望むことをお許しください。和平
の事柄を見ようと望む者は、悪漢が好きなよう行動するままに放置しないものです。そし
て注目すべきことは、私たちの手中にあるヴェスペレームのカピターニィの配下の者たち
が、タタール人が私たちに被害を与え、彼らはタタール人の後で出掛けたと、語っていな
いことです。 
 しかも、彼らは、ヴェスペレームの副カピターニィの許しを得て出掛けて来たとも、語
っていますが、私たちは既にその副カピターニィを解放しました。私たちは何もしていな
いにも関わらず、兵が出掛けて来たのです。閣下方はこれらのことを考慮して全てのこと
を話しあってください。 
 私たちの良き友である閣下方、閣下方のお心は和平にないように見えますが、閣下方は
今、誉高き真にハンガリー人である名士と以前のように再び結びつこうとしています。し
                                                   
233 捕虜を買い戻すため。 
234 現ブラチスラヴァ。ハプスブルク領ハンガリー王国の都。 
148 
 
かし、私たちは私たちの真の友である尊敬する閣下方がこのようなことをすると、信じる
ことができません。しかも、再びハンガリーの名士と結びつくことは、私たちと取り交わ
した確認書と約束に反することです。私たちは、昼夜を問わず常に忠実に真正直に私たち
の尊敬する友である閣下方と共にあり、正直に書き知らせ、私たちからは何も隠さず、全
て閣下方と共にすることを、全知全能の神が祝福してくれます。 
 私たちの良き友よ、休戦を閣下方は少しも護っていません。閣下方は、兵がかってに事
を起こすことを認めていないはずです。それ故、閣下方はカピターニィや兵が命じ語るこ
とを、認めるべきではありません。 
 これまでにも、私たちが受けた被害の返還や補償に関する閣下方の明確な確認書がつい
た書簡が届いていますが、何ひとつ返還されず、何も補償されていません。私たちは閣下
方の誠実さに訴えて、ただ以下のことだけをお頼みいたします。閣下方は、ことがどのよ
うになっているのかを正直に、正確に書き返書を送ってください。私たちはその返書に従
って、自分たちは如何にするべきかを知ることができるのです。神の御加護を。 
 
1606 年 8 月 7 日、ブダにて。 
閣下方の良き友である、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャとブダ州首席裁判官ハ
ビル・エフェンディ。 
 
追申 私たちの良き友である閣下方、閣下方は和平への望みやその意志もないのです。更
に、閣下方は今年 3 度、私たちと休戦を結び、その中で閣下方は和平の維持と遂行のため
使節や贈り物の他にもせねばならないことが多く存在するので、事柄を達成するために共
同歩調をとるという約束を、その休戦中に私たちとしたということも今では閣下方のお心
に定かでないのです。 
 しかも、閣下方は再度新たに私たちの前で休戦交渉を再開しようと話しました。しかし、
私たちは際限なく続く交渉をすることはできません。 
 閣下方は、私たちの偉大な皇帝の御座所そして多くの位高い宰相閣下の前で、私たちに
何度も嘘を語らせました。これは神の意思に背くことではないのですか？友情や私の父の
息子の関係に相応しいことですか？閣下方は幾度も私たちを恥辱と不名誉へ陥らせました。
声を大にして言いたいことは、私たちはタタール人の如き悪漢や泥棒の民をこの事柄を成
就するために、辺境の地から追放するために軍を出しました。更に、私たちは私たちの偉
大な皇帝の軍司令官が軍を率いて船で北上して来るのを抑えてきました。船の航行には多
くの日数を要します。 
 今、また閣下方は交渉人を新たに任命しました。しかし、物事がこのような時、今後私
たちは何をどのように信じることができましょうか？かつては、事柄は明々白々でした。 
 私たちは閣下方に心からお願いしたいことがあります。閣下方は、私たちがこの事柄に
留まれるような内容の返書をお出し下さい。今後はもう私たちが書簡を出す必要がなくな
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りますようにそうして下さい。私たちの友である閣下方、閣下方は私たちの間で多くの信
頼でもってした約束と閣下方の自署の付いた確認書に従い、けっして戦いに赴かず、悪行
の被害をどこにも及ぼさないと、閣下方は固い誓いを書いていました。それを今でも私た
ちは持っています。それですので、その取り決めに従い捕えた者や奪い去った物を元の場
所に戻して下さい。そうすれば、私たちは、閣下方に休戦を護り、事柄を成就する意志が
あることを、知ることができます。それに沿って私たちは辺境の地に戦いを止め、平穏に
しているようにと、命じることができます。 
 閣下方からの即座の御返事を待っております。（略） 
 
46 1606 年 8 月 19 日（1606 年 8 月 9 日）、ブダ 
  アリ・パシャからボチカイ・イシュトヴァーン宛て 
 
 親愛な私の父の息子のような陛下が健やかで御多幸に恵まれますよう、私は神に祈りま
す。 
 陛下の書簡がオスマン・チャヴスにより陛下の友である私に届けられました。陛下はそ
の中で幾つかのことをお書きでした。それはドイツ人との和平と兵士への賃金の支払いな
どについてでした。私はそれらを確かに理解し、その全てを私たちの軍司令閣下に書き知
らせました。そして私は兵士への賃金支払いやその他のせねばならないことを、全てなし
終わりました。 
 私は、神の加護により次のように願っております。つまり、陛下およびハンガリーの全
ての人々が深い友情で正義に相応しい友愛と寛容な人間性をこの軍司令閣下の人間性の中
に見出してくださるを願っております。（略） 
 また、ヴァーツのカピターニィがブダに到着しました。私は今陛下の友である彼と対面
し、そして私たちは彼の馬と従者ともども彼を船に乗せ、チャヴスたちも付けて、私たち
の軍司令閣下の下へ送りだしました。そして私は私たちの軍司令官閣下に次のように書簡
を書きました。つまり、私の友であるカピターニィをそこに長く留めおかないで、全ての
事を彼に速やかに聞き、再び彼らをこちらに戻すよう、更に、そのための準備を私がして
いると、書簡を書きもしました。それ故、間もなく、私は彼がここに戻る姿を見ることに
なります。 
 オスマン・チャヴスと私の友であるカピターニィがここを出立した後、立て続けに 2 通
の書簡が届きました。それはドイツ王の委員とマチアス皇太子からの書簡でした。その 2
通の書簡は旧習に習う形式で書かれており、次のように書いてありました。つまり、まず
神を祝福し、その初めに、彼らはハンガリー貴族およびハンガリーの人々と同意を見たこ
と、それ故、私たちとの間の障害がなくなったこと、そして私たちが私たちの全ての事柄
を解決していることが、書かれていました。しかしながら、今この時に、彼らが、偉大な
トルコ皇帝との間の和平の事柄を達成したとしても、まだ陛下御自身との和平がまだその
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ままであることが書かれてありました。それで、私たちや彼らの側の者が全権を帯びて、
ローマ皇帝陛下の首席顧問官であるアドルフ・アブ・アルタン閣下の所に赴いて、すなわ
ち近日中にコマロムにおいて陛下側の者と会談を行い、そしてそこでの会談で障害となっ
ている全てを解決しようと、書かれていました。ちなみに私たちは、アルタン閣下がそれ
に値する人物であると看做します。 
 これ以前、ローマ皇帝陛下と結んだ休戦の期限日はセント・ヤコブの日235でした。その
休戦中にドイツ兵が幾度も道中に現れ、5 度、6 度と私たち領内の者幾人かを殺戮し、そし
て数人を生きたまま連れ去りました。私たち側の雄牛や人間を城塞へ連れて行ったことは
確かなことです。彼らの切り裂かれた衣服や家畜が荷台に乗せられて市場に確かに出され
ていました。また、私たち側の者がセーケシュフェヘールヴァールから出掛けて行く途中、
ヴェスペレームの人々に襲撃されました。それはまるで襲撃が彼らの仕事のようでした。
それで、私たちはそのヴェスペレームの人々を襲い、そのうちの幾人かを連行し、彼らに
何故、休戦に違反する行為をするのかと尋問しました。すると、彼らはカピターニィたち
が許可し、彼らを送りだしたと、答えました。そこで、私はジョーリ・グローフへ手紙を
次のように書きました。私には少しも分からないことですが、そちらにはある種の悪漢が
存在しています。しかし以前、貴殿方はそのような悪漢をそちら側で罰する意志があると、
書き送ってきたではありませんかと。私たちはこのようなことの所為で休戦がどうなるの
か皆目分からなくなっています。（略） 
 この休戦中に私たちがローマ皇帝の高官つまり私たちの尊敬する友とエステルゴムで会
談をした後でさえも、30 人以上の者が切り殺されたり、連れ去られました。食用家畜、家
畜そして馬も略奪されました。ことを犯した者の名を記すことは必要です。何故なら、信
頼と固い誓いによりなされた休戦に反する行為を彼らがしたからです。私たちは私たちへ
与えられた被害を補償し、悪漢を罰するようにとカピターニィたちへ強く要求しました。
しかし、この事について書簡の中で、彼らは私たちに対して、いまだに確認書にあるよう
に何らかの弁償をするという内容の返答さえもせず、ただアドルフ・アブ・アルタン閣下
がコマロムに行き、そこかしこの被害状況を知り驚いていると、語り書いているだけです。 
 更に、書簡で彼らは、次のようにも書いています。私たちがハンガリー貴族との休戦を
破壊しないようにと、そして陛下側が聖なる事柄から身を引くならば、それは成就するこ
とはないであろうと、書いてありました。私たちの間の状況は今も厳しく、絶え間なく戦
いが頻発しています。しかし、陛下と会談するまで、私たちは自らを律し、戦いへは行き
ません。それ故、私は陛下にお願いします。陛下は如何なることでも至急、正確に私にお
知らせください。 
 私の友であるイレシュハージィ殿は今この時にも陛下の下へ赴いていることは、信じる
に値することです。和平の事柄や他の事柄について、私たちはそのために神の加護を得て、
如何なることでもします。そのためにも陛下が何時出発するのか、そしてそちらの状況が
                                                   
235 7 月 25 日。 
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どうなっているのかを、私にお知らせ下さるよう陛下にお願いいたします。またドイツ人
が陛下に一体何を書き知らせて来たのかも、知らせてください。 
私たちはドイツ人へ次のように書き送りました。貴殿方がハンガリー貴族と和平を結ん
でいなかったのなら、私たちは貴殿方が語ること全く信じないであろうと。何故なら、親
愛な私たちの友である方々が私たちの偉大な皇帝および全イスラムのウンマ236と非常に強
固な信頼でなされた約束に反して私たちから離れて、貴殿方との和平結ぶ事は不可能なこ
とであると、私たちはドイツ人に書きました。私たちは、陛下が自らの記した印璽のある
親書を携えた高位の者をこちらに派遣して下さるよう以前に陛下にお願いいたしました。
しかし、王陛下の手になる親書を携えた名の知れた顧問の中の数人の御方はまだ到着して
いず、それ故、私たちはまだ彼らと何も話し合いできず、陛下の親書も見ることができな
いので、私たちは何も考えることができません。神が、仮に私たちが思慮深きボチカイ王
陛下とハンガリーの全ての人々との和平を結んでいなくとも、私たちがそれらの人々と共
に草原に集うことをお許し下されば、それは私たちそれぞれにとって喜ばしいことであり、
私たちは態度を変えることができます。私たちは私たちの友であるボチカイ王陛下ならび
に全てのハンガリー貴族そしてハンガリーの人々と共にあるのであると、私たちはドイツ
人に書きました。しかし、まだこれに対する返事は届いていません。何らかの返事が届き
ましたら、即座に陛下にお知らせいたします。（略） 
 新暦による 8 月、私たちの暦の 15 日の土曜日に私たちの尊敬する軍司令官閣下の配下の
者が遣って来て、軍司令閣下は偉大な皇帝の全軍と共にモハチに到着したと、知らせてく
れました。モハチからブダまでの行程は 8 日間です。軍司令官閣下は、如何なる所にも時
を過ごさず、一路ブダへと歩を進めていると、私に書いてきました。私の父の息子である
親愛な陛下、神の加護により、私たちの軍は完全な軍です。これまでこれほどの立派な軍
はありませんでした。（略） 
 最後に、陛下にお願いします、私たちが如何に身を律するべきかを知るために、陛下の
友であるこの私に、全てのことを明確に書き知らせてください。真の神と陛下は、私が陛
下ならびに全てのハンガリー貴族そして多くのハンガリーの人々の正義を守る善良な意志
を有する友であることを御存じです。今この時、陛下にお願いいたします、如何なる労も
厭うことをせず、私たちの軍司令官閣下と対面して下さい。神はあらゆる良きことを陛下
にお授けになり、陛下はその多くを見ることになりましょう。神が、陛下に御多幸と末永
い健やかな生命をお授けになりますように。 
 
1606 年 8 月 9 日、ブダにて記す。 
陛下の善意の息子であるアリ・パシャ。 
 
                                                   
236 共同体、特に宗教に立脚した共同体。アラビア語の古典では「ムハンマドの共同体」と
も呼ばれているが、通例「イスラム共同体 umma Islāmīya」という [小杉 2002 : 69-70]。 
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47 1606 年 8 月 23 日（1606 年 8 月 13 日）、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
  
 思慮深き勇士である閣下、私たちの尊敬する友閣下、まず初めに私たちは感謝の意を表
し、忠実な友情を閣下に捧げます。そして神が閣下に御多幸と御健康をお授けになります
ように、祈ります。（略） 
 今日、水曜日に閣下の書簡を思慮深き私たちの友であるマチアス皇太子殿下の書簡と一
緒に、閣下方の兵士が私たちに届けてきました。私たちはそれらを恭しく受け取り、十分
に読み終え、全ての事柄を確かに理解し、納得いたしました。閣下が望んでおられること
は、私たちが共に集う場所と集う時には秋となるその日を私たちが決めるということです。
私たちは、神の助けで閣下が有する全権によりこの聖なる事柄を成就することができます。 
 そして、閣下は次のことを望んでおられます。つまり、私たちの軍司令官閣下はモハチ
より先に進まず、私たちが会談している 2，3 日の間、両者は平穏にしていることを。 
 閣下には、今日、私たちの軍がトルナ237からパクス238へ到着したことを、知っているは
ずです。私たちの尊敬する軍司令官閣下から閣下の友であるこの私に書簡が届き、軍司令
閣下は私たちをパクスへ呼び寄せることを望んでおります。それ故、私が出立しなければ
ならないので、私たちは今この時閣下に対して私たちが集う日を決めることができません。 
 主にして聖なる神がお許し下さるのであれば、私は取り急ぎ船で出かけて行き、私たち
の軍司令官閣下に対面し、そこに 1 日も留まらずに戻って来ます。 
 そして私は、そこから閣下との会談するため決定した日と場所を認めた文書を持たせた
私の配下の者を閣下の所へ派遣します。そして更に全ての事柄をお知らせします。ボチカ
イ・イシュトヴァーン王陛下は自らモハチに赴かないこと、およびニャーリ・パールと共
にツォボル・ミハーイを選任したことを私に知らせてきました。物事はうまく進み全てが
上首尾となり、事柄に何の不都合も生ぜず、神の助けにより事柄は達成されます。 
 尊敬する私の友である閣下は、私たちが人々や軍を配置するためには何日も何日も要す
るということを、知らされているはずです。ことはひとつも成されていません。今この時、
あのような荒涼とした草原で時を過ごすことは困難です。それで、私たちは待つようにと
いうことなので、アドン239で 1 日か 2 日、留まることになります。 
私たちがラビ－ウ・アウワル240と呼んでいる月が終わるまで、閣下側から何らかの悪行
がなされず、閣下側の軍が出掛けないのであれば、私たちもその日まで静穏にしているよ
う、私たちは私たちの領内の者に命じます。しかし、もし閣下側か先に戦いを起こすので
あれば、私たちも自らを律することができません。 
                                                   
237 モハチ北方約 50 キロメートルに位置する。 
238 トルナ北方約 20 キロメートルに位置する。 
239 パクス北方約 60 キロメートルに位置する。 
240 3 月。 
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これまでの私たちが受けた被害について記した文書に従って補償して下さい。それ以外
のことをしないようにお願いいたします。それは強く固い信頼の下に結ばれた約束に従っ
て作成された確認書に反するからです。私はこの前、僅か数枚のフェルトとシンデル241を
交易する者に運んで来るよう依頼しました。そして私は次のことを知りました。つまり、
それらはコマロムへ運ばれていて、そこに保管されているということを。これはそれらが
そう遠くない所に来ていて、物事が私たちの友情に相応しく良い方向へ向いているという
ことを表わしているのでしょうか？ 
 神は、こちらからそちらへ家畜が運ばれ、そのままの状態ではないことを御存じです。
しかし私たちは家畜を何処へ運んだのかと問い質しはしませんが、私たちは閣下方にする
べきことをするようお願いいたします。神が閣下を祝福しますように。 
 
1606 年 8 月 13 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。偉大な皇帝のブダ州行長官アリ・パシャ。（略）偉大な皇帝のブダ州首席
裁判官ハビル・エフェンディ。 
 
48 1606 年 8 月 23 日（1606 年 8 月 13 日）、ブダ 
  アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私の友である尊敬する勇士の御方。初めに、私は貴殿に感謝の意を表し、忠実な友情を
捧げます。そして神が貴殿に健やかな日々と御多幸をお授けになりますよう、私は祈りま
す。 
 私は貴殿の手紙を受け取り、その手紙から私たちの尊敬する閣下であり私たちの父の息
子である御方（アルタン閣下）が、この聖なる事柄の任務を任されたことを、確かに理解
いたしました。私たちは今に至るまで、会談する日や場所についての返事を貴殿に出すこ
とができませんでした。何故なら、私たちの宰相軍司令官閣下が私たちを自分の所へ来る
ように呼び寄せたからです。 
 しかし、聖なる神がお許しになるのであれば、私は配下の者に貴殿への手紙を託し、全
ての事柄を正確にお知らせします。 
 最後に、私は次のことについても貴殿に書き記したいと思います。それは、以前私は交
易をする者にフェルトとシンデルをいくらか運んでくるよう依頼しましたところ、それは
既に整っていることを私は知りました。しかしそれはコマロムに留め置かれ、運び出すこ
とができません。このようなことは妥当ではありません、休戦中にこのようなことでいい
のですか？私たちは、自分たちの所から何を運び出そうとも反対したりはせず、しかも何
処へそれを運んで行くのかさえ問い尋ねたりしません。 
 このような理由ですので、貴殿側も交易をする者に何もせず、すぐさま全ての品物と一
                                                   
241 不詳。 
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緒に彼らをこちらに還して下さい。彼らが厚板も運んでいるのであればそれも一緒にこち
らへ還して下さい。貴殿側は、私たちは自分に都合良い事柄の場合は正確に書いたり命令
したりしていると、書いていました。しかしながら、このような状況において、私たちは
何をどのように書いたり、命令したりすることができるのですか？そうすることで如何な
る効果があるのですか？ 
 以上のことの他に、貴殿には次のことが良く分かっているはずです。つまり、以前、私
は貴殿に数個の丸い時計とそれとは種類の異なる懐中時計を、支払いはすることでお願い
しました。貴殿側にそれらを依頼しないようにと云うことは、どういうことなのでしょう
か？コンスタンチノープルから依頼した方が良いのであれば、私はそのようにします。そ
のことを知らせてください。貴殿側はどうぞそれらを調達して送って下さい。私は必ず支
払をしますから。 
 神が貴殿にあらゆる良きことをお授けになりますように。 
 
1606 年 8 月 13 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
49 1606 年 9 月 5 日（1606 年 8 月 26 日）、エステルゴム 
  ハビル・エフェンディからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 思慮深き勇士である御方、私の信頼し尊敬する友であり私の良き息子である閣下。初め
に私は閣下に感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。そして神が閣下に健やかなること
と御幸運をお授けになりますよう、私は祈ります。 
 私はただ次のことを閣下にお知らせしたく、この書を認めます。つまり、私は閣下の所
から帰って来た後も、息子であるアリ・パシャ閣下と共に多くのことを取り扱ったこと、
そして全知全能の神が、閣下方の事柄が間違いなく上首尾となるよう取り計らって下さる
ことを私が願っていること、私の良き息子であるアリ・パシャ閣下が自らペンを取って書
きあげた 3 つ条件を閣下方が読んだ後、できるだけ早くそれをマチアス皇太子殿下の御前
へ提示し、それを実現するよう、そちらで努めて下さることなどを、私が願っていること、
更に、その準備が整ったなら、閣下はその旨をできるだけ早く正確に私たちに書き知らせ
てくださること、そして準備が整った暁には、私の親愛な友であり良き息子である閣下が
神が事柄を万事良きように取り計らって下さり、成就することを私は露ほども疑わず信じ
ること、その上でもし事がうまくいかないのであれば、私は更に心をこめてうまくいくよ
う心からそうするよう語ること、以上を私は閣下へお知らせいたします。 
 閣下の皇帝側は、その 3 つの条件の準備が整い、私たちの望むとおりにマチアス皇太子
殿下と委員の閣下方全てが、明確かつ正確な内容の印璽を押した文書をお送りください。
そして私はそのことをありのままかつそのありようを私の息子アリ・パシャ閣下に伝え、
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もう一度私たちがこの地（エステルゴム）へ出掛けて来るよう、彼を再度説き伏せます。
しかし、閣下方が 3 つの条件を認めないのであれば、私には彼を説き伏せる術はありませ
ん。何故なら、行政長官閣下は奥地へ出掛けないことが、当然のこととなっているからで
す。私の良き息子である閣下、以上のことを十分に御理解していただきたく、お知らせす
るため認めました。 
 
1606 年 8 月 26 日、シュトリゴニャエにて記す。 
閣下の善意の友、偉大な皇帝陛下のブダ州首席裁判官ハビル・エフェンディ。 
 
追申 閣下は、私たちの捕虜の件についても私の友であるネグロニ同様お分かりになって
いるはずですので、その時が来たら、閣下がその 5 人を連れて来て下さるよう、私は親愛
な私の息子である閣下にお願いいたします。 
 
50 1606 年 9 月 13 日（1606 年 9 月 3 日）、ブダ 
  アリ・パシャからミハーイ・ツォボル242宛て 
 
 思慮深き勇士であり私の最も信頼する友の御方。初めに私は貴殿に感謝の意を表し、忠
実な友情を捧げ、そして閣下の御多幸をお祈りいたします。 
 更に、私は次のことを貴殿に知らせたく思います。つまり、ダマシュド243とヴィシェグ
ラードの兵士が貴殿の手紙を私に届けてくれ、その細部に至るまで私は理解したことを。 
 以前の私の手紙から貴殿がお分かりになっていることですが、私たちが私たちの偉大な
皇帝とトルコ人すべてのために励んでいると同じように、私たちはボチカイ・イシュトヴ
ァーン王陛下のため努め、そしてその地位保全のためハンガリーの全ての人々と共に全力
を尽くしていることを、神も見知っておられます。私はこのことを最近の貴殿への手紙に
も書きました。神は、私たちがボチカイ王陛下やハンガリーの人々を蚊帳の外においてド
イツ人と何も取り決めず、何も成さないことを、見知っております。しかし、私たちや私
たちの軍司令官閣下の目の前で 10 日以内に約束は履行されるべきであると、私は手紙に書
きました。 
 それ故、私たちはその日を待っております。更にそれについて貴殿が何を書きどんな返
事をするのかを待っております。貴殿は 10 日間について了解しましたが、それで十分であ
るであるとしても、もう数日が過ぎています。それで、私たちはこれまでタタール人対し
出発することや略奪することを禁じておりますが、これから先に起こることを思い憂慮し
ております。それ故、私はその日について親愛な私の息子である貴殿に次のよう書き返事
をすることができます。つまり、今でもまだ遅過ぎることはありません。何故なら、十分
                                                   
242 ボチカイ・イシュトヴァーンの顧問官で、彼のブダへの特使（1570-1617）。 
243 スロヴァキアに位置する。 
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に時はあります。しかし、私たちの軍司令官閣下並びに私たちは、この後どのように事に
対処し、軍に対し如何なる対応をすべきかが分かりません。何故なら、彼ら軍の人々は即
座に次のよう答えるからです。つまり、彼らが以前にも私たちの言葉に従い非常に長い時
間を過ごしたように、今回もまた彼らが何もしないままただ時を過すことで、結局その時
を延ばそうとしているだけではないのかと、更に、私たちが彼らを押しとどめるために嘘
を語っていることが本当のことであろうと、彼らは率直に語っています。そのため、私た
ちのボチカイ王との約束に対する態度は真摯ですが、その日が決まるまで私たちは彼らの
存在に期待します。恐らく、なお今においても取り決めをするために何らかの問題があり、
私たちがそれを理解することができないのであれば、彼らは私たちが今何も理解すること
ができないことをこの後も理解して、ボチカイ王の語る言葉と私たちのそれと両方を信じ、
騒乱を起こすことは決してありません。しかし、私たちはそう長く待つことに耐えること
はできません。私たちの話すことは実を結ばなければなりません。今までもこのような事
はありました。後何日待てばよいのかも知ることができないので、彼らはすぐに疑い出し、
私たちの言葉を信じなくなります。以上のような訳ですので、この事について至急明確か
つ正確な返事を私たちは望んでおります。私は現在の情勢を少しもお知らせすることはで
きませんが、畏敬するボチカイ・イシュトヴァーン王陛下の兵士の賃金支払いに充てるた
めのある程度のお金がここに届いたことを、書くことはできます。しかし私たちは、それ
が今そちらへの道中のどこかで留まっているのか、そちら側がそれの届くことを待ってい
るとしても、それが届くということをそちら側が理解しているのかどうかを、そちら側に
問う術がありません。しかしそれは届けられます。私たちはそのことに関して正確に前も
って知らせました。大宰相である軍司令官閣下のカプジ・パシャ244がそれを運んで行きま
す。以上のことを信頼する私の親しい友である貴殿にお知らせいたします。神が貴殿に健
やかな日々をお授けになりますように。 
 
1606 年 9 月 3 日、ブダにて記す。  
貴殿の善良の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。 
 
51 1606 年 9 月 23 日（1606 年 9 月 13 日）、ブダ 
  アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下・・・ 
 取り急ぎ書き知らせます。私の良き友よ、事柄の進捗状態、そして閣下が前もって聞き
及んでいる事柄とその結果について、私はまた閣下に尋ねるために書かなければなりませ
ん。 
 ハンガリーの名士と共に閣下は遅れないで来て下さい。何故なら、私たちが軍をもう抑
                                                   
244 オスマン宮の門衛の長。 
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えることができないと、神も御存じだからです。更に、私たちが軍司令閣下の前および軍
の前で話す言葉はがもはや役に立たなくなっているからです。私たちの顔を彼らの前に見
せることもしていません。定められた日はとうに過ぎてしましましたので、私たちは何も
対応することができません。それですので、閣下はハンガリー名士と一緒に来るのか来な
いのかを、すぐにお決めください。何故なら、この聖なる事柄を牽引する者が必要であり、
その者が神の御前でそれを説明するべきだからです。私たちはもう何が起こっても、彼ら
を抑えることができません。どうぞ以上のことを御理解下さい。神が閣下に健やかな日々
をお授けになりますように。 
 
1606 年 9 月 13 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。 
 
52 1606 年 9 月 23 日（1606 年 9 月 13 日）、ブダ 
  アリ・パシャからアドルフ・アブ・アルタン宛て 
 
 思慮深き勇士であり、私たちの尊敬する友かつ私の父の息子である閣下。初めに、私た
ちは閣下に感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます、そして閣下が健康でありかつ御多幸
でありますように、神に祈ります。（略） 
 さて，この度も私は以下のことで閣下にこの書簡でお目もじしなければなりません。つ
まり、私は閣下方が事柄に距離を置いているようにも思われて本当のことが分かりません
し、閣下方は私たちに言葉で言い繕い、沈黙して、以前からただ実際に起こっていること
に耳を傾けているだけではないのかということです。このことで、この私が私たちの軍や
軍司令官からどんなにこれまで責められたかを、神のみが御存じです。 
 実際、これ以上もう私は彼らを押し留めることができません。何故なら私は彼らに会わ
せる顔もなく、彼らに何を語り、答えていいのかさえ全く分からないからです。彼らはも
う私たちの話し合いも信じないからです。それですので、閣下方が赴いて来るならそれが
良いことですし、また今後、私が彼らを抑えることができなくなった時、閣下方は私に対
し何もできなくなります。何故なら、私は神の前でも人々の前でも取るに足らない人間と
なるからです245。長い沈黙の結果は全く何も生み出しません。何者かがこの聖にして極め
て重要な事柄を破棄する原因となっているのです。その者が戦いを起こし、それに拍車を
かけているのです。私は一日も早く戦いや流血をなくすため事が解決することが良いこと
だと思っております。神の恩寵が与えられるのなら、私たちは多くの労力と努力を持って
これまで働きましたので、最終的に事柄が解決する事を望んでおります。閣下にお願いい
たします、すぐにお返事ください。神が閣下に健やかな日々をお授けになりますよう。 
 
                                                   
245 アリ・パシャはブダ州行政長官の地位を解かれることを示唆していると思われる。 
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1606 年 9 月 13 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友でありその父の息子であるアリ・パシャ、偉大な皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
53 1606 年 9 月 25 日（1606 年 9 月 15 日）、ブダ 
  アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 勇士であり尊敬する私の友の御方。神が貴殿に御多幸をお授けになりますよう。 
 私たちは貴殿の手紙を受け取り、私たちの友アルタン・カピターニィ閣下の書簡と合わ
せて読みそれを確かに理解いたしました。貴殿の手紙に送ると書かれていた贈り物が届き、
私たちは大変うれしくそれを受け取りました。（略） 
 私たちは、貴殿側の高位の者たちがイレシュハージィおよびハンガリーの名士を今も押
し留めていることも分かりました。彼らに真摯な意思があるのであれば、彼らはこの聖な
る事柄の成就を即座に見るべきです。何故なら、率直に言いますが、私たちはもはや軍を
抑えることができなくなっているので、彼らはそうなってからは私たちに会うことができ
なくなります。そして私たちが、神の前でも人々の前でも義務を遂行する人間であること
を望まなくなってしまうからです。私たちは本当に沢山の文書や書簡、そして会談を通し
て多くをしてきましたが、もはやなす術がありません。神の御加護を。 
 
1606 年 9 月 15 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
54 1606 年 9 月 27 日（1606 年 9 月 17 日）、ブダ 
  アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 尊敬する私の友ツェザレ・ガロ殿。初めに私は貴殿に感謝の意を表します。私は貴殿の
手紙を受け取り、私の友アルタン・カピターニィ閣下が再びウィーンへ赴いたことを知り
ました。（略）私は貴殿が書かれた事を逐一理解しました。（略） 
 私の友である御方は、私がこれまでどんなに私たちの軍司令官閣下から 10 日間の猶予を
確保するために努力したかを分かっていることと思います。私たちは、タタール軍に莫大
な賃金を支払うことでそれまでの間彼らを抑えることができました。しかし、到着するた
めに 10 日は掛るということでしたが、すでにその 10 日も過ぎ、更に 10 日以上も私たちは
待っていました。タタール人はそれで私がまるで何もしない人間であるかのよう見なし、
約束を履行しません。貴殿は疑わずに私の言う事を信じてください。タタール軍が動き出
しました。彼らは目的地を定めて意気込んで出発しました。これは本当のことです。貴殿
はこれを信じてください。更に私たちはもはや今後、軍や軍司令官閣下を押し留めるため
に何もすることができません。そちらの閣下方各位にお知らせ下さい。それ故、神の恩寵
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があっても、そちらの閣下方は私たちに接触することはできません。このようになった理
由は私たちにはなく、そちらの閣下方各々にあるのです。神の御加護を。 
 
1606 年 9 月 17 日、ブダにて記す。 
偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
55 1606 年 10 月 13 日（1606 年 10 月 3 日）、ブダ 
  アリ・パシャからボチカイ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私の畏敬し信頼する王陛下、私の友であり親愛な私の父の息子である陛下、神が、陛下
に日ごとに御多幸をお授けになり、陛下の善行への意志を実現させ給うことを。 
 以前の陛下からの書簡に常に次のように書いてありました。つまり、陛下側はドイツ人
に一層近寄っているが、それはそうすることによりあらゆる情報を得て理解することがで
き、聞き知った事を全て私たちに知らせていると、書いてありました。私たちはこの前ド
イツ人と和平条約について話し合いました。そして、私たちがドイツ人と取り決めた 10 日
間内に前もって陛下と私たちは和平継続の事柄を解決し、それを誓う旨を真に信義でもっ
て承認し、その後でドイツ人が和平の事柄を解決することを、私たちは全て陛下にお知ら
せしました。しかし、その時が至っていず、その後の陛下の書簡が届く度毎に、私はウィ
ーンに滞在しているイレシュハージィと多くのハンガリー名士に手紙を書き送りました。
それに対して彼らからの返書が届き、その中に両者間の和平実現のための贈り物、使節団
そして他の諸々のことも全て整っているので、少しの疑念のなきようにと、ありました。
更に、定められた日が数日過ぎたとしても、いたるところで平和な状態となっていること
が見られ、そして和平達成を確実にするために、私たちがどんなな悪事に対しても行動を
起こさないよう、そして軍をしっかりと押さえ、そしてドイツ国とその城塞に対し悪い行
為を決してしないようにと、それらの手紙に書いてあり、続けて、もし私たちが軍を抑え
込まないのであれば、軍がドイツ国に被害を与え、和平は頓挫するので、そのような原因
を取り除くべきであると、書いてありました。私たちは私たちの軍を確実に抑えていたと、
陛下に確信を持ってこの書に示すことができます。定められた日が 1 月過ぎました。軍を
抑え込むことをしなくとも、私たちの慈悲深い軍司令官閣下はトルコ軍を率いてブダに駐
留しており、タタール軍と他の軍を静穏にさせており、私たちは彼らに多額の賃金と贈り
物を与えています。しかしドイツ側の軍隊は日ごとに街道に出掛け、多くの被害を与えて
います。私たちは和平を破壊する原因とならないようにとの内容の陛下の言葉と書簡に従
い、私たちは自重していました。私たちはいまだに何処へも出発せず、動き出しさえして
いません。 
 今日、定められた日を 30 日以上も過ぎています。ドイツの委員たちから書簡が届けられ
る度に、私の友であるイレシュハージィ閣下がウーイヴァールへ赴き、15 日間もそこに滞
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在したためであると、遅れている原因を彼のせいにしていますが、遅れているのは 15 日以
上です。更に、ドイツの委員方々もジュールおよびコマロムに出掛けたと理由を書いてい
ますが、それも 10 日かそこらの日数にしかすぎません。 
 陛下の高位の者たちの中のニャール・パールとツォボル・ミハーイという私の友の方々
が私の所へ来て、私たちの軍司令官閣下の面前で私たちと対面しました。私たちは、ハン
ガリーの全ての人々のため必要な和平の事柄は何であるかと、彼らに尋ねました。 
 更に、私たちはハンガリーの安全を保証するために公の文書を依頼しました。すなわち、
私たちはドイツ王が確固として承認した確認書を得ることで、ドイツ人をエペリェシュ246、
ヴァーラド247そしてムラーニィ248から追い出し、そして人々が出掛けて行き、私たちの望
むよう和平が達成します。 
 しかしながら、今この時望まれていることは、陛下側がドイツ人と和平を確実なものと
することです。今再び陛下方の前にある和平に関する全てを確固としたものにし、陛下側
とドイツ人間で交換する確認書の中に私たちの事を明確に記して条約を結ぶことで、和平
は維持することができます。そしてドイツ人の所から僅か 2 日もかからずに使節団が私た
ちの所に遣って来ることになります。そして陛下側の人々が呼ばれます。3 日ないし 4 日で
3 者が一堂に会し、神の助けにより、全ての事柄はひとつに纏まると、私たちはニャール・
パールとツォボル・ミハーイとこのように話し合いました。 
 しかし、もう私たちの友である彼らと話し合いをしてから 10 日以上も経過してしまいま
した。その後何の知らせもないので、私たちの配下であるオメル・ヴァイダをコマロムへ
派遣しました。彼はその地で委員たちに会い、彼らとか話し合いを持ち、書簡を持ちかえ
りました。 
 その書簡の中に、彼らはハンガリー人と旧習に従って一つになることで、和平に関する
全てを締結したと、ありました。更に、数人のハンガリー名士が任務を帯びて近い将来出
掛けるともありました。それで彼らが出掛けて来る時、陛下側の人々も同時に出掛けて来
来るための通行書を私たちは送ります。私たちは本当のことを書くことができません。何
故なら、これらのことは単なる情報にしか過ぎないからです。私たちが知るところによる
と、ハンガリー人は時の経過を十分堪能した後、出発するということです。 
 私たちは各陣営に信頼がおけて親しみのある人物を派遣しました。彼らは各目的地に赴
きそして観察しそして幾度か情報を持ちかえりました。それによると、イタリアそしてロ
ーマ教皇の所から多くの人々が来て、オヴァール249の他にもジュールにある中州（シゲト250）
の 2 か所に駐留していて、これまで多くの賃金が彼らに支払われたということです。更に、
激しい戦闘や紛争をし、そして城塞を奪取するための大砲や他の必要な物を着実に準備し
                                                   
246 スロヴァキアに位置する。 
247 シゲトヴァールの南西約 10 キロメートルに位置する。 
248 不詳。 
249 Mosonmagyarovar、ジュール近く、北西に位置する。 
250 Sziget は島を意味する。この場合はドナウ河にある中州の意ではないであろうか。 
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ている人々が沢山いることも、私たちは知りました。 
 軍隊が街道に出て、多くの被害を与えています。今この時も私たちの国 10 か所で軍隊が
荒らしまわっています。私の父の息子である王陛下、何故、良きことと和平を望んでいる
者たちが静穏にしていられないのでしょうか？何故その者たちは戦いの準備をするのでし
ょうか？私は陛下にお願いします。陛下はこの事を調べてください。そして陛下この後も、
何時でもそうして下さい。そうしないのであれば私たちはこれらの首謀者のことを憂慮し
たまま何もしないでいるのですか？ 
 そして私たちは陛下の辺境のカピターニィを信じるべきなのでしょか？私たちが聞き知
っていることは、陛下は勿論御存じです。陛下がお考えになっていることそして準備して
いることを明確にして至急こちらに書き知らせてください。私たちはそれに従って準備を
して会談をし、そして私たちの常勝皇帝の命令に従って事柄を行います。 
 この後、以上のことを嘘と看做すことは妥当でありませんが、それらのことがある意志
と示唆に何らかの方向へ向かうことは価値がありよいことであると、陛下はお考えくださ
い。陛下へお届けするお金がベオグラードに到着したとの知らせを、私たちは受け取りま
した。それについて陛下は何ら質問する必要はありません。何故なら、それはそちらに向
かっており、必ず届けられます。 
 そちらに派遣される私たちの者に伝えるべき内容を伝達しましたので、陛下は彼になぜ
情報が一度にそのように纏まって届けられるのかを、お尋ねください。そして、そちらに
赴いた私たちの者を必ず良好な状態で、本当の情報を持たせてこちらに送り還してくださ
るよう、陛下に心からお願いいたします。そうでなければこの後ずっと私たちが語る言葉
通りにすることは決してありません。何故なら、私たちが私たちの偉大な皇帝の命令に従
わなくなることになり、私たちも自分の首の心配をしなければなりません。 
 私の親愛な私の父の息子である陛下、陛下には当然お分かりのことと思いますが、私た
ちの偉大な皇帝の立派な装備の軍隊が、今年、キズィルバーシュ251、海上、ドナウ河岸、
そしてこの地へといったようにあらゆる方面に進軍していることは、明白なことです。 
 現在、私たちの偉大な皇帝の勅書が私たちの慈悲深い軍司令官閣下の下に届きました。
その書は皇帝自らが認めたハッディフマイフマ252で封印してあり、そしてその書の中で、
和平がいまだ為らないのであれば、パシャであれ、ベイであれ歩兵であれ誰であっても自
由にさせてはならず、彼ら全ては辺境で冬をこすべしと、皇帝自らが強く命じております。 
 親愛な私の父の息子である陛下、パシャやベイなどがこのように和平の事柄のための体
制を取っています。陛下もこの後は少しも時を無駄にせず、出発して下さい。私たちの軍
隊は真に立派であるので、冬期間でも十分戦いに耐えると、私は神に誓います。 
                                                   
251 トルコ語で「赤い頭」の意味、転じて、赤い心棒を 12 の襞 (同じ数のイマームを表象
する) のある布で巻いた独特のターバンをかぶったサファヴィー教団の信者を指す [羽
田 2002 : 302]。東部アナトリアに多く居住する。 
252 Haddihumaihuma、不詳。 
162 
 
 私たちの立派な軍司令官閣下は陛下の出発を待っております。陛下は何時までに出発す
るかを書き知らせて下さい。陛下が出発すると同時に軍司令閣下も出発します。陛下はど
うぞ本当にそのことを書き知らせてください。 
 陛下はアムハト・アガを 3 時間以上そちらに留め置かないでください。親愛な私の父の
息子へ以上のことを私たちはお願いいたします。神が陛下に健やかな日々をお授けになり
ますように。 
 
1606 年 10 月 3 日、ブダにて記す。 
偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ、陛下の善意の父の息子。 
 
56 1606 年 10 月 19 日（1606 年 10 月 9 日）、ブダ 
  アリ・パシャからパール・スチィ 
 
 初めに私は貴殿に感謝の意を表し、誠実な友情を捧げ、その後で尊敬する勇士であり隣
人の貴殿へ神が健康と御多幸をお授けくださるよう祈ります。（略） 
 まず、私は次のことを私の友で勇士である貴殿にお知らせしたいと思います。つまり、
貴殿がタタ253の兵士に託し私たちに届けてくれた手紙に関して、私は私たちの軍司令官閣
下に説明し、そして私たちはそれを十分に理解しました。そして私たちともども軍司令官
閣下もその手紙を歓迎しました。そして私は私の父の息子であるボチカイ・イシュトヴァ
ーン王陛下にもその旨知らせました。 
 貴殿は大変良いことをなさいました。今後もこのように為さってください。私たちの良
き友である貴殿が聞き知ったことをすぐさま私たちにお知らせください。そうすることは
私たちの間にある真の友情と義務に相応しいことです。 
 私は貴殿に衣服用の赤い布を 1 枚送りました。どうぞ心おきなくお受け取り下さい。そ
れを纏い健康と御多幸に包まれてお暮らし下さい。そして私は手紙を届けに来た兵士たち
にも幾ばくかの金子を渡しておきました。以上のことを貴殿にお知らせしたく書きました。
神が貴殿に健やかなる日々をお授けになりますように。 
 
1606 年 10 月 9 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の隣人、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
57 1606 年 10 月 21 日（1606 年 10 月 11 日）、エステルゴム 
  アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン、ニャーリ・パール254とツォ
ボル・ミハーイ宛て 
                                                   
253 コマロム南東約 20 キロメートルに位置する。 
254 ボチカイ・イシュトヴァーンのブダ使節。 
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 思慮深き勇士である御方々であり私たちの信頼し尊敬する閣下方。初めに、私は閣下方
へ感謝の意を表し、誠実な友情を捧げます。そして私は神に閣下方の御多幸をお祈りいた
します・・・。 
 私はこの地エステルゴムへ土曜日の夜に到着しました。それと同時に私の友ニャーリ・
パールの手紙が私の父の息子である王陛下からの書簡と一緒に届きました。いまだ閣下方
へ返書を書くことができないでいますが、次のことを閣下方へお知らせしたいと思います。
つまり、同時に委員であるアルタン・カピターニィからの書簡も届いたことです。彼の書
簡に、既に会談の準備は完了しているが、私たちが話し合って取り決めたことに関してド
イツ王も君公もそして顧問官たちも何ひとつしようとせず、ただ彼を非難し、彼が和平実
現に期待を抱いていないとして咎め、そしてこれまで以上に軍の出発準備をしていると、
書かれていました。以前から私たちにも分かっていたことですが、閣下方は、話すこと、
取り決めること、そして約束することはするのですが、ただそれだけであるということを、
彼も良く分かっているのです。しかし、私たちは閣下方の筋書き通りにエステルゴムに遣
って来ました。 
 親愛な私たちの友である閣下方、閣下方が今以前の互いに実際に取り決めたことの中に
立ち止まっているのであれば、この後は共に歩みを進めましょう。私たちの話し合いを有
効なものとしましょう。私は閣下方からの直ぐの返事を待っております。神が閣下方に永
き健康をお授けになりますように。 
 
1606 年 10 月 11 日、ストリゴニィにて記す。 
閣下方の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ・・・。  
 
58 1606 年 11 月 19 日（1606 年 11 月 9 日）、ブダ 
  アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 勇士である閣下、私の信頼し尊敬する友。初めに私は閣下に感謝の意を表し、誠実な友
情を捧げます。そして私は、神が閣下に良き健康をお授けなさいますよう祈ります。 
 私は次のことを閣下にお知らせしたいと思います。つまり、閣下が私と軍司令官閣下に
送ってくれた時計が届きました。私たちはそれを大きな喜びを持って受け取りました。そ
の時計二つとも軍司令官閣下の所有となりました。（略） 
 閣下は、私がそちらに派遣したエメルト・チャヴスの語る若者たちの件についてどうぞ
真剣にお考え下さい。もし彼らが休戦中に捕らわれたのであれば、疑問の余地なく返還さ
れるべきです。しかし、休戦中でないのであれば、難しいことであることは、閣下も御承
知です。 
 村々に関して、私は真に私の親愛な閣下に次のようお願いいたします。閣下は閣下の文
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書を携えた者をこの私の所に派遣して下さい。そして私たちはその者と一緒に村々に出掛
けて行きますので、閣下は彼らに公正に調べるようさせてください。私は閣下がその件を
うまく取り仕切る行政官であるよう、お願いします。 
 私は若者たちについて大きな懸念を抱いています。どうぞ閣下はそのことをお考えくだ
さい。何はともあれ、彼らは解放されるべきです。仮に閣下側に実際、このようなことが
起きたとしたら、その時に閣下は必ず閣下の配下の者に手紙を託すはずです。その時、私
は喜んでその者を迎えます。閣下は何も知らせることがないということを心配せずに、書
簡で起きていることをありのままにお知らせください。神が閣下に健やかなる日々をお授
けになりますように。 
 
1606 年 11 月 9 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
59 1606 年 11 月 28 日（1606 年 11 月 18 日）、ブダ 
  アリ・パシャからボチカイ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き王陛下、私たちの尊敬す友であり私たちの父の息子である陛下。神が陛下によ
り長い健康と日々のご多幸をお授けになりますように。 
 暫くの間、私は陛下の書簡を受け取っていません。私は陛下が健やかにお暮らしである
かを知りたく、この書を認めます。どうぞ陛下はその旨をお知らせください。 
 ドイツ皇帝陛下側、コマロムへ赴いた私たちの偉大な皇帝陛下側、陛下側そして和平を
望むハンガリー名士側からなっている文書に次のことが書かれています。私たちがボチカ
イ王陛下並びに全ハンガリー名士双方の和平事柄を成し遂げたこと、そしてこの和平を関
係各位と共に完成させるために、私たちはこちらから私たちの人間を派遣するよう求めら
れていることが書かれています。更にまた、それに従って関係各位から私たちの所へこの
和平の事柄を話し合うための人間を派遣するため、私たちは信認書を送ることが望まれて
いました。しかしながら今日、ドイツ皇帝の首席顧問官エルネストゥスから書簡が私たち
に届きました。それによると、陛下側のボスニアク・タマーシュとヘジェイ何某が彼とコ
マロムで対面し、あらゆる事柄について会談したということです。このことについて陛下
の善意の友である私は私は多くを信じないと、明言します。そういう事実があったとして
も、何の成果もなかったでしょう。成果があったなら陛下は私に書面で知らせてくださっ
ているはずと、私は考えました。私は陛下に書面を認める理由は、これが事実であり、そ
のように進んでいるのかどうかを知るためです。更に、そうする何らかの理由があるのか、
あるいは私の単なる思いこみに過ぎないのかを知るためです。何はともあれ、実際に起き
ていることを、陛下の善意の友である私に、至急お知らせください。神が陛下に末永い健
康をお授けになりますように。 
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1606 年 11 月 18 日、ブダにて記す。 
陛下の善意の父の息子、ブダのアリ・パシャ。 
 
追申 私は次のことも陛下にお知らせいたします。陛下の旧知の友であるアフメト・ベイ
をそちらへ派遣しました。彼に前もって件の事について、陛下の御前で語るべきことを説
明してあります。陛下は彼にその旨を尋ね、そしてそれに対する本当の返事を私に書き知
らせてください。 
 
60 1606 年 12 月 14 日 (1606 年 12 月 4 日)、ブダ 
  アリ・パシャとハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私は、名誉ある良き事柄に働いた私の友であり勇士である貴殿に友情を捧げ、そして神
が貴殿に御多幸をお授け下さるよう祈ります。 
 今日私たちの暦で第 3 日の金曜日、エステルゴムの勇士であり私たちの友からの手紙が、
貴殿の手紙と一緒に私たちの所へ届きました。貴殿が手紙に認めたことを私たちは理解し
ました。イレシュハージィがウィーンへ赴いたこと、そして和平への事柄が好機をえてそ
して順調に開始されたこと、更に神の助けにより、障害と困難となっている全てのことが
取り除かれたことを、私たちは理解しました。私たちは両者側で被害を被った貧しい人々
が平穏な状態であることを見ることができます。そうするために、私たちはこの事柄の実
現に一生懸命努めかつ努力したことを、貴殿は勿論のこと全知全能の神も良く御存じです。
貴殿側との約束に従い、私たちは私たちの軍司令官閣下の下へ確かな人物を派遣しました。
そして軍司令官閣下すなわち大宰相パシャの高官が良い知らせを私たちに届けてくれまし
た。私たちのことに関しては、神の助けにより、私たちは全てのことに権限を有し、何処
へも誰の所へも行く必要は全くありません。しかし貴殿側はイレシュハージィと話し合う
努力をして、その事柄を解決しようとしています。以前したように、文書交換で時を無駄
にしないでください。この種の有益な聖なる事柄に時を引き延ばし、そして過大にも過少
にも評価することをしてはなりません。神の助けにより、よりよい解決をすべきです。何
故なら、沈黙は対立を生むからです。それが解決された時、以前もそうであったようにな
お問題が残っています。この事柄に関与している私たちの友がコマロムを出立し、ウィー
ンへ赴きました。その結果は良くなかったのでしょう。この種の事柄を対処するためには、
互いにできる限り接近することが大切なことであったのでしょう。この条約はいまだ完全
ではありません255、それ故、貴殿側がイレシュハージィ殿と取り決めたことを、すぐ私た
ちにお知らせくださるよう貴殿にお願いします。そして貴殿側が神の助けによりこの事柄
                                                   
255 ジトヴァトロク条約にはなお解決されねばならないことがあると、アリ・パシャが表明
している。 
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を 1 日も早く解決し、実施するために全力を尽くすようお願いいたします。（略） 
 私たちの善良な友である御方、私たちはこの事柄を解決するため、更に書かねばならな
いことがあります。貴殿には当然お分かりのことと思いますが、それは以前も私たちの手
紙で書いたことです。つまりヴェスペレームとパパヤク256の人々がした悪事のことです。
彼らがそれらの悪事をする正当な理由はありません。私たちは、その当事者は何某かであ
るという貴殿からの返事をこれまでも待っていました。しかし、貴殿側から返事はありま
せんでした。それですので、貴殿は、ヴェスペレームに居る貴殿側の人々に、決して何も
奪ってはならないと、直ぐに書いてください。何故なら、私たちは貴殿の信認書に従って、
来たる 12 月 26 日から 1 月 15 日間、条約を確実に遵守します。神の御加護を。 
 
1606 年 12 月 4 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、アリ・パシャと裁判官ハビル・エフェンディ。 
 
61 1607 年 1 月 1 日（1606 年 12 月 22 日）、ブダ 
  アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 勇士である御方。私の信頼し尊敬する良き友。私は貴殿に感謝をこめて誠実な友情を捧
げ、そして神が貴殿に御多幸をお授けくださるよう祈ります。（略） 
 私は貴殿がその配下の者に託した手紙を受け取り、それを十分理解しました。手紙の内
容は、貴殿がウィーンのマチアス皇太子殿下の所から自領に戻ったこと、私たちが共に決
議したことをローマ皇帝陛下が批准し、皇帝陛下自らが使節を派遣したこと、それでウィ
ーンにおいては毎日使節の到着を待っていること、そしてすでにウィーンにおいてマチア
ス皇太子は皇帝の批准文書を見たであろうという内容でした。（略）しかしながら、私の良
き友よ、私は、皇帝陛下は 1 通の文書も私に送って来てはいないことを、はっきりと書く
ことができます。それどころか私は 3 度も皇帝陛下に書簡を書き送りましたが、1 通も返書
が届いていません。今日もまた先週の日曜日に書簡を託して派遣した確かな人物ウマル・
ヴァイダ257を派遣しました。何故なら、私も毎日知らせを待ち、使節の到着を待ち望んで
いるからです。（略） 
 貴殿は、占領地の問題が解決するまで私に占領地へ人を派遣しないように、書いていま
したが、私は何時までこのようにしているのでしょう。そしてその時が来たら如何なる方
法で派遣することができるのでしょう。私側の者は常にここに待機して、そして貴殿がこ
ちらの人間が出掛けて行くことができる日時を書き知らせてくれることを、私たちはただ
待っていますと、私は貴殿に書きます。その知らせが届いたなら直ぐに私は私側の人間を
派遣します。 
                                                   
256 Papa、ヴェスペレーム近郊に位置する。 
257 アリ・パシャの使者。通訳者。 
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 最後に、私は、貴殿がコモルニク・イシュトヴァーンについて記していることとその願
いを理解しました。神は、私がこの件に以前から尽力していたことを御存じです。しかし、
タタール人は、その時はまだ両者間に条約が存在していなかったと、主張しています。事
柄を明らかにするために、貴殿がその確認書をこちらに送るのが良いと思います。そして
その文書からイブラヒム・パシャ閣下あるいは他の者が認めた日時が正確に見と取れ、明
確になるからです。次に取るべき方策は、貴殿側へ 1 人の信頼のおけるタタール人を派遣
することと思われます。私たちが条約は和平達成のためであったと、語るならばですが。 
 以上ですが、私は今後も宰相閣下についてそちらに書き知らせ、そして私たち相互間に
ある友情のため私は最善を尽くします。私は常に貴殿の善意の友であり、貴殿の手紙や閣
下が派遣する人物を通して貴殿に会い見えます。私は貴殿にこれらのことをお知らせした
いと思います。貴殿からの良い返事を待っています。 
 
1606 年 12 月 22 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
62 1607 年 1 月 1 日（1606 年 12 月 22 日）、ブダ 
  アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 勇士である御方。私の信頼し尊敬する良き友。私は貴殿に感謝をこめて誠実な友情を捧
げ、そして神が貴殿に御多幸をお授けくださるよう祈ります。 
 貴殿に次の件のため書面にてお目にかからねばなりません。私たちはジトヴァトロクで
の和平構築のための会談に参加しました。私たちが条約を締結した時、その条約に則り安
全と信じ、セーケシュフェヘ－ルヴァールから 9 人の者が何らかの理由でコパニィ258領内
に出掛けて行きました。その大部分は私たちの軍のイェニチェリ259でした。その名前は、
ハサン、サバン、アフメト、同じ名前のアフメト、メフメトそしてムスタファです。そし
てそれ以外の者の 3 人は普通のトルコ人でした。その 3 人の名前はハリル、セプフェルそ
してメヘメトです。レアーヤー260が彼らにバッチャーン261近くで遭遇し、9 人全てをシメグ
262に連れ去りました。そして現在彼らはその地にいます。極めて不当なことです。条約時
のそのような行為は正当なことではありません。（略）以上の理由から親愛な尊敬する真の
私の友である貴殿に、彼らを解放して下さるよう、私はお願いします。休戦時に私たちが
捕らえた者を、私たちは解放したことを思い出してください。・・・貴殿に私たちはお願い
いたします。 
                                                   
258 トルココパニィ。バラトン湖の南方に位置する。 
259 オスマン朝の常備兵、およびその軍団、原義は「新しい兵士」［三沢 2002 : 105-106］。 
260 オスマン帝国支配下の非ムスリムの集団的総称［山内 2002 : 1060］。 
261 サバドバッチャーン。セーケシュフェヘールヴァールの南西近くに位置する。 
262 バラトン湖の北方に位置する。 
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 貴殿からのこれへの返事を待っています。神が貴殿に御多幸をお授けになりますように。 
 
1606 年 12 月 22 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、偉大な皇帝のブダ州行政長官アリ・パシャ。（略） 
 
63 1607 年 1 月 27 日（1607 年 1 月 17 日）、ブダ 
  ハビル・エフェンディからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 思慮深き御方、私の尊敬する友である勇士の御方。私は閣下に感謝をこめて誠実な友情
を捧げ、神に閣下の健康と御多幸をお祈りいたします。（略） 
 私は敬意を有する私の友である閣下にお知らせしたいことがあり、この書を書き認める
ことで閣下にお目もじしなければなりません。つまりそれは以下のことです。 
 それは最近、起きたことです。ドイツ人の交易人つまりベルナルド・ライジグがこの地
から帰国しました。この人物に、パシャ閣下の親族の 1 人すなわちイブラヒーム・チェレ
ビーは、何らかの品物を手渡しました。すなわち、それらの品物を売り渡しました。そし
て、同様の仕方で、彼は極めて立派な時計と美しい品物を得ました。彼が売り渡した品物
は次の物です。 
手と 20 の乳くびが付いている金製のテルケシュ263の美品が 1 個、これは 35 金の値があ
ります。更に、フェルト製の鐙が付いた朱色のサドルが 1 個、これは実際に 15 金の値であ
ります。更に、道具として使用される帯すなわち胸宛てそして背裏と他の付属品が付いた
防具 5 個、これらは 33 金に値するが、15 金に値します。網状の防具品 2 個、これは 1 金に
値する。更に、7 金に値するリネンの織物を、イブラヒーム・チェレビーはベルナルド・ラ
イジグへ渡しました。全部で 73 金となります。 
イブラヒーム・チェレビーは、以上の他に小物もベルナルド・ライジグへ渡しました。
それは絹でできたタタールの鞭の立派な品物で、2 金に値するものです。更に、動物が彫ら
れたスプーンと耳かきそれぞれ１個、首周りの品物、そして小さなカップを渡しました。
これらは５金の値に相当します。イブラヒーム・チェエレビーは、これらの小物と交換に
立派なナイフを届けてもらい受け取りました。彼は以上のことを帳簿に記していました。
この事は良く知られていることです。すなわちフェフェール・ルカーチとヒィリップ・モ
ルゲンターレルが知っており、彼ら自身で閣下にそれについて書き知らせました。しかし
ながら、この話の主であるかわいそうな交易人ベルナルド・ライジグが病で、亡くなった
ことを、私たちは聞き及んでいます。 
正義を愛する私の友である閣下に、次のことをお願いいたします。つまり、閣下が以上
のことを良く認識して御調べ下さい。そして故人が既に品物を売り渡しているのであれば、
その金を返還ください。また、まだ品物が売られていないのであれば、それらを私たちの
                                                   
263 Terkes。不詳。 
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友であるフェフェール・ルカーチの家へ持って行って下さい。そこで私たちの者が何時で
も品物を受け取れるようにして下さい。更に、正義を愛する尊敬する私の友閣下に次のこ
とも、私はお願いいたします。つまり、閣下はこれらのことを良く御調べ下さり、その情
報を知らせてください。そして親愛な誠実な私の友である御方よ、将来に渡る友情のため
にもこの私にそれについての返書をください。閣下が善処して下さることを、私は疑って
おりません。閣下も何なりと私にお申し出てください。私は、私のできることならなんで
も喜んで閣下のお役に立つ所存です。 
神が閣下に健やかな日々をお与えになりますように。 
 
1607 年 1 月 17 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友ハビル・エフェンディ、偉大なトルコ皇帝のブダ州首席裁判官、（略）。 
 
64 1607 年 2 月 10 日（1607 年 1 月末日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハ－ジィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私の尊敬する父である思慮深き閣下。私は閣下に感謝を込めた忠実な友情を捧げ、閣下
が末永く健やかで幸運に恵まれますよう神に祈ります。（略） 
 先週の金曜日、エステルゴムの兵士が閣下の書簡を私に届けてくれました。私はそのす
べてを理解いたしました。それによると、閣下はウィーンへ赴き、ご自身の治療を受け、
現在、閣下は御健勝であるということ、私はそれを大変喜んでおります。今後も、私の良
き友であり、かつ良き父である閣下に主なる神が祝福をお与えくださいますよう、私は祈
ります。閣下は、更に、取り決められた和平条約にとって必要不可欠な使節と贈り物が、
このように遅れてしまっている理由もお書きです。それは皇帝陛下御自身が病のため、書
面を認めることができなかったということですが、しかし現在、病状は良くなり、この件
も解決されるであろうと、をお書きになっています。皇帝陛下の御快復を私たちは、本当
に喜んでおります。 
 閣下は遅れた理由として次のことも書いておられます。つまり、イタリア、ドイツそし
てスペインのみならず海の向こう側から、和平条約締結への不満がありそしてそれを破棄
するよう説得されていること、また、キズィルバーシュが私たちの領土の多くを占領し、
私たちのパシャやベイレルベイの中からも多くそのキズィルバーシュの動きに加わった者
がおり、私たちの領土を占領したこと、それらの地の名を列挙して、偉大な私たちの皇帝
の海の向こう側の領土は本当に僅か残っているにすぎないこと、を理由として挙げておら
れます。 
 この件について、私は私の良き父である閣下に本当のことを書き示します。誰がそのよ
うなことを語り、その地名を書きましたかは知りませんが、その者は嘘を語っていて、閣
下側にとって為にならない人物です。しかも戦火を煽ることがその者の目的なのです。 
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 これまで私たちの偉大な皇帝達はキズィルバーシュの国と戦い、それ以外の地も占領し
ました。偉大なスルタン皇帝ムラト264は幾度もトルコ国のコンスタンチノープルの御座所
に居ながらにしてそれらの地に正義を知らしめました。キズィルバーシュから奪った地は
私たちの領土トランシルヴァニアの 2 倍にもなります。その地には 100 以上の城塞と砦が
あり、私たちが占領後、私たちも幾つかを建造しました。戦いが始まって以来、長い時が
過ぎました。既に 4 年が過ぎようとしていますが、キズィルバーシュは 4 つの砦以上を得
ることができず、それに満足して、それ以上を得ることができていません。しかも、私た
ちの中から、あるいは私たちの側から、1 人の首領も彼ら側に組しておりませんが、彼らと
の交戦中に 2 人のベイエルベイが捕らえられ、捕虜となり、今も彼らの手にあります。 
 目下、私たちは、キズィルバーシュの 5、6 人の首領を捕らえております。私たちの偉大
な皇帝は全くその地へ軍を新たに派遣する必要がありません、たとえこの後 10 年間、彼ら
が戦っていたとしてもそうです。何故なら、偉大な皇帝の辺境の兵士がその地で適切に対
処することができているからです。 
 私たちの偉大な皇帝は、かの国へ十分な兵と財貨を送りましたので、神の御加護があれ
ば、閣下も、間も無く事のありようをお知りになれます。 
 現在も、キズィルバーシュ首領の使節が、タタール・カーン閣下の所へ赴き、彼らが偉
大な皇帝との和平を結べるよう、依頼しています。しかし、私たちの皇帝はそれを望んで
おりません。私たちの偉大な皇帝は、計り知れないほどの地を領有しています。キズィル
バーシュから奪った城塞、多くの地とその城塞、そしてハンガリーの地とその城塞は言わ
ずもがなです。私たちが尊敬するローマと敬愛するメディナ、これらの地に私たちの軍は 6
か月で行き、そして帰ることができます。これらの他にも、イェメンとエチオピア国へは、
1 年で往復できます。更に、バグダッドとエジプト、シリアとバスラ、ラアザ265、マグリブ、
ジャジーラ、チュニス、キプロス、トラブゾン、アナドル、カラマン、スエズとエルズル
ム、そしてワン、アダナとテルズス266へも 1 年で行って帰って来ることができます。そし
てこれらの国々はそれぞれ王の下にあります。これらの他にも、トランシルヴァニアのよ
うな国があります。このような国はトランシルヴァニアを含めて 3 国あります。これら全
てを私たちの偉大な皇帝が領有しています。(略) 
 閣下はエステルゴムのベイと兵士についても不平を述べておられます。それは、彼らが、
村々に出掛けて行き私たちが取り決めたことに反する行為をしていると、述べておられま
す。しかし、私はベイ並びにアガや兵士たち全てに対して決して私たちの取り決めに反す
る行為は決してしてはならないと、厳命しました。何故なら、私はそれを唯一望んでいる
からです。それですのでどの村がどちら側に従属しているのかを知るために、それらの村々
の名前を閣下側は私に書き知らせてください。閣下は自ら出掛けて行かないでください。
                                                   
264 ムラト 3 世 (在位Ⅰ574-1595)。 
265 Laaza、Laththa と思われる。サウジアラビアに位置する。 
266 Tritusu portus と思われるが、不詳。 
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私は閣下側の者と一緒にそれらの村の問題を解決します。事の次第を閣下にお知らせしま
すので、その後で閣下はそれらの村に人を派遣して下さい。 
 私は次のことも私の良き父である閣下に書きます。それは私自身に属する村の幾つかが、
条約施行の日までに戻されました。それらは占領されて以来、出掛けて行ってはいけない
と命じられていて、誰も出掛けて行っていませんでした。(略) 
 私は更に次のことを閣下にお願いいたします。それは、私たちの取り決め、先例そして
慣習によりエステルゴム、ブダそしてハトヴァンへ帰属することになった村々に対してス
ィパーヒの所へ出掛けて行き、十分に友好関係を築くよう、閣下は命じてください。そう
することで閣下も私たちも互いに何も心配も恐れることがなくなります。私たちはそれら
の村のせいで疑心暗鬼にならないようにいたしましょう267。 
 閣下が私に確かに知らせてくださった贈り物がこちらに到着するということに関しては
如何になっているのでしょうか。神が、古来の偉人のような末永き人生を私の友であり私
の父である閣下にお授けくださいますように。そして物事が解決され、新たに問題が起こ
らずないことが肝要です。そして貧しい人々が平穏な生活を暮らせることが望まれており
ます。使節は何時こちらに遣って来るのですか、その日は何時になるのですか、閣下はそ
れについて何もお書きになっていません。私たちが使節を迎える準備ができるようにその
日時を書き知らせてくださることを、閣下に心からお願いいたします。 
 閣下が最後にお書きになっているガスパールという名のヨッバージィについてですが、
閣下は捕らえられている場所名をお書きになっていません、それを書き知らせてください。 
神の御加護を。 
 
1607 年 1 月末日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子アリ・パシャ、偉大な皇帝のブダ州行政長官 (略)。 
 
65 1607 年 2 月 21 日（1607 年 2 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私の尊敬する勇士であり私の父である思慮深き閣下、感謝をこめて・・・。私は閣下の
私宛の書簡を受け取って、以前の書簡と今回のも確かに理解いたしました。どちらの書簡
もドイツ使節とそれ以外の事柄について書いてありました。 
 私はエステルゴムのベイ、ハトヴァンのベイと同時に多くの辺境のベイ全てに対して厳
しい訓示を与えました。神の御加護により私たちは彼らと共に全てを対処し、彼らは私た
ちの意に反する行為を決してしません。そして農民であるヨッバージィが如何なる些細な
ことであれその主人を煩わさないことは、当然のことです。ヨッバージィは敢えて私の所
                                                   
267 ジトヴァトロク条約文書オスマン版には、オスマン側の帰属村へ税の徴収へ直接出掛け
て行くことを認めないと明記していない。 
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へも駆け込んできますが、私はそれらのもの全てを受け入れることはしません。私はそれ
らの誰が災いの主で、ベイたちを見境なく困らしているかが分かります。私は貧しい人々
の障害や困難を本当に望んでいません。それで私は閣下に対し次のように書くことができ
ます。それは、私たちが互いに取り決めた日まで私たちに帰属するヨッバージィの村の入
り口へ、ベイたちが辿り着くのにはまだ多くの時間がかかるので、そのようなことはして
いません。彼らは村へ入ることを許されてはいないと私は明言します。ベイたちが敢えて
村に入るということは決してありません。私はベイたちが村へ入れるようにして下さるこ
とに御尽力くださるよう閣下に心からお願いいたします。 
 更に、納税に関しては、私たちは日にちを決め、賢明、有能で利発な高位の者をそれら
の村に派遣します。そして、私は勿論のこと私たちは次のことを明言します。私たちの側
は準備が整っております。そして閣下側の者が出発すると即座に、私たちの者を派遣する
ので、閣下側からの知らせを待っているところです。そして神の意思に従って彼らが会う
ことになりましょう。私の良き父である閣下は、閣下側の者が、あちらの村からこちらの
村へ・・・と書いて来るとしても、私の良き父である閣下はお認め下さい。私は私たちの
間で決定したことを何であれ護り、それに反する行為を決してしないことを、断言しかつ
誓います。しかし、閣下が書き送って来たことは不可能です。 
 閣下は使節についてもお書きでした。使節がそちらに遣って来る途上あるということで
すが、閣下は、コマロムに到着する日にちをお書きではありませんでした。私たちも派遣
する者を早めに選任する十分な時を得るために、使節がコマロムへ到着する日を、必ずお
知らせくださることを、私は閣下にお願いいたします。私たちは早く良い時に事を成し遂
げましょう。夏まで事を持ちこさないようにしましょう。閣下からの良い返事をお待ちし
ております。 
  
1607 年 2 月 11 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子である宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官 (略)。 
 
追申 私の良き父である閣下に以前の書簡への返事を書きました。しかし、私の書簡が他
のことがそうであるように閣下側に届いていなかったかどうかを、私は知る由もありませ
ん。私の友である尊敬するコロニッツ殿の私への手紙に、私が閣下に書簡を書くようにと、
書いありましたので、私は閣下に再度書簡を送ることにしました。(略) 
 
66 1607 年 3 月 15 日（1607 年 3 月 5 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き私の尊敬する善意の私の父である閣下、初めに私は閣下に感謝の意を表します。 
 私は 2 度、3 度と私の良き父である閣下に私の書簡を送りましたが、閣下からの返事は何
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もありません。父親がなすべきことは、その息子に会い、健やかに暮らしているかを尋ね
ることではないのでしょうか？ それですので、良き父である閣下の書簡が届かない折、
私たちの間の友好が更に進むために互いの状況を尋ねあうことが、閣下の息子である私に
課せられています。閣下が神の大きな御加護により病が回復したことを、私は知りました。
私の良き友である閣下に、そして私のすべての良き友にも、神が健やかな日々をお授けに
なりますように。 
 それ故、私はこの書簡で閣下にお目もじします。また、トランシルヴァニアの統治者、
つまりラーコツ・ジグモンド268が完璧無比な私たちの父であった者の遺した遺言に逆らい、
かつ私たちの間にある信頼と約束そして和平に反する行為をすべく歩を進めていることを、
閣下も既に御存じであることを、私は知っております。ラーコツは己の利の為にトランシ
ルヴァニア公国の地位を堕としめましました。亡きイシュトヴァーン王の遺言並びに私た
ちが信頼と承認によりなった約束に従って、私たちの軍司令官閣下は、私たちの父の息子
であるホモナイ・バーリント269を君公と認め、君公となる者、すなわちトランシルヴァニ
アの主権者となる者へその旨の文書が届けられました。それをラーコツが、文書を携えて
赴いたムスタファ・アガの手から言葉巧みに騙し、脅しをかけてそれを奪い取りました。
私たちの軍司令官閣下はこの事を聞き及び大変落胆し、その理由をイレシュハージィ閣下
の友である私に尋ね、そして私たちの間にある約束に反して起こることに如何なる理由も
認めず、そうする自由も認めないと、書いてきました。そして只今、私たちの友である君
公ホモナイ・バーリントの使節が私たちの所に遣って来て、その事情を私たち正確に知ら
せてくれました。私は私が認めた書簡と私たちの者を付けて、その使節を私たちの軍司令
官閣下の所へ送りだし、私の父の息子である君公ホモナイ・バーリントへはカフタン270を
持たせて信頼する高官を派遣しました。親愛な私の父である閣下、私たちは、一旦私たち
の間に成立した信頼、約束と相互に同意し承認したこと、そして今は亡き私たちの父の息
子の遺言書に外れることを、決して認めません。偉大な皇帝と軍司令官閣下は、今は亡き
私たちの父の息子の遺言書に従って、ホモナイ・バーリントを君公に相応しいと見なして
います。輝かしい政庁（ポルト）からその旨を記した文書が届いています。その文書は、
君公陛下宛てと閣下の良き友であり息子である私宛ての文書で、私へ届けられました。高
価な宝石が象嵌された剣とカフタンが、再び君公ホモナイ・バーリント陛下へ届けられる
ことになるでしょう。私たちは、ホモナイ・バーリントが君公位にあるべきと理解してお
ります。私たちの軍司令官閣下は君公の下へその地位に相応しい人物を派遣し、私も敬意
をこめて人を派遣しました・・・、ラーコツが上手い言葉で取り繕って、奪い取ったもの
何ひとつ還さないのであっても、それは私たちの所為ではなく、その罪と罰は、彼自身が
                                                   
268 ボチカイ君公の死後、トランシルヴァニア議会が君公に選ぶ。君公在位は短く、1607
年 2 月から 1608 年３月までである [Várdy 1997 : 581]。 
269 ホモナイ・ドゥルゲト・バーリント (1577-1609)。トランシルヴァニアの首席裁判官。 
270 帯付きの長袖の服。 
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負うべきです。そして閣下は、閣下が君公ホモナイ・バーリント陛下へ書簡を送ったこと
を、閣下の友であるこの私にも知らせてくださいました。 
 私の父である善良にして尊敬すべき閣下、私たちの偉大な皇帝陛下と私たちの軍司令官
閣下が神の身許へ身罷った亡きボチカイ君公およびハンガリー人全てとその一人一人に一
旦与えかつ承認した約束に反する行為にたいして取るべき用意をしていません。彼らは常
に物事がうまく運ぶように努めています。私たちの父の息子である君公ホモナイが望んで
いる支援は大丈夫です。 
 親愛な敬愛する私の父である閣下、和平の事柄は１か月以内に実施することになってい
ました。決定に従うと使節はすべての贈り物を携えて出発していなければなりませんが、
すでに 5 か月以上が過ぎても出発していないようです。現在もそれに関する正確な良い知
らせがひとつも届いていません。何時になったら使節が遣って来るのかを、閣下は私にお
知らせください。私たちは、私たちの偉大な皇帝陛下に、使節は 1 か月以内に遣って来る
でしょうと、書き知らせていました。それですので、私たちからの正確な返書が待たれて
います。私は、兎も角、私たちが理解するためにも、それに関することを閣下が私たちに
知らせてくださるよう、閣下にお願いいたします。私はそれについてできるだけ早急に閣
下からの良い返事が来ることを待っております。神が閣下へ良き日々をお授けになります
ように。 
 
1607 年 3 月 5 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友であり息子宰相アリ・パシャ、偉大な皇帝のブダ州行政長官。 
 
67 1607 年 5 月 3 日 (1607 年 4 月 23 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私たちの親愛な友であらせられる皇太子殿下。私たちは殿下に感謝の意を表明し、忠実
な友情を捧げます。殿下の御多幸を神に祈ります。 
 殿下の畏れ多い書簡をブダに滞在しているツェザレ・ガロ・カピターニィが私に届けて
くれました。私はそれを大変嬉しく受け取りました。私は殿下がお書きになっていること
すべてを理解いたしました。また、殿下の語った伝言をツェザレ・ガロの口から聞き、そ
れも全て理解いたしました。(略) 私たちは、以前、殿下の高位の人々と信頼と敬意で和平
に関する事柄について取り決め、両者間で印璽を押した文書を取り交わし、それを着実に
遵守しておりますので、私たち側から取り決めを無視して、聖なる和平の事柄に背くよう
な悪事を決してしていませんし、これからもいたしません。 
 殿下も和平の事柄を遵守し、両者側においてそのようにすることが大切です。神の御加
護によりこの事柄が確固なものとなっています。そしてこの聖なる事柄を望まない者たち
はこの事柄に一言も口を挟むに値しない者たちで、恥と不名誉な状態にあります。私たち
175 
 
は取り決めに従います。神が殿下に末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1607 年 4 月 23 日、ブダにて記す。 
殿下の善意の者宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。 
 
追申 殿下は、殿下の名誉のためにも、私がそのため、殿下へ書簡をお送りしているこの
事柄を御配慮ください。取り決めがなされた時、私たちはそれに参加していました。砦以
外ににも、帰属しないヨッバージィのこと、そしてこちらに彷徨って来る悪事をなす人々
を罰することに関して、殿下は私の友ツェザレ・ガロ・カピターニィからすべてを聞いて
ください。 
 
68 1607 年 5 月 7 日（1607 年 4 月 27 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私の敬愛する友である皇太子殿下、私は殿下に忠実な友情を捧げ、神に殿下の御多幸を
祈ります。 
 ツェザレ・ガロ・カピターニィは、今日この頃、ここに滞在しています。私たちは、こ
の前から建設され始めたスデニィ砦271、村々の帰属並びにその他の事柄について語り合い
ました。私はそれらすべてを殿下にお知らせしました。更に徘徊して悪事を行う者につい
ても全て殿下にお知らせしました。(略) 
 更に、また同様の事柄を殿下に書き知らせなければなりません。何故なら、現在もなお
多くの砦が建設され、増築されていると、私が知るに及んだからです。このようなことは、
私たちの間で結ばれた和平で取り決めた信頼する約束に反することであり、それ以外のな
にものでありませんので、これについて、私は何度も近隣のカピターニィへ手紙を書き送
りました。しかし、ドゥナン・トゥールにおいてはドゥナン・インネン272においてのよう
には約束は護られていません。 
 それ故、私は殿下の好意に甘えて、殿下の臣下にある人々へ、砦の建設を止めるよう強
く命じてくださることを、殿下にお願いいたします。 
 更に、スィパーヒが村々に入れるようにしてください。反対する者がいないようにして
ください。これについて私は少し言いすぎているかもしれません。悪事をする者を捕らえ
て、それ相当の罰を与えてください。多くの人々が恐れていますので、様々な事例を取り
上げて取り調べてください。私は殿下からの良い返事をお待ちしています。神が殿下に健
やかな日々をお授けになりますように。 
 
                                                   
271 不詳。 
272 ハンガリー語で、トゥールはあちら側、インネンはこちら側の意。ドナウ河右岸の地。 
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1607 年 4 月 27 日、ブダにて記す。 
殿下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
69 1607 年 5 月 10 日 (1607 年 4 月末日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからクリストフ・ヴォン・トゥフェル273宛て 
 
 思慮深き私の友閣下。初めに、私は閣下に忠実な友情を捧げ、その後、神が閣下に良き
健康と御多幸を授けますよう祈ります。 
 私はこの書で尊敬する閣下にお目もじをしなければなりません。それというのも、私は
私の友閣下がウィーンを出立し、コマロムへ到着することを知ったからです。神はすべて
をうまく運んで下さり、閣下が恙無くお暮らしくださいますように。 
 ツェザレ・ガロが此処私たちの所からコマロムへ赴き閣下と話し合い、私たちが互いに
取り交わした約束に従って、私たちの使節をエステルゴムにおいて交換すべきであり、そ
の日は第 3 日274とすることを、彼が閣下に知らせしたことを、私は熟知しております。 
 その日までに閣下は約束に従ってエステルゴムに来てくださることを、私は私の良き友
である閣下にお願いいたします。どうぞ直ぐに正確なことを私にお知らせください。何故
なら、もし閣下がその時までにそこへ到着しない場合、私はその後、返事を書くことも何
もできません。私たちの望みは、閣下が直ぐ私に本当のことを知らせてくださることです。
閣下に神の御加護を。 
 
1607 年 4 月末日、ブダにて記す。 
閣下の善意の隣人である宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
70 1607 年 6 月 19 日 (1607 年 6 月 9 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 勇士であり隣人である私の尊敬する友の御方。私は、初めに貴殿に忠実な友情を捧げ、
その後、貴殿の御多幸を神に祈ります。(略) 
 私たちは、貴殿の私たち宛の手紙を受け取り、読み、内容を理解しました。それは、マ
チアス皇太子殿下がウィーンにおいて事を行って、神の御意志によりそのことが何の障害
もなく運んでいたとしても、物事はすべて良い結果とはならなかったであろう、というこ
とですね。神よ、私たちの間にある多くの障害が、様々な所で実りある結果を壊している
ということを、お許しください。 
                                                   
273 男爵。1607 年 4 月、ハプスブルク皇帝ルドルフ 2 世がオスマン帝国への使節として任
命したが、その役を果たさず [Nehring 1986 : 17]。 
274 5 月 3 日のことであろうか。 
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 ところで、私の友であるモラルト・ヤーノシュ閣下の書簡が届き、私たちはその書簡に
ハプスブルク使節が出立したと書いてあることを期待しましたが、書簡の内容は別のこと
でした。 
 私たちはこれまで何度も話合い対談してきましたが、今もそれをする以外に何もしてい
ませんし、それ以外することは何もありません。私は皇帝子殿下へ 1 通の書簡を書きまし
たので、それを貴殿の手元に送りました。私の良き友である貴殿が直ぐにそれをマチアス
殿下届けてくれることが肝要です。 
 最後になりますが、次のような事柄に関する知らせが此処私たちの所に届きました。何
故か貴殿側からハンガリー人に対し、トルコ人とタタール人がハンガリーに侵入しようと
しているということを理由に挙げて、立ち上がり自陣営に入るよう強制し命じているとい
うことです。この事に関しても私たちは返事を必要ですので、返事を待っています。そし
て私たちはその理由も知りたいです。貴殿側は、私たち側からの悪事をこれまで全く見て
はいないと、語ることができます。しかも私たちは貴殿側からのこのような行為を期待し
たことはありません。このような話す価値のないことは、私たちが護る和平に相応しくは
ありません。神と共にあらんことを。 
 
1607 年 6 月 9 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官、およびハビル・
エフェンディ、ブダ州のムフティ275であり首席裁判官。 
 
71  1607 年 6 月 19 日 (1607 年 6 月 9 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからマチアス 2 世宛て 
 
 私たちの敬愛する皇太子殿下。私たちは初めに殿下に感謝の意を表して、忠実な友情を
捧げます。私たちは、神が殿下にあらゆる良きことをお授けなさいますよう願います。(略) 
 私たちは、これ以前、殿下が偉大なローマ皇帝陛下の身許へ赴き、陛下と殿下は共に健
やかで気持ち良く対面なさったという話を聞きおよび、大変嬉しく思っておりました。更
に、殿下はすべてがうまく運び、恙無くウィーンへ帰還なさったことも聞きました。神は、
殿下に幸運と良きことと共にあることをお与え下さいます。 
 殿下には次のことを良く御存じのことと思います。つまり、私たちがこれまでに使節の
事柄の実現に関して、私たちの取り決めに従い良い時期を見てそのための文書を何度も送
付したこと、同時に両者側へ哀願していた悲惨な状況にあった大小のヨッバージィの状態
が良くなったことを、殿下に書き送ったことについてです。それと同じ内容の文書を多く
の名士にも私たちは送りました。 
                                                   
275 イスラム法の解釈・適用に関し意見を述べる資格を認められた法学の権威者 [嶋田 
1982 : 373]。 
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 しかし、今までに名士たちから届いた手紙に私たちへの返事はありませんが、その手紙
で殿下が到着したことを知りました。神の加護により殿下も到着したことですので、私た
ちはすべてが上手く行くことを期待しています。私たちに送られてきた手紙に、使節変更
の理由は肝心の使節が 1 人も遣って来ていないことであると、書いてありました。 
 私は全知全能の神、皇帝の中の皇帝、その真の存在に以下のことを誓います。私たちは、
私たちが殿下の委員の方々と共に真の誓で約した取り決めとそれ自体に反することを私た
ちの側からこれまでも何もしなかったし、今後も決して私たち側からは何も起こさないと、
断言します。また、私たちは私たちと殿下側の仕様に従い、逃亡者を捕らえ、彼らを適正
に取り扱っていて、確かにそのようにしています。神は、私たちが悪事に対し対処するこ
とをお許しになります。私たちはこの聖なる事柄において一生懸命努めています。勿論殿
下も同じように努めており、私たちに何か言葉を言おうとしても不満の言葉は思い浮かば
ないとおもいます。 
  たとえ今日、両者側から使節が出立しても、私たちは、私たちの辺境の地や占領地に
おいて必要なものを彼らに与えますが、これらの地とは別の戦う軍隊がいる地やタタール
人の地においては彼らに対し何も与えないと、云わねばなりません。しかし、私たちは多
くの人々を様々な国々に派遣しています。 
 そして、昨年、ジトヴァトロクにおいて私たちが取り決めたことに従って、両者側から
使節が出立した日から、この地から離れている人々やタタール人そして勇士たを自分の場
所に戻させることが取りきめられていました。それで私は、使節が行き交う時、私たちは
移動する者を辺境の地やそれ以外の地に留めおくことはしないことを、断言します。 
 私は殿下に書簡を認めお知らせしなければならいことがあります。決められたことに反
すること、つまり和平に反することについてです。辺境にある殿下側の国の諸公が決定に
反して多くのことをしていることを、書かなければならないこの私をお許しください。 
 私は幾度も私の友である名士の方々にも書簡を送りました。しかしかれらは奪い取った
物を返還もせず、取り決めに従って村々の帰属も行わなくても、一人として罰されていま
せん。その上、彼らは取り決めに反して砦を建設しました。特に、ヴァーツ城塞について
は、ジトヴァトロク条約の条項に明記されています276。現在その城塞を増設しています。 
 私の友であるモラルト・ヤーノシュ閣下に２度私たちは書簡を送りました。私たちはそ
の中に今この時もそして明日にも被る被害についても書き、更にそれ以外のことについて
も十分に知らせましたので、殿下はモラルト殿の書簡からお知りになれるでしょう。 
 殿下は聖なる事柄を望み正義を願いそれを行う御方です。それ故 、私は、殿下が正義
を行うことができ、聖なる事柄に反する行為を許さないことを、望みます。神は、殿下が
この聖なる事柄を達成することを、お許しなさいます。アーメン。 
                                                   
276 ジトヴァトロク条約 13 条のハプスブルク版文書に「我々の支配下にあるヴァーツ城塞
の修復は許されるが、拡張は許されないこと」とあり、オスマン版文書に「ヴァーツ砦の
再建は認められるが、拡張は認められないこと」とある。Ⅶ史料 A と B を参照。 
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1607 年 6 月 9 日、ブダにて記す。 
殿下の善意の者、宰相アリ・パシャ、偉大な皇帝のブダ州行政長官、(略)。及びハビル・エ
フェンディ、偉大なスルタンの首席ムフティであり裁判官。 
 
72 1607 年 6 月 25 日 (1607 年 6 月 15 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 私たちの友である尊敬する御方。初めに、私たちは貴殿に感謝の意を表し、忠実な友情
を捧げ、神が貴殿に多くの幸をお与え給うよう祈ります。 
 
 私たちは貴殿の手紙を受け取り、確かに理解しました。貴殿は使節についての問題は何
もなく、皇太子殿下によりすべては執り行われると、書いていました。しかし、使節の出
立はまだ先のことであり、貴殿はその出立の日時を語ることはできないが、その日は来て、
使節は近いうちに出発することになるであろうと、書いていました。 
 私たちの良き友である御方よ、あなた方が使節の出発の日時を本当は良く知っていたと
しても、あなた方がそれを知らないものとするなら、それにはきっとまだ時間を要するの
でしょう。全知全能の神がすべてを上手く取り図って下さいますように。貴殿はタタール
人についても書いていました。サンジャク277において 1 人もしくは数人のタタール人を見
かけたということなので、私たちはズルディフィカール・ベイ278に数人を付けてそこへ派
遣しました。そこに出掛けた者たちは僅か数人のタタール人を見つけ、彼らを水路で移動
させ、彼らは馬も、家畜も何も目ぼしいものを持っていなかったので、彼らを懲らしめる
ことはしませんでした。しかし、私たちの命令に従って、彼らを水路で移動させました。(略)
私たちの良き友である御方、貴殿は手紙に和平に反するヴァーツ及び他の砦の建設につい
ては、皇太子殿下がカピターニィに対して和平条約に反して一切な何もしてはならず、そ
してその条項に反する城塞建設から手を離すように命じていると、書いています。しかし
ながら城塞の建設は止むことなく、それは日ごとに拡大しかつ拡張しています。それで、
私たちはそれを行っている人々が和平条約に適った行動を取っているとはとても考えるこ
とができません。決してそのままにして置くことはできないし、それは許されることでも
ありません。この後、神のみが全てを良きように取り図ってくださることでしょう。神は
私たち側からはこれまでの長い間悪いことは何もしていないことを、御存じです。何故な
ら、人間は自らの幼子を殺めるようなことを決していないからです。 
 私たちの良き友である御方、私たちはこれまで幾度も手紙を書いてきました。しかし今
また次の内容の手紙を書きます。つまり、和平条約実現への意向と意志があるのであれば、
                                                   
277 オスマン帝国の軍事行政区。 
278 セゲドのベイ。 
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貴殿方は、使節が交代する279という様々なことが云われていることを払拭することを可能
にするために、遅滞なく使節を決めるべきであります。何故なら、使節が出発し、到着し
ない間、私たちは何を書くべきか分かりません。私たちは、できるだけ早く良い知らせの
返事を待っています。紙の御加護を。 
 
1607 年 6 月 15 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の者、宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディ。 
 
73 1607 年 6 月 25 日 (1607 年 6 月 15 日)、ブダ 
  アフメト・ケトフダからツェザレ・ガロ宛て 
 
 尊敬する私の友であり父の息子の御方。私は、最初に貴殿に感謝の意を表し、忠実な友
情を捧げ、神が貴殿に多くの幸をお与え給いますよう祈ります。 
 私は貴殿の手紙を受け取り、貴殿が使節の事柄とその状況について書いていることを確
かに理解しました。使節に相応しい人物がいるのであれば、その者を使節とし、貴殿側は
前もって沈黙することなく、アリ・パシャ閣下に 2 人のうちの 1 人が来るのか来ないのか
を知らせてくれることを、私は神に願い、貴殿にお願いします。そしてその使節がこちら
に来るのであれば、貴殿も一緒に来て下さい。全てを遅らせないでください。貴殿側はア
リ・パシャ閣下に書簡や口頭で接触しないでください。何故なら、書簡に人がやって来る
ことが書いてあったとしても、人が来なければ書簡は何の価値もありません。多く聞くこ
ともまた同じです。しかし、それより良いことは、一日も早く使節が遣って来ることです。
悪意を持つ全ての者の喉が締め付けられますように。何故なら、私たちは今後、真実に満
ちた返事を書くこともできませんし、多くのことがそうなるからです。神が、この事柄が
上手くいくよう御配慮くださいますように。 
  
1607 年 6 月 15 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友アフメト・キハヤ。 
 
追申 ムスタファ・エフェンディが貴殿に感謝の意を表し、私と同じように使節について
述べています。私はこの場を借りて貴殿にお願いがあります。私が依頼した値段相当の時
計を何時でも良いので送ってください。それが届くのを待ち望んでいますのでよろしくお
願いします。閣下も欲しいものがあれば書き知らせてください、私はそれを送ります。 
 
74 1607 年 6 月 28 日（1607 年 6 月 18 日）、ブダ 
                                                   
279 1608 年 4 月、マチアス皇太子はヘルベルステイン男爵をオスマン帝国への使節として
任命した［Nehring 1986 : 24］。 
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  宰相アリ・パシャからジグモンド・フォルガーチ宛て 
 
 勇士である閣下、初めに閣下に私は感謝の意を表し、そして神に閣下に多くの良きこと
をお与えになるよう神に祈ります。 
 閣下の書簡が此処に届き、閣下がお書きになったことを全て私たちは理解いたしました。
閣下は次のようにお書きでした。つまり、私たちの友であるホモナイ・バーリント殿は、
そうすることに躊躇したが、ある事柄について任を託してブダイ・イシュトヴァーンとい
う名の者をエゲルへ派遣したこと、そして私たちは彼をこちらの何処にも留め置かず、送
り還してくれるよう書いていました。私たちは私たちの友そして私たちの父の息子である
尊敬する友のホモナイ・バーリント殿が書いた封印を押した書簡をその者が届けてくれる
とすぐに、彼を送り還します。閣下は次のようにもお書きでした。ブダイ・イシュトヴァ
ーンがこちらに居ることは私たちの偉大な皇帝の輝ける政庁（ポルト）へ届ける聖なる贈
り物が遅れている理由となるであろうと。。 
 私の良き友よ、私たちは既に一旦この聖なる和平条約を締結し、今この時その和平状態
にあります。私たちはこの和平を遂行する以外に何も欲しません。和平条約を保持するこ
とを望むのであれば、私の良き友よ、この事柄は和平の事柄においては何らの障害にもな
りません。取り急ぎ、閣下に以上のことを書き認めました。神が閣下に健やかな日々をお
授けになりますように。 
 
1607 年 6 月 18 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
75 1607 年 7 月 20 日（1607 年 7 月 10 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私の親愛な善意の父である思慮深き閣下、神が、閣下が如何なる事柄においても幸運に
恵まれ、末永い日々を健やかに過ごされることを閣下にお授けくださいますように。 
 私は閣下がこの閣下の良き息子のことをお忘れになっているのではないのかとの思いで、
この書簡で閣下にお目もじします。長い間、閣下は閣下の状況や健康について私に書簡を
送って下さいませんでした。それで、親愛な私の父としての閣下にお願いいたします。ど
うぞ、閣下の状況と健康状態について本当のことを書簡でお知らせください。(略) 親愛な
私の父である閣下は、私たちが相互に取り決めた和平条約の内容を十分御存じです。それ
によれば、条約締結後 25 日以内にそれが施行されるというものでした。しかし、既に 9 か
月も過ぎようとしています。本当に決められた日数は既に遠くに去ってしまいましたが、
約束は何も履行されていません。そのため私たちはこの後、実際に何も書くことができず
返事も書くことができません。勿論、偉大な私たちの皇帝陛下と私たちの軍司令官閣下へ
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対しても書くことができません。このことがこのように遅れてしまったために、何事かが
引き続き起こったとしても、私たちの誰も銃を持たず、罪咎となるようなことはしません。
神は私たちが以前取り決めたことが何であるかを御存じです。私たちは今もその取り決め
に従っており、これまで何ひとつ悪事をしていなく、今もしていません。私たちは粛々と
取り決めを遵守しています。私たちは閣下からのできるだけ早い返事を待っております。
閣下の健康について知りたく思っています。神が閣下に御多幸をお与えますように。(略) 
 
1607 年 7 月 10 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
76 1607 年 7 月 26 日 (1607 年 7 月 16 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからラ－コツ・ジグモンド宛て 
 
 君公陛下、私の尊敬する友、私は陛下に最初に感謝の意を表し、その後で忠実な友情を
捧げます。神が陛下に健やかな日々と御多幸をお与えになりますように。 
 この前、陛下の書簡が此処に届き、私たちはそれで陛下の御様子を知ることができ、本
当に喜んでおります。私たちも陛下へ書簡をテメシュヴァールのパシャに託して、陛下に
届けるよう送りました。私は彼がもうすでにそちらで任務を果たしていることを願ってお
ります。 
 最近、私たちの友であるマチアス皇太子殿下からの書簡が届き、その中にラーコツはハ
プスブルク側の者であり、それに従うものであると書いてあり、それ故、私たちはラーコ
ツ君公に書簡を出さず、人を派遣してはならず、トランシルヴァニアと親交してはならな
いと、書いてありました。(略) 私の友である君公陛下、私たちは何故このようにマチアス
殿下がお書きになったのを理解することができませんが、陛下はその意図を考えることが
できる賢明かつ理性的な人物です。 
 トランシルヴァニア国は、古くから多くの国がそうであるように、私たちの偉大な常勝
皇帝に属し、私たちがドイツ皇帝の委員たちと和平の事柄を取り決めた時、トランシルヴ
ァニア及び多くの国は私たちの偉大な皇帝に帰属し、それらの国からは私たちの皇帝への
帰属を取り止めることをしないと決められました280。トランシルヴァニアは私たちの偉大
な常勝の皇帝の旧来の国であり、陛下はそのトランシルヴァニア国の君公であります。そ
れ故、既述のマチアス皇太子殿下の文書は何を意図しているのかを、私たちは理解するこ
とができません。私たちの偉大な常勝の皇帝は決して自分の国と友から手を引くことをし
                                                   
280 ジトヴァトロク条約第 4 条のハプスブルク版に「和平は両皇帝に属する全ての地で守ら
れること。特にハンガリーと以前かららハンガリーに属していた地域と国,領地と諸州、陸、
海全ての所で守られること。・・・」とあり、オスマン版に「和平は両皇帝により、それぞ
れの全領土、ハンガリーとその属領、陸、海全てにおいて保持されること。・・・」とある。
Ⅶ史料 A と B を参照。 
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ません。私たちは陛下に切にお願いいたします。陛下はその理由を私たちにお知らせくだ
さい。神が、その地位に相応しい健やかな日々と御多幸を陛下にお授けになりますように。 
  
1607 年 7 月 16 日、ブダにて記す。 
常に陛下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。 
 
追申 信頼するコマム殿281。閣下がトルコ人を恐れることは、閣下にとって良いことでは
ないと思い、私はこのアリ・パシャの書簡の写し全文を閣下に送ります。親愛なコマム殿、
閣下がトルコ人の書簡を理解するとしても、閣下が自ら配慮することを望まないのであっ
ても、君公の任命権は私たちにあります。トルコ人からの警告があっても、今後も君公が
その任についているのであれば、私は閣下にお頼みしなければならなくなります。私の方
から事を起こし、流血を引き起こす必要はなく、しかも武器を持って私はトランシルヴァ
ニアへ行ったこともなく、これからもトランシルヴァニアにおいて武器で自らを護るつも
りはありません。以前にもお知らせしたと思いますが、私たちは君公を小枝に留まる小鳥
のように考えています。カッシャ議会は私の考えに反対ではなく、私の善良なホモナイ・
バーリントに反対することは神の意思ではありません。それ故、閣下は、トランシルヴァ
ニアの収益を奪わないようバーリント殿に警告し、そしてその従者に命じてください。そ
して閣下は、君公の大きな力は他の誰のためでもなくその故国トランシルヴァニアに属す
ることをしっかりお考えください。ヨーザ・デアーク殿を調べる必要があります。トラン
シルヴァニアの収益を奪い始めています。このようなことから不平を生じさせてはなりま
せん、誰であってもそのようなことをさせてはなりません。これまで暴動の前に常に不平
や不満があったものです。正義を行い、間違いを取り去ってください。 
 
トランシルヴァニア君公ラーコツ・ジグモンド陛下へ・・・。私たちの友であり尊敬する
勇士へ宛てて送る。 
 
77 1607 年 8 月 19 日（1607 年 8 月 9 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
  
 思慮深き私たちの友の御方、神が貴殿に御多幸をお授けになりますように。(略) 
 貴殿の手紙が此処に届き、その中で私たちの偉大な皇帝の輝ける政庁へ 2 人の人を派遣
するための信任書の依頼が書かれていました。しかし、私たちはその理由を全く理解する
ことができません。使節は贈り物と共に今日明日にも出発すると貴殿側は約束し、そのこ
とを記した文書が届いていました。何故今またそのようなことをするのですか、変ではあ
りませんか？兎にも角にも、貴殿側の人々と１か月を共にし、和平実現のため私たちは多
                                                   
281 トランシルヴァニアの関係者と思われる。 
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くの条項を取り決め、信頼と誓約・約束で正式文書を承認し、互いにそれを取り交わしま
した。今、その取り決めに反して変なことを囀る鳥を、私たちは全く理解することができ
ません。 
 貴殿側の誓約と約束に従って、貴殿側が使節と聖なる贈り物を派遣するのであれば、私
たちも使節を用意し、出発させます。貴殿側が彼らを派遣しないのであれば、私たちへの
返書は無用です。貴殿方は私たちに新たに命じていることは何もありませんでした。神が
貴殿に健やかな日々を授けになりますように。 
 
1607 年 8 月 9 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディ、すなわち偉大なトルコ皇帝の
ブダ州行政長官と首席ムフティである裁判官。(略) 
 
追申 私たちがこれまでにも戦いに起因することに関して、貴殿並びに多くの私たちの友
に何度も手紙を書いたことを、私たちの良き友である貴殿は承知しているはずです。私た
ちが絶え間のなく度重なる貴殿側から受ける被害について、私たちはそれを書くことにも
うんざりしています。(略) そのために、私は取り急ぎ貴殿に次のことを書き記したいと思
います。それは、過ぎ去った日々にも 200 人の者が 3 本の旗を立てて、バチカ地方282向か
いました、その中の 50 人がバチカ地方へ行き、彼らは徘徊する者たちではなく、支払いを
受ける若者たちでした。私たちの友であるコロニッツ283殿の下士官ヴベネデクトも彼らの
隊長として参加していました。彼らは村々を襲撃し、1000 頭以上の家畜と 2000 頭もの羊を
奪い取りました。この状況に気がついた私たちの兵士が待ち伏せして、神の意思により彼
らを攻撃し、何人かを殺し、何人かを連行してきました。それで何人かは生存して今私た
ちの所にいます。事の全貌はこのようでした。貴殿はそれらの者の名前と出自を、私たち
の友モラルド殿の手紙から知ることができます。貴殿は手紙を開けて読んでください。(略) 
貴殿にお願いがあります。私たちの友モラルド殿が認めた手紙を早急にマチアス皇太子殿
下に送ってください。 
 
78 1607 年 8 月 20 日 (1607 年 8 月 10 日)、ブダ 
  ハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 初めに、私たちは貴殿に感謝の意を表します。良き私の息子ツェザレ・ガロ殿、私は貴
殿が私たちに送ってくれた手紙を十分に理解し、貴殿の望んでいることも分かりました。
                                                   
282 バヤとセゲドの南に位置する。 
283 コロニッツ・シエグフリード (1572-1623)。エールシェクウーイヴァールのカピター
ニィ、上ハンガリーにおけるハプスブルク帝国軍の将軍 (1604-1610) かつハプスブルク
帝国の委員。 
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しかし、今回の手紙は、これまでの手紙には書かれていたことや約束したことが書かれて
いないように思われます。使節が任命され、聖なる贈り物を携えて、遅れることなく出発
することが、日時を明記せず、書かれてありました。貴殿側からの文書がこれと同じだっ
たことは一度や二度ではないことを、貴殿はお分かりと思います。では、貴殿が今またこ
のように書いたのは、どのような訳があるのですか？ 
 何故、貴殿側は年老いたこの私の顔に泥を塗るようなことをするのですか？私たちは神
をも恐れませんでした。しかも私はこの事柄において、長い本当に長い年月、一生懸命働
き、疲れてしまいました。このようなことが、信義に見合う約束でありキリスト教の流儀
ですか？何故、貴殿側は年老いて髭が白くなったこの私を多くの人の前で蔑み、罵りそし
て辱めようとなさるのですか？私がこれを貴殿側からの完全な形のものと見なしたとして
も、私は何も悪いことをしないでいられるか、あるいは貴殿側に敵対し攻撃するのかどう
どうか、自分でも分かりません。それ故、良い私の息子よ、貴殿側はこのような考え、す
なわち手紙に書いてあることとそれを望むことを諦めてください。聖なる贈り物を携えた
使節が出発するのであれば、貴殿側はその者をできる限り早く出立させてください。また、
この私たちの願いが、私たちへの一般的に見て信頼しえる良い返答であるのであれば、私
たちは、貴殿側が私たちに自重するよう示唆していることを行うことができます。 
 私の良い息子よ、本当に私が次のように語る言葉を信じてください。貴殿側が、貴殿側
の話合いの言葉と約束を再び書き写すとしても、私は私の正義、信念そして人間性にかけ
てそのようにしたとしても、私はこのことから手を引き、私たちはそれをないものとしま
す。このことが貴殿側にとって利となるのでしたら、貴殿側は良くお考えください。最後
のものが最初のものより大事であることは確かです。ボチカイ時代よりもこの後は多くの
悪事そして困難なことをする者が出てきます。貴殿もそれが誰であるかを良く理解できて
いるはずです。私たちが一旦このことから手を引けば、貴殿方はこの後、決してそれを実
現することはできません。私の言葉を貴殿側は良くお考えください。 
 貴殿側は以上のことを考えてください。私はこのことについて貴殿からの返事を待って
います。使節は来るのですか、来ないのですか。私たちを軽く取り扱わないでください。
言葉や多くの文書でいい加減なことを言わないでください。何故なら、私たちの偉大な皇
帝のカプジ284は今もここに滞在して、確かな情報を望んでいることは、神が御存じだから
です。今この時、貴殿側が私たちを多くの人の前でこのように辱めようとしていることは、
本当に厚顔なことです。しかも、私たちの偉大な皇帝の御前でもそうしようとしているの
です。それ故、至急、本当のことを書いた返事を私たちは待っています。 
 私たちは、アリ・パシャ閣下と連名の別の書簡も送りました。 
 神の御加護を。 
 
1607 年 8 月 10 日、ブダにて記す。 
                                                   
284 元の意はオスマン宮廷の門番。スルタン近くに仕える官吏。 
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ハビル・エフェンディは偉大なトルコ皇帝ブダ州首席ムフティであり裁判官。 
 
79 1607 年 8 月 20 日（1607 年 8 月 10 日）、ブダ 
  アフメト・ケトフダからツェザレ・ガロ宛て 
 
 尊敬する私の友であり私の父の息子であるツェザレ・ガロ殿。私は貴殿に感謝の意を表
し、忠実な友情を捧げ、貴殿が健やかで御多幸であることを神に祈ります。 
 貴殿の私宛の手紙が届き、私はそれを十分理解しました。しかし、今再び貴殿方がその
ように書き、そしてそのようなことを望むことは、なんと醜悪で恥ずべきことでしょう。
以前、日時を明記していないものの、使節は聖なる贈り物を携えて近日中に出発する用意
があると、貴殿方は書いていました。何故、貴殿側はそのようなことを書き、パシャと裁
判官285を困らせるのですか？そうすることはが人間としてそしてキリスト教徒としてある
べき姿なのですか？私たちの偉大な皇帝の御前及び私たち全ての人々の前で、私たちの閣
下方を、貴殿側は辱め不名誉の中に晒しました。そうは云うものの、この件で貴殿方は非
常に苦労をし、多くの時間を費やしました。それ故、閣下方は、二つの内の一つを、すな
わち、使節は此処へ来るのか、それとも来ないのかのどちらかであるのかを、本当に正直
に書いてくださることを望んでいます。使節が来ないのならもうそれを私たちは望みませ
ん。貴殿側は言葉や文書で私たちを惑わせないでください。たとえ使節が来ないのだとし
ても、それを書いてください。そうしてくれた方が私たちは嬉しいです。私たちがしなけ
ればならないことが何であるかを理解できるよう、貴殿方は本当のことを書いてください。
一旦、私たちの閣下方がこのことから手を引いたら、その後、彼らは決してこのことへ向
かわないことは明らかです。たとえ、この世の土台がひっくり返ったとしてもそうです。
両者側にとって、物事は後になればなるほど困難になります。貴殿方はそれを理解して下
さい。私たちの閣下方は貴殿からの返事を待っております。 
 更に、私は、ステプ・マールトンがブルハルド・ライジンガーの件を貴殿方に語ったこ
とを理解しました。それは閣下であるアリは支払うべきものがあるということですが、ア
リは一銭たりとも借りていません。何故なら、この私がライジンガーに確かに支払いまし
た。最後になりますが、私は貴殿に支払いはするという条件で 2 個の時計を調達してくれ
るように依頼する手紙を何度か書きました。それらがあるのであれば、貴殿が支払いをし
てください。私は必ずそのお金を貴殿に支払います。神が貴殿に健やかな日々をお与えに
なりますように。 
 
1607 年 8 月 10 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の父の息子であり友アフメト・キハヤ、宰相アリ・パシャ閣下の宮廷長官。 
 
                                                   
285 アリ・パシャとハビル・エフェンディ。 
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80 1607 年 8 月 20 日（1607 年 8 月 10 日）、ブダ 
  チッラグ・ベイからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私は隣人の友としての閣下に私たちの友情に相応しい奉仕を表し、書かの末永い健やか
な日々を神に祈ります。 
 閣下の私宛の書簡が届き、私は敬意をもってそれを受け取りました。閣下は何人かの捕
虜について書いています。閣下が書いている捕虜に相当する捕虜が 1 人此処にいます。私
はこの捕虜を宰相に差出ました。しかし宰相は亡くなり、その捕虜は皇帝の所有するとこ
ろとなりました。私は宰相と対面できないので、この事について閣下に何も語ることがで
きません。しかし、宰相が亡くならず、私が宰相と対面するのであれば、閣下のためにい
かようにも働き、良い結果を出すことができたことでしょう。私は神がこのことを閣下に
とって良いようにしてくださることを願います。 
 
1607 年 8 月 10 日。 
閣下へ誠意を持って奉仕するチッラグ・ベイ。 
 
81 1607 年 8 月 23 日（1607 年 8 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからツェザレ・ガロ宛て 
 
 思慮深き私たちの友ツェザレ・ガロ殿、神が貴殿へ祝福をお授けなさいますように。 
 私は、貴殿が物事を適切に理解するため、この手紙で貴殿に連絡しなければなりません。
それは、現在のヴァーツのカピターニィであるドーツィ・イシュトヴァーンのような好戦
的なカピターニィたちが私たちの近隣の地に任命されていることが何を意味するのかを私
は理解できません。彼らの誰も隣人として私たちと共に平穏な親しさの中で生活すること
を望んでなく、しかも今に至るまでもそちらに帰属せず税も支払っていなかったヨッバー
ジィを困らせています。現在も彼らはオーブダ286の裁判官を連れ去りました。ハイドゥ―
をわざと送り込み、彼自身に有無を言わせることなく彼を連れ去りました。何故なら、オ
ーブダの人々は今までコマロンに帰属し奉仕していたので、現在もそのようにすべきだと
いう理由でそうしました。コマロムのカピターニィであり私の友である尊敬するモラル
ト・ヤーノシュは、私たちとこのことについて以前話合いをしました。それにもかかわら
ず、彼は貧しい人々を不当に困らせ、彼らをその場所から追い出し、かつ捕らえようとし
ています。オーブダの人々は私たちの友であるコロニッツ殿と他の主要な人物の文書を持
っています。 
 そのような不当な行為が止まなければ、そこに良きことは決して起こらないと私は思い
ます。 
                                                   
286 ブダペストのブダ側に位置する。 
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 小競合いのような出来事が最近頻発しています、私は以前の手紙にそれについて十分書
き記しました。つまり何が起こっているかということを。つまり、1000 頭以上の家畜、更
に 2000 頭以上の羊がヴァーツ近隣から連れ去られました。更に、再びカピターニィたちは
度々紛争を起こしています。私たちはこれ以上このようなことで困らされるのは我慢でき
ません。これについて貴殿からの返事を私は待っています。神の御加護を。 
 
1607 年 8 月 13 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
82 1607 年 8 月 28 日（1607 年 8 月 18 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 思慮深き私たちの友であるツェザレ・ガロ殿。神が貴殿に御多幸をお授けになりますよ
うに。（略） 
 貴殿の手紙を受け取り、私たちはそれを十分に理解しました。貴殿側は私たちの偉大な
常勝皇帝の輝ける政庁（ポルト）へ 1 人の人物を派遣するための通行書をなお望んでいま
した。しかし、私たちはその理由を理解することができません。その人物はどのような人
物で如何なる資格でポルトへ行くのですか？私たちは貴殿側と和平を維持することを確実
に取り決めるために、私たちは共にに同じ場所に集いました。私たちは現在もその時にし
た約束に従ってことを行っています。貴殿側もその約束に従うのであれば、それを遂行す
るに必要な事項、すなわち取り決めたことに従って使節を派遣することが望ましいことで
す。貴殿側に何らかの条件があって、それを明確に書き知らせてくれるのであれば、私も
それを知ることができ、それに対する返事を貴殿側にします。今日にも贈り物を携えた私
たちの使節と文書が出立することは、私たちの偉大な皇帝にとって常に可能なことなので、
貴殿側は貴殿側の文書の内容が如何なるものであっても送ってください。しかし、まだ贈
り物を携えた貴殿側の使節は出立していません。そのたった一人の人物の派遣について貴
殿側は熟慮しているのだと思いますが、貴殿側はすでに十分にそのことを理解できている
はずです。私たちは如何なる返事をすることができるのでしょうか？貴殿側はどの場所へ
なら人物を派遣することが可能であるのか、その場所を指定してください。そして私たち
の意に反する行為をしようとしないでください。 
 私たちの良き友よ、私たちは決して異を唱えることはしません、何故なら、この事柄に
おいて私たちは決して騙したりはしませんし、そのような考えも全く抱いていません。し
かも、これまで私たちはあらゆる手段を使って私たち自らがした約束に一生懸命取り組み、
それを履行しようと努力してきました。貴殿側の人々が私たちの皇帝の輝ける政庁へ出立
するのであれば、約束通りになります。しかし、私たちは約束に従って全ての事柄がこれ
まで進んでいないと、考えています。聞くところによると、このことにとって不都合なこ
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とになっているということです。それは、この聖なる和平を望まない人々が貴殿側にいて、
それが大きな原因となっています。しかし貴殿側はその原因とそのような動静について何
も語らず、黙視しています。 
 私たちの良き友よ、私たちの望みは私たちが十分に理解し合い、それに沿って自らを律
することができるため、貴殿側が本当のことが書き、返事を私たちにくださることです。
神が貴殿へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1607 年 8 月 18 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディ、偉大なトルコ皇帝のブダ州
行政長官と（略）首席ムフティ。  
 
83 1607 年 9 月 16 日（1607 年 9 月 6 日）、ブダ 
  ムスタファ・エフェンディ287からツェザレ・ガロ宛て 
 
 親愛な私の友であり私の父の息子よ。神が貴殿に如何なる場合でも幸運をそして末永い
日々をお授けになりますように。（略） 
 私は貴殿が私へ宛てた手紙を敬意と喜びでもって受け取り、全てを理解しました。貴殿
は、そちらからの人々がこちらに到着したら、私たちの側の者がその旨を貴殿側に知らせ
るように書いていました。 
 親しい私の友であり私の父の息子である御方、その時は即座にお知らせます。現在、私
たちに仕えているフランス人がいます。そのフランス人の中から選んだ者を私たちの使節
として派遣することが、妥当であると考えています。 
 最後に私は貴殿に感謝の意を表します。マチアス・ディアークに対しても私は感謝の意
を表します。貴殿方 2 人に神が末永い命をお授けになりますように。（略） 
 
1607 年 9 月 6 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友であり父の息子、ムスタファ・エフェンディ。 
 
追申 私たちは、私の親愛な友であり私の父の息子である貴殿に次のことをお願いします。
上記した使節として私たちが派遣するフランス人のため通行書を、これは封印を押して確
固としたものを、至急お送りください。彼が平穏にそちらに行き、こちらに戻って来るこ
とができるために必要ですので。 
 
84 1607 年 9 月 17 日（1607 年 9 月 7 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
                                                   
287 ブダ州の財務官の長。アリ・パシャの特使。 
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 尊敬する私たちの友である御方。私たちは貴殿に感謝の意を表し、忠実な友情を最初に
捧げ、神に貴殿へ健康と御多幸をお授けくださるように祈ります。 
 また今も貴殿の手紙を受け取り、この事柄に関しての私たちからの返事をお望みである
ことを理解いたしました。しかし、私たちはそのことについて以前に貴殿に返事をしまし
た。私たちは、貴殿がそれを理解できず、考えも及ばない状態であるかどうかを、理解す
ることができません。そのため私たちは現在ここに居るカピターニィのフェヘールとフィ
リップと十分に話し合いました。彼らが貴殿にドイツ語で書き知らせることができるとい
うことです。貴殿はその文書により理解することができるでしょう。神が貴殿に健やかな
日々をお授けになりますように。 
 
1607 年 9 月 7 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友、宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディ。偉大なトルコ皇帝のブダ州
行政長官。（略）及び首席ムフティ裁判官。 
 
85 1607 年 10 月 8 日（1607 年 9 月 28 日）、ブダ 
宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 誉高き勇士であり私たちの友である御方。神が閣下に御多幸をお授けになりますように。 
 私たちは閣下が私たちに宛てた書簡を受け取りました。私たちが以前、ヨッバージィで
あるサージとマーギの奪い取られた家畜について書き送ったことに対する閣下の返事が書
いてあり、閣下は奪い取った者が誰であるかをなお判定できないでいるということでした。
そして閣下がその者を探し当てたなら、そのようなことをした者を誰であろうと証拠があ
る限り罰するということが書いてありました。（略）私の尊敬する良き友である閣下に、そ
れをなした者を探し出して、貧しい者たちに家畜をお返しくださるよう、私は閣下にお願
いいたします。そしてことをなした者を罰して下さい。何故なら、今後もそのような者が
遣って来て、何らかの被害を私たちの領内に与えるからです。どうぞ閣下の領内の人々に
徒党を組まないよう伝えてください。私たちは、閣下が何はともあれ条約を確実に遵守す
ることを第一に考えかつそのようにすることを望んでおります。先日も、私たちがある事
柄で必要となり私たちの配下の者をコッパン288へ派遣しました。そして彼らがそこへ到着
し、そしてこちらに戻る途中、オゾル289の地で彼らは 30 人からなる馬に乗った者に襲われ、
ジェニエルを含む 8 人が殺され、そして現金で 2000 金貨も奪い取られました。奪い取られ
なかったものは数頭の馬と家畜だけでした。そして生き残ったものは今ここに居ます。死
者の名前は、タマーシュ、ジュルジィ・ディアーク、カニザイ・イシュトヴァーン、クル
                                                   
288 トルココッパーニィ、バラトン湖の南に位置する。 
289 セーケシュフェヘールヴァール南方約 50 キロメートルに位置する。 
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ツァール・ペティ、ハーリィ・イシュトク、ネムチュ・ラーザールとマイサイ・ジュルジ
ィです。これらの死者の数の多さを考えるのであれば、閣下が奪い取られた多くのものを
見出すことは容易にできるはずです。閣下はそれらを返還し、閣下は条約を真に遵守する
人物だという良い評判が聞こえてくるほどに、私の親しい友である閣下は悪事を行った者
たちを罰して下さい。閣下は条約を強固に遵守するに値する人物ですので、そうすること
が神の意に沿うことです。以上のことを閣下に再度お願いするためにこれを書き記します。
神が末永い健やかな日々を閣下へお与えになりますように。 
 
1607 年 9 月 28 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友である宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
追伸 たった今も、4 頭の馬が奪い取られました。閣下はそれらもお探し下さい。お願いい
たします。 
 
86 1607 年 10 月 8 日（1607 年 9 月 28 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 勇士であり私の尊敬する友閣下。神が閣下に御多幸をお授けになりますように。 
 私は、この私の印のある書簡で閣下にお目にかからなければなりません。閣下はカニジ
ャの 32 に人のトルコ人について良くお分かりのことと思います。私は以前にも彼らを解放
して下さるよう書簡に書き閣下へ送りました。現在の和平条約の平和時に彼らが捕虜とし
てそして身代金の為に捕らえられているということは、不当なことであろうと思います。
しかし、閣下は今も彼らを解放していません。（略）彼らは初め 34 人でした、殺された者
がいます。私は、更に彼らをそちらに拘束しないでくださるよう、私の良き友である閣下
に今この時もお願いします。何故なら、彼らはそのように拘束されるようなことを何もし
ていませんでした。彼らが攻撃したという城塞も存在しないのです。捕虜と身代金目当て
にしている誰かの為に彼らを拘束しなければならないのでしょう。それですので、閣下は
すぐさま彼らを解放して下さい。私は次のように断言できます。私は決して彼らをそちら
に置いたままにすることはできないと。私は彼らについての閣下からの正確な返事を望ん
でいます。それは閣下が彼らの何人かを解放する意思があるという返事です。トルコ人も
ハンガリー人のキリスト教徒も、彼らがそこから自分たちの村に帰る途中、このような目
に会ったことをよく知っています。彼らにとってこのようなことは不当であり、起こって
はならないことです。彼らは戦いに行ったのでもなく、何も悪事をしていませんでした。
それですので、閣下は彼らを彼らの所に戻してください。もし閣下が彼らを戻さないので
あれば、私たちもそちら側の人間を拘束します。閣下からの良い返事をお待ちしておりま
す。閣下ご自身で返事を送ってください。神の御加護を。 
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1607 年 9 月 28 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
87 1607 年 10 月 23 日 (1607 年 10 月 13 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 思慮深き勇士である御方、神が閣下に御多幸をお授けになりますように。 
 私は唯一次のことを記すためこの書簡で親しい私の友である閣下にお目にかからねばな
りません。それは、貧しい私たちのヨッバージィのメルニェイ・ヴィンツェについてです。
私が聞き及んでいるところでは、クルメンド290のボルネミッサ・ペーテルという若者、同
様にナジャーギ・ナジィ・タマーシュ、そしてラーツ・ニコラが彼の 2 頭の雄牛と 2 頭の
馬を奪い取りました。そのことを彼自身が直接閣下に正確に説明するために、彼自身がこ
の書簡を携えて閣下の所に出掛けます。（略） 
 私は、閣下が彼に家畜を返還し、悪漢をその犯した罪に従って罰して下さるよう、閣下
にお願いします。閣下は、貧しいものが働くことができなくなるようにしないでください。
そうするよう努めてください。そのために閣下は家畜を彼に還して下さい。お願いいたし
ます。神が閣下に健やかな日々をおお与えなさいますように。 
 
1607 年 10 月 13 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
88 1607 年 10 月 23 日（1607 年 10 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 思慮深き勇士の御方、私たちの尊敬する友閣下。初めに私たちは閣下に感謝の意を表し、
忠実な友情を捧げます。私たちは神が閣下に御多幸をお授けになりますよう祈ります。（略） 
 私の良き友閣下には良くお分かりになっていることと思います。何故ならこれまで私は
閣下に何度も書き送ったことですから。それは、私たちの旅する者が攻撃されて多くの被
害を被ったことについてです。例えば、オゾルの地においては 7、8 人の私たちの者が切り
殺され、彼らの現金 2000 金貨も奪われ、その後にたった 1 頭の家畜が残されていただけで
した。 
 そしてまた再び今日、そちらからこちらに戻る途中の私たちの側の旅人 20 人のうちの 13
人が切り殺されたということが起こりました。そして彼らの馬、家畜、そして金子が略奪
されました。奪い取った者の中にコパス・アンドルとキシュ・ヤーノシュがいました。閣
                                                   
290 ハンガリー西部に位置する。バッチャーニィ・フェレンツの所領。 
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下はその他の者も容易に見つけ出すことができます。そのような訳ですので、私は勇士で
あり尊敬する私の友としての閣下に、是が非でも奪い取られた金子、家畜と馬を探し出し
て、還してくださるようお頼みいたします。そして私たちの間にある聖なる和平をこのよ
うな行為で破壊しようとする悪漢を、親しい私の友閣下よ、罰してください。彼らをその
犯した罪に従って罰してくださるよう、私は閣下に望みます。（略） 
 そしてたった今届いた閣下の書簡に書いてあることおよび閣下の望みについて私は理解
しました。つまりカニジャのパシャ291について書いてあり、如何なることとでも、情報が
あってもなくても、閣下がカニジャのパシャについてなんでも私から教えてほしいという
ことも、私たちは理解しました。 
 残念ながら、閣下はそれについて何も知ることができません。何故なら、そのことにつ
いて情報は今何もありません。以前、幾つかの情報を閣下にお知らせしました。私の良き
友閣下よ、そのためにあまり深く考えないでください。何故なら、この私以外に誰が事を
することができるというのでしょう。このことを閣下は良くお考えください。私は閣下側
が些細なことにおいても臣民の行動を監督することを望んでおります。不当なことを彼ら
にさせないようにしてください。実際に悪事をした者を閣下側は罰して下さい、そうする
ことにより多くの悪事はもはやなくなります。また、奪い取ったもの全てを元の持ち主に
戻してください。神が閣下に末永い健康をお授けになりますように。 
 
1607 年 10 月 13 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
89 1607 年 11 月 14 日 (1607 年 11 月 4 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 思慮深き御方、私の尊敬する勇士であり友閣下。初めに私は閣下に感謝の意を表し、忠
実な友情を捧げます。神が閣下に御多幸をお授けくださるよう、私は望んでおります。 
 尊敬する私の友である閣下の書簡が私に届きました。カニジャの兵士たちについて書い
てあり、それを私は確かに理解いたしました。閣下は書簡に、私たちがその兵士たちに関
してマチアス皇太子殿下に書き知らせるように書いてありました。しかし、このように長
期間、彼らがそちらに拘束されていることは不当であり妥当ではないことです。何故なら、
彼らは何ら悪事を行っていないからです。彼らを捕らえている目的は、彼らを捕虜とし身
代金を得るための手段としているのでしょう。それにも関らず、私たちの領内の至る所へ
閣下の領内の人々が安全かつ自由に来ることができ、彼らの誰もが些かの危害もくわえら
れず、それを語る者もいません。私の良き友である閣下よ、彼らをそこにもうこれ以上拘
                                                   
291 1600 年、カニジャはハンガリーにおけるオスマン帝国の第 4 番目の直轄州、カニジャ
州となる。 
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束しないでください。そのようにすることが私たちの間で聖なる和平を結んだ隣人に望ま
れることです。そのためにも彼らを何事もなく解放して下さい。 
 閣下は更に、ナーンドルフェフェールヴァール292へ赴いた閣下側の者が拘束されている
のであろうと、書いていました。しかし、誰もそれらの者を拘束していませんが、コモル
ニニク・イシュトヴァーンの件は目下一生懸命探索中です。近日中に彼らは戻るであろう
と、私は期待しています。何故なら、私はメフメト・パシャ閣下に彼らをそこに長く留め
おかず、彼らを送り帰すように、書き認めてお願いしました。 
 閣下はまた、私たちの兵士がカニジャにおいて閣下の手の者へ危害を加えたこと、争い
を起こしたことも書いていました。今、私たちの件のカニジャの兵士はここに居て、私が
彼らを厳しく取り調べ、彼らからその状況を聞きだしました。それ故、それについて私は
次のよう答えることができます。彼らの間に小さな小競合いがあったことは確かですが、
それはそれ以上のものではなく、しかもそれも彼らが意図的にしたのではありませんでし
た。その後、彼らはそのようなことを一切していません。それ故、今後、彼らは決して自
ら危害を加えたり、小競り合いを起こすことはありません。（略） 
 続けて、閣下は、宰相イブラヒム・パシャが数村に総額数百フォリントを課税し、それ
らの村から多くを徴収したと、書いていました。そして、それらの村の貧困が耐えられな
くなっていると、書いていました。そして閣下は、私たちがその旨をカニジャのパシャと
アガへ書くように書いていました。（略）私はカニジャの兵士たちに閣下の書簡の内容を伝
えましたところ、彼らは決してそれらの村へ課税した数百フォリントを徴収していず、僅
かに 20 フォリント、30 フォリントそして 40 フォリントを受け取ったに過ぎないと彼らが
語ったと、私は答えることができます。 
 それらの村のどの村が 100 フォリントもしくはそれ以上を支払ったのかを、私の良き友
である閣下はその村の名を明記してください。私はそれに従って今後決してそのようなこ
とをしないよう、強く命じる所存です。 
 私は、以上の事柄に関して閣下からの返事を待っております。神が閣下に健やかな日々
をお授けになりますように。 
 
1607 年 11 月 4 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
 追伸 更に、閣下はペーチ293方面へ向かった閣下側の 2 人が行方不明になっていること
も書いていました。閣下は、彼らがどこかで足止めにあっているのか襲撃されたのかどう
かを知ることができないでいるのでしょう。私の友である閣下は、事の次第が分かり、ど
こで彼らに何が起こり、誰が彼らに危害を加えたかを、正確に書簡に記して私たちに知ら
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せてください。そして閣下は、私が私たちの間で自分の利のために紛争を起こそうとする
者たちを探し出し、彼らを厳しく罰するということを、心の底から信じてください。 
 
90 1607 年 11 月 14 日（1607 年 11 月 4 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 尊敬する勇士の御方であり、私の良き信頼する勇士の友閣下。初めに私は閣下に感謝の
意を表し、忠実な友情を捧げます。神が閣下に良き健康と御多幸をお授けになりますよう
に。 
 以前数回、私たちは閣下に私たちの書簡を書き送りました。それは、コッパンからこち
らに戻る途中の私たちの者が、閣下の兵士によりオゾルの地において襲撃されたことにつ
いてです。その兵士たちはシグリゲト294のホルヴァート・イシュトヴァーンたちでありま
す。彼らは数人を切り殺し、現金 2000 金貨を奪い取りました。家畜用品と馬 1 頭が残って
いました。更にそれとは別に、私たちの側の交易をする者たちがアルショーフェヘールヴ
ァールからこちらに戻る途中に襲撃され危害を加えられました。このように多くの危害を
与え、不法な行為をした者たちはコパス・アンドルコの手の者たちです。（略）以前にも私
たちは書簡をもって閣下に、私たちが受けた被害を償い、そしてことを犯した悪漢を罰し
て下さるよう、お願いしました。しかし、閣下は今に至るまで何もなさっていません。そ
れで私たちはこのことで閣下を信頼することができなくなることでしょう。何故なら、閣
下は他の多くの人より数段高潔でかつ私たちの間にある聖なる和平条約と完全な平和を遵
守する人物であると、私たちは特に考えていたのです。 
 更に、私はこの私の書簡においても、親しい友である閣下が全てを返還し、不当なこと
を日常的にしている輩を、その他の人々にその罪を実証するためにも、罰するよう、閣下
にお願いします。 
 その上更に、長い間そちらからこちらに戻って来ていない者についてです。彼らはパコ
シュ295付近で、閣下の大尉であるバラシュコヴィチィ、ヒダシュ・アンドラーシュ、コパ
シュ・アンドルコとホルヴァート・ペーテルにより襲撃され、20 頭の馬が奪い去られまし
た。その時 13 人ないし 14 人の者が切り殺されました。馬の他にも家畜がクルメンド方面
へ奪い取り去られ、80 フォリントとか 90 フォリントの値で売られ、分散されました。私た
ちは彼らがしたことを正確に知っています、何故ならそこにいたトルコ人がそれを知らせ
てくれたからです。 
 再度、フォク296の人々が私たちの領内で私たちの者に危害をくわえています。フェヘー
ルヴァールの草原では、シャーギ・ベネデクと馬に乗った 40 人が私たちの者を襲い、戦闘
                                                   
294 バラトン湖の北側に位置する。 
295 パクシュ。ハンガリー南部、ドナウ川左岸に位置する。 
296 シオーフォク。バラトン湖の南に位置する。 
196 
 
になり、私たちの者を切り殺傷しました。このようなことが日常化しています。日に日に
私たちの被害は増大しています。これらをする者は全て閣下の領内の者たちです。 
 閣下が私たちの尊い和平条約を私の良き友として遵守なさるのであれば、いえ例え、遵
守するつもりがなくても、閣下は実際のところを正確に私たちに知らせてください。それ
を知ることにより、私たちは自らの身を如何に律すべきかを知ることができます。何故な
ら私たちが私たちの者に厳しくしないことは良いことではないからです。そして閣下の者
が絶え間なく私たちの臣民に被害を与えていることも、良いことではありません。 
私は閣下からのこれらの書簡へのできるだけ早い返書を望んでおります。神の御加護を。 
 
1607 年 11 月 4 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の隣人宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
91 1607 年 11 月 20 日（1607 年 11 月 10 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからハンガリーの名士宛て 
 
 私はハンガリーの名士と領主に感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。 
 私たちの尊敬する友であるクルシ・ミハーイ、チコー・ヤーノシュとボリキ・バーリン
トここ私たちの所に来ました。彼らは文書と会話両方で私たちに説明しました。私たちは
それを確かに理解し、彼ら全てに対しここの事柄について返答しました。 
 私たちは、貧しいヨッバージィのあらゆる面における警護と保護について、貴殿側の意
思と考えに沿って、貴殿側がするようにします。（略）貴殿側は、帰属する村々の多種多様
の税の納税の件と他の実際になされる事柄について書面に認めていました。和平条約の取
り決めを履行するため、私たちは自らの意思によりそれらの村へこちらから人を派遣しま
した。貴殿側の高位の者がエゲルにおいて聖アンドラーシュの日297にエゲル・パシャの前
に在ることが必要です。そしてそこで全ての事柄を見聞きし、和平条約にある取り決めに
従うようにすることです。また、ティサ川を越えたところにカピターニィとハイドゥーが
共に集まりました。彼らが何故集合したのか、その理由を貴殿たちは私たちに教えてくだ
さい。 
 しかも、それらの者たちが貴殿方に近しい者たちであり、彼らが和平条約の障害となっ
ていることを貴殿方がなお認識していないということに、私たちは驚いています。 
 貴殿方は 5 回わたしたちに苦情を訴えてきましたので、私たちはその通りの苦情のあら
ましとそれを対処する困難さについてマチアス皇太子に数回に渡って知らせました。 
 皇太子殿下は私たちが知らせた和平条約の障害となっていることには触れず、貴殿方は
ハンガリー人の名前も名乗るべきではなく、ハンガリー人であることを自ら完全に止める
べきであるという内容を私たちに書いてきました。しかし、私たちはそれらのカピターニ
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ィ達が与えたという被害について一言も聞いていず、聞くこともありませんでした。それ
故、私たちの良き友方の誰かに強いてそれらのカピターニィを攻撃させ、彼らが集りを解
くのであれば、私たちが以前にハンガリー人に対してした約束に倣い、彼らに対し同じよ
うな約束をしそして助けることが肝要であると思います。神の御加護を。 
 
1607 年 11 月 10 日、ブダにて記す。 
私こと宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。 
 
92 1607 年 11 月 22 日（1607 年 11 月 12 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディからマチアス 2 世宛て 
 
 尊敬する皇太子殿下、私たちの尊敬し誉高い友である殿下、神が殿下へ御幸運と御長命
をお授けくださいますように。(略) 
 最近、殿下の書簡が私たちの所に届きました。私たちは殿下がお書きなさっていること
を理解いたしました。しかし、殿下は私たちの認めた訴えに何の返事なさらず、使節が今
なお出立していない理由は、私たちのハンガリー政策とその実施にあると、書いてありま
す。 
 しかしながら、私が思いますに、両者で取り決めた約束は、使節の出立は取り決め後 25
日以内ということを、殿下は十分御存じです。もうすでにその時期はおよそ 1 年も過ぎ、
更に時が過ぎて行きます。私たちが悪いように考えますと、殿下が敢えてそうしているよ
うに思われます。殿下側に使節派遣の意思があったのであれば、とおに派遣していたこと
でしょう。何故なら私たちには使節派遣を阻害する如何なる理由もないからです。ハンガ
リー人の件においても、殿下側と関係する件においても一切、それを阻害する原因を私た
ちは作ってはいません。私たちは和平条約に定められたことを行いかつ遂行しているので
あって、それ以外のことは何もしておりません。 
 しかしながら、今この時でさえ、殿下側の和平条約に反する条項298と被害に対して、閣
下側は何もせず、何ら対策を取っていません。実際、殿下は、私たちが送った書簡に何の
返事もくださいませんでした。しかし、ハンガリー人との友好関係から完全に殿下側は手
を引くと、書いていました。(略) しかしながら、それは私たちの間の約束に反しています。
(略) 
 私たちの友情には悪意は決して含まれていず、むしろ善意に満ちています。それを殿下
には当然良く分かっていることと思います。では、殿下側の意思は如何なるものなのです
か？私たちは、これまでも障害となる原因をひとつも作ってはいませんし、現世において
も、来世においても神の御前に正々堂々と進むことができる人間です。(略) これが私たち
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の返事です。 
 
1607 年 11 月 12 日、ブダにて記す。 
殿下の善意の者、アリ・パシャとハビル・エフェンディ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政
長官。(略) 及び首席ムフティ裁判官。(略) 
 
93 1607 年 11 月 22 日（1607 年 11 月 12 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからハンガリーの名士宛て 
 
 尊敬する私たちの友である領主と名士の方々へ。私たちは貴殿方に感謝の意を表し、私
たちの関係する全ての公の良き事柄において、それに相応しい忠実な友情を捧げます。 
 私は次のことの為に御方々にこの手紙でお会いしなければなりません。それは私たちの
偉大な常勝皇帝に従う者、すなわちハイドゥー、大尉そして兵士のところに人々が集まっ
たことについてです。御方々は、怒りと苛立ちでその多くの人々の所へそれを対処するた
めに出掛ける準備をしていました。以前にも、私たちは 1 回か 2 回、御方々へ、手紙を書
き、彼らの所へ行くために一緒にならないよう、頼みました。何故なら、彼らは御方々へ
危害を加えるために集まったのではなく、ただ自分たちの窮状のために立ち上がったので
す。それ故、彼らは御方々に対して、まして貧しい人々に危害を加えることを全く望んで
いません。 
 御方々が彼らに対し攻撃するのであれば、私たちはトルコ軍とタタール軍を彼らの支援
のために派遣せざるをえません。旧来からある私たちの約束に従って、私たちは彼らが受
ける被害を見過すわけにはいきません。故に、そのようになった暁には、私たちは御方々
に何も知らせることはできません。どうぞ、御方々よ、聖なる和平を遵守して平穏のうち
に、自らの場所に留まっていてください。以上のことを御方々へ書き知らせたく、私たち
はこれを書きました。神が御方々へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1607 年 11 月 12 日、ブダにて記す。 
御方々の善意の者アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
94 1608 年 2 月 10 日 (1608 年 1 月末日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深い御方であり私の父の息子である閣下。私は閣下に感謝の意を表し、忠実な友情
を捧げ、そして聖なる神に御多幸と健康を閣下にお授けくださるよう、祈ります。 
 私たちの古くからの友の御方々であるナーデスディ・タマーシュとチュチ・ガースパー
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ル299が、閣下の大切な書簡を私に届けてくれました。私たちはそれを嬉しく受け取り、確
かに理解いたしました。そして私たちはその書簡への返書を尊敬と良い気持ちで書き送り
ました。また、私たちは私たちの旧知の友である尊敬するチュチ・ガースパールが、口頭
で語ったことも理解しました。神は、私たちが私たちの友との関係を良くすること及び貧
しい人々が平穏に過ごせることのため努力し、それ以上のことは何もしていないことを御
存じです。以上のことを一刻も早く閣下にお知らせしたいと思います。神が閣下に健やか
な日々をお授けになりますように。 
 
1608 年 1 月末日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
追伸 尊敬する私の父である閣下。私たちの者たちがウーイヴァールにおいて閣下と対面
するために、私たちがそれらの者を派遣するようと、閣下は伝えてきました。既に決定さ
れた日もしくは予定されている日に、神の許しがあるのであれば、それらの者はそこに居
ます。 
 
95 1608 年、ブダ 
苦情に対するオスマン側の返答 
 
私たちへ対してなされた苦情への回答 
 
草地で起きたことに関する苦情についてセーチェニィ300の人々への私たちの回答は以下で
ある：ことを起こした者の名前を書き出し、そちらで人を選びその者をこちらへ派遣する
こと。私たちはことを起こした者を探し出し、その者を罰することとする。(略) 
 
ハトヴァン301のベイからの交易に関する文書を数人の兵士が届けてきたことに関するセー
チェニィの人々の苦情にたいして：セーチェニィの人々はハトヴァンのベイから、30 分の
1 税302を彼らが支払っていないという内容の文書を受け取ったが、彼らはいつものようにし
たということだが、それは届いていない。兎も角、人を選びその者をこちらに送りなさい。
私たちは、支払うものを奪い取った者を捜させ、見つけ出すことができたら、その者を罰
することとする。 
 
                                                   
299 両人とも、ハプスブルク帝国の特使。 
300 ハンガリー北部に位置する。 
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302 交易に課せられる税、関税。 
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ジャルマトゥ303の人々に対して：タタール人と一緒にトルコ人の誰もそちらへ行きません
でした。しかし、ジャルマトゥの人々から盗み彼らに危害を加えたタタール人が、此処に
居たので、ジャルマトゥの人々がこちらに来ました。その時私たち側の者を彼らの傍に付
き添わせました。彼らは自分たちの子供や家畜を見つけ出し取り戻しました。そしてこち
らに来たジャルマトゥの人々はタタール人が捕らわれていることを見ました。私たちはそ
のタタール人を罰していました。 
 
ノーグラード304について書いていたことに対して：ノーグラードの人々がペシュトへ 3 度
遣って来ました。彼らは数頭の馬を奪い取りましたが、まだほとんどその馬を返還してい
ません。この件について私たちは何度も手紙を書き、知らせました。 
 
ペシュトのアムハト・アガについて書かれていること対して：私たちの側の者が公道を旅
する者に危害を加えることは、神がお許しになっていません。草地を行く悪漢がするだろ
う行為を予見することを、誰ができるのですか？私たちはこの件について何も聞いていな
いので、教えられません。兎も角、人を選び、その者をこちらに派遣しなさい。法に従い
裁判にかけ、それが事実であると判明すれば、私たちは彼を罰することとする。 
 
ヴェルテシュ305を行くスデン306の人々について書かれていることに対して：これまでヴェ
ルテシュにおいて私たちの 50 人が行方不明になりました。今私たちの所にスデンの者が数
人います。彼らから話を聞くことは容易です。彼らは野蛮な狩人ではなく人間味のある狩
人でした。 
 
更に、今夏、交易人と婦人に起こったことにつて書かれていることに対して：この出来事
が起きた時、私たちの宗教関係者がハビル・エフェンディと共にエステルゴムにいました。
私たちはこれをした者を探し見つけ出すことをベイと私たちの担当者に命じました。閣下
側も既にこの悪事を行った者が誰であるかを知っていました。それは閣下側の者が閣下側
の者に対して行われたことです。 
 
更に、ブダの人々がエステルゴムの人々が共に、下級役人が強制的に彼らに負担を負わせ
たと訴えていることに対して：私たちのスィパーヒがそちらの収穫の多くを徴収できると
いうことはありえません。しかし、もし彼らがそのように多くを徴収したのだとしたら、
ヨッバージィをこちらに派遣して下さい。必要以上に多くを彼らが取っていたのだとした
                                                   
303 ジュールの南西部に位置する。 
304 ヴァーツ北西約 15 キロメートルに位置する。 
305 セーケシュフェヘールヴァールの北部に位置する。 
306 不詳。 
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ら、私たちはそれを即座に返還し、その所業により彼らを罰します。 
 
コマール307のシャーラシュディ・アンドラーシュについて書かれていることに対して：私
たちは自らその方面へ行き、それらのことを明らかにすべく努力しました。しかし私たち
側が原因であるという何らの証拠もありません。そちらが望むのであれば、再度彼の所へ
人を送り、その件は私たちの側が原因であると判明すれば、私たちは私たちの側の者を罰
します。 
 
コマールのバッチャーニィ・ラースローについて書かれていることに対して：私たちは以
前、私たちの書簡で幾度か以下のことを書きました。つまり、件の村の人々はその村のス
ィパーヒに殺されたこと、ヨッバージィの数人を私たちが捕らえてから３か月になること。
それで捕らわれているヨッバージィに誰がそれをしたのかを問い尋ねるため、そちらから
人を派遣してください。それをしたのが私たちに属する者であってもカプロンツァの人々
であってもそのようにして下さい。 
 
ケストヘイ308の人々について書かれていることに対して：これを私たちはたった今聞き及
びました。そちらから人を派遣して下さい。私たちはそれをした者を探し、したことに見
合うようその者を罰します。私たちの側の者が何もしていないよう、神がお助けくださる
よう祈ります。 
 
リプツァイ・ジュルジィについて書かれていることに対して：それらの名前が判明してい
るのであれば、私たち側とそちら側双方から権限を有する者を派遣し、事が明らかになり
次第、取り決めに従い、私たちはそれらの者を罰します。 
 
キシュコマルにおいて現在まで 50 人が行方不明になっていることについて書かれているこ
とに対して：私たちはこれまでそちらに文書を出しました。再び今、私たちは名簿を送り
ます。それにそちらから私たちの所に連れて来られた 100 人以上の人々の名前が記されて
います。 
 
ショモジィ309に住むヨッバージィに付いて書かれていることに対して (略)：私たちの領内
のコッパンに住むキシュコマルの人々とヨッバージィが私たちに対して訴えてきました。
私の方からも彼らに、以前私たちに帰属していたかどうかを尋ねました。帰属していなか
ったのであれば、税は課せられていず、そして彼らが私たちの前で語ったように私たちは
                                                   
307 ザラコマール。ナジィカニジャの北東に位置する。 
308 バラトン湖西北湖岸に位置する。 
309 ハンガリー南部のペーチ近郊に位置する。 
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キシュコマルへ課税しないと、私は答える。 
 
セルビア人の居留地について。(略)：セルビア人が以前からそちらに税を支払っていないこ
とは、そちら側において十分承知しているはずです。彼らの数は少なくなりましたが、以
前税を支払っていなかったように今も支払いをしていません。 
 
ブイアーク310について私たちの回答：ここに遣って来た者に手紙を私たちは託し、送り出
しました。そちらから人を派遣して下さい、私たちはその者にも会います。 
 
ルダーシュ311とハラッシ312の人々についての私たちの回答：本当に最近、ハラッシのスィ
パーヒが、セーチェニィ・アライ・ベイがルダーシュの村で殺されたと同じように、殺さ
れました。そちら側は、このことを隠そうとこのような手紙を書き送って来たのである。 
 
ノーグラード313からいなくなった子供たちについて私たちの回答：この件に関して私たち
は知らないが、人を派遣しなさい、私たちもその件を調査する。 
 
ヴァーツへ出掛けたタタール人についての私たちの回答：この件は起こりえないこととで
ある。仮に、タタール人がこの地に滞在していた時であれば、ありえたかもしれない。し
かし、ヴァーツはここから近いところにあるので、もしそのようなことがあったのなら、
私たちはそのことを知っていたであろう。 
 
ホジィ・ペーテルとキシュ・アムハト・アガについての私たちの回答：私たちは、以前も
人を寄越し、裁判に訴えるよう書き送りました。私たちは公正な裁判を行います。 
 
ヴァーツのカライ・ジョルジィについての私たちの回答：今、私たちの者がソルノク314へ
行っている時、人々がかれらを打ち殺しました。彼らは友好的かつ平和に人々に馬と家畜
の多くを支払うことを前提に購入しようとしていたのです。 
 
ヴァーツの森で殺された人についての私たちの回答：ヴァーツは私たちの本当に近い場所
にあるので、それをした者を知っているのであれば、こちらへ来て、その者を探しなさい。 
 
                                                   
310 エゲルの西約 80 キロメートルに位置する。 
311 ハトヴァンの北東約 40 キロメートルに位置する。 
312 ジュール北西約 40 キロメートルに位置する。 
313 ヴァーツの北東約 20 キロメートルに位置する。 
314 ハトヴァンの南東約 80 キロメートルに位置する。 
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ショルモシュ315とセプラク316の人々についての私たちの回答：そちら側の人々が道行く人
を攻撃したように私たちの者を攻撃し、戦いとなり、その者たちを切り殺したことについ
て、私たちは数度、手紙を書き送りました。 
 
フィレク317の人々に対してとマルタに関する苦情への回答：それが起きた時その被害の状
況は私たちの所に届きました。奪い取られた家畜の中で私たちが見つけ出したものを私た
ちは返還し、それをした者を罰しました。 
 
ジュンジュシュ318の人々についての私たちの回答：ジュンジュシュの人々は常に私たちの
傍らにいます。もし彼らが何かを奪い取ったのなら、私たちは当然それを知ったはずです。
彼らが 2、3 頭の家畜を奪ったことはありますが、すでにそれを返還しています。 
 
豚飼いが連れ去った羊飼いの子供たちについての私たちの回答：セルビア人を伴って、裁
判に訴える人を派遣して下さい。私たちが行うと同じように法に適った裁判が行われます。 
 
ソロシュ319から連れ去られた子供たちについての回答：ソロシュの人々はムスタファ・エ
フェンディの友ではないのですか。私たちはこの件について彼を問い質しましたところ、
彼はそれが起こったことさえ聞いたことはないと、答えています。 
 
ナジィ・エジュド320についての回答：この件について双方から数通の手紙が届きましたが、
この件は実際に存在していません。 
 
シロク321の人々がフィレクの人々に取った行為についての回答：シロクへ人を派遣して、
そこでカルタル・アガと他の大勢の人々双方と法廷で争ってください。判決が出れば、事
は治まります。 
 
サルヴァシュ322の人々が 3 人の貴族位に属する人を殺害したことについて：私たちはこの
件について何も知らない。人を派遣して、裁判に訴えなさい。 
 
                                                   
315 不詳。 
316 不詳。 
317 スロヴァキアに位置する。 
318 ハトヴァンの北東約 20 キロメートルに位置する。 
319 バラトン湖中央部湖岸南約 8 キロメートルに位置する。 
320 不詳。 
321 エゲル北西 15 キロメートルに位置する。 
322 ティサ川右岸、ソルノク南東約 50 キロメートルに位置する。 
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シモシュカ323の人々について：この件についても私たちは何も知るに及んでいない、人を
派遣しなさい。 
 
トゥシェルク324については：ハトヴァンのデルヴィシュ・ベイの所へ人を派遣し、裁判に
訴えなさい。 
 
スィパーヒが貧しい者たちに加えた危害についての私たちの回答：彼らが貧しい者たちか
ら武力でもって家畜を奪い取ったのであれば、私たちはそれを返還する。それをした者に
その行為に見合った罰を与える。 
 
アルショーヴァラダリア325の人々についての私たちの回答：貧しいヨッバージィをこちら
送りなさい。私たちは取り決めを護ります。もし彼らが手続きをせずに得たのであれば、
私たちは彼らを罰します。 
 
ペトレンツ326の人々についての私たちの回答：そちら側は、私たちが此処にいて、貧しい
者たちに危害を加えることを望んでいないことを十分しています。件のジョッバージィを
こちらに送ってください。私たちはその被害を補償し、それ与えた者を罰します。 
 
ヴァモシュミコラ327の人々についての私たちの回答：私たちはここでエステルゴムのシャ
バン・アガに面談し、この件について問い質しました。彼は、自分の村で人間も馬も捕ら
えていないと、語りました。 
 
スィパーヒが閣下方の領内のヨッバージィに対して、そのヨッバージィが他の村で生産し
た生産品やブドウに 15 分の 1 税を課していると、書いて来たことへの私たちの回答：ヨッ
バージィへ適用する私たちの法に従うと、ヨッバージィが自ら耕作する土地やブドウ園が
なく、他の村の土地で種をまくために耕すならば、その土地のスィパーヒへ 30 分の 1 税を
支払うべきです。故に、件の村のスィパーヒへ 15 分の 1 税を支払う必要はない。自分の住
んでいる村に種をまく土地やブドウ畑があるのであれば、その村のスィパーヒへ 15 分の 1
税を支払わなければならない。 
 
96 1608 年 2 月 24 日 (1608 年 2 月 14 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
                                                   
323 不詳。 
324 Az töserök、不詳。 
325 不詳。 
326 不詳。 
327 エステルゴム北方約 25 キロメートルに位置する。 
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 人々の勇士である思慮深き閣下、私の尊敬する知人であり友の御方。神が閣下へ御多幸
をお授けになりますように。(略) 
 私がカニジャの 32 人のトルコ人について書面により数回閣下とお目もじしたことを、閣
下は当然知っており、それをすぐに思い出すことができるはずです。しかし、現在に至る
も彼らは解放されていません。更に、多くの現在持ち上がっている事柄についても同じよ
うになっています。私は閣下が私たちの間で締結した条約を他の誰よりも遵守するものと、
本当に信じておりました。閣下もそれに印璽を押して成立した条約文書が今も私たちのと
ころにあります。神の御加護によりその条約が正しく遵守されることを私たちは今望んで
おります。条約は私たち相互のものです。 
 それ故、私は閣下に 32 人のトルコ人を直ぐに解放し、かつ私が書き示した多くの者を返
還するしてくださるよう、再度お願いいたします。何故なら、彼らを身代金の為に捕らえ
ておくことは正しいことでありません。閣下に彼らを解放する意思があってもなくても、
私のこの書簡に対して、彼らについての閣下の真摯な返事を私は望んでおります。(略) 
 以上の他にも、私は次のことについて閣下へ書かなければなりません。それは、セーケ
シュフェヘールヴァールのスィパーヒに属する領地の中のチョバーンツ328にあるヴァーツ
という名の村のヨッバージィの所へ出掛けた件についてです。そこへ出掛けた者たちは、
シメグ329の軍隊であり、25 頭の馬に乗ったアターディ・マチアス、ツゥロク・フェレンツ、
ヴァダッシ・イストク、などである。彼らは駿馬を 5 頭奪いました。私の知るところでは、
それらの馬は現在もシメグのカピターニィであるパロタイ・フェレンツのところにいます。
サント330のスィパーヒ領も襲撃されました。私たちが偉大な両皇帝の条約に従っている時
にこのようなことをすることは卑劣なことであると、私は思います。 
 私の良き友である閣下に次のことを私は望みます。5 頭の馬、それに付属している馬具、
サドル全て、つまりそれに付いている布そして武器全てを閣下は送り還して下さい。何故
なら、これらがあるべきところにあることが必要なのです。実際に事をなした者は罰せら
れねばなりません。 
 仮に、私たちの者がこのようなことをしたのであれば、閣下からの書簡が 1 通私の所に
届いたことでしょう。そして私はその書簡に応える働きを一生懸命したことでしょう。閣
下に上に語ったことを再度お願いしたいと思います。神が閣下へ末永い健康をお授けにな
りますように。 
 
1608 年 2 月 14 日、ブダにて記す。閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝の
ブダ州行政長官。(略) 
                                                   
328 バラトン湖西岸、ヴェスペレーム南西 40 キロメートルに位置する。 
329 ヴェスペレーム南西約約 50 キロメートルに位置する。 
330 不詳。 
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97 1608 年 3 月 13 日 (1608 年 3 月 3 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深い御方である閣下、私の尊敬する善意の良き父よ、私は閣下に感謝の意を表しま
す。(略) 
 ムスタファ・エフェンディ331がこちらに戻り、閣下側との話し合いの内容を私に語りま
した。彼の手に全権があることを示す文書が何故なかったのか、その理由は、閣下が閣下
方の者と一致して、彼にその文書が必要であると意思を表明しなかった故です。(略) 尊敬
する私の父であり私たちの友であるナーダスディ・タマーシュ閣下がチュチ・ガースパー
ル332と共にこちらに赴いた時、携えて来た文書に何も書かれていず、閣下への信頼を言葉
で表しているだけで、閣下への全権はありませんでした。私たちが尋ねた時、閣下側は 3
語か 4 語で 1 人の人物の派遣を望んでいることを表明したので、私たちはその言葉に従っ
て、ブダのティマール所有者であるムスタファ・エフェンディを派遣したのです。しかし、
彼は少しも相手にされませんでした。(略) 私の良き父よ、たとえ彼を相手にしないとして
も、彼に対して語りかけや説明することが必要であり、望まれることでした。私たちに事
の次第を知らせてくださったのなら、私たちは彼に対してその文書を送ることができまし
た。(略) 私たちの間に存在する一つの事柄は一度、何者かに託され、委ねられて、聖なる
主なる神の助けによりその遂行までの間他の者はそれに従事しないことを、閣下側は知る
べきです。以前からこのことに関わっていたムスタファ・エフェンディは、閣下側が彼に
その意図を表明していないということが分かっていました。また、私たちがそのことを分
かっていれば、私たちが彼に何らかの返事をいま出すであろうことも分かっていました。
(略) 私の尊敬する父閣下よ、私たちが取る些か変わった処置は、私たちの規則、私たちが
語ったこと、あるいは文書化された条項のいずれにも逸脱していません。それ故、閣下は
私たちが全権を託した人物を派遣するべきなのか、それとも書簡で返事をすることが可能
なのかについて、ここにいる私たちにそれが分かるよう、書簡でお知らせください。人物
を派遣する必要があるのであれば、私たちは一度全ての条項を知る必要があります。何故
なら私たちが派遣する人物にそれに沿う命令を出し、その者に全権を与えることができる
ようにするためです。 
このことについて、私たちは私の善意の父からの返事を待っております。神が閣下に良
き健康をお与えになりますように。 
 
1608 年 3 月 3 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
                                                   
331 ブダ州のティマール所有者。 
332 両者共に ハプスブルク帝国のブダへの特使。 
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追伸 兎も角、閣下方のお考えを私たちにお知らせください。私たちは何も知らされてい
ないので、知らせが来るまで人物も派遣できず、返事を認めることもできません。どうぞ
これを理解してくださり、返事をください。 
 
98 1608 年 3 月 27 日 (1608 年 3 月 17 日)、ウーイヴァール333 
  ハイドゥーに関するエールシェクウーイヴァール協定 
 
 ヨアネス・プライネル334、トゥルゾ・ジュルジイ335、イレシュハージィ・イシュトヴァ
ーン、コロニッツ・セイグフリエドおよびアダム・ヴォン・プコム336。上記の者は、マチ
アス皇太子殿下により、現在のハンガリー行政に対処するためにここウーイヴァールへ派
遣された代表者である。別の代表者は、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官である宰相ア
リ・パシャ閣下によりこれに対処する全権を付与された使節であり宰相アリ・パシャ閣下
の副官であるアフメト・キハヤ、シモントルニャ337のベイであるフセイン、そしてブダの
ティマール所有者であるムスタファ・エフェンディである。私たちはこの書面において、
ナジィ・アンドラーシュ配下のハイドゥーに関することに同意して、理性と人間性を持っ
て以下のよう決議したことを、表明する。 
 これまでことを起こしたハイドゥーへ、私たちは許しを与え、秘密裡でも公然とでも、
他の国の人々でも私たちであっても彼らを罰しようとはしてはならないこと。亡きボチカ
イ君公はカッシャ338議会で彼らにティサントゥール339を実際に彼らに譲渡したので、その
地を彼らに与えること。これを遂行するにあたり、ハイドゥーの下へ高位の者を派遣し、
そしてカッシャへ派遣される委員たちの中にパシャの委員も含まれること。彼らはハイド
ゥーを確実に定住させ、そして文書に記された土地をハイドゥーに譲渡すること。しかし
ながら、ハイドゥーはこのような状況にあって決して誰に対しても危害を加えてはならず、
委員が到着するまでに、ティサ川を難なく渡ることを可能にすること。件のハイドゥーが
この決定を顧みず再び悪事をなそうとするのであれば、私たちは彼らを攻撃し、それ相当
に罰することとする。以上のことを確実に強固なものとするため、私たちは署名し印璽を
押して、この書を認めるものとする。 
 
1608 年 3 月 17 日 
                                                   
333 エールシェクウーイヴァール。スロヴァキアに位置する。 
334 ハプスブルク帝国の代表者。 
335 ハンガリー貴族。後にハンガリー副王となる (1609-1616) 
336 ハプスブルク帝国の代表者。 
337 セーケシュフェヘールヴァール南約 50 キロメートルに位置する。 
338 スロヴァキアに位置する。 
339 ティサ川を越えた地域、ハンガリー北部に位置する。 
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（署名者の名前は略） 
 
99 1608 年 4 月 4 日 (1608 年 3 月 25 日)、ブダ 
宰相アリ・パシャからコロニッツ・セイグフリエド宛て 
 
思慮深き閣下、私の尊敬する勇士である友閣下。神が閣下へあらゆる良きことをお授け
になりますように。 
私が私の友である勇士の閣下へ書面を認める理由は他でもなく次のことのためです。そ
れは、閣下が私宛へ送った書簡を私は受け取り、それを十分に理解したことを知らせるた
めです。閣下は書簡に、私たち方のアフメト・キハヤがムスタファ・エフェンディおよび
シモントルニャのフセイン・ベイと一緒にそちらへ赴むいたこと、そしてハイドゥー兵士
が話し合いや決定に反して閣下側に危害を加え、閣下側もそれに対して報復したことが書
かれてありました。良き隣人であり私の友閣下よ、私たちはこれまで度々ハイドゥー兵士
について私の尊敬する友である閣下およびその他の多くの私たちの友である御方々へ書簡
を書いております。つまり、取り決めに従って以前、彼らへ約束をしたものを与えてくだ
さるように、そうすれば彼らは静穏にしているであろうと書きました。しかし、閣下方は
今でもそれを与えていません。そのため彼らは誰かに危害を加えようとするのではなく、
恨みの為に集まっていたのでした。目下、アフメト・キハヤとムスタファ・エフェンディ
が閣下側の者と一緒にそのことに対処し、ハイドゥー兵士の事柄と彼らへの約束が履行さ
れるのを見守るため閣下側の人々と一緒に定められた時を過ごしています。閣下側はハイ
ドゥー兵士に対して裏も表もなく誠実に接し、閣下御自身でなくても他の誰であっても如
何なる方法でも困らせたり、攻撃したりしないという確認書を彼らに与えてください。そ
して閣下は彼らに針の穴ほどの僅かな慈悲をお示しください。彼らに対し見境なく大砲を
携えた軍隊を送りこむことは相応しいのでしょうか。そのようにするよりも慈悲を示すこ
とで彼らの信頼をえることこそが相応しいのです。私の良き友よ、私たちは聖なる和平を
遂行するためにあらゆる方法を用いて努力しております。私たちがより良い状態となるた
めには、閣下側からの説明が直ぐにもあることが望まれます。 
閣下側は、このハイドゥーのような流浪の民への約束を考慮してください。このような
状況にある者各々の身になってお考えください。承認され、許可されそして設定された日
に全ての者が平穏かつ静かにそして平和にいることこそが相応しいことであると、私は考
えています。しかし、日を定めそれを認めても、再び私たちの下で互いに軍を差し向け危
害を加え合うことは、ハンガリーの名士方にとって良いことではありません。閣下方がし
たことは、閣下が閣下の友であるこの私に対して彼らに援助の手をさし出さないようにす
るために、語りそして書き送ることでした。しかし、その提案に私たちが同意し、実行す
ることは大変難しいことです。閣下には当然お分かりのことと思いますが、私たちの者は
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慈悲の心を持ち、その地で個々人に直接相対しています。私たちの彼らへの支援あるいは
援助についてそちらで十分に閣下側に説明しました。閣下側が彼らに軍を向け、人を派遣
する時、私たちは彼らを支援する必要があります。以上が私たちの返答です。 
閣下側の地から彼らに対し攻撃し危害を加えるために、軍隊が出立するのであれば、私
たちの約束と信仰に従い私たちは彼らを支援します。私たちが彼らに援助の手を差し伸べ
ないということはあり得ないことです。 
この書簡を認めている最中、閣下のバルシュ340の人々について書かれた書簡が届きまし
た。その書簡に、ベキル・ベイがバルシュの幾人かを連れ去り、彼らに身代金を課し、ま
だ今も 1 人の者が捕虜としてベキル・ベイの所にいること、そして同時にこれまでもサカ
ーラシュ341の人々が連れ去られ、彼らにも身代金が課せられたことが、認められていまし
た。私の良き友よ、これらの村は以前から閣下側から行き来している村です。もし閣下が
この件を不審と思うのであれば、閣下自らも問い糺すことができるはずです。しかし、私
たちの者が閣下側の者と共にそちらで直接共に事に対処しているので、決定され認められ
た日を考慮して、私はベキル・ベイに次のように手紙を書きました。その定められた日ま
でそれらの村にもその多くの人々にも危害を加えてはならない、何故なら、私たちは正義
を望んでおり、正義を行う者であることを、明らかにするべきであると、書き送りました。 
私たちが上記のことをなすためには次のことが必要です。つまり、ハイドゥー兵士たち
は、私たちがセンドルー342城塞を奪取するであろうと語っていましたが、私の良き友よ、
これは全くの作り話です。それ故、その兵士たちに閣下側からの如何なる危害も加えず、
閣下側が約束に従うことです。こうすることは、彼らが自らを静穏にするために必要です。
しかし、今もセーチ・ジュルジィかその兵士たちを攻撃しようと、彼らの所へ向かってい
ます。これは隠しようのない明白な事実です。大砲と軍旗を伴っています。私は閣下に次
のよう書き知らせお願いいたします。名士たちへ送った書簡とその返事があるのであれば
その内容を直ぐに私たちにお知らせください。神が閣下に良き健康をお授けになりますよ
うに。 
 
1608 年 3 月 25 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。(略) 
 
100 1608 年 4 月 7 日（1608 年 3 月 28 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き御方である閣下、尊敬する私の父、私は神が閣下へ良き健康と幸運をお授けな
                                                   
340 ハンガリー北東部に位置する。。 
341 ソルノク北東約 25 メートルに位置する。 
342 ハンガリー北東部、ミシュコルツ北約 35 キロメートルに位置する。 
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さるよう祈ります。(略) 
 たった今、閣下からの書簡が届きました。その書簡から私は、閣下方が皇太子殿下へ私
たちの間のハイドゥー兵士への対処に関する約束に反して逃亡する者について書き送った
ところ、皇太子殿下もそれに留意し、更なる戦いの原因となるようなことは慎むようにと
命じたことを、私は知りました。そしてまた閣下方は、私たちの賢明かつ有能な者たちが
ハイドゥー兵士の所に出掛けて行き、彼らに貴族たちに危害を加えないように忠告するよ
うにとも書いてありました。何故なら貴族たちはかってハイドゥー兵士を困らせたり攻撃
もしたが、今ではは静穏にしているのだからと、書いてありました。 
 親愛な私の父である閣下、次のことを誠実に書きます。つまり、これまで私は 3 人の高
位にある者をその人々の所へ派遣し、彼らに取り決めた日まで静穏かつ平和にしているよ
う、そしてそのようにする時に彼らの目の前が明るくなり、亡きボチカイが譲渡したもの
が間違いなく、何の障害もなく、彼らに与えられるのであると、警告しました。今までも
彼らの使節は私たちの所に遣って来ていました。彼らは常に自分自身を正直に語っていて、
彼らから悪い言葉は出てきませんでした。彼らの極めて好戦的態度の原因はセーチ・ジュ
ルジィに因るものでした。 
 ホモナイもしくは他の多くの人が彼らに対し自制するよう強く命じるように、閣下がし
て下さることを、私は閣下にお願いいたします。これらの人々は理性的かつ賢明な国を愛
する人でありまた領主であり、名士であり、平穏を取り戻すために努力する者であります。
そして、これらの人々はむしろ戦いのために剣を取り、そして戦いを求める者たちが自ら
を律することができるようにする方策を講じます。同様に閣下も賢明な名士であると自認
なさっている御方です。これらの人々が落ち着いた平和の中で暮らさず、私たちそして同
様に閣下方に対して戦いを起こして、悪を行うことがある場合、私たちの真摯な努力は成
果をもたらします。 
 親愛な私の父である閣下へ私は正直に書きます。もし閣下が和平遂行を望むのであれば、
マチアス皇太子殿下の任命した使節が出立し、君公バートリ・ガーボル陛下の使節、そし
て私たちの使節がハイドゥー兵士と一緒になるようにしてください。一緒になった所で、
懸案の事柄を討議し、目的の地へ行きます。そこに私たちの側にも属する土地があります。
このようにして秩序を立てて行います。そして神の御慈悲により、全てのことがことごと
く上手く行きますように願います。以上のことを私は閣下にお願いしたく認めました。 
 神が閣下に良き健康をお授けになりますように。 
 
1608 年 3 月 28 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、ブダ城塞の (略) 行政長官。 
 
101 1608 年 4 月 18 日 (1608 年 4 月 8 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
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 思慮深き閣下の御方、尊敬する私の父、私は、神が閣下へ健やかな日々と御多幸をお授
けになりますよう望みます。 
 これ以前、私たちは私たちの尊敬する友である閣下方への書簡の中で、私たちの友であ
るセーチ殿がハイドゥー兵士を攻撃したために、彼らは本当に困難な状況となり、私たち
に助けを求めてきたことを、書きました。 
 それで、私たちも彼らの所へ賢明な人物を派遣し、亡きボチカイ君公の御代のハンガリ
ー人全てと私たちの間の約束を考慮して、定められた日まで静穏かつ平和に暮らすように
と、はっきりと諌めました。 
 更に、私たちは彼らに与えられるものは何の障害もなく与えられると答え、それを確約
しました。彼らもやはり良き勇士であり、私たちの言葉を受け入れて、セーチ派の行動に
従わず、定められた日までにティサントゥールにから出立しました。その代わりにトルコ
軍もしくはタタール軍のより良い部隊の多くがそこへ行きました。しかしながら、善良な
尊敬する閣下である私の父よ、私たちは閣下側に次のようにお願いします。閣下側がした
約束と印璽のある文書譲渡に従い、定められた日以前にハイドゥー兵士の事柄を終了し、
閣下側は使節ともども贈り物をこの地へ届くようにしてください。そのために現在に至る
も私たちもその兵士も同じ考えでいます。 
 閣下側は私たち側からの約束に反することを何も見ていません。そしてこの後、ドイツ
の名士方は如何なる口実を見つけ出すことができるのでしょうか？恐らく口を閉ざすので
しょう。そちらの私たちの友からのウーイヴァールでの確かな誓いでした決定は、私たち
にもその兵士たちにも 40 日間の安全を保証することを確かなものにしています。 
 現在も良き兵士の使節がここ私たちの所に居て、彼らも安全が保証されている。私たち
もその者たちに対して上手に諌めました。そのため定められた日まで彼らは静穏にしてい
ます。 
 今後、再び、事柄が振り出しに戻り、実現しないのであれば、現世においても来世にお
いても、神の御前にも、誰の前にでも私たちは出て行く人間になります。誰かがその原因
を作るのであれば、私たちはその原因を探し出します。 
以上のことを私は閣下にお願いしたくその旨を認めお知らせします。神が閣下へ良き健
康をお授けになりますように。 
 
1608 年 4 月 8 日、ブダにて記す。 
閣下の善良な息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。 
 
102 1608 年 4 月 24 日 (1608 年 4 月 14 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからハプスブルク委員方宛て 
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 思慮深き閣下方、私の尊敬する友の御方々、私ははじめに閣下方に感謝の意を表し、誠
実な友情を捧げます。そして閣下方へ神が良き健康をお授けくださるよう祈ります。 
 閣下方の書簡がこちらに届き、私たちは敬意を持って受け取りました。その書簡から私
たちは次のことを理解しました。つまり、閣下方はセーチ・ジュルジィがあのような方法
で戦いを始めるという情報に憤り、首謀者であるセーチ・ジュルジィに対し、彼自身とそ
の他の者も自らを律し平穏にしているように強く命じたということ。(略) 私たちの約束と
友情にとって誓約と約束に完全にその身を捧げることが、相応しいのです。 
 以前にも、私たちは閣下方へ次のことを書き知らせました。つまり、兵士たちは私たち
の適切な警告を受け入れ、私たちの間で取り決めた日まで自らを律し静穏にしていること、
そして私たちの軍隊も同様にしていることを知らせました。 
 しかしながら、私たちの親愛な友である閣下方よ、私たちが平穏にしている時、閣下方
がそれを止めようとするのは、何か良いことがあるのですか？閣下方側からの和平に反す
る多くの悪行が絶えまなく起きています。しかも取られたものは一つも戻らず、閣下方は
罰しようともしていません。 
 ウーイヴァールにおいて協定を取り結んだ後でさえ、私たちは以下のような被害を受け
ました。オノド343城塞のアクス・ジュルジィはセント・チヘメル近くの堀でエゲルのフセ
イン・チャヴスを襲いました。フセインはヘヴェシュ344からエゲルへ向かう所で、8 人の者
と一緒でした。アクス・ジュルジィは彼らを切り殺し、馬や家畜そして大金を奪いました。 
 フィレク城塞から出掛けて来たロヴァース・ラースローはセゲド近くのドンダという名
前の村から出掛けて来たエゲル駐在のチョルバシ345を襲った。双方が戦いとなり、どちら
側からも負傷が出た。私たちの側から馬 2 頭が奪われたが、私たちの側は惨敗しなかった。
更に、私の配下の銃砲隊の 3 人が、その他に数人の肉屋も同道して、そちらから戻る途中、
騎兵隊がパコシュとトルナ346の間で彼らを襲い、戦闘となりました。私たちの銃砲隊の 3
人は負傷し、25 頭の家畜を奪われました。彼らはタタール人であると云われていますが、
私たちはいまだ正確な情報を知ることができません。彼らが誰であったかが判明次第直ぐ
に閣下方へお知らせします。仮に閣下方が、それが誰であるかを探しているのであれば、
それは家畜を探すより容易に判明するでしょう。 
セーケシュフェヘールヴァールとブダ間では、数人の歩兵が馬車を襲い、4 人を殺しまし
た。フェヘールヴァールから追討する者が到着すると、彼らは馬車に乗り直ぐに夕闇が迫
った森へと逃げ去りました。 
また更に、セーケシュフェヘールヴァールのベイの配下のジャッフエルという名のヴァ
                                                   
343 ハンガリー北東部、ミシュコルツ南東約 15 キロメートルに位置する。 
344 エゲル南西約 25 キロメートルに位置する。 
345 Csorbadssi。イェニチェリ（スルタンの近衛兵) 軍の指揮官。 
346 二つともハンガリー中央部、ドナウ河右岸に位置し、両者間の距離は約 25 キロメート
ルである。 
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イダはコッパンへ行こうとしたところ、カポイ347という名の村で飲食するために逗留した
時に殺されました。 
私たちの友の御方であるバッチャーニィ閣下に属するトルニスカ348という名の城塞から
ゴンバイ・ベンツェの先導の下に、次の者たちが出掛けた。つまり、トート・イシュトヴ
ァーン、ホルヴァアート・ガーボル、サボー・ヤーノシュとゴムバイの従者であるヤンチ
である。彼らはゴムバイ近くで他の城塞の兵士と戦った。すなわち、ラーツ・ヤーノシュ、
キシュ・マーチャーシュ、ホルヴァート・ヤーノシュとトート・マーテーであり、彼らの
行く手にトルニスカ城塞の兵士が出て来たのである。ゴムバイはこれらの他の城塞の者た
ちを騙し打ちしました。彼らの中の 2 人を捕らえました。他の者は森へ逃げました。そし
て今私たちの所にその者たちがいます。トート・イシュトヴァーンとアクス・ジュルジィ
の従者であるバラージュです。 
私たちの友である閣下方は最初に次のことを御理解下さい。つまり、私たちがどんなに
多くの被害を受け、多くの財貨を奪われ、そして多くの私たちの人間が閣下側で鎖に繋が
れているかということを。現在、閣下方はそのような行為をまた許しております。それ故、
最終的決定がなされた後も、私たちは多くの被害を被っています。一方、私たちの所にも
容易に居場所を知ることができる閣下側の人間がいます。それ故、閣下方のお考えを私た
ちに知らせてくださるよう、私は閣下方にお願いします。私たちは知りえたことに従って
私たちは自らを律するはずです。 
何故なら、これらの事柄は全く和平に相応しくなく、和平を破壊するものです (略)。私
の良き友閣下としての閣下方 1 人ひとりへ次のようお願いいたします。閣下方は以前に身
代金を課した者も最近身代金を課した者も全て、そして捕らえた者全てを返還し、捕らわ
れの身となっている者を解放して下さるようにしてください。私たちも同じようにいたし
ます。 
定められた日も近付いています。閣下方はカッシャへ問題解決のために派遣する人物に
ついて私たちにお知らせください。わたしたちも以前の取り決めに従ってそこへ私たちの
者を派遣します。また、こちらへ来る日とその日数もお知らせください。私たちはその準
備をします。 
 私はこれに対して正確の返書ができる限り早く来ることを、私の良き友である閣下方 1
人ひとりへ望み、そして待っております。 
 
1608 年 4 月 14 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官 (略)。 
 
103 1608 年 4 月 30 日（1608 年 4 月 20 日）、ブダ 
                                                   
347 バラトン湖中央部直南約 20 キロメートルに位置する。 
348 不詳。 
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  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き閣下の御方、尊敬する私の父、私は閣下に感謝の意を表し、閣下へ神が末永い
健康をお授けになりますよう祈ります。 
 親愛かつ尊敬する私の父である閣下の私宛の書簡が届き、私は敬意を持って受け取り、
閣下のお考えを、特に使節に関して知りました。書簡に、閣下方はここ私たちの所へ定め
られた日に使節団と贈り物を送りだそうと、奮励努力しているとありました。閣下は更に、
使節は偉大な皇帝の批准文書を要求するであろうと書き、そうすることが理に適うことで
あるも書いています。 
 私の父である親愛な閣下への私の返事は次のことです。つまり、使節団が私たちの皇帝
領内に入って来た時のことです。その時私たちの者はそこへ行っていず、呼ばれてもいま
せんでしたと、私は断言します。そして聖なる贈り物は完全に運び去られて、後には何も
残っていませんでした。 
 しかし、今また閣下側は私たちも人を派遣することを望み、そして別に使節団のための
費用として 5 万タレールを送るよう望みそのように主張しており、更にそれらの者が帰還
する間、安全が保証されるようにと閣下方は書いています。(略) 閣下側は私たちの偉大な
皇帝の側近の者の作成した親書は信用するに当たらないので、それとは別の真の親書を要
求しています。（略） 
 閣下方は私たちの所から使節が出掛けて行くことは期待せず、聖なる贈り物を全てこち
らに送ってください。その後で、私たちの偉大な皇帝の親書は私たちの手元にあるので、
私たちはそれを送ります。 
 閣下も出来る限り良くお考えください。このように私たちは互いに責任を押し付け合っ
たりしないでおきましょう。そうすることが和平を確実なこととするのです。そしてこれ
までこういった事は話題になりませんでした。私たちは用意が万全ですので、閣下側から
の返事を私たちは待っています。直ぐに返事をください。神の御加護を。 
 
1608 年 4 月 20 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子であり友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官略（略）。 
 
104 1608 年 5 月 19 日（1608 年 5 月 9 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深い閣下の御方であり尊敬する私の父。神が閣下へ御多幸をお授けになりますよう
に。 
 閣下の書簡が届き、私はそれを受け取り、しっかりと理解いたしました。勿論、喜んで
受け取りました。 
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 書簡の中で、閣下はエステルゴム占領地の村々の問題解決のため、私たちが人を派遣す
るよう望んでおられます（略）。私の良き父である善良な閣下、私は閣下にこれまでも何度
もジトヴァトロクにおいて閣下方と取り決めた村々に関すること並びにその他の事柄につ
いて書いてきました。閣下方と取り決めたことの中に全てがあります。私たち側からはそ
れに反することを何もしていません。それ故、このことのために人が出掛けて行く必要は
ありません。 
 以前、エステルゴム城塞はトルコ人が所有していました。ドイツ人の手に墜ちていた間、
ドイツ人の手に渡っていた村々があります。ドイツ人の支配となった村もしくはならなか
った村、それらの村の名を私たちは知りません（略）。しかし、善良な閣下であり良き私の
父よ、閣下は聖なる贈り物を携えた使節団が何時来て、そして何処でそれを譲渡するのか
を、私たちに必ず書き知らせてください。 
 そしてその時、私たちの側がら出掛けて行く者と一緒に私たちはすべての事柄を話し合
うことにしましょう。私たちは決して聖なる和平及びそのおりきめに反する行為をしませ
ん。村々の事柄に関して対処せねばならないことを、閣下方が語る場合、それは人間に関
してではなく、村々にいる数人の地主とスィパーヒ間に関することが問題となっています。
それらの者たちを私たちの所へ寄越して下さい。ここ私たちの所で解決させます。 
 この問題は間に人が入り解決することではないので、私たちは決して人を派遣しません。 
 しかし、この事柄は、私の良き友である御方々よ、閣下方と閣下側の人々にとっては少
しも困難ではありません。 
 人が介入して問題を解決したことがありました。これまで何度もそうしており、それに
反対したことはありませんでした。この事柄も人の仲裁で解決することが出来るのであれ
ば、私たちは喜んで人を派遣すると、はっきりと言い切ることが出来ます。 
 閣下方や閣下側の人々の考えがどのようなものであるかを私が知りさえすれば、この事
柄の解決は別段不可能ではありません。そのために私が明確にそのことを知る必要があり
ます。私たちの側にも多くの地主がおり、彼らは私たちとの間で大きな裁判を行っていま
す。 
 ウーイヴァール協定後に私たちが受けた被害について、私たちはこれまで閣下へ書き伝
えてきました。閣下はこれを理解してくれました。しかし、2 日と 3 日にまたがる夜中に 2
人が殺され、4 人が傷を負わされ、彼らが所有していたお金と家畜が奪い取られました。更
に、ヨッバージィ 4 人が殺されました。このような行為をした者は、ヴァーツの人々であ
ると私たちは理解しておりました。ヴァーツのカピターニィからことをなした者を罰する
との知らせを受けましたが、まだそれはなされていません。 
 故に、ことを犯した者を罰し、奪い取ったものを返還するよう、閣下に私はお願いいた
します。神が閣下へ末永い健康をお授けになりますように。 
 
1608 年 5 月 9 日、ブダにて記す。 
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閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。 
 
105 1608 年 5 月 25 日、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下の御方、善意の私の父、私は閣下へ感謝の意を表し、忠実な友
情を捧げ、そして神が閣下へ末永い健康と御幸運をお授けになりますよう祈ります。 
 閣下の言葉を書き認めた書簡がここに届きました。私はそれへの返書を書き送ります。
閣下方は、和平の事柄が複雑になったのは私たちのせいだと、私たちを責めています。私
たちがまだ些細な事柄に関する返事を出さないでいるからでしょうか。しかし、私はジト
ヴァトロクにおける決定に従って、尊敬するズルフィカール・ベイ349閣下、並びに私たち
の支配下にあり友である尊敬するカピターニィ達を、別の事柄も合わせて、今週の火曜日、
つまり週の 3 日目の日にこちらを出立させ、エステルゴムへ派遣します。閣下もそちら側
から以前の取り決めに従って日時を定めて、それを書き知らせてください。使節たちはコ
マロムとエステルゴムの間で相対し、そこで行き違います。このことにより、誰が和平を
保持する者であるかが明らかになります。他の事柄および占領に関する事柄も決してジト
ヴァトロクにおける決定に反するものではありません。私たちは相互に交換した決定書に
記された内容を遵守します。そして私たちの偉大な常勝皇帝の使節の件に関する畏れ多い
親書は、私たちの者が携えて行きます。閣下も同様にローマ皇帝陛下の畏れ多い親書をお
送りください。神が閣下へ末永い健康をお授けになりますように。 
 
1608 年 5 月 25 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。 
 
この書簡への至急の返事を待っております。 
 
106 1608 年 5 月 28 日、ブダ 
  宰相アリ・パシャからエルネストゥスとヨアネス・ア・モラルト宛て 
 
 思慮深き勇士であり顧問簡の御方々私たちの尊敬する誠実な友の閣下方、私たちは閣下
方へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。そして私たちは閣下方が良き健康に恵まれ、
御多幸な日々を過ごせるよう、神に祈ります。 
 以前、私たちはジトヴァトロクにおいて神聖にして聖なる和平を閣下方と締結いたしま
した。私たちは、私たちの偉大な常勝皇帝の敬意かつ権威ある首席使節としてセゲド・サ
ンジャクのベイであるズルフィカール閣下にこの地に滞在していた閣下方の使節を同行さ
                                                   
349 セゲドのベイ。 
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せて、他の必要事項も託して、派遣しました。 
 しかしながら、私は閣下方へお願いします。辺境城塞周辺の些細なことにも目配りして
下さい。何故なら、ウーイヴァール協定後でも、私たちの者 40 人以上が連れ去られ、更に
家畜も持ちさられました。私たちの偉大な皇帝は、私たちの全ての辺境城塞にいる全ての
パシャとベイそして軍に対し、辺境城塞に関する事柄で閣下方の友であるこの私を信頼す
るよう、お命じになりました。これまでも、私は自分が出来ることしているつもりです。
閣下方はそれを十分お分かりはずです。閣下方は閣下方の友であるこの私たちが受け入れ
ることが出来る事柄をお知らせください。私たちは閣下方の考えをそれにより知ることが
できます。 
 そして両者側からそれぞれの使節が出立した後で、タタール人も自国へ帰還し、神の御
加護により、私たち側から閣下側へ危害を加えることは一切なくなります。 
 私は改めて閣下方へお願いいたします。閣下方は辺境城塞の人々に対して全ての所で平
和かつ静穏にしているよう、強くお命じ下さい。何故なら、これまで閣下方から和平を破
っていたように、今後もそうであるのであれば、和平とは何であるのでしょうか？両者側
のヨッバージィはいまだ静穏にしていません、新たに紛争が起きるかもしれません。 
 ローマ皇帝陛下の使節へ対しても、私たちは私たちの偉大な皇帝が発する承認勅書を送
付しました。閣下方もローマ皇帝陛下からの上記に相当する書を私たちの使節のために送
ってください。 
 聖なる和平はその取り決めに従い、正真正銘確実に私たちは遵守します。そして閣下側
の使節が平和のうちに敬意を持って遇され行き来することを、私たちは心から確かに保証
します。 
 以上のことを閣下方、私の良き友の方々へお知らせしたく書き認めました。閣下方へ神
の御加護を。 
 
1608 年 5 月 28 日、ブダにて記す。 
閣下方の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
107 1608 年 5 月 28 日、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世350宛て 
 
 私たちの善意の御方である敬愛する皇太子殿下。神が全ての事柄において幸運と末永い
健康を殿下にお授けになりますように。 
 以前、ジトヴァトロクにおいて聖なる和平が討議され、決定を見ました。そこで両者は
互いに譲歩し合ったことを、殿下にはお分かりと思います。私たちの偉大な常勝皇帝は全
ての者への慈悲をお示しになりました。今、私たちはその決定と承認に従い、セゲドのサ
                                                   
350 1608 年 7 月 25 日、ハンガリー王となる。 
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ンジャク・ベイであるズルフィカールを 50 人以上の随伴者と共に、殿下の下へ派遣いたし
ました。更に、私たちの偉大な常勝皇帝の首席宰相である思慮深き私たちの大宰相ムラト・
パシャが陛下に宛てた尊い書簡、そして殿下への友情の印として送ってきた金縁の高価な
宝石が象嵌された蓋つきの入れ物、そして純金で縁取りがされている赤いベルベットの高
価な長衣（アバイ）を殿下に送りました。また、金のカフタンも送りました。これらをズ
ルフィカール・ベイの手により届けます。殿下は私たちの皇帝と大宰相のお心をお受け取
りください。 
 私も殿下への好意と友情のしるしとして駿馬を 1 頭送りました。私からの贈り物を殿下
が気にいってくだされば、私も嬉しいです。ローマ皇帝陛下の使節が恙無く行き来できる
ことは当然なことですので、殿下は些かの心配もする必要がありません。決定と承認通り
に、私たちの偉大な皇帝の慈悲を示す尊い勅令書、すなわち批准された和平文書を携えて、
閣下側の使節は戻ります。 
 私たちの友である殿下も、ローマ皇帝陛下からの私たちの偉大な皇帝へ宛てた文書と批
准書を、決定と承認に従ってお送りください。こちらからがそれに相応しく対応しえるよ
うにするためです。（略）私は殿下に次のことをお願いします。つまり、殿下は辺境城塞を
細部に至るまで監督して下さい。何故なら、和平条約が締結された直後、そしてその後も
私たちは本当に多くの被害を受けました。私たちの偉大な皇帝は、全ての辺境城塞にいる
全てのパシャ、ベイと軍隊に対し殿下の友であるこの私を信頼するようにお命じになりま
した。 
 これまでの私の信じることに従うと、殿下はすべてをお分かりになっていると確信して
います。殿下は上手く進行している事柄を、殿下の友であるこの私にお知らせください、
それにより私たちは殿下の考えが分かります。互いの使節が出立した後、タタール軍は自
国に帰還します。そうして私たち側も殿下側もタタール軍による被害を一切受けることが
なくなります。 
 更に、殿下に次のことを本当にお願いいたします。つまり、殿下は辺境城塞の人々に対
し全ての所で平和かつ静穏にしているよう、強くお命じ下さい。 
 もし殿下側が今までのように和平を遵守せず、今後も同じようにするのであれば、敢え
て私は問います。和平の事柄は一体何の役に立つのですかと。そして両者側のヨッバージ
ィが平穏にしていないのであれば、新たに紛争を引き起こします。私たちは私たちの偉大
な皇帝側から発する勅令書を殿下の使節団へ送りました。殿下も同じようにローマ皇帝と
殿下が発する勅令書を私たちの使節団の為にお送りください。私たちは聖なる和平を決定
に従い遵守するものであり、そうするため何一つの障害もありません。そして殿下側の使
節団が平和かつ平穏の内に行き来することを、私たちは信頼と確信を持って約束します。
私は以上のことを殿下へお知らせしたく書き認めました。神が殿下へ健やかな日々をお授
けになりますように。（略） 
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1608 年月 28 日、ブダにて記す。 
殿下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大な常勝トルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
108 1608 年 6 月 16 日（1608 年 6 月 6 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き尊敬する親愛な私たちの父である閣下、私は閣下へ感謝の意を表し、忠実な友
情を捧げます。そして神が閣下へ幸運な一生をお授けになりますよう、祈ります。 
 親愛な善意の私の父である閣下の書簡を、閣下の使節である尊敬するチュチ・ガースパ
ールとケニフィ・ヤーノシュが私へ届けてくれました。私はそれを喜びと敬意を持って受
け取り、それを細部に至るまで確かに理解いたしました。また使節たちの口上による伝言
もしっかりと理解いたしました。閣下は次のように望んでおられました。つまり、使節団
が遅れず、偉大な常勝皇帝の政庁へ赴くこと、そして使節団が偉大な皇帝の政庁から戻る
までの間、占領に関する問題はそのままの状態であること、使節が戻った時にヨッバージ
ィは皆一緒になり、全ての村が誓いをして取り決めをすること、そして辺境においてその
ことが公布され、そして承認書も発布されること、そのように閣下は望んでおられました。
これに対する親愛かつ尊敬する私の父閣下への私の返書に私は次のように記します。この
事柄とは別の閣下方の考えに従い、もし閣下方が現在何もしようとしないのであれば、私
たちは占領に関する事柄を 50 日間そのままの状態にしておき、何もしません。使節団は 1
日も遅れることなく、すぐに出発し、私たちの偉大な常勝皇帝の身許へ親書をお渡しくだ
さい。信頼と誠実を示す印璽を押したローマ皇帝の批准文書に含まれていて、ジトヴァト
ロクにおいて締結した条約に従って・・・、一方、私たちもそれに沿って、私たちの全て
の辺境城塞の人々に対し、定められた期間、こちら側の村々にある訴訟問題は、使節団が
行きそして戻って来るまで、そのままにしておき、それらのことで災いを起こしたり戦っ
たりしないでいるよう、私たちは強く命じます。輝ける政庁においてローマ皇帝の使節団
は、偉大な常勝皇帝・・・近くで、閣下方もそこで発せられる勅令に従ってことを行いま
す。そして私たちもそれに従い、もし神がお許しなさるなら、50 日間はそれを護ります。
使節団は取り決めたことへの返書を携えて、私たち側の文書そして人々と一緒に政庁を出
発します。それですので、閣下方も辺境において、定められた日まで件の村々に行き来す
る場合、私たちが定めた境界線を一つも侵さないよう、強固にお命じ下さい。そして閣下
方もそれに従う約束を示す文書を私たちの所へ送付して下さい。このことを確かなものに
するために、ローマ皇帝の使節がことを成し遂げる間、定められた 50 日間、私たちは自ら
を律し、それに反する行為は一切しないことを、心からの誠意をもち確かに誓います。神
が閣下へ立派な健康をお授けになりますように。 
 
1608 年 6 月 6 日、ブダにて記す。 
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私こと宰相アリ・パシャは神の許しにより偉大な常勝皇帝のブダ州行政長官であります。
（略）ハビル・エフェンディ、偉大な皇帝のブダ州首席ムフティ裁判官。 
 
109 1608 年 6 月 19 日、ブダ 
  ジトヴァトロク条約遵守と維持を誓う宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディの書 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しにより偉大な常勝トルコ皇帝のブダ州行政長官であ
ります。（略）そしてハビル・エフェンディは皇帝陛下のブダ州首席ムフティ裁判官であり
ます。（略） 
 
宰相アリ・パシャとハビル・エフェンディの印璽の認証がある。 
 
 私たちは次の如く全ての者に知らしめる。私たちは、ローマ皇帝陛下とマチアス皇太子
殿下の首席顧問官であるイレシュハージィ閣下およびローマ皇帝陛下の顧問官でありハン
ガリーのカピターニィであるコロニッツ閣下と共に、ジトヴァトロクにおいて村々の帰属
に関して次のように取り決めました。すなわち、相互に取り交わした確認書および信頼と
正義に基づき締結した条約に従い占領された村々への対処は、使節が私たちの偉大な常勝
皇帝の政庁で、ことを達成するまでの間留保することと取り決めました。 
 ローマ皇帝の首席使節随行員が批准文書を携えて私たちの者と一緒に輝ける政庁へ到着
するまでの間、村々の現在の帰属状態はそのままの状態にしておき、誰もそれに対して抗
ってはならず、そして現在訴訟中の村々はその状態のままにしておくこととする。一方、
政庁において取り決めをして締結する。そしてその締結されたことに対し、私の友閣下方
も私たちも従うこととする。 
 更に、エステルゴムへ属する村々の長老および首長に対し、ジトヴァトロクにおける決
定に従って誓いをするよう要求する知らせが届いた時、エステルゴムがローマ皇帝の手に
墜ちた時、帰属し税を支払っていた村々と税を支払っていなかった村々の長にすぐに公の
場所に来てもらい、私たちは誓いをしてもらうこととする。帰属していた村々は帰属し、
帰属していなかった村々は帰属しないこととする。 
 このようにして、私たちの主君であり偉大な常勝皇帝の尊厳ある勅令がローマ皇帝陛下
の使節へ渡され、ジトヴァトロクにおける取り決めが遂行されることとする。 
 更に、使節は 1 年以上政庁に留まることはなく、そして私たちは辺境城塞に対しても、
全てにおいて自重するよう命じ、私たちも自重し、他の者にも自重させることとする。 
 私たちは信義と正義に元づいて以上のことを保証します。この印璽を押した文書でそれ
を確認し、私たちの署名を持って確実なものとしました。 
 
1608 年 6 月 19 日、ブダにて記す。 
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シャー、シャー、シャー、シャー351 
 
110 1608 年 6 月 23 日（1608 年 6 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからボルディジャール・コミス宛て 
 
 勇士である閣下の御方、私の尊敬する友、私は閣下へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧
げ、そして神が閣下へ御多幸と末永き健康をお授けになりますよう祈ります。 
 閣下は、ソルノクのフセイン・ベイ閣下を介して私に書簡をお送りくださいました。私
はそれから私たちの者が、オメル・ヴァイダおよび多くの者と一緒になって閣下側の領内
で良からぬことや災いを起し危険な行為をしたということを知りました。本当に残念で悲
しいことと存じます。しかし、私たちに出来ることは、神の御意思に従うことで、それ以
外にすることはありません。主なる神は常にものごとを良き方向へと導いてくださいます。
私たちは親愛な私の父の息子である閣下と同じ考えです。私は人を派遣してくれという閣
下の望みを理解しましたので、そのことを熟考した結果、来たる水曜日にソルノクへ高位
の適任者を派遣することにしました。閣下へ神の御加護を。 
 
1608 年 6 月 13 日、ブダにて記す。 
 閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大な常勝トルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
111 1608 年 7 月 3 日、イロク352 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下、私の信頼し敬愛する友の御方。神が閣下のお望みを全て叶え
てくださることを。 
 私は閣下が私に宛てた書簡を敬意の念を持ち受け取り理解しました。親愛な閣下はその
書簡で閣下がそちらで得た情報を書いています。それは、多くのトルコ人とタタール人が
カニジャに険悪な様子で集まっているということです。それで閣下方は何故それらの者が
集まるのかの理由、つまり彼らの考えとその意図するところを私たちに聞きたいというこ
とが書かれていました。私はそれについて次のよう書くことが出来ます。閣下側はそのこ
とに対して何もする必要はありません。何故なら、神は、私たちが聖なる和平に反する如
何なる行為をもさせないようして下さるからです。そこに住んでいる人々が何らかの税の
支払いのために出掛けていた時、それらの人々を護衛する者たちがそこへ出掛けて行った
ということで、それ以上の意味はありません。人々が支払いを済ませ、自分たちの所に戻
                                                   
351 Sahh sahh sahh sahh.とある。 
352 不詳。 
222 
 
るとすぐ、それらの者たちは解散し、集まりはなくなります。これ以外のことではないの
で、閣下方はこれについて語る他の人の言葉を信じてはなりません。このようなことを書
き知らせたくこれを認めました。これが本当のことであることを私は保証します。神が、
閣下へ健やかな日々をおさずけになりますように。 
 
1608 年 7 月 3 日、イロクにて記す。 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ。 
 
112 1608 年 9 月 1 日（1608 年 8 月 22 日）、ミトイッツァ353 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 王陛下、私たちの敬愛する陛下、私たちは陛下へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧げま
す。そして神があらゆる良きことを陛下へお与えくださいますよう祈ります。（略） 
 最初に、私たちは陛下へ次のことをお知らせしたく存じます。私たちは、ローマ皇帝陛
下の使節とその尊厳ある多くの人々を私たちの偉大な皇帝の政庁へ送るため途中まで随伴
しました。私たちの副官 2 人とハビル・エフェンディが最終地まで随伴しました。彼らは
神の御加護により到着することが出来ます。（略）一方、私たちも偉大な者の慈悲と許しに
より自分の下の場所ブダへ戻ります。そして私たちはこの後も忠実な友情と良き隣人関係
を陛下との間で築きたいと願っております。（略） 
 以上の他に、私たちは次のことも陛下に書き知らせたいと思います。つまり、陛下には
当然御存じのこととでありますが、私たちが以前、ハンガリー名士にした約束に従って、
彼らがそれぞれの捕虜を連れてブダに遣って来たということです。そして今も彼らはブダ
にいます。私たちは、スレイマンに対する要求金額が 6 千金と理解しておりますが、それ
は 1 人を解放するには法外な額と思います。その要求は妥当ではありません。何故なら、
スレイマンの名前にのみ拘り、要求額が決定されているからです。 
 1 人の捕虜に対し 1 人の捕虜を解放することが普通ですが、陛下はその 1 人を解放してい
ません。これらの捕虜を送り還し、交換すべきです。陛下には良くお分かりと思います。
そしてこの後、私たちがした約束を私たちは護らないということを、誰も口にすることは
できません。 
 私たちが名士たちにした約束は他でもなく次の目的のためでもありました。つまり、両
者側にいる貧しくみじめな状態の捕虜たちを互いに解放するために、私たちは名士たちと
捕虜に関して相互に約束をしました。これを決定し遂行するために、私たちは私たちの偉
大な皇帝の御所で大変な努力をしました。大変難しい仕事でした。何故なら、これらの捕
虜もまた正真正銘の人間であることを、私たちが知っているので、そのようにしました。
                                                   
353 アリ・パシャはハプスブルク使節にベオグラードまで随伴した [Nehring 1986 : 29]の
で、そこからブダまでの帰路上にあるのであろう。 
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私たちはその約束の実現を望んでおりました。この書簡への陛下の至急の返書をお待ちし
ております。（略） 
 
ここミトイッツァにて、1608 年 8 月 22 日、記す。 
陛下の善意の者宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
113 1608 年 9 月 3 日（1608 年 8 月 24 日）、ネムツェ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 王陛下、私の敬愛する友陛下、私は閣下へ感謝の意を表し、正義に満ちた事柄おいて友
情を心より捧げます。 
 私たちは少し前ローマ皇帝陛下の尊厳のある使節に随伴しベオグラードへ赴きました。
このことを私は敬愛する友である陛下へお知らせしました。ハビル・エフェンディは、2 人
の副官とその他の多くの私たちの高官そして私たちの尊敬する使節である友が和平条約を
遂行のための用意が整ったのを見届けて、和平条約遂行次第に従って全条項締結が確実で
あることについて、私たちの偉大な皇帝および多くの閣下と宰相へ書き知らせました。そ
して彼らはベオグラードから出発しました。私たちは彼らを私たちの偉大な皇帝の政庁へ
と送り出しました。そして私は神の御加護によりこれ以後も彼らの旅程が恙無いことを望
んでおります。（略）そして陛下の友であるこの私はと言えば、私たちの偉大な皇帝から私
宛への慈悲と誉ある親書とその命令によりブダへと出立しました。その旅程中、ボスニア
のパシャ、ベイ、そしてアガから手紙が届きました。その手紙にトランシルヴァニアのバ
ン（副王）がクロアチアの領主からラトヴィッツァ、ゴラグとムスラヴィナという名の城
塞を奪い取ったと、書いてありました。それらの城塞を陛下側並びに私たちから側それぞ
れから彼らが得たものです。かつての戦いの場となり放置されたままになっていたもので
す。今はクロアチアの領主は多くの人々がそこへ集まれるように、城塞の再建を始めたと
ころでした。一方、ボスニアのパシャと多くのベイも、彼らがそこに陣を張り、多くの人
がそこへ来るようにしたいと、考えていました。 
 それらの城塞の再建に関して、ボスニアのパシャたちは友好的な調子でクロアチアの領
主へ書簡を出し、人を派遣しました。何故なら、城塞の再建は和平条約に反するからです。
かつて私たちの尊敬する皇太子殿下であった陛下は私たちに対し、私たちが再建すること
を認めました。そして陛下側が城塞を再建する場合は、陛下と話し合うことになっていま
した。しかし、全く再建は止まず、むしろ再建が続いています。（略）陛下は和平条約条項
を当然十分御存じのはずです。この事柄はどちら側にも関係あることです。私たちは、ジ
トヴァトロクにおいて名士たちとの取り決め時、辺境の地にある荒れ果てた城塞を、陛下
側も私たち側も再建しないことを約束し決定しました。 
 今、陛下が城塞再建を止めずに、和平条約を遵守しようとしても、最初に和平を破るの
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は陛下側になります。そして私たちも和平条約を護らないでしょう。そして同じようなこ
とが引き続き起こり、その後で和平が壊れても私たちの責任ではありません。陛下の誉あ
る使節団はいまだ私たちの偉大な皇帝の御所へまだ到着していません。陛下側が和平に反
するこのようなことを止めないのであれば、恐らく陛下の使節にとっても陛下の友である
私にとっても恥かしいことであり、災いとなりましょう。 
 私は次のことを陛下にお願いします。陛下はこの聖なる和平を破壊し、戦争を引き起こ
すような如何なることも決してお認めにならないでください。私たちも和平をしっかりと
護ります。そして私たちが信頼で持って固く誓った約束、友情と好意を強め固く護りまし
ょう。何故なら、もし陛下が城塞再建の半分しか認めなくても、城塞再建を止めることに
はなりません。私たちの偉大な皇帝がそれを知ることになれば、それは和平に反すること
であるとして決して許されないことです。私は陛下がこれらのことから離れるようお願い
いたします。私たち側は一切疑わしいことをしていません。私たちは決してそれらの城塞
の再建をさせません。双方が再建せず、荒れたままにしておきましょう。この件について
陛下からの返書をお待ちしております。神が陛下へ末永い健康をお授けになりますように。 
 
1608 年 8 月 24 日、ネメツェにて記す。 
陛下の善意の隣人宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
114 1608 年、エステルゴム 
  ベキル・ベイ354からイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 勇士であり閣下である御方、私は閣下へ感謝と奉仕の意を表し、神に閣下へ健やかな日々
をお授けなさいますよう祈ります。 
 私は次のことのためにこの書簡で閣下にお目もじしなければなりません。それというの
も、アリ・パシャ閣下から今日金曜日の夕方にここへ到着するという書簡が届きました。
その中で、アリ・パシャ閣下は私に対しその旨を直ぐに閣下に信頼できる人間を派遣して
知らせるよう命じていました。もしアリ・パシャ閣下がそれより早く到着しても、閣下は
お許しください。私がもっと早く書簡を出せば良かったのです。 
 
1608 年、今日、金曜日に記す。 
閣下の良い隣人にして友ベキル・ベイ。 
 
115 1608 年、エステルゴム 
  ベキル・ベイからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
                                                   
354 エステルゴムのベイ。アリ・パシャの側近。1616 年からエゲルのパシャ。 
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 尊敬する閣下の御方、私が関与する全ての事柄において私は閣下へ隣人として友情を捧
げ、神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますよう、祈ります。 
 取り急ぎ、今日火曜日の午後 7 時に宰相アリ・パシャ閣下が高位の者と一緒に到着する
ことになります。更に、ハビル・エフェンディ閣下および偉大なローマ皇帝陛下の所へ赴
くことになっている思慮深きズルフィカール・ベイが一緒に到着します。そしてここで彼
は足止めにあうことになるでしょう。何故なら、彼らは閣下側の者が何処に居るのか、そ
して彼らは最終的に何処でなんという場所で閣下側の者に対面できるのかが分かっていま
せん。私たちは閣下側からの返事を待っています。神が閣下側の人々へ健やかな日々をお
授けになりますように。 
 
1608 年、今日、火曜日、エステルゴムにて記す。 
閣下の良き隣人であり友ベキル・ベイ。 
 
116 1608 年、ブダ 
  ベキル・ベイからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 尊敬する勇士の御方である閣下、私は閣下へ感謝の意を表し、全ての公儀の事柄におい
て友情を捧げ、そして神が閣下へ健康と幸運をお授けになりますよう祈ります。 
 閣下の書簡が届き、閣下の意に従い、宰相アリ・パシャ閣下が私に閣下への返書を書く
よう命じました。つまり、閣下が私に書いていることに対して返書を書くようにというこ
とでした。それで私は閣下へ次のことをお知らせすることができます。私は厳しい命令に
従い急ぎここブダから高位者たちを出立させました。閣下が書簡に書いていたように、私
はハイドゥーとバートリ・ガーボル陛下355に対し、聖なる和平を侵さず、全ての者がいる
べき所に留まり、すべきことに専念するようにと、書きました。更に、私は次のことも閣
下へ知らせることができます。宰相アリ・パシャ閣下は政庁へ行きませんでした。何故な
ら、私たちの常勝皇帝から、アリ・パシャ閣下は来るに及ばず、ハンガリー防衛に励むよ
うにという文書が届いたからです。アリ・パシャ閣下も 15 日が過ぎたら戻るだろうと、書
いてきました。閣下の書簡が届くとすぐに、それを私はアリ・パシャ閣下に発送しました。
何故なら、アリ・パシャ閣下も直ぐに閣下の書簡に沿う書簡をバートリ・ガーボル陛下と
ハイドゥー双方へ送れるためです。それ故、私はアリ・パシャ閣下が近日中にバートリ・
ガーボル陛下の下へ高官を派遣すると考えます。その時、閣下の書簡は既にバートリ・ガ
ーボル陛下の手に届いていることでしょう。私は書簡を届ける者に、4 日で書簡をベオグラ
ードへ届けるよう、依頼しました。神が閣下へ末永い日々をお授けになりますように。 
 
1608 年、ブダにて記す。 
                                                   
355 トランシルヴァニア君公 (1608-1613)。 
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私ことベキル・ベイはブダ州行政著官宰相アリ・パシャ閣下の代理人である。 
 
117 1608 年 10 月 4 日 (1608 年 9 月 24 日)、ブダ 
  ベキル・ベイからマチアス 2 世宛て 
 
 隣人の勇士としての陛下へ私たちの真の友情を捧げます。私は陛下の願うことが全て叶
うよう神に祈ります。 
 陛下の私宛の書簡が届き、私は敬意を持ってそれを受け取り、急ぎ宰相アリ・パシャ閣
下へ送りました。私は陛下にマチアス皇太子であった時のことを思い出していただきたい
と思います。私たちはこれまで陛下へ宛ての書簡を送りました。それは辺境のカピターニ
ィたちが暴走したことに関しての書簡でした。 
 最近、バッチャーニィは戦いをするために 40 人からなる兵をドイツのウーリ城塞から出
立させ、トルコ人を攻撃させました。そしてトルコ人は捕らえられ今も彼らの所にいます。
宰相アリ・パシャが戻りこれを知ったら、確実にそこへ兵を送ると、私は考えます。 
 ヴェスペレームのカピターニィは軍の副官ツィズマディア・ペーテルへ 100 頭の馬を夏
の間預けていました。トランシルヴァニアの使節が最近、デブレツェン356の長老たちも一
緒にこちらに来ることになり、彼らはその 100 頭の馬をこちらへ運んでこようとしました。
しかし、辺境の人々が彼らを攻撃しその馬を略奪し、デブレツェンの長老達の馬、衣服そ
して金全てを奪い取りました。私はそれに関わった者の分かっている名前を書き送ります。
辺境のならず者の名前は、バト・ミハーイ、シャルゴ・ジョルジィ、フィレキ・カルタル・
パール、ラーツ・ネデルコ、ジャルマティ・イデン、ラーツ・ニンコ、ナジィ・タマーシ
ュ、ナジィ・ミクローシュ、そしてホドシュ・パールです。 
 現在、ペシュト平原には 30 もの小競合いが起きています。フィレクのカピターニィそし
てゼンツイェン357、ジャルマティ、パーランク358、ズディン359とヴァーツの人々は略奪を
ほしいままにしています。ここ私たちの周囲において毎日トルコ人が殺され、馬や牛が持
ちさらわれています。私たちは事それをした者たちの名前を書き出して、特にズディンと
ヴァーツのカピターニィへ送りましたが、いまだに誰も罰されていません。このことから
も彼らは泥棒の仲間と考えられます。 
 最近、ヴァーツのカピターニィがその地でイェニチェリを 1 人捕らえました。そして彼
を兵隊とハイドゥーと一緒になって街々を引き廻しました。農民が見ている中、彼は 50 回
も鞭うたれました。そして頭からかぶっていた帽子をはぎ取られ、ハンガリーの帽子を被
せられて、地に数回打ち投げつけられた揚句、ドナウ河へ投げ込まれたということです。
                                                   
356 ハンガリー東部に位置する。 
357 不詳。 
358 ヴァーツ北東約 40 キロメートルに位置する。 
359 スロヴァキアに位置する。 
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ヴァーツから 1 人を捕らえたと書いてよこしました。その者の着ていた上着と他の何もか
も全てがドナウ河へ沈んで見分けがつかないとしても、その者はイェニチェリ・アガに違
いありません。アガはこの地の行政官でした。犯人を捕らえてこちらへ送ってくれたので
あれば、私たちは私たちの信仰と法に従って罰します。宰相アリ・パシャが戻り、これを
知れば憤ると私は思います。そして今後、このようなことは 2 度と起きないことを願うこ
とでしょう。神の御加護を。 
 
1608 年 9 月 24 日、ブダにて記す。 
陛下の友ベキル・ベイ、宰相あり・アリ・パシャの代理人。 
 
118 1608 年 10 月 24 日（1608 年 10 月 14 日）、ブダ 
  ムスタファ・エフェンディからツェザレ・ガロ宛て 
 
 尊敬する私の友であり私の父の息子であるツェザレ・ガロ・カピターニィ殿。私は貴殿
へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧げます。そして貴殿が日々健やかに過ごせ、幸運を得
られますよう神に祈ります。（略） 
 私は私の尊敬する友であり私の父の息子である貴殿へ次のことを知らせたくこれを認め
ます。つまり、私たちは聖なる神の御加護の下、かの地から宰相アリ・パシャ閣下と共に
恙無くブダへ戻ってまいりました。しかし、アリ・パシャ閣下は、貴殿側から私たち側へ
繰り返し危害が加えられ、そして私たちの側の者が絶えまなく殺されているということを、
大変憂えておられます。この他にもエステルゴムの路上でも 1 人のトルコ人が木に縛り付
けられ銃で撃たれました。更に、勇士であるバッチャーニィ殿の配下の兵数人がパクス河
口360でトルコ人を待ち伏せし、捕らえました。彼らの徽章 3 個がアリ・パシャ閣下へ届け
られ、今ここにあります。絶え間なく、あちらで 3 人、あそこで多数そしてどこかで数人
と、トルコ人がいなくなっています。これは本当に恐ろしいことであり、悪夢です。貴殿
側の皇帝陛下の尊敬する使節団が私たちの偉大な皇帝の御所へ赴き、最大の敬意で厚遇さ
れているにも関わらず、貴殿側の主君は彼らを捕らえています。このようなことは正しい
行為でしょうか？私の親しい友であり私の父の息子である貴殿は恐らく次のことを十分承
知していることと思います。つまり、私たちがこの聖なる事柄を成し遂げるにあたり、貴
殿側の人々と妥協し合ってどんなに尽力したか、そしてこのような類のことで聖なる和平
を頓挫させてはならないということを、良く御存じと思います。それ故、閣下が取る適切
なことは、私たちが被った多くの被害を考慮して、その罪を購うことです。つまり狼藉者
を探し出し、その者を罰して下さい。そうすることで、狼藉が行われなくなり、全ての者
が安心して暮らせるようになります。 
 最後に、幾つかの城塞再建が始まっていて、しかも既に再建されたということに関して
                                                   
360 ハンガリー南部、ドナウ川左岸のトルナ近くに位置する。 
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ですが、このようなことは私たちの間に亀裂を生みだす元です。もし、これがアリ・パシ
ャ閣下の帰還中になされると、アリ・パシャがそれを直ぐ知ることになり、コンスタンチ
ノープルにも知られることになり、そうなれば、私たちの間は一体どのようなことになる
ことでしょう？ハンガリーを悪い方へ向かわせることになるでしょう。それ故、親しい私
の友であり私の父の息子である貴殿は聖なる事柄において多大な働きをしたお方ですので、
貴殿が名士の方々へ私たちが多大な被害を被っていることを説明して下さることが、貴殿
にとって最も相応しいことであります。アリ・パシャ閣下に代わりに私が貴殿へ感謝の意
を表することをお許しください。私の奉仕を受け取ってください。神が貴殿へ末永い健康
をお授けになりますように。 
 
1608 年 10 月 14 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の友であり貴殿の父の息子ムスタファ・エフェンディ、トルコ皇帝のティマー
ル所有者。 
 
119 1608 年 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下、私たちの善良にして尊敬する友の御方。私たちは閣下へ感謝
の意を表し、忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けなさいますよう望みま
す。（略） 
 私たちは閣下へ次のことをお知らせしたく存じます。つまり、ジトヴァトロクにおいて
取り決めた事柄を遂行するために、私たちはローマ皇帝陛下の尊敬する使節団を極めて誉
れ高い人々を含め、ベオグラードからお送りだしたこと、またハビル・エフェンディと途
中まで同道した私たちは 2 人の副官も使節団と一緒に私たちの輝ける皇帝の政庁へ送りだ
したことを、お知らせいたします。彼らは神の御加護により既にかの地に到着いたしまし
た。一方、私たちは私たちの皇帝の私たちへ示された慈悲と命令により元の場所ブダへの
途上にあります。私たちは今後も閣下と良き友人かつ隣人として暮らすことを望んでおり
ます。（略） 
 更に、私たちは次のことも私たちの尊敬する友閣下へ書き記したいと思います。つまり、
私たちが以前した約束に従って、そちら側からブダへ 1 人また 1 人と捕虜を連れてきまし
たが、今なおそちらに捕虜が留まっています。名士たちは 1 人の捕虜に対し 1 人の捕虜の
解放を望んでないと、私たちは理解しています。その上彼らは法外な金額を望んでいるの
です。スレイマン・パシャに対しても 6000 金を望んでいます。これは全く馬鹿げた金額で
す。スレイマン・パシャという名前だけで、彼はそちらに拘束されているのです。 
 1 人に対し 1 人の交換がなされないのであれば、私たちの親愛な友閣下には当然お分かり
のことと思いますが、私たちはそれぞれの捕虜を元の場所へ戻さなければなりません。そ
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うした後では誰も、私たちが約束を護らないと非難することはできません。（略） 
 私の善良な友閣下、以前、私たちは、1 人の捕虜につき 1 人の捕虜を解放すると取り決め
ました。閣下はこのことを十分御存じのことと私は思います。私たちは偉大な私たちの皇
帝の所で捕虜の解放の許しを得るために大変な努力をいたしました。何故なら捕虜の何人
かはカピターニィであることが判明していたからです。私たちは何をなさねばならないか
を知るために次のことについての出来る限り早い返事を望んでいます。まず一つは、私た
ちは神の御心に沿うためにも哀れな捕虜に対し善を施したいと思っていること、二つ目は、
私たちは私たちの約束を遂行することを願っていることです。神が閣下へ末永い健康をお
授けになりますように。 
 
閣下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
追伸 私の親愛な友の御方、私は次のことについても閣下へ書き記さなければなりません。
というのも、クロアチアのバン（王）が目下幾つかの城塞を再建し始めているということ
を、私が知ったからです。それらの城塞は長期間に渡り放置され朽ち果てたままになって
いました。閣下側も、私たち側も敢えて城塞を再建することはせず、以前のままの状態に
しておきました。勿論、私たちも決してそのようなことをしようとはしませんでした。そ
れ故、私たちは皇太子殿下へ対しても全ての城塞を朽ち果てるままにしておくよう言葉を
尽くし書き認めました。何故なら、私たちの偉大な皇帝も、私たちが城塞を再建すること
を許さないし、その上、城塞が原因となり私たちの間に亀裂が生じるかもしれないからで
す。それ故、閣下がクロアチアのバン殿宛てに、城塞を再建しないよう書簡をお書き下さ
ることが、閣下にとって必要なことです。城塞の再建が止んだことが明らかになって、初
めて、閣下側が良い行いをしたと、私は心の底から思えます。 
 最後に、スレイマン・パシャが 5000 金もしくは 6000 金を支払うことが可能になること
はありえません。現在も彼は解放されずにいます。今後、僅かに 100 金を支払うことがで
きるようになり、それでもなおそちらに留めおかれるのだとしたら、私は大いに憤慨し、
そのことを非難します。 
 
120 1608 年 10 月 31 日（1608 年 10 月 21 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルトとシエグフリエド・コロニッチ宛て 
 
 思慮深き勇士の御方々、私の尊敬する友閣下方、私は感謝の意を閣下方へ表します。 
 私は、次のことのために尊敬する私の友である閣下方にこの書面でお目もじしなければ
なりません。つまり、私たちがボスニアからブダへ到着するまでの間、私たちの辺境城塞
周辺地域と全城塞において、和平条約遂行を喧伝し、禁止条項及び遵守条項を少しの遅れ
もなく一つも漏れることなく確実に遵守するため、私がしたことをお知らせいたします。 
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 しかしながら、私たちのパシャ、ベイ、そして兵士が赴く至る所で、閣下側から出掛け
て来て起こす紛争による被害についての苦情に彼らは出会います。つまり、閣下側から出
掛けて来て私たち側に与えた被害、そして和平状況下で奪われた私たちの人々と村が、未
だ私たちに帰属していないということについてです。 私たちがブダに到着してからたっ
た 1 日も過ぎていないのにもかかわらず、そちらから兵隊が私たちの領内へ遣って来て、
私たちの者を殺し、その者の金や家畜を奪っている姿が見られます。 
 私たちが出掛けて以来、ブダ、セーケシュフェヘールヴァール、コパン、カニジャとエ
ゲル、ソルノク、およびその他の私たちの城塞で被った被害を列挙して送りました。ボス
ニアはそれには入っていません。上に列挙したことから閣下方は私たちの被害がどんなに
甚大であるかが分かるはずです。（略） 
 つい最近、バッチャーニィ殿の軍司令官であるチャムパイ・マーチャーシュが 44 人の者
を引き連れてパコシュでの争いへ出掛けて行きました。私たちの兵士が勝ち、私たちの友
であるバッチャーニィ殿の馬丁頭のナジィ・ペーテルそしてジュリツァとチョミ・フェレ
ンツを捕らえました。それで彼らは今、私たちの所にいます。 
 このこととは別に、ラーコツ・ラヨシュの義理の兄弟であるナジィ・アンドラーシュへ
属する村々から 37 人の兵士が出掛け、ペシュト近くで待ち伏せし、ハトヴァンへ向かう馬
車を襲撃した。彼らがそこに留まっている間に私たちの者がそこへ到着し、その中の 2 人
を捕らえ、ここへ連れてきました。彼らはパールフィ・イシュトヴァーンの手の者で 1 人
はナジィ・ゲルゲィ、別の１人はヴァーツ・イシュトヴァーンであり、私たちの手中にあ
ります。彼らは数人を殺しました。 
 更に、この他にもコミャーティ361のヴァルヤシュ・イムレは、最近彼が指揮をとり、40
人の兵を率いてソムボルへ出掛け、60 頭以上者家畜を持ち去りました。また、パーパ362の
兵 6 人も最近、争いを起こしました。その中のひとりであったニェルジャルトー・ゲルゲ
ィを一旦は捕らえましたが、逃走しました。しかし、セーケシュフェヘールヴァールの人々
が彼を連行してきました（略）。 
 私の尊敬する友の御方々、私は閣下方へ次のことをお願いいたします。つまり、閣下方
は私たちが作成して送ったリストを見て、彼らが私たちへ与えた被害を償うようにさせ、
閣下方自らが彼らを罰して下さい。 
 今この時、閣下方が起こっていることを直視せず、正義に則ることをしないのであれば、
そこから何も良い結果は生じないでしょう。私たちの者もたとえ取り決めを護らないとし
ても、その原因は閣下側にあります。 
 現在、私たちの手中にある悪漢を取り決めに従い罰するために、閣下側は私たちの取り
決めに従い信頼のおける人物をここ私たちの所へ派遣して下さい。 
 私たちはそれらの者を捕虜として扱っておりません。彼らをここに留め置いている理由
                                                   
361 ハンガリー北東部に位置する。 
362 ヴェスペレーム北西約 50 キロメートルに位置する。 
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は、閣下側から誰もここに来る者がいないからです。そのために、閣下側の者がここへ遣
って来ることは必要です（略）。 
 加えるに、閣下方は帰属する村々に関する取り決めを十分に承知しているはずです。組
み込まれた村々のことに誰も異を唱えてはならず、組み込まれていない村々についても同
様にすると、取り決められていました。取り決めの内容は以下です。つまり、該当する村
の認定にあたり、紛争や競合がある場合、その村に書面を携えたカピターニィを送ること、
そうしても解決しない場合は、村々のスィパーヒがその村へ出掛けて行き、村が税の支払
を正しくするように対処すること、です。 
 かつて私たちの徴税代理人が入っていた村々の現況は以下のようです。エステルゴムに
属する開放された村のうち 35 の村が帰属せず、エゲルの 72 の村、セーケシュフェヘール
ヴァールの 150 の村、コッパーンの 30 の村、そしてカニジャの 100 以上の村が帰属してい
ません。私たちはそれらの村のヨッバージィへ書面を送ると、彼らは、カピターニィが彼
らが帰属することを許さないと、答えます。 
 私たちは本当に憂慮しています。何時村へ出掛けられるのか、何時まで待てばいいのだ
ろかと。 
 然るに、私たちは閣下方に次のことをお願いいたします。つまり、閣下方がカピターニ
ィに対し村々が帰属しかつ税の支払いをするよう、強く命じてください。問題となってい
る多くの村は私たちの友である税徴収人が取り決めに従って、村に入ることを認めていま
した。 
 現在、閣下側は皆、即座に同じ態度を取るべきです。閣下側がそうしないのであれば、
全ての者が決定するために自分の村を探すことになるのは必定であり、このことから何が
起きても、その罪は私たちに起因することではありません（略）。 
 更に続けますと、トランシルヴァニアの私たちの友である御方が、私たちが彼にするべ
きではないと警告する前に、ボスニアにおいて 3 つの城塞建設を始めました。それらの城
塞建設は私たちの国において避難の的になっています。何故なら、それらは軍隊により私
たちが手中にした後、荒れたまま放置していたからです。それ故、それらの再建は決して
認められるものではありません。たとえ閣下側がそれらの城塞取得を諦めずに事をおこし
て、手に入れられず、撤退することになるとしても、その責めは私たちにはありません。
何故なら次のような取り決めがあります（略）。 
 私たちは次のことも書かねばなりません。つまり、ヴァーツのカピターニィが私たちの
側の者 1 人を日中、縛り付け樽に入れて水中に投げ入れました。このようなことをする理
由には一体何があるのでしょうか？殺すに値する理由があるとしても、それをする前に私
たちの取り決めに従って、何故、私たちにその者の代わりに私たちの所に捕らわれている
者を手渡すよう要求しなかったのでしょうか？このようなことがなぜ起きたのかを、閣下
側が調べて下さることを、私たちは望んでおります。何故なら、私たち側の近隣において
もこのような行為が必ず起こりえるからです。重ねて、私たちは閣下方へお願いいたしま
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す。つまり、全てを明らかにし、私たちの取り決めに従い私たちに正義を示し、それをし
た者を罰して下さい。 
以上のことへ直面しても、閣下方が正義を行わないのであれば、これらのことから何が
引き起こされるか分かりません。そうなったとしても、現世においても来世においても其
の悪因の責めは私たちにはありません。 
この前のウーイヴァール協定において、私たちの友であるバッチャーニィの子息の手中
にいる私たちの者で、平和時に捕らえられた者を解放することが決定されました。5 人の貧
しい若者がその決定に従って、解放されるのが当然です。しかし、彼らは身代金を要求さ
れています。彼らと平和時に何処においても捕らわれた者を、閣下側は解放して下さい。
それらの者については、私たちが作成したリストから分かります（略） 
少し前、私たちの友であるモラルト・ヤーノシュ閣下の書簡がキシュコマロン363の人々
の手により届けら、それによるとシゲトヴァール領内の 10 人の者が連れ去られたとありま
した。 
その領内には非常に多くの人々がいます。トルコ人、ハンガリー人、クロアチア人、そ
してスロヴァキア人がそこに集まって来て、各々が分散して暮らしています。そのような
村で数人が殺されました。神は、私がこの件を取り上げ、しっかりと調べ上げそして結論
を出したことを、お分かりです。私たちの出した結論と答えは、コマール364の人々がカプ
ロンツァ365の人々が所有する黒い家畜を奪い取ったということです。それでカプロンツァ
の人々が家畜の返還を要求したにも関わらず、コマールの人々はそれを還さなかったので、
戦いとなったという訳です。ことをしたのはクロアチア人です。これが答えられることで
す。村で殺人をした者また村へ出掛けて行った者とその村のスィパーヒを、私はブダへ連
れて来させました。それらの者は今ここブダで拘束されています。恐らく、トルコ人が否
認したとしてもキリスト教徒は否認しないでしょう。 
故に、閣下方もここブダに人を派遣して、彼らを尋問し、彼らがどのように答えるかを
見てください。 
誰かが和平に反する行為をしていると、私は断言します。仮に私の父の息子がその行為
をしていたとしても、私は庇い隠したりせず、その者を厳罰に処します（略）。私はこのこ
とに一生懸命働きましたし、これ以上の知らせを得ていません（略）。ボスニアに関してそ
こにいる私たちの兵士から届く苦情は、ザグレブの人々が多くの被害を与えたということ
です。この件について、私たちは信頼のおける私たちの者を派遣し、ボスニアのパシャを
困惑させるほど質問攻めにしました。 
それの回答が次です。私たちの所からザグレブまでの間に 2 つないし 3 つの城塞がある
と言われています。仮に私たちが出掛けて行き何らかの報復をするとしても、辺境への対
                                                   
363 不詳。 
364 ザラコマール。ナジィカニジャ北東約 20 キロメートルに位置する。 
365 ハンガリーの南に位置する。 
233 
 
処として、私たちが出掛けて行く理由となるのは 3 つないし 4 つの城塞に対してでありま
す。そのような決まりとなっています。辺境にある者はそのようにしてきましたし、私た
ちも何をなすべきかを承知しております。 
閣下方へ神が末永い健康をお授けになりますように。 
 
1608 年 10 月 21 日、ブダにて記す。 
閣下方の善意の隣人であり友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のブダ州行政長官（略）。 
 
121 1608 年 10 月 31 日（1608 年 10 月 21 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 親愛なる私の隣人である王陛下。私は陛下へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧げ、そし
てこの私の印璽を押したこの書簡で陛下にお目もじしなければならないことがあります。 
 全知全能の神の御加護により、私たちはボスニアからブダへ帰還する途上、私たちの辺
境城塞へ立ち寄って来ました。そして私たちは、私たちのどのような場所であっても、す
なわち全ての城塞において、和平条約を遂行するよう声明を発し、それに反することは断
固として禁止し、その全てのことを遵守し全てを確実なものとし、私たちが強固に結んだ
ことを些かの瑕疵なく護り、護れないものは何ひとつないようにすべしと、申し伝えまし
た。しかしながら、私たちのパシャ、ベイ、そして兵が赴くすべての場所で、彼らは様々
な種類の困難に遭遇します。それは王陛下側からの者が争いのためにこちらへ入って来て、
彼らが与える被害によるものです。それは平和時において私たちの側の者たちに与えられ
た被害に関するものあり、私たちの村の税の支払いに関するものではありません。（略） 
 私たちがブダに戻り 1 日も過ぎない時から、毎日のように陛下側の兵が私たちの国へ遣
って来て、私たちの側の人間を殺し、私たちの側の者が所有している金や家畜を奪い取り
ます。それ故、ブダ、セーケシュフェヘールヴァール、コッパン、カニジャ、エゲルとソ
ルノク、そして他の多くの私たちの城塞内で受けた被害に関するリストを、私たちはそち
らへ人を遣って送りました。そのリストにはボスニア国で起きたことは含まれていません。
そのリストにより陛下は私たちが被った被害が如何に甚大であるかを知ることになります。
つい最近、私たちの友であるバッチャーニィ殿のチャムパイ・マチャーシュと名のる軍の
副官が 44 名の者を引き連れて、パクスで私たちの兵と戦いました。私たちの兵が勝ち、以
下の者を捕らえました。私たちの友バッチャーニィ殿の馬丁頭のナジィ・ペーテル、そし
てグーリツァとチョーミ・フェレンツです。彼らの他に 1 人が私たちの所に今います。こ
の件以外にも、ラーコツ・ラヨシュの義兄弟ナジィ・アンドラーシュのテンゲル村366周辺
出身の兵 33 人がペスシュト近く出待ち伏せをして、ハトヴァンへ家畜を連れて行く荷馬車
を襲撃しましたが、失敗しました。その近くにいた私たちの兵が、襲撃した兵の何人かを
                                                   
366 不詳。 
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捕らえました。その 2 人は今ここ私たちの手中にあります。その 2 人の名はヴァダシ・ナ
ジィ・イシュトヴァーンとヴァーツ・イシュトヴァーンです。そしてヴァーツ・イシュト
ヴァーンの従者もここにいます。彼らは数人を殺しました。更に、これらの他にも、コミ
アティ・ヴァルヤシュが、この者は 40 人の兵の頭であり、最近その兵を引き連れて、ゾム
ボル367へ出掛け、60 頭以上の家畜を奪い取りました。更に、最近パパの兵が戦いに遣って
来ました。フェヘールヴァールの人々が兵の 1 人、パパのニェレグタルトー・ゲルゲイを
捕らえ、他の兵 5 人は逃げました。 
 私は親愛な私の隣人である陛下に次のことをお願いいたします。つまり、陛下は私たち
が送ったリストを手に取り、ことを起こした人々が与えた被害に対して、私たちの取り決
めに従い、その者たちに償わせ、それをした者を罰して下さい。このようなことからは決
して良い結果を生みませんし、私たちも和平を護らないようになり、そしてその原因は陛
下側にあるということになります。私たちの手中にある悪漢を私たちが約束通りに罰する
ために、陛下は私たちの取り決めに従い信頼のできる人物を私たちの所へ派遣して下さい。
私たちはこれらの悪漢を捕虜として取り扱っていませんが、陛下側からこちらへ赴く人物
がいないのであれば、その限りではなく、私たちは彼らをここに拘束しておきます。それ
故、陛下側から人がこちらへ来る必要があります。 
 他でもなく、帰属する村々の事柄について、私たちへ譲渡される村へ入ることは誰も反
対されるべきでないことを、陛下は良くお分かりです。しかも、譲渡すると決定したのは
陛下側です。その決定には次のことも含まれます。つまり、村の譲渡にあたり係争や紛争
がある場合、帰属する当該の村々へ文書を送り、そしてカピターニィへも送ります。カピ
ターニィが村に入れないのであれば、その村のスィパーヒが出向いて行き、税の支払いに
ついて正しいことをさせることであります。（略） 
 かつて私たちの友である徴税代理人が出掛けて行った村々の中で現在、エステルゴムの
35の村でそれができません。エゲルの 72の村、セーケシュフェヘールヴァールの 150の村、
コッパンの 30 の村、カニジャの 100 以上の村へ入ることができません。私たちはヨッバー
ジィへ書簡を送りました。それに対し、ヨッバージィはカピターニィが村へ入ることをさ
せないと、語っています。私たちはカピターニィたちへも文書を送りました。すると、カ
ピターニィたちは、次のよう答えます。境界を確定したのは私たちであり、それ故、徴税
代理人を入れないのであると。これまで私たちの所有であり同時に陛下側の所有であると
いう相互に所有するという村へ、私たちは出掛けて行きました。長い間、そのようにして
いました。このことからしても、私たちは次のよう望みます。村々が帰属し税を支払うよ
う、陛下がカピターニィたちに強くお命じください。更に、私たちの徴税代理人が問題と
なっている多くの村へ出掛けて行くその時、彼らをその決定に従わせるよう、お命じ下さ
い。現在、陛下の傍で名士の誰もが不満を抱いていて、決定に従って事が遂行されないの
であれば、その全ての者の村を探し出さねばなりません。これまで私たち国においてそれ
                                                   
367 ハンガリー北東部に位置する。 
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らの村は立派にそのすべきことを果たしていましたので、そちら側へ帰属する村において
今後、引き続き何が起きたとしても、その罪咎は私たちにはありません。 
 これらの他に、ボスニアにおいて私たちの友であるトランシルヴァニア人が城塞を 3 つ
建設し始めたことを、私たちはお知らせいたしました。それらは以前に私たちが放置して
いたものです。しかし、それらはなお私たちの国に属しています。それらは軍隊により私
たちの所有となり、その後長い間、私たちはそれらを荒れ果てるまま放置していました。
それ故、それらの城塞の再建は一切許されるものではありません。仮にトランシルヴァニ
ア人が城塞建設を続け、それを放棄しないのであれば、その後に起こることの罪咎は私た
ちにはありません。それは取り決めにある内容に従うことだからです。 
 私たちは次のことも書き知らせます。つまり、ヴァーツのカピターニィが晴れた日に私
たちの側のある者を紐で縛り樽に入れドナウ河へ投げ込みました。こうする理由は何なの
でしょうか？たとえ投げ込まれた者が死に値する行為をしていたとしても、それは不当で
す。カピターニィはその者をさし出すよう私たちに要求していませんでした、そうすべき
でした。 
 私たちが望むことは、陛下側が、ことを犯した者へそれに相当する厳罰を課すことです。
勿論、私たちも近隣においてそのような事が起きた場合、当然厳罰に処します。なおかつ、
私は陛下にお願いいたします。つまり、現在陛下の傍近く仕えている名士方が事柄を認識
して、取り決めに従い私たちへ対して正義に則って事を行い、そしてことを犯した者を罰
するよう、強くお命じください。今後もこのようなのことが引き続き起き、彼らが正しく
対処せずに、それが引き金となって何が起きたとしても、その罪咎は私たちにはありませ
ん。以前のウーイヴァール協定において、私たちの友バッチャーニィ殿の子息の手中にい
る平和時に捕らえられた者は解放されると、取り決められました。彼は 5 人の貧しい若い
従者を取り決めに従い解放すると決めましたが、その若者たちへ身代金を要求しました。
それ故、陛下はその者たちおよび他の場所で平和時に捕らえられた者を解放して下さい。
彼らの名前は私の作成したリストから分かります。 
 この前、私たちの友であるモラルト・ヤーノシュ閣下の書簡が届き、キシュコマルの人々
のうちの 10 人がシゲトヴァール領内から連れ去られたということが書かれてありました。
その領内には様々な人々が混在して暮らしています。トルコ人、ハンガリー人、クロアチ
ア人そしてセルビア人と様々な民族の人々が一緒に生活しています。その多種多様な人々
の生活している村が破壊され、数人の者が殺されました。私がこの出来事の調査に一生懸
命努め、如何に人々に訊き質したかを、神は良く御存じです。私と私たちの者は次のよう
に結論を出しました。つまり、コマルの人々とカプロンツァの人々が以前に一部が黒い家
畜を奪い合ったことがありました。事の一件は次のようなことです。一方が家畜の返還を
要求し、他方が還さないので、双方相争うことになったのが、事の次第です。これをした
のはクロアチア人であったと、云われておりました。件の村の者が同じ村の者を殺しまし
た。私は人をその村に遣り、その村の者とそこのスィパーヒもブダへ連れて来させました。
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今、彼らはここに捕らわれています。私が思いますに、彼らはトルコ人には本当の事を言
わないとしても、キリスト教徒に対しては本当の事を言うでしょう。それ故、そちらか側
からこちらへ人を派遣して、彼らに尋問しそして、彼らが答えることを調べることが必要
です。誰かが和平条約に反する行為をして、例えそれが私の父の息子であったとしても、
私はその者を庇うことはせず、厳罰にさせると、明言します。 
 私はこのことに一生懸命働きましたので、これ以上知らせることはありません。しかし、
ボスニア方面にいる私たちの兵士がザグレブの人々へ被害を与えたということです。これ
について、私たちは信頼のおける人物を派遣し、ボスニアのパシャを尋問しました。それ
の返答が以下です。私たちの所からザグレブ間に 2 つないし 3 つの城塞があると言われて
いますが、もし私たちの兵士が何らかの打撃を城塞に加えるのだとしたら、3 つもしくは 4
つの城塞に対してすると、そのパシャは答え、更に辺境の人々と共に城塞を攻撃したこと
はあったとも、答えました。実際は、辺境の人々がパシャの命令に従い行ったのです。私
たちはそのように理解しています。私は以上のことを陛下にお知らせしたくこれを認めま
した。神が陛下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1608 年 10 月 21 日、ブダにて記す。 
陛下の善意の隣人宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のこちら側にある城塞の軍司令官
にしてブダ州行政長官。（略） 
 
 カニジャのアザブ368軍の副官ムスタファ・キハヤがシゲトヴァールの近くで殺された。
ベルゼンツェ369領内にあるハヴィという名の村においてデルネィの人々がユスフという名
の者をからその者の貢納品と馬そしてサドルつきの 3 頭の馬を奪い取った。 
 
 カニジャのベスリ・アガが息子のピリ・アガを連れて自らの村へ赴いた時のことです。
キシュコマロンのカピターニィは彼らに税支払いのために人を差し向け、また官職にある
ヤーノシュもハジも同じように人を派遣しました。その時その村へラトキ・ミハイがその
配下の者と一緒に遣って来て、アガの息子を殺し、馬と家畜を奪いました。 
 
 ラトキ・イムレがサモシュトー370という名前の村でカニジャのカラ・ホドッシャとハサ
ン・オダ・バシャを殺し、馬と家畜を奪い取りました。 
 
 セメテ371近郊においてラトキがその配下の者と一緒にメニ・オダ・バシャを殺し、その
                                                   
368 要塞駐屯が義務とされ、雇われ歩兵［Bayerle  1997 : 13］。 
369 ドラヴァ川右岸、ハンガリー南西部に位置する。 
370 ハンガリー北東部に位置する。 
371 不詳。 
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馬と家畜を奪い去りました。 
 
 サラヴァール372の人々がカニジャのメヘメト・オダ・バシャから馬と家畜を奪ったが、
彼は解放しました。 
 
 カニジャのオメル、アザブのイブラヒムがナジィ・バヨム373という名の村で殺されまし
た。カニジャのベセル・アガとオメル・アガが捕らえられ、馬 2 頭が奪い取られました。
そして彼らは 6 か月間牢に入れられた後、1 人が草原で解放されました。その後もう 1 人も
解放されましたが、今も 1 頭の馬とサドルを装備した馬 1 頭はラトキの手中にあると思わ
れます。 
 
 カニジャのステプのタシャンド・イムレの愛馬と家畜が奪い取られました。メヘメト・
キハヤのカニジャ出の 1 人の従者が、サラヴァールの人々に連れ去られ、別の者も連れ去
られました。セネに捕らえられているのでしょう。 
 
 更に、カズ・アガの兵 1 人がペーチとドムボ間で捕らえられ、ティハニィ374から身代金
により戻りました。 
 
 更に、イブラヒム・オダ・バシが乗っていた馬もろともハロシュ375という名の村でデル
ニィ376のハイドゥーの者に連れ去られました。その馬は今もヤーノシュ・ヴァイダの所に
います。 
 
 カズ・アガのポドンという名の従者が身代金によりコマロンから解放されましたが、再
びカプロンツァ377の人々に捕らえられ、身代金を要求されています。 
 
 カジ・アガ配下のメヘメトおよびジュルトがスメグのハイドゥーにより連れ去られまし
た。 
 
 カニジャとベルレンツェ378間にあるセンテ379という名の村で年老いているアムハト・ア
                                                   
372 不詳。 
373 ハンガリー南部ペーチ近郊に位置する。 
374 バラトン湖北東ヴェスペレーム近郊に位置する。 
375 ペシュト近郊に位置する。 
376 ハンガリーの南に位置する。 
377 ハンガリーの南に位置する。 
378 スロヴァキアに位置する。 
379 ノーグラード近郊に位置する。 
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ガがレーグラード人々により殺されました。 
 
 ブラシコヴィッチの人々が銃と剣で脅かし、デルヴィシュ・アガであるオメル・アガお
よび４人の者を乗っていた馬もろとも連れ去りました。 
 
 デルヴィシュ・アガの配下の２人が乗っていた馬もろとも連れ去られました。バッチャ
ーニィへ属するブラコヴィッチの人々はカニジャ出その一人を殺し、6 頭の馬を奪い取りま
した。 
 
 デルヴィシュ・アガとメヘメト・アガそれぞれの配下の者 1 人が殺されました。そして
また、デルヴィシュ・アガとラマダン・アガの配下の者それぞれ 1 人が殺されました。 
 
 そして今もなお、2 人が馬と家畜とそちら側にいます。 
 
 カピターニィのメニ・アガの子息がバッチャーニィ軍によりアンドラーシュ・ヒード380と
いう名の村で連れ去られました。ハヤシュもその場所に居ました。フレム・アガ配下のア
ムハトはデルニィという名の城塞に捕らえられています。そしてハチ・ピリも兵に捕らえ
られ彼らの手の元にいます。 
 
 メヘメト・アガの配下のフセインはカニジャ近くで切り殺され、その馬具はハジマシュ
の手にあります。また、コマル・シャルカンディはシャマンという名の者を切り殺し、彼
の衣服と馬を持ち去り、今それらを手元に持っています。 
 
 メジド・オダ・バシの馬と家畜がバッチャーニィの所にあります。 
 
 また、パヤジト・オダ・バシの馬をレーグラード381のキシュ・ミハーイが奪い取りまし
た。 
 
更に、フセイン・スパヘトの 100 金貨に値する馬がレンドヴァ382のカピターニィである
バンフィの所にいます。 
 
アリ・オダ・バシの配下の 2 人がコマル383の人々に捕らえられ、セメク384において売ら
                                                   
380 バラトン湖中央部南方約 15 キロメートルに位置する。 
381 ハンガリーの南に位置する。 
382 不詳。 
383 アンドラーシュ・ヒードの近郊に位置する。 
384 不詳。 
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れました。 
 
カプロンツァの人々はカニジャのマルトロツ・アガとハサン・アガを捕虜にしました。 
 
カプロンツァの人々はカニジャのハサン・アガを捕らえ、身代金を得て解放しました。 
 
ケステイ385の人々はカニジャのアザプ・キハヤとハサン・キハヤを捕虜にしました。（略）
更に、セント・グロト386の人々はメジド・オダ・バシを切り殺しました。（略）カニジャの
ハサン・イヴェイズとエメル・シャホそしてメジド・シャがセント・グロトの近くで殺さ
れました。 
 
更に、カニジャのイスマイルという名のイェニチェリもカプロンツァの人々に捕虜にさ
れました。 
 
更に、ブルンズチェイ387の軍がシゲトヴァールへ出掛けた時、センドルーのデルニイと
カプロンツァの人々がその軍を攻撃し、2 人を殺し、7 頭の馬を奪い取りました。 
 
アザブのユスフとナスフが切り殺され、ミハイという名の者はデルニイという名の城塞
に捕らえられています。 
 
ラドナ・マルトロツがカプロンツァにおいて捕虜となり、3 頭の馬が奪われました。 
 
ベルゼンツェのアリ・アガは自分の領地ドプチャ388において自らと 2 人が殺され、馬 5
頭が奪われました。 
 
更に、ベルゼンツェのムラト・キハヤはベルゼンツェ近くで捕らえられました。2 頭の馬
と人 1 人が連れ去られました。 
 
ベルゼンツェのマルタロツの人々の 300 頭の黒い家畜をキシュコマロムのカピターニ
ィ・シャルカンが奪い取りました。 
カプロンツァ、レーグラードそしてデルニイの人々はカニジャのヴェン・アガの所へ来
ていた交易人の 5000 フォリントに値する家畜を奪い、分け合い、そしてその者を切り殺し
                                                   
385 アンドラーシュ・ヒードの近郊に位置する。 
386 アンドラーシュ・ヒードの近郊に位置する。 
387 ハンガリー南部ペーチ近郊に位置する。 
388 不詳。 
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た。 
 
カニジャのマルタロツ出身のアガであるドゥイツァはコマルの人々によりカニジャ近郊
において銃で殺されました。 
 
バッチャーニィ配下の者がオセク389とドラコナ390の間において交易する人々を襲い、更
に、ベオグラードのメヘメト・ベイを捕虜としました。 
 
シゲトヴァールとシクロシュ391において、シゲトヴァールの交易人が襲われ、その家畜
が奪われ、そして 3 人が殺されました。これもバッチャーニィ配下の者の仕業である。 
 
カニジャ平原の草むらでクルト・ヴァイダの 4 頭の馬が奪い取られ、ザカン392という名
の村においてはメヘメト・キハヤ配下の 3 人が生け捕りにされました。その中の 1 人であ
るムスリという者は今もそちら側におります。 
 
更に、フェルハト・ヴァイダの 3 頭の馬が奪い取られ、マルティンツァ393においてクル
ト・ヴァイダは配下の者 3 人と一緒に殺され、5 頭の馬が奪われました。 
 
更に、メヘメト・キハヤの配下のオダ・バシであるペルヴィツという者が殺されました。
そしてその者の馬が今もなおプルシュケ394にあり、それはカピターニィ・ウルヅグ・シモ
ンの所です。 
 
更に、トゥルベ395においても 1 人が殺されました。 
 
ペーチの路上においても 3 人が殺されました。 
 
南にあるハロト396という名の村においてカニジャのバイラムという名の者がレーグラー
ドの人々により連れ去られ、今もその馬と共にレーグラードにいます。 
 
                                                   
389 ハンガリーの南に位置する。 
390 不詳。 
391 ペーチ南方約 30 キロメートルに位置する。 
392 アンドラーシュ・ヒード近郊に位置する。 
393 ハンガリー南部モハチ北方約 50 キロメートルに位置する。 
394 アンドラーシュ・ヒード近郊に位置する。 
395 シゲトヴァール近郊に位置し、スレイマン 1 世の墓地がある。 
396 不詳。 
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ラヤツィ・オダ・バシの馬がハラス397において奪われ、それは今もレーグラードにいま
す。 
 
キシュコマルの人々はカニジャイ・イブラヒムというアザブをカニジャ近郊で殺しまし
た。 
 
コマルの人々はネヴェズデド398という名の村においてカニジャのアブディ・ラーマン・
チェレビ・バシの馬を奪い取りました。 
 
更に、シゲトヴァール近郊のドブチャという名の村においてパシャ配下のオロスラーン
とその従者 7 人がデルニイの人々により全ての家畜と馬もろとも連れ去られました。 
 
現在、オロスラン・ヤンツァルはナジカニジャ399へ連れて行かれました。そこには多く
の者が捕らわれています。 
 
 更に、レーグラードのゴムバイ・ベンツェははコッパンへ赴く者をシャシュデ橋で切
り殺し、その馬を奪い取りました。 
 
ブダ周辺で受けた被害は次の通りです： 
  
 ヴァーツのアルショ・シゲトのはずれでブダの 3 人のイェニチェリがこちらに戻るとこ
ろを、ヴァーツのハイドゥーに襲われ、3 人とも切り殺されて、彼らの家畜が奪われました。 
 
 ヴェスペレームの人々がそちらのフルド城塞から戻る途中のペシュトのチェリ・バシの
子息ムスタファ・アガを殺し、彼と一緒にいた者の 3 分 1 と全ての馬と家畜を奪い去りま
した。 
 
 アドンの 3 人の者がアドンから家財道具を携えてトルナへ向かおうとしていた時、ヴァ
ーツの漁師が 3 人全てを切り殺しました。 
 
 セメンドレ400のスィパーヒの 1 人であるラジがエステルゴムへ向かう途中、ヴァーツの
ハイドゥーたちが策を講じて彼の一行を襲い、彼を木に縛り付けて銃で撃ちました。更に
                                                   
397 不詳。 
398 不詳。 
399 ハンガリー南西部に位置する。 
400 不詳。 
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同じ日に、デリ・バシャの従者が他の２人と共にエステルゴムへ向かう途中、ヴァーツの
人々に襲われて、彼は負傷したまま逃げたけれども、他の 2 人は殺されました。 
 
 エステルゴムにあるアラドゥシャ砦のスィパーヒがマロット401地方において 1 人が切り
刻まれて殺され、1人は逃げました。そして 4頭の雄牛がタタ402の人々に奪い取たれました。 
 
 アラドゥシャ砦のスィパーヒ 2 人が森に連れ込まれ、傷めつけられました。それをした
のはダマシュド403のハイドゥーであり、その 1 人を切り殺しました。そして他の 1 人は逃
げました。2 人の馬はハイドゥーが持ち去りました。 
 
 ヴィシェグラードのトップチャークの人々が 10 分の 1 税を支払おうと出掛ける途中、パ
スト404近くで襲われ、その 1 人が切り殺され、3 人が傷を負いながらも逃げました。 
 
ヴァーツのカピターニィはブダのイェニチェリを樽に詰めてセンテンドレ405でドナウ河に
投げ込みました。 
 
 ヴァーツの人々がペシュト草原で草刈りをしていた時、ヴァーツの騎兵が彼らを襲い、1
人を殺しました。そして 1 人は逃げました。8 頭の牛が騎兵により持ち去られました。 
 
 更に、彼らは、ヴァーツの狩人が森で木を切るためにオーブダへ来た時、1 人を切り殺し、
他の 2 人と 2 頭の馬を連れ去りました。 
 
 また、ヴァーツのハイドゥー5 人はブダのイェニチェリ 2 人が木を木を切っている時、彼
らを襲い、1 人は逃げましたが、2 頭の馬を奪い去りました。 
 
 更に、ドゥラク・スィパーヒの従者 2 人が森へ出掛けた時、ヴァーツのハイドゥーが彼
らを襲い、1 人を殺しました。他の 1 人は傷を負ったが逃げました。彼らの 2 頭の馬が奪い
取られました。 
 
 ブダのイェニチェリがヴィシェグラードを出立して道を進んでいる時、センテンドレ近
くでヴァーツの人々により殺されました。 
 
                                                   
401 ハンガリー南部に位置する。 
402 コマロム約南東約 20 キロメートルに位置する。 
403 スロヴァキアに位置する。 
404 エゲル西方約 60 キロメートルに位置する。 
405 ペシュト近郊に位置する。 
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 ヴァーツの人々はエステルゴムへ向かった 8 人の者全てをドナウ河岸で殺しました。 
 
 更に、クシク406という名の村の近くで、ブダのイェニチェリが雄牛を放牧していた時、
セデン砦からコヴァーチ・ペーテルは 7 人のハイドゥーと共に出掛けて来て、8 頭の雄牛と
2 頭の馬を奪い、ウーイ村へ向かいました。私たちはこのことについてセデルイェ407のカピ
ターニィへそれらを返還するよう書簡を書きましたが、いまだ返事がありません。 
 
 カカト408においてシャバン・アガの農地が襲われ、10 頭の雄牛が奪い取られ、そこの農
民も殺されました。殺されなかった者たちは馬がセデンへ連れて行かれたことを知りまし
た。馬は彼らに返還されていません。家畜を返還するようにお願いします。 
 
 レーヴァ409のハイドゥーがパストにおいてエステルゴムのスィパーヒを襲い、2 頭の馬を
奪い取りました。同じ時、2 人のイェニチェリが 300 フォリント以上に相当する羊を伴って
パストに行きました。その時、レーヴァの人々が彼らを襲い、1 人を殺しました。1 人は傷
を負いながらも逃げましたが、お金と馬はレーヴァの人々に奪われました。 
 
 １艘の船が急ぎエステルゴムへと帆を進め、途中ヴァーツへ立ち寄ろうとしていた時、
ヴェルツェ410においてヴァーツのハイドゥーがその船を襲った。しかし、私たちものは船
上で優位に戦いました。ハイドゥーは傷を負い逃げ去りました。彼らを罰するのが必定で
す。 
 
 更に、シャムブルグ411の者がエステルゴムからシャムブルグへ戻ろうとしていた時、タ
タの人々が彼を殺し、そのお金も奪いました。 
 
 更に、ソルノクのスィパーヒ 10 人がある事柄のためにでシモントルニャ412へ向かってい
る時、ヴェスペレームの人々が彼らを襲って殺しました。彼らのお金と家畜そして馬は今
ヴェスペレームの人々の所にあります。 
 
 更に、トランシルヴァニアの使節一行が私たちの側の者を伴ってこちらへ来る時、ラー
コツ配下の者が彼らを襲い戦闘となりました。しかし、彼らは使節一行に対して何ら危害
                                                   
406 不詳。 
407 不詳。 
408 スロヴァキアに位置する。 
409 スロヴァキアに位置する。 
410 ヴァーツ北西約 10 キロメートルに位置する。 
411 不詳。 
412 セーケシュフェヘールヴァールの南約 50 キロメートルに位置する。 
244 
 
を加えることができませんでした。彼らがデブレツェンの人々から奪い取った 500 フォリ
ントと家畜はここに運んで来ています。 
  
  更に、セレンチェ413出身のゴムボシュ・ボルロボシュとパールという副官は一緒にな
って 50 人の配下の者といたオメル・ヴァイダをデブレツェン近郊で何度も切りつけて殺し
ました。そして、別の折、同じように、彼らはソルノクのイブラヒム・キハヤを何度も切
りつけて殺しました。この 2 人以外にも 30 人が命を奪われました。彼らの馬と家畜は皆そ
ちら側にあります。 
 
 更に、フィレクのチィク・ミハイは、50 人の彼の配下の者と一緒になって、ソルノクの
ジャファル・アガがエステルゴムへ出掛けた時、草原で馬に草を食べさせていたところを
襲い、22 人を切り殺しました。そして彼らの馬と持っていたもの全ては今そちらにありま
す。 
 
 さらに、オーブダにおいて草を食んでいた駿馬 15 頭がヴァーツの人々に持ちさらわれま
した。 
 
 ハトヴァン方面で受けた被害は以下です： 
 
 イシャセグ414近くでネビ・ベイの弟フセイン・アガが切り殺されました。そして 1 度に 3
人が切り殺されました。その 3 人はフセイン・アガの従者で、ヒュレム・スィパーヒ、ネ
ミ・オダ・バシとクム・セイタニであります。更に、ブダのイェニチェリ・アガがエゲル
を行進中にに起きたことですが、1 人のオダ・バシとその者の配下の 2 人が切り殺されまし
た。 
 
 更に、ハトヴァンのベシル・アガ、フセイン・アガ、トプチャク・キハヤ、プチャク・
キハヤ、そしてアムハト・キハヤの 4 人がその配下の者と一緒に切り殺されました。 
 
 更に、ビリン415においてオダ・バシのティリャーキ・イブラヒムが護衛の 2 人と一緒に
切り殺されました。また、ホルト416においてはセーチェニィのディズダール417であるフセ
イン・アガが 4 人の護衛の者と一緒に切り殺されました。 
 
                                                   
413 ハンガリー北東部に位置する。 
414 ペシュト近郊に位置する。 
415 ソルノク近郊に位置する。 
416 ヘヴェシュ。ハトヴァンの東約 80 キロメートルに位置する。 
417 Dizdár、不詳。 
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 かつて、飾り立てて行進していた時、ハトヴァンのスィパーヒの 1 人であるベシルが 2
人の護衛と共に切り殺されました。 
 
 更に、ムスタファ・スィパーヒが 3 人の配下の者と一緒にエゲルを行進していた時、皆
一緒に切り殺されました。 
 
 更に、エゲルにおいてある水場の水を濾過する場所でヘデル・キハヤが配下の 5 人と一
緒にいた時、彼と配下の 2 人が切り殺され、3 人が傷を負わされました。 
 
 更に、ケックー418のオスマン・アガは出会い頭に切り殺されました。また、フィレクの
アリ・アガはその配下の 6 人と一緒に切り殺されました。 
 
 更に、セゲドの交易人がフィレクの町へ行き、そこから戻る途中、司教館の水を濾過す
る場所で襲われ、殺されました。そしてその家畜とお金を奪われました。 
 
 更に、エゲルのチャヴスの 1 人であるエゲル・チャヴスが自分の村へ出掛けて行き、殺
されました。 
 
 更に、フィレクのナジィ・エジェドは、クシェグという村において私たちの側の 8 人を
切り殺し、馬と家畜を奪い取りました。 
 
 更に、フィレクの人々は、ヴェレベイという名の村においてスィパーヒの馬と家畜を奪
い取りました。 
 
 セーチェニィのアライ・ベイとムスタファ・アガはセーチェニィとパスト間でセーチェ
ニィの人々によりその配下の 4 人と一緒に切り殺されました。 
 
122 1608 年 12 月 5 日（1608 年 11 月 25 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士であり信頼し尊敬する私の父閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、敬意を捧
げます。そして神に閣下の健康と御多幸を祈ります。（略） 
 閣下におかれましては以下のことを当然御存じであり、しっかりと記憶にあることと存
じます。つまり、私がコマロムのケレケシュ・ヤーノシュという人物に関して以前、閣下
へ書き送ったことです。彼が最近多く仲間と一緒になって、速く進む船でこちらへ来たセ
                                                   
418 スロヴァキアに位置する。 
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ルビア人を襲い、数百フォリントに相当する危害を彼らに与えました。しかし、私はその
被害額は 2000 フォリントに達すると考えています。私たたちは、それをした者が誰である
かについてコマロムの私たちの友である副カピターニィへ知らせました。このことについ
て私は閣下へ書簡を書き送りました。ところが、カピターニィは件のケレケシュに対し 100
フォリントを要求し、ケレケシュは罪を逃れようとして、カピターニィへ 100 フォリント
を秘密裡に手渡したということを、私は確認しました。私の良き父である閣下はこの件を
善処して下さい。神の御加護を。 
 
1608 年 11 月 25 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大な常勝トルコ皇帝のブダ州行政長官。（略） 
 
123 1608 年 12 月 9 日 (1608 年 11 月 29 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私の敬愛する友である王陛下、全知全能の神が陛下へ末永い永久の生命をお与えになり、
誉高い王位にある陛下が御多幸な日々を暮らすことが出来ますように。 
 私は私の親愛し敬愛する友である陛下にこの書において以下のことでお目もじしなけれ
ばなりません。つまり、私たちの偉大な皇帝の御座所、すなわち政庁から陛下の尊敬する
使節団が出立し、そしてアドリアノープルにおいて私たちの側の者たたちがその使節一行
に同道したという内容の書簡が、使節団から私たちの所に届きました。その書簡を携えて
来た者たちを、私たちはここに留め置かず、陛下へ知らせるべき書簡を託して送りだしま
した。（略） 
 陛下におかれましては、以前、ウーイヴァール会議において私たちの友である名士の閣
下方と私たちの者が一緒になって取り決めたことを十分にご存じの事と思います。それは、
私たちの友である使節が政庁を出立したという知らせを得ると、すぐに陛下側に滞在して
いる私たちの使節は、取り決めにある贈り物のまだ支払われていない５万フォリントを託
されてコマロムへ送り出されるという取り決めです。陛下側の使節がブダへ到着する前に、
私たちの使節は残りの贈り物を携えて出立すべきです。私たちの使節がブダに到着するの
が陛下の使節の後になるようなことは、取り決めに従うと、あってはならないことです。（略）
それ故、私たちは敢えて陛下に次のように申し上げねばなりません。つまり、私たちの使
節は残りの５万フォリントを携えてコマロムへ送り出されるべきであり、そのためにも取
り決め通りに残りの贈り物を用意して下さい。神の御加護により、使節団はブダに到着し、
皇帝陛下の御所へ赴く人々と一緒に出立することとなるでしょう。全知全能の神が陛下へ
末永い日々をお授けになりますように。陛下からのこの書への返事をお待ちしております。 
 
1608 年 11 月 29 日、ブダにて記す。 
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追伸 私たちの友である陛下側の使節と一緒にローマ皇帝陛下と王陛下の所へ赴く私たち
の側の者も準備をしております。 
 
陛下の善意の友宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝の陸海の軍、すなわちボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャ、および多くの城塞の軍司令官にしてブダ州行政長官。
（略） 
 
124 1608 年 12 月 20 日（1608 年 12 月 10 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士であり尊敬する善意の私の父閣下、私は感謝の意を表します。 
 尊敬する親愛な私の父閣下の書簡を閣下の配下の者たちの手から、私は大いなる敬意を
持って受け取りました。私は閣下が書簡にお書きになったことを全て理解いたしました。
尊敬する親愛な私の父閣下が価値ある高い位419へ選ばれたことが、書簡に書かれてありま
した。私はそれを心からお喜び申し上げ、主にして聖なる神がその位についた閣下へ良き
健康と幸運をお授けになりますように祈ります。（略）更に、私は閣下の書簡から次のこと
も知りました。つまり、閣下は、近日中に私たちの友であるハプスブルク側の使節がブダ
に到着することを閣下が既に知っているということを。使節の到着時には、私たちの間に
ある取り決めに従い、贈り物の残りをハプスブルク側は直ぐに贈れるよう用意しているべ
きです。 
 たった今、私たちの友であるその使節団から書簡が届きました、私は彼らが 10 日以内に
ブダに到着することを望んでいます。彼らが到着次第、その旨を閣下にお知らせいたしま
す。（略） 
 親愛な私の父閣下は次のこともお書きになっていました。つまり、閣下はあらゆる方面
にいるカピターニィに対して和平条約をしっかりと護るよう要請し、その領内に和平に反
する者がいる場合、その者を閣下の前に連れて来るように命令したこと、そして今でも閣
下はそのようにしているということを、お書きでした。 
 私たちは、今後も以下のことを望んでいおります。つまり、閣下が平和を愛する人物で
あり、和平への道を考える賢明かつ知性を持ち合わせている御方であり、そしてこの後も
閣下が和平条約を維持することを、望んでおります。私たちの側も同じようにして和平条
約を維持し、そうするよう命じ、常に和平を遵守します。たとえ何者かが和平を乱し、そ
れをした者を、私が知らない者であっても、高官であれ、私の父の息子であれ誰であって
も、私はその者へ慈悲を与えません。 
 親愛な私の父である閣下は、私たちが被った甚大な被害への補償を何時するのかについ
                                                   
419 ハンガリー副王位 (1608-1609)。 
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てお書きになっていません。しかし、親愛な私の父である閣下は、カニジャ方面の村々の
問題を私たちの取り決めに従って解決するために、私たちの友であるセーチ・タマーシュ
とバッチャーニィ殿を選んだことを書き、私たちもそれを担当する人物を任命するように
と、お書きです。私たちはそのための準備は常にしており、その任に当たる人物を、この
者は和平の事柄を共にしていたものですが、既に手配いたしました。これらの私たちの友
が村々の問題を調整しますが、村々の所有者もそれに加わるべきでしょう。（略）その事柄
に任命される者はその村々に何ら関係がなく、そしてそこに永久的に留まらない者である
べきであり、更にその任を遂行する者は、正しく法の手続きを経て、税の支払いをさせる
者であるべきです。私たちはこの事柄に関してそこに何ら関係を有しない者を選びました
ので、閣下側もこのようにしてください。そうすれば事柄が上手く運ぶはずでると、私た
ちには分かります。 
 更に、良き私の父である閣下は、次のようにもお書きです。つまり、私たちがここにい
る捕虜を解放すべきであり、そうすると私たちの友であるバッチャーニィ殿の所とその他
の所にいる捕虜を閣下は解放するであろうと、お書きです。しかしながらそれらの者を罰
せずに自由にすることは、和平の取り決めに反することであることは、閣下は十分承知し
ていることであると思います。何故なら、両者側で捕らえた者が誰であれ、暴虐や悪行を
なした者は私たちの取り決めに従い、罰せられるべきであると、私たちの間でしっかりと
取り決めたことです。しかし、親愛な尊敬する私の父閣下が何某かの者を救済し、解放し
たいとの思いがあるのであれば、その者の名前そしてどちら方面へ解放するのかを、ある
いは私が閣下の所へ送りださねばならないのかどうかを、閣下は書き知らせてください。
私は常に閣下の意に従うようにします。私はそれらの者を留め置くつもりはありません
（略）。閣下が私へ送り届けてくれた捕虜を私は大変嬉しく受け取りました。私も捕虜をそ
ちらへ送り届けます。閣下からの私宛の私信も嬉しく受け取りました。神が閣下へ末永い
健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1608 年 12 月 10 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大な皇帝のこの地の軍司令官にしてブダ州行政長
官（略）。 
 
125 1609 年 1 月 2 日（1608 年 12 月某日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下、善意の尊敬する私の父閣下、私は閣下へ感謝の意を表し私の
忠誠を示し、そして神が閣下へ御多幸をお授けくださいますよう祈ります。（略） 
 親愛な信頼する私の父閣下は当然お分かりのことと思いますが、私は以前も閣下へ宛て
て残りの 5 万フォリントについての書簡を書き送りました。 
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 神の御加護により尊敬する私の友である使節が、この土曜日、閣下方のカレンダーによ
ると 12 月 24 日に、ここブダに到着するということです。それですので、私は尊敬する私
の父である閣下に、以前、書簡に私が閣下へ書き知らせたことですが、その者を派遣して
くださるよう、心からお願いいたします。このように日が暮れるのが早い時期にあっては、
遅くここに着くようなことがあってはいけません。この件について親愛な私の父である閣
下が、誰をこちらに派遣するのかを至急私にお知らせください。善良な私の父閣下からの
返事を私は待っております。 
 
 最後に次のことについても私は閣下にお願いいたします。つまり、閣下方は私たちの友
である使節ズルドフィカール・ベイを、遅れることなくコマロムへ送り届けてください。
以上のことを閣下に知っていただきたく書き認めました。神が閣下へ末永い健やかな日々
をお授けになりますように。（略） 
 
1608 年 12 月某日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のこの地の軍司令官にしてブダ州
行政長官。（略） 
 
追申 私たちがこの書簡へ封印を押そうとしている丁度今頃、私の書簡が私たちの友であ
る高官の手により届けられていると思います。その書簡には、私たちの友である首席使節
であるアダム・ヘルベルステインが多くの捕虜を連れて来ると書きました。その捕虜の幾
人かは力でもってまた騙されて連れ去られた者たちです。捕虜たちはその主人の所へ戻る
ことになるでしょう、すでに戻った者も多くいます。 
 その捕虜たちの今後について私は次のように理解しています。彼らは道中、仲間内で喧
嘩をしたり、私たちの側の者である捕虜の所有者から苦痛を与えられたりもしたが、これ
からは捕虜として彼らが仕えた人々から離れることになるでしょう。 
 しかしながら、首席使節と同道している私たちの側の者はその首席使節へ敬意を払い、
疎かにせず、そして誰であれ道中、彼へ危害を加えることを決して許しませんでした。故
に、親愛な私の父閣下へ心からお願いします。首席使節へ書簡を届けるために人を派遣し
て下さい。そしてその書簡に捕虜を自由にし、返還するように、書いてください。何故な
ら今後、私たちの間で捕虜が原因で不和が生じないようにするためです。 
 
126 1609 年 2 月 13 日（1609 年 2 月 3 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士であり私の尊敬する善意の父閣下。私は閣下へ感謝の意を表します。 
 私は尊敬する私の父閣下にこの書簡で以下の理由でお目に掛らなければなりません。つ
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まり、私たちの友である使節の御方が、私たちの政庁からここブダへ到着して以来、多く
の時が過ぎ、ここでの滞在が延び、ことの進行が遅れていることに使節一行はうんざりし
ていますが、彼らが大きな喜びを抱えて故郷へ戻ることは間違いないことです。（略） 
 一方、私たちのズルドフィカール・ベイに関する知らせも長い間ありません。実際に何
時、文書を携えた人物を派遣しようとしているのですか、それは許されないことなのです
か、（略）。 
 親愛な正義の御方である私の父閣下、当然閣下は次のことを十分承知していると思いま
す。つまり、ここブダに使節団が到着する前に私たちは閣下へ、彼らはブダへ長く逗留す
るべきではなく、ウーイヴァールの取り決めに従って彼ら全ては速やかに故国へ戻るべき
であると、書いたことを閣下は御存じのはずです。しかし、これについての閣下からの明
確な返事が届かないので、私たちはどのように考えるべきかが分からない状態です。既に
ひと月半以上も過ぎてしまい、それでも知らせが何も届きません。（略） 
 私たちは、使節団がここにいることを遺憾にそして煩わしいと思っているわけであはあ
りません。ただ、ここでの逗留の長い時間が過ぎてしまい、彼ら自身が悩み苦しんでいま
す。しかも彼らは様々な所からの情報を得ているのですからなおさらです。（略） 
 それ故、私が信頼し尊敬する善意の私の父としての閣下へ次のことをお願いいたします。
つまり、この私たちの書簡が閣下のお手元へ届いたらすぐに、ズルドフィカール・ベイを
コマロムへ送り届け、取り決めにあるように残っている贈り物を用意してください。私た
ちも使節一行を大いなる敬意を持って送り出します。そして私たちの側からも約束に従い
そちらへ赴く使節を整えます。私はこのことに関する閣下からの出来るだけ正確な返書を
待っております。（略）神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 2 月 3 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の息子、ブダ州の宰相にして軍司令官。（略） 
 
127 1609 年 2 月 23 日（1609 年 2 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士である閣下、私の善意の尊敬する父閣下。閣下へ私は感謝の意を表します。 
 閣下の 2 通の書簡を続けて今受け取りました。閣下は、カニジャ方面の村々の事柄に関
して高位の者を任命したので、私たちの側も同じような人物を任命するよう、書いていま
した。私たちの者は来月の 10 日にカニジャで閣下側の者と会談することにし、それで閣下
側の者もジトヴァトロクの取り決めに従いカニジャの適当な場所へ赴く用意をすると、書
いていました。 
 更に、閣下はエステルゴムに帰属する村々の事柄ついて、つまりその村々の長は誓約す
るのかどうかについての情報も望んでいました。 
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 そのために、同じ来月の 10 日に閣下側で任命した者がその村々の長、長老そして教会の
長に直接会うことにしているので、私たちの側の者も同じ日にそこで合うように準備する
ように、閣下はお書きでした。（略）そして閣下は雄牛を奪った悪漢についても書いていま
した。つまり、閣下はその悪漢を総力で探し出し、その者を罰するよう、辺境に強く命令
したと、お書きです。（略） 
 私も閣下にお願いします。閣下が探し出した家畜を返還し、その悪漢へ犯した罪に相当
する罰を与えるようお願いします。（略）閣下は私たちのズルドフィカール・ベイについて
もお書きでしたが、私はそれを納得しました。（略）重ねて私は閣下にお願いします。閣下
側は使節の交代の時期を遅らせず、近日中にウィーンから立派な使節を派遣すると、閣下
が書簡に示したようにしてください。私たちは取り決めに通りに全て整っていますし、私
たちには何一つ障害となるものはありません。閣下は残りのお金をどのようにするかにつ
いてもお書きです。つまり、閣下は 2 万フォリント相当の高級な布地と 3 万フォリントは
現金で渡すと、お書きです。 
 親愛な誉高いお優しい私の父閣下は、ジトヴァトロクとウーイヴァールにおいて以前し
た取り決めを十分御承知のことと思います。締結された条約、約束はしっかりと文書に認
められています。それらは私たちの偉大な皇帝とその皇帝に仕える全ての宰相にしっかり
と知らされておりますので、これを如何にしてして変更することができましょうか？閣下
は頭脳明晰で賢明な御方でありますので、熟慮なさることができます。残りの贈り物のた
めに特別に選ばれ任命された派遣されてきた高位のカプジは、今私たちの所でその贈り物
を待っています。（略）閣下は、何らかの悪行に遭遇し捕らわれた者たちの解放と送還につ
いてもお書きですが、私は既にそれを実行し閣下の所へ送りだしました。私は閣下へ本当
のことを書き知らせたいと思っています。神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになり
ますように。 
 
1609 年 2 月 13 日、ブダにて記す。 
宰相アリ・パシャ、偉大なトルコ皇帝のこの地の軍司令官にしてブダ州行政長官。（略） 
 
128 1609 年 2 月 23 日（1609 年 2 月 13 日）、ブダ 
  アフメト・ケトフダからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 思慮深き勇士の御方、尊敬する私の父閣下。私は閣下への私の奉仕の心を示し、神が閣
下へ健やかで御多幸な日々をお与えくださいますよう祈ります。（略） 
 私は長い間閣下からの書簡を受け取っていません。書簡が届いていれば、私は閣下の今
の状況や健康状態を知ることができますのにそれができないのは大変残念です。この書簡
でも閣下にお会いできないのだとしたら、それに私は耐えることはできません。閣下が書
簡で私に会おうとしても、閣下も御承知のように私はこの地にいませんでした。私たちは
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そちらの使節一行と一緒に偉大な皇帝の政庁におりました。主なる神の名が讃えられます
ことを、私たちはお陰さまで恙無く旅をし、お陰さまでかの地から戻ってまいりました。
このことは戻って来た時にも、閣下へお知らせしました。（略） 
 つきましては、私は閣下へお願いいたします。閣下の現況、健康状態そしてその他の事
柄について私にお知らせください。私は嬉しくそれを受け取ります。 
 最後に、私はお優しく正義の御方である私の父閣下へ次のこともお願いいたします。つ
まり、私がデルヴィシュ・アガから譲り受けたペレスレーニの地のヨッバージィが私の所
へ戻るよう、閣下は彼らに命じてください。私は彼らが従順でないことを知っていますが、
直ぐに彼らは戻るべきです。 
 私はヨッバージィそれぞれに、私が彼らを譲り受けたので、彼らは私の所へ来て私に対
面するべきであり、そうすることにより私は彼らを理解するのあろうし、彼らも私を認め
るであろうと、書き送りました。それ故、私は閣下へ次のようお願いいたします。閣下は
彼らの所へ 3 人あるいは 4 人の長老を派遣して下さい。私は閣下が善意の私の父であるか
のように今語りかけています。神が閣下へへ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 2 月 13 日、ブダにて記す。閣下の善意の友アフメト・キハヤ、思慮深いブダ州の軍
司令官である宰相アリ・パシャ宮の首席行政官。（略） 
 
追申 私が語ったことに対して、閣下側が望まないことがあれば、閣下はそれをはっきり
と書き、そしてどうすべきかをお命じ下さい。私は何時でもそれに応える用意があります。 
 
129 1609 年 3 月 10 日（1609 年 2 月末日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て偉大な常勝トルコ皇帝の海軍、そしてボスニ
ア、テメシュヴァール、エゲル、カニジャと多くの城塞の軍司令官であり、かつブダ州の
行政長官であります。（略） 
  
 思慮深き勇士の御方であり尊敬する私の父閣下。神が閣下へ良きことの全てをお授けに
なりますように。（略）信頼する公正な私の父閣下におかれましては以下のことは当然御承
知のことと思います。つまり、私は以前にもボスニアにあるラストヴニツァという名の城
塞のことで閣下並びに王陛下に書面でお目もじいたしました。その城塞は私たちが戦って
所有し、その戦いで破壊されたままになっていました。それが再建され始めたということ
なので、私たちはその件で王陛下にお目もじをし、そして王陛下はそれを未完成のままに
しておきました。しかし、私は、再び城塞の補修が始まり、城塞内には人々の姿が見られ
ることを知りました。（略）それ故敬愛する私の父である閣下へ次のことをお願いいたしま
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す。閣下はどうぞ王陛下へ書面において、陛下が人々に対し、和平を遵守しそれを実行し、
そのためにも城塞再建を止めるようにと、強く命じてくださるように、お願いしてくださ
い。実際、私たちは城塞内から人々を連れだして下さることを望んでいます。何故なら、
ボスニアの人々は城塞の再建を少しも認めていず、戦いが始まることを恐れています。そ
れ故、私たちはその城塞を両者側とも放置したままにすることを望んでいます。私が閣下
に望むことは、閣下がすぐさま陛下にその旨をお書き下さることです。閣下はまた次のこ
とも御存じです。つまり、ボスニアにおいて戦いが始まる原因は、以前においてはセーニ420
の人々でした。そしてまた今、これらの人々が 12 艘の船で戦いの準備をしているという情
報が届きました。（略）このことについても閣下は陛下へ書面において、陛下が人々に対し
て、戦いを止めるようにと、命令して下さるように、お願いしてください。何故なら、彼
らがその準備を止めないのであれば、きっと良くないことが引き起こされることは明らか
です。閣下もそれらの人々へ同じように命令して下さい。私はこれらのことについて閣下
からの良い返事を待っております。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 2 月末日、ブダにて記す。 
以上 
 
130 1609 年 3 月 10 日（1609 年 2 月末日）、ブダ 
宰相アリ・パシャからイレシュハージィ・イシュトヴァーン宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝トルコ皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャ、そして多くの城塞の軍司令官にしてブダ州行政長
官であります。（略） 
   
 思慮深き勇士の御方であり善意の信頼し敬愛する私の父閣下。私は閣下へ感謝の意を表
し、常に私の誠意を捧げ閣下へ奉仕いたします。そして神へ閣下のお望みなさることが全
て叶うよう神に祈ります。（略） 
 閣下の親しい人物であるシャルコジ・フェレンツが、閣下の私宛の書簡を届けるために
私たちの所へ来ました。私はその書簡から、閣下が村々の帰属に関する問題を解決するこ
とを望んでいることを理解しました。そして閣下がカニジャ方面の村々の問題を解決する
ため、それらの村に所領を有していない者を任命したことも私は理解しました。それで私
たちもその種の問題を解決するための全権を与えて、それらの村に所領を有していない者
を任命しました。以前私たちが書面に認めたことに従い、今月の 15 日には私たちは閣下側
と共に居ることになります。更に、閣下はエステルゴムに帰属する村の中で納税する村の
名前を知ることを望んでいました。そのために閣下は、それらの村々へ定められた日に直
                                                   
420 不詳。 
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接話し合いをする用意をするようにと、お命じ下さい。それらの村の者が出掛けることが
望ましいことなので、私たちはハンガリー語でそれらの村の名前を記しました。現在私た
ちへ納税している村の名前を記しませんが、私たちが占領した初めからエステルゴムに帰
属していて現在訴訟中の村の名前は記しました。書き始めには 50 以上の村の名前を書くと
は思いませんでしたが、何時しかその数が増えました。更に、私たちはこの文書に認めた
内容に従う村に属する臣民とその息子の名前のリストを作りました。 
 閣下はそれらの村々の人々に対して次のようにお命じください。その村々のの賢明な長
老が話し合いをする所へ出掛け、それ以外の所からは出掛けないように、命じてください。
もし別の所から人がそこへ出掛けてくるのであれば、私たちにそれを知らせるべきです。 
 更に、閣下は以下のことも書いていました。そこへ出掛けて行く者は共有地やスィパー
ヒ領を有すべきではないと。閣下には、カニジャ方面にあることは、このようなことに当
てはまらないほど容易なことであるがお分かりと思います。幾つかの村は訴訟中ですが、
全ての村の人が誓約をしましたし、閣下はその村を知っています。賢明な長老は望まれる
存在ですが、全権を有し決定する者は 1 人もしくは 2 人であるのが望ましいことです。私
たちはすでに記したように、今月の 15 日に私たちの側の者がエステルゴムにおります。閣
下はまた私たちのズルドフィカール・ベイについて、彼が近い内にコマロムへ送りだされ
ると、書き記していました。 
 私たちは本当に長い間彼の到着を待っていました。私たちはそれが何時であってもも心
配ないようにその準備をしています。閣下に認識していただきたいことは、この私たちの
ハンガリーにおいて両者側から軍隊が行き来し、戦時下であったような被害を与えている
ということが現実であるということです。現に、最近においても、エゲルの地で私たちの
者 7 人が切り殺されました。それらの者よりも金が目当てでした。 
 更に、ケチェケメート421の地においても私たちの者 2 人が切り殺され、彼らの馬と家畜
全てが奪い取られました。また、ペシュトの人の数頭の家畜が奪われ、その子供 1 人がコ
マロムに捕らわれています。そして今この時にもバーチカの地において 10 の紛争が 1 あり、
ドナン・トゥールにも紛争が 3 つあります。閣下がこれらのことを敢えて考えないのだと
したら、私はそれをどのように考えるべきか分かりません。私は以上のことを閣下にお知
らせしたく認めました。神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりまうように。 
 
1609 年 2 月末日、ブダにて記す。 
以上 
 
以前はエステルゴムへ貢納し、現在はしていない村 
 
Kis Thata, Pereszlén, Helemba, Bah, Radmán, Kis, Keszi, Tölgies, Leled, Bonto, Karvar, Zalosga, 
                                                   
421 ハンガリー中央部、ドナウ河とティサ川間に位置する。 
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Gergelyfalva。 
 
Bátth 領 : Bátth Barassa, Szalanta, Szemih, Visk, Sember, Solymos, Betske（別名 Szölöös）, Elgiös, 
Horvát, Kis Gier, Gioreok, Kis Marook, Kereskén, Nádas, Deresnie, Donaalmás, Varsán, 
Giörnaalmas, Rakoncza, Mogiorod, Kis Fegyvernek, Thott Csekeo, O Leva, Nagydrás, Szanto, 
Dalmad, Szent Körözt, Kis Keresken, Thot Keszi, Haas Terján, Nagy Maroot, Dolmats, Nagy 
Koszmar, Kis Terján, Thot Szöölös, Helemba, Also Thot Byka, Fölsö Thot Bika, Szüdoots, Uj Falu, 
Hentsse。 
 
Bator Keszy 領 : Botso, Martssinház, Sytvva Keszy。 
 
Nagy Sarlo 領 : Holvun, Kis Oroz, Gyr, Bolárdin, Nagy Gyeoröd, Nagy Kalna, Valkocza, Kis Bél, 
Zanda, Ersök Giarmath, Beresh, Nagy Bals, Szent Márton, Vayka, Nagy Teszek, Borna, Szent Jacab, 
Keletssin, Leok, Uy Bars Várassa, Kis Kalna, Kis Szeltssén, Marus Faru, Dersina, Kis Sarih, Várad。 
 
Nyár Hyd 領 : Giüsz, Bayts, Berents, Lety, Kis Giöröd, Kurta Keszy, Perbete, Hetin, Kaménicza, 
Besseniö, Anyala, Andood, Udvard Varassa, Kalaz, Ban Keszi, Nagy Rendve, Ohaj, Kolna, Ȗrmeel, 
Lüty, Nagyfaru, Mezeo Keszi, Uy Faru, Nad Szögh, Malom Szögh, Megyer, Guga, Surán。 
 
Verebely 領 : Verebely Varassa, Thyle, Tühül, Thot, Uy falu, Bynoth, Merlich, Vörös Var, Nagy 
Vezeken, Ledöts, Lyhotka Giarmath, Vayk, Lud, Kis Giüt, Simere, Ritkák, Nuhi, Ann, Nagy Kovats, 
Kis Kovats, Csykár, Pogranapatocza, Nagy Szelcs, Telek, Fölsö Csornok, Also Csornok, Aha, Kis 
Bania, Nagy Csetün, Nagy Bania, Valkaz, Nagy Inok, Tannia, Ditske, Nagy Tornos, Kis Csetün, 
Nömös, Erdönie, Hüll, Koszmár, O Bars, Nyarak, Saari, Nagy Szeltssin, Karna, Komiad Varassa, 
Fuss, Fidimos, Rozinczka, Nemtsin, Kis Bala Nemtse, Nagy Csehi, Labas, Giarmat, Theszaar, Nagy 
Herestien, Csáth, Komiati Nagy Gier, Kis Inok, Bathna,Nagy Szelesán, Velsicza, Kis Szölöös, Nagy 
Hind, Marthon Falva, Kis Kalaz, Szenth Mihálj, Körözt Thur, Babindol, Garszna, Moravicza (別名 
Thot Marton), Kis Ando, Keltssin, Pyrleb, Botor, Halad, Maholincza, Kenárincza, Kis, Vezeken, 
Kalon, Girintssár, Gimos, Keszaad, Tardos Keddyh, Salgo, Balonia, Egyhazas Teszek, Kis Szelesen, 
Apad Falu, Kis Herestien, Baykocza, Szentsse, Ivadka, Kezööcz, Myko Falva, Bodok, Onema, Kis 
Falu, Bothi Sook, SZaz, Nagy Guta, Kis Guta。 
 
エステルゴムの村々と境界を接し、エステルゴムが私たちの支配下であった時にヴァーツ、
ペシュト、ハトヴァンそしてブダに帰属していた村々 : Ludán, Podlusán, Szkál, Borffi, Bory, 
Bálván, Szödintse, Lessova, Lezen, Matsocza, Szepik, Theszer, Udvornik, Kara, Gyügj, Eniegy 
Kirafi, Fölsö Szemere, Thotia, Kis Rokoncza, Hydveg, Dregely Varassa, Hunt, Tismagh, 
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Praeposságh, Kis Tur, Közep Thur, Nagy Thur, Bernicza, Neklyncza, Jania, Fidimos, Kelenia, 
Szütssen, Fölsö Also Nyék, közep Nyék, Syrák, Tyüykesz, Szelin, Keszi Hocz, Csab, Nagy Prebel, 
KIi Prebel, Tereske, Ebedske, Szlobonia, Zahore, Bator Falu, Apád, Uy Falu, Kis Uy Falu, Illies 
Falva, Leszenie, Kamenicza, Kis Csaomnia, Nagy Csalomnia, Ipol Keszi, Inám, Kelencze, Inánts, 
Balogh, Nagy Uy Falu, Varasih, Nagy Orosz falu, Patak, Deitar, Korpáts, Borsoos, Birim, Retságh, 
Petiánok, Rohman, Halap, Marczel, Isztrás, Bodon, Szatok, Barata, Csán, Tompa, Terbegetsz, Luka 
Polayd, Vad Kertök Harman, Dregely Varassa。 
 
（異なる筆跡で）パシャが貢納を望む村の名前。 
 
1609 年 3 月 17 日。 
 
131 1609 年 3 月 21 日（1609 年 3 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て偉大な常勝トルコ皇帝の海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官にしてブダ州行政長官で
あります。（略） 
  
 思慮深き勇士である御方、尊敬する私の友閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、忠実な友
情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けなさいますよう祈ります。 
 以前、ジトヴァトロクにおいて私たちが取り決めたことがどのようなものであるかを親
愛な私の友閣下は御存じです。最近、ハンガリー王陛下並びに私の父であるイレシュハー
ジィ閣下の書簡が届きました。その書簡に次のようにありました。閣下がジトヴァトロク
において問題として取り上げた件の村々について、取り決めに従って、カニジャが私たち
の手に落ちた後、カニジャへ貢納している村はカニジャへ帰属する。 更に、セーケシュ
フェヘールヴァール、コッパーン、そしてシゲトヴァール城塞へ以前から貢納している村々
は、それらの城塞へ帰属し、このことに反してはならない。そのためそれを確固とするた
めに私たちがその任を果たす人物を配置するように、書簡の中で王陛下とイレシュハージ
ィ閣下は望んでおられました。 
 これを受けて、私たちはその地に所領も領民も少しもを有していないブダのイェニチェ
リ・アガであるアムハト・アガ閣下にその任を託し派遣しました。私たちは正義に身を捧
げ、私たちの間の確固とした友情と好意により築かれた和平を妨げ、壊すような事柄を遠
ざけ、あらゆる事柄に異を唱えず同意し、立派な友情と厚い好意で真の和平を、全知全能
の神の御加護により維持しましょう。貧しく惨めなヨッバージィが平穏に過ごせるために
も和平を維持しましょう。 
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神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 3 月 11 日、ブダにて記す。 
 
132 1609 年 3 月 21 日（1609 年 3 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからペーテ・ラースロー、メジェリ・イシュトヴァーンとツィラー
ク・モーゼシュ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝トルコ皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長
官であります。 
 
 思慮深き閣下の御方々、私の尊敬する友である勇士の御方々。私は閣下方へ感謝の意を
表し、忠実な友情と善な心情を捧げます。（略） 
 これ以前、ハンガリー王陛下並びに王陛下の信頼厚き副王であるイレシュハージィ閣下
からの書簡が届きました。それを受けて、カニジャとセーケシュフェヘールヴァール方面
にある村々の税の支払いに関して、私たちの間に和平を壊すような事柄が起きてないので、
私たちはジトヴァトロクにおける取り決めに従い、私の友である閣下方の所へ私たちの暦
で今月の 15 日に私たちの委員を派遣することにしました。（略）そして今日、私たちはブ
ダのイェニチェリ・アガである尊敬する私たちのアムハト・アガ閣下をそちらへ派遣しま
した。アムハト閣下はそちらにある村に何も有していません。彼を派遣する目的は、ジト
ヴァトロクにおいての取り決めに従って正義を実施することにあります。 
 私たちの尊敬する閣下方は決して誰にも肩入れをせず、ジトヴァトロクにおいて認めら
れ承認された文書に従い、私たちの間の完璧な和平が何かが起こることで壊され紛争が起
きないようにし、そしてそれを確固としたもにすることが、閣下方に大切なことです。 
 アムハト・ベイとは別に、私たちはセーケシュフェヘールヴァール、コッパーン、そし
てペーチのアライ・ベイ422を、納税する村のリストを持たせて派遣しました。そして私は
彼らに以下のように取り図ることを強く命じておきました。つまり、カニジャが私たちの
手に落ちて以来カニジャへ貢納している村はそのようにし、セーケシュフェヘーッルヴァ
ール、シゲトヴァール、そしてコッパンへ以前から貢納していた村はそこへ税を納めるよ
うにすること。そして彼らは過度にそれらの村へ課税しないよう指示しました。私たちの
取り決めたこと以上に課税しないことが、不満や紛争を防ぐことに繋がります。 
 閣下方も、事が行われる日に災いとなる原因と動機を村の中からなくすよう、更に言い
訳をする者また前もって公布の内容をを知りたがる者がいないよう、その旨を村々に強く
                                                   
422 軍の指揮官。サンジャクのスィパーヒを統率する責任を有する [Bayerle 1997 : 5]。 
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命じてください。いの一番に出掛け来て税を支払う者であっても、その者は自分の税に見
合った税を支払うべきです。私たちは私たちの領内にあり閣下方へ税を支払っている村へ
異を唱えません。それらは人々が住み、閣下方がその意思により自由に行き来できる村で
す。それらの村のリスト、閣下方自身とその父親や伯父の名前が記されているそれらの村
のリストは、今私たちの手にあります。私たちはそれらを拒否することはできません。 
 それとは別に、15 の村について、私たちは私たちの友であるバッチャーニィ閣下と問題
解決に取り組まねばなりません。そしてそれらの村の問題が正義に則り解決されることと
なります。 
 もし私たちの尊敬する閣下方がこのように村々の件を解決しないのであれば、村々のあ
り方は認められません。今後もし私たちが村々の問題解決を待つことができなくなるので
あれば、私たちはジトヴァトロクにおける取り決めとその後の約束文書に従い、私たちの
村を探します。このようにすることで例え何が起きても、それがどんなものであれ、その
罪咎は私たちにはありません。私は以上のことを閣下方へお知らせしたく書き認めました。 
 
神が閣下方へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 3 月 11 日、ブダにて記す。 
 
133 1609 年 3 月 21 日（1609 年 3 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝トルコ皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長
官であります。（略） 
 思慮深き勇士であり私の尊敬する友閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧
げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けになりますよう祈ります。 
 私は他でもなく以下のことでこの書面で閣下にお目もじしなければなりません。つまり、
ヴァルポヴァ423の年老いた哀れなスィパーヒであるメヘメトが私たちの所へ願いごとがあ
り遣って来ました。彼は息子である同じ名前の若いスィパーヒのメヘメトが閣下の所で捕
虜である彼の人質保証人となっているのは確かなことであると語りました424。私に涙なが
らにそのことを閣下へ書き知らせてくれるよう懇願しました。それで私は彼の人質保証人
が閣下の所にいて、その名前をメヘメト・スィパーヒであると理解しました。更に、閣下
の所にフセインという若者が馬を身代金として持って行ったところ、閣下はその者も捕ら
                                                   
423 不詳。 
424 つまり、メフメト親子が捕虜となり、親であるメフメトが身代金を調達に戻ったが、そ
れを手に入れられず、アリ・パシャへ頼みに来たのであろう。 
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え、鎖に繋いで 4 か月もしくは 5 か月もそちらに留め置いています。すなわち私の親愛な
友は馬までも得ました。その馬は、神が閣下へ幸運をお授けになったのでしょうから、閣
下のものです。その上で私は閣下へお願いいたします。身代金を運んで行った者を解放し
て下さい。そして閣下は、老メヘメト・スィパーヒとその人質保証人である息子を、今ま
でのことはなかったこととして、その２人を共に捕虜の身分からから解放することが出来
るよう適切に対処してください。私は心からお願いいたします。 
 閣下は私のためにも善意と慈悲を彼らにお示しください。哀れな老人とその息子を解放
することは閣下に相応しい行為です。どうぞそうしてください。もし閣下がこの件と同じ
ようなとでこの私に会うのであれば、私は閣下の言葉を軽んじることなく、出来ることを
いたします。私は閣下からの全て良い返事をお待ちしております。 
神が閣下へ末永い健康をお授けになりますように。 
 
1609 年 3 月 11 日、ブダにて記す。 
 
134 1609 年 3 月 24 日（1609 年 3 月復活祭の日） 
  宰相アリ・パシャからマーゴチ・フェレンツ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝トルコ皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官にして、ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士である閣下、私の尊敬する親愛な友閣下。神が閣下へ全ての良きことをお
授けになりますように。 
 尊敬する私の友の御方は、家畜と馬が持ち去られた件について、私が幾度も閣下へ書簡
を書き送ったことは承知していることと思います。私がたの人間も、それらと一緒に私た
ちの友であるセーチェニィ・ジュルジィ配下のチョルカ・ガースパールが、連れ去りまし
た。多くの場所かから故郷へ戻りたがっている人々がいることを知るに及んで、私たちは
敢えて次のように言います。閣下側が、それらの人々を歓迎しているのであれば、彼らは
そちらへ自ら行ったのでしょうし、そうであるならば、閣下側は彼らを帰還させるでしょ
うと、言います。 
 エゲルのベシル・オメル・アガも彼らと共にそちら連れて行かれました。私は彼らの為
に閣下へ次のことをお願いいたします。つまり、閣下は彼らと一緒に全ての家畜と馬を必
ず返還して下さい。今後、あちらことらへ私たちが書簡を出さねばならないようにしない
でください・・・。私たちが閣下側へ望むことをしてください。そして私たちもそれを見
習うことが出来るようにしてください。実際、私は閣下側が悪行に相応しい罰を与え、罪
を犯した者を罰してくださるよう望んでおります。これが友である閣下へ対する私の願い
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です。神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 3 月復活祭の日、・・・にて記す。 
閣下の善意の友。 
以上  
 
135 1609 年 6 月 6 日（1609 年 5 月 27 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、テメシ
ュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官にしてブダ州行政長官であり
ます。（略） 
 
 私たちの敬愛する王陛下。神が陛下へ御多幸をお授けになりますように。（略） 
 以前、ジトヴァトロクにおいて私たちの間で好意と友情によりもたらされた聖なる和平
条約にある村々の事柄に関してそして使節の交換の事柄に関して、陛下におかれましては
その内容を十分御承知のことと存じます。 
 陛下は日取りをお決めのことと思います、私たちも事は整っております。その当日、陛
下の尊敬する使節は定められた場所に待機しています。しかし、まずその日が何時である
かをお知らせください。そしてその日に残りの贈り物 5 万フォリントとズルドフィカール・
ベイをエステルゴム近くの所定の場所へ送り届けてください。 
 私たちも、皇帝陛下並びに王陛下への友情に相応しい私たちの使節を出立させるべく準
備しております。遅れることなく陛下の尊敬する使節が交換されと、直ぐに私たちも遅れ
ることなく派遣する使節を送り出します。 
 陛下におかれましては、このような場合の使節のなすべきことは両者間での親書を交換
に働くことであるいうことを、十分御承知のことと存じます。そして今、私たちが送り出
す陛下の尊敬する使節の代わりに、私たちはそちらへズルドフィカール・ベイを派遣いた
しましたが、今もまだ私たちはその親書を見ていません。しかしながら、イレシュハージ
ィ閣下は私たちの偉大な皇帝の親書を望んでいました。それで私たちはそれをイレシュハ
ージィ殿へ送りました。それ故、今この時に次のようにすることが適切であると思われま
す。つまり、神の御加護により私たちの使節が恙無く王陛下の下へ赴き、そこから再びロ
ーマ皇帝陛下の下へ赴くこと、そしてローマ皇帝の所、ウィーンまた他の場所に長く留ま
らずに恙無くブダへ戻ること、その時、陛下方が私たちへの好意を示す親書を私たちの使
節に託して下さることです。私はこのようなことをローマ皇帝陛下と王陛下へお願いいた
します。 
 私たちは、王陛下側は何事も遅らさず、お送りくださるよう、王陛下にお願いいたしま
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す。 
 更に、村々の取り決めに関しては、ジトヴァトロクにおいての決定に従ってください。
村々の安定をお考えください。それらのことは取り決めがなされています。今また新たに
問題が度々起きています。この事柄は神の助けにより終結すべきことであり、聖なる和平
条約下にある時、このような災いを起こさないように、陛下は強く陛下側の人々へお命じ
下さい。私はこれらのことをお知らせしたく認めました。神が末永い健やかな日々を陛下
にお授けになりますように。 
 
1609 年 5 月 27 日、ブダにて記す。 
王陛下の善意の者。 
以上 
 
136 1609 年 6 月 8 日（1609 年 5 月 29 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからドーチ・イシュトヴァーンとチュチ・ガースパール宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、テメシ
ュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官にしてブダ州行政長官であり
ます。（略） 
 
 私たちの良き友の尊敬する使節であるドーチ・カピターニィ閣下と私たちの友であるチ
ュチ・ガースパール閣下、すなわち私たちの親しい友の好意に満ちた書簡が私たちの所に
届きました。その書簡から、閣下方が、村々の事柄がジトヴァトロク条約に従って行われ
ていないので、尊敬するイレシュハージィ殿と取り交わした文書に従い、村々の事柄を行
う日を互に定めることを閣下方が望んでいることを、私たちは理解しました。当然、私た
ちの尊敬する友である閣下方は、その文書の期日が既に過ぎ去ったことを、良く承知して
います。また、ローマ皇帝陛下の使節である者が、私たちの偉大な皇帝の輝ける政庁から
帰還する時に文書を携えていました。しかしながら、それから既に 6 か月以上も経過しま
した。そしてその文書にも取り決めに関する期日は一切見当たりません。今この時に大切
なことは、両者の偉大な皇帝の批准文書でジトヴァトロク条約を強固なものとすることで
す。今、新たに批准文書以外の事柄を推し進めることは、私たちが大きな過ちを犯すこと
になります。しかし私たちの友である閣下方はなお何も考えず期日を定め、ヨッバージィ
が誓うことを期待しています。私たちの偉大な皇帝は、彼らの為に私たちが取るべき道を
示しておられます。それで私たちは以下のよう新たに決めました。つまり、エステルゴム
へ帰属する 315 の村を私たちが管理し、それらの村々において裁判を行うこと。そして私
たちの意向と取り決めに従いノーグラードが閣下側へ帰属した後、私たちへ貢納する村々
の全てはそのようにし、そしてそれらの村々の中に、もし軍隊により破壊されたままにな
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っている村があるのであれば、近隣の村を訪れ、その村の人々を探し出し、それらの人々
に貢納する誓いをさせること。更に、近隣でそれらの人々を見つけ出すことが出来なくと
も、時の経過と共に彼らが戻り住み着く場合、貢納するのであれば即刻貢納させることを
決めました。 
 更に以下のことも決めました。私たちのリストに載っている私たちが望んでいる村々の
ヨッバージィの父親の名前とその息子の名前を書くこと。また、村々を放浪した後、どこ
かの村に留まり、私たちのリストにその名前が記されていない者に関しては書かないこと。
その後のエステルゴムに関する取り決めを実施するための年月日すなわち時期は定めない
こと。エステルゴム城塞がドイツ皇帝の手に落ちた時、貢納するために出向いたか出向か
なかったかにより誓約させること。エステルゴム城塞へ出向いていた村は、エステルゴム
へ帰属すること。その間続けてエステルゴムへ帰属していた村の名前は私たちのリストに
記されています。しかし、エステルゴムを軍隊が攻撃し、駐留していた時、出向いたか、
出向かなかったかに関わらず、その人々は私たちの取り決めに従い再び貢納すること。何
故なら、それらの人々は常にエステルゴムへ帰属していたからです。もし何らかの理由で
ある時期、避難して、自由であったとしても、私たちの取り決めには帰属していなかった
という事には全くならないからです。この私たちが書き示したことに従い、閣下方が誓い
を立てる用意があるのであれば、人々は誓約することになります。もし閣下方にその用意
がないのであれば、人々に誓約させるためには何が役に立つのでしょうか？閣下方は誰か
にジトヴァトロクの取り決めに反する時期と年を定めさせようとしています。しかしなが
ら、ジトヴァトロクの取り決めに反して良い事柄は一つもありません。（略） 
 更に、ノーグラードの村々も取り決めに従うこと。セーチェニィ、フィレクそしてノー
グラード城塞がドイツ人の手に落ちるまで、エゲル、エステルゴム、そしてハトヴァンへ
貢納し、誓約をしていた村々がそれらの城塞の主が代わった後でも貢納していたのであれ
ば、貢納し、貢納することが必要でなかったのなら、貢納しなくても良いこと。 
 私たちの親愛かつ尊敬する閣下方、この事柄に関する全ての人々の言葉に耳を傾けてく
ださい。そうしなければ事は成り立ちません。 
 こちら側はこれについて何らさし障ることはありません。ジトヴァトロクにおいて本当
に多くの事柄を取り扱い取り決めました。しかし、このことをそちらでは誰も思いだそう
ともしていません。エステルゴムの村々について対処するための年月日すなわちその時期
を定めれば、私たちはそれを知るでしょう。閣下方が事柄を解決へ導こうと欲するのであ
れば、私たちはそれに対する用意があります。私たちには何一つとして障害となるものは
ありません。 
 私たちの良き友である閣下方が上に記したようにすることを誓い認めるので、私たちも
そのようにします。私たちは、そちらに滞在している私たちの代理の者へ全権を付与して
います。閣下方がエステルゴムの取り決めを再び以前の遣り方へ戻そうとするのであれば、
私たちは全くそれに従うことはしません。そのような決定は私たちには不利ですし、偉大
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な両皇帝の批准文書に反します。（略）しかしながら、ジトヴァトロクにおける取り決めに
従いかつその後の批准文書にある内容に従い、私たちは多くのヨッバージィを望み、それ
が実現することを欲します。私たちは私たちの間に友情があることを一刻も早く知りたい
と切望していました。しかし、今後はもう何も待ち望みません。何らかの事が起こり、こ
れが原因となり何が起きたとしても、現世においても来世においても、それの罪は私たち
にはありません。私たちは私たちの友である尊敬する使節殿とも十分話合いました。閣下
方は閣下側の方々を通して十分知ることができます。それらの方々は当然、十分知ってい
るはずです。神が閣下方へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 5 月 29 日ブダにて記す。  
 閣下方の善意の友。 
以上 
 
137 1609 年 7 月 11 日（1609 年 7 月 1 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官でありブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 私たちの敬愛する王陛下、神が陛下へ御多幸をお授けになりますように。 
 陛下の側近く仕える人物であるボンホモが到着し、陛下の尊い書簡が私たちへ届きまし
た。陛下は、私たち宛ての書簡と私たちの尊敬する使節へ宛てた書簡の中で多くのことを
書いています。私たちはそれを全て理解し、しかもそれを非常な喜びを持って受け取りま
した。（略）陛下におかれましては、私たちが和平の事柄の中で第一番に始めることは、ロ
ーマ皇帝陛下の批准文書と署名であることは、十分御承知のことと思います。そのような
中で尊敬する使節殿が輝ける政庁へ贈り物を携えて赴きました。皇帝陛下側からの文書と
贈り物も携えて行きました。そして私たちの偉大な皇帝陛下が、私たちの友である使節殿
へ勅書を与え、そして使節を任命し、ルドルフ皇帝と呼びかける皇帝陛下425へ、贈り物と
親書を持たせて、その使節を派遣しました。更に、私たちの皇帝は私たちに対し、ローマ
皇帝陛下からの親書を受け取り次第、即座にそれを送るよう、お命じになりました。 
 しかしながら、私たちの皇帝陛が下したの命令の通りに、ローマ皇帝陛下の親書を私た
ちの手に届いていません。私たちは如何にしてそれを政庁へ送ることができるのでしょう
                                                   
425 ジトヴァトロク条約第 2 条のハプスブルク版文書に、「・・・互いに敬意を表し、王で
はなく皇帝と呼び、・・・」とあり、またそのオスマン版文書に、「・・・神聖ローマ皇帝
を王ではなく神聖ローマ皇帝と呼ぶこと」とある。第７章史料 A と B を参照。 
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か？それ故、王陛下に伏してお願いいたします。この事柄に関して誉高い王陛下は困難で
あると言わないでください。私は私たちの間にある友情を鑑み、更なる使節を陛下へ派遣
しようとお思います。その道中を妨げる者が 1 人もいないことを願っています。陛下が私
たちをその寛大な御心を持ってあらゆる面で友と見なしてくださっています。陛下は私た
ち側からのジトヴァトロクにおける和平条約違反をするというようなことは、一切お考え
なさらないでください。私たちは使節殿の交換についても決して反対しません。陛下がお
望みの時に、私たちはその準備をします。神が陛下へ末永い健やかな日々を約束して下さ
いますように。 
 
1609 年 7 月 1 日、ブダにて記す。 
以上 
 
138 1609 年 7 月 17 日（1609 年 7 月 7 日）、ブダ 
宰相アリ・パシャからプトノク426のカピターニィ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官でありブダ州行政長官
であります。（略） 
  
 私たちの友である尊敬する勇士のカピターニィ殿、私たちは貴殿へ感謝の意を表し、隣
人として友情を捧げます。この私たちの印のある書簡で貴殿へお目もじしなければならな
い訳は以下であります。以前の私たちの決定に従って、私たちはエゲル城塞へ帰属する村々
の長老とポルガール427に私たちの偉大な皇帝の城塞すなわちエゲル城塞建設の要員と車を
提供するよう強く命じましたが、人々は遣って来ませんでした。それ故、私は私の尊敬す
る御方である貴殿へ次のようお願いします。貴殿は当該ヨッバージィに対し、要員と車を
提供するようという言葉を受け入れて、するべきことをするようにと、私たちの決定に従
って強く命じてください。何故なら、彼らが時を無駄にし、要員と車を提供しないのであ
れば、私たちはその村を探し出し、その行為に見合った罰を与えることになります。   
 それ故、貴殿はこのことを御理解下さい。私たちは貴殿からの出来るだけ早い返事をお
待ちしております。神が貴殿へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 7 月 7 日、ブダにて記す。 
 
139 1609 年 7 月 17 日（1609 年 7 月 7 日）、ブダ 
                                                   
426 不詳。 
427 Polgár。軍人でない市民。ブルジョアジー。 
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  宰相アリ・パシャからマーゴチ・フェレンツ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士である閣下、私たちの信頼する良き友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を表
し、忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けなさいますよう祈ります。（略） 
 尊敬する私の友にこの私の印のついた書簡でお目にかからねばならない訳は次のことの
ためです。つまり、以前の私たちの決定に従って、私たちはエゲル城塞に帰属する村々の
長老とポルガールに対し、私たちの偉大な皇帝の城塞すなわちエゲル城塞建設のため要員
と車を提供するよう命じ、同時に私たちのカピターニィへも、私たちの決定に従ってヨッ
バージィを送るよう、書面で伝えましたが、誰も遣って来ませんでした。それ故、私たち
は改めて、閣下がヨッバージィに対して、命令を受け入れ、自ら車を引いて城塞へ出掛け、
望まれることをするよう命じてください。私たちの友であるカピターニィに対しても同じ
ように命じてください。 
 何故なら、彼らがなおもエゲル城塞へ行かず、命令に従わないのであれば、私たちは私
たちの決定に従い彼らを探し出すことになり、それに見合った罰をヨッバージィへ与えな
ければならなくなります。それ故、私は、何はともあれ彼らをエゲル城塞へ送るよう閣下
にお願いします。私は何らかの閣下の返事を待っています。神が閣下へ健やかな日々をお
授けになりますように。 
 
1609 年 7 月 7 日、ブダにて記す。 
 
140 1609 年 8 月 9 日（1609 年 7 月 30 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからフォルガーチ・ジグモンド宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 尊敬する私たちの友であり隣人の勇士の御方。私たちは私たちに関係のある名誉ある事
柄において貴殿へ友情を捧げ、そして貴殿へ次のことをお知らせしたく思います。つまり、
私たちは貴殿側がこちらへ送った敬意ある書簡を私たちは受け取り、理解しました。（略） 
 以前、私たちの間にある友情を更に強固なものとするために、ジトヴァトロクにおいて
トルコ語とハンガリー語で認めた私たちの文書を、こちらに滞在している私たちの友であ
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る使節殿が、こちらに派遣されてきたそちら側の高官と一緒に見るべきであると、私たち
は書きました。 
 しかし、私たちの友である御方よ、貴殿側が望んでいたことは適切ではありませんでし
た。つまり、貴殿側は私たちの者がスドゥン428へ赴くことを望んでおり、貴殿側もそれに
従い、そちら側の者をそこへ行かせ、そして双方が対面し、話し合いをすることを望んで
いました。更に、貴殿側はそれを望んでいます。（略） 
 私たちの良き友よ、私たちは、貴殿側が常に私たちに人を派遣するよう望んでいること
に本当に驚いています。私たちがそのようにしていたとしても、更に、閣下側はそれを望
んでいます。私たちは正義に則ることを見るためにかって一度だけ貴殿側の人物の派遣を
望んだことがあります。しかし、貴殿側はそれに対してさえ、異を唱えました。私たちは
その理由を知ることができません。 
 何故なら、私たちがスドゥンへ信頼のおける私たち側の者を派遣した折、貴殿側はハン
ガリー語で認めた文書を読んだはずです。しかし、前もって依頼していた私たちが派遣し
た者が読むためのトルコ語で認めた文書を、貴殿側は提示さえしませんでした。 
 私たちの者はハンガリー語を理解しません。もしトルコ語の文書の提示が拒否されるの
であれば、再度何一つ成果は上がらないでしょう。正義の則って事が行われないのであれ
ば、一体どんな成果が上がるのでしょうか？ 
 特筆すれば、最近、ハンガリー王陛下並びに私たちの友である貴殿側が私たちの者を受
け入れるということなので、私たちは少し前、私たちの者を派遣しました。それで彼らは
そちらに行きました。貴殿側の人々と一緒にいました。そして首席チャヴスが配下の 3 人
と一緒に殺されました。その翌日、閣下側の者がそちらで私たちの者 8 人を殺しました。
このようなことが起きているのに、どうして私たちは私たちの者を派遣できるのですか？ 
 私たちの良き友の御方、私たちは私たちの輝ける政庁から、以前、ジトヴァトロクにお
いて私たちの友である皇帝陛下並びにハンガリー王陛下の側近が印璽を押しと署名した文
書を送ってもらいましたので、貴殿側は信頼する人物を派遣して下さい。そしてその者が、
ここに滞在している私たちの友である使節殿と話し合いをして、その後でその結果を貴殿
側は知ることになります。私たちはあらゆる方法で真に自らを律してきました。これから
もそうします。私たちの間にある平和を侵すことに対して、私たちはそれがどのようなも
のであっても欲しません。そしてジトヴァトロクにおいて相互に取り交わした承認文書に
反しすることを私たちは一切認めません。私たちは正義に則り自らを律します。貴殿側が
この事柄の解決を望むのであれば、すぐに人を派遣して下さい。 
 何故なら、今この時でさえもハトヴァンへ軍旗をかざして兵が遣って来て、1 人のザーイ
ム429とその配下の 3 人が切り殺されました。私たちは、彼らはノーグラードの人々であっ
たと確信しています。彼らは、彼らが殺した者の家畜と馬全てを奪い去りました。更に、
                                                   
428 不詳。 
429 封土を有する騎兵 [Bayerle 1997 : 162]。 
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ヴィシェグラードの人々が船で遣って来て、軍旗の下に 30 人が一団となり、攻撃し、私た
ちの者 4 人を切り殺しました。ヴァーツの人々がこれらのことを私たちに知らせてくれま
した。 
 なお更に、そちらへ向かうパクス430の路上において私たちの者が被害を受けない日は１
日もありません。 
 私たちは、このようなことから良いことが続いて起こるとは、考えることができません。
この後も私たちに何かが起こるとすれば、貴殿側のありようを考えると、貴殿側のせいで
す。罪は私たちにはありません。以上をお知らせしたく認めました。神の御加護を。 
 
1609 年 7 月 30 日、ブダにて記す。 
貴殿の善意の者。 
以上 
 
追申 再度、次のことが起きています。アドンとフルドヴァール間に軍旗を翻した兵がし
ばしば出没していました。私たちの者がブダからそちらに向かう途中、それらの兵が戦い
を仕掛け、私たちの 10 人が切り殺され、そして全ての家畜と馬が奪い取られました。貴殿
側は、毎日このようなことが起きているということも、考えてください。 
 
141 1609 年 8 月 12 日 (1609 年 8 月 2 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは、神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア、
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長
官であります。(略) 
 
 私たちの敬愛する王陛下。陛下の側近であるボンホモ・ペーテルが遣って来ました。彼
は陛下の尊い書簡を私たちに届けてくれました。私たちは陛下の書簡を敬意の念を持って
受け取りました。更に、王陛下の兄上でありかつ私たちの偉大な皇帝の友であるローマ皇
帝陛下の親書が私たちの使節の為にもたらされました。その親書に使節は恙無く歩を進め、
何の障害もなく赴くようにとありました。 
 私たちも皇帝陛下並びに王陛下の親書を誠実さと誉を持ち受け取り、嬉しく思っており
ます。(略) 私の親愛な友である陛下、私たちはジトヴァトロクにおいて取り決めたことに
従い、あらゆる面で常に自らを律しております。更に、私たちの偉大な皇帝の使節も準備
を整えています。陛下は村々の事柄への陛下のお考えを親書に書いておられます。村々の
                                                   
430 ドナウ河左岸、トルナ北約 20 キロメートルに位置する。 
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事柄に関して、ジトヴァトロクにおいて別な条項が結ばれた431と、お書きです。しかしな
がら、兎にも角にも村々の事柄はすでに決定しましたので、一日も早く、正義に則り解決
を見るため、私たちは数度に渡り私たちの信頼のできる高位の者を派遣しました。そして
以前から貢納していた村々のヨッバージィ、すなわちその者とその子息の名前を記したリ
ストを私たちは既に送りましたが、それは一顧だにされませんでした。 
 私たちは、以前に占領されて貢納していたヨッバージィは両者側に税を支払う432とする
ジトヴァトロクの決定を遂行することを主張します。そして私たちは、以前に占領され帰
属していた村々は、決定に従い帰属するべきであると主張します。しかし、それが許され
ないのであればその限りではありません。 
 私たちは、私たちの城塞に属する 15 村が陛下側へ税を支払うことに関して少しも反対せ
ず、むしろヨッバージィが納税することを認めています。 
 そしてスィパーヒは自分の村へ出掛け、ヨッバージィに対しジズヤ433と税の支払いを求
めます。 
 以前に占領され私たちへ納税する村に反対することは、ジトヴァトロクの決定に反対す
ることであることを、陛下側の人々も十分御承知のはずです。村々が問題解決のために陛
下が記した書面に従うよう命じてください。そして残りの贈り物も実現するようにしてく
ださい。私たちの使節も用意が整っています。 
 更に、陛下は次のこともお書きでした。すなわち、陛下側の使節が、私たちの偉大な皇
帝の輝ける政庁へ赴いた時に授与された誉ある勅書の中に、ジトヴァトロクにおける決定
と異なる個所があるが、陛下はそれを認めず許さないと、お書きでした。(略) 陛下の名誉
ある使節は私たちの偉大な皇帝の輝ける政庁において、ジトヴァトロクの決定を批准する
文書を提示しました。それに従って全てが結ばれました。その勅書は彼らの意思によるも
のであり、陛下側が疑うような個所はその書に含まれていません。 
 また、次のことを陛下へお知らせいたします。つまり、私たちの政庁から陛下側の尊敬
する使節、すなわちローマ皇帝陛下へ下された尊い勅書が届いた時、陛下側はその書にジ
トヴァトロクの決定と異なる文言を見出し、私たちにその理由を尋ねてきました。(略) 私
たちは、ジトヴァトロクにおいてなされた決定に反する文言の存在は両者にとってなんで
もないことであると、回答し書き送りました。しかし、それが陛下側の意にそまない文言
であったのであれば、悪いことをしてしまいました。両者にとってジトヴァトロクの決定
に従って強化された全てに沿って事を行うことが適切です。すなわち両者側が批准したこ
とに従うべきです。 
                                                   
431 ジトヴァトロク条約文書は両帝国それぞれの文書が存在することを意味しているので
あろう。。 
432 スルタンとハンガリー王は境界地税収の半分を相互に譲渡することに同意し、越境した
ハンガリー領主にオスマン支配下にある自領地に対する課税を許可した [パムレーニ 
1980 : 178]。 
433 イスラム法に定める人頭税。 
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 以上のことを陛下にお知らせしたく書き認めました。神が陛下へ末永い健やかな日々を
お授けになりますように。 
 
1609 年 8 月 2 日、ブダにて記す。 
陛下の善意の者。 
以上 
 
追申 陛下は使節交換の日を決めてください。そしてその日をお知らせください。私たち
はその日の内に直ぐ、会談の準備をします。 
 ベキル・チャヴスとエセ・アガが使節殿の到着前に宿泊地を調べ、使節殿とその随伴者
の公務する場所を検分します。これは古くからのしきたりです。彼らは私たちの偉大な皇
帝のチャヴスです。 
 
142 1609 年 9 月 3 日、ブダ 
  宰相アリ・パシャからフォルガーチ・ジグモンド 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニア
テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長
官であります。 
 
 勇士である閣下の御方、私たちの尊敬する友。神が閣下の望むものを全てお授けくださ
いますように。(略) 
 私たちは次のことを私たちの友である閣下方へお知らせしたく書き認めています。つま
り、閣下方が私たちへ書き認めた書簡を今日受け取りました。しかし、書かれていた日は
私たちの新しい暦に従うと 9 月 3 日の木曜日で、今日の日です。私たちはその書簡から閣
下方が、私たちの友であり尊敬する使節であるアダム・ヘルベルステイン殿と一緒に私た
ちの尊敬する友であるアムハト・キハヤ閣下を派遣するよう望んでいることを、理解いた
しました。 
 しかし、それには今日、1 日しかありません、定められた日が明日の金曜日であったとし
ても、到着することは不可能であったことでしょう。書簡が私たちの手に届くのが遅すぎ
ました。しかし、神の許しがあれば、来週の月曜日に彼らを送り出します。その日にエス
テルゴムにおいて彼らに会うことになります。そしてそこで閣下方が望む時何時でも、互
いに情報を得て、使節交換は可能です。 
 私たちは、金子に関する件は、閣下方がお書きになったことを理解いたしました。しか
し、その件については、3 日前に私たちは私たちの尊敬する人物であるムスタファ・エフェ
ンディを派遣しました。その時、彼は金子に関して閣下方とその金額について話し合った
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と、私は理解しております。村々の件に関して閣下方がお書きなさったことも私たちは理
解いたしました。しかし、それらの村の件について、ある友がその友へ書くような言葉を、
友情と好意のあるかのように書き表すべきではなく、両帝国間にある村々は締結された通
りになされなければなりません。私たちはジトヴァトロクにおいて村々の事柄を多くの名
士および高位の者の前で明確に決定し、取り決めました。そのような訳ですので、この事
柄を殊更取り上げて再度話し合い、理解する必要はありません。しかしながら、エステル
ゴム城塞がドイツ皇帝の手に落ちた時まで、私たちに帰属していた村は再び私たち側に帰
属すると、決定されました。 
 以上の理由によりそれらの村々を私たち側へ組入れ、帰属させため私たちは尽力します。
私たちはこれらのことを閣下方へお知らせしたくこの書を認めました。神が閣下方へ末永
い日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 9 月 3 日、ブダにて記す。 
閣下方の善意の者である宰相アリ・パシャ 
以上 
 
143 1609 年 11 月 21 日 (1609 年 11 月 11 日)、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な皇帝の海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長官
であります。(略) 
  
 私たちの敬愛する隣人である王陛下、陛下の数通の書簡が私たちへ届けられ、陛下がお
書きになったことを私たちは確かに理解いたしました。陛下は、私たちがヴェレベイ434と
ニャールヒード、そしてヴァーツ領内の 2 村の帰属を主張していると、お書きでした。そ
してそれらの中のセーチェニィという村から 2 人のヨッバージィがエステルゴムへ呼びよ
せられたこと、更に、私たちはバルシュの人々をもその周囲の村や町と一緒に呼び出し、
脅そうとしていること、そしてこの事柄は決定とは別のように思われると、陛下はお書き
でした。(略) この事柄について、私たちは陛下への書簡で何度も書きました。つまり、エ
ステルゴム城塞がローマ皇帝陛下の手に墜ちた時まで、私たちに税を支払っていた村々は
再びそのようにするということです。しかしながら、一時的にヴェレベイとニャールヒー
ド、そしてヴァーツ領内の村はエステルゴムと共に陛下側に税を支払っていましたが、今
後は再び決定に従って私たちに税を支払わねばなりません。またそれらの村々が税の支払
いを望まないのであれば、その旨をカピターニィへ知らせることとし、その様にしないの
                                                   
434 スロヴァキアに位置する。 
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であれば、ヨッバージィを召喚し、税の支払いを強要しなければならないと、決定されて
います。それに関して、私たちはカピターニィと多くの関係者へ、特に陛下へは 1 度ない
し 2 度、書き知らせました。私は何故、陛下がそれについていかように理解しているのか
を知ることはできません。しかし、私たちの所に帰属する村のヨッバージィ 1 人ないし 2
人を納税の為に連れて来たということは、事実です。彼らは、皇帝へ納める税とスィパー
ヒへの支払いは以前支払っていたと同じく支払い、出来る限り遅れることなく早く支払う
べきであり、そうすれば自分の家へ還されます。 
 更に、陛下はお書きです。アムハト・キハヤは私たちの偉大な常勝皇帝により任命され
た使節である、と。(略) 
 私の友である陛下よ、アムハト・キハヤは使節の職務を遂行するために任命されました。
決して決定に反して、境界を割譲するために任命されたのではありません。しかも、決定
された中に境界割譲に関する文言はありませんが、税を支払っていた村は再び帰属し、税
を支払うことと、あります。私たちは一旦決定したことをこれまでも守ってきました。こ
れからもそのようにいたします。神よ、お守りください。私たちは約束に反する事柄が存
在することを全く望んでおりません。 
 陛下は次のようにもお書きです。私たちは、私たちの軍隊と人々、特にタタール人をエ
ステルゴムへ呼び寄せ、ハンガリーを破壊し略奪しようとしていると。このようなことは
たった今、陛下の書簡で知りました。私たちは和平に反することは如何なることも一切い
たしません。しかもそのような軍も人々もエステルゴムへ決して行っていませんが、村々
のスィパーヒが何度か自ら村々へ出向いて行き、決定に従いヨッバージィをエステルゴム
へ連れてきたことはあります。誰かがそのことを陛下に知らせたのでしょうが、真実を伝
えてはいません。更に、陛下は次のようにお書きです。つまり、ノーグラードと幾つかの
村はトルコへの税の支払いを免除されていたと。しかしこのことに関して、陛下は次のよ
うに承知していたはずです。つまり、フィレク、セーチェニィ、ノーグラード城塞がロー
マ皇帝の手に墜ちた後、それらの村の中でブダ、ペシュト、ハトヴァン、エゲルそしてエ
ステルゴムへ帰属していた村は、再びそのようにする、ことです。そのようにしない多く
の村に適用するために別の取り決めをしました。 
 私たちの友である陛下側の委員閣下方はこの事柄について熟知し、陛下へこの取り決め
を伝えているはずです。何故なら、私たちはこのことを十分に議論し、取り決めたのです
から。そして村のヨッバージィが連れて来られた村々すなわちノーグラードを獲得後、占
領した村々が今自らを傷つけるかもしれない他へ帰属することを、私たちは少しも望んで
おりません。然るに、私たちは、取り決めにないことにわが身を置くつもりはなく、その
ようにする気はひとつもありません。 
 ヨッバージィは自分たちのために村々の事柄を利用しようとして、陛下の頭を悩まして
いるにすぎないことを、陛下はどうぞお知り下さい。何故なら、もし正義が施行されれば、
私たちの間にある聖なる和平と友情が強固になり、日を追うごとに確固としたものになり
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ます。更に、私たちは、例えそれが取り決めに含まれていなとしても、トルナやペシュト
からソルノクに至る私たちの領内にある村々が、陛下側への税の支払いに対して異を唱え
ませんでした。しかし、今後は、帰属し、税を支払っていたかどうか村々に尋ね、税を支
払っていたのであれば、再び税を支払わせ、税を支払っていなかったのであれば、税の支
払いをさせません。 
 そしてそちらからこちらへ来る中小貴族の人々を私たちは丁重に受け入れ、彼らに通行
書を与え、極めて平穏に送りだします。彼らは自分の所有となったものを持ち帰ります。
しからしながら、私たちのスィパーヒは自分の村へ出掛けて行き殺され、そこから戻りま
せん。このようなことが起きるのは恐らく何処の世界であっても、誰かがその罪を犯して
いるのです。誰かが殺しているのです。（略） 
 陛下は、和平が成立してから 3 年が経過したことを、ご承知です。アムハト・キハヤが
私たちの多くのベイとハンガリーの名士と一緒に村々の視察へ出掛けて行きました。しか
し、村々の中で、旧習に従い税を支払うことを認める村は一つもなく、自分たちの土地に
ついて誰も命令すべきではないと回答しています。そこで私たちは、旧くから私たちに占
領されていた村を私たちの決定に従って、探し出します。（略） 
 更に、陛下は、リカ・サンジャクのベイであるハビル・ベイが平和時に多くの婦人、家
畜、子供そして別の家畜も奪い取ったこと、そして私たちが身代金目的に捕虜を得ようと
出掛け、人々を道中荒らしの者と一緒なって殺し、更に何人かを生きたまま連れさったと、
書いておられます。この件についても、私たちは陛下の書簡からたった今、知りました。
しかし、私たちは信頼のおける人物であるチャヴスをリカ・サンジャクへ派遣しますので、
持ち帰った情報を確認し、事の次第を陛下へお知らせいたします。その出来事が陛下のお
書きになった通りであるのならば、陛下も人を派遣し、私たちが悪事を犯した者を如何に
罰するかを、その者からお聞きください。 
 以前、私たちが受けた被害について陛下へお知らせしたあ後、アムハト・キハヤがそち
らへ赴いてから僅かの間に、私たちの側の 50 人以上が連れ去られました。その上、多くの
馬と家畜も連れ去られました。かつての戦争状態ように、今も戦争状態になっています。
私たちは陛下並びに私たちの友である委員殿方へ何度も書簡を書きましたが、今に至るま
で何ら有効な措置は取られていません。私たちは今後、如何に考えるべきかが分かりませ
ん。神が陛下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 11 月 11 日、ブダにて記す。 
陛下の善意の者。 
                                     以上 
 
144 1609 年 12 月 19 日（1609 年 12 月 9 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て 
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 私こと宰相アリ・パシャは、神の許しを得て、私たちの偉大な常勝皇帝の海軍、ボスニ
ア、テメシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行
政長官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士である閣下の御方、私の尊敬する友、全知全能の神が閣下へ多くの御多幸
をお授けになりますように。（略） 
 善良にして私の良き友である閣下へ私は次の事柄をお知らせしなければなりません。つ
まり、私の偉大な皇帝陛下がこの私を輝ける政庁へと召喚なさいました。私はこのことは、
大宰相閣下すなわち私の父閣下435によりなされたことであると考えております。何故なら、
私と大宰相閣下と長い間、対面することなく過ごした来たからです。それ故、全知全能の
神が良い機会をお与え下さったのであろうと思います。 
 神がお許しくださるのであれば、私たちの間にある友情に相応しく閣下を私の結婚式へ
招待するのが当然のことです。（略） 
 私たちは本当に長い時間、聖なる事柄に実も心も捧げて働き、書簡の遣り取りをしてき
ました。それ故、私はこの書簡において閣下へ次のようお願いをいたします。もしこの私
があるいは私の書簡の中で閣下を傷つけもしくは困らせていたのであれば、どうぞ私をお
許しください。何故なら、現在、常に偉大な二皇帝間には明らかに友情と親愛があり、そ
してそれが一層強まっています。そのために私が聖なる和平を一層強固なものとするべく
努力したことを、神が御存じだからです。私は今後も良き友情を信じ安眠することができ
ると心から云うことができます。 
 何時の日か私たちは会うことができるでしょう。私たちの友である尊敬するハサン・パ
シャ閣下436がブダに着任します。ハサン閣下も閣下と友情と親愛関係を結ぶはずです。私
たちはベキル・パシャ閣下をこの地に残します。私たちは以前の取り決めに従って和平の
事柄を遂行するよう彼に強く命じました。もし何らか事柄で必要となる時があれば、ベキ
ル・パシャはしっかりと働きます。閣下はただ彼に知らせれば良いのです。（略）神が閣下
へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 12 月 9 日、ブダにて記す。 
 
145 1609 年 12 月 29 日 (1609 年 12 月 19 日)、ブダ 
  ハビル・エフェンディからトゥルゾー・ジュルジィ437宛て 
                                                   
435 ムラド・パシャ (1520-1611)。ジトヴァトロク条約締結直後大宰相に任命され、1607
年、アナトリア反乱鎮圧へ向かう（Groot 1993 : 600-601）。ブダ州行政長官であるアリ・
パシャの舅。 
436 テリャキ・ハサン・パシャ。1609 年 11 月、3 度目のブダのパシャとなる。 
437 1609 年から 1616 年間、ハンガリー副王位にある。 
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 思慮深き閣下である御方、知識豊かな尊敬する勇士である私の友の御方、私は誠実な友
情と心からの親愛を感謝の意とともに閣下へ捧げます。 
 さて、私は閣下へ次のことをお知らせしたく思います。つまり、私は、私たちの偉大な
皇帝の御意思による命令によりこの地を立ち、ベオグラードへ赴かねばなりません。私は
閣下にお許しを請わなければなりません。私は閣下からの捕虜やその他の事柄について記
した書簡を確かに受け取ったと思うのですが、その書簡のひと束を見失ってしまいました。
どうぞ親愛な私の友である閣下、私を許して下さい。しかし、もし閣下がなおこのような
事柄に関して何かお気づきの事柄があるのであれば、閣下はそちら側からお申し付けくだ
さい。私はそれに喜んで応える用意があります。（略） 
 私は閣下の配下である私の友ポシュガイへも 1 通手紙を書きました。私はその手紙で支
払いをするので何らかの時計の調達を依頼しました。それで閣下にお願いいたします。そ
の者へ次のようお伝えください。出来るのであれば、私の懐具合を考慮して時計を調達し
て下さいと。その者と同じような信頼のおける人物が私の側にもおります。それはカディ
ア・シャバン・エフェンディで、良く気の付く人物です。 
神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1609 年 12 月 19 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友ハビル・エフェンディ、ムフティであり裁判官。 
 
146 1612 年、チズレ438 
  アフメト・キハヤからマチアス 2 世宛て 
 
 思慮深き敬愛する王陛下、私は私が関与する全ての事柄において陛下へ誠実に忠誠を捧
げ、神が陛下へ御多幸と御健康をお授けになりますよう祈ります。 
 私は次のことを陛下にお知らせするためこの書簡を認めています。つまり、私の主人
であり陛下の親愛かつ善意の友であるアリ・パシャ閣下はキジル・バシ439公国の近くチズ
レという地でウルメイ（ウラル）軍とタタール軍と共に越冬しています。実際に軍隊を引
き連れてキジル・バシ公国へ行き、私たちは 3 か月間、そこに駐留しています。私たちは
その地で大いに活躍しましたが、キジル・バシ公はハイドゥーとの戦いをしていたため、
彼とは直接対峙しませんでした。そして彼は現在輝ける政庁へ使節を派遣し、和平を願い
出ています。私の主人であるアリ・パシャ閣下は、陛下にとって大変善良かつ愛しい叔父
                                                   
438 チグリス河上流ディヤルバクルの南東部に位置する。 
439 トルコ語で［赤い頭］の意味。転じて赤い棒を 12 の襞のある布で巻いた独特のタ－バ
ンを被ったサファヴィー教団の信者をさす。彼らが 16世紀初頭のサファヴィー朝建国の際、
軍事的に大いに貢献したため、王朝創建後は主として政治・軍に的に有力なトルコ系遊牧
民のことを指した［羽田 2002 : 302］。 
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とも云えるお方だと思われます。それ故、陛下に伏してお願いいたします。陛下側から輝
けるオスマン政庁に人を遣って書面を送り、アリ・パシャ閣下をブダの地へ戻して下さる
よう、スルタン陛下に願い下さい。アリ・パシャ閣下の支配下にあるところは平穏になり
ます。陛下がその死を迎えるまで良いことを話し合えるようにするためにもそうして下さ
い。何故なら、トランシルヴァニア君公440がオスマン政庁に、ある事柄に関して使節を送
りました。そのことに関してオスマン政庁から使者が私たちの主人の所へ来ました。それ
に対してアリ・パシャ閣下はその使節の言葉を信用なされないようにオスマン政庁に知ら
せました441。更に、その使者は君公の使者ではなく、彼の近くにいる顧問官たちのしたこ
とであると、知らせもしました。私は陛下にお願いいたします。陛下の健やかな日々が経
過する中で、これに対して私たちへの返書をいただけますように。日々が速やかに過ぎ去
る中で、陛下はこれへの返事をお書くくださると思います。 
 
陛下へ喜んで奉仕するアフメト・キハヤ。 
 
147 1612 年、チズレ 
アフメト・キハヤからアンドレア・ネグロニ442宛て 
 
 尊敬する私の友の御方、私は私が間やする全ての事柄において貴殿へ友情を捧げ、神が
貴殿へ頗る健やかな日々をお授けになるよう望みます。 
 私は貴殿へ次のことをお知らせしたいと思います。私たちは私たちの主人と共に軍隊を
率いてキジル・バシの国へ行き、3 か月間その地へ駐留しています。キジル・バシは私たち
と敢えて戦おうとせず、目下、和平を願い、使節を派遣しました。私たちは、私たちの主
人である閣下と共にキジル・バシ国にあるチズレという名の地に私たちの全軍とタタール
軍と一緒に足止めを余儀なくされています。 
 さて、貴殿は自分がした約束を記憶していることでしょうか。つまり、貴殿が王陛下の
所へ赴くとすぐに、私たちの主人であるアリ・パシャ閣下を彼のいる場所として相応しい
地へ戻れるよう、貴殿が王陛下に頼んでくださるという約束です。しかし、いまだこの約
束は果たされていません。それ故、貴殿はアリ・パシャ閣下を彼の場所へ戻すために出来
ることをしてください。貴殿は、私たちが事の上首尾を願い用意した駿馬を既に王陛下へ
届けてくれました。勿論、私たちは貴殿へも駿馬は届いているはずです。しかしながら、
貴殿が私たちをできるだけ早くその国（ハンガリー）へ連れ戻すよう尽力下さっていても、
現在もトランシルヴァニア君公は輝ける政庁へ使節を派遣し、王陛下について何やかやと
良からぬことを多く語り、それを宰相閣下へも書き知らせています。しかし、これについ
                                                   
440 バートリ・ガーボル。 
441 アリ･パシャはチズレにいてもトランシルヴァニアの情報を得ていたことを示している。 
442 ハプスブルク帝国の通訳。 
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て私たちの主人である宰相アリ・パシャ閣下は、使節の言葉を信じてはいけない、何故な
らそれはすべて嘘であると、返事を書きました。 
 最後に、私は私の父である老宰相へ感謝を表し、貴殿の子息ペーテルへ感謝の意を述べ
ます。神が貴殿の幸運な日々をお守りくださいますように。 
 私の親愛なヘルべステイン閣下へ貴殿からよろしくとお伝えください、またウィーンに
いる私の友全てに私からの感謝の意をお伝えください。 
 
貴殿の善意の友アフメト・キハヤ、宰相アリ・パシャ閣下の首席従者。 
 
148 1614 年 11 月 17 日、コンスタンチノープル 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは、神の許しを得て偉大な私たちの皇帝の辺境にある城塞の軍
司令官でありかつ行政長官であります。（略） 
 
思慮深き勇士閣下である御方、私たちの尊敬し信用する友閣下、私たちは閣下へ誠実な
友情を捧げ、神が閣下へ御多幸を授けるよう祈ります。 
さて、私たちは次のことの為にこの書簡で閣下にお目もじをしなければなりません。つ
まり、閣下が私たちの現在の状況をお知りになりたくお尋ねなのであれば、私たちは神の
お陰により平穏に恙無く過ごしております。閣下も同じよう恙無くお暮らしであることを
神に願います。 
更に、私たちは次のことを書き記したいと思います。つまり、私たちの偉大な皇帝が御
前へ私をお召しになり、私に慈悲深い厚意をお示して下さり、私を以前のブダの公職すな
わち行政長官に任命して下さいました。神が、私をブダの地へと運んで下さるのであれば、
神の助けで私は、以前のように二人の皇帝間にある聖なる和平条約を遵守する者となりま
しょう。そして、両帝国が同じ意向を持ち、和平条約を侵そうと邁進する者を罰するよう
に私は努力いたします。 
そのためにも閣下に次のことをお願いいたします。辺境のいかなる場所に駐留するカピ
ターニィたちに対して、決して武力を用いず、悪行は行わず聖なる和平条約が侵されるよ
うなことがたとえありましても、事を起こさないようにと、罰則規定を適用して、厳守す
るよう命じ下さいますようにお願いいたします。 
私は閣下の健康状態を記した返書を待っております。神が閣下へ末永い健やかな日々を
お授けになりますように。 
 
1614 年ミンチェント443月 17 日にコンスタンチノープルにて記す 
                                                   
443 Mintsent。 
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149 1614 年 11 月 17 日、コンスタンチノープル 
  宰相アリ・パシャからバッチャーニィ・フェレンツ宛て444 
 
 私こと宰相アリ・パシャは、神の許しを得て偉大な私たちの皇帝の辺境にある城塞の軍
司令官でありかつ行政長官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士閣下である御方、私たちの尊敬し信用する友閣下、私たちは閣下へ忠実な
友情を捧げ、神が閣下へ御多幸を授けるよう祈ります。 
 さて、私たちは次のことの為にこの書簡で閣下にお目もじしなければなりません。つま
り、閣下が私たちの現在の状況をお知りになりたくお尋ねなのであれば、私たちは神のお
蔭により平穏に恙無く過ごしております。閣下も同じよう恙無くお暮らしであることを神
に願います。 
 更に、私たちは次のことを書き記したいと思います。つまり、私たちの偉大な皇帝が御
前へ私をお召しになり、私に慈悲深い行為をお示して下さり、私を以前のブダの公職すな
わち行政長官に任命して下さいました。神が、私をブダの地へと運んでくださるのであれ
ば、神の助けで、私は以前のように二人の皇帝間にある聖なる和平条約を遵守する者とな
りましょう。そして、両帝国が同じ意向を持ち、和平条約を犯そうと邁進する者を罰する
ように私は努力いたします。 
 そのためにも閣下に次のことをお願いいたします。辺境の如何なる場所に駐留するカピ
ターニィたちに、決して武力を用いず、悪行は行わず聖なる和平条約が侵されるようなこ
とが例えありましても,事をおこさないようにと、罰則規定を適用して、厳守するよう命じ
て下さいますようにお願いいたします。 
 私は閣下の健康状態を記した返書を待っております。神が閣下へ末永い健やかな日々を
お授けになりますように。 
 
150 1615 年 1 月 23 日（1615 年 1 月 13 日）、ブダ 
  フセイン・アガからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 思慮深き勇士閣下である御方。私たちが関与するあらゆる事柄において閣下へ誠実に奉
仕し、友情を私は捧げます。神が閣下へ御多幸をお授けなさるよう望みます。（略） 
 閣下の書簡が私たちへ届けられた翌日、ボロンドヴァール445の火事について記した私た
                                                   
444 アリ・パシャ不在の 3 年間、ハンガリー辺境において和平条約違反が多発し、社会不安
が広がっていた。そのため、アリ・パシャはハンガリー貴族のバッチャーニィへ全く同じ
内容の書簡を書いたのであろう。 
445 シャールボガールド。セーケシュフェヘールヴァール南約40キロメートルに位置する。 
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ちの書簡が、閣下の所に届いたと思います。最近、和平に反するかのように閣下側の人々
が敢えて火をつけているが、今回の件は彼らに何の関係もなければ良いと思います。（略） 
 私たちは私たちのパシャ閣下446が現在の混乱した状況を知るべきと考え、閣下の書簡を
彼にすぐさま送りました。私たちの閣下が来月には遅れずに出立し、ここへ到着すること
私は神に願います。 
 さて、閣下は、罰するに値する者がいるとお考えなのであれば、その者を罰することを
真剣にお考えください。私たちもこのことを行った者を罰することを考えています。さて、
私たちのエステルゴムの人々は悪事をしようとして出掛けたのではなく、以前その村々は
帰属し、税を支払っていました、それでそれらの村へ検札の為に出掛けたのです。一方、
ボスニャーク・タマーシュ447は敢えて人々と一緒に私たちの銃下へ来て、私たちの者を追
い回し、その 24 人もしくは 25 人を殺すという惨い行為をしました。しかしながら、私た
ちの偉大な皇帝の税の支払いを人々が受け入れていたら良かったと思います。私たちは以
上のことを閣下へお知らせしたく認めました。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりま
すように。 
 
1615 年 1 月 13 日ブダにて記す。 
私ことフセイン・アガ、ブダへ再度赴任する宰相アリ・パシャ閣下の代理人（カイマカー
ム）。（略） 
 
151 1615 年 4 月 29 日、ブダ 
  フセイン・アガからトゥルゾー・ジュルジィ宛て 
 
思慮深き勇士であり尊敬する私の友閣下、私は私が関与する全ての事柄において閣下へ
友情を捧げ、神に閣下の御健康を祈ります。（略） 
尊敬する閣下の御方、私はこの書において次のことで閣下へお目もじしなければなりま
せん。つまり、二皇帝すなわち偉大な皇帝陛下とローマ皇帝陛下間の和平条約は、交易を
する者はそちらからこちら私たちの領内へ自由に遣って来ることができ、一方、私たちの
者も自由にそちらへ行くことができることを、定めています。それ故、私は閣下へ次のよ
うお願いいたします。閣下はトルコ人の捕虜とハンガリー人の捕虜に対しその哀れな状態
を鑑みて心配りをしていますが、まずは、件のトゥリィ・ヤーノシュ夫人を無事に解放し
て下さい。止まっていた物事を再開しましょう。自分たちの鉱山や教会建設といった必要
な事柄を進めましょう。私たちも必要な建設をします。そのため閣下方の者へ周知されか
つ安全に出掛けることができるための通行書を、閣下が発行して下さるよう私は閣下へお
願いいたします。それはヨッバージィと他の人々にとって必要なように、私たちの者もこ
                                                   
446 宰相アリ・パシャ。 
447 フィレクのカピターニィ。 
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ちらから出掛けて行き、閣下方の領内で働きそしてそこを安全に通過するために必要なの
です。閣下方の人々も和平条約の規定を遵守すると同じように、閣下が交易をする者に対
し大きな支援をすることが大切であるとお考えてください。私たちが食糧品をそちらへ運
搬するのを恐れずに済むように、閣下はお考えください。私たちは貧しい者たちが飢えて
いるのを知っているのでそちらへ食料品を運んでいるのです。然るに、ハンガリー国副王
である閣下が辺境のカピターニィたちに対し交易する者を通行させるように説得する必要
があります。何故なら、彼らは通行することができていません。こちらから出掛けて行く
者たちは和平条約に定められているにも関わらず、何の支援もなく危険に身を晒し、絶え
間なく荒れ地を遣って来る強盗からその身を護ることができないでいます。カピターニィ
たちに周知されていないため、100 ないし 200 の騎兵が何処へ出掛けていいのか分からな
いのです。私は兵と一緒に 1 か所ではなく何か所かで悪事をする輩を探し出しました。彼
らが奪い取った家畜を手にしているのを見て、その多くを奪い返しました。更に、・・・兵
士たちが別の所にいる人々を助け出しました。私はその者たちをヨッバージィの手に渡し
ました。何故なら、閣下方がヨッバージィの人数の増加を望んでいるように、私たちも被
害が閣下側にも私たち側にも起こらないことを望んでおります。貧しい者たちが暮らして
いけるようにいたしましょう。然るに、閣下は辺境のカピターニィたちへ次のよう命じて
下さい。つまり、和平に関する事柄が閣下の負担とならないよう、カピターニィたちがそ
の帰属している人々を軽視することを止めるよう命じてください。閣下は、偉大な皇帝の
ヨッバージィであっても、そのヨッバージィの数が増加するようにしてください。何故な
ら、私たちがあらゆるところから多くの者が来て災いを起こすことに、どんなにうんざり
しているかを考えてみて下さい。然るに、ハンガリー王陛下の次に連なるハンガリー副王
である閣下は、辺境のカピターニィたちに対して、交易に従事する人々へ如何なる支援も
惜しまずそして彼らを保護するよう命じて下さい。勿論、こちら側でも私たちはそれらの
人々を保護します。私たちは誰に対しても危害を加えることを望んでおりません。そうす
ることが偉大な皇帝とローマ皇帝のためになります。 
バーツ県から多くの家畜を軍隊へ運んで行った者たちの中の者が傷を負ったまま、今も
フィレク、セーチェニィ、ジャルマティの村で伏せっています。閣下は彼らを探し出し、
会ってください。私には閣下がそうするだろうと分かっております。 
神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
4 月 29 日、ブダにて。 
私ことフセイン・アガはブダへへ再度就任する宰相アリ・パシャ閣下の代理人であり、ア
リ・パシャ閣下へ喜んで仕える者であります。 
 
152 1615 年 5 月 16 日（1615 年 5 月 6 日）、ヴェレブ448   
                                                   
448 セーケシュフェヘールヴァール近郊に位置する。 
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アフメト・キハヤからヴェレブの人々宛て 
 
 私ことアフメト・キハヤは思慮深い宰相アリ・パシャ閣下の首席副官であり、偉大なト
ルコ皇帝のローマ皇帝への首席使節あります。更に、聖なる和平条約を更新する任務にあ
る者であります。 
 
 私はヴェレブの長老と有力者である方々とその属する村々へ次のように命令を出します。
方々は公に方々を管理する者がいない状態にありますが、以前エステルゴムへ貢納し、税
を支払っていた者は現在もそのようにすること。何故なら、現在聖なる和平条約が結ばれ
て、以前税を支払っていた者は、また税を支払うと定められたことを、方々は承知してい
るはずです。更に、不服従あるいは奉仕をしないという理由で村々を隷属させるようなこ
となどを決してしてはいけないことも承知しているはずです。それ故、そのような状態に
してはならず、この文書を見たらすぐに、方々に属する収入に課せられる税をエステルゴ
ムへ届けるように、私は方々へ命じます。私の命令を無視しないでください。秘密裡に事
を起こさないようしてください。 
 
1615 年 5 月 6 日、セーケシュフェヘールヴァールにて記す。 
 
153 1615 年 6 月 19 日（1615 年 6 月 9 日）、ブダ 
  フセイン・アガからトゥルゾー・ジュルジィ宛て 
 
 思慮深き私たちの閣下の御方、私たちの関与するあらゆる事柄において私たちは閣下へ
私たちの友情を捧げます。神が閣下へ心身ともに健やさと御多幸をお授けになることを、
私たちは望んでおります。 
 私たちの尊敬する御方であり私たちの友である閣下。私たちは次のことの為にこの書で
閣下へお知らせしなければなりません。つまり、先ごろ、閣下の敬意ある書簡が私の所へ
届きましたが、それは宰相アリ・パシャ閣下宛ての書簡でした。それで私はそれが届くと
同時に、その書簡をアリ・パシャ閣下へ送りましたので、アリ・パシャ閣下からの返事が
来次第直ぐに閣下へお送りいたします。私が次のようにこの書簡に記すことで閣下をきっ
と困らせることになるでしょう。それは、この月の第 1 週目のことです。50 の騎兵からな
る１団が荒れ地を遣って来ました。彼らはヴァーツ平原に住む貧しいヨッバージィの家畜
を奪い去りました。騎兵は人々を襲い、ヴァーツのベイ７人が切り殺され、１人が生きた
まま捕らわれ連れ去られました。その 1 団の先頭にいたのはジャルマチ・コヴァーチ・ヤ
ーノシュであったと言われています。それ故、そのような悪行をした者たちを探し出し、
罰してくださることを、私は閣下へお頼みいたします。それらの貧しいヨッバージィ達は
閣下側にとっても私たち側にとっても有為な者たちであり、私たち双方へ如何なる災いも
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もたらしていません。しかも貧しい彼らはそれぞれの生活の場で閣下側の信仰の下で暮ら
しています。彼らが安心して暮らせるようにいたしましょう。神に誓い、閣下は貧しい者
たちを滅ぼさず、生活が成り立つようしてください。閣下はそのような悪行をした者たち
を罰して下さい。何故なら、それらの者たちは偉大な二皇帝間の聖なる和平条約を粉々に
しようとしています。更に、この数日間にもハトヴァンからタタールの 8 人が馬に乗って
ペシュト近く来たところを、エルディ・アンドラーシュが彼らを見つけ、そのうちの 4 人
を生け取りにして馬もろとも連れ去りました。しかし、彼らは何ら悪いことをしていなく、
城塞へ赴くところではなく、帰国しようとしていたところで災難に会いました。その上更
に、別な夜のことですが、ジャルマトゥの兵がペシュト方面へ出掛け、数頭の羊を奪い去
りました。そして羊の群れにいた 2 頭のロバも連れ去りました。このように城塞へ出掛け
て家畜を奪い去るということを度々するという行為は、聖なる和平条約の中において兵士
として相応しいことでありません。閣下はこれらのことをした者たちを探し出して、罰し
て下さい。閣下はジャルマトゥのカピターニィに対し、配下の者を厳しく管理するよう、
実際に強く命じて下さい。何故なら、貧しいヨッバージィたちは神の次に閣下を信じてい
るのですから。閣下は悪行をした者を野放しにせず、罰して下さい。私は私が関与するあ
らゆる事柄において喜んで閣下へ奉仕する用意があります。神が閣下へ頗るの健康をお授
けになりますように。 
 
1615 年 6 月 9 日、ブダにて記す。 
私フセイン・アガ、思慮深き宰相アリ・パシャ閣下のブダにおける首席代理人。 
 
154 1615 年 7 月 4 日（1615 年 6 月 24 日）、ジモニィ449 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世450宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 皇帝陛下、私が敬愛してやまぬ善意の御方。私は陛下へ感謝の意を表し、重ねて忠実な
友情を捧げ、そして神が陛下へ末永い健やかな日々をお授けになることを、祈ります。 
 
 私は最近、陛下が信頼のおける者に託した私宛の書簡をこの地で受け取ったことを、陛
下へお知らせしたいと思います。それを大きな喜びで、ありがたく受け取り、陛下が書簡
の中で私へキスをして頭を下げる挨拶をして下さったよう思いつつ、陛下の書簡を理解い
                                                   
449 ベオグラード近くの平原。 
450 1612 年にハプスブルク皇帝となる（－1619）。 
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たしました。（略）更に私は次のことも陛下へお知らせしたいと思います。つまり、陛下は
陛下の善意の友である私たちの偉大な皇帝へ宛てた尊厳ある文書を送って来ました。更に、
陛下は人も派遣してきました。そこで私は、陛下側の者の傍らに私たちの親切な高官を随
伴させて、ここへ長く留め置かずにその文書と一緒に、彼らを偉大な皇帝の御座所である
輝ける政庁へと彼らを送り出しました。この後も陛下の文書もしくは人物によりこの種の
事柄があるとしても、私たちは喜んで丁重に事をする所存です。しかしながら、陛下はラ
テン語でもなくドイツ語でもなく、常にハンガリー語で書いてくださるようお願いいたし
ます。神が陛下へ末永く頗る健やかな日々をお授けになりますように。 
  
ベオグラードの平原にて、1615 年 6 月 24 日に記す。 
 
追申 陛下は私の語ることを些かの疑念も抱かずに信じて下さい。私は、この命のある限
り聖なる和平条約を誠実に護り続けます。私はジトヴァトロクで決議したことに従い、決
して和平を侵すようなことはいたしません。 
 
155 1615 年 7 月 9 日（1615 年 6 月 29 日）、セレムシェーグ451 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き御方であり私の敬愛する勇士である友閣下。私は閣下へ私が関与する全ての事
柄において誠実な友情を捧げ、神が閣下へ末永い健やかな日々と幸せをお授けになるよう、
祈ります。（略） 
 私の旧来の知人であり、親しく信頼する私の友である御方。私は次のことを閣下へお知
らせしたいと思います。私は閣下が私宛へ送って下さった書簡を嬉しく受け取り、閣下が
閣下の友であるこの私宛へお書きになったことを全て理解し、感謝しました。聖なる和平
条約に関して、閣下すなわち親愛な尊敬する私の友は、私の語る言葉を本当に信じて下さ
い。私たちはジトヴァトロクにおいて一旦決議された事柄以外に何一つせず、その決議全
てを護ります。何故なら私たちの偉大な皇帝がそうすることを私に強くお命じになったか
らであり、この私を信頼くださったからです。この事柄について閣下方のこの友以上に関
与しようとする者は存在しないからです。そしてこの事柄について、私たち側からは、誰
にも語らないので、誰も何も聞き知ることはありません。 
 勇士であるこの私の友閣下へ、私はすべて十分に書き伝えた思います。私は更に、もう
                                                   
451 不詳。 
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ひとつ閣下へお願いしたいことがあります。すべてのことが順調に進んでいるのであれば、
私たちの使節であるアフメト・キハヤをそちらに留め置かず、良い知らせと一緒に直ぐに
こちらへ送り還して下さい。何故なら、先に述べたように、私は私の命のある限り、一旦
決議した以外のことは決していたしませし、その上今後はもう閣下方は私に会うことはあ
りません。神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
  
セメン近くのセレム平原にて、1615 年 6 月 29 日、記す。 
閣下のあらゆる面における善意の古き友。 
                                     以上 
 
156 1615 年 8 月 14 日（1615 年 8 月 4 日）、トルナ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き私の旧来の知人で尊敬する善意の勇士である友閣下。私は私の関与する全ての
事柄において閣下へ誠実な友情を捧げ、神が閣下へ御多幸をお授けになるよう、祈ります。 
 
 私は、私たちの尊敬する友閣下が、聖なる和平の事柄成就へ尽力なされたことを本当に
感謝しております。必ずや神は多くの良きことと恩寵で閣下を祝福なさっております。神
は、二皇帝の関係が良好なことを御承認しておられます。私たちもそのようにいたしまし
ょう。神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますよう、私は願っております。 
 
トルナにて、1615 年 8 月 4 日、記す。 
閣下の善意の友。 
                                     以上 
 
157 1615 年 8 月 14 日（1615 年 8 月 4 日）、トルナ 
  宰相アリ・パシャからメルキオル・クレスル452宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
                                                   
452 マチアス皇帝治世のハプスブルク帝国宰相。 
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 思慮深き閣下の御方、私の敬愛し尊敬する友閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、誠実な
友情を捧げ、そして神が閣下のお望みになるすべての良きことをお授けくださるよう望み
ます。 
 私の親愛かつ神経する友閣下、閣下の私宛の尊い書簡が届いて数日が過ぎてしまいまし
た。閣下はその書簡に、聖なる和平条約453が神の御意思により最終的に成立したことをお
書きでした。私はそのことを大きな喜びと感激を持って聞き、神の恩寵がそれへもたらさ
れることを願いました。（略） 
 更に、閣下は次のようにお書きでした。私が、閣下の書簡へ対して閣下の望むように返
事を常に出すことが出来なかったのは、良き通訳者を私が抱えていないためであることを、
閣下は御存じであると。 
 私の親愛な尊敬する友であり敬愛する私の父の息子である閣下は、私が何らかの過ちを
犯し失敗する時があっても、この私をお許しください。私は閣下へ次のようお願いいたし
ます。私の所にドイツ語の読み書きができる者がおりません。その為に私はいつも返事を
出すことができないでいます。このような事情がありました。（略）それが本当のことで、
それ以上の理由ではありませんでした。 
 慈悲深き尊敬する友であり、親愛な私の父の息子である閣下は次のようにもお書きにな
っています。つまり、我らの偉大な皇帝が聖なる和平を達成するための全権を、閣下の友
であるこの私にお与えになったのであろうと。閣下のお書きになっている通りです。我ら
の皇帝陛下は私に全権を授与下さいました。ローマ皇帝陛下が閣下に授与されたのと同じ
です。聖なる神の恩寵が実現するよう閣下と共に私たちは努力してまいりました。私はこ
の後も全てが、日々上首尾に遂行されることを神に祈ります。 
 更に、閣下は、ローマ皇帝陛下がこの事柄に私たち以外の誰をも参加させなかったとい
うこともお書きになっておられます。神がローマ皇帝陛下に長き命をお与えになりますよ
うに。私はこの命がある限り聖なる和平をも守り、われらの皇帝陛下と閣下の皇帝陛下と
の間にある友情と好意が、日ごとに強まり相互に敬意をもち続けることができるように努
力いたします。 
 閣下は、そちらに滞在している私側の使節たちが与えられた任務をすばらしく誠実に果
たしているということもお書きです。私は閣下が彼らに適切な指示を与えて、全ての事柄
がうまくいくように取り計らってくださることを願っております。なぜなら、偉大な両皇
帝の間にある事柄に関して、使節たちが十分に働けないようであれば、物事はうまくいか
ないからです。（略） 
 さらに閣下は、こちら側の帰属と認められた村々のことに関して、ハンガリー貴族が反
対を表明していることもお書きです。 
                                                   
453 1615 年 7 月 1 日、ジトヴァトロク条約の更新条約であるウィーン条約が、オスマン・
ハプスブルク間で締結された。 
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 閣下が今まで書面で私にお命じなされてきたことを、この後も遂行することが私たちの
任であり、私の思うところであります。閣下が書面で命じられたことを、私は神の助けを
得て全てあるべきところへと導きます。そして偉大な両皇帝の勅書と批准は、ジトヴァト
ロクにおける決定に従って、大いなる敬意をもって保持されることになります。われらの
皇帝に対して、見せ掛けの善意を示す者たちがいます。その輩のすることは全て分かって
おります。その輩の顔色は、この世でもあの世でも黒くなっています。私たちはその輩の
誰にも耳を傾けるというようなことはありません。閣下側もそのようにして頂かなければ
なりません。（略） 
 以前、閣下側の使節が輝ける政庁へと参りました。しかし、そのことを閣下は私に書簡
で知らせてくださいませんでした。私はこれまでいかなることも全て閣下にお知らせして
きました。しかし、私は、閣下がその時、多くのことを抱え込んでおられて頭がいっぱい
だったと存じております。私たちは閣下側との一回の決定に満足しており、全ての事柄に
心の底から誠意を持って対処いたします。 
 私の友である閣下は、私たちが次のことで同じ考えであるということを御承知です。ハ
ンガリー貴族の主張を私たちが聞き入れていたのであれば、偉大な両皇帝間の聖なる和平
は実現しなかっただろうということを。彼らの止めるようにという言葉に耳を傾けないと
いうこともまた閣下の本心ということですね。（略）更に、閣下は次のこともお書きです。
つまり聖なる和平の事柄をプラハにおいてもコンスタンチノープルにおいても完全に終結
したことにしようと。 
 現在、輝ける政庁から派遣された私たちの使節がそちら側で丁重にもてなされています。
私は彼らが近い内に帰国の途に就くことを神に祈っています。私は何時も彼らの帰りを待
っております。彼らがここに到着するとすぐに、私は彼らを故国へ送り出します。 
 現在、締結した和平条約条項を思考するために私たちは批准文書の送付を望んでおりま
す、私たちの偉大な皇帝の尊い勅令書も送付されます。私たちは首席使節であるアフメト・
キハヤおよびグラチアニ・ガスパール454を帰国させる際、ローマ皇帝の批准文書を彼らに
託してお送りくださることを私たちは望んでおります。閣下はこの事柄について本当に私
の意を汲んだように書いていました。私の敬愛し尊敬する友が末永く健やかに暮らすこと
を、神がお授け給わんことを。閣下の私宛ての聖なる和平がなったという内容の文書が届
き次第、私はすぐさまそれを輝ける政庁へ送りました 
 村々や城塞また何らかの被害を被った人々に関しての問題解決のために、両者側から適
切な人物を任命してことに当たらせましょう。その者たちは辺境に自分の領地を所有して
いない者といたしましょう。私が任命した友であるベイやパシャは、辺境に所領を有して
いません。私は閣下が適切な日に選出された者たちを派遣されることを待っております。
その時に私もこちらの者たちを派遣します。その後で、閣下からの連絡を待ってブダで会
                                                   
454 ダルマチア出身のキリスト教徒。オスマン高官との知遇を得て、オスマン帝国の使節と
なる [Angyal 1925 : 377-378]。 
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談いたしましょう。（略） 
 両者で決定した和平条約のそちらの批准書がこちらに到着するとすぐ、輝ける政庁から
すぐさま批准書が送り出されます。 
 親愛かつ尊敬する私の友閣下はラドゥ・ヴァイダ455についてもお書きになっていました。
閣下はそのことについて私が書いた次の文書でお知りになります。目下、私は移動中なの
で閣下へ詳しく書くことができません。 
 聖なる和平が、神の御意志により上首尾にことが運びました。本当に神のお陰です。二
皇帝がいつまでも繁栄いたしますように。 
 神が末永く閣下に健やかな日々をお与えになりますように。 
 
1615 年 8 月 4 日、トルナにて記す。 
常に閣下の忠実な善意の友。 
以上 
 
158 1615 年 9 月 27 日、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 ローマ皇帝陛下、私たちの心からの親愛な御方である陛下。私たちは陛下へ感謝の意を
表し、誠実な奉仕を捧げ、そして神が陛下のお望みになるすべてをお授けになりますよう
お祈りいたします。（略） 
 私はこの書で陛下に取り急ぎ次のことをお知らせしたく思います。つまり、陛下は以前、
使節としてアブラハム・ステルンという名の人物を輝ける政庁へ派遣されました。その者
が私たちの皇帝の畏れ多い勅令書を携えてここへ到着しました。私たちは彼を一時たりと
もここへ留め置くことなく、敬意を持って陛下の下へ送り出しました。この後も陛下は何
なりと私にお命じ下さい。陛下が私たちの偉大な皇帝との間に深い友情と互いに分かち合
う好意そして善意を日に日に高めるよう私は尽力いたします。神が陛下へ末永い健やかな
日々をお授けになりますように。 
 
1615 年 9 月 27 日、エステルゴムにて記す。 
陛下の常に善意なる者。 
                                             以上 
                                                   
455 ワラキアのヴァイダ。 
287 
 
 
159 1615 年 9 月 27 日（1615 年 9 月 17 日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからメルキオル・クレスル宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私の敬愛し尊敬する友閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、その後で
誠実な友情を捧げ、そして神が閣下のお望みなさるもの全てお授け下さいますよう祈りま
す。（略） 
 私はこの書で次のことを閣下へお知らせしたいと思います。つまり、以前私たちの皇帝
の御座所、政庁へ閣下方が派遣していたアブラハムという名の人物が私たちの皇帝の畏れ
多い勅令書を携えてこちらへ到着しました。私たちはその者をここへ留め置かず、大変丁
重に遇して送り出しました。先ごろ閣下へ書き送った私の書簡に、あらゆることに関して
充分に書きましたので、今回は簡単に済ませます。 
 私は閣下が私にお示しくださった友情や好意を忘れることは決していたしません。それ
ですの、閣下は将来、必要かつ望むことがあればこの閣下の友である私に正確に書き知ら
せお命じください。私は私の関与する誉あるあらゆる事柄において喜んで閣下の意に沿う
よう努めます。 
 神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1615 年 9 月 17 日、エステルゴムにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
160 1615 年 9 月 27 日（1615 年 9 月 17 日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私の敬愛し尊敬する友閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、その後で
誠実な友情を捧げ、そして神が閣下のお望みなさるもの全てお授け下さいますよう祈りま
す。（略） 
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 私はこの書で次のことを閣下へお知らせしたいと思います。つまり、以前、私たちの皇
帝の御座所、政庁へ閣下方が派遣していたアブラハム・ステルンという名の人物が私たち
の皇帝の畏れ多い勅令書を携えてこちらへ到着しました。私たちはその者をここへ留め置
かず、大変丁重に遇して、そちらへ送り出しました。先ごろ閣下へ書き送った私の書簡に
あらゆることに関して充分に書きましたので、今回は簡単に済ませます。 
 私は閣下が私にお示しくださった友情や好意を忘れることは決していたしません。それ
ですの、閣下は将来、必要かつ望むことがあればこの閣下の友である私に正確に書き知ら
せてください。私は喜んで閣下の意に沿うようにします。 
 神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1615 年 9 月 17 日、エステルゴムにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
161 1615 年 9 月 28 日（1615 年 9 月 18 日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私たちの親愛な尊敬する勇士の御方である友閣下。私たちは閣下へ
誠実な友情を捧げ、神が閣下へあらゆる御多幸をお授けになりますよう祈ります。（略） 
 私は以下のことで尊敬する御方であり私の友閣下にこの書簡でお目もじしなければなり
ません。つまり、数年前、ここ私のいる国から出掛けて行き、そしてウィーンとジュール
において哀れな捕虜となった者たちを解放するため、私はその捕虜 1 人に対しこちらにい
る捕虜 1 人を解放しました。キシュ・グローフという者の捕虜であるフセイン・チェレビ
という名の者の解放のために、私たちはマサウルという名の旗持ちであるドイツ人を 1 人
解放しました。しかし、マサウルを解放したにも関わらず、哀れなフセイン・チェレビは
戻されませんでした。そしてその後で身代金さえも届けました。その額は 1450 フォリント
にも達しました。再度、同じことをする意思はありません。身代金を返還してもらい、捕
虜交換のためこちらから 1 人の捕虜をウィーンへ送りました。フセイン・チェレビのお金
を還して下さい。しかし、私たちがこのようにしている時、閣下方の者たちはフセイン・
チェレビを道中で殺し、その遺体をジュールに運びそこへ葬っていたのです。 
 キシュ・グローフは彼の捕虜が殺されていたことを知りながら、マサウルを得て、その
約束を反故にしました。（略）然るに、私は閣下に次のようお願いいたします。つまり、マ
サウルをこちらに戻すか、1450 フォリントを返還して下さい。閣下は必ずそのようにして
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ください。何故なら、私たちは決してそのようなことを認めることができないし、閣下は
正義に従ってこれを対処する義務があるからです。このことに神の御加護がありますよう
に。 
 
1615 年 9 月 18 日、エステルゴムにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
162 1615 年 10 月 1 日（1615 年 9 月 22 日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからメルキオル・クレスル宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下、勇士であり尊敬し敬愛する私たちの友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を
表し、誠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けになりますよう、祈ります。（略） 
 私は次のことを私たちの尊敬する友閣下へお知らせしたく思います。つまり、今日、現
在、輝ける政庁に滞在している閣下側の敬愛する人物であるスタルツェル・ミハーイから
の書簡が届きました。私はそれを私の配下の信頼できるものに託しそちらへ送りました。
その他にもアフメト・キハヤ宛ての私の書簡もその者に託しました。私は以前、閣下へ書
き送った書簡で多くのことについて饒舌に語りましたので、今回は手短にいたします。し
かし、私は次のことは、私の敬愛尊敬する友閣下へお願いしたいと思います。アフメト・
キハヤをそちらに長く留め置かずこちらへ戻してください。 
 神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1615 年 9 月 22 日、ストリゴニィにて記す。 
常に閣下の善意の真の友。 
以上 
 
163 1615 年 10 月 2 日（1615 年 9 月 22 日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
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 思慮深き閣下、勇士であり親愛な尊敬する私たちの友閣下、私たちは閣下へ感謝の意を
表し、誠実な友情を心から捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けになりますよう、祈り
ます。（略） 
 私たちは次のことを閣下へ説明し、お知らせしたくこの書を認めます。つまり、閣下の
敬意ある書簡がアフメト・キハヤの手紙と共に私たちの所へ届きました。そして閣下は、
アフメト・キハヤの手紙を我慢できずに開封したと、お書きでした。しかし、閣下は間違
ったことをしてしまったと気づいて、誰にも何も話すことなく、再び封印し、私たちに送
ったともお書きでした。私は、私の良き友である閣下が例え私の書簡を開封したとしても、
閣下へ些かの悪感情を持つことはありません。何故なら、私には閣下へ隠すようなことは
何もないからです。神は私が閣下へ隠すことが何もないようにお護りくださいますように。
むしろ私は閣下へお願いいたします。閣下が私についてそのような考えを持たないように
してください。 
 更に、私は次のことも閣下へ説明しお知らせしたく思います。つまり、今、ここに輝け
る政庁から閣下並びにその他の多くの方宛てのスタルツェル・ミハーイからの書簡が届い
ています。私はそれらをアフメト・キハヤへ宛てた私の手紙と一緒に信頼のおける人物に
託してそちらに送りました。就きましては、閣下へお願いいたします。こちらから派遣し
た者を私の手紙と共にそちらに留め置かず、すぐにアフメト・キハヤの所へ送り届けて下
さい。更に、アフメト・キハヤを近日中にこちらへ送り還してくださるよう、親愛なかつ
親切な友閣下へ私はお願いいたします。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますよう
に。 
 
1615 年 9 月 22 日、ストリゴニィにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
164 1615 年 10 月 10 日（1615 年 9 月末日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからメルキオル・クレスル宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下、親愛な尊敬する私たちの友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を表し、私た
ちの関与する全ての事柄において誠実な友情を捧げます。そして私たちは神が閣下へ御多
幸をお授けになりますよう祈ります。（略） 
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 閣下は、閣下の友である私に書簡を送ってくださいました。私はそれを嬉しく敬意を持
って受け取り、確かに理解いたしました。そして閣下の書簡の立派な文体とその語り口か
ら閣下が健やかであることをことが分かり、私は大変嬉しく思っています。そして閣下の
良いお心が何時でも満たされますよう思っております。特に、偉大な二皇帝間の聖なる和
平条約、それへの敬意とその存続のために閣下が弛まずに献身し、その力量を発揮するた
めにも、閣下が健やかであることを嬉しく思っております。更に、貧しく踏みにじられた
人々が安定した平和な状態で過ごせるためにも、閣下のこのように大らかな御心が必要な
のです。この広い世界においては正義が愛され、神が愛する人物は閣下であると、私は考
えております。そして私は、閣下が権威ある公職に長い年月留まることを全知全能神にお
願いしております。閣下の善意と良い行いがキリスト教徒にのみ向けられるのではなく、
私たちにも向けられるようにしてください。閣下は現在ある二皇帝間の素晴らしい和平条
約の友情と友好の要です。閣下は、私が自分の両目と心身を慈しむと同じように閣下を思
っていることを、お信じください。私の敬愛し尊敬する友である閣下は、聖なる和平条約
へ異を唱えかつそれを好ましく思わない人々に触れ、それらの人々を遠ざけて置かなけれ
ばならないと、書いておられます。このことに関して、私は閣下がなさることに従うと、
私は閣下へ答えます。例え閣下が何をなさろうと、私はそれに従います。私は閣下を頼り
にしています。（略）更に、閣下は私たちがそちらへ派遣した名誉ある使節について閣下は
次のようにお書きです。閣下の私たちへの配慮からかであろうと思われますが、使節たち
は大変立派に閣下へ奉仕し、節度ある会話をしたとお書きです。私は今後ともそうである
ことを望み、そのことを嬉しく聞きました。 
 重ねて、閣下は、ローマ皇帝陛下がその名誉ある首席使節を私たちの使節と一緒に批准
文書を携えさせ、そしてその他の必要事項のために輝ける政庁へと派遣なさると、書いて
おられます。神が彼らの道中を恙無いようしてくださいますように。私も、彼らを本当に
心から丁重にお迎えいたします。閣下はどんなことでも私にお命じください。私は如何な
ることでも閣下の意に沿います。私は閣下と共にあります、これは真実です。そして閣下
は次のように語る私の言葉を信じて下さい。つまり、私は偉大な二皇帝間の聖なる和平条
約の如何なる条項に関しても閣下に同意しているということを。閣下は、閣下が私たちの
偉大な皇帝の政庁へ出す文書について、私が何か意見があったのであろうかと、お尋ねで
す。私は何も意見がありません。何故なら、私は閣下を完全に信頼したおりますので、何
も言う必要がありません。私の良き友閣下が立派な人物あることを私は知っております。
閣下と私が生きている間、私は閣下の高潔な気質に喜びを感じます。そして私は、閣下方
の様々な文書に無礼にも意見を述べたり危惧を抱いたりするようなことができるような立
場にはありません。それ故、私は私の親愛な敬愛する友の御方としての閣下へお願いいた
します。閣下はこのように万に一つもお考えになりませんように。（略）以前、閣下は私に
次のことを書いてきました。神の許しを得て共に進み、どんな事柄も互いに話し合いをい
たしましょうと。私はそれを心から大変嬉しく思い、その時を待ちました。しかし、閣下
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が今まで私に送って来た書簡から、現在はそのようなことは不可能であることを、私は心
に刻みました。しかし、何時の日か、閣下の意思が実現する時まで、例え今それが不可能
であっても、私はその時には大きな喜びで心底それに備えるようにいたします。それ故、
目下は、閣下はそちらに滞在している私たちの使節たちへ、私が考えている必要なこと全
てをお示しください。私は、彼らから知ることになり、その後、私は書簡を書き、あるい
は私側の者から閣下のお考えを知ることができ、そして私は閣下と同じ考えになります。 
 私はローマ皇帝の私たちへの善意を確かに理解いたしました。私はこの命のある限り、
皇帝陛下へ奉仕する所存です。私は陛下の真の友であり、陛下の敵に対して頭を上げて敢
然と対峙いたします。一方、私たちの皇帝陛下におきましてもローマ皇帝陛下に対し善意
と清々しいお心をお持ちです。そして今、締結した和平条約は本当に誉あるローマ皇帝陛
下の前にあるのです。 
 閣下は、トランシルヴァニアのヴァイダ456についてお書きになっています。彼やその類
の者は、私たちの周りで多くの騒ぎを起こしています。私たちの友であるヴァイダ殿は、
その望むものを私たちから何も得ていず、今後も得ることは決してありません。閣下は何
もお考えにならないよう、私は閣下に願いいたします。私が閣下と一旦結んだことは、今
後とも常にそれを護っていきます。 
 閣下がワラキアのヴァイダについてお書きなったことに、私は主にして聖なる神がお許
しなさるのであれば、閣下の人間性のために私は本当に尽力いたします。 
 私たちは以前、受け取ったドイツ語の書簡に対して閣下へ返事を書くことができなかっ
た訳は、私たちの所にドイツ人の書記も通訳もいなかったからです。それが原因で何か問
題や不都合が起こっていたのであれば、閣下の友のこの私をお許しくださるようお願いい
たします。しかし、今後、常に閣下がハンガリー語で書いてくださるのであれば、私たち
はこのように素晴らしい返事を閣下へお出しするようにいたします。（略）私は現在、エス
テルゴムへ来て、兵士たちへ賃金の支払いをしております。そして建設するに適する場所
に私が建てさせた城塞のひとつに滞在しています。また、私はオノド、クルメンド457そし
てレーヴァ458へ委員を任命しました。私たちの者をすでに派遣した所もこれから派遣する
所もあります。私は彼らに対し聖なる和平条約に違反する如何なることも起こらないよう
にする任務を負わせています。 
 神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1615 年 9 月末日、火曜日、エステルゴムにて記す。 
閣下の常に真の善意の友。 
以上 
                                                   
456 ベトレン・ガーボル (在位 1613-1629)。 
457 ハンガリー西部、オーストリア国境近くに位置する。 
458 スロヴァキアに位置する。 
293 
 
 
165 1615 年 10 月 10 日（1615 年 9 月末日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下、私たちの親愛な尊敬する友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を表し、私た
ちの関与する全ての事柄において誠実な友情を捧げます。そして私たちは神が閣下へ御多
幸をお授けになりますよう祈ります。（略） 
 私は私の親愛な友である閣下へ次のことをお知らせしたく思います。つまり、閣下の私
宛の書簡が届き、私はそれを敬意と大きな喜びで受け取り、読み進めしっかりと理解いた
しました。それによると、閣下は私たちが恙無くブダに帰還したことを殊のほか喜んでく
ださっています。そして一旦取り決めた和平条約遵守と保持のためなすべきことは、私た
ちの態度、文書そして贈り物を通して、以前と同様、今後も私たちが実際に対処していく
ことであるということに、閣下は何ら疑いを抱いておられないように見えます。これは閣
下側の行動から推察できます。私たちの尊敬する友である閣下方は、只今のところ私の人
間性について知らないし、分かっていません。そして今後とも私に関して語ることを聞く
ことはないでしょう。 
 更に、閣下は、ローマ皇帝陛下が数か月前に輝ける政庁へ文書を託し派遣したアブラハ
ムという名の者が戻らないことについて、その理由が分からないと、書いておられます。
その人物について、彼は既にかの地を何事もなく出発し、しばらく前にベオグラードの城
塞に到着しましたので、私は、彼ら一行を直ぐに出立させると、ここに書き記すことがで
きます。 
 最後に、閣下の書簡から私は次のことも理解いたしました。つまり、現在最終的決定さ
れた和平条約条項に従って、上下ハンガリーおよびドナウ・トゥールとドナウ・インネン
のために任命された委員たちがその任を開始する日は来月の 10月 8日になったこと。（略）
そのために私たちもその任を務める人物を任命し送りだしたことを、私はお知らせします。
閣下はこのことを明確にお知りください。 
 そして私は閣下へ次のことを報告したいと思います。つまり、ローマ皇帝陛下が私たち
へ送付くださった封印した文書を私たちは確かに受け取り、私たちはその意に沿うようい
たしました。私はこれからも陛下の意に沿うよう一生懸命努めます。神が閣下へ末永い健
やかな日々をお授けになりますように。 
 
エステルゴムにて 1615 年 9 月末日、記す。 
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閣下の常に善意の友。 
以上 
 
166 1615 年 10 月 10 日（1615 年 9 月末日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからハンガリーの領主宛て（フェルショーニェーク、モヒ、オバル
シュ、テルベゲツ、ネクレンツ、ソデンツ、メル、イポイケシ、アルショーニェーク、ナ
ジィチャロミァ、キシュチャロミァ、キラーイフィ、イナーン、シペク、バーチェヴツァ、
ホデンツァそしてキシュトゥル） 
   
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 尊敬する勇士である御方々、私たちは私たちが関与するあらゆる事柄において誠実な友
情を貴殿方へ捧げます。（略） 
 さて、この度、貴殿方とこの押印のある文書で貴殿方とお目もじする必要があり、そし
てお知らせしたい事があります。つまり、昨年私たちの皇帝の税を支払っていない村があ
ります。それらがどの村であるかについては、私たちが貴殿方へ送付した文書から明らか
です。そのために私たちは次のよう願っています。貴殿方はそれらの村に対して、私たち
の皇帝の税の支払いのため私たちの所へ来て、奉仕するよう厳命し、貴殿方の意に従わな
い村々に対しても、説得してそのようにさせてください。何故なら、それらの村々は全く
許されざる行いをしているので、なすべきことをなさせるべきです。以上、貴殿方へお知
らせいたします。神の御加護を。 
 
1615 年 9 月末日、エステルゴムにて記す。（略） 
以上 
 
167 1615 年 10 月 10 日（1615 年 9 月末日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからハンガリーの領主宛て（フェルショーニェーク、モヒ、オバル
シュ、テルベゲツ、ネクレンツ、ソデンツ、メル、イポイケシ、アルショーニェーク、ナ
ジィチャロミァ、キシュチャロミァ、キラーイフィ、イナーン、シペク、バーチェヴツァ、
ホデンツァ、そしてキシュトゥル） 
   
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
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 （アリ・パシャ自身の署名と捺印） 
  
 フェルショーニェーク、モヒ、オバルシュ、テルベゲツ、ネクレンツ、ソデンツ、メル、
イポイケシ、アルショーニェーク、ナジィチャロミァ、キシュチャロミァ、キラーイフィ、
イナーン、シペク、バーチェヴツァ、ホデンツァ、そしてキシュトゥルの長老とポルガー
ルの方々は罪を犯しています。方々は昨年、偉大な皇帝の税を支払わなかった。私たちは
方々へ次のことを強く命じます。方々はこの私たちの印璽を押した書面を見るとすぐに抗
うことなく、エステルゴムのハビル・アガの所へ行き真面目にそれを支払い、彼の所で労
役を提供しなさい。方々が己の状態が良好であることを望むのであれば、この書面に遅れ
ることなく、すぐさま税を支払い、労役に就きなさい。これは私たちの意向であり、命令
である。 
 
1615 年 9 月末日、エステルゴムにて記す。 
 
 更に、ポドルシャーン、ルッセヴァ、メドヴァルツァ、ストラーシュ、そしてザヴォラ
イの人々も、上述のように皇帝の税を支払いなさい。納税する者について、私たちは名士
たちにも書き知らせ、書面を送付しました。都合の良い言い訳で命令を受けいれなのだと
してもても、支払う必要はないのだなどと、考えないでください。 
 
168 1615 年 10 月 11 日（1615 年 10 月初日）、エステルゴム 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世の委員たち宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 勇士である尊敬する御方々、私たちの信頼する友方、貴殿方はローマ皇帝陛下により村々
およびその他の事柄の監督を任命された方々です。私たちは貴殿方へ感謝の意を表し、忠
実な友情を捧げ、そして聖なる神が貴殿方へ御多幸をお授けになるよう祈ります。（略） 
 私たちは貴殿方へ次のことをお知らせしたいと思います。つまり、以前、こちら側から
すなわち私たちの偉大な皇帝が聖なる和平条約更新のためウィーンへ派遣したアフメト・
キハヤ殿並びに尊敬する人物であるホルヴァート・ガスパール459は、神の御加護と両皇帝
の名によりローマ皇帝陛下の近くに仕える御方々と共に、現世と来世に役立ちそして貧し
い人々が安心して暮らせるためにその務めを果たしました。そして貴殿方は聖なる和平条
                                                   
459 ガスパール・グラチアニ。 
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約を以前と同じく現在も承認しています。様々のことをこの文書で無駄に長々と書く必要
はありません。（略）ローマ皇帝側近者の印璽のある自筆で丁重に書かれた確認書がそちら
から私たちの所へ届きました。私たちもそれに倣い、私たちが確かに書いたという承認印
を付した確認書の写しをブダのムスタファ・エフェンディとエステルゴムのイブラヒム・
パシャに託しそちらへ送りました。 
 ウィーンとジトヴァトロクにおいての決定に従って、村々の管理と帰属そして両者が受
けた被害の補償、被害を与えた者に対する罰、更に私たちの間にあるその他の必要事項の
遂行は、その大小にかかわらず、両者間で交換した文書に従って互いに対処するべきです。
そして決定されたことに違反することが新たに何も起こらないように命じるべきです。私
たちは事を遂行するため協力すべきです。以上をお知らせすうために記しました。神の御
加護を。 
 
エステルゴムにて、1615 年 10 月初日、記す。（略） 
 
169 1615 年 10 月 15 日（1615 年 10 月 5 日）、セーケシュフェヘールヴァール 
  宰相アリ・パシャからヤーノシュ・クリストーフ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き勇士であり尊敬し親愛な私たちの友閣下、私たちは閣下へ感謝の意を表し、私
たちが関与するあらゆる事柄において忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授
けなさいますよう祈ります。（略） 
 私たちは、尊敬する御方である私たちの友閣下へ次のことをお知らせしたいと思います。
閣下が、レーヴァ460について委員方と共に私たちへ書き送った文書がたった今届き、私た
ちは敬意の念を持ってそれを受け取り、確かに次のよう理解いたしました。閣下方は聖な
る神の許しを得て、ローマ皇帝陛下の命により今月の 14 日に到着し、ローマ皇帝陛下が任
命した私たちの友である尊敬する委員方と一緒に任務に励むということですね。神は閣下
を委員方と一緒に良い時節に恙無く到着させて下さることを、私は心から願っております。
一方、私たちも、望む神の許しを得て、その任を命じた高位の者を派遣いたしました。閣
下側の賢明にして正義を愛する方々は、例え人々の中にいる暴徒が軍隊と一緒になって騒
乱を起こしたとしても、その任に相応しい行動をとっていただきたい。むしろ、適切な行
動をとることが当然であり、正しいことです。私たち側から 3 人と少人数ですが派遣しま
                                                   
460 スロヴァキアに位置する。 
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した。彼らは、ブダのティマール・デフテルダール461であるムスタファ・エフェンディ殿、
エステルゴムのイブラヒム・アガ殿、そしてペーチのベフル・チャヴスの 3 人です。今回、
神の御加護により全ての事柄が後戻りして対立することなく良い結果をもたらし、今後、
私たちの間にもはや紛争は決して起こらないようにするために、これら 3 人は適任です。
神が、この委員の任に任命された両者側それぞれに属する者たちが、和やかな中に仕事を
進め、決して憎み合わないようにしてくださることを、私たちは願います。そして神の助
けにより互いにとって良い結果となるようにいたしましょう。私たちは決定に従い、完全
に正しいことを行います。只今のところは、以上のことを閣下へお知らせしたいと思いま
す。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
セーケシュフェヘールヴァールにて 1615 年 10 月 5 日、火曜日に記す。 
 
170 1615 年 10 月 20 日(1615 年 10 月 10 日)、セーケシュフェヘールヴァール 
  宰相アリ・パシャからメルキオル・クレスル宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、私たちの偉大な皇帝の軍司令官であり、ブダ
州行政長官であります。(略) 
 
 思慮深き閣下であり私の敬愛し尊敬する友閣下。神が閣下へ御多幸とお悦びをお授けに
なりますように。(略) 
 私は次のような苦情を訴える書面で親愛な尊敬する私の友閣下とお目もじしなければな
りません。私には何故そのような行動を取らざるを得ないのか全く理解できませんが、閣
下側に列する人々が少しも休むことなく、毎日毎日多くの災いを与え、そして悪行を繰り
返しています。500 人もの集団となってバーチュカ462へ出掛けて、こちらの至る所に軍隊
と一緒に出没し、家畜を奪い、人を殺し、また連れ去っています。現在もペーチ平原から
雄牛の１群を盗み去りました。私たちはこのようなことを無駄と知りながらカピターニィ
たちおよび役人たちへ書き知らせています。実際、役に立ったということは少しも聞いて
おりません。彼らは本当に私たちへの憎しみを増大させながら、そのような行為をしてい
ます。私たちが被った被害は数えることも調査することもできないほど多くなっています。
彼らは、していることが当然であるかの如く、彼らは全てをそちらへ持ち去ろうとしてい
ます。実際、何一つ戻されていません。偉大な神のため、私は閣下へお願いいたします。
彼らを抑え統率してください。私たちはどうしていいのか全く分からなくなっています。
私たちにできることは、閣下が彼らを静かにさせてくれるのをこちらから見ることでしか
ありません。何故なら以上のような卑劣な事柄、すなわち偉大な二皇帝間の聖なる和平条
                                                   
461 ティマール記録監査官 [Bayerle 1997 : 148]。 
462 セゲド南方に位置する。 
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約の期間中にこのように様々な被害を私たちは日々受けているのですから。神が閣下へ健
やかな日々をお授けになりますように。 
 
セーケシュフェヘールヴァールにて、1615 年 10 月 10 日、記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
171 1615 年 10 月 21 日 (1615 年 10 月 11 日)、セーケシュフェヘールヴァール 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
  
 思慮深き勇士であり敬愛し尊敬する私たちの友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を表し、
私たちの関与する全ての事柄において忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ全ての良きこ
とをお授けくださいますよう祈ります。(略) 
 私は聖なる和平条約について次のよう閣下へ書き記すことができます。つまり、その決
定は以前と同じように現在も有効であり、私たちの偉大な皇帝はそれを承認し、私たちの
願いが叶い、皇帝陛下の勅令書が届きました。そしてその畏れ多い勅令書を私たちの者が
そちらへ届けました。更に、閣下が私へ宛てた書簡で書いていた汗腺病に関して、私は理
解いたしました。神の御加護を持ちまして、こちらも平穏な状況となっております。しか
し、気になることがあります。閣下の要望によりこの事柄の任を託した我が方の者である
アフメト・キハヤを戻してください。私たちは、この地で兵士への支払いを終え次第、神
の助けを得て、この地からブダへと出立いたします。閣下側に何か必要なことが起きた場
合、私たちはこの後、もっとより近い場所でお会いすることにいたしましょう。神の御加
護を。 
 
セーケシュフェヘールヴァールにて、1615 年 10 月 11 日、記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
172 1615 年 11 月 10 日（1615 年 10 月末日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
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シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長官で
あります。（略） 
  
 思慮深き勇士であり敬愛し尊敬する私たちの友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を表し、
忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますよう祈りま
す。（略） 
 私たちは閣下へ次のことをお知らせしたいと思います。つまり、閣下が私たちの配下の
者へ託した私たちへ宛てた書簡が今届きました。私たちはそれを大きな喜びで受け取り、
確かにそれを理解いたしました。 
 私たちは再度、書簡を託して私たちの者をそちらへ派遣する必要がありました。それに
ついて、私の親愛な尊敬する友である閣下は、そちらへ赴いた者たちが書簡と一緒にそち
らへ着き次第、直ぐに皇帝陛下の元へ送りだしてくださるよう、私は閣下へお願いいたし
ます。どのような事柄からでも、私たちが閣下へ善意と友情を捧げていることを閣下はお
知りになります。 
 
ブダにて、1615 年 10 月末日、記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
173 1615 年 11 月 25 日（1615 年 11 月 15 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世の委員方宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長官で
あります。（略） 
 
 尊敬する御方々である閣下方へ私は忠実な友情を捧げ、そして神が閣下方へ御多幸をお
授けになりますよう祈ります。 
 私は次のようご報告いたします。閣下方の友情に満ちた書簡が届きました。私たちは敬
意を持って受け取り、確かにそれを理解いたしました。閣下方は次のよう書いておられま
した。つまり、私たち側の非常に多くの騎馬兵がエステルゴムでドナウ河を渡り、連絡も
せず突然村々へ出掛けて行ったと。このことには次のような訳があります。当地に冬が近
づいてきているので、私は、私たちの偉大な皇帝の税を支払うように、カピターニィなら
びに長老とポルガールへ税について書き送りました。しかし、時がだいぶ過ぎても税は届
きませんでした。私たちの書面は嫌われ、見ることもせずに打ち捨てられていました。そ
して当該のどの村も遣って来ませんでした。そのためそれらの村々の長老へ税について知
300 
 
らせようと、私たちは騎馬兵数人をそこへ派遣しました。つまり、私たちの皇帝への税の
支払いを期日までに納めるよう、騎馬兵が村々へ知らせたまでのことです。彼らは誰の家
畜も雄牛も持ち去っていません。 
 私は閣下方へ次のことをはっきりと書き示します。つまり、それらの村は全く税を納め
に来ていません。現在、閣下方の人間が 200 頭、それ以上の馬でそれらの村を襲い、更に
ヴァーツ地方にも押し入り略奪し、貧しいものを連れ去り、絶え間なく移動中の家畜を奪
い取っています。それをしている主だった者たちはエルデーイ・アンドラーシュ、コヴァ
ーチ・ヤンチィ、ジャルマティのショシュ・ミクローシュとその他大勢です。私たちの友
である閣下方は、次のような決定を十分承知しているはずです。つまり、まず初めに私た
ちはカピターニィへ、次いで長老へ通知をし、それでもなお、村々が納税のために出掛け
て来ないのであれば、納税をしないという不服従により、私たちは出向いて行くことがで
きるのです。閣下方は長老たちへ、納税のために出掛けてはならないと命ずるのではなく、
真の人間として自らせねばならないことをするようにと、強く命じてください。重ねて、
閣下方へお願いいたします。閣下方側の者に対して、ハンガリー中あちらこちらと軍と行
動を共にして人を殺し、略奪し、貧しい者たちの家畜を奪い取ったりすることを禁じ、止
めさせるようにしてください。 
 私はスィパーヒのオメルを呼び、彼に対する苦情について厳正に問い質しました。彼は
それをはっきりと私の前で否定しています。しかし、その種の事柄にに関して閣下方は封
印した文書をこちらへ送ってください。神が閣下方へ健やかな日々をお授けになりますよ
うに。 
 
1615 年 11 月 15 日、ブダにて。 
閣下方の善意の友。 
以上 
 
174 1615 年 11 月、ブダ 
  宰相アリ・パシャからトゥゾー・ジュルジィ宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメシ
ュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官で
あります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私たちの尊敬し親愛する友閣下、私たちは閣下へ感謝の意を表し、
忠実な友情を捧げ、そして聖なる神が閣下へ御多幸をお授けになるよう願います。（略） 
 この私たちの第 2 番目となる書簡の目的とその内容は次のようになります。こちらに住
んでいるトゥリィ・ヤーノシュが妻子ともども私たちの所へ来て、泣きながら苦情を訴え
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ました。それによると、私たちの隣人であるヴァーツの現カピターニィであるベニツィキ・
フェレンツは、1 群れの家畜を購入する際、本来は 100 フォリントの値であるのに僅かに 4
フォリント以上支払おうとしませんでした。それでトゥリィ・ヤーノシュは実際の値段の
支払いを求めると、悪声罵倒が返ってきたと、訴えています。しかも閣下は、彼が正当に
買ったという証明書を出しました。このようにするのは他に重要な事柄がないからなので
しょうか？他人の家畜への支払いを免除することと考えなかったのですか？このことにつ
いて、セーチェニィの 30 分の 1 税が 50 フォリントなので、そのために家畜を得たと、そ
ちら側は説明していました。 
 そのために、私は私の親愛な友としての閣下へ心からお願いします。閣下はそのカピタ
ーニィへ書面で次のように命令して下さい。争わず直ぐに残りの 96 フォリントの支払いを
済ませるように。そして閣下は新たに証明書を出して下さい。同様に、セーチェニィの家
畜の 30 分の 1 税、50 フォリントも完済するように、お書きくださるよう、お願いいたし
ます。閣下が書簡でこれと同じような事柄を知らせて来たなら、私たちも同じように対処
いたします。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
ブダにて、1615 年 11 月、記す 
閣下の善意の友。 
                                          以上 
 
175 1615 年 12 月 13 日（1615 年 12 月 3 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き御方でありそして私たちの尊敬する勇士であり信頼する友閣下。私たちは私た
ちが関与する全ての事柄において忠実な友情を閣下へ捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお
授けになりますように祈ります。（略） 
 閣下には十分お分かりのことで、直ぐに思いだすことができることとは思いますが、私
たちは以前、私たちの書簡を携えたベシル・チョルバドッシを通して閣下へお目もじしま
した。その折、私たちは閣下にたいして尊敬するペティンゲルへ支払うべき不足分を完済
するよう、お願いいたしました。さて、ペティンゲルが再びその件で遣って来ました。そ
れで私たちは、この後直ぐに正当な方法で彼に対して完済するように、閣下へ心からお願
いいたします。閣下が同じような事柄で私たちへ連絡してくる時、私たちは同じようにし
友情に満ちた態度を取ります。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
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1615 年 12 月 3 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
追申 私は私の真に尊敬する友である閣下へ次のこともお願いいたします。閣下は必ずこ
のベシル・チョルバドッシを、事の状況を知るために、もしアフメト・キハヤそちらにい
るのであれば、彼の所へ直ぐに送り出して下さい。閣下は目下、プラハへ赴いているのか
もしれませんが。 
 
176 1615 年 12 月 15 日（1615 年 1615 年 12 月 5 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、ブダ州行政長官で
あります。（略） 
 
思慮深き勇士であり私たちの尊敬する友閣下。私たちは神が閣下へあらゆる良きことを
お授けになりますよう祈ります。（略） 
私は次の事柄のために閣下にこの書簡でお目もじしなければなりません。以前、そちら
で捕らわれの身となっているフセイン・チェレビという者の捕虜解放のため、私たちの所
にいるドイツ人の捕虜の 1 人である旗手のマッサウルがそちらへ送り出されました。すな
わち、彼はこちらで捕らわれているグローフ・リキニスターンと他のドイツ人捕虜たちが
保証人となって、身代金 1450 フォリントを調達するため 40 日間の期間を与えられて、そ
ちらへ送りだされました。同時に、トルコ人の捕虜の 1 人であるアフメト・アガという名
の者が、現金 400 フォリントと 400 フォリントに相当する家畜、合計して 800 フォリント
の身代金を調達するため、ジュールに居る捕虜たちが保証人となって、こちらへトルコ人
の住むところへ戻って来ました。マッサウルという名の旗手は定められた期間に戻ってこ
ず、時が過ぎってしまったので、既述したグローフはアムハト・アガを呼び、どうすべき
かを次のようにのように語った。「あなたはここでマッサウルの所有者へ 800 フォリントを
支払いなさ。そして私は、マッサウルはあちらであなたの所有者へ 800 フォリント相当の
奉仕と支払いをするよう、手紙を書きます」と。更に続けて、「残りの 650 フォリントをマ
ッサウルはこちらへ送るべきである。もしマッサウルがあちらで身代金を支払わないので
あれば、私の領地から人が派遣され、その決まりを適用されることになり、彼がその手で
アムハト・アガの足の鎖を切り落とし、マッサウルの手に鎖をかけるであろう」と。 
現在、マッサウルはそちらでアムハト・アガの身代金を支払っていません。身代金の支
303 
 
払いをするよう要求します。そうしなければ人々を不幸なめに遇わせることになります。 
それ故、アムハト・アガの身代金 800 フォリントをマッサウルとのそれと相殺して、ア
ムハト・アガの所有者の残金をこちらへ送り還して下さい。それに同意しないのであれば、
マッサウルその者を送り出してください。そしてアムハト・アガの身代金もしくは彼自身
が送りだされます。私たちの親しい友閣下、以上が私たちの望むことです。神が閣下へ健
やかな日々をお授けになりますように。 
 
ブダにて、1615 年 12 月 5 日、記す。 
閣下の善意の友。 
                            
追伸 ベシル・アガの事柄もこれと一緒にウィーンにおいてお考えください。私は、これ
で捕虜の問題を兎も角、解決し、万事が上手く運ぶようにしてくださることを閣下へ懇願
します。 
 
177 1615 年 12 月 21 日（1615 年 12 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからトゥルゾー・ジュルジィ宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
勇士であり人々の御方である閣下、私たちは私たちが関与するあらゆる事柄において閣
下へ忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ多くの良きことを授けることを願っています。
（略） 
 私たちは今、極めて丁重に書き認めているこの文書で私たちの友である閣下にお目もじ
し、お願いしなければならないことがあります。つまり、カッロ463周辺の私たちの村々に
関してです。それらの村々は以前に占領され、私たちの偉大な皇帝への税を支払っていま
した。私はそれらの村の名をひとつ残らずそらんじることができます。勿論、閣下も熟知
していることでしょう。閣下はそれらの村全てに対し、慣例に従い私たちの偉大な皇帝へ
の税の支払いをするよう、そしてスィパーヒへの貢納のため、自分たちの居住するあらゆ
る場所からソルノクへ出掛けるよう、厳命してくださいと、私は敢えて申します。何故な
ら、私たちはそれら村への対処方法もなく語る理由もないのです。もし村々が出掛けて来
ず、税を持ってこないのであれば、恐らくそのことにより良くないことが起こります。そ
れ故、私の良き友である閣下はこのことを真剣にお考えください。 
 それらの村が悪意を持ってそのような行動に出ていたとしても、そうしないよう考えを
                                                   
463 ハトヴァン北西約 16 キロメートルに位置する。 
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変えさせることができます。彼らが間違いを起こすのを止めさせるために、閣下はそれら
の村の意に反しても、それらの村の者を出掛けさせるようにしてください。私たちはこの
押印した文書で、お願いします。何故なら、私たちの者がそれらの村へ出掛けること、更
に私たちの偉大な皇帝へ支払うべき 2 倍をそれらのすべての村へ支払うよう強制すること
は許されていないのです。以上が私たちの思いであり願いです。神の御加護を。 
 
ブダにて、1615 年 12 月 11 日、記す。 
閣下の良き隣人であり友。 
以上 
 
178 1615 年 12 月 22 日（1615 年 12 月 12 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからフォルガーチ・ミクローシュ宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
私たちの友であり隣人の尊敬する勇士であるカピターニィ閣下。神が閣下のお望みにな
る全てを叶えさせてくださいますように。 
私たちは次のことを閣下へお知らせしたく思います。つまり、私たちは私たちの友であ
る閣下が送ってくださった書簡を受け取り、その返書の内容を理解いたしました。それに
関して、私たちが望むことは次のように簡単なことです。以前にジトヴァトロクにおいて
決定し、その後それを更新するためにウィーンにおいて決定したしました。それ故、私た
ちの側へ帰属し、税を支払っていた村々の全ては、この後もその決定に従い私たちの側へ
帰属し、税を支払うことを、私たちは望んでおり、決してそれ以外のことは認めません。
それらの村が、何時の時か支払うということは、承知できません。何故なら、私たちは閣
下方の皇帝陛下とそのように決定し、私たちはそれを遵守しております。私たちの良き隣
人であり友閣下、私たちはそれらの村へ語らねばならないことは、帰属と貢納以外になり
もありません。つまり、それらの村の貢納の方法とそうする理由に関して語らねばなりま
せん。神の御加護を。 
 
ブダにて、1615 年 12 月 12 日、記す。 
以上 
 
179 1616 年 1 月 16 日（1616 年 1 月 6 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
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私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下、私の敬愛し尊敬する勇士である友閣下。私は閣下へ感謝の意を表し、忠
実な友情を捧げ、そして聖なる神が閣下のお望みを全て叶えさせてくださるよう祈ります。 
 閣下の私宛の書簡が届き、閣下が健やかで恙無くお暮らしであることを知り、私は大変
嬉しく思い、大きな喜びを感じております。今後も常に閣下の恙無い状況を私が知ること
ができることを、神がお許しくださいますように。（略） 
 閣下は、私たちがまず第一番にヨッバージィが貢納ため出向くことそしてスィパーヒが
得るべきものについてカピターニィへ文書を書くよう、書簡にお書きですが、私の尊敬す
る友閣下、私たちが1度ならず2度、3度と何度も書き送ったことを本当に信じてください。
しかしながら、カピターニィたちは閣下方の前で私たちが彼らへ書き送ったことを、自分
たちを正当化するために否定し、そしてそのようにしていないにも関わらず、彼らは長老
を私たちの所へ派遣すると語っています。実際には、彼らは私たちの文書へ返事さえも寄
越していません。 
 私の親愛な尊敬する友閣下は、私が次のよう語る言葉を信じてください。つまり、私た
ちはこちらで、すなわち私たちの前で悪事を働く輩に対して、そのある輩の頭を打ちすえ、
またそれらの者への賃金を支払いません。そしてそのある者はこの国から逃げ去っていま
す。この後も私たちは、聖なる和平条約は私たちの決定通り確かに着実に護られるように
いたします。私は、私たちの間にある約束が両者双方で大切にされ、両者の間の友情と好
意が日々強化されることを願っています。それ故、私は、閣下方に対してもそのようにし
てくださることをお願いいたします。私は自分の言葉と約束に嘘があることを欲していま
せん。神がお守りくださいますように。 
 私の良き友である閣下は次のことを覚えておられることと思います。つまり、閣下が以
前に私たちへ宛てた書簡の中で、閣下の皇帝陛下の使節が 3 日以内に私たちの者と一緒に
プラハからウィーンへと出立すると、お書きでした。私はすぐさまその旨を私の偉大な皇
帝陛下へ知らせました。そしてそれに応えて、私の皇帝陛下はカプジ464を派遣してきまし
た。そして陛下は私からこの事柄がこんなにも遅れていることに関して詳しい情報とその
本当の理由を聞きたがっておいでです。閣下がこの事柄に一生懸命尽力なさっていること
を十分承知しているので、大変心苦しいのですが、閣下は次のようにしてください。以前
閣下がお書きになていたこと、すなわち使節はプラハからウィーンへ 2 日ないし 3 日以内
に到着するであろうとお書き出したが、そのことはどのようになっているのかを本当のこ
とを書き送ってください。何時ウィーンへ到着するのか、それとも既に到着しているので
                                                   
464 オスマン宮廷に仕える兵士。 
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すか？閣下は至急私へそれについて本当のことをお知らせください。そして閣下は使節が
できるだけ早くこちらへ派遣されるよう尽力してください。もしまだ使節がプラハからウ
ィーン来ていないのであれば、私は数通の書簡を送りましたので、それを私たちの尊敬す
るアフメト・キハヤとガスパール・ベイの手元へ届けてくださるよう、閣下へお願いいた
します。この書簡を届けに行っている私たちの者を、アフメト・キハヤの所へ送り届けて
ください。そして閣下は私たちの者をそちらへ長く留め置かないでください。全ての事柄
について書簡で本当のことを直ぐに私にお知らせください。そして以前、そちらへ派遣し
た私たちの者であるメヘメト・アガを私たちの元へ送り還してください。神が閣下へ健や
かな日々をお授けになりますように。（略） 
 
ブダにて、1616 年 1 月 6 日、記す。 
閣下の常に善意の友。 
以上 
 
180 1616 年 1 月 21 日（1616 年 1 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私たちの尊敬する勇士である友閣下。私たちは閣下へ忠実な友情を
捧げ、そして神が閣下へあらゆる良きことをお授けなさいますよう祈ります。 
 親愛な閣下には次のことは十分お分かりのことと思います。つまり、フセイン・チェレ
ビの捕虜マッサウルに関することです。私は以前、そのことで私の書簡で閣下へお目もじ
しました。その書簡はベシル・チョルバシに託して届けました。その時、私はメヘメト・
アガを一緒に行かせました。先の捕虜をそちらで拘束しているものと私は理解しておりま
す。その件で私はアブディ・ラーマンというスィパーヒの若者をそちらへ派遣いたしまし
た。私は、閣下が本当に私たちの親しいい友人であると思い、次のよう閣下へお願いいた
します。閣下はこの件を熟慮してその捕虜それ自体もしくはその身代金を直ぐにそのスィ
パーヒへお渡しください。もし閣下に同じようなことが起きた場合、私たちもそのように
いたします。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
ブダにて、1616 年 1 月 11 日、記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
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181 1616 年 1 月 23 日（1616 年 1 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世の委員たち宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
尊敬する勇士であり私たちの友である委員の閣下方。私たちは閣下方へ感謝の意を表し、
私たちが関与する全ての事柄の中で忠実な友情を捧げ、そして神が閣下方のお望みの良き
こと全てを叶えてくださるよう祈ります。（略） 
私たちは尊敬する閣下方へ次のことをお知らせしたいと思います。つまり、閣下方の私
たちへ宛てた書簡が届き、私たちはそれを大いなる敬意を持って受け取り、全てを確かに
理解いたしました。それは、ローマ皇帝陛下側は締結された聖なる和平条約条項にある瑕
疵を訂正するため、相互に確定した文書に従い、全ての条項を見直したということですね。
私たちも交換した確認書の内容を見直し、修正する意思があります。更に、ローマ皇帝陛
下は私たちの友である閣下方へ、その如何なる条項にも何一つも瑕疵がなく、聖なる和平
条約を確固として保持するようにと、お命じなさったとのことですね。私たちの望むとこ
ろもそうであり、それ以外はないことを、神は御存じです。そして私の友閣下方は、物事
が同意されない間は、ローマ皇帝の使節と私たちの使節をそちらに置いておくことになる
であろうとも、お書きです。 
しかしながら、このことに関して、私は閣下方へ何一つ書くことができません。仮にそ
のようになったとすれば、私は、私たちの偉大な常勝皇帝の御前において大嘘つきという
恥辱にこの身を置かねばなりません。ローマ皇帝陛下とその側近の者たちの文書と使節が
３か月前に輝ける政庁へ出発するために遣って来ました。それらの文書は確かに存在しま
す。その上、閣下方は、尊敬するアフメト・キハヤとガスパール・ベイがローマ皇帝陛下
への使節としてそちらへ赴いた折、全ての辺境の地から、実際に受けた被害状況と村々の
事柄を調べるため２人ないし３人と長老を引き連れて行ったことを、承知しているはずで
す。 
辺境の長老たちは８か月も閣下方の地に留まっており、しかも被害を閣下方は補償して
いません。現在に至ってもアフメト・キハヤ自身はその被害を十分に認識していながら、
それと同じく村々のことについても彼は何も解決することができていません。 
 このような状況を即座にどのようにして調べることができるのでしょうか？私たちには
それを調べる用意があります。例えあらゆる辺境の地からそれを調べるために再度賢明な
長老の派遣が必要であるとしてもそれを調べます。それをするために多くの時間がかかり
ます。一方、閣下方もジトヴァトロクにおいて決定した文書を第一に考え、その後、相互
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に確定した文書の全条項をそれと同列に見なし、書かれている通りに遵守すべきです。こ
のようにすれば、村々の全ての事柄は１日もあれば調べることができます。閣下方が以前
ジトヴァトロクにおいてトルコ語とハンガリー語で私たちが署名捺印した条約文書を最優
先と看做し、この聖なる和平条約の冒頭を尊重し遵守することが、望まれます。 
 閣下方も条約文書と同じ内容の確認書を私たちへ譲渡しました。それで私たちの前には
２つの条約文書があります。しかしながら、閣下方が 1 日も早く私たちの使節と一緒にロ
ーマ皇帝陛下の使節をこちらへ派遣することが望まれます。何故なら、閣下方が、閣下方
の条約文書に何時までもそちらで拘り、このことで何かが起きたとしても、閣下方は私た
ちから何も知ることができないかもしれません。そして私たちはそのことで現世において
も来世においても罰せられることはないのです。この力のある偉大な 2 皇帝間に大きな溝
が生じないかと、私は本当に案じております。今後、私たちそして閣下方が共に尽力し、
献身したことが無駄にならないようにいたしましょう。これらのことを閣下方へお知らせ
したく認めました。神の御加護を。 
 
ブダにて 1616 年 1 月 13 日、記す。 
閣下方の善意の友。 
以上 
 
182 1616 年 1 月 23 日（1616 年 1 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私たちの敬愛し尊敬する勇士である友閣下。私たちは閣下へ感謝の
意を表し、私たちが関与する全ての事柄において友情を捧げ、そして神が閣下のお望みに
なる良きことを全て閣下へお授け下さいまうよう、祈ります。（略） 
 私たちの尊敬し敬愛する友である閣下の書簡が、閣下方の使節の手により私たちに届け
られました。私たちはそれを読み終え確かに理解いたしました。それにはカニジャとエゲ
ルの人々、そしてボスニアのムスタファ・ベイに対する苦情と彼らが与えた被害について
書かれてありました。私はそれを了解しました。 
私の親愛な友閣下よ、全知全能の神は次のことを御存じです。私たちが私たちの信仰に
かけて誓い、そして締結され、偉大な 2 皇帝の勅令と誓約により承認されかつ全知全能の
神の御加護により実現した聖なる和平条約の維持強化することと和平条約に反する行為を
罰することに一生懸命であることを、神は御存じです。そして私たち側から悪いことを決
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して起こさないことを、私は保証します。最近、なんらかの悪事をする輩がおり、その者
の所で数頭の雄牛を見つけましたので、私たちはシモントルニャ465において 1 度に 6 人全
てを絞首刑にし、そして多くの人々をも土地台帳から削除し、この国から追放しました。
今後もこのようなことが起こるのであれば、それをした者が私の父の息子すなわち私の兄
弟であろうとも、私は容赦せず、事の大小にかかわらず見て見ぬふりはいたしません。私
は不正を嫌いますので、その罪に相当する罰を与えます。 
 しかしながら、私たちがかつてこの地へ遣って来て以来、カニジャ辺境地域についてこ
のようなことがあることを聞いたことがなかったことを、全知全能の神は御存じです。人々
は私たちの傍らに寄り添っていますので、私たちは常に彼らに問い尋ね、彼らからなんで
も聞き出すことができます。そして彼らは、私たちの辺境において彼らは両者側466あるい
は一方側との関係は極めて平穏で平和であると、私たちに答えています。 
 以前、セーケシュフェヘールヴァールに住む閣下方の友である数人のヨッバージィが来
て、カニジャの人々が彼らの子供と数頭の馬を奪い去ったと、苦情を訴えました。私たち
はそこへ人を派遣し、何故このようなことが起きたかとその原因を問い質したところ、彼
らが答えるには、彼らに課せられた 200 の支払いのためであり、それを得るためにしたと
答えました。私たちはカニジャへ人を派遣し、子供と馬全てを取り戻し、件のヨッバージ
ィへ還しました。その後、1 人も苦情を抱えて遣って来ません。 
 現在も私はカニジャ州のベイエルベイ（行政長官）へ信頼のおける人物を私の命令書を
託して派遣し、次のよう命じました。つまり、全てのことを解決し、その結果をパシャ467に
確実に知らせ、そしてもし奪い取るような事が起きていたならば、奪ったものを持ち主に
還し、そのようなことをしようとしている者がいるのであれば、それらの者も厳しく罰す
るよう、厳命しました。（略）更に、私の親愛な友である閣下がアフメト・アガと云う名の
者に関して書いていた苦情を、私は確かに理解しました。しかし、そこの城塞にはアフメ
ト・アガと名乗る者が 3 人いますので、私たちにはそれが誰のことであるか分かりません
ので、閣下はその者たちが仕えている者の名前もお書き下さい。 
 閣下は被害を受けたと訴えているヨッバージィに対して、カニジャへ出掛けて行くよう
命じてください。そこにはパシャや私たちが派遣したチャヴスもいるのでその者たちが、
起きたことを正しく裁定するはずです。 
 また、私はボスニアのベイエルベイに対しても、奪われたものがあるのであれば、それ
を探し出し返還し、それを行ったものを罰するようにと厳命する内容の命令書を私たちの
所にいるチャヴスに託し送りました。 
 私の良き友である閣下は、リカの地のムスタファ・ベイについても苦情を訴えて、お書
                                                   
465 セーケシュフェヘールヴァール南約 50 キロメートルに位置する。 
466 オスマン帝国支配下のハンガリー辺境においてハプスブルク帝国との境界線上にある
村々は両帝国へ貢納するということもあった。境界地税収の半分を相互に譲渡することに
同意していた [パムレーニ 1980 : 178]。 
467 ブダ州行政長官アリ・パシャ自身のことを指していると思われる。 
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きでしたが、現在、その地のベイはムスタファではなく、アフメト・ベイという名の者で
す。そこで、閣下は、その地のカピターニィが書いた彼が和平を遵守していないという内
容の手紙を見つけ出し、私たちへその手紙を送ってください。それは私たちにとって十分
な証拠となります。 
 閣下がエゲルの人々についてお書きになったことは真実でありましょう。事の起こる前
にエゲルのベイエルベイはまだその地へ赴任していませんでした。財務官が私たちへ手紙
を送って来ました。それによると、カピターニィたちへ何度も、そしてミシュコルツの長
老たちへも支払うべきものがいまだ届いていないという苦情の手紙を送った、ということ
でした。それで、私たちはミシュコルツの長老たちへエゲルに必ず赴き、支払うべきもの
を支払うよう命じる手紙を書きました。しかし、夏が過ぎて冬が到来しても、彼らは出掛
けないので、和平条約の取り決めに従い、財務官が立ちあがり、数人の騎兵を引き連れて
ミシュコルツへ行きました。その時、彼らは町にいた数人のハイドゥーに遭遇しました。
ハイドゥーたちは彼らが町に滞在することを欲せず、彼らに発砲し、1 人の男と騎兵 1 人に
銃弾が命中しました。それでその後、財務官一行も武器を取り対戦し、ハイドゥー4 人が殺
され、財務官一行の 1 人も殺されました。私はこれを知ると直ぐに人を派遣し、事の状況
を正確に調査し検討しました。起きたことは上述のようなことです。私たちはその町から
一切何も持ち出していません。その通りであることをその町の長老たちはこちらに来て、
はっきりと宣誓すべきです。仮に、私たちが奪ったものがあるのであれば、私たちはそれ
を返還します。私はこれを誓います。現在、エゲルのパシャが輝ける政庁からこの地へ赴
任するために遣って来ています。私は彼にそこの貧しい人々の所へ人を送り事の顛末をし
っかりと調べて解決するよう、強く伝えました。もし私たちの者が何らかのものを奪い取
っていて、今なおそれを返還していないのであれば、その貧しい人をこちらへ寄越してく
ださい。私たちが弁済します。私の友閣下、私たちはこの後休みなく数多の苦情で閣下を
煩わせてしまうことになります。しかし、親愛な私の友よ、私たちにできることは、如何
なる苦情であれ閣下へお知らせすることで、私たちのことも知っていただけるようにする
ことです。閣下のそれに対する私たちへの返事に対しても、私たちは返事を書きます。閣
下側と私たち双方で悪事をする者を探し出し、私たちの間からそのような者を根絶しまし
ょう。そして私はこれらのことが終わることを神に祈ります。 
 この 1 か月の間に 4 回、バーチュカ草原468へ略奪に出掛け、1000 頭以上の家畜を奪い、
数人を切り殺すという事件が起きています。その騒ぎの後も、私たちの者が出掛けて行き、
200 人以上もが連れ去られ、そしてその多くが今もそのままです。これらのことを先導し、
絶え間なくバーチュカ草原で攻撃し略奪している者はラーコツの息子に仕えているエルデ
ーィ・アンドラーシュでした。彼は、私たちの側の者に遭遇することを願っていたので、
何処で何が起こっているかを十分に熟知していた。これらのことは彼が先導して行ったの
                                                   
468 セゲドとドナウ河間に位置する。 
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です。更に、この者の他にも、カッロー469に属するブルセルメーニィのハイドゥーである
バルベーイ・アムブルシュとゴムボシュ・アンドラーシュがテメシュヴァール城塞の兵士
たちの所へ出掛けて行き、その城塞下で家畜を奪いました。兵士が彼らを追跡しましたが、
彼らの待ち伏せに会い、殺されかつ連れさらわれた数が 60 人にもなります。連れ去らわれ
た者たちは今現在彼らの手中にあり、彼らはその者たちへ身代金を設定し、そして今、身
代金を要求しています。これではまるで和平条約以前の様相を呈しています。それ故、私
は閣下へ次のことを伏してお願いいたします。これらのトルコ人を彼らの手から取り戻し
て開放してください。そして悪事を働く者へそれ相当の罰を与えてください。 
 更に、私は次のことを閣下へお知らせしたく思います。スタルツェル・ミハーイ470宛て
の閣下方の書簡が、私たちの手に届きましたので、コンスタンチノープルへ赴く私たちの
者が彼に会いそれを渡すように、私たちはそれを託し、その者を直ぐに送り出しました。
閣下は、私たちの偉大な皇帝の使節一行はローマ皇帝陛下の使節と一緒にウィーンへ赴く
ので、近日中に滞在場所の準備のためその任を行う者を前もって派遣することにし、その
後で閣下方もそこを出発するであろうと書簡に書き、私たちに知らせてくださいました。
好機を得て恙無く到着できるよう、神がお守り下さることを。私たちは私たちが関与する
全ての事柄において、私たちの好意と善意を示します。そしてそのようにする用意を常に
しております。 
 私の友閣下、私たちは神の御加護により今までほんの僅かしか理解せず、相互に試し合
いをしていました。しかし、私たちの一方は他方を理解し、信じていました。神はこの聖
なる和平条約が、私が自分の心をしっかりと護り大切にしていると同じように、護られる
ことを知っておいでです。私は閣下もそうですることを望んでおります。何故なら、私は
この国において非常に大きな任務があります。それはこの聖なる和平条約を確実に護るこ
とですので、私の良き友閣下は使節を遅らせず、一日も早く派遣するよう尽力してくださ
るよう、私は切にお願いいたします。既に多くの時が過ぎてしまいました。以前、ローマ
皇帝が輝ける政庁へ送った畏れ多い文書によれば、2 か月前には使節は派遣されてなければ
ならないはずでした。 
 私たちの偉大な常勝皇帝はこれに関して、私たちからの知らせを常に待ち望んでおりま
す。しかし、私たちは何も書くことができないでいます。この後もなお遅れるようであれ
ば、両皇帝間に何か不穏なことが起こらないかと、私は危惧します。何故なら、使節がこ
んなにも遅れているので、私たちは和平条約を軽視し、私たちの間にある行為と友情を無
視するような話を多くするようになっています。以上のことを閣下へお知らせしたくこれ
を認めました。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 1 月 13 日、ブダにて記す。 
                                                   
469 ハトヴァン北西約 20 キロメートルに位置する。 
470 ハプスブルク帝国駐コンスタンチノープル駐在員。 
312 
 
閣下の善意の友。 
以上 
 
183 1616 年 3 月 13 日（1616 年 3 月 3 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き御方であり私たちの敬愛し尊敬する勇士である友閣下。私たちは閣下へ忠実な
友情を捧げ、神が閣下のお望みになる良きことを全て閣下へお授けになりますよう祈りま
す。（略） 
 閣下の私たち宛ての尊い書簡を私たちの人間であるメフメト・チャヴスの手から直接届
けられ、私たちはそれを確かに理解いたしました。閣下は、ローマ皇帝陛下の使節が最近
ウィーンへ到着したことを書いていました。私の尊敬し親愛な友閣下は私たちの間にある
友情に相応しいお知らせをくださいました。（略）更に、私の友である閣下は次のようにも
お書きです。つまり、使節はウィーンへ到着しても、事柄を遂行するためにまず第一番に
尊敬するガスパール・グラチアニを送り出さなければならないので、その間は使節を派遣
することはないと。実際、私たちはこのことについて以前にも書きました。つまりグラチ
アニの後ろ姿が見えなくなるまで、使節を送りださない必要はなく、そして何らかの事情
で使節をそちらに留めておくことは、知性豊かな賢明な使節にとって相応しくはないこと
であると。何故なら、私はこのようなことから何らかの不穏なことが起こらないか、そし
て私と閣下がこれまでこのことに対して払ってきた努力が無駄にならないかと危惧してい
ます。私たちが以前に私たちの使節をそちらへ派遣するに当たって、全ての事柄を決定す
る全権をその者に与え、かつ全ての辺境の城塞から物事に通じ全ての事柄を理解している
賢明で学識のある長老を派遣しました。そして彼らが閣下方の所へ赴いてから 7 か月もし
くは 8 か月も過ぎていることを、閣下は御存じです。彼らが一方的にこのような方法で留
められていることは適切なことでしょうか？このような辺境地の事情に精通している者は
彼ら以外にはおりません。彼らなしでは物事は解決されません。そして首席大臣クレスル
閣下は私たちへ次のように書いてきました。もし私たちが委員を送り出していなかったな
ら、恐らく物事は解決していたことであろうと。しかしながらこれに関して、私たちが委
員を出立させていないということが真実であることを、全世界が知っています。 
 最初に、私たちはオノド471へ委員を任命しました。彼らはエゲルに３か月も滞在しまし
たが、彼らの誰１人としてそこへ赴きませんでした。委員に関してカッシャへ文書を出し、
                                                   
471 エゲル北東約 40 キロメートルに位置する。 
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それへの返事を要請しました。カッシャからの回答に誰も遣って来ていないということで
した。オノドとカッシャから同じ内容の返書が届き、私たちはその文書を所有しています。
私たちはその文書を精査し、そこの状態をを理解しましたので、私たちの者に対してその
地を出立し、帰還する許可を与えました。 
 更に、プッコム閣下472がレーヴァへ赴き、その地で数か月過ごしたそうですが、私たち
の委員と一緒に問題解決をした形跡はありません。その地の中小貴族が彼に面と向かって
非常に明確に次のよう語ったということです。貴殿でなくたとえローマ皇帝陛下御自身で
あってもその地では私たちのヨッバージィの１家族さえも自由にすることはできない、と
あからさまに語ったと言われています。この言葉を聞き、憤慨した委員１行は１週間も経
たぬうち皇帝陛下の御許へと出立してしまいました。それでその地へ赴いた私たちの委員
は２週間もそこで彼らを待つことになってしまいました。その後、プッコム閣下の書簡が
私たちの委員へ届き、次のよう書いていました。その中に「私は皇帝陛下の御許へ赴くこ
とができていません。何故なら私は病を得てしまいました。貴殿たちはもう数日間待って
くださるか、新たに日時を設定することにいたしましょう」と、書かれていましたが、そ
の日にちは書かれてありませんでした。私たちの委員から文書が届き、私たちはそれを知
り、彼らに対し出立し、帰還することを許可しました。 
 また更に、私たちがクルメンド473へ派遣した委員は同じ場所で閣下側の委員と共に居て、
あらゆることを処理しましたが、４つもしくは５つの村の問題は残されています。ことの
処理に中って、ハンガリー名士の誰ひとりとして、どこの場所でも、最後の１人の若者で
さえ、閣下側の委員の元へ出向いて行きませんでした。しかしハンガリーの名士は、こと
が終了し、後で事柄が如何に取り扱われたかを知ったにも関わらず、私たちがあまり気を
入れていなかったように閣下側へ報告しました。この報告を聞き知ると、閣下側の委員は
そこを出立しました。そして私たちの委員もそこを出立しました。その時、メミ・パシャ
閣下の従者の１人が彼の者である箱に入った金と貴重な家畜を運びました。このようにし
て私たちの委員 1 行は出立しました。（略）私の友であり正義を愛する御方である閣下、こ
の事柄において私たちは間違いを犯している罪人でしょうか？それとも閣下ご自身が作り
話をしているのでしょうか？神の御加護により実現した聖なる和平条約に関する事柄を遂
行するため、閣下方に望みが一つあるのだとすれば、私たちには千の望みがあります。私
たちはこの事柄を遂行する準備は常にできております。私たちは取り決めと締結された内
容に従いそれを護ります。そして私たちの下にいる臣民もそのようにします。そちらで何
時までも閣下方の使節の派遣を差し控えていることは、少しも適切でありません。何故な
ら、一方側だけで物事は決して解決することはできないからです。しかも再度、辺境の城
塞から人を集めるためには多くの時間を要します。 
 私たちは宿泊施設の任にある尊敬する使節ゲルゲイ殿を 1 週間前に輝ける政庁へと送り
                                                   
472 ハプスブルク側委員、男爵。 
473 ハンガリー西部、オーストリア国境近くに位置する。 
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出しました。神の御加護あれば、2 週間の内にその地へ到着します。ゲルゲイ殿がそこへ到
着した後も、使節一行がそれに続き到着しないのであれば、それは敵対行為であるという
話が大きくなり、私たちは大きな辱めを受けることになります。主なる神よ、どうぞこの
ことから何も悪いことが引き起こされないよう御守りください。私たちはこのことを私た
ちの友である首席宰相閣下へも書き送りました。（略） 
 閣下へお願いいたします。どうぞ真実のことを書いて、返事をください。私たちがそれ
によって自らを律することができるような返事をください。神が閣下へ健やかな日々をお
授けになりますように。 
 
1616 年 3 月３日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友より。 
以上 
 
184 1616 年 3 月（1616 年 2 月）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからメルキオル・クレスル宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き閣下であり私の親愛かつ敬愛し尊敬する友であり私の父の息子の閣下。私は閣
下へ感謝の意を表し、忠実な友情を捧げ、そして主なる神が閣下のお望みなさる良きこと
を叶えさせ給うことをお祈りいたします。（略） 
 閣下が私たちへ宛てた尊い書簡が届き、私たちは閣下がお書きになったことを全て確か
に理解いたしました。私の親愛な友である閣下は最初に、ローマ皇帝陛下が私へ良い感情
を抱いており、そして私の言葉を無視なさってないと書き、続けて閣下方がおおむね私に
良い感情を抱いていると書いています。 
 全知全能の神は全ての陛下に長き命をお授けになります。然るにこのように大きな尊厳
を有する皇帝陛下にしてハンガリー王である御方へ他の誰もが好意や良い感情を抱かない
としても、常に神はハンガリー王陛下を祝福なさいます。しかし、皇帝陛下が良いことを
望んでも、他の誰かが悪いことを望むのならば、神はその両方を現世においても来世にお
いても罰することでしょう。神は次のことを御存じです。つまり、私たちが望んでいるこ
とは、その皇帝陛下並びに私たちの友である委員の御方が常に幸多く健やかであり、そし
て私たちの間で締結された素晴らしい和平条約が存続することあり、それを私たちが快く
受け入れ、永久に互いの友好関係を維持することです。 
 更に、私たちの友である閣下は、ナスフ・パシャが聖なる和平条約を重んじることなく、
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むしろ実際にそれを侵そうと働き、ハンガリーの人々に対し戦いを挑むことに熱中し、常
に悪事を行ったと、書いています。主なる神はこれを知り、彼を罰しました。（略） 
 親愛な尊敬する私の友である閣下は、このことを私たちに書き知らせることが、今回の
書簡の目的であると書いていますが、私たちは本当にそのことに驚きました。私たちは本
当に何度も誓いを立てたり約束をしたりしていますが、少しも閣下方がそれを信じていな
いのではないのかという思いが心を過ります。それ故、この後、この事柄について如何な
ることが書かれるのかを私は知る由もありませんが、私は次のことだけは書きます。つま
り、正義を尊重する主なる全知全能の神は、正義を愛する皇帝が完全に秘密にしているこ
と、そして公に明らかにしていること全てを御存じです。 
 この事柄において私たちは主にして聖なる神を信じました。閣下方の行為は良きことを
望んでいることを表しています。ナスフ・パシャが欺したり、聖なる和平条約に違反し、
取り決められた条項を護らず、そして何処かで何らかの紛争を勃発させ、更に悪事を開始
していることが、もし私たちの考えに起因しているのであれば、神はおそらく現世におい
ても来世においてもこの私を決して許さず、罰することでしょう。 
 更に、親愛な私の父の息子である閣下は次のこともお書きです。つまり、神の許しを得
て、私たちの偉大な皇帝が閣下方の善意の友であるこの私へ全権を与え、聖なる和平条約
を軽んじる者を罰するために辺境の地へ派遣したのであろうと、そして私たちは取り決め
られた条項全てを遵守するであろうと、お書きです。まったくその通りであり、そうあら
ねばなりません。何故なら、私たちの全権はそれらのこと全てのためにあるのです。私た
ちは、聖なる和平条約遂行とそれへの障害を取り除くこと、さらに和平条約を受け入れず、
むしろ紛争を起こす者を罰するということに躊躇わず、物事を前向きに対処しています。
私たちは神の許しを得て、私たちの辺境の地において閣下方が提示したことに従いましょ
う。 
 私たちは以前と同じように現在も次のように表明します。私たちはこの事柄において自
らを咎のある者のでありたくなく、何者かが私たちを偽りの言葉で私たちを非難したとし
ても、神の前で私たちの言葉は嘘偽りのないことが明らかになります。何故なら、私たち
は常に決定された条項条文とその文書に従って事を遂行しており、そして私たちの支配下
にある臣民へそのようにさせ、それを護らせております。どうぞ閣下方もそのように配下
の臣民へさせてください。（略） 
 更に、親愛な私の父の息子である閣下は次のこともお書きになっていました。つまり、
私たちの尊敬するアフメト・キハヤ閣下および私たちの友である尊敬するグラチアニ・ガ
スパールが、ローマ皇帝陛下の使節である尊敬する首席使節と一緒に私たちの偉大な皇帝
陛下の輝ける政庁へと送り出されたことを、お書きでした。このことはローマ皇帝陛下の
畏れ多い親書により私たちの偉大な皇帝と私たちの友であり尊敬する善意の長老たちへ知
らされました。私たちはこのことに何ら疑いを抱いておりません。何故なら、かの皇帝陛
下と閣下の近くの善意の正義を愛する人々は、決して間違ったことをなさるはずがないか
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らです。しかしながら、昔の賢人の教えに、ことを上手く運ぶためには、ことをあまり長
く引き伸ばさないこととあります。何故なら、必ず誰かが邪魔をする、とあります。悪い
ことを先に延ばして良い方向に向けようとしても、恐らく最後に良いことにはならない、
ということです。それでは、私たちはこの事柄について何を語るべきですか？私たちが語
ることができることは、閣下は閣下に最も相応しいことをしてください、と語るだけです。
これ以外に何も書いたり語ったりしません。 
 また、閣下はは次のこともお書きでした。つまり、閣下方は、そちらに滞在している私
たちの使節する誓いと約束に則ってそちらで和平条約の事柄を対処するためにも、それら
の約束が破られないことを願っていると。 
 現在、取り決め通りに和平条約の事柄を遂行する中で不同意があることが、書かれてあ
りました。このことに対する咎は私たちにあるのですか、それとも閣下方にですか？正義
を愛する者が必ず正しい回答を得るということはないのです。私たちが使節をそちらへ派
遣する時には、聖なる和平条約の妨げとなるものは何もなく、全てが上手く行くことは、
明白でした。私たちは次のことを確約します。つまり、私たちが私たちの全ての辺境城塞
の長老たちを、すなわち辺境全ての状況および村々のあり様とそれが被った被害を熟知し
ている者たちを、私たちの使節に同行させる際に、彼らに和平条約を傷つけるようなこと
は決してしないよう厳命したことを、私たちはローマ皇帝陛下および私たちの友である閣
下そして委員の方々へはっきりと書き知らせました。使節たちがそちらへ赴いてから既に 6
か月が過ぎました。閣下方がもしハンガリー名士が集まることに反対せず、彼らが語るこ
とに耳を傾けず、何も見ていなかったのだとしたら、辺境周辺の賢い長老たちは何らの成
果もあげずに戻れないのです。実際、現在、こちらには辺境地域の村々およびその他の事
柄に関して熟知している者はおりません。彼らは私たちの尊敬する使節の傍らにいて、こ
ちらには 1 人もいません。このことは少しも小さいことではありません。この聖なる和平
条約が締結されてからどれほど長い年月が過ぎ、どれほど多くの会談が開催されたことで
しょう。しかし、今もって事は成就していません。私たちの使節が今そちらにいるので、
彼らは現在の辺境事情を知ることができません。如何にして彼らは問題を解決できるとい
うのでしょうか？ 
 閣下方がこの事柄の解決を望み、そちらへ赴く使節たちへ全てを認めると、閣下方の書
簡へお書きくださっていたなら、私たちは即座に使節を派遣するでしょう。そして私たち
が実際にそのような内容の返事を見ていたなら、私たちは辺境から私たちの長老を集める
ことをしませんでした。何故、閣下方は前もって私たちへそのように教えてくださらなか
ったのですか？私たちはまた辺境の長老を集めてそちらへ派遣すべきなのでしょうか？ 
 もし閣下方がこの聖なる和平条約の事柄を成就しようと欲するのであれば、使節の派遣
に些かといえども反対するべきではありません。何故なら、この聖なる和平条約とその他
の全てのことがらが神の御加護により承認されることは、この善意の御方であり私の父の
息子である閣下へ託されたことです。閣下方がお望みになる時は何時でも、私はそれに応
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える用意があると断言します。閣下方が望むのであれば、私たちはエステルゴムへも行き
ます。それですので閣下方の委員もコマロムへ赴き、神の助けで全ての事柄を取り決め通
りに認め、正義に則って解決しましょう。 
 以前、閣下は私たちと直接対面するため出掛けることを望んでいました。しかし、その
後、それができない言い訳をしました。その時、私たちが互いに対面していたらどんなに
良かったことでしょう。そしてその時に私たちは全ての事柄を神の助けで承認できていた
はずです。しかし、私たちは今でも猶全ての事柄を良い方向へと進める用意があります。
しかしながら、閣下方の使節が派遣されない限り、私たちはその何一つも始めることはで
きません。 
 更に、閣下は次のこともお書きです。私たちの使節は他の事柄の為に政庁へ赴くべきで
はなく、唯一聖なる和平条約のためにのみ赴くべきであり、そして私たちの使節が何か別
の事柄をしようとするのであれば、私たちは新たに使節を派遣すべきであると、書かれて
いました。 
 私は、私の親しい友であり私の父の息子である閣下からこのように理解しにくい言葉を
聞き、本当に落胆しました。何故なら、私たちは神の御加護により両皇帝陛下が互に友情
と好意を持ち合えるようしているのだと、この時まで考え思っておりましたので。しかし、
使節たちが互いに友情と敬意を持ち行き交い、そして人々はその中で素晴らしい好意の感
情を持ち、決して敵対的な言葉は聞かず、被害を受けることが少ないため和平条約に反対
する人による悪事で互いに悪感情を持たず、そして敬意を持ち合うことはこの後、なくな
るでしょう。それ故、閣下と私たちは、両者の皇帝が知ることで事が壊れないようにする
ため何らかの手を打つべきです。（略） 
 私は次のよう考えます。私たちは確かに以前からこちらへ帰属しかつ取り決めに含まれ
ている村々を望んでいますが、幾人かの人物の好意とその敬意、数人の悪事を行う者への
保護そして数人の者の利益とその者の村々への関心のために、閣下方の領内の村々を奪い
こちらへ組入れようとしていません。しかし閣下方が、そちらに旧来の税を逃れようとし
ている人々がいて、それ他の人々を助けるために、使節を留め置いているのであれば、私
たちはそれに対して何の返事も書くことができません。しかしながら、これが原因で何が
起きたとしても、現世においても来世においても私たちに罪がないことは、神の前で明ら
かです。 
 また更に、私の良き友である閣下は次のようにもお書きです。私たちが何らの方策を取
らず、この聖なる和平条約に良い結果をもたらせないままであっても、その辱めが現世に
おいても来世においても閣下方と私たちの名を汚すことはないであろうと、お書きです。
しかし、私たちがその約束と信頼そして取り決めたことに納得していない限り、聖なる和
平条約が壊れる原因を探さなければなりません。何故なら、この事柄はトルコ人そしてキ
リスト教徒にとっても大切なことだからです。 
 親愛な私の友であり私の父の息子である閣下よ、私たちの状態が何時までもこのままで
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あるのは、ハンガリーの人々にとって良いことではありません。私は両者側に属する貧し
い人々のために和平条約がほんの少しも壊されないことを願っています。これが私の本当
の考えです。私たちは常に用意ができています。神の助けにより全ての障害を解決するた
めに閣下側の方角だけを見ています。この事柄のために使節を送り出さないことは賢明で
はありません。そして私たちが既に書き送ったように使節派遣の日時を閣下側はお決めく
ださり、エステルゴムで私たちと対面する準備をしてください。しかるに、閣下方が事柄
を正義に則って推し進め、誰にも贔屓をしないこと、そして閣下方が自らの言葉に責任を
負うような人物を派遣することを、私たちは期待しております。（略）以前、辺境の村々へ
赴いた委員に対して村々の名士が「貴殿だけではなくローマ皇帝にさえも私の村の１軒す
ら与えることはしていない」、云々と語ったそうです。物事を何も解決できず、言葉だけの
人間が赴き、一緒になってことにあたっても、再度、無駄になるだけです。一方、私たち
側に関して言えば、私たちは正義に則り、決定されたことに従い物事を遂行するよう命じ
ることを、私は神の許しを得て誓います。それを誓わないような頭と能力は誰であれ持っ
ていないのです、誰であってもそう誓うはずです。 
 更に、この私の父の息子である閣下は、今週、ウィーンへ使節が派遣されたと書いてい
ました。私たちは閣下方の友である私への気配りを感謝しております。閣下方は聖なる和
平条約を確実に遵守してください。私たちも閣下方を心の底から尊重しており、使節の派
遣に沿い、それに向けてのあらゆる事柄の準備をし、障害となることを解決しました。私
たちはこの事柄について全く少しの懸念も抱いておりませんでした。しかも私たちは常に
この聖なる和平条約を神の加護により完遂すため私たちの真っ当な精神と心で準備してい
ます。 
 更に、親愛な私の友であり私の父の息子である閣下は、聖なる和平を完成するため、委
員の方々と贈り物を使節と一緒に辺境へ送り出すと、書いていました。 
 尊敬する私の友閣下、私はこの事柄についてそちらへ何度も書き送りましたが、再度、
書きます。もしこの事柄の所為で使節の派遣が遅れるのであれば、私たちと閣下方の辺境
の人々を一か所に集めて話を聞かねばなりませんが、もはやその猶予は一時もありません。
私は、使節の派遣の余りの遅れのために、私たちがこんなにも働き努力してきたことが無
駄にならないかと危惧します。本当にこのような事柄の所為でそうなるのです。私たちも、
私個人も心からこの事柄を解決するために、神の助けをにより全ての障害を取り除くこと
を願い、そのようにしてまいりました。（略）また私の友閣下は、両皇帝間にある聖なる和
平条約が幾つかの村とトルコ領内のハンガリー人の所為で壊れることになれば、一層大き
な恥辱を受けることになると、書いていました。しかしながら、その幾つかの村にとって、
立派な和平条約が壊れることは、都合の良いことなのです。私の親愛な友閣下、この大き
な仕事は誰のためにも役に立つ訳であはありません。しかし、両皇帝による批准だけでな
く、私たちおよび私たちと共にある閣下方が固い誓いの下で各々が自らの名を記した交換
文書の尊い取り決めと約束に則って、正義は行わなければならず、そして私たちは聖なる
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和平条約を堅く遵守しなければなりません。 
 閣下方は聖なる和平へのこの考えをまず最初に受け入れることができますか？如何にし
て決議され締結された条項が施行されないままなのでしょうか？閣下は、幾つかの村とヨ
ッバージィの都合で聖なる和平条約が壊れるのは妥当ではないと、書いていました。更に、
閣下は、この私が私の皇帝陛下と同じように神の前にいるので、私自身が救われることを
願っているかのよう、書いていました。しかしながら、この事柄に対する私たちがする対
応と話す言葉は、以下です。主なる神は、自分の村や砦、世俗の金と地位、そして自らの
名誉と他の人への好意のために、この聖なる和平条約を壊す者を現世でも来世でも罰する
ことでしょう。約束と信頼を反故にして、この立派な和平条約を決して壊してはなりませ
ん。例えそれが誰であっても、その者が少しでも和平条約を壊そうとするなら、神はその
者を必ず罰します。 
 更に、私の良き友閣下は、私たちが、私たちの委員をこちらへ戻さない間に、事柄は解
決されているであろうと、お書きでした。実際、私はこの事柄について閣下方へ明らかに
書き示さなかったかも知れませんが、不満についても少しも書きませんでした。何故なら、
私は、閣下がこの事柄において私たちに責任を転嫁しようとしていることを知っていたか
らです。この後は、私たちは事実に則ってこの事柄を書く必要があります。 
 最初に、レーヴァについてです。派遣された閣下方のプッコム殿と私たちの委員たちは
同じ所に 30 日間一緒にいて、毎日共に働いたことになっていました。しかし、閣下はいや
皇帝陛下ですら私たちのヨッバージィーの 1 軒にさえ、このことに関してのみならず税に
関しても直接に明確に語っていないことを、以前、閣下方は語りませんでした。 
私が、閣下側の皇帝陛下と共にこの事柄を進めていることを見ることができない間、そ
のために正義を完全に遂行することは不可能です。如何なる事柄も解決できません。私は、
私の委員たちに対し帰還までの 1 週間をそこに滞在することを許可しました。そして彼ら
は出発しました。しかし、委員たちはそこで 1 週間どころではなく 3 週間半も待ちました。
彼らはそれを私たちに知らせてきましたので、私たちはプッコム殿が来るまでその地に待
機するように彼らに命じました。プッコム殿の書簡が届けられ、それに彼が病を得ている
ので皇帝陛下の元へ赴くことが出来ずにいると、書かれてありました。その書簡は私たち
の者がここに届けてくれました。それで私はことを知り、私たちの委員に対しその地を出
発する許可を出したのです。 
 そして私たちがオノドへの任務を託した委員たちは本当に正義を愛する知性のある賢
明な人物たちでした。彼らはエゲルのある場所で閣下側が任命した委員方を丸々2 か月間待
っていました。それで私たちはカッシャとオノドに滞在している者へ手紙を書きました。
相手方の委員が来ていないという返事が彼らから届いたので、私たちは無駄に待つ必要は
ないが、出立については私たちに知らせるように伝え、そうすれば相手方の委員もそこか
ら戻ることになるであろうと、語りました。 
更に、私たちがクルメンドへ派遣した委員の 1 人は私たちの偉大な皇帝の主要なパシャ
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の 1 人であり正義を愛する人物でした。その者は閣下側の委員たちと一緒にクルメンドの
とある場所で 40 日間親しくしていました。彼は日々の生活に必要な食料品を自らの金で調
達するために数日を費やした後、カニジャ、コッパーニィ、そしてセーケシュフェヘール
ヴァールを訪れ、村々の事柄を対処解決しました。しかし対処できていない村が 7 つか 8
つ残りました。委員たちは文書でそれらすべてのことを私たちに知らせてきました。私た
ちは彼らにそれを承認したとする文書を出し、そのことを続けるよう命じました。ハンガ
リーの名士は 1 人も閣下側の委員たちの所には赴かず、たった 1 人の若者が出向いて行た
に過ぎないということです。このことはハンガリーの名士の返書にありました。私たちは
ハンガリーの名士に閣下側の委員たちの情報を送るようにと、依頼してはいませんが、彼
らはそれをしています。 
以前も私は、財務官であるメミ・パシャ閣下が金の入った 1 箱と家畜を奪い取られたこ
とを、閣下へ書き知らせました。その時、メミ・パシャに同道していた私たちの者の数頭
の馬も奪い取られました。それとは別に、コプロヴィンツァにおいて私たちの 1 人のチャ
ヴスが連れ去られ、現在そちらにいます。（略） 
彼らが正義を愛する人々であったことを、私は知っていますので、この事柄のありのま
まを文書で明らかにしました。この事柄は閣下の正義に対する態度に掛っています。閣下
は、私たちの父の息子としての繋がり、友情そして誉の名に値する御方でありましょうか？
閣下は事柄を解決しようとしているようですが、閣下が発した命令を実施させていないの
で、閣下が自らの救済のためにしている言動のように見えます。私たちへの見せかけの策
略のようです。私たちが、閣下側の尊敬する陛下の臣民に対する私たちの友情と彼らへの
私たちの約束を後回しにして、私たちの心の底から遵守するのだという気概以上の信任そ
して約束で結ばれた聖なる和平条約を後方に追いやり、この事柄の解決を望んでいいない
ので、それで私たちは私たちの委員たちの出立に許しを与えているというのですか？私た
ちがこのように表明することが、閣下にとって都合の良いことなのでしょうか？閣下側は
すべてのことを前もって明らかにしているのでしょうか？閣下は実際に次のよう書いてい
ました。つまり、このような障害が起きていなかったのなら、閣下方の前で事柄は明らか
になり、閣下方はすべての関係者と事柄は命令下にあるべく語り合っているであろうと。
しかしながら、閣下側が本当にそのように遂行することを望んでいたのなら、私たちはこ
の聖なる和平条約へ些かの疑いも抱かないようにいたしましょう。（略） 
私の良き友閣下、私たちは私たち側からこの聖なる和平条約に関する事柄へ反する事柄
が起きたとは知りませんでしたが、私たちの側からそのようなことは少しも起らなかった
ことは知っています。仮に神が許したとしても、決して起こりません。しかし、何某かの
利となることと捕虜の解放について語る言葉に耳を傾けている閣下側は、実際はそれ以上
のことに耳を傾けているはずです。語る言葉とその話しは文書にすることで事実となりま
す。本当に親愛な私の父の息子である閣下、私たちに一方的に語りかける者は、実際に大
勢いますが、私たちは彼らの誰 1 人に対しても話すことを許していず、その者へ耳を貸す
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ことさえしていないことを、閣下は心の底から信じてください。それで、誰もそのような
ことを私たちの前で話すことはありません。何故なら、私たちの官位と名前は、そのよう
なことを聞くに相応しくないからです。私たちは知ることそして耳を傾けることを常に大
事にしています。私たちは自分たちの心をこのように護り保持しています。主なる神の助
けで、私たちは私たちの偉大な皇帝の尊厳ある勅令、また私たちの信義と権威により承認
した条約条項を護り、そしてそれに従い維持することをするならば、誰かが語る様々な言
葉に耳を傾ける必要はありません。 
また、この私の親愛な友閣下は次のことも書いています。私たちの友であるアルタン伯
爵閣下はそちらで大変意義のある事柄に従事していますが、閣下の皇帝陛下は聖なる和平
条約の障害を熟知するために彼をこちらの辺境へ派遣したと、書いています。私たちこれ
はこの事柄において大変喜ばしいことと思います。彼が何時遣って来ても、神の御心に従
い、私たちは障害がないよう準備します。更に閣下は、アルタン閣下は皇帝陛下の首席顧
問官であり、常に冷静沈着な正義を愛する人物でかつ聖なる和平条約に反する物事を好ま
ない人物であると、書いています。真の神は、私たちもそのような人間であることを御存
じです。私たちは両国の尊敬する臣民へ正義に則って仕えます。そして私たちは聖なる和
平条約の例えその 1 条項でさえ破られるよりむしろ自分自身が傷つくこと望みます。親愛
な私の友閣下、私が聞き及んでいることでは、数人のハンガリーの名士が、自分自身と彼
らの村および捕虜の事柄のために私たちの所へ来ることを閣下側は邪魔をしているという
ことですので、私たちは、その私たちの所へ来るという者とそれを知らせる文書に対して、
来るように応えていますが、幾人かの者が様々の所で私たちを非難しています。神は、私
たちを非難している人々と一緒になって聖なる和平条約に反することについて、何も語ら
ず、何の行動もせず、ただそのような話に耳を傾けているだけの者を、心身両面に渡って
罰するでしょう。このような噂や話しがあるのであれば、閣下方は私たちへその旨を知ら
せください、そうすれば私たちは各方面へ返事の文書を出すことができます。そうではあ
りませんか？閣下は知らせてくださることが出来ます。神が閣下へ末永い健やかな日々を
お授けになりますように。 
 
1616 年 2 月、ブダにて記す。 
 
185 1616 年 3 月 24 日（1616 年 3 月 14 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
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 思慮深き御方であり私たちの尊敬する勇士である友閣下、私たちは閣下へ感謝の意を表
し、忠実な友情を捧げ、そして神が閣下のお望みなさることを全て叶えさせてくださるよ
う祈ります。（略） 
 私たちは、私たちのチャヴスの手を通して閣下の敬意ある書簡を受け取り、閣下が書簡
で私たちに対してお書きになっていることを全て理解いたしました。閣下は、閣下の皇帝
陛下が病を得ていたけれども、神の御加護によりか回復したと書いていました。神へ感謝
を捧げましょう。皇帝陛下は常に善意の御方でありますので、私たちは皇帝陛下が常に幸
運に恵まれ健やかであることを望みます。更に、閣下は次のことを書いていました。つま
り、尊敬する首席使節がウィーンへ到着し、近日中に私たちの使節と一緒に送りだされる
であろうと、書いていました。それは、閣下の尊敬する人間性ため、私たちの間の好意と
友情の強化のため、私たちに敵対する者を阻止するため、そして聖なる和平条約遂行のた
めに良いことです。しかし私は親愛かつ尊敬する私の友の御方であり私の父の息子として
の閣下へお願いがあります。使節たちを遅くならないうちに、閣下方は出立させてくださ
い。 
 そして閣下は障害に関して僅かに書いていました。（略）私はこれ以前にも閣下へ次のよ
う書きました。私たちが同意し、主なる神の善意と加護により交換した文書に従って、私
たちはことを遂行すべきであると、私は書きました。再度私は閣下へお願いいたします。
どうぞ使節たちが派遣されるようにしてください。 
 敬愛する私の父の息子として閣下へ、私は再度次のように書きます。何故なら、このこ
とはお知らせする必要があることです。先月、ブダ近郊アドン近くのエルッチと云う名の
荒地で悪漢が私たちの側の 6、7 人を切り殺し、そこで手に入れられる全てを持ち去りまし
た。私たちはそれをした者を見過しすることはせず、私たちの領内にある城塞にいるチャ
ヴスを派遣し、事の次第を調べるよう厳命しました。それで悪事を行った者たちはコマロ
ムの者であったことが判明しました。彼らは至る所で奪い取っていました。総勢 35 人で馬
に乗って来て、コマロムにおいても奪い取ったことは明らかです。そして仲間間で奪い取
ったものを分け合っていました。その 35 人全てに対し兵が向けられました。セーケシュフ
ェヘールヴァールのベイが彼らと戦い、その 12 人を切り殺し、4 人を生け捕りました。そ
の 4 人は現在、私たちの所に拘束されています。閣下方の所へ赴く者が携える物の中に、
そのリストもあります。それは彼らが私たちの所から奪い取った物のリストです。金は使
い、品物は売ってしまっていました。現在、私たちはそのリストを私たちの使節の元へ届
くよう送りました。 
 そして現在、私たちの所に捕らわれている 4 人は、事の全てを話しています。閣下がこ
の事柄を解決することを望むのであれば、閣下が皇帝陛下と私たちとの約束が果せるよう
にしてください。これ以上簡単なことは何ひとつなく、数多の悪事に対処することに比す
れば些細なことにです。 
 閣下方がこの事柄に何もしないままに時を費やし、何も考えないのであれば、私たちは
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そのためにこの後、閣下方を遠い存在の方々であるとと看做し、その様に行動します。今
後、敵対するかもしれませんが、それは私たちのせいではありません。神の御加護を。 
 
1616 年 3 月 14 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
186 1616 年 3 月 24 日（1616 年 3 月 14 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き私たちの親愛な尊敬する勇士である友閣下。私たちは閣下へ感謝の意を表し、
忠実な友情を捧げ、そして聖なる神が閣下へ御多幸をお授け下さるよう、祈ります。（略） 
 最後になりますが、私は更に、この書簡で閣下へお目もじしなければならないことがあ
ります。それはトゥリィ・ヤーノシュ夫人のことです。彼女があることのため閣下に会い
に行きますので、彼女の話を聞きその願いを理解し、それを聞き入れてください。そして
彼女が当然望むことを、必要とあれば、私たちの思いを受け入れて、彼女を支援して下さ
い。何故なら、こちらに捕らわれの身で死亡したドイツ人捕虜のカピターニィに対して充
分補償をしなければなりません。私たちもそのカピターニィを立派な人物であると看做し
ていますので、閣下はその人物に相応しい補償をしてください。彼女が私たちの所へも来
るのであれば、私たちは喜んで支払います。神が閣下へ健やかな日々をお授けになります
ように。 
 
1616 年 3 月 14 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
187 1616 年 4 月 21 日（1616 年 4 月 11 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヤンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
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 思慮深き私たちの親愛な友閣下、私は再度閣下へ心からお願いいたします。長い間そち
らで捕らわれの身である故フセイン・チェレビの子息アブディ・ラーズマーンに関してで
す。閣下は私たちの好意と彼の返還実現のためにどうぞ働いてください。閣下も私たちに
何か望むことがあるのであれば、何なりとお命じ下さい。神の御加護を。 
 
1616 年 4 月 11 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
188 1616 年 5 月 5 日（1616 年 4 月 25 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き私たちの尊敬する勇士であり親しい私たちの友閣下、私たちは神が閣下へ望ま
しい良きことを全てお授けくださいますよう、祈ります。（略） 
 4 月 25 日の日付の閣下の尊い書簡を私たちの者が届けてくれました。私たちはそれを受
け取り、理解いたしました。 
 私は閣下が健やかなであることを知り、大変嬉しく思いました。親愛な私の父の息子で
ある閣下は私たちの間ににある聖なる和平条約の事柄についても書いていました。それも
私は理解しました。私の親しい友であり私の父の息子である閣下は次のようにも書いてい
ました。私たちの文書を携えてそちらへ赴くアムハト・アガがそちらへ着き次第、閣下方
は私たちの使節をローマ皇帝陛下の使節と一緒に遅れることなくそちららから送り出すで
あろう。更に、いまだその帰属が確定していない村々の問題および現在受けている被害と
問題となっている城館の事柄は、現在までの決定文書にある通りにすることで解決される
であろ。また、私たちが封印し自ら記した期日が閣下方へ示されている決定文書を送った
ことに対し、その期日以外にはないであろうとし、使節は送り出されるであろう。そして
何も問題はないであろうと、書かれていました。親愛な私の友閣下、この聖なる和平条約
に何も支障を起こさないよう、神の助けで全てのことが解決されるよう、私たちは大変な
努力をしていますことを理解してください。もし閣下方がこれに反対で別の適当な時期を
お望みならば、私たちは私たちの友である閣下が望むとおりにいたします。私たちはその
旨を認めた封印した文書をお送りいたしました。神が閣下へ健やかな日々をお授けになり
ますように。 
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1616 年 4 月 25 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
189 1616 年 5 月 17 日（1616 年 5 月 7 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからホモナイ・ジュルジィ宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き私たちの尊敬する勇士であり友である閣下よ、神が閣下を祝福なさいますよう
に。 
 親愛な私の父の息子である閣下の尊い書簡が、閣下の友であるこの私の所に届き、私は
敬意を持って受け取りました。閣下がこの後も幸運に恵まれ、健やかであることを神がお
授けになりますように。 
 トランシルヴァニアから最近、3 度トランシルヴァニアの名士が閣下の所へ遣って来て、
そして現在も閣下の所にいて、彼らが閣下に対してトランシルヴァニアへ出立するように
強く説いたことを、閣下は書いていました。 
私の友であり私の父の息子である閣下、閣下は閣下が属する尊い国の人々が健やかに
日々を暮らせるため、私たちが示唆を与えて書いた文書を読み、確実にかつ賢明にこのこ
とを終わらせようとお考えになり、そして閣下の友である私に書簡をお書きになったこと
と拝察します。私たちの皇帝の許しがなく、そしてこの私への命令も届かない限り、私は
立ち上がりそちら方面へと出立しないと、私は書きました。閣下はそれをトランシルヴァ
ニアの人々へ書き送ったと、書いていました。 
 私たちはそれを歓迎し、私は常に閣下に良いようにと努めました。しかし、まさに今、
エゲルや他の多くの地から閣下が何人かに煽動されて、新たに軍隊を召集し始めたという
知らせが届きました。そしてラドル・ヴァイダも、ベクからナンジソバトへ軍の召集に来
て、閣下と一緒になるであろうということです。かつてもそのように蜂起したことがあり
ました。もしこれが事実であるならば、私は親愛な私の友である閣下に対し、私たちの間
にあった長い友情にひびが入りますと、率直に書かねばなりませ。何故なら、私たちは閣
下の国に対してすべき命令と態度に関しする文書を前から有していますので、私たちの偉
大な常勝皇帝の意に反して、私たちがそれに従わないのであれば、そのために私たちは現
世においても来世においても罪人となりましょう。 
 その文書に従い私たちが、トランシルヴァニアにおいてトルコ軍とともに立ち上がるの
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であれば、私たちは閣下方を排除しなければなりません。そうなればたくさんの血が流さ
れ、その血がかわいそうな人々の足元を濡らすことになります。それは罪科であります。
そういうことは経験からすでに学んでいます。 
 私は閣下へ心から好意を抱いています。それ故、私は閣下にはっきりと申します。神の
意に沿うようことをすべきであります。このことは以前にも私は閣下へ書き知らせました。 
 更に、私の父の息子である親愛なる閣下とその閣下の臣民への私の思いから、閣下の父
上に成り代わりこの私が敢えて忠告いたします。閣下はこの事柄に関して、以前の自らの
決定に従い事を止め、ラドル・ヴァイダとことを同じくすることもお止めくださるように。
何故なら、私たちは閣下のことに関してあらゆる方面に警告を発しており、何一つ認めて
はおりません。閣下は、ワラキア方面で私たちの偉大な皇帝に反することが幾度か起き、
そこで何が起きたかをご存知のはずです。閣下は神の助けを得て、よからぬ友から離れて
いることが肝要です。この手紙を届けた者に閣下の手紙をお渡しください。私は良い返事
をお待ちしております。神が閣下に健やかな日々をお授けになりますように。 
 
5 月 7 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友より。 
以上 
 
190 1616 年 5 月 23 日（1616 年 5 月 13 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからベトレン・ガーボル宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 私の敬愛する君公陛下。神が陛下へ望ましい幸運をお授けになりますように。 
 丁度今、テメシュヴァールから文書が届きました。陛下方が、私たちの偉大な皇帝へ対
しての約束通りに城塞を譲渡することに努め、国の全ての名士とそのことを決定したこと
が書かれてありました。そして最近、それらの城塞譲渡の任を負う人物を任命したことも
書かれてありました。陛下方が約束履行に励むと意見の一致を見たことは、陛下、名士方
そしてお国にとって適切なことです。神の許しにより、この後、陛下は、私たちの偉大な
常勝皇帝から多大な慈悲をお国の人々と共に授かることになります。 
 この後、陛下側の人々並びに私たち双方は、旧来からの私たちの友好関係を日毎に増強
し、私たちの偉大な常勝皇帝へ正義に従いお仕えし、何時いかなる時も全てが良いことで
満ち、そして陛下もしくはお国も悪い望みを遠ざけていることを、私たちが見られるよう
にしてください。 
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 陛下は、私たち側からの城塞返還を要求するという考えが私から出たのであると、今こ
の時にお考えのようです。この事柄について、陛下側の方々がこの私から出た話であろう
と疑っていることは、私は存じています。しかし、私の尊敬する友である陛下は、この事
柄を最初に持ち出したのは私たちではなく、その後もそうしていないことを、良く御存じ
のはずです。旧来からの私の友である陛下に対してなされたことは、私たちの偉大な皇帝
の命令によるものです。 
 私たちは幾つかの厳しい言葉を陛下に書きました。最初にそれらの城塞を所有していた
のは私たちであり、その後で陛下の親愛な友方が城塞を実際に所有しました。私たちは陛
下と私たちが考えている方法について話し合い、そしてそれが確認されました。 
 私たちの書簡より前に陛下宛てに書かれた他の人の書簡の中にも、私たちについて事実
でないことが書かれてはいても、私たちの書簡にあると同じ内容も書かれていたと思いま
す。それは閣下へ宛てた書簡を秘密裡に知ったからでしょう。陛下が全てを良く知り理解
なさろうと望むのであれば、これらはことを成すための策略であることを、どうぞ充分に
認識してください。 
 現在、このことは私の友である陛下のオスマン政庁に駐在している使節が城塞に関して
具申したことであることを、陛下は知っているはずと、私たちは確信しています。神は陛
下を祝福し、私たちの偉大な皇帝と陛下そしてトランシルヴァニアへ慈悲と加護が授けら
れました。 
 更に、ホモナイ・ジュルジィが気まぐれな幾人かに扇動されされ、バートリ・ガーボル
の未亡人と一緒にこの冬に軍を召集したこと、そしてポーランドにおいても、トランシル
ヴァニア公国領有の望みから数度軍が立ちあがったとの情報を陛下も得ていることを、私
は理解しています。私たちはエゲルから次のような内容の文書を各方面へ書き送りました。
もし貴殿がトランシルヴァニアへと歩を進めるのであれば、この私自らがトルコ軍を率い
て貴殿の所へ向かい、神の助けにより決して貴殿方をトランシルヴァニアへ入れません。
貴殿がその領地を離れずに、貴殿がそこを有する理由を挙げて、軍の幾つかの部隊を出立
させ、貧しいい人々を足で踏みにじっている罪は貴殿にあります。そして現世においても
来世においてもそして全ての国に大きな恥辱となり残りますと。このように厳しい言葉を
書き連ねた文書を送りました。 
 最近、ヨッバージィにより 1 通の手紙が届けられました。その中に、この事柄は私に何
ら関係ないという内容が書かれてありましたが、私はこのトランシルヴァニアから来た者
たちに対して城塞の譲渡を始めるよう要求しました。そして現在まで 3 度トランシルヴァ
ニアから人が来ていますが、返答をせずに今も私たちの所でどうするかを模索しています。
陛下方が何も考もせず、何処へでも例え天国へさえも人を送り出すのであれば、私もそれ
に倣いそちらにある私の城塞へ人を送り込みます。その者は、自分の目でその城塞を見る
ことになります。この事柄を始めたのは私たちの意思によるものではないことを、陛下は
御存じと思います。しかし、私たちはトランシルヴァニアから届いた署名があり封印され
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た文書を読みかつ理解し、そして私たちがそれを陛下方へお知らせしました。すると陛下
が私たちに立派な助言をして下さったので、私たちはこの事柄から自ら身を引き離すこと
を止め、私たちの偉大な常勝皇帝へ知らせ、只今その命令を待っているところです。それ
が届き次第トランシルヴァニアの人々へお知らせします。何故なら、トランシルヴァニア
から私たちへ次のような返書が届きました。つまり、偉大な皇帝が私たちへ勅令書を発し
て、それでも私たちのトランシルヴァニア君公が私たちを困らせかつ私たちの律法内に留
まらないのであれば、私たちは私たちが良しとする人物をトランシルヴァニア君公として
選ぶことができ、そして選出後、私たちは偉大な皇帝の輝ける政庁へ使節を派遣し、君公
に相応しい黄金旗、紋章のある畏れ多い勅令書そして金の頭のついたしゃくを旧習に従っ
て送るよう依頼するべきであると、書かれていました。それ故、私たちはボチカイ王時代
に発せられた畏れ多い勅令書を考慮し、トランシルヴァニアの人々の言葉を比較検討する
ことから始めました。特に、私たちの偉大な常勝皇帝は王冠と黄金旗そしてしゃくをボチ
カイ王に与え、そして更に、存命中に官位と君公位も私の父の息子であるボチカイに与え
ました。ボチカイ君公もまた私へ様々なものを与えてくれましたが、この世から身罷って
しまいました。このようなことが原因となり、ローマ皇帝陛下はトランシルヴァニアへ対
して多くのこと起こし、現在もまた私たちに対して何か良からぬことをしようと望んでい
ます。それ故、私たちは親愛な私たちの父の息子であるボチカイ君公の取った方法に従い、
私たちは、トランシルヴァニアが私たちと共に偉大な皇帝の翼の元にいることを欲してい
ます。尊敬する私たちの友である陛下が、私たちと共に平穏にしていると、答えるのであ
れば、私たちはトランシルヴァニアの人々へ次のよう返事をだします。つまり、私たちの
偉大な皇帝から命令書が届かない限り、私たちは私の場所（ブダ）から何の行動も起こし
ませんと。そして彼らが私に望んだことであったので、私は、彼らが私たちの偉大な皇帝
の政庁に畏れ多い命令書を発するよう依頼するようにとの内容の返書を、彼らに書きまし
た。そして私はこの事柄に起きたことを、テメシュヴァールのパシャであるメフメト・パ
シャを通して陛下へお知らせしました。 
 最近、私は次のようなことを知りました。再び、兵が集まり始め、バートリの未亡人も
幾人かと共にそれへ加わり、そしてこれ以前にワラキアのヴァイダであるショルバン・ラ
ドルがベクからナジソバトへ出発し、途中で 600 の騎兵と 500 の歩兵を集め、更に傭兵も
雇い、ナジソバトでホモナイと共に 5 日ないし 6 日滞在し互いに行き来しかつ共に出たり
入ったりして、そこから出掛けようとしていると。 
 私は陛下方も絶えず情報を得る努力をしていることを知っていますので、古くからの私
の親愛な友陛下、この後更にこのようなことが起こり、混乱状況をあえて求め恐ろしい場
所を目指す者がいて、その何らかの動きを知ったなら、すぐに私たちへ正確な情報をお知
らせください。私たちは神の助けを得て私たちの偉大な皇帝の国（トランシルヴァニア）
を護る所存です。私たちは神の助けを得て十分な軍を準備しています。私たちは望まれる
所何処へでも神の加護の下、即座に軍を到着させます。しかしこの事柄の他に調べなけれ
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ばならないことがあります。それは、現在、ワラキアのヴァイダがモルドヴァ国に滞在し
ていて、ワラキアはヴァイダがいない状態です。何某かが、ワラキアにいるラドル・ヴァ
イダとその支援者の意思によって何らかの方法で軍と共に行動しているか、軍を伴わない
でいるのかどうかの情報はありません。何処でもこのようなので、ワラキアへ赴くべきで
はありません。  
 陛下へ宛てた私たちのこの文書で意図したことは、陛下はこの事柄に関することを全て
を明らかにし、その全てを私たちにお知らせくださということです。神が陛下へ健やかな
日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 5 月 13 日、ブダにて記す。 
陛下の常に善意の友。 
以上 
 
191 1616 年 6 月 7 日（1616 年 5 月 28 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き勇士であり私たちの尊敬する友である閣下。神が閣下へお望みの良きことを全
てお授けになりますように。（略） 
 私はこれ以前にも私の親しい友であるエステルゴムのビレクッチィ・メフメトと云う名
の哀れなトルコ人の件で閣下にお目もじしました。その時、それに加えて、二皇帝間の条
約およびその完全な和平に関しても話し合いました。それはチェンケ474と云う名の村で行
われました。その村からエステルゴムを経由して戻ってから 1 年半が過ぎました。ウーイ
ヴァールのルドルフ・ティッセンパックの所にその者が確かにいます。二皇帝間の和平条
約がある時、その者を捕虜としての身代金を得るために捕らえておくことは相応しいこと
でありません。それ故、私は正義を愛する私の友である閣下次のように重ねてお願いしま
す。閣下はルドルフ殿へ書簡を出し、メフメトを解放し、エステルゴムへ還すよう、伝え
てください。更に、このようなことの所為で互いに隣人としてある今の関係を全く見知ら
ぬ他人のような状態に決してしないでください。正義とはこのようにすることです。閣下
がそうすることで、私たちへの思いやりを示して下さい。閣下が同様の事柄に遭遇した時、
私たちも閣下へ同じように心から善意を示します。私は閣下からその者についての良い返
事を待っております。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
                                                   
474 不詳。 
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1616 年 5 月 28 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
192 1616 年 6 月 7 日（1616 年 5 月 28 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き尊敬する勇士であり私たちの親愛な友である閣下。私たちは閣下へ感謝の意を
表し、忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授けくださるよう祈ります。（略） 
 実際、私たちは幾つかの武具調達の必要上、それらの運搬を閣下の配下の者に依頼しま
した。すなわち、私たちはそれらの金を支払うことで、武胴着 30 着、鍵で全てが凸凹にな
っているヘルメット 30 個、そして新しい鎧 30 着を依頼しました。それらに加えてタター
ルの真の鎧 30 着と 100 ポンドのナーダ・メゼ475も依頼しました。それらの支払いを今済ま
せることもできるのですが、閣下の配下の者がそれらを届けて来た時に、私たちはその者
へ支払います。 
 私はこれに関して閣下へお願いがあります。このことに反対する者に対し、そうするこ
とを許さないでください。しかし、依頼した物を私たちの所の何処へでも安心してで送り
出して下さい。それらが届き次第直ぐに私たちは代金を支払います。閣下も何らかのこと
で私たちに依頼することがあるのであれば、閣下は同じように友情と善意に出会えます。
神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 5 月 28 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
追伸 依頼した物に相応しい鉄の腕着もお願いします。それも 30 着です。つまり、武胴着
30 着とヘルメット 30 個に相応しいものです。そして私はそれらがすべて明るい色の一色か、
もしくは青い色が混ざっているのが良いと思っています。 
 
        覚書 
                                                   
475 Naad meze。不詳。 
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   私たちは以下物の支払いをします。 
 胴着 30 着、ヘルメット 30 個、新しい鎧 30 着そして腕着 30 着。更に、タタールの真の
鎧 30 着も依頼します。そして 100 ポンドのナーダ・メゼ もお願いします。 
 
193 1616 年 6 月 11 日（1616 年 6 月 1 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き私たちの尊敬する勇士であり親愛な友である閣下。私たちは閣下へ感謝の意を
表し、私たちが関与する公の事柄において忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸を
授けてくださるよう祈ります。 
 コマロムの兵士が閣下の尊い書簡を私たちへ届けてくれたことを、私たちは閣下へ報告
したいと思います。私たちはそれを細部に至るまで理解いたしました。 
 私たちはそれに対して次のよう閣下へ書くことができます。つまり、ここ私たちの所へ
ヴェレンツ476の人々が以前 2 度に渡って来て、私たちに助けを求めてきましたが、私たち
は助けることもそれを認めることもしませんでした。そして私たちはそのことについてロ
ーマ皇帝陛下の尊敬する使節とここで十分話し合いました。そのことを最近、閣下へお知
らせすることができました。更に、ボスニアやアルバニアのような海岸沿いにある国々に
対して私たちは命令文書を発しています。私は閣下側の尊敬する使節が私たちの命令文書
を書き写して閣下へお知らせしたことを、知っています。 
 しかしながら、皇帝陛下と枢機卿閣下へもその文書を当然送る必要がありますので、閣
下はそれらを送ってください。 
 私たちが相互に取り決めにたことに従って、私たちは私たちの首を失うという危機にあ
る時に、すべての地そして私たちの城塞に次のように厳命しました。聖なる和平条約に反
する行動は決してしないようにと。誰もが首が繋がっていることを望むものです。そして
私たちは使節の方々を何事もなく丁重に昨日の金曜日に送り出しました。神が閣下へ末永
い健康を押さずけになりますように。 
 
1616 年 6 月 1 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
以上 
 
                                                   
476 セーケシュフェヘールヴァール北東近くに位置し、ヴェレンツ湖に面している。 
332 
 
194 1616 年 6 月 14 日（1616 年 6 月 4 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからハイドゥーの人々宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 尊敬し期待されるハイドゥーの勇士であるカピターニィおよび軍に属し、そしてあらゆ
る公職にある者と長の任にある者すべての御方々。私は方々へ感謝の意を表し、私が関与
する全ての事柄において方々へ善意を示し、そして神が御方々へ御多幸をお授け下さいま
すよう祈ります。 
以下のことは貴殿方にとって必要なことなので、貴殿方へ届けるこの私の書簡を通して
私は貴殿方にお会いします。私は、ホモナイ・ジュルジィが軍を率いて二皇帝に反旗を翻
したことを知っています。しかし、貴殿方は私たちの友であるレーディ・フェレンツと行
動を共にし、そして如何なることに関しても彼と同じ考えであることを明らかにしなけれ
ばなりません。その上で、私が貴殿方へした約束を反故にし、そしてそれに反するような
ことを、以前も現在もしていないことを貴殿方は良く考えてください。そして貴殿方が本
当に私を信頼してくださるのなら、私が貴殿方へ良い思いを抱いていることを貴殿方は知
ることになります。貴殿方が望むのであれば、私たちにはいつでもその用意はできていま
す。そのためにも貴殿方はレーディ・フェレンツのところへ行き、全力で彼を助けてくだ
さい。そして貴殿方に必要不可欠なことがある場合、それに関して必ず私を思い出して、
即座にそのことを私に知らせてください。私は神の助けを得て、貴殿方の望みの全てを叶
えます。私は次のことも書き記します。つまり、貴殿方が私の所を離れるようになっても、
その責任と罪は私たちにはありません。何故なら、私たちはすべてが良くなるよう一生懸
命努め、金を支払いあるいは貴殿方が私たちに望む事柄をしています。神が閣下方へ健や
かな日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 6 月 4 日、ブダにて記す。 
以上 
 
195 1616 年 6 月 25 日、ソルノク 
  宰相アリ・パシャからハイドゥーの人々宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは・・・。（略） 
 
 私たちの尊敬する勇士である友の御方々、カピターニィ、中尉そして伍長およびその他
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の階級にある兵の方々、すなわちハイドゥーの町に居住している人々の長である御方々1 人
1 人へ。ハイドゥーの町とはポルガル、ナナシュ、ベゼルメン、ソボルゾル、ヴァイダカ、
ウイファル、バガメール、ナジレタその他の多くの町のことである。 
 私は最初に貴殿方へ感謝の意を表します。（略）私は貴殿方へ次の件でこの私の署名のあ
る文書でお目にかかる必要があります。つまり、ホモナイ・ジュルジィとラドゥイ・ヴァ
イダが偉大な二皇帝の和平に背こうと兵を召集し始めました。彼らは偉大な常勝皇帝の旧
来からの国のひとつ、トランシルヴァニア公国と更にワラキア・ヴァイダ国を獲得し我が
ものにしようとしています。状況がこのようですが、神は私たちを助けてくださいます。
このため私たちはここソルノクに私たちの者を引き連れて来なければなりませんでした。
私たちは他の理由ではなくこのことの為にだけここに居ます。かつて 1 度、私たちの間に
あった友情を鑑みて、以前も貴殿方の役に立つように努めていたように、今後もそのよう
にすることが、私たちの望みです。私たちは、貴殿方の周囲の貧しい者たちすなわちヨッ
バージィに対して、以前、誰が私たちへ帰属し、貢納しそして奉仕していたのかと、問い
尋ねなければなりませんが、しかし現在、貴殿方は彼らが私たちの所へ来ることを許して
いません。私はそれらの者に関してかつそれとは別に友情あふれる会談を持つために貴殿
方へ次のように望んでいることを伝えます。貴殿方は、以前に私たちに帰属していた者が
この後も私たちに帰属し貢納することを望むことに反対し続けけることをせず、反対の旗
を振らないでください。そのために数日中に長と名の付く者、私たちの友であるカピター
ニィそして中尉である貴殿方は、互いに友情に満ちた会談をするだけですので、必ずここ
私の所へ来てください。私は貴殿方に直接対面するに当たり、完全に友好的な雰囲気の内
に話し合い、敬意を持って会談し、極めて丁重に接し、約束し、そして再び直ぐに平和な
状態で戻すことを、私は私の信仰心、忠誠心そして人間性にかけて誓います。私は私の約
束を認めた押印のるこの文書を確実に貴殿方へお届けします。貴殿方は数日の内に大船に
乗ったような気持ちで私の所へ来てください。神を褒め称え、私たちについて何ら懸念を
抱かないでください。何故なら、私たちが貴殿方へ悪意など一切抱いてないことを、神は
ご存じです。むしろ、私たちは以前と同じくこの後も、常に貴殿方のためになるよう努め
ます。貴殿方は、私たちが何も悪いこことなどしていないことをしっかり見てください。
勇士であり私の友である方々は私の話す言葉と書くことを疑わず、信じてください。貴殿
方に何か気が付いていることがあるのであれば、私たちは友好的に話し合いかつ語り合い、
そのことを明らかにし、私たちは再び貴殿側の者を確実にそして丁重に私たちの所から送
り出します。しかしながら、それでもなお私たちは貴殿方全ての 1 人 1 人に次のようにお
願いします。私たちの所へ帰属し貢納するヨッバージィの前に立ち塞がたりせず、むしろ
彼らを出向かせるようしてください。実際に彼らがこちらに帰属し、貢納することを望ん
でいないような場合、彼らの意思を変えさせてください。これが私たちの望むことです。
何故なら、私たちは彼らにこのことを話す必要があるのですが、その方法と機会が全くな
いのです。貴殿方が今、彼らの前に立ちはだかっているのであれば、それを止めてくださ
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い。貴殿方はそのようにしていることが、この後何か良くないことが引き起こされると気
づいてください。貴殿方はここへ遅れずに来てください。1 日、2 日、それ以上は待てませ
ん。貴殿方へ神の御加護を。 
 
ソルノクにて、1616 年の聖ヴィド477の日の土曜日に記す。 
以上  
196 1616 年 6 月 25 日、ソルノク 
  宰相アリ・パシャからハイドゥーの人々宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは・・・。（略） 
 
 ベゼルメン、ナナーシュ、ハトハズ、コニャルディ、ウイファル（略）、そして町の周囲
にある村々の長老と人々（ポルガール）、更にそこに居住している多くの人々へ。 
 最初に、私たちは方々へ感謝の意を表します。そして私はこの私の文書を通して方々へ
お目にかからなければなりません。それと云うのも、方々は旧来から私たちの偉大な皇帝
の真のヨッバージィであり、その皇帝の領地であるソルノクという名の町へ奉仕していて、
そして現在この 1，2 年の間、何も支払わず、奉仕さえもしていません。それ故、今、私は
このように方々へ書簡を送っています。方々は上に記した場所へ人を直ぐに派遣して、そ
れらの町と村の長老と一緒にここ私たちの所へできるだけ早く来てください。そして方々
は困難となっている全ての状況、そしてどこかで誰かから何らかの被害を受けているので
あれば、それを私にひとつ残らず正確に教えてください。更に、今まで私たちに帰属しな
かった訳も説明して下さい。私は、帰属していなかった者が一緒に来ても、決してその者
を罰せず、困難な目に合わせず、そして留め置かず、何事もなく良い結果を持って再びそ
の者の居るべき場所へ戻すことを、私の真の信仰にかけて誠実な人間として約束します。
私は、このことを大きな保証で確約したこの私の信ずるに足る文書に信議と己自身をかけ
て方々へ送り、そして私自身の言葉を強い信念で更に保証します。この文書が届き次第直
ぐに、方々は一刻も遅れることなく来てください。この私たちの文書や確かに保証すると
いう言葉があるにもかかわらず、方々が来ないのであれば、この後、方々の頭上に例え何
が起きても、私たちに尋ねてはなりません。私たちの云いたいことは以上です。神の御加
護を。 
 
ソルノクにて、1616 年の聖ヴィド の日の土曜日に記す。 
以上 
 
197 1616 年 7 月 5 日（1616 年 6 月 25 日）、ソルノク 
                                                   
477 Vid。不詳。 
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  宰相アリ・パシャからフォルガーチ・ジグモンド宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは・・・（略）。 
 
思慮深き閣下・・・（略）。 
 私の親愛なかつ尊敬する友であり私の父の息子である閣下の尊い書簡が私たちの所へ届
きました。閣下がその中で私へ書き記した事柄を私は理解いたしました。閣下は、私が以
前、閣下へ書き送った書簡をそちらで名士の方々の前で全て読み上げ、その後でその書簡
に示していたことについて、上手く取り図ってくださったことが分かりました。たった今
も閣下側の人々からの書簡が届き、それにホモナイとラドゥイの状況、つまり彼らは何も
思うように事を運んでいないことが書かれてありました。また、ローマ皇帝陛下も彼らに
対して、聖なる和平条約に反する行為を決してしてはならないと、厳命したたことが書か
れてありました。閣下もそれに従って、確実にそのようにしてください。私たちは閣下の
書簡と尊敬する名士方の書簡双方を納得しました。私たちは疑われるようなことは何もし
ていず、約束を守っています。閣下はそのことを信じてください。私たちは、この近くに
駐留している私たちの辺境の城塞の兵に対し、自分の場所へ戻る許可を出しました。そし
て私たち自身も神の助けを得て、ここ数日中にここを立ち、セゲドに立ち寄りそこから私
たちの居所であり公務の地ブダへと戻ります。遅くならずにそこへ到着するはずです。そ
ういうことですので、閣下側と私たち双方で和平条約に反する動きを監視いたしましょう。
私たちは、神がこの後、親愛な私たちの友である閣下をお守りくださることを望んでいま
す。神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 6 月 25 日、ソルノクに記す。 
閣下の善意の友。 
                                         以上 
198 1616 年 7 月 11 日、コカ478 
  宰相アリ・パシャからヤーノシュ・ディエトリッチ宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
  
 尊敬する勇士である閣下、私たちの敬愛する友閣下。神が閣下を望ましい幸運で祝福な
さいますことを。 
 私たちは次の事を閣下へお知らせしたく思います。つまり、閣下が私たちへ宛てた書簡
                                                   
478 ハトヴァンの南 24 キロメートルに位置する。 
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が届きま、それを私たちはハトヴァン平原で受け取りました。その書簡で閣下は、そちら
から陛下の慈悲心より発せられた信任書を携えた尊敬するボノホムを含め総勢 12名の者が、
私たちの所へ赴くため、12 名分の通行証を私たちに送ってくれるよう書いていました。そ
して、私たちの所に来る人もここから帰る人もこちらの友好的な状況下で事を成し、戻る
ためにそれは必要であると閣下は依頼してきました。 
 しかし、私は次のよう閣下に書かなければなりません。私は今自分の居所を離れ旅の途
上にあります。私たちは神の助けによりホモナイの動きを阻止しようとしています。私た
ちは至る所の道中に悪事をする者が出没していると聞いています。しかし、それが本当で
あると思いたくありませんが、道中で不幸にしてそのような悪事に見舞われるかもしれま
せん。私たちはそれを欲していません。神が悪事をする者を遠ざけてくださいますように。
それを避けるために適切な事は、護衛する人間をつけることです。私たちは心から喜んで
随伴する人間を出します。そして閣下側の者は私たちの所へ平穏無事に遣って来て、私た
ちの護衛の下で私たちの所から戻れます。 
 しかし、残念なことですが、今、私たちは自分の居所におりませんので、数多の道中に
出没する悪漢の攻撃に対して、護衛するという約束文書を私たちは出すことができません。
彼らが何らかの悪事に遭遇することを私たちは望んでいませんので、閣下方が幸運を頼み、
出立するのであれば、ブダに私たちの行政副官であるオスマン・アガがおりますので、彼
に依頼して下さい。もしそれで駄目なのであれば、別の方法を考えます。神の御加護を。 
 
1616 年セント・ヤコブ月の初日、コカ草原にて記す。 
閣下の善意の隣人。 
以上 
199 1616 年 7 月 14 日（1616 年 7 月 4 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
思慮深き勇士であり私の尊敬する親愛な友である閣下。私は閣下へ誠実な友情を捧げま
す。そして神が何時いかなる時も、閣下が望む良きことを閣下へお授けくださいますよう
に祈ります。 
 私は閣下へ次のことを書き知らせしたく思います。つまり、私たちは神の加護のもとに
ソルノクより戻ってまいりました。私たちがソルノクへ赴かなければならなかった理由は
既に全て閣下へ書き知らせています。就いては、このことに関して閣下へお願いがありま
す。彼らが聖なる和平条約に反する良からぬことをしないよう、この後も閣下はしっかり
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と監視していてください。更に、私たちはラドゥイ・ヴァイダが再び事を起こすと聞き及
んでいます。その所為で、私たちの友である尊敬する使節が輝ける政庁へ赴かず、そして
私たちは恥辱に身をおかないよう努めなければなりません。それ故、閣下は、彼に対し平
穏にしているよう強く命じてくださることが必要です。神が閣下へ健やかな日々をお授け
になりますように。 
 
1616 年 7 月 4 日、ブダにて記す 
閣下の善意の友。 
                                         以上 
 
200 1616 年 9 月 16 日（1616 年 9 月 6 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士にして私の尊敬する友である閣下。私は神が閣下へ良き健康と末永い命を
お授け下さいますよう祈ります 
 私は手短に次のことを閣下へお知らせしたいと思います。つまり、私たちはガスパール・
ディアークと云う名のブダの私たちのヨッバージィを、布地、カンヴァスそしてダフター
イ479購入の為にそちらへ派遣したことに関することです。 
 私たちはそれらを購入するに必要な知識がありませんので、閣下へ次の事をお願いいた
します。それらすべてを購入する時、ガスパールの傍に 1 人の賢明な者を付けてくださる
よう配慮して下さい。そして彼らが買うために出掛ける時、閣下は次のように書いて、そ
れを彼らに持たせてください。何処でも誰でも彼らを留め置かず、何事もなく彼らを戻す
ことと、閣下は書いてください。そしてその旨をカピターニィとその他の人々へ命じてく
ださい。神が閣下へ末永い健康をお授けになりますように。 
 
1616 年 9 月 6 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友 
                                      以上 
 
             覚え書き 
 
                                                   
479 Dafutái。不詳。 
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私こと宰相アリ・パシャ：（略） 
 
 私の尊敬する良き友であり隣人であるボンホモ・ペーテル殿。以下の 21 の村、即ちムヒ、
オバルシュ、キシュギョルド、フェルショーニェーク、アルショーニェーク、クゼプシュ
ーニェーク、ナジチャロミア、キシュチャロミア、ベレンツィ、イナーム、メーレ、ナジ
ウーイファル、キラーイフィ、ディルノツァ、スッチェーン、トムバ、ホルヒ、ヴェッチ
ェ、ナジギョルド、ナジオロスファル。以上の村々は昨年エステルゴムへ貢納すべき皇帝
の税を支払っていないと、私は云わねばなりません。それ故、私たちは以下の事をお願い
します。そのことを思い出し、各々の名士方へ税を支払うよう強く命じてください。更に、
私たちがそれらの村へ人を派遣した場合、それらの者へ決して何か良からぬ行動をしては
ならないと、強く命じてください。私たちは１人でもそこへ入ることが出来ないことを知
っています。仮に、そこへ誰かが税徴収のために出掛けた場合、その者へ何も悪いことを
しないでください。 
 
201 1616 年 9 月 28 日（1616 年 9 月 18 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 思慮深い私の信頼し尊敬する善意の勇士であり親愛な友である閣下。価値ある
私の関与する全ての事柄において、私は閣下へ忠実な友情を捧げ、そして神が閣
下へ御多幸をお授けになりますよう祈ります。（略） 
 この前、私たちは尊敬するボンホモ・ペーテルを通して私たちの書簡を送りま
した。その中に、私たちは聖なる和平条約の事柄について書きました。更に、私
たちはそのことについて使者を確かに派遣しました。そして私は彼らがそれ以来
ずうっと現在も閣下の所にきっと滞在しているのだと考えています。 
 今日、私は最近輝ける政庁からの使者が遣って来たことを、親愛な閣下へお知
らせしようと思います。それによると、尊敬するローマ皇帝の使節と私たちの使
節一行が、共に輝ける政庁へ到着し、多くの人々が彼らを恭しく歓迎し、丁重に
彼らを彼らの宿泊所へ案内し、そして私たちの偉大な皇帝並びにその傍に仕える
高位の者たちが、共に彼らに好意ある態度で接したとのことです。また、今回、
ここへ使者として来た者は、私たちの尊敬する使節閣下の数通の書簡を携えてい
ました。それらの書簡を私たちは、尊敬するカプジ・パシャであるメフメト・ア
ガに託して閣下の所へ送りました。彼は必ず閣下方の所へ赴きます。私たちも彼
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に伝言を託しました。閣下方は私たちの言葉に信を置いてください。 
 更に、次のことも閣下方へお知らせしたく思います。つまり、私たちの偉大な
皇帝陛下はアフメト・キハヤ閣下へカニジャのパシャの位と同時にペーチとシゲ
トヴァールのサンジャク、すなわちこれら三つを授与し、皇帝側近の者もそれを
支持しました。また、私たちは聖なる和平条約に違反したパシャからその地位を
剥奪しました。彼を査問の為輝ける政庁へと連行する任務を負う者を任命しまし
た。その者が彼を輝ける政庁へと連れて行きます。 
 更に、エゲルセグ480の捕虜は何処かに居るはずであるので必ず探し出し、解放
するするよう、私は厳命されています。 
 親愛な私の友である閣下、私たちの偉大な皇帝陛下は、聖なる和平条約に反す
る者、それが例えパシャであっても、アガであっても、ヴァイダであっても、そ
してその他の誰であっても、何事かをすることを決してお許しになりません。実
際、むしろ、全ての者が聖なる和平条約へ身を捧げて遵守することを、絶えず厳
しく命じておられます。従って、閣下方の善意の友であるこの私も、常にそれを
強化し遵守することが私の努めであります。私は私の親愛な友である閣下へ次の
ことを特にお願いします。つまり、辺境城塞のカピターニィと大尉たちに対して
平穏にしているように強く命じてください。何故なら、今この時でさえも 5 ない
し 6 か所で戦いが見られます。その一つは、ウトヴェシュ・イシュトヴァーンと
云う名の首謀者がバヤとカロチャ481間で 100 人の騎馬兵と共に来て、その地を荒
らし、そして人を捕らえ連れ去ったことです。しかし、セゲドのベイがそれらの
者を打ち負かし、その 1 人を連行してきました。その者は現在私たちの所に居ま
す。また、ペシュトにおいては良く耕作された畑が荒らされました。これは 20 人
の騎馬兵の仕業です。そして 10 頭の雄牛が連れ去られました。 
 更に、最近、再度アドニ482の近くで 20 人の騎馬兵が旅人を襲撃しました。その
時、アドニの人々がそこへ駆けつけ、賊の 3 人を切り倒し、2 人をここへ連れてき
ました。 
 更に、昨日の月曜日にも別の 1 人が連れて来られました。カピターニィ方がそ
の臣下の人々を監督もせず、彼らを罰していないので、私はカピターニィ方が、
何を意図しているのかを理解することができません。それ故、私は私の尊敬し親
愛な友として閣下へ次のようお願いいたします。閣下は各方面のカピターニィに
対して、彼らはその臣下の者が為すことを憂慮し、臣下の者を戦いのために何処
へも出かけさせてはならないと、そして事が起きたら厳罰に処すと強く命じてく
ださい。私は、このように閣下がカピターニィ方へ書いてくださることを願って
                                                   
480 ハンガリー北東部に位置する。 
481 ハンガリー南部、ドナウ河左岸に位置する。 
482 セーケシュフェヘールヴァール西方約 35 キロメートルに位置する。 
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います。そして閣下は閣下の近況や健康状態を私たちに知らせてください。また、
メフメト・アガをそちらに何時までも留め置かないでください。 
 私たちは、私たちの親愛な友であり尊敬するボンホモ・ペーテル閣下と話し合
ったことに従って、チャヴスをボスニアへ派遣し、同様にトランシルヴァニアへ
も派遣いたしました。目下の所、神の御加護により、何も悪いことは起きておら
ず、平穏に事が進んでいます。 
 ポーランド軍がモルドヴァから出て行き、旧習に従い再びモルドヴァは私たち
の偉大な皇帝へ恭順を示しています。 
 カニジャのアガ数人は其の官位を剥奪されました。彼らを尋問するため輝ける
政庁へ連行するにあたり、彼らを監視する任務を遂行する者が任命されました。 
 閣下はアフメト・パシャ閣下と閣下の友であるこの私に、ごろつきや悪漢を探
し出すよう強くお命じ下さい。そして神が、アフメト・パシャを無事戻れるよう
ようにしてくださるよう、私たちは願っています。私たちは本当に彼の身を案じ
ています。 
 村々からの人々と一緒にアフメト・キハヤがそちらへ赴いてから既に 1 年半も
過ぎ、私たちの所へ戻っていません。私たちはカピターニィ方へ、彼らを送り還
してくれるよう、何度も書き送りましたが、送り還すという旨の返事はありまし
たが、今の今まで全くそれは実現されていません。 
 私たちが、税に関することで件のヨッバージィの１人か２人を連れて来てくれ
るよう、閣下方へ頼んだ時、そのヨッバージィが閣下方の前で違った話をするか
もしれませんので、閣下方はそれに耳を傾けず、そしてその話も信じないでくだ
さい。正直な所、別な村々の事柄も気になります。私たちはそれらの村へ訪問す
る時期を待っているのです。 
 実際、これまで常に貢納していた者が、貢納しなかったために、その中の幾人
かが連れて来られて、違った話を閣下方の前でしたとしても、その言葉は私たち
の良き友である閣下方が信じるに足るものであはありません。私たちは閣下へ私
たちの状況について書き知らせることにします。私は、神の加護によりまずまず
の健康状態です。神が閣下へ健やかな日々をお授けになりますように。更に、私
はお願いします。私たちの側のメフメト・アガをそちらに長く留め置かないでく
ださい。全てが良好で嬉しく喜ばしいことを知らせる返事が１日でも早く私たち
の所へ届けられることを願っています。 
 
1616 年 9 月 18 日、ブダにて記す。 
閣下の常に変わらぬ善意の友。 
                                   以上 
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202 1616 年 9 月 30 日（1616 年 9 月 20 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからトゥルゾー・ジュルジィ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
思慮深き勇士であり私たちの尊敬する友である閣下。私たちは閣下に感謝の意を表し、
忠実な友情を捧げ、そして神が閣下へ御多幸をお授け下さいますよう祈ります。（略） 
私たちは是非ともこの書簡で閣下にお目もじしなければならないことがあります。つま
り、私たちの知るところによると、フィレク地方の名士であるバコシュ・ヤーノシュはリ
マ・ソムバトのゼヘレと云う名の村で沢山の石灰と鉱石を採掘していた者でしたが、この
者が、二皇帝間の聖なる和平条約に反して城塞を建設しようとしているということです。
そこには以前、城塞は全くありませんでした。私はそれ故、私の尊敬する友である閣下に
次のようお願いいたします。閣下はこのことに反対し、二皇帝間の条約すなわち聖なる和
平条約に違反して城塞建設するようなことを、決してお許しなさらないでください。 
 
1616 年 9 月 20 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
                                      以上 
 
203 1616 年 10 月 5 日（1616 年 9 月 25 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テメ
シュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長官
であります。（略） 
 
 思慮深き勇士であり私たちの尊敬する友である閣下。私たちは全知全能の神がお望みに
なるあらゆる良きことを閣下へお授けになりますよう、心の底から真に願っております。
（略） 
 私は、私の尊敬しかつ親愛な友である閣下にこの私の書簡を通してお目もじしなければ
ならないことがあります。つまり、最近、私たちの者が輝ける政庁から遣って来ました。
私たちは、カニジャのパシャが犯した聖なる和平条約に反する行為の数々を、私たちの偉
大な皇帝の政庁へ書き知らせていました。それで、私たちの偉大な皇帝は、カニジャのパ
シャの官位をアフメト閣下、つまり私たちのアフメト・キハヤへ与えました。それ故、私
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たちの皇帝は、首席カプジ・パシャをカニジャへ派遣なさいました。先のパシャは捕らえ
られ、その財産は没収されました。カニジャのパシャに新しく任命された者がそちらへ赴
いたままですので、私たちは新カニジャ・パシャの認証のため私たちの所からそちらへ高
位の者を派遣しました。 
 私は最後に、この書簡を閣下、すなわち私の親愛な尊敬する友へ次のことの為に書き送
らねばなりません。つまり閣下もカニジャへ信頼できる人物を送っていただきたいのです。
そこで閣下側の高位の者と私たちの者が直接対面しすることで、互いが理解しあうことが
できます。エゲルセグに捕虜となっている者がいるのかいないのか、このことに関しても
分っています。何故なら、カニジャの人々が、私たちへ捕虜はすべて解放したと知らせて
きました。しかしながら、閣下は、こちらへまだ解放してはいないと書くべきです。それ
ですので、そこへ赴き、問題を解決して下さい。 
 エゲルのパシャもまた聖なる和平条約を遵守しなかったとの理由で、その地位を剥奪さ
れました。そしてその後任にエステルゴムのベキル・パシャが就任しました。そして今、
私たちはボスニアのパシャについても憂慮しています。すべての事が上手く運び、そして
辺境の地全てそして貧しく踏みにじられた人々双方がこの後も平穏であること、それを神
が叶えさせてくださると、私は信じております。神を讃え、二皇帝に祝福を。 
 神が閣下へ末永い健やかな日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 9 月 25 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
                                      以上 
 
204 1616 年 10 月 9 日（1616 年 9 月 29 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
思慮深き勇士であり私たちの尊敬する友である閣下。神が閣下へ末永い健康をお授けに
なりますように。（略） 
私たちは、僅かに次のことだけを閣下へお知らせしたいと思います。つまり、閣下方の
友である使節からの書簡が、政庁からカプジたちにより私たちの所へ届けられました。私
たちはそれを閣下の手元へ直ぐにお届けするため、私たちの友であるコマロムのカピター
ニィの下へ送りました。 
以上を私たちの友である閣下へお知らせいたします。（略） 
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1616 年 9 月 29 日に記す。 
閣下の善意の友。 
                                      以上 
 
205 1616 年 10 月 14 日（1616 年 10 月 4 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからヨアンネス・ア・モラルト宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士であり私たちの尊敬する友である閣下。私たちは閣下へ忠実な友情をささ
げ、そして神が閣下へ何時までもあらゆる良きことをお授けになりますよう祈ります。（略） 
 私たちは私たちの尊敬する友である閣下へ次のことをお知らせいたします。閣下方はこ
の前、私たちの尊敬する友である使節に続いてこちらへ 1 人の人物を派遣してきました。
私たちは、その者に私たちの所に居るチャヴスを随伴させ輝ける政庁へと丁重に送り出し
ました。その者がかの地での任務を終え、そして今、私たちの友である尊敬する使節の書
簡を携えて、ここ私たちの所へ戻されてきました。私たちは彼をここに留め置くことはせ
ず、極めて丁重にその 1 行を送り出しました。間もなく書簡と共にそちらへ帰還するので、
閣下は使節閣下が書簡に認めて送った内容をお知りになります。 
 更に、私は親愛な私たちの友である閣下へ次のこともお知らせしたいと思います。つま
り、エゲルセグと云う名の町についてです。私たちは閣下側の尊敬する使節であるボンホ
モ・ペーテル並びに私たちの書簡を通して幾度も、連れ去られたヨッバージィの内の何人
が解放され、何人がまだ捕らわれているのかと、閣下へ書き尋ねました。閣下は既にその
ことについて私たちへ書き送っているのかもしれませんが、実際には、私たちの良き友で
ある閣下はこれまでの所、解放したのか、身代金で解放したのかについて何も書き知らせ
てくださいません。しかし、何人かが解放されたということです。何故なら、何時も私た
ちに知らせを届けてくれるカニジャの人々が、閣下側に多く捕虜がいたが、その中の幾人
かが解放され戻されたと、知らせてきました。その話が本当かどうか私は知るよしもあり
ません。それ故、更に、私は閣下へお願いいたします。身代金でヨッバージィの何人そし
てそれ無しで何人を解放し、猶、何人が残されているのかを、兎も角、閣下は私たちに書
き知らせてください。 
 主にして聖なる神はすべてを見ているので、私たちがボスニア街道、セーケシュフェヘ
ールヴァール街道、そして他の多くの街道へ私たちの者を送り出し、私たちが閣下方の者
をその何処かで捕らえることが出来るとしても、何処でも私たちは 1 人さえ捕らえること
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をしていないことを、御存じです。既に述べたことですが、再度述べます。カニジャの人々
は幾人かが解放され戻されたと、ここ私たちに何度も書き知らせています。私たちの親愛
な友である閣下、神は、私たちがこの聖なる和平条約を真摯に遵守しかつ私たちの臣民に
これを護るよう強く命じていることを、御覧なさっています。神が例え悪事をする者を見
逃したとしても、罰はそれをする全ての者へ下されます。そうすることにより全ての者が
完全な平穏の中で暮らせます。二皇帝の為に神を讃えましょう。神が閣下へ末永い健やか
な日々をお授けになりますように。 
 
1616 年 10 月 4 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
                                      以上 
 
206 1616 年 10 月 27 日（1616 年 10 月 17 日）、ブダ 
  宰相アリ・パシャからトゥルゾー・ジュルジィ宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 思慮深き勇士であり私たちの尊敬し親しい友である閣下。私たちはショモジィ・ヤーノ
シュにより届けられた閣下の尊い書簡を受け取り、そしてそれを確かに理解いたしました。
3 日前にもこれとは別に 2 通の書簡が届きました。その 1 通は紛争についてであり、別のも
のはバコシュ・ヤーノシュについてでした。それら 2 通とも確かに私たちは理解し、本当
に敬意をこめてそれらを受け取りました。閣下が、閣下の所であろうと他の如何なる所で
あろうと決して二皇帝間の聖なる和平条約に反して誰も何もしないようにと、強く命じる
ことが肝要かと思われます。2 人のエゲルのトルコ人の解放に関しても、閣下はフィレクの
カピターニィに対して解放するよう命じてくださったことを、私たちは喜んでいます。閣
下は良い行いをしてくださいました。閣下はこの大切な事柄においても本当に良く働いて
くださいました。閣下が名指した老人が何事もなく平穏に息子たちの所を訪れられるよう、
閣下はその者の通行書を願っていました。私たちは閣下の望み通りにその老人の通行書を
発行しました。（略） 
 私たちは閣下へ話は違いますが、確実になったことをお知らせしようと思います。つま
り、私たちは解決しなけらばならに事柄があり、再びベオグラードへ赴かなければなりま
せん。もしこの後、閣下が何らかの必要で私たちへ書簡を書き送る時は、ベキル・パシャ
閣下宛てにしてください。何故なら、私の副官 5 人を私たちの所に残していきます。エゲ
ル・パシャもその中の 1 人です。彼がベキル・バシャに仕え、私たちの所へ書簡を届けて
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くれます。 
 閣下の 3 通の書簡を受け取り理解したこと・・・などをお知らせしたく私たちはこの書
簡を書き認めました。（略） 
 
1616 年 10 月 17 日、ブダにて記す。 
閣下の善意の友。 
                                      以上 
 
207 1616 年 11 月 23 日（1616 年 11 月 13 日）、ベオグラード 
  宰相アリ・パシャからナナーシュのカピターニィ、ヴォイヴォドそして兵士方へ 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
 私たちの隣人でありかつ私たちの友である勇士のカピターニィそして高貴な席に列する
御方々。私たちは貴殿方へ感謝の意を表し、私たちが関与する全ての事柄において忠実な
友情を捧げ、そして私は神が貴殿方へ御多幸をお授けくださるよう願います。 
私たちはこの手紙で貴殿方にお目もじしなけばならないことがあります。トランシルヴ
ァニア君公から次のような書簡が私たちに届きました。ホモナイ・ジュルジィが、偉大な
二皇帝により批准され強化された聖なる和平条約に反して私たちの偉大な皇帝の支配下に
あるトランシルヴァニアを占領しようとして貴殿方を煽動して、戦いを新たに起こそうと
しているということを、知らせてきました。更に、私たちの友である君公と貴殿方への攻
撃が君公並びに貴殿方の軍が自分の足で立つ道を開いたと、ありました。このようなこと
は二皇帝の下で平穏に暮らしている人々の生活を壊してしまいます。それ故、友好関係に
ある貴殿方各々に私たちは次のようお願いいたします。誰の言葉も信ぜず、戦いとなるよ
うな原因を作り出さず、自分たちの町や居住地で静かに暮らしていてください。何故なら、
貴殿方は次のことをお分かりのはずなのですから。つまり、私たちの偉大な皇帝の国、お
よびそれに従う人々に対して悪意を持って叛旗を翻すのであれば、私たちは決してそのよ
うなことに耐えていることは出来なく、そして私たちの軍はそれに対してすぐさま反撃を
しなければならないことを、貴殿方は十分承知しているはずです。 
 このようなことが原因となり、多くの血が流され、貧しい人々の生活も破壊されるよう
になります。過ぎしこの夏、この問題に関して各方面から手紙や書簡が届いていることは、
貴殿方も承知していると思います。ローマ皇帝陛下、その側近の貴族、更にハンガリー貴
族、ハンガリー諸県の代表者、そして貴殿方からです。それらの封印された手紙と書簡に
今後、ホモナイやその他の人物は、他の取り決めや聖なる和平条約に反してトランシルヴ
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ァニアの占領をするなどという野心を抱かないであろうと、書かれていました。もしその
ような野心を抱いたとしてもそれを自制する者であるのなら、私たちはその者をこれまで
もしてきたように許すことにします。現在、貴殿方がこの与えられる許しを考慮せず、何
らかの悪事に対し攻撃しようとしているとしても、その原因となっているのは私たちでは
ありません。物事がある事柄から始まれば、それが誰かにより始められたことであると、
現世においても来世においても説明がつくものです。私たちのこの書へ直ぐに折り返し貴
殿方からの良いお返事を私たちは待っております。神の御加護を。 
 
1616 年 11 月 13 日、ベオグラードにて記す。 
                                     以上 
 
208 1616 年 12 月 14 日、ベオグラード 
  宰相アリ・パシャからマチアス 2 世宛て 
 
 私こと宰相アリ・パシャは神の許しを得て、偉大な常勝皇帝の陸海軍、ボスニア、テ
メシュヴァール、エゲル、カニジャそして多くの城塞の軍司令官であり、現ブダ州行政長
官であります。（略） 
 
慈悲深き皇帝陛下、明らかにそして真に私たちが敬愛する皇帝陛下。私たちは陛下へ私
たち自身の誠実な友情を捧げ、そして神が陛下へ健やかな日々と幸多い生活をお授けくだ
さいますよう祈ります。（略） 
 善意の人間である私は陛下に次のことをお知らせしたく思います。、つまり、私たちは私
たちの偉大な皇帝の命により只今ベオグラードに赴いていま、す。到着後 2、3 日が過ぎた
時、トランシルヴァニア君公から重大な問題が書いてある書簡が 1 人のカピターニィによ
り届けられました。その中にホモナイ・ジュルジィが偉大な二皇帝により批准された聖な
る和平条約に反して再びハイドゥーと多くの兵士を一箇所に集め、トランシルヴァニア国
境のマイティンという地に 2000 人を駐留させているということが、書かれていました。彼
は実際にトランシルヴァニア領の村に多くの兵士を駐留させていました。 
 神はきっとお守りくださいます。慈悲深き皇帝陛下が、彼らをその陣内に押し戻させる
ために、ハンガリーの貴族や県の代表者やその他の人々にそれを強く命じることは可能な
ことですか？それとも慈悲深き陛下が、以前から私たちの皇帝陛下に属する国のひとつで
あったトランシルヴァニアを占領するよう、陛下自らの意思でお命じになったのでしょう
か？軍を召集することで、国と貧しい者たちは大きな絶望へと堕ちて行くことになるので
す。 
 更に、ドイツ国からもこの事柄を解決するために大群が遣って来るとのことです。その
時期が直ぐだとしても、私たちは憂慮していません。しかし、このような理由で聖なる和
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平条約を巻き込み、戦いとなります。このことを信頼のおける人物が私たちに知らせてく
れました。 
 過ぎ去ったこの夏、陛下御自身並びに陛下の近くに仕える名士方、そしてハンガリーの
名士方、更にハンガリー諸県と多くの階級の人々から固い誓いのある封印した書簡や手紙
が届きました。それらに、ホモナイも他の者たちもトランシルヴァニア公国に対し事を起
こさず、兵隊も集まらないだろうと、書いてありました。 
 更に、このようなことを起こそうとする者がいるのであれば、それが例え僅かな攻撃で
あっても、厳しく罰せられるであろう。そしてこのようなことが起きたなら、それを私た
ちに知らせることを約束し、そして私たちが私たちのした約束通りにことを行っていると、
私たちへ届けられた封印のある書簡と手紙に書かれてありました。 
 現在、皇帝陛下の尊敬する使節が私たちの偉大な皇帝の政庁に滞在しております。そこ
で陛下の親書並びに使節が敬意を持って受け入れられている時、聖なる和平条約と約束に
反してホモナイ軍を攻撃するのは、立派な和平条約と貧しい人々も戦いへと導くことにな
ります。今このような冬の時期に大きな混乱が起こることは、あってはならないことです。 
 慈悲深き皇帝陛下、陛下の善意の友である私は、陛下の御前に次のことも示したいと思
います。陛下におかれましては、エゲルセグの町でこれ以前に起きたことは、聖なる和平
条約に反していたことはお分かりのはずです。私たちは約束に従い、エゲルセグに出掛け
たカニジャのアガの内 17 人のアガの官位を剥奪しました。500 人の兵は減俸に処しました。
そしてその当のカニジャのパシャはその全財産を没収され、パシャ位も剥奪されました。
そしてこの後、その者は 1 人の農民として生きていきます。何故なら、私たちの偉大な皇
帝の首席カプジ・パシャがそこへ行き、このように対処しました。更に、彼はそこに捕ら
われている数人を見出し、それらの捕虜を解放しました。更に、今なお私たちの国で捕虜
とされている者を私たちは探し出し、何処であろうと必ず見つけ出し次第解放します。（略） 
 陛下には次のことを当然御存知と思います。つまり、最近、明らかに軍隊と分かる一団
が聖なる和平条約に反してボロンドヴァール城塞へ出掛け、そこへ火をつけ破壊し、そし
てそこにある物を持ち去りました。そしてこれらをしでかした者たちは今も風の向くまま
に動きまわっています。私たちはこれについて更に詳しく書き記すことが出来ますが、そ
うすることで畏れ多い陛下の頭を悩ますことは望んでおりません。しかし、私たちが陛下
の前に書き示さなければならないことはこれだけではありません。ホモナイに関する事柄
も書かねばなりません。 
 それ故、私は陛下に、新たに悪いことが起こらないようにするために、陛下はこの事柄
を鎮静してくださるよう、お願いいたします。何故なら、陛下は次のことを十分承知して
いるはずです。つまり、ホモナイ派の人々がひとつの所に陣を張り軍隊を召集し、偉大な
皇帝の国とそれに属する地に被害を与えようとするのを、私たちが見たら、私たちは私た
ちの側からその軍を攻撃せざるをえないのです。 
 そして両者側の貧しい人々と国を大きな絶望へと陥れることになります。この事柄の原
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因は何者かです。現世においても来世においても、それは解明されるべきです。陛下側か
らは決してそれをなさろうとしないので、私たちは、それについその何者かに宛てた書簡
でその旨を書きました。（略） 
 私たちはこのことを解決するために陛下にこの友情をこめて記したこの書簡で新たに語
らなければなりません。つまり、この前、両者側で取り交わした尊い批准文書遵守のため、
今この時、軍隊は解散させなければなりません。そして聖なる和平条約を自らの利益のた
めに破壊しようとする者を鎮めておくべきです。 
 このようなことのために貧しい者たちを足で踏みつけるようなことはあってはならない
ことです。しかしながら、両皇帝間で静穏に暮らしている貧しい者たちに今また災いが降
りかかりそうです。 
 過ぎしこの夏、例にないことですが、陛下近く仕えるも者並びに多くの国の名士たちが
このことに関して私たちを認めるという書簡を送って来ました。それにもかかわらず、今
この時、正しくない情報により両者の軍が攻撃し合うことが当然だなどと、陛下はお考え
にならないでください。 
 私は陛下にお願いいたします。一日も早く軍が戦うのを止めるよう努めさせてください。 
何故なら、もし私たちが攻撃されるようなことになったのなら、私たちはおとなしくして
いることは出来ません。新たに悪いことが起こる原因を作らせないでください。私たちは
この書簡への陛下からの 1 日も早い良いお返事をお待ちしております。ハンガリー語で全
文をお書きください。神が陛下へ健やかで幸に満ちた末永い日々をお授けになりますよう
に。 
 
1616 年クリスマス月の 14 日、ベオグラードにて記す。 
尊敬する皇帝陛下の常に変わらぬ善意の友。 
                                      以上 
 
209 1616 年 12 月 18 日、ベルグラード 
  ハビル・エフェンディからマチアス 2 世宛て 
 
私ことハビル・エフェンディは私たちの偉大な皇帝のベオグラードのモッラ483にしてムフ
ティである首席裁判官・・・。（略） 
 
 私たちの常に敬愛する皇帝陛下。私たちは陛下へ感謝の意を表し、忠実な友情と献身を
捧げます。そして私たちは心の底からの陛下への好意を持って聖なる神が陛下へ健やかな
末永き日々をお授けくださいまうよう祈ります。（略）そして私たちは、陛下と私たちの偉
大な皇帝陛下間の友好関係が日を重ねるごとに強まることも願っております。 
                                                   
483 一般的にイスラム教徒の学者の意 [Bayerle 1997 : 111]。 
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 この度、私たちが陛下へこの書を書き認める訳は、陛下を敬愛しかつ陛下の御幸運を願
ているカニジャのパシャであり私たちの息子であるアフメト・パシャ閣下からの書簡が届
きました。それに彼は使節と共に直ぐに戻ると、書いてありました。神が彼らを恙無く平
穏に移動させ給うことを（略）。 
 更に、私たちは次のことも陛下にお知らせしたいと思います。つまり、この頃、頻繁に
陛下側の人々が私たちの辺境の地近くに敵対的態度で出掛けて来ていました。しかし、彼
らの後からドイツ人の名士の幾人が来て、彼らを追い散らしました。私たちはこのことを
ここの宰相パシャと共に私たちの偉大な皇帝の政庁へと次のように書き送りました。つま
り、陛下が聖なる和平条約へ対して並々ならぬ意思をお持ちであると。 
 更に、次のことも陛下にお知らせしたく思います。アリ・パシャは天に召されました。
ここベオグラード城塞において亡くなりました。神がアリ・パシャへ慈悲をお与えくださ
いますように。アリ・パシャは私たちへ遺言を残しました。それは、私が彼に代わり丁重
に感謝をこめて、彼自身の言葉を文書に認めて陛下へ伝えることです。それは、「現世にお
いては誰もが生き永られず、神のみが永遠であります」、です。 
 私たちの偉大な皇帝が健やかならんことを。並びに陛下におかれましても健やかならん
ことを。神がお許しくだされるのなら、神に次のように願います。今現在、聖なる和平条
約の中で貧しい人々は平穏に暮らしていますので、両者の善意の証であるこの和平条約を
日毎に良い方向へ進むよう、私たちは神に願います。私たち側にある確かなことは、大宰
相、多くの宰相、カイマカーム、更にムフティ・エフェンディそれぞれが発する言葉は、
唯ひとつ、この聖なる和平条約を大いに尊重し敬意を持て遵守するとの言葉です。 
 私たちは自分の髭が白くなる時まで何時でもこの事柄に従事します。断じて如何なる所
でも悪事は起きません。しかしながら、日々、共に好意を抱きあい友情を深め、貧しく踏
みにじられた人々が平穏に暮らせるよう、そして両皇帝のため神を讃えましょう。 
 私たちは、陛下から私たちの文書への返書をお待ちしております。神が陛下へ健やかな
末永き日々をお授けくださいますように。 
 
1616 年 12 月 18 日、ベオグラードにて記す。 
陛下の常に変わらぬ善意の友。 
                                         以上 
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Ⅶ 史料 
 
Ａ 1606 年ジトヴァトロク条約ハプスブルク版文書484 
 
前文 （ハプスブルク側の代表者、ヨアンネス・ア・モラルト、アドルフ・アブ・アルタ
ン、ハンガリー側の代表者、ジュルジィ・トゥルゾー、ニコラウス・イシュトヴァンフィ、
セイフリドゥス・コロニッツ、バッチャーニィ・フェレンツ、クリストフォルス・エルド
ゥーディそしてトランシルヴァニアの代表者、イレシュハージィ・イシュトヴァーン、ニ
ャーリ・パール、ツォボル・ミハーイ、ホフマン・ジュルジィの名前とその肩書がある） 
 我々はこの文書で以下のことを全ての者に告知する。神の御加護により神聖ローマ皇帝
であり、ドイツ、ハンガリー、ボヘミア、ダルマティア、クロアチアおよびスロヴェニア
の国王である慈悲深き皇帝ルドルフ 2 世と偉大な皇帝ムラト 2 世およびメフメト 3 世の間
で不和が生じ、そして平和が破られ、戦いが勃発した。その戦いは尊厳のある現トルコ皇
帝アフメトの治世まで、その全期間両者間で様々な優劣を繰り返して 15 年間続いた。両国
の君主はこのように長期に渡り悲惨な状態にあった多くの貧しい人々に同情し、彼らに平
安と静穏を、与え、兵士を戦いから解放することを願って、和平達成のためにその努力を
傾けた。我が陛下は上述の代表者と全権使節を、一方、尊厳のあるトルコ皇帝アフメトは
ブダの行政長官アリ・パシャ閣下と首席裁判官ハビル・エフェンディをそのために選んだ。
我々は長い交渉と討議の末、以下の如くの条項から成る和平条約を締結するに至った。両
帝国は確固とした決意を持ってこれを遵守する。 
 
第 1 条 
 使節がそれぞれ両皇帝の御許へ到着した時、即刻同様に、彼らは一方が他方の父の使節
であり、他方はその息子の使節であると受け入れること。 
第 2 条 
 両者は文書、書簡及び口頭全てにおいて、互いに敬意を表し、王ではなく皇帝と呼び、
書き記すこと。 
第 3 条 
 本和平条約にタタール及び他の民族は含まれ、条約期間和平を保持し、キリスト教諸国
に対し被害を与える如何なる行為も行わないこと。 
第 4 条 
 和平は両皇帝に属する全ての所で護られること。特にハンガリーと以前からハンガリー
に属していた地域と国、領地と諸州、そして陸海全ての所で護られること。オーストリア
                                                   
484 ハンガリー語 [Sinkovics 1968 : 368-371]、[Salamon 1867 : 257-261]。英文訳 
[Byerle 1980 : 17-20]。日本語訳 [尾高 1986 : 130(35)-125(40)]。翻訳するに当たり上記
を参照。 
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家に属する国もしくは属国の全ては本条約に含まれること。スペイン王が本条約加盟を望
むのであれば、それは妨げられないこと。 
第 5 条 
 戦いは全ての所で停止すること。略奪行為がある場合、被害を受けた側はその略奪行為
をした者を捕えることが出来ること。但し、その旨を相手側に通知し、その後でその事実
を事件の起きた当該地の裁判権のあるカピターニィが裁定し、奪った品物は返還されるこ
と。 
第 6 条 
 武力、策略及び他の如何なる手段により城塞を攻撃し、奪取し、そして占領しようとし
ないこと。ボチカイ君公にあたえられたものは、ウィーンでの決定と同意に従って彼のも
のであること。 
第 7 条 
 両者は全ての捕虜を返還すること。その場合、公正に捕虜交換を行うこと。両者の捕虜
の身代金の支払いに関して、既にその支払いに同意していた者は身代金を支払い、平和時
に捕らわれた者は身代金を支払わずに釈放されること。 
第 8 条 
 将来の国境紛争、小競り合いそして騒乱を解決するための全権は、ジュールの王代理人、
ドナウ河両岸のハンガリー国のカピターニィ、クロアチアの総督およびブダのパシャ、こ
れらの者にその裁定権がある故、彼らに与えられること。重大なことが起きた場合、彼ら
はそれを自ら解決することは出来ず、即座にそれぞれの皇帝へその事実を知らせること。 
第 9 条 
 両者は城塞の全ての部分を元の通りに修復すること。新たに城塞と砦を建設することは
許されないこと。 
第 10 条 
 我が方はトルコ皇帝への贈り物を携えた使節を派遣すること。一方、軍司令官485もその
陣地から我らの皇太子殿下の宮廷へ贈り物を携えた使節を派遣すること。我が方の使節が
和平条約批准のためコンスタンチノープルへ到着する場合、偉大なトルコ皇帝は我らの皇
帝の所プラハへ、これまでの慣習以上の大きくかつ多くの贈り物を携えた使節を派遣する
こと。 
第 11 条 
 我が皇帝陛下の使節は約束に従って贈り物として品物と現金で 20 万フォリントを１回,
数回ではなくコンスタンチンープルへ届けること。 
第１２条 
 和平条約は 20年間有効であり、来たる年の 1月 1日から施行されること。両者は 3年後、
互いに贈り物を携えた使節を交換すること。その贈り物は義務的であっても形式的であっ
                                                   
485 大宰相ララ・メフメト。 
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てもならず、両者の善意と好意を表すものであること。使節はその任に相応しい人物を派
遣すること。この 20 年間は本条約は遵守され、ローマ皇帝陛下の後継者とハンガリー法に
則った王の子、孫及びその法的後継者もまた和平を遵守すること。偉大なトルコ皇帝側も
同様に、本条約を遵守すること。 
第 13 条 
 我々の支配下にあるヴァーツは城塞の修復は許されるが拡張はしないこと。 
第 14 条 
 皇帝陛下の使節がトルコ政庁へ到着する場合、使節が望むものをトルコ皇帝に要求する
ことが出来ること。 
第 15 条 
 フィレク、ソモシュクー、ホッロクー、アイナチクー、デヴィニィ、ケックー、セーチ
ェニィ、ジャルマトゥ、パーラーンク、ノーグラードそしてヴァーツへ属する村々は税を
免除されていたので、この後も税を支払わないこと486。何故なら、それらは現在我らの手
中にあるからである。それ故、何処に住んでいようともスィパーヒとその他のトルコ人は
それらの村々へ危害を加えてはならず、税を課してもならないこと。但し、エゲルが征服
されてからずっとエゲルに税を納めていた村々は除かれること487。 
エステルゴムに関する事柄は以下である。キリスト教徒がトルコ人からエステルゴムを
奪い取って以来トルコに税を納めていた村々はこの後もトルコに税を納めること488。但し、
それ以外の村々はこの限りではない。 
カニジャに関する事柄は以下である。パシャとバッチャーニィ閣下が委員を派遣し、そ
れらの者が村々を監督し、どの村がトルコに税を納めるかを決定すること489。但し、それ
以外の村々はこの限りではない。 
トルコ占領地に居住しているかもしくはそこに所領を有している貴族はトルコへ税、10
分の 1 税も納めず、何も納めないこと。彼らの誰もが王に納めていず、それ故、トルコ人
へも納めないこと。彼らは財産税及び人頭税も課せられないこと。 
トルコ人は占領地へ税の徴収のため出掛けないこと。但し、トルコ人の城塞の近くはこ
の限りではない。村の長老が代わってこれを徴収すること。長老が出掛けない場合、トル
コ人はカピターニィもしくは土地所有者へその旨を手紙で知らせ、徴収してもらうこと。
村がこれを望まない場合、その時はトルコ人がそこへ出掛けて行くこと。ハンガリー人も
同じようにすること。 
                                                   
486 1593 年末と 1594 年の初めにかけてこれらの城塞はオスマン帝国から解放された
[Sinkovics 1968 : 370]。 
487 エゲル城塞は 1596 年、オスマン軍により奪還された [Sinkovics 1968 : 370]。 
488 エステルゴム城塞は 1543 年から 1595 年までオスマン領であり、1605 年にオスマン軍
により奪還される [Sinkovics 1986 : 371]。 
489 ブダのアリ・パシャとバッチャーニィ・フェレンツ。カニジャは 1600 年、オスマン帝
国ハンガリーの 4 番目の州となる。 
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以上、我が皇帝陛下の御名と御意思、同様に我がマチアス皇太子殿下のそれ、そして権
威のあるオーストリア家全体の意思で任命された上記の委員であり代表者である我々は自
らを律し真の信義で以下のことを誓います。上記の尊厳多い皇帝陛下と皇太子殿下及びオ
ーストリア家の他の皇太子たちの代理である我々そして上記の偉大なトルコ皇帝の代理で
あるアリ・パシャ閣下とハビル・エフェンディは和平条約を決議した。我々はトルコ側に
より破られない限り、本条約の全条項を遵守し、カピターニィと兵士、全ての者と共に厳
粛に断固として本条約を遵守する。信認と証明の為この文書に我々は署名し印璽を押して
確固としたものとする。全ての者が署名する。 
ドナウ河に面したジトヴァ川河口にて、1606 年 11 月 11 日、記す。 
 
 
B 1606 年ジトヴァトロク条約オスマン版文書490 
 
前文 
 我々は神の御加護により偉大なトルコ皇帝のブダの代理人であり行政長官であるアリ・
パシャと首席裁判官であるハビル・エフェンディであります。 
 全知全能の主なる神の恩恵と、聖地メッカ、輝けるメディナ、恵み深きイェルサレム、
地上の 7 つの地域そして人の住む所の 4 分の 1 を支配するパディーシャ・・・である皇帝
陛下の命令により、我ら二人は神聖ローマ皇帝の代理人、ヨアンネス・ア・モラルト、ア
ドルフ・アブ・アルタン、ミクローシュ・イシュトヴァーンフィ、セイフリド・コロニッ
ツ、バッチャーニィ・フェレンツ及びエルドゥーディ・クリストフと交渉し、和平条約を
締結する全権を委託された。それに従い、我らは和平交渉をし、以下の条項から成る本条
約を締結するに至った。 
第 1 条 
 神聖皇帝の使節が我が皇帝陛下の崇高な政庁へ到着した時、更に政庁から皇帝の親書を
神聖ローマ皇帝へ送る時、崇高な両皇帝は息子がその父へそして父が息子へ書くが如く親
愛の情を表すこと。 
第 2 条 
 我が皇帝陛下の親書の中で、神聖ローマ皇帝を王ではなく神聖ローマ皇帝と呼ぶこと。 
第 3 条 
 神の意思により和平が開始された時からタタール及び我が皇帝陛下の全ての臣民は神聖
ローマ皇帝領に対し一切の敵対行為を止めること。 
第 4 条 
 和平は両皇帝によりそれぞれの領土とハンガリーとその属領の陸海全てにおいて保持さ
                                                   
490 ハンガリー語 [Bayerle 1980 : 45-48]。英語訳 [Bayerle 1980 : 21-22]。日本語訳 [尾
高 1986 : 130(35)-125(40)]。翻訳するにあたり上記を参照。 
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れること。スペイン王が望むのであれば、妨げられずに和平条約交渉に加われること。 
第 5 条 
 以後、略奪行為は止めること。相手側が略奪をした悪漢を捕らえた場合、その当該地の
カピターニィは我らの辺境の城塞の主に通知すること。我々はその地へ人を派遣し、相手
側の代表者と共に正義に則り裁判を行い、判決が死刑であっても、刑は執行されること。
鞭打ち刑の場合は、鞭打たれること。奪われたものが見出された場合、それが如何なるも
のであっても、正当な所有者へ返還されること。両者側で裁判はこのようにすべきこと。 
第 6 条 
 城塞を奪い取らないこと。武力、策略もしくは脅迫により城塞に危害を加え得てはなら
ないこと。何らかの方法で城塞を取得したとしても、それを自分のものとしてはならない
こと。ボチカイ君公に与えられたものはウィーン条約と委員たちの意思により彼のもので
あること。 
第 7 条 
 和平条約締結以前に捕虜とされた者また捕虜であるときに身代金を支払うことに同意し
た者は身代金を支払うこと。身代金支払いの約束を拒否した捕虜は捕虜交換されること。
和平条約成立後、何人も捕虜とされることはなく、捕らわれた者は身代金を支払うことな
く即座に釈放され、人を捕らえた者は罰せられること。 
第 8 条 
 テメシュヴァール、ボスニア、エゲルそしてカニジャの辺境において和平が破られ、何
事かが起きる場合、それらの辺境にあるジュールの場合は王の代理人、ドナウ河左岸のカ
ピターニィたち、クロアチアの総督およびその他の関係者へそれを知らせること。それら
の者が正義を遂行しようとしない場合、最高の裁判権を付与されているブダのパシャに知
らせ、彼が法に則り対処すべきこと。 
第 9 条 
 両者は現存の城塞の修復は認められるが、城塞あるいは砦を新しく建てることは認めら
れないこと。 
第 10 条 
 本条約に従い、我が皇帝陛下は現金と品物で 20 万フローリンを受け取ること。相手側の
使節がそれを携えて到着する場合、我が軍司令官閣下は皇太子殿下へその位に相応しい贈
り物を携えた首席サンジャク・ベイを派遣すること。我が偉大なる皇帝陛下へその地位に
相応しい贈り物を携えて使節が到着する場合、我が皇帝陛下も以前からの慣習よりも敬意
を表す贈り物を携えた使節をローマ皇帝陛下へ派遣すること。 
第 11 条 
 ローマ皇帝陛下の使節は上記した贈り物を携えて我が偉大な皇帝陛下の政庁へ赴向くこ
と。その際、贈り物は現金と高価な品物で 20 万フォリントとすること。 
第 12 条 
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 本条約はイスラム暦 1015 年ラジャブ（7）月 1 日、即ち西暦 1606 年 11 月 11 日から 20
年間の有効期間とすること。ローマ皇帝陛下から我が皇帝陛下への上記の贈り物が届けら
れた後 3 年間、贈り物は届けないこと。3 年が経過し、ローマ皇帝陛下から我が皇帝陛下へ
の贈り物はその額を定めなく、難しいことにしないこと。3 年後、ローマ皇帝陛下はその地
位に相応しく年ごとに使節に贈り物を届けさせること。そして我が偉大な皇帝陛下もロー
マ皇帝陛下へその地位に相応しい贈り物を携えた使節を派遣すること。和平条約は 20 年間
有効であり、その間、偉大なトルコ皇帝とローマ皇帝、およびハンガリー王が、全知全能
の神の思し召しにより、例え身罷ったとしても、この 20 年間本条約は遵守され、破られな
いこと。そしてその後継者である将来の君主は世代から世代へと和平条約の条項を確固と
遵守し、本条約を誠実に保持すること。 
第 13 条 
 ヴァーツ城塞はその今ある形での再建は認められるが、その拡張は許されないこと。現
在の形のままであること。 
第 14 条 
 ローマ皇帝の使節が我が偉大な皇帝の所へ到着する場合、その望むものを何でも偉大な
皇帝へ要求出来ること。 
第 15 条 
 エゲル城塞が占領されて以来現在までエゲルに帰属しかつ税を支払っていた村々は、今
後もエゲルに帰属し、奉仕しそして税を支払うこと。 
第 16 条 
 フィレク、セーチェニィとノーグラードへ帰属している村々であるがエゲル、ハトヴァ
ン、ブダとエステルゴムへ税を支払ってきた村々は今後もそのようにすること。 
第 17 条 
 エステルゴム城塞がローマ皇帝の手中に墜ちた時、エステルゴム城塞へ税を支払ってい
た村々は今後もそのようにすること。更に、両者へ税を支払っていた辺境の村々はそのよ
うにすること。そしてカニジャ城塞が我らの所有になって以来、カニジャに税を支払って
いる村々は今のもそのようにすること。これらの村々の紛争に関する事柄は、我ら側とバ
ッチャーニィ・フェレンツ殿からの委員により対処されること。それらの委員はカニジャ
へ赴くか否かに関わらずそれを行うこと。すなわち、これまで税を支払ってきた村々は今
後もそのようにすること。しかしそれを拒む村々であっても平和な状態におかれること。
現在、打ち捨てられて人が住まなくなっている村々が再び人が住む場合、それらの村々は
税を支払うこと。ローマ皇帝側の真の貴族がその所領においてローマ皇帝へ税を支払って
いなかったのであれば、今後もそのようにすること。 
 1606 年 11 月 11 日、アルマーシュ491において記す。 
                                                   
491 ドナウ河右岸のジトヴァトロクの対面に位置し、そこへアリ・パシャはそこへ一時陣を
張った [Bayerle 1980 : 8]。 
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 思慮深く仕える者であるブダ州のアリ・パシャと首席裁判官ハビル・エフェンディ。 
 
 
C 1608 年 3 月 28 日のエールシェクウーイヴァール協定492 
 
第 1 条 
 神聖ローマ皇帝並びに諸国は以下の如く決議した。ウィーン和平条約493及び 2 皇帝の和
平条約を確認し確固とすることとした。 ・・・ マチアス皇太子により任務遂行の権限
が付託された者とハンガリーの為政者により任命された者は、かつてジトヴァトロクにお
いて締結された和平条約に従いその全てをトルコ政庁と確実なものとすること。 
第 2 条 
 我が使節とトルコ使節がコマロムから出立させる日は今より 40 日以内とすること。決め
られた日より早いのは構わないし、早い方が一層良く、その期間内になされるべきこと。
その期間内両者はあからさまにも秘密裡にも相手側に対し如何なる行動も起こさず、和平
条約に違反せず、攻撃し合わず、その様な行為を容認せずかつ和平条約に反対することを
実際に示唆さえしないこと。 
第 3 条 
 贈り物を送ることに関しては、現在ブダに滞在している使節が金と銀からなる高価な品
物と現金でまとめて 15 万フォリントを届けること。残りの 5 万フォリントは使節がブダへ
戻って来た時点で送ること。これにより 20 万フォリントは支払いが終了し、和平条約締結
に関することは全て完了すること。 
第 4 条 
 占領地に関して、エステルゴムにある村々に関して以下のように決議した。マチアス皇
太子がジトヴァトロク条約に沿う内容のハンガリー語の印璽のある親書をウィーンから使
節が出立する前までにコマロムへ送り、使節がそれをトルコ政庁へ届けること。どの村が
税を支払うのか支払わないのかはこの親書に認められており、それに従ってなされるもの
とする。 
 ドナウ河左岸と上ハンガリーにある村々はジトヴァトロク条約にある内容に従うこと。
新たにどの村にも税を課さず、現在税を支払っている村々へ支払い不能な過重な税を課さ
ないこと。 
第 5 条 
 不満、不平、攻撃かつ違反行為に関して、以下のように決議した。両者とも生存してい
                                                   
492 ハイドゥー問題を解決し、ジトヴァトロク条約を遂行するための協定 [Salamon 
1884 : 262-263]。ハイドゥーに関する協定はこの前日の 27 日に締結されている [Bayerle  
1991 : 121-122、書簡 No.98]。 
493 1606 年 6 月 23 日、ハプスブルク皇帝ルドルフとトランシルヴァニア君公ボチカイ・イ
シュトヴァーンの和平条約 [Sinkovics 1968 : 348-349]。 
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る捕虜はすぐさま解放し、そして略奪により手に入れた高価な品物は全て返還すること。
今後、両者とも違反行為はしないこと。如何なる場所であれ、高価な物を見つけそれを奪
い取ったものは司令官により罰せられ、その品物は所有者に返還されること494。 
 
 
D 1608 年 10 月 30 日のスルタンのフェルマーン (勅令)495 
 
 朕は 2 つの都の守護者にして不信心者と異教徒を根絶せし者、ビザンチン、アラビアそ
してイランの地のスルタン、中国、カタイ、トルキスタン及びダイラムの支配者の中の支
配者、帝国における戦いの勇士、軍隊と王位に勝利をもたらす瑞兆の主である。即ち、地
中海と黒海にある天に達する都市の、黒海沿岸の城塞と砦の、最も豊かなエジプトと上エ
ジプトの、平安の都バグダドの、シャフリゾルの、アレッポとダマスカス、ベンデル、ジ
ッダ、そしてバスラの建造物の、荘厳な聖墓―神よ、栄光を授けたまえ―の、イェメンと
アデンの地の、サナーの、アビシニア、バスラ、エル・ハサ、クルディスタン、グルジャ
そしてワンの地域の、カッファとゴールデンホルドの、タルタリとディヤルバクルの、ラ
ワー、モスル、ペレンガン、エルズルムの、イラン平原の、アナトリアノ、ズルカディル、
カラマンそしてエディルネの地の、ルメリア諸国の、ワラキア、モルドヴァ、ボスニア、
シゲトヴァール、エゲル、そしてカニジャ州の、キプロス、サモス、レスボスそしてロー
ドス諸島の、アラビア半島の、トリポリ、チュニス、そして諸王が羨む安全堅固なイスタ
ンブルの、更に朕の炎の如く輝く剣の力で征服したその他の輝ける地のパディーシャにし
てスルタンの中のスルタンの子のスルタンであり高貴なるシャーの中のシャーそして最も
輝けるカンである。即ち朕は、スルタン・メフメト・カンの子であるスルタン・バヤジド・
カンの子であるスルタン・セリム・カンの子であるスルタン・スレイマン・カンの子であ
るスルタンセィム・カンの子であるスルタン・ムラド・カンの子であるスルタン・メフメ
ト・カンの子のスルタン・アフメト・カンである。 
 神の御加護により幸運を運ぶ馬の手綱は朕の手中にあり、征服の職杖は朕の手に神によ
り与え給われた。朕の剣の輝きは地上を照らし、人の住む地と 7 つの風土帯は朕に従って
いる。シーザーの宮殿は朕の最も下部にある王宮に比しても見劣りがする。朕が正当に受
け継ぎし領土の一辺でさえアレキサンダーと中国の帝国に匹敵する。朕の帝国のソロモン
印は世界から讃美されており、この地上は神の恵みに溢れた朕の慈悲に満ちた領土―全知
全能の慈悲深き神を讃え給わんことを―である。 
 そなたは、ローマ帝国の選ばれし者、ドイツ、ポーランド、ボヘミア、スロヴェニア、
                                                   
494 この協定をアリ・パシャとハビル・エフェンディは承認することを誓っている 
[Bayerle 1991 : 134-135、書簡 No.109]。 
495 Feridum Beg Collection に収録されているトルコ語文書からの英訳 [Byerle 1980 : 
23-27]。 
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クロアチア、ハンガリーの一部分、ウィーン及びその他の州の皇帝であり、キリスト教国
の皇子たちの模範たる者であり、メシアに従う貴人たちが理想とする者であり、キリスト
教国の統治者であり尊厳と光輝を有する者―その生涯に幸あらんことを―ルドルフである。 
 朕の常勝軍の司令官であり、卓越した野戦の軍司令官であり、全世界と社会の公平な秩
序の監督官であり、偉大なスルタン位の名誉とカリフ制の権威、王国と宗教及び地上の秩
序を司る者である朕の大宰相ムラド・パシャ―神が彼を大宰相位に何時までも留まらせ給
わんことを―は、かつてブダの辺境において帝国の任務を成し遂げた。そなたの使節が和
平条約交渉のために、両国の代表者による会談を準備するために彼の所へ赴いて来た。大
宰相は朕の命を受け、和平交渉会談を開催した。その結果、実戦を経験し、慎重勝かつ熟
練の者たちであるそなたの代表者がジトヴァトロクへ到着した。その場所は会談の為に設
定された。その代表者は、ヨアンネス・ア・モラルト、アドルフ・アブ・アルタン、トゥ
ルゾー・ジュルジィ、イシュトヴァーンフィ・ミクローシュ、コロニチ・セイフリエド、
バッチャーニィ・フェレンツそしてエルドゥーディ・クリシュトフである。加えて、トラ
ンシルヴァ君公ボチカイ・イシュトヴァーン及びハンガリー側もその代表者、イレシュハ
ージィ・イシュトヴァーン、ニャーリ・パール、ツォボル・ミハーイとホフマン・ジュル
ジィを上記の場所へ派遣した。朕は朕の現在のブダの代理人にして偉大な野戦軍司令官か
つ地上の治安官である賢明なアリ・パシャ―神よ、彼をその地位に長く留まらせ給え―に
対し、朕は彼を能力と熟練を有した思慮深き者と看做し、彼に全権を与えた。更に、ブダ
の首席裁判官にしてイスラム教の裁判官かつその信者の真の指導者であるメフラーナ・ハ
ビル・エフェンディ―神よ、彼の徳をいと高めさせ給え―は学を積むだけではなく辺境周
辺の事情に精通している者であるが故に、上記の大宰相はハビル―彼の徳を高めさせ給え
―をアリ・パシャと共に上記の地へ派遣した。アリ・パシャとハビル・エフェンディは会
談場所へ到着した後、上記の代表者と共に会談を開催し、和平条約の詳細を討議した。そ
して王国、諸州と臣民の為に和平条約が締結されるに至った。神の御意思により、この条
約には、朕の至福の門に 20 万ピアストルが届けられこと、更に我らの友好関係を強化する
ことの他に幾つもの条項が含まれ、そして和平条約の有効期間は 20 年間と定められた。 
 そなたの代表者はその和平条約文書に署名捺印した。朕の宰相もその和平条約文書に署
名捺印した。十分な信頼と平穏が醸成された中で和平条約は締結された。 
 同意された 20 万ピアストルのうち 15 万は、そなたの知性優れた尊敬する使節団である
アダム・ヘルベルステイン男爵、バンベルト男爵及びグロストイ男爵、リマイ・ヤーノシ
ュ、更にウラルコシュ男爵、バジン男爵とツォル男爵により届けられた。 
 このように和平条約は確かに成立した。そなたは新しい帝国の条約の発布を願っている
ことを表明した。故に、朕のトルコ政庁―スルタンの集う御所にしてハンの避難所―はそ
なたたちが条約に対して忠実であり心から誠実であることを高く評価し、朕の帝国の恩寵
と至高に鑑みて、朕は以下の如く勅令を発布する。 
 ジトヴァトロクにおいて両国により作成された文書に含まれている条項に従って、そな
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たの使節が到着した時、使節は朕がここに発布する以下の条約文書を受け取ること。 
 条約は、神の御意思により、ジトヴァトロク条約文書作成時即ち我が偉大なる予言者で
あり預言者の中の預言者かつアフル496族の長であるムハンマド・ムスタファ―彼に平安を
与え給え―のヒジュラから数えて1015年のラジャブ月の初日即ちイエス―神の慶賀を彼に
与え給え―の暦によると 1606 年 11 月初日から 20 年間有効とすること。 
 将来において条約期間中に皇帝が身罷った場合、その子息、兄弟、子供と家族、高位に
ある者もしくはその子孫は和平と友好の本条約を堅く護り破らないこと。トランシルヴァ
ニアとワラキアそしてモルダヴィアは朕の良く防護する国に属している故に、これより後
は何人といえども介入し攻撃しないこと。同様に、至高の帝国の皇帝とその子供たち、朕
の崇高な国の大宰相と高官そして我がスルタン国の重鎮と高貴な者とそれらに仕える者全
ても本条約を護り破らないこと。本条約締結後、タタール及びその他のイスラム兵士は上
記の国々や諸州へ危害を加えることと損害を与える原因となることをしてはならないこと。
両者は和平条約を遵守し、上記の諸国とそれへ属する国、特に長い間既述の人々に属して
いたハンガリー諸州に対しての全ての敵対行為は、陸上、海上の如何なる場所においても
止めること。同様に、我が良く防護する国とその属国、イスラム諸国に対して陸上でも海
上でも攻撃し妨害しないこと。 
 我が方の者が両者が接する辺境の州へ危害を加える略奪行為をする者を捕らえた場合、
我が方はその地の司令官へ代表者を派遣するように通知し、共同でその事柄を裁くこと。
同様に、そなたの司令官がその裁判権の及ぶ地で略奪行為をする者を捕らえた場合、我が
辺境の州当局に通知し、その行為者は公正な罰が与えられ、そして略奪品は没収され、正
当な所有者へ返還されること。 
 和平時に両者側どちら側も武力、策略もしくは威嚇により城塞を攻撃し奪わないこと。 
 ウィーン条約により君公ボチカイ・イシュトヴァーンへ与えられたものは何でも彼のも
のであること。朕の崇高な先帝たちが武力により征服し我が良く防護する辺境およびトラ
ンシルヴァニアとそれに属する地への如何なる介入も攻撃もなされず、我がイスラム信仰
と国に対して如何なる敵対行為もなく、そして本和平条約が破られない時、両者にあって
は動乱と無秩序は存在しないこと。朕がトランシルヴァニアとハンガリーの支配者として
選んだボチカイ・イシュトヴァーンへ与えられたウィーン条約の留保条件は、固くこれを
遵守すること。 
 本条約締結以前に身代金支払いに同意した捕虜は、それを支払い解放されること。身代
金支払いを拒否した捕虜は支払わないこと。これ以後、誰であっても捕らわれることはな
いこと。捕らえられた者が何人であれ、身代金を支払わず解放されること。人を捕らえた
者は両者により罰せられること。 
 本条約に違反する事柄がテメシュヴァール、ボスニア、エゲル、カニジャもしくはその
他の地で起きた場合、正当な担当者へ通知し、その者が裁くこと。その者がその任を遂行
                                                   
496 アフル・アル・バイトの意であろう。予言者ムハンマドの一族をさす [東長 2002 : 61]。 
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できない場合、その時は最高の権威者であるブダの行政長官がその事柄を裁くこと。そな
たの側でそのような事柄が起きた場合、その時はジュールの司令官、ドナウ川左岸の司令
官そしてクロアチアの総督が裁くこと。 
 辺境にある城塞の修復は許されるが、新しく建てぬこと。ヴァーツの砦はそのままにし
ておき、修復はしないこと。しかしながら、それはそなたの所有のままであること。 
 ジトヴァトロク条約締結した日から数えて 3 年間、約束された贈り物以外に我が崇高な
国から要求はしないこと。3 年後、贈り物は再開されること。我らの友情に相応しいい贈り
物は過去においてなされたように送られること。贈り物は我が至高の宮廷に相応しいもの
であること。高位にある者がそれを届けること。 
神の御加護により朕の所有となる以前にエゲル城塞へ税を納めていた村々は、イスラム
の徒にその税を納めること。エゲル、ハトヴァン、ブダ及びエステルゴムへ帰属していた
フィレク、セーチェニィそしてノーグラードの村々は、今後もそれらに帰属し、イスラム
の徒へ税を納めること。ハプスブルクの手に渡る以前にエステルゴムへ税を納めていた
村々は、再びエステルゴム即ちイスラムの徒へ税を納めること。辺境にあり両者へ税を納
めていた村々は、依然と同じように両者へ税を納めること。神の御加護と我がフセルヴィ
アン497の力により我が方の所有となった時、カニジャへ税を収めていた村々は今後もその
ようにすること。しかしながら、幾つかの村々の適正な帰属に関して紛糾する場合、上記
のアリ・パシャはそれを対処するため経験を積んだ人物を任命し、その者がバッチャーニ
ィと協力して当該地でそれを検証し、紛糾している村々がカニジャに帰属するのかしない
のかを明らかにすること。帰属する村々は税を納め、帰属しない村々はそのままであるこ
と。             
幾つかの村々は荒れ果て廃墟となっている。その村々に再び人が住み、税を納める村と
なった場合、その村々は再びイスラムの徒へ税を納めること。 
 そなたが本条約の内容と条項を遵守し、そなたの辺境の司令官や軍隊が和平と友好の本
条約を破るような敵対行為をしない限り、無から天と地を創造し給うた神の不変の正義と
我らの至高の預言者―彼に平安を与え給え―の名誉にかけて、それが神の意思であるので
あれば、朕は以下のことを誓い、神聖な約束とする。即ち、同意された期間内、そなたの
国、州、城塞、砦そして臣民は同意された期間に朕の常勝軍と絶対的権威のある朕の勅令
により、敏捷なタタール人の国498を任され大きな力を有するセラメト・ギライ・カン、我
が辺境を防衛する兵士、我が高官と司令官もしくは我が堅牢な法の下にあるキリスト教徒
の仕える者によって被害を与えられたり、傷つけられたりそして攻撃されたりしないこと。
和平を遵守し護ることに怠慢であってはならない。 
 1017 年ラジャブ月の初日に記す。 
 
                                                   
497 不詳。 
498 クリミア半島と黒海北岸の草原地帯。 
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Ｅ 1615 年のウィーン条約499 
 
前文 
 偉大なローマ皇帝にして、ドイツ、ハンガリー、チェコ、ダルマチア、クロアチア及び
スロヴェキアの王であるマチアス陛下は以下の者たちを任命した。即ち、慈悲深き陛下の
枢密議員にして顧問官である者たちである。それらは、ローマ聖母教会の長老にして枢機
卿でありエステルゴムの大主教、県監督官、ハンガリー首席主教、尚書官長かつローマ教
会使節であるフォルガーチ・フェレンツ、ウィーンおよびウーイヘイ500の司教であるメル
キオル・クレスル、レインネグとドゥロセンドルフの城塞主であるヨアンネス・ア・モラ
ルト、ゴルドブルグとムエルステットの城塞主であるアドルフ・アブ・アルタン、ムンツ
ェンベルグの城塞主であるフィリップ・ア・ソルムス伯爵、トルナ県領主であるペーテ・
ラースローとアッポニィ・パールである。一方、偉大な現スルタン・アフメト・カンはロ
ーマ皇帝への使節としてムタファラグ501のアフメト・キハヤとガスパール・グラチアニを
派遣してきた。彼らが共に決定した全てを、この書で世に知らしめる。 
今は亡き至高のルドルフ皇帝と現ローマ皇帝にしてハンガリーとチェコの王であるマチ
アス皇帝は、過ぎ去りし時に長きに渡りトルコ皇帝であるムラト３世 (在位 1574-1595) 
およびメフメト 3 世 (在位 1595-1603) と堪え難き戦いを行った。その後、両者の貧しく
傷ついた人々のためにマチアス皇帝 (在位 1612-1619) は偉大な現トルコ皇帝アフメト
１世 (在位 1613-1617) と 1606 年に有効期間が 20 年の和平条約を締結した。しかしな
がら、ここ数年間にこの条約に違反する行為をする人々が現れた。両者の偉大な皇帝は、
ジトヴァトロクで締結した和平条約を断固として護り、更にこの条約を長期化することに
努めた。それ故、上記の者たちは、長い戦いで苦しみを受けた人々のため、和平条約に含
まれている諸国の平和と安定のためそして和平条約を維持するために任命された代表者で
ありそのための権限を付与された者たちである。本条約は二皇帝間で結ばれた和平条約を
更に強化しかつ延長することを確認するための条約である。これに関して上記の者たちは
何度も会談を持ち、問題解決に努力した。その後、双方が十分理解し合い、敵対行為をし
ないことを確認して、本条約文書を作成し署名して、本条約が締結された。 
 
第 1 条 
 二皇帝間に過ぎ去りしこの 8 年間にジトヴァトロクにおいて締結された和平条約に反す
る様々な違反行為が起きたが故に、新たにその期間を 20 年間とする和平条約を締結する。
それは締結日から 20 年間継続される。 
                                                   
499 ジトヴァトロク条約更新条約である。ウィーン条約ハンガリー語文書 [Salamon 
1867 : 265-271]。 
500 újhely、新しい場所の意。 
501 müteferika。スルタンを護衛するメンバー。 
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第 2 条 
 全ての条項はジトヴァトロクにおいて締結されたものに準ずる。今は亡き至高のルドル
フ 2 世がそれを自署と印璽で承認し、偉大な現トルコ皇帝であるスルタン・アフメト・カ
ンへ送付され、当のスルタンからの承認を得た 1606 年 11 月 11 日に締結された和平条約の
全条項を護ることとする。それ故、その条約内容そのものを本条約に採用し、両者は細部
に至るまで如何なることも断固として遵守すること。 
 しかしながら、メッカとメディナの王である偉大なトルコ皇帝がローマ皇帝ルドルフ陛
下へイスラム暦 1024 年502ラビーウ・アウワル月5031 日に親書を送ったが、ローマ皇帝はそ
の受け取りを拒否した。 
第 3 条 
 オスマン皇帝がエゲル、カニジャ、セーケシュフェヘールヴァール、ソルノク、ハトヴ
ァン、ブダ、ペシュト及びその他の辺境地を得て以来それらの城塞へ税を支払っていた村々
は、今後も同じように支払うこと。ジトヴァトロクにおける決定には反してはいても、両
者側から税を免除されていた村々、即ちトルコ側へ慣習税を支払わなかったか、あるいは
約束した和平条約に反して武力により帰属させられ税の支払いを強制された村々は、ロー
マ皇帝陛下とオスマン皇帝が同じように村々の問題に対処するために任命した委員によっ
て、税が免除され、納税したものは返還されること。現在、どちらか側に帰属しその辺境
の地に属している村々に関して、両者側から事に対処するために任命された委員により、
どの村がノーグラードへもしくはローマ皇帝の他の辺境の地に属するかを調査決定され、
それが登録されること。ローマ皇帝陛下に属する村々は自由であり、現状のままであり、
そしてトルコ皇帝の辺境の人々から被害を受けないこと。 
 エステルゴムに属する 158 の村々に関して、これまで両者間にあった食い違いを以下の
如くすることに両者は同意した。ハトヴァン村はエステルゴムに近接する村のひとつであ
る故、トルコに貢納すること。両者側からの委員はそれらの村がエステルゴムへ属する村
かもしくはハンガリーのその他のトルコ占領へ属する村かをすぐさま調査し、その帰属を
定めること。それらの村は何れの側からも旧来の貢納、税、そして賦役を課せられず、苦
しめられないこと。 
 占領された全ての村における旧習で定められた税の徴収について、その全ての村の長老
がそれを受け取り管理すること。村の長老がそれを行わない場合、パシャあるいはベイが 3
度長老に徴収するよう通知すること。それでも長老が徴収しない場合、彼らはその村の所
有者であるカピターニィへその旨を知らせ、カピターニィが長老へ税の徴収を急いでする
ように命じてくれることを明確に書面へ記すこと。それでも徴収がなされない場合、パシ
ャもしくはベイは税の支払いを村々へ強制出来ること。更に、ハンガリーにおけるこれま
でトルコへ税を支払っていた村々はこの後もそのようにすること。何れ側も帰属する貧し
                                                   
502 西暦 1615 年。 
503 3 月。 
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い村々へ税を増額することで困らせないこと。 
 上下ハンガリー、クロアチア、スロヴァキアそしてトルコ辺境地の間にある国境に関し
て、以前にこの任へ選任された両者側の委員はこれを調整し、明確にすること。 
第 4 条 
 和平条約へ反する行為を行った両者側の者に対し、初めに何も問い質すことをせず、そ
の行為を明らかにすることをしなかったため、直ぐにそれらの者を罰することは不可能で
ある。それ故、以下の如く取り決めた。それは、本条約が両者の皇帝が自らの言葉で誓い、
承認した時から４か月以内になされること。 
 但し、トルコ皇帝の所有となっているもの、即ちセーケシュフェヘールヴァールの税と
ボロンドヴァールから奪ったものは返還されること。 
 更に、ジトヴァトロクにおいて両者側で捕らわれた捕虜に関する条項を取り決めた。両
者側は捕虜を解放すること。 
第５条 
 ジトヴァトロクにおいての決定とその条項に反して新たに城塞や砦が建てられている。
アフメト・キハヤはトルコ側の城塞についてその名を上げ、それらの城塞全てはトルコ側
が平和時に建てたものであると説明した。そのことが真実であることを検証し事実である
と宣誓する者が必要であること。両者側に新しく建てられた城塞が見出される場合、それ
は壊されること。それを行う場合、それは当該地のカピターニィもしくはローマ皇帝によ
り任命されたその任にある委員による事前通告後４か月内になされること。 
第６条 
 これまで両皇帝は、様々な一方側に有利な嘘、情報そして噂によりしばしば惑わされ、
それにより両皇帝の関係は悪化した。それ故、この後、両皇帝は互いに情報知らせ合い、
その関係を近づけるよう努めること。 
第７条 
 ローマ・カトリック旧教会に属する人々、司祭、イエズス会の人々そして教友は、トル
コ皇帝の領土内の何処においても旧聖教会を建てそこに通うことができ、その教え、お告
げそして旧習に従って神に帰依し、祈りかつ福音伝道書を読むことができること。彼らは
偉大なトルコ皇帝及びもう一方の皇帝の領土内の何処においても安全に保護されること。 
第８条 
 両者側の者は打ち捨てられた古い村に住み、家を建てることができること。その場合、
その旨をその地の人々に知らせ、そこへ税を納め、両者側から平穏を保証されること。 
第９条 
 両者の交易をする者はコンスタンチノープルからこの地まで自由に通行することができ
ること。彼らはどちら側から出発するとしても、事前に何処から出発するかを相手側に通
知し、通行書を得る必要があること。そしてそれを携行して旅を進め、辺境のカピターニ
ィと税関吏にそれを示すこと。それが本物である場合、それらの者はそれに押印すること。
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交易するものがある場所から他の場所への移動する場合、恐ろしいことや厳しいことに出
会うことがあるが、誰もがその様な目に合わないようにすること。両者側の領内において、
そのそれぞれの正義に従うが、必要以上の慣習税の支払いを要求されないこと。更に、誰
であっても交易をする者を足止めしたり、邪魔したりすることはできないこと。 
第 10 条 
 故に、この後、ローマ皇帝陛下の帝国即ち誉高きハプスブルク家、もしくはその他の王
家と国の法の下で家畜や物々交換で交易をする者及び商いをする者は、ローマ皇帝のバデ
リウム即ち御旗の印のある許可書か通行書なければトルコ皇帝の領土内の隅々のどこでも
交易をすることはできず、それは許されないこと。但し、コンスタンチノープルに駐在す
るローマ皇帝陛下の使節たちあるいはその他のトルコ領内の領事官たちは大使館や領事館
に許可書や通行書の必要を表明しそれを得ること。但し、旅の目的に反する行為をした者
はその全財産を没収され、それはローマ皇帝陛下の駐在官もしくは領事に手渡されること。
ローマ皇帝陛下と高貴なオーストリア家の下にありながらもネーデルランド州にも属して
いる交易をする者を、スペイン王がトルコ皇帝の領内において捕らえようとしても、その
100 人の内 3 人さえも陸海の何処においても捕らえられないので、ローマ皇帝の駐在官もし
くは領事へ 100 人中 2 人を捕らえるよう命じるのが妥当である。実際、彼らは上記の交易
人と品物をトルコ領内の何処においても保護し、送り届ける義務がある。 
 上記の交易をする者がトルコ皇帝領土内において亡くなった場合、ローマ皇帝陛下の駐
在官もしくは領事はその者の所有するものを保管し、決してトルコ国庫へ渡さず、その者
へ損害を与えないこと。 
 交易をする者がトルコ皇帝領土内において一旦決済を済ませた事柄は、その他の地にお
いて再び支払いをする必要のないこと。 
 交易をする者に争い事が起きた場合、裁判官の所へ赴くこと。裁判官もしくはこの種の
任にあるトルコ人の法律家は交易をする者の法的事柄の解決に携わるにあたり、１件につ
き 50 フォリントを受け取り、交易人を害するようなことはしないこと。但し、交易人が事
前に伝えていた内容と異なる事案の場合、政庁に駐在しているローマ皇帝陛下の駐在官の
出席の下で裁判が行われること。 
第 11 条 
 ローマ皇帝並びにトルコ皇帝両陛下の通信文書を携えてウィーンからコンスタンチノー
プルもしくはコンスタンチノープル駐在のローマ皇帝陛下の駐在官の所からこの地へ派遣
さ、行き来する配達人とその他の人々は、何処においても通行書が発行され、偉大な両皇
帝の領土の何処においても平和に遅滞なく道を進みその任を果たせること。更に、ローマ
皇帝陛下のコンスタンチノープル駐在官からの通信文書の目的地がウィーンの皇帝陛下も
しくは陛下の首席顧問官宛てであっても、ブダを経由すること。即ち、この地からブダを
経由してコンスタンチノープルへ送られること。ブダのパシャもしくはそれぞれの地の長
はこの種の通信文書が遅滞なく確実に目的地に届けられるようにすること。 
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第 12 条 
 この後、パシャもしくはベイは村々へ出掛けて行かず、村の長老が税を徴収し、それを
パシャたちに届けること。更に、以下の如くある。 
 上記のローマ皇帝にして王陛下の慈悲深い枢密委員とその他の顧問官及び全権を委ねら
れた委員は皇帝陛下と誉高い全オーストリア家の名誉と名にかけて、そして偉大なトルコ
皇帝によりローマ皇帝へ派遣されかつ本和平条約への全権を与えられた使節であるムタフ
ァラグのアフメト・キハヤおよびガスパール・グラチアニは偉大な現トルコ皇帝とその後
継者の名において、以下の如く締結するに至った。ジトヴァトロクにおいて締結し更に本
和平条約において確認された全条項は確実かつ完全に細部に至るまで 20年間保持するもの
とし、両皇帝はそれぞれのカピターニィにこの新たに 20 年間延長されかつ更新された本和
平条約を遵守させ、これに反する行為を絶対にさせないこと。 
 より一層の理解を得ることを目的として、ドイツ語、トルコ語そしてハンガリー語で記
された 6 通の和平条約文書は、ローマ皇帝陛下の代理人とトルコ皇帝の代理人が署名捺印
をし、儀式通りに印璽を押して承認した文書である。これを両者が 3 通ずつ所有磨るもの
とする。 
 ウィーンにあるロー皇帝の城内において、キリスト誕生年から数えて 1615 年後のセン
ト・ヤコブの月 15 日に作成する。イスラム暦 1024 年ジョマーダー・アーヒラ月504の初日
である。 
(参加者の署名と捺印があり、アフメト・キハヤはアラビア語で、グラチアニはラテン大
文字でＧ．Ｇ．Ｄ．Ｇ．と署名している) 
 
 
Ｆ 1616 年のウィーン和平条約の修正条約505 
 
 同意に達していない村々に関する紛争、ジトヴァトロクにおいて固く決議した条項に反
して建てられた城塞及び両者が被った被害についてこれにより解決されること。困難なこ
とが多く起こり、ウィーン条約を施行することができなかったので、両皇帝が批准した全
条項を施行するまでの期間を 4 か月と定める。 
 決定された事柄が望ましく施行される為に、両皇帝の意思により全ての定められた事柄
を実施するに要する期間は 12 か月とする。 
 その期間内において全ては現在ある状態を保つこと。 
 12 か月が経過して、私たちの意思に反して何事かが多くの障害を引き起こし、それらが
事を運ぶのを阻害した場合、両者のそれぞれがこれに従い、一方が他方に、他方がいっぽ
うに対して、問題となっている村々を要求し取り戻すことができること。同様に、両者側
                                                   
504 6 月。 
505 ハンガリー語の修正条約文書 [Salamon 1867 : 272-273]。 
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の破壊されている城塞は再建されること。しかしながら、このようにすることで確実に締
結された和平条約に定められた 20 年の間、立ちあがり戦いをしてはならないこと。和平条
約の条項はその細部に至るまで遵守すること。 
 以上の任務を果たす為、ローマ皇帝陛下側からはアドルフ・アルタン伯爵閣下が他の者
と共に陛下の意思により任命され、偉大なオスマン皇帝側からは宰相アリ・パシャ閣下が
任命された。 
 以上を確認するためイタリア語、ハンガリー語そしてトルコ語で書き記された文書 6 通
を作成し、我らの慈悲深き皇帝陛下の枢密院議長であり枢機卿、及びその他の枢密院と顧
問官そして全権大使が署名し捺印してこれを承認する。同様に、偉大な現オスマン皇帝ス
ルタン・アフメト・カンのブダの宰相アリ・パシャそしてオスマン皇帝によりローマ皇帝
へ派遣された使節であり和平条約締結の全権大使であるムタファルガのアフメト・キハヤ
とガスパール・グラチアニが署名し捺印し形式に則りこれを承認する。双方はこの文書 3
通ずつを受け取る。 
 ウィーンにおいて 1616 年 5 月 1 日にこれを成す。 
署名： 
枢機卿クレウス、ヨアンネス・ア・モラルト、アドルフ・コメス・アブ・アルタン、フィ
リプス・グラフ・ズ・ソルムス、ラディスラウス・ペテ・デ・ヘテス、パウルス・アッポ
ニィ・デ・ナジィ・アッポン。トルコ側、アリ・パシャ、アフメト・キハヤとガスパール・
グラチアニ。 
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おわりに 
 
 オスマン帝国は、14 世紀後半には既にハンガリーと軍事接触をしていたが、実際にハン
ガリーの地へその軍を進めるのは、スルタン・スレイマン 1 世が 1526 年にモハチにおいて
ハンガリー軍を壊滅させた後のことである。1541 年、オスマン帝国はハンガリー中央部に
オスマン帝国の直轄州であるブダ州を設置し、ハンガリー経営を開始することになる。こ
れ以後、およそ 150 年間、オスマン帝国は 3 分割されたハンガリーの中央部のみを支配す
るのである。オスマン帝国にとってこのような状態におけるハンガリー支配は困難なこと
であった。しかも、その支配領域は面ではなく、城塞とその周囲に限られた点と点であっ
たことが、更にその困難さを増大させ、その経営を不安定にさせた。その上、トランシル
ヴァニア公国の存在がそれを更に複雑にし困難にした。トランシルヴァニア公国は常にそ
の立場を明確にせず、ある時はハプスブルク帝国側に、またある時はオスマン帝国側に立
ったからである。トランシルヴァニアがこのような態度を取る背景には、両帝国それぞれ
がトランシルヴァニアへの覇権を望んでいたことがある。1568 年のエディルネ条約の和平
交渉合意文書の第 4 条に「(トランシルヴァニア君公である)ヤーノシュ・ジグモンド君公陛
下によって引き起こされた戦争の混乱とそれが原因となり起きた不穏な状態は・・・」と
あるように、トランシルヴァニアの存在は両帝国関係を更に複雑にしていた。   
 しかしながら、トランシルヴァニア君公の元顧問官であるボチカイ・イシュトヴァーン
とハンガリーの貴族による対ハプスブルク反乱が、1606 年にオスマン帝国とハプスブルク
帝国との和平条約であるジトヴァトロク条約の締結の契機となっている。これ以後、両帝
国間に比較的長期の平和がもたらされたことにより、オスマン帝国のハンガリー支配は 17
世紀初期からおよそ 50 年間は比較的平穏な期間であったといえる。これはジトヴァトロク
条約がその後、数回更新されたことからも推察できる。両帝国それぞれは、ハンガリーの
状況の現状維持を望んでいたためである。 
 この後のオスマン帝国とハプスブルク帝国の関係に触れると、両帝国間の関係安定の要
因として、1618 年から続くヨーロッパ諸国の宗教戦争である 30 年戦争の存在を挙げるこ
とが出来る。トランシルヴァニア君公であるベトレン・ガーボル (在位 1613－1629) は
この戦争に加わり、ハプスブルク領ハンガリーの地を獲得した。これはハンガリー貴族に
ハンガリー再統一の夢を抱かせたが、オスマン帝国とハプスブルク帝国双方に対し、ハン
ガリー王国を回復するほどの力はなかった。一方、30 年戦争中、ハプスブルク領ハンガリ
ーに居住し、オスマン支配地域に土地を有しているハンガリー貴族は、オスマン側に占領
地の解放を要求し始めた。オスマン側もハンガリー領主の権利を制限し、境界共同地帯に
ある村々を占領し始めた。これに対し、ハプスブルク側はオスマン帝国との和平更新条約
を護り、反オスマンの態度を取らなかった。実際、1642 年に両帝国はジトヴァトロク条約
更新条約であるイスタンブル条約を締結している。因みに、ハンガリー貴族はハプスブル
ク帝国の政策はハンガリー人に益となるものではなく、そしてハプスブルク帝国はハンガ
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リーがオスマン帝国の支配から解放されたとしても、ハンガリー貴族がハプスブルク家か
ら分離しないという誓いをしない限り、それを許さないだろうと認識していた。しかし、
トランシルヴァニアにおいても反オスマンの動きが起こると、1661 年にハプスルク側は反
オスマン支援軍を派遣した [パムレーニィ 1980 : 202-214]。これに対し、オスのマン帝
国大宰相であるアフメト・キュプリュリュ（在位 1661-1676）は対ハプスブルク戦争を起
こした。これはジトヴァトロク条約による両帝国の平和が破られたことを意味した。この
戦いはハプスブルク軍の勝利で終わり、1664 年にヴァシュヴァール和平条約が結ばれたが、
この条約は更新されることはなかった。1686 年、ハプスブルク軍はブダを陥落させた。そ
れに続いて、ハプスブルク軍はトランシルヴァニアへ侵攻し、そしてオスマン軍を破り、
1699 年、オスマン帝国はカルロヴィッツ条約によりハンガリーの大部分から撤退した。 
 確かに、ジトヴァトロク条約が更新されている時期は、ハンガリーにおいてオスマン帝
国とハプスブルク帝国間で小競合いや小さな紛争が絶え間なく起こってはいても、両帝国
は直接戦火を交えることはなかった。両帝国は 1606 年にジトヴァトロクにおいて、それぞ
れがそれぞれ内容の異なる条約文書に署名・捺印している。これは両帝国双方が戦争終結
を望み、妥協したことによる。双方のジトヴァトロ条約文書に見られる相違は、その後、
幾度も更新された条約で修正されている。これらの行為を行うためには、両国が理解し合
うことが必要であった。両国の関係者が、話し合いや会談をするための機会をつくり、そ
して手紙や書簡の遣り取りを通して相互の理解を深めることで戦争を避けることが出来た
のである。オスマン帝国によるハンガリー支配期における 17 世紀初めからおよそ 50 年間
が、比較的平和な時期であったのはジトヴァトロク条約の存在によるものと云えるであろ
う。この条約締結ために働き、そして 1615 年にその更新条約であるウィーン条約締結にも
尽力したブダ州行政長官であるカディザーデ・アリは、ハンガリー経営を安定させるため、
そして両帝国の狭間で踏みにじられた貧しい人々が恙無く日々を暮らせるよう、ハプスブ
ルク関係者やハンガリー貴族へ書簡を書き、書簡外交ともいえる交渉を行った。アリ・パ
シャオスマン帝国辺境のパシャとして、オスマン帝国とハプスブルク帝国双方のハンガリ
ーに関する利害の調整に努力し、両帝国関係を安定させた人物と位置づけられる。 
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年表 
 
1360 年代       オスマン軍とハンガリー軍がバルカン半島で戦う。 
1389 年        オスマン軍がセルヴィア、ボスニア、ワラキアとハンガリー連合
軍にコソヴォにおいて勝利する。 
1396 年        オスマン軍がニコポリスにおいて十字軍に圧勝する。 
1402 年        オスマン軍はチムール軍に敗れる。 
1402‐1413 年     オスマン帝国の空位時代。 
1443 年        ハンガリー軍がマラヴァ平原においてオスマン軍に勝利する。 
1444 年        オスマン軍がヴァルナにおいてハンガリー軍に勝利する。 
1448 年        ハンガリー国摂政フニャディ・ヤーノシュ軍がコソヴォにおいて
オスマン軍に敗北する。 
1453 年        メフメト２世がコンスタンチノープルを征服する。 
1456 年        オスマン軍がベオグラード攻略に失敗する。 
1459 年        オスマン軍がセルビアを征服する。 
1462 年        ワラキアがオスマン帝国の封国となる。 
1463 年        ボスニアがオスマン帝国の封国となる。 
1505 年        ハプスブルク家とヤゲロ家は相互継承協定を結ぶ。 
1512‐1520 年     スルタン・セリム 1 世時代。 
1516‐1517 年     オスマン軍がシリアとエジプトを征服する。 
1516‐1526 年     ヤゲロ家のラヨシュ 2 世がハンガリーを統治する。 
1520‐1566 年     スルタン・スレイマン 1 世時代。 
1521 年        オスマン軍がベオグラードを征服する。 
1526 年        オスマン軍がモハチにおいてハンガリー軍を壊滅する。ラヨシュ
2 世は戦死する。9 月、スレイマン 1 世はブダへ入場する。11 月、
ハンガリー議会はセーケシュフェヘールヴァールにおいてサポ
ヤイ・ヤーノシュをハンガリー王に選出する。その一方、12 月に
ハプスブルク家のフェルディナンドがハンガリー王に選出され
る。 
1528 年        スレイマン 1 世はサポヤイ・ヤーノシュ支援する協定を結ぶ。 
1529 年        スレイマン 1 世はサポヤイ・ヤーノシュを庇護下に置き、ウィー
ン攻囲を行う。 
1541 年        オスマン軍がブダを占領する。ハンガリーは 3 分割される。 
1542 年        ハプスブルク軍がブダ攻略に失敗する。 
1543 年        オスマン軍がミクローシュ、エステルゴム、タタ、セーケシュフ
ェヘールヴァールを占領する。 
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1544 年        オスマン軍がヴィシェグラード、ノーグラード、ハトヴァンを占
領する。 
1547 年        オスマン帝国とハプスブルク帝国はエディルネにおいて和平条約
を締結する。 
1552 年        オスマン軍が、テメシュヴァール、リッパ、ソルノク等を占領す
るが、エゲル城塞攻囲に失敗する。 
1566 年        スレイマン 1 世は最後のハンガリー遠征途上、シゲトヴァールに
おいて身罷る。 
1568 年        オスマン帝国とハプスブルク帝国はエディルネにおいて和平条約
を締結する。 
1591‐1606 年     長期戦争（15 年戦争）。 
1593 年        オスマン側のフィレクがハンガリー人に奪還される。トランシル
ヴァニアが対オスマン戦へ加わる。 
1595 年        リッパがトランシルヴァニアの手に渡る。エステルゴムがハプス
ブルク軍により占領される。 
1596 年        10 月、オスマン軍がエゲルを占領する。10 月、メゼーケレステ
においてオスマン軍が勝利する。 
1598 年        トランシルヴァニア君公バートリ・ジグモンドがトランシルヴァ
ニアをハプスブルク帝国へ譲渡する。 
1600 年        オスマン軍がカニジャを占領する。 
1601‐1604 年     総督バスタがトランシルヴァニアに恐怖政治を行う。 
1604‐1606 年     ボチカイ・イシュトヴァーンが対ハプスブルク反乱を行う。 
1605 年        2 月、ボチカイ・イシュトヴァーンがトランシルヴァニア君公に
選ばれる。10 月、オスマン軍がエステルゴムを奪還する。11 月、
ボチカイ・イシュトヴァーンがオスマン帝国よりハンガリー王冠
を授けられる。 
1606 年        6 月、ボチカイ・イシュトヴァーンと反乱ハンガリー貴族がハプ
スブルク帝国とウィーン和約を結ぶ。11 月、オスマン帝国とハプ
スブルク帝国がジトヴァトロク和平条約を締結する。 
1608 年        オスマン帝国とハプスブルク帝国がエールシェクウーイヴァール
協定を結ぶ。 
1612 年        両帝国によりジトヴァトロク条約が批准される。 
1613 年        ベトレン・ガーボルがトランシルヴァニア君公となる。 
1614 年        トランシルヴァニアがオスマン・ハプスブルク帝国間での中立保
持を約す。 
1615 年        5 月、ハプスブルク帝国がナジソバト条約でベトレン・ガーボル
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をトランシルヴァニア君公と認める。7 月、オスマン帝国とハプ
スブルク帝国がジトヴァトロク更新条約であるウィーン条約を
締結する。 
1616 年        ウィーン条約修正協定が結ばれ、ハプスブルク使節団がオスマン
帝国の都イスタンブルへ派遣される。 
1617 年        オスマン帝国がペルシャとの戦いを再開する。 
1618 年        両帝国がコマロムにおいて条約を更新する。 
1625 年        両帝国がジャルマトにおいて条約を更新する。 
1627 年        両帝国がスゥーニィにおいて条約を更新する。1658 年        
オスマン軍がトランシルヴァニアへ侵攻する。 
1664‐1664 年     オスマン軍がハンガリー遠征を行う。 
1664 年        オスマン軍がセントゴッドハールドにおいて敗北する。ヴァシュ
ヴァール和平条約が締結される。 
1683 年        オスマン軍がウィーン包囲を行い、失敗する。 
1683‐1699 年     ハンガリーにおいてオスマン帝国からの解放戦が戦われる。 
1686 年        ブダが陥落し、オスマン軍敗北する。 
1699 年        カルロヴィッツ和平条約により、オスマン帝国がハンガリーを去
る。テメシュヴァール地方は除かれる。 
1718 年        テメシュヴァール地方からオスマン帝国が撤退する。 
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